
日医発第842 号（保険）

令 和 ８ 年 ７ 月 31 日

都道府県医師会長 殿

                        日 本 医 師 会 長        

                           松 本 吉 郎

（公印省略）  

高額療養費制度の見直しに係る

健康保険法施行令等の一部を改正する政令等の公布について

健康保険法施行令等の一部を改正する政令（令和８年政令第 240号）及び健康

保険法施行規則等の一部を改正する省令（令和８年厚生労働省令第 117 号）が

本年７月 29日に公布されました。本件は、高額療養費制度の見直しに関する改

正であり、令和８年８月１日及び令和９年８月１日の２段階で施行されること

となっております。主な見直し内容は下記のとおりです。

記

【令和８年８月～令和９年７月】

・各所得区分の自己負担限度額（月額）の引き上げが行われる。

・新たに自己負担限度額（年額）※が導入される。

※ 年間上限の支給を受ける場合、必要事項を記載した申請書を保険者に提出する

・多数回該当※については、現行の設定金額を据え置く。

※ 直近 12ヶ月以内に３回上限額に達した場合、４回目から上限額が下がる仕組み

・70 歳以上の外来に係る自己負担限度額（外来特例）については、住民税非課

税（所得が一定以下）の区分以外は、月の上限額の引き上げが行われるととも

に、住民税非課税の所得区分に年間上限が導入される。



【令和９年８月～】 

・各所得区分をさらに３区分に細分化し、細分化後の上位２区分については、自

己負担限度額（月額）の引き上げが行われる。 

・年収 200 万円未満の所得区分について、多数回該当の設定金額の引き下げが

行われる。 

等 

 

 

なお、金額等の詳細につきましては添付資料をご参照ください。 

つきましては、貴会会員への周知方ご高配賜りますようお願い申し上げます。 

 

 

 

 

（添付資料） 

・健康保険法施行令等の一部を改正する政令等の公布について 

（令 8.7.29 保発 0729第 14号 厚生労働省保険局長） 

 

・健康保険法施行令等の一部を改正する政令（内閣総理大臣） 

 健康保険法施行規則等の一部を改正する省令（厚生労働大臣） 

（令和８年７月 29日 官報 号外第 169号 抜粋） 

 

・高額療養費制度の見直しに関する周知広報について 

 （令 8.7.29 事務連絡 厚生労働省保険局保険課、国民健康保険課、高齢者

医療課） 



 

保発０７２９第１４号 

令和８年７月２９日 

 

  

日本医師会長 殿 

    

         厚生労働省保険局長 

         （公 印 省 略） 

  
 

健康保険法施行令等の一部を改正する政令等の公布について 

 

 

 健康保険法施行令等の一部を改正する政令（令和８年政令第 240号。以下「改

正政令」という。）及び健康保険法施行規則等の一部を改正する省令（令和８年

厚生労働省令第 117号。以下「改正省令」という。）が本日公布された。その改

正の趣旨及び内容は下記のとおりであるので、御了知の上、関係各位への周知

徹底を図られるとともに、その実施に遺漏なきを期されたい。 

 

 

記 

 

 

第１ 改正の趣旨 

高齢化の進展や高額薬剤の開発・普及等により、医療費が年々増大していく

中において、「制度の持続可能性の確保」と「長期療養者や低所得者へのセーフ

ティネット機能の強化」を行う観点から行うものである。制度全体の持続可能

性の確保の観点から、低所得の方の負担に配慮しつつ、主に療養期間が短期の

方に対して、一人当たり医療費の伸びに応じた追加のご負担をお願いする一方

で、「多数回該当」の金額を維持した上で、新たに「年間上限」を設けるととも

に、年収 200万円未満の方の「多数回該当」の金額を引き下げるなど、長期療

養者や低所得者へのセーフティネット機能を強化している。 

 

第２ 改正の内容 

Ⅰ．改正政令 

１ 健康保険法施行令（大正 15 年勅令第 243 号。以下「健保令」という。）



の一部改正（改正政令第１条及び第２条関係） 

①  月間の高額療養費及び 70 歳以上の外来療養に係る年間の高額療養費

の算定基準額に関する事項（健保令第 42 条第１項から第８項まで及び

第 10項関係） 

  算定基準額については、令和８年８月１日施行分及び令和９年８月１

日施行分について、それぞれ別紙のとおりとすること。 

※ 月間の高額療養費に係る 75歳到達月の特例については現行と同様

とし、当該月の算定基準額については別紙の表の金額に２分の１を乗

じた額とすること。 

②  年間の高額療養費の算定基準額に関する事項（健保令第 41 条の３並

びに第 42条第 11項及び第 12項関係） 

計算期間（８月１日から翌年７月 31 日まで）に当該保険者の被保険

者又はその被扶養者として受けた療養に係る自己負担額（月間の高額療

養費、外来療養に係る年間の高額療養費又はそれらに係る附加給付が支

給されている場合は、支給後の額）を合算し、基準日（７月 31 日）時

点の所得区分に応じて定める算定基準額を超える場合は、その超える分

を支給すること。 

 算定基準額については、令和８年８月１日施行分及び令和９年８月１

日施行分について、それぞれ別紙のとおりとすること。 

③ その他所要の規定の整備を行ったこと。 

 

２ 船員保険法施行令（昭和 28 年政令第 240 号。以下「船保令」という。）

の一部改正（改正政令第３条及び第４条関係） 

１①及び②に準じた改正（船保令第８条の３及び第９条関係）を行った

こと。その他所要の規定の整備を行ったこと。 

 

３ 国民健康保険法施行令（昭和 33年政令第 362号。以下「国保令」という。）

の一部改正（改正政令第５条及び第６条関係） 

１①及び②に準じた改正（国保令第 29条の２の３及び第 29条の３関係）

を行ったこと。その他所要の規定の整備を行ったこと。 

 

４ 高齢者の医療の確保に関する法律施行令（平成 19年政令第 318号。以下

「高確令」という。）の一部改正（改正政令第７条及び第８条関係） 

１①及び②に準じた改正（高確令第 14条の３、第 15条及び第 16条関係）

を行ったこと。その他所要の規定の整備を行ったこと。 

 

５ 準備行為及び経過措置 

① 限度額適用の認定については、施行後速やかに被保険者が保険医療機



関等において現物給付を受けることができるよう、本政令の施行日前に

おいても保険者がその認定を行うことができることとすること。（改正政

令附則第２条から第９条まで関係） 

② 本政令の施行日（令和８年８月１日）に資格を喪失した者については、

当該日を年間上限（健保令第 41条の３の規定等により支給される高額療

養費をいう。以下同じ。）の支給に係る基準日とみなす取り扱いとするこ

と。（改正政令附則第 17条、第 20条、第 23条及び第 26条関係） 

③ 本政令の施行日（令和８年８月１日及び令和９年８月１日）前に行わ

れた療養に係る高額療養費の支給については、それぞれなお従前の例と

すること。（改正政令附則第 18条、第 21条、第 24条及び第 27条関係） 

④ 「～約 200万円」区分（標準報酬月額 15万円以下等。詳細は別紙参照）

に該当することが確認できた者については、令和８年８月１日から令和

９年７月 31 日の計算期間に係る年間上限について、算定基準額を 41 万

円として適用すること。（改正政令附則第 19 条、第 22 条、第 25 条及び

第 28条関係） 

 

６ 施行期日 

一部を除き、令和８年８月１日から施行すること。 

※ 改正政令第２条、第４条、第６条及び第８条等については、令和

９年８月１日施行（別紙参照） 

 

Ⅱ．改正省令 

１ 健康保険法施行規則（大正 15 年内務省令第 36 号。以下「健保則」とい

う。）の一部改正（改正省令第１条関係） 

①  年間上限の支給申請等に関する事項（健保則第 109条の２の２の２及

び第 111条関係） 

年間上限の支給を受けようとする被保険者は、必要事項を記載した申

請書を保険者に提出すること。ただし、当該規定に関わらず、保険者が

別段の定めをすることができること。 

②  年間上限に係る所得区分に関する事項（健保則第 103 条の２から第

103条の６まで関係） 

 生活保護法（昭和 25 年法律第 144 号）第６条第２項に規定する要保

護者（以下単に「要保護者」という。）である者であって、限度額適用・

標準負担額減額認定の適用を受けることにより生活保護を必要としな

くなる者については、現行の月間の高額療養費の所得区分と同様に、「住

民税非課税」の所得区分に含むものとすること。 

③  外来年間上限の支給申請等に関する事項（健保則第 109 条の２関係） 

「住民税非課税」区分の外来年間上限の導入に伴い、外来年間上限の



支給申請にあたっては、当該区分に該当することを証する書類を添付す

るものとすること。ただし、マイナンバーを利用した情報照会により確

認できるときは、この限りでないこと。 

④ その他所要の規定の整備を行ったこと。 

 

２ 船員保険法施行規則（昭和 15年厚生省令第５号。以下「船保則」という。）

の一部改正（改正省令第２条関係） 

１①から③までに準じた改正（船保則第 92 条の２から第 92 条の６まで

及び第 99 条の２及び第 99 条の３の２関係）を行ったこと。その他所要の

規定の整備を行ったこと。 

 

３ 国民健康保険法施行規則（昭和 33 年厚生省令第 53 号。以下「国保則」

という。）の一部改正（改正省令第３条関係） 

１①及び③に準じた改正（国保則第 27条の 17、第 27条の 17の２及び第

27条の 17の４関係）を行ったこと。その他所要の規定の整備を行ったこと。 

 

４ 高齢者の医療の確保に関する法律施行規則（平成 19 年厚生労働省令第

129号。以下「高確則」という。）の一部改正（改正省令第３条関係） 

１①及び②に準じた改正（高確則第 62条の５、第 65条の２から第 65条

の４まで、第 70 条の４から第 70 条の６まで、第 71 条の３及び第 71 条の

６関係）を行ったこと。その他所要の規定の整備を行ったこと。 

 

５ 施行期日 

令和８年８月１日から施行すること。 

  



（別紙） 



 



令和年月日 水曜日 (号外第号)官 報
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四
万
五
十
円
」を「
四

万
二
千
九
百
円
」
に
、「
十
三
万
三
千
五
百
円
」
を
「
十
四
万
三
千
円
」
に
改
め
、
同
項
第
五
号
中
「
一
万
二
千
三
百

円
」
を
「
一
万
二
千
八
百
五
十
円
。
た
だ
し
、
高
額
療
養
費
多
数
回
該
当
の
場
合
に
あ
っ
て
は
、
一
万
二
千
三
百
円

健
康
保
険
法
施
行
令
等
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

御

名

御

璽

令
和
八
年
七
月
二
十
九
日

内
閣
総
理
大
臣

高
市

早
苗

政
令
第
二
百
四
十
号

健
康
保
険
法
施
行
令
等
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令

内
閣
は
、
健
康
保
険
法
（
大
正
十
一
年
法
律
第
七
十
号
）
第
百
十
五
条
第
二
項
（
同
法
第
百
四
十
九
条
に
お
い
て
準

用
す
る
場
合
を
含
む
。）、
船
員
保
険
法
（
昭
和
十
四
年
法
律
第
七
十
三
号
）
第
八
十
三
条
第
二
項
、
防
衛
省
の
職
員
の

給
与
等
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
二
百
六
十
六
号
）
第
二
十
二
条
第
一
項
、
国
家
公
務
員
共
済
組
合
法

（
昭
和
三
十
三
年
法
律
第
百
二
十
八
号
）
第
六
十
条
の
二
第
二
項
（
私
立
学
校
教
職
員
共
済
法
（
昭
和
二
十
八
年
法
律

第
二
百
四
十
五
号
）
第
二
十
五
条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）、
国
民
健
康
保
険
法
（
昭
和
三
十
三
年
法
律
第

百
九
十
二
号
）
第
五
十
七
条
の
二
第
二
項
、
地
方
公
務
員
等
共
済
組
合
法
（
昭
和
三
十
七
年
法
律
第
百
五
十
二
号
）
第

六
十
二
条
の
二
第
二
項
、
高
齢
者
の
医
療
の
確
保
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
五
十
七
年
法
律
第
八
十
号
）
第
八
十
四
条
第

二
項
及
び
独
立
行
政
法
人
日
本
ス
ポ
ー
ツ
振
興
セ
ン
タ
ー
法
（
平
成
十
四
年
法
律
第
百
六
十
二
号
）
第
十
六
条
第
二
項

の
規
定
に
基
づ
き
、
こ
の
政
令
を
制
定
す
る
。

（
健
康
保
険
法
施
行
令
の
一
部
改
正
）

第
一
条

健
康
保
険
法
施
行
令
（
大
正
十
五
年
勅
令
第
二
百
四
十
三
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
三
十
七
条
中
「
第
七
項
」
を
「
第
八
項
」
に
改
め
る
。

第
四
十
一
条
第
一
項
第
一
号
中
「
、
第
四
十
三
条
及
び
附
則
第
二
条
」
を
「
及
び
第
四
十
三
条
」
に
改
め
、「
第
五

項
ま
で
」
の
下
に
「
、
第
四
十
一
条
の
三
」
を
加
え
、「
並
び
に
附
則
第
二
条
」
を
削
り
、「
第
四
十
二
条
第
五
項
」
を

「
第
四
十
一
条
の
三
第
一
項
第
一
号
」
に
改
め
、
同
項
第
二
号
及
び
同
条
第
二
項
中
「
第
四
十
二
条
第
五
項
」を「
第

四
十
一
条
の
三
第
一
項
第
一
号
」
に
改
め
、
同
条
第
三
項
中
「
及
び
附
則
第
二
条
第
二
項
第
一
号
」
を
削
り
、
同
条

第
四
項
中
「
前
項
第
一
号
及
び
第
二
号
」
を
「
前
項
各
号
」
に
改
め
、
同
条
第
五
項
中
「
第
三
項
第
一
号
及
び
第
二

号
」
を
「
第
三
項
各
号
」
に
改
め
る
。

第
四
十
一
条
の
二
の
見
出
し
を
削
り
、
同
条
の
前
に
見
出
し
と
し
て「（
年
間
の
高
額
療
養
費
の
支
給
要
件
及
び
支

給
額
）」を
付
し
、
同
条
第
一
項
第
一
号
中
「
こ
の
条
並
び
に
第
四
十
三
条
の
二
第
一
項
、
第
二
項
、
第
五
項
及
び
第

七
項
に
お
い
て
」
を
削
り
、
同
条
第
八
項
中
「
特
別
区
を
含
む
」
の
下
に
「
。
以
下
同
じ
」
を
加
え
、
同
条
第
九
項

中
「
第
七
項
」
を
「
第
八
項
」
に
改
め
、
同
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

第
四
十
一
条
の
三

高
額
療
養
費
は
、
計
算
期
間
に
お
い
て
、
基
準
日
被
保
険
者
又
は
そ
の
被
扶
養
者
が
そ
れ
ぞ
れ

当
該
保
険
者
の
被
保
険
者
又
は
そ
の
被
扶
養
者
と
し
て
受
け
た
療
養
（
法
第
九
十
八
条
第
一
項
（
法
第
百
十
条
第

七
項
及
び
第
百
十
一
条
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）の
規
定
に
よ
る
保
険
給
付
に
係
る
療
養
（
次

項
及
び
第
四
十
三
条
の
二
に
お
い
て
「
継
続
給
付
に
係
る
療
養
」
と
い
う
。）を
含
む
。）に
係
る
次
に
掲
げ
る
額
の

合
算
額
（
第
四
十
一
条
第
一
項
か
ら
第
五
項
ま
で
又
は
前
条
の
規
定
に
よ
り
高
額
療
養
費
が
支
給
さ
れ
る
場
合
に

あ
っ
て
は
、
当
該
支
給
額
を
控
除
し
た
額
と
し
、
法
第
五
十
三
条
に
規
定
す
る
そ
の
他
の
給
付
と
し
て
次
に
掲
げ

る
額
に
係
る
負
担
を
軽
減
す
る
た
め
の
金
品
が
支
給
さ
れ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
当
該
金
品
に
相
当
す
る
額
を
控

除
し
た
額
と
す
る
。）か
ら
七
十
歳
以
上
年
間
世
帯
支
給
総
額
（
次
項
に
規
定
す
る
七
十
歳
以
上
一
部
負
担
金
等
年

間
世
帯
合
算
額
か
ら
同
項
の
七
十
歳
以
上
年
間
高
額
療
養
費
算
定
基
準
額
を
控
除
し
た
額
（
当
該
額
が
零
を
下
回

る
場
合
に
は
、
零
と
す
る
。）を
い
う
。）を
控
除
し
た
額
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
一
部
負
担
金
等
年
間
世
帯
合

算
額
」
と
い
う
。）が
高
額
療
養
費
算
定
基
準
額
を
超
え
る
場
合
に
基
準
日
被
保
険
者
に
支
給
す
る
も
の
と
し
、
そ

の
額
は
、
一
部
負
担
金
等
年
間
世
帯
合
算
額
か
ら
高
額
療
養
費
算
定
基
準
額
を
控
除
し
た
額
と
す
る
。

一

当
該
療
養
（
特
定
給
付
対
象
療
養
を
除
く
。）に
係
る
第
四
十
一
条
第
一
項
第
一
号
イ
か
ら
ヘ
ま
で
に
掲
げ
る

額
（
七
十
歳
に
達
す
る
日
の
属
す
る
月
以
前
の
当
該
療
養
に
係
る
も
の
に
あ
っ
て
は
、
同
一
の
月
に
そ
れ
ぞ
れ

一
の
病
院
等
か
ら
受
け
た
当
該
療
養
に
つ
い
て
二
万
千
円
（
同
条
第
四
項
各
号
に
掲
げ
る
療
養
（
以
下
「
七
十

五
歳
到
達
時
特
例
対
象
療
養
」
と
い
う
。）に
係
る
も
の
に
あ
っ
て
は
、
一
万
五
百
円
）
以
上
の
も
の
に
限
る
。）

を
合
算
し
た
額

二

当
該
療
養
（
特
定
給
付
対
象
療
養
に
限
る
。）に
つ
い
て
、当
該
療
養
を
受
け
た
者
が
な
お
負
担
す
べ
き
額（
七

十
歳
に
達
す
る
日
の
属
す
る
月
以
前
の
特
定
給
付
対
象
療
養
に
係
る
も
の
に
あ
っ
て
は
、
当
該
特
定
給
付
対
象

療
養
に
係
る
第
四
十
一
条
第
一
項
第
一
号
イ
か
ら
ヘ
ま
で
に
掲
げ
る
額
が
同
一
の
月
に
そ
れ
ぞ
れ
一
の
病
院
等

か
ら
受
け
た
当
該
特
定
給
付
対
象
療
養
に
つ
い
て
二
万
千
円
（
七
十
五
歳
到
達
時
特
例
対
象
療
養
に
係
る
も
の

に
あ
っ
て
は
、
一
万
五
百
円
）
以
上
の
も
の
に
限
る
。）を
合
算
し
た
額

２

前
項
各
号
に
掲
げ
る
額
の
う
ち
、
七
十
歳
に
達
す
る
日
の
属
す
る
月
の
翌
月
以
後
に
受
け
た
療
養
（
継
続
給
付

に
係
る
療
養
を
含
む
。）に
係
る
額
を
合
算
し
た
額
（
第
四
十
一
条
第
一
項
か
ら
第
五
項
ま
で
又
は
前
条
の
規
定
に

よ
り
高
額
療
養
費
が
支
給
さ
れ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
当
該
支
給
額
を
控
除
し
た
額
と
し
、
法
第
五
十
三
条
に
規

定
す
る
そ
の
他
の
給
付
と
し
て
前
項
各
号
に
掲
げ
る
額
に
係
る
負
担
を
軽
減
す
る
た
め
の
金
品
が
支
給
さ
れ
る
場

合
に
あ
っ
て
は
、
当
該
金
品
に
相
当
す
る
額
を
控
除
し
た
額
と
す
る
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
七
十
歳
以
上
一

部
負
担
金
等
年
間
世
帯
合
算
額
」
と
い
う
。）が
七
十
歳
以
上
年
間
高
額
療
養
費
算
定
基
準
額
を
超
え
る
場
合
は
、

七
十
歳
以
上
一
部
負
担
金
等
年
間
世
帯
合
算
額
か
ら
七
十
歳
以
上
年
間
高
額
療
養
費
算
定
基
準
額
を
控
除
し
た
額

を
高
額
療
養
費
と
し
て
基
準
日
被
保
険
者
に
支
給
す
る
。


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と
す
る
。」に
改
め
、
同
項
第
六
号
中
「
七
千
五
百
円
」
を
「
七
千
八
百
五
十
円
」
に
改
め
、
同
条
第
五
項
中
「
同
条

第
四
項
各
号
に
掲
げ
る
療
養
（
以
下
こ
の
条
及
び
第
四
十
三
条
の
二
第
一
項
第
一
号
に
お
い
て
「
七
十
五
歳
到
達
時

特
例
対
象
療
養
」
と
い
う
。）」
を
「
七
十
五
歳
到
達
時
特
例
対
象
療
養
」
に
改
め
、
同
項
第
一
号
中「
一
万
八
千
円
」

を
「
二
万
二
千
円
」
に
改
め
、
同
項
第
二
号
中
「
又
は
第
六
号
」
を
削
り
、「
八
千
円
」
を
「
一
万
千
円
」
に
改
め
、

同
項
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

三

第
三
項
第
六
号
に
掲
げ
る
者

八
千
円

第
四
十
二
条
第
六
項
第
一
号
中
「
又
は
」
を
「
及
び
」
に
、「
八
万
百
円
」
を
「
八
万
五
千
八
百
円
」
に
、「
四
万
五

十
円
」
を
「
四
万
二
千
九
百
円
」
に
、「
二
十
六
万
七
千
円
」
を
「
二
十
八
万
六
千
円
」
に
、「
十
三
万
三
千
五
百
円
」

を
「
十
四
万
三
千
円
」
に
改
め
、
同
項
第
二
号
中
「
五
万
七
千
六
百
円
」
を
「
六
万
千
五
百
円
」
に
、「
二
万
八
千
八

百
円
」
を
「
三
万
七
百
五
十
円
」
に
改
め
、
同
項
第
三
号
中
「
一
万
八
千
円
」
を
「
二
万
二
千
円
」
に
、「
九
千
円
」

を
「
一
万
千
円
」
に
改
め
、
同
条
第
七
項
第
一
号
中
「
次
号
又
は
」
を
「
次
号
及
び
」
に
改
め
、
同
号
イ
中
「
八
万

百
円
」
を
「
八
万
五
千
八
百
円
」
に
、「
四
万
五
十
円
」
を
「
四
万
二
千
九
百
円
」
に
、「
二
十
六
万
七
千
円
」
を
「
二

十
八
万
六
千
円
」
に
、「
十
三
万
三
千
五
百
円
」
を
「
十
四
万
三
千
円
」
に
改
め
、
同
号
ロ
中
「
二
十
五
万
二
千
六
百

円
」
を
「
二
十
七
万
三
百
円
」
に
、「
十
二
万
六
千
三
百
円
」
を
「
十
三
万
五
千
百
五
十
円
」に
、「
八
十
四
万
二
千
円
」

を
「
九
十
万
千
円
」
に
、「
四
十
二
万
千
円
」
を
「
四
十
五
万
五
百
円
」
に
改
め
、
同
号
ハ
中「
十
六
万
七
千
四
百
円
」

を
「
十
七
万
九
千
百
円
」
に
、「
八
万
三
千
七
百
円
」
を
「
八
万
九
千
五
百
五
十
円
」
に
、「
五
十
五
万
八
千
円
」を「
五

十
九
万
七
千
円
」
に
、「
二
十
七
万
九
千
円
」
を
「
二
十
九
万
八
千
五
百
円
」
に
改
め
、
同
号
ニ
中
「
五
万
七
千
六
百

円
」
を
「
六
万
千
五
百
円
」
に
、「
二
万
八
千
八
百
円
」
を
「
三
万
七
百
五
十
円
」
に
改
め
、
同
号
ホ
中
「
三
万
五
千

四
百
円
」
を
「
三
万
六
千
九
百
円
」
に
、「
一
万
七
千
七
百
円
」
を
「
一
万
八
千
四
百
五
十
円
」
に
改
め
、
同
項
第
二

号
イ
中
「
五
万
七
千
六
百
円
」
を
「
六
万
千
五
百
円
」
に
、「
二
万
八
千
八
百
円
」
を
「
三
万
七
百
五
十
円
」に
改
め
、

同
号
ロ
中
「
二
十
五
万
二
千
六
百
円
」
を
「
二
十
七
万
三
百
円
」
に
、「
十
二
万
六
千
三
百
円
」
を
「
十
三
万
五
千
百

五
十
円
」
に
、「
八
十
四
万
二
千
円
」
を
「
九
十
万
千
円
」
に
、「
四
十
二
万
千
円
」
を
「
四
十
五
万
五
百
円
」に
改
め
、

同
号
ハ
中
「
十
六
万
七
千
四
百
円
」
を
「
十
七
万
九
千
百
円
」
に
、「
八
万
三
千
七
百
円
」
を
「
八
万
九
千
五
百
五
十

円
」
に
、「
五
十
五
万
八
千
円
」
を
「
五
十
九
万
七
千
円
」
に
、「
二
十
七
万
九
千
円
」
を
「
二
十
九
万
八
千
五
百
円
」

に
改
め
、
同
号
ニ
中
「
八
万
百
円
」
を
「
八
万
五
千
八
百
円
」
に
、「
四
万
五
十
円
」
を「
四
万
二
千
九
百
円
」に
、「
二

十
六
万
七
千
円
」
を
「
二
十
八
万
六
千
円
」
に
、「
十
三
万
三
千
五
百
円
」
を
「
十
四
万
三
千
円
」
に
改
め
、
同
号
ホ

中
「
二
万
四
千
六
百
円
」
を
「
二
万
五
千
七
百
円
」
に
、「
一
万
二
千
三
百
円
）」を
「
一
万
二
千
八
百
五
十
円
）。
た

だ
し
、
特
定
疾
病
給
付
対
象
療
養
高
額
療
養
費
多
数
回
該
当
の
場
合
に
あ
っ
て
は
、
二
万
四
千
六
百
円
（
七
十
五
歳

到
達
時
特
例
対
象
療
養
に
係
る
も
の
に
あ
っ
て
は
、
一
万
二
千
三
百
円
）
と
す
る
。」に
改
め
、
同
号
ヘ
中
「
一
万
五

千
円
」
を
「
一
万
五
千
七
百
円
」
に
、「
七
千
五
百
円
」
を
「
七
千
八
百
五
十
円
」
に
改
め
、
同
項
第
三
号
中
「
又
は

ロ
」
を
「
か
ら
ハ
ま
で
」
に
改
め
、
同
号
イ
中
「
一
万
八
千
円
」
を
「
二
万
二
千
円
」
に
改
め
、
同
号
ロ
中
「
又
は

第
六
号
」
を
削
り
、「
八
千
円
」
を
「
一
万
千
円
」
に
改
め
、
同
号
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

ハ

第
三
項
第
六
号
に
掲
げ
る
者

八
千
円

第
四
十
三
条
第
一
項
第
一
号
イ
中
「
八
万
百
円
」
を
「
八
万
五
千
八
百
円
」
に
、「
二
十
六
万
七
千
円
」
を
「
二
十

八
万
六
千
円
」
に
改
め
、
同
号
ロ
中
「
二
十
五
万
二
千
六
百
円
」
を
「
二
十
七
万
三
百
円
」に
、「
八
十
四
万
二
千
円
」

を
「
九
十
万
千
円
」
に
改
め
、
同
号
ハ
中
「
十
六
万
七
千
四
百
円
」
を
「
十
七
万
九
千
百
円
」
に
、「
五
十
五
万
八
千

円
」
を
「
五
十
九
万
七
千
円
」
に
改
め
、
同
号
ニ
中
「
五
万
七
千
六
百
円
」
を
「
六
万
千
五
百
円
」
に
改
め
、
同
号

ホ
中
「
三
万
五
千
四
百
円
」
を
「
三
万
六
千
九
百
円
」
に
改
め
、
同
項
第
二
号
イ
中
「
五
万
七
千
六
百
円
」
を
「
六

万
千
五
百
円
」
に
改
め
、
同
号
ロ
中
「
二
十
五
万
二
千
六
百
円
」
を
「
二
十
七
万
三
百
円
」に
、「
八
十
四
万
二
千
円
」

を
「
九
十
万
千
円
」
に
改
め
、
同
号
ハ
中
「
十
六
万
七
千
四
百
円
」
を
「
十
七
万
九
千
百
円
」
に
、「
五
十
五
万
八
千

円
」
を
「
五
十
九
万
七
千
円
」
に
改
め
、
同
号
ニ
中
「
八
万
百
円
」
を
「
八
万
五
千
八
百
円
」
に
、「
二
十
六
万
七
千

円
」
を
「
二
十
八
万
六
千
円
」
に
改
め
、
同
号
ホ
中
「
二
万
四
千
六
百
円
」
を
「
二
万
五
千
七
百
円
。
た
だ
し
、
高

額
療
養
費
多
数
回
該
当
の
場
合
に
あ
っ
て
は
、
二
万
四
千
六
百
円
と
す
る
。」に
改
め
、
同
号
ヘ
中
「
一
万
五
千
円
」

を
「
一
万
五
千
七
百
円
」
に
改
め
、
同
項
第
三
号
イ
中
「
二
万
八
千
八
百
円
」
を
「
三
万
七
百
五
十
円
」
に
改
め
、

同
号
ロ
中
「
十
二
万
六
千
三
百
円
」
を
「
十
三
万
五
千
百
五
十
円
」
に
、「
四
十
二
万
千
円
」
を「
四
十
五
万
五
百
円
」

に
改
め
、
同
号
ハ
中
「
八
万
三
千
七
百
円
」
を
「
八
万
九
千
五
百
五
十
円
」
に
、「
二
十
七
万
九
千
円
」
を
「
二
十
九

万
八
千
五
百
円
」
に
改
め
、
同
号
ニ
中
「
四
万
五
十
円
」
を
「
四
万
二
千
九
百
円
」
に
、「
十
三
万
三
千
五
百
円
」
を

「
十
四
万
三
千
円
」
に
改
め
、
同
号
ホ
中
「
一
万
二
千
三
百
円
」
を
「
一
万
二
千
八
百
五
十
円
。
た
だ
し
、
高
額
療

養
費
多
数
回
該
当
の
場
合
に
あ
っ
て
は
、
一
万
二
千
三
百
円
と
す
る
。」に
改
め
、
同
号
ヘ
中
「
七
千
五
百
円
」を「
七

第
四
十
二
条
第
八
項
第
一
号
中
「
又
は
」
を
「
及
び
」
に
、「
三
万
五
千
四
百
円
」
を
「
三
万
六
千
九
百
円
」
に
改

め
、
同
項
第
二
号
中
「
一
万
五
千
円
」
を
「
一
万
五
千
七
百
円
」
に
改
め
、
同
条
第
十
項
中
「
前
条
第
一
項
」を「
第

四
十
一
条
の
二
第
一
項
」
に
、「
十
四
万
四
千
円
」
を
「
次
の
各
号
に
掲
げ
る
者
の
区
分
に
応
じ
、
当
該
各
号
に
定
め

る
額
」
に
改
め
、
同
項
に
次
の
各
号
を
加
え
る
。

一

次
号
に
掲
げ
る
者
以
外
の
者

二
十
一
万
六
千
円

二

市
町
村
民
税
非
課
税
者
（
基
準
日
の
属
す
る
年
度
の
前
年
度
（
次
条
第
十
一
項
の
規
定
に
よ
り
前
年
八
月
一

日
か
ら
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
い
ず
れ
か
の
日
を
基
準
日
と
み
な
し
た
場
合
に
あ
っ
て
は
、
当
該
基
準
日
と
み

な
し
た
日
の
属
す
る
年
度
）
分
の
地
方
税
法
の
規
定
に
よ
る
市
町
村
民
税
が
課
さ
れ
な
い
者
（
市
町
村
の
条
例

で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
当
該
市
町
村
民
税
を
免
除
さ
れ
た
者
を
含
む
も
の
と
し
、
当
該
市
町
村
民
税
の
賦
課

期
日
に
お
い
て
同
法
の
施
行
地
に
住
所
を
有
し
な
い
者
を
除
く
。）を
い
う
。）で
あ
る
被
保
険
者
又
は
基
準
日
に

お
い
て
要
保
護
者
で
あ
る
者
で
あ
っ
て
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
も
の
に
該
当
す
る
被
保
険
者

九
万
六
千
円

第
四
十
二
条
に
次
の
二
項
を
加
え
る
。

11

前
条
第
一
項
の
高
額
療
養
費
算
定
基
準
額
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
者
の
区
分
に
応
じ
、
当
該
各
号
に
定
め
る

額
と
す
る
。

一

次
号
か
ら
第
四
号
ま
で
に
掲
げ
る
者
以
外
の
者

五
十
三
万
円

二

基
準
日
の
属
す
る
月
の
標
準
報
酬
月
額
が
八
十
三
万
円
以
上
の
被
保
険
者

百
六
十
八
万
円

三

基
準
日
の
属
す
る
月
の
標
準
報
酬
月
額
が
五
十
三
万
円
以
上
八
十
三
万
円
未
満
の
被
保
険
者

百
十
一
万
円

四

市
町
村
民
税
非
課
税
者
（
基
準
日
の
属
す
る
年
度
の
前
年
度
（
次
条
第
十
二
項
の
規
定
に
よ
り
前
年
八
月
一

日
か
ら
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
い
ず
れ
か
の
日
を
基
準
日
と
み
な
し
た
場
合
に
あ
っ
て
は
、
当
該
基
準
日
と
み

な
し
た
日
の
属
す
る
年
度
）
分
の
地
方
税
法
の
規
定
に
よ
る
市
町
村
民
税
が
課
さ
れ
な
い
者
（
市
町
村
の
条
例

で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
当
該
市
町
村
民
税
を
免
除
さ
れ
た
者
を
含
む
も
の
と
し
、
当
該
市
町
村
民
税
の
賦
課

期
日
に
お
い
て
同
法
の
施
行
地
に
住
所
を
有
し
な
い
者
を
除
く
。）を
い
う
。
次
項
第
四
号
に
お
い
て
同
じ
。）で

あ
る
被
保
険
者
又
は
基
準
日
に
お
い
て
要
保
護
者
で
あ
る
者
で
あ
っ
て
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
も
の
に
該
当

す
る
被
保
険
者
（
前
二
号
に
掲
げ
る
者
を
除
く
。）
二
十
九
万
円

12

前
条
第
二
項
の
七
十
歳
以
上
年
間
高
額
療
養
費
算
定
基
準
額
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
者
の
区
分
に
応
じ
、
当

該
各
号
に
定
め
る
額
と
す
る
。

一

次
号
か
ら
第
五
号
ま
で
に
掲
げ
る
者
以
外
の
者

五
十
三
万
円

二

基
準
日
に
お
い
て
療
養
の
給
付
を
受
け
る
こ
と
と
し
た
場
合
に
法
第
七
十
四
条
第
一
項
第
三
号
の
規
定
が
適

用
さ
れ
る
者
（
次
号
及
び
第
四
十
三
条
の
三
第
二
項
第
二
号
か
ら
第
四
号
ま
で
に
お
い
て
「
第
三
号
適
用
者
」

と
い
う
。）で
あ
っ
て
、
基
準
日
の
属
す
る
月
の
標
準
報
酬
月
額
が
八
十
三
万
円
以
上
の
も
の

百
六
十
八
万
円

三

基
準
日
の
属
す
る
月
の
標
準
報
酬
月
額
が
五
十
三
万
円
以
上
八
十
三
万
円
未
満
の
第
三
号
適
用
者

百
十
一

万
円

四

市
町
村
民
税
非
課
税
者
で
あ
る
被
保
険
者
又
は
基
準
日
に
お
い
て
要
保
護
者
で
あ
る
者
で
あ
っ
て
厚
生
労
働

省
令
で
定
め
る
も
の
に
該
当
す
る
被
保
険
者
（
前
二
号
又
は
次
号
に
掲
げ
る
者
を
除
く
。）
二
十
九
万
円

五

被
保
険
者
及
び
基
準
日
の
属
す
る
月
に
お
け
る
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
日
に
お
い
て
そ
の
被
扶
養
者
で
あ

る
者
の
全
て
が
基
準
日
の
属
す
る
年
度
の
前
年
度
（
次
条
第
十
二
項
の
規
定
に
よ
り
前
年
八
月
一
日
か
ら
三
月

三
十
一
日
ま
で
の
い
ず
れ
か
の
日
を
基
準
日
と
み
な
し
た
場
合
に
あ
っ
て
は
、
当
該
基
準
日
と
み
な
し
た
日
の

属
す
る
年
度
）
分
の
地
方
税
法
の
規
定
に
よ
る
市
町
村
民
税
に
係
る
同
法
第
三
百
十
三
条
第
一
項
に
規
定
す
る

総
所
得
金
額
及
び
山
林
所
得
金
額
に
係
る
所
得
税
法
第
二
条
第
一
項
第
二
十
二
号
に
規
定
す
る
各
種
所
得
の
金

額
並
び
に
他
の
所
得
と
区
分
し
て
計
算
さ
れ
る
所
得
の
金
額
が
な
い
被
保
険
者
又
は
基
準
日
に
お
い
て
要
保
護

者
で
あ
る
者
で
あ
っ
て
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
も
の
に
該
当
す
る
被
保
険
者
（
第
二
号
又
は
第
三
号
に
掲
げ

る
者
を
除
く
。）
十
八
万
円


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千
八
百
五
十
円
」
に
改
め
、
同
項
第
四
号
中
「
又
は
ロ
」
を
「
か
ら
ハ
ま
で
」
に
改
め
、
同
号
イ
中
「
ロ
」
の
下
に

「
及
び
ハ
」
を
加
え
、「
一
万
八
千
円
」
を
「
二
万
二
千
円
」
に
改
め
、
同
号
ロ
中
「
八
千
円
」
を
「
一
万
千
円
」
に

改
め
、
同
号
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

ハ

前
条
第
五
項
第
三
号
に
掲
げ
る
者
に
該
当
し
て
い
る
こ
と
に
つ
き
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ

り
保
険
者
の
認
定
を
受
け
て
い
る
者

八
千
円

第
四
十
三
条
第
九
項
及
び
第
十
項
中
「
第
四
十
一
条
」
の
下
に
「
及
び
第
四
十
一
条
の
三
」
を
加
え
、
同
条
第
十

一
項
中
「
そ
の
資
格
」
を
「
当
該
被
保
険
者
の
資
格
」
に
、「
第
七
項
」
を
「
第
八
項
」
に
改
め
、
同
条
中
第
十
二
項

を
第
十
三
項
と
し
、
第
十
一
項
の
次
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

12

被
保
険
者
（
基
準
日
被
保
険
者
を
除
く
。）が
計
算
期
間
に
お
い
て
当
該
被
保
険
者
の
資
格
を
喪
失
し
た
場
合
に

お
け
る
第
四
十
一
条
の
三
の
規
定
に
よ
る
高
額
療
養
費
の
支
給
に
つ
い
て
は
、
当
該
資
格
を
喪
失
し
た
日
（
計
算

期
間
に
お
い
て
当
該
資
格
を
喪
失
し
た
日
が
複
数
あ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
当
該
資
格
を
喪
失
し
た
日
の
う
ち
最

も
遅
い
日
）
の
前
日
を
基
準
日
と
み
な
し
て
、同
条
並
び
に
前
条
第
十
一
項
及
び
第
十
二
項
の
規
定
を
適
用
す
る
。

第
四
十
三
条
の
二
第
一
項
中「（
次
項
の
」
を「（
次
項
に
規
定
す
る
」
に
改
め
、
同
項
第
一
号
中
「
法
第
九
十
八
条

第
一
項
（
法
第
百
十
条
第
七
項
及
び
第
百
十
一
条
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）の
規
定
に
よ
る
保
険

給
付
に
係
る
療
養
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
継
続
給
付
に
係
る
療
養
」
と
い
う
。）」
を「
継
続
給
付
に
係
る
療
養
」

に
、「
又
は
第
四
十
一
条
の
二
」
を
「
、
第
四
十
一
条
の
二
又
は
第
四
十
一
条
の
三
」
に
改
め
、
同
条
第
四
項
中
「
療

養
（
第
一
号
に
規
定
す
る
」
及
び
「
療
養
（
同
号
に
規
定
す
る
」
を
「
療
養
（
」
に
、「
係
る
同
号
」
を
「
係
る
第
一

号
」
に
改
め
、
同
条
第
五
項
中「（
次
項
の
」
を「（
次
項
に
規
定
す
る
」
に
改
め
る
。

第
四
十
三
条
の
三
第
二
項
第
二
号
中
「
基
準
日
に
お
い
て
療
養
の
給
付
を
受
け
る
こ
と
と
し
た
場
合
に
法
第
七
十

四
条
第
一
項
第
三
号
の
規
定
が
適
用
さ
れ
る
者
（
次
号
及
び
第
四
号
に
お
い
て「
第
三
号
適
用
者
」と
い
う
。）で
あ
っ

て
、」を
削
り
、「
も
の
」
を
「
第
三
号
適
用
者
」
に
改
め
、同
項
第
三
号
及
び
第
四
号
中「
第
三
号
適
用
者
で
あ
っ
て
、」

を
削
り
、「
も
の
」
を
「
第
三
号
適
用
者
」
に
改
め
、
同
条
第
五
項
の
表
中
「
第
四
十
四
条
第
五
項
」
を
「
第
四
十
四

条
第
六
項
」
に
、「
第
四
十
四
条
第
七
項
」
を
「
第
四
十
四
条
第
八
項
」
に
改
め
る
。

第
四
十
四
条
第
一
項
中
「
第
十
項
」
の
下
に
「
か
ら
第
十
二
項
ま
で
」
を
加
え
、
同
条
第
二
項
中
「
第
四
十
一
条

の
二
第
一
項
及
び
第
二
項
」
を
「
第
四
十
一
条
の
二
第
一
項
（
第
二
号
、
第
四
号
、
第
八
号
、
第
十
号
、
第
十
四
号

及
び
第
十
六
号
に
係
る
部
分
を
除
く
。）、
同
条
第
二
項
」
に
、「
並
び
に
」
を
「
、
第
四
十
一
条
の
三
、」に
改
め
、「
第

四
十
二
条
第
十
項
」
の
下
に
「
、
同
条
第
十
一
項
（
第
二
号
及
び
第
三
号
に
係
る
部
分
を
除
く
。）及
び
同
条
第
十
二

項
（
第
二
号
及
び
第
三
号
に
係
る
部
分
を
除
く
。）」
を
加
え
、
同
条
中
第
七
項
を
第
八
項
と
し
、
第
六
項
を
第
七
項

と
し
、
第
五
項
を
第
六
項
と
し
、
第
四
項
の
次
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

５

日
雇
特
例
被
保
険
者
（
基
準
日
に
お
い
て
日
雇
特
例
被
保
険
者
で
あ
る
者
を
除
く
。）が
計
算
期
間
に
お
い
て
法

第
三
条
第
二
項
た
だ
し
書
の
規
定
に
よ
る
承
認
を
受
け
た
場
合
又
は
法
第
百
二
十
六
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
日

雇
特
例
被
保
険
者
手
帳
を
返
納
し
た
場
合
に
お
け
る
第
四
十
一
条
の
三
の
規
定
に
よ
る
高
額
療
養
費
の
支
給
に
つ

い
て
は
、
当
該
承
認
を
受
け
た
日
又
は
当
該
日
雇
特
例
被
保
険
者
手
帳
を
返
納
し
た
日
（
計
算
期
間
に
お
い
て
当

該
承
認
を
受
け
た
日
又
は
当
該
日
雇
特
例
被
保
険
者
手
帳
を
返
納
し
た
日
が
複
数
あ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
こ
れ

ら
の
日
の
う
ち
最
も
遅
い
日
）
の
前
日
を
基
準
日
と
み
な
し
て
、
第
二
項
の
規
定
及
び
同
項
に
お
い
て
準
用
す
る

規
定
を
適
用
す
る
。

第
六
十
一
条
第
一
項
中
「
特
別
区
を
含
む
も
の
と
し
、」を
削
り
、
同
条
第
二
項
中「（
特
別
区
を
含
む
。
次
項
に
お

い
て
同
じ
。）」
を
削
る
。

第
六
十
二
条
中「（
特
別
区
を
含
む
。）」
を
削
る
。

附
則
第
二
条
及
び
第
三
条
を
削
り
、
附
則
第
四
条
を
附
則
第
二
条
と
し
、
附
則
第
五
条
を
附
則
第
三
条
と
し
、
附

則
第
六
条
及
び
第
七
条
を
削
り
、
附
則
第
八
条
を
附
則
第
四
条
と
し
、
附
則
第
九
条
か
ら
第
十
一
条
ま
で
を
四
条
ず

つ
繰
り
上
げ
る
。

第
二
条

健
康
保
険
法
施
行
令
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
四
十
二
条
第
一
項
第
一
号
中
「
次
号
か
ら
第
五
号
ま
で
に
掲
げ
る
者
以
外
の
者
」
を
「
療
養
の
あ
っ
た
月
の
標

準
報
酬
月
額
が
百
二
十
七
万
円
以
上
の
被
保
険
者
又
は
そ
の
被
扶
養
者
」
に
、「
八
万
五
千
八
百
円
」
を
「
三
十
四
万

二
千
円
」
に
、「
二
十
八
万
六
千
円
」
を
「
百
十
四
万
円
」
に
改
め
、
同
号
た
だ
し
書
中
「
四
万
四
千
四
百
円
」を「
十

四
万
百
円
」
に
改
め
、
同
項
第
五
号
中
「
第
十
一
項
第
四
号
」
を
「
第
十
一
項
第
五
号
」
に
、「
第
三
項
第
五
号
」
を

「
第
三
項
第
十
三
号
」
に
、「
第
二
号
又
は
第
三
号
」
を
「
第
一
号
か
ら
第
六
号
ま
で
」
に
改
め
、
同
号
を
同
項
第
十

三
号
と
し
、
同
項
第
四
号
中
「
二
十
八
万
円
」
を
「
十
六
万
円
」
に
改
め
、
同
号
た
だ
し
書
中「
四
万
四
千
四
百
円
」

を
「
三
万
四
千
五
百
円
」
に
改
め
、
同
号
を
同
項
第
十
二
号
と
し
、
同
項
第
三
号
中
「
八
十
三
万
円
」
を
「
六
十
二

万
円
」
に
改
め
、
同
号
を
同
項
第
六
号
と
し
、
同
号
の
次
に
次
の
五
号
を
加
え
る
。

七

療
養
の
あ
っ
た
月
の
標
準
報
酬
月
額
が
四
十
四
万
円
以
上
五
十
三
万
円
未
満
の
被
保
険
者
又
は
そ
の
被
扶
養

者
（
第
十
三
号
に
掲
げ
る
者
を
除
く
。）
十
一
万
四
百
円
と
、
第
四
十
一
条
第
一
項
各
号
に
掲
げ
る
額
を
合
算

し
た
額
に
係
る
療
養
に
つ
き
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
当
該
療
養
に
要
し
た
費
用
の

額
（
そ
の
額
が
三
十
六
万
八
千
円
に
満
た
な
い
と
き
は
、
三
十
六
万
八
千
円
）
か
ら
三
十
六
万
八
千
円
を
控
除

し
た
額
に
百
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た
額
（
こ
の
額
に
一
円
未
満
の
端
数
が
あ
る
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
端
数
金

額
が
五
十
銭
未
満
で
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
切
り
捨
て
、
そ
の
端
数
金
額
が
五
十
銭
以
上
で
あ
る
と
き
は
、
こ

れ
を
一
円
に
切
り
上
げ
た
額
）
と
の
合
算
額
。
た
だ
し
、
高
額
療
養
費
多
数
回
該
当
の
場
合
に
あ
っ
て
は
、
四

万
四
千
四
百
円
と
す
る
。

八

療
養
の
あ
っ
た
月
の
標
準
報
酬
月
額
が
三
十
六
万
円
以
上
四
十
四
万
円
未
満
の
被
保
険
者
又
は
そ
の
被
扶
養

者
（
第
十
三
号
に
掲
げ
る
者
を
除
く
。）
九
万
八
千
百
円
と
、
第
四
十
一
条
第
一
項
各
号
に
掲
げ
る
額
を
合
算

し
た
額
に
係
る
療
養
に
つ
き
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
当
該
療
養
に
要
し
た
費
用
の

額
（
そ
の
額
が
三
十
二
万
七
千
円
に
満
た
な
い
と
き
は
、
三
十
二
万
七
千
円
）
か
ら
三
十
二
万
七
千
円
を
控
除

し
た
額
に
百
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た
額
（
こ
の
額
に
一
円
未
満
の
端
数
が
あ
る
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
端
数
金

額
が
五
十
銭
未
満
で
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
切
り
捨
て
、
そ
の
端
数
金
額
が
五
十
銭
以
上
で
あ
る
と
き
は
、
こ

れ
を
一
円
に
切
り
上
げ
た
額
）
と
の
合
算
額
。
た
だ
し
、
高
額
療
養
費
多
数
回
該
当
の
場
合
に
あ
っ
て
は
、
四

万
四
千
四
百
円
と
す
る
。

九

療
養
の
あ
っ
た
月
の
標
準
報
酬
月
額
が
二
十
八
万
円
以
上
三
十
六
万
円
未
満
の
被
保
険
者
又
は
そ
の
被
扶
養

者
（
第
十
三
号
に
掲
げ
る
者
を
除
く
。）
八
万
五
千
八
百
円
と
、
第
四
十
一
条
第
一
項
各
号
に
掲
げ
る
額
を
合

算
し
た
額
に
係
る
療
養
に
つ
き
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
当
該
療
養
に
要
し
た
費
用

の
額
（
そ
の
額
が
二
十
八
万
六
千
円
に
満
た
な
い
と
き
は
、
二
十
八
万
六
千
円
）
か
ら
二
十
八
万
六
千
円
を
控

除
し
た
額
に
百
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た
額
（
こ
の
額
に
一
円
未
満
の
端
数
が
あ
る
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
端
数

金
額
が
五
十
銭
未
満
で
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
切
り
捨
て
、
そ
の
端
数
金
額
が
五
十
銭
以
上
で
あ
る
と
き
は
、

こ
れ
を
一
円
に
切
り
上
げ
た
額
）
と
の
合
算
額
。
た
だ
し
、
高
額
療
養
費
多
数
回
該
当
の
場
合
に
あ
っ
て
は
、

四
万
四
千
四
百
円
と
す
る
。

十

療
養
の
あ
っ
た
月
の
標
準
報
酬
月
額
が
二
十
万
円
以
上
二
十
八
万
円
未
満
の
被
保
険
者
又
は
そ
の
被
扶
養
者

（
第
十
三
号
に
掲
げ
る
者
を
除
く
。）
六
万
九
千
六
百
円
。た
だ
し
、高
額
療
養
費
多
数
回
該
当
の
場
合
に
あ
っ

て
は
、
四
万
四
千
四
百
円
と
す
る
。

十
一

療
養
の
あ
っ
た
月
の
標
準
報
酬
月
額
が
十
六
万
円
以
上
二
十
万
円
未
満
の
被
保
険
者
又
は
そ
の
被
扶
養
者

（
第
十
三
号
に
掲
げ
る
者
を
除
く
。）
六
万
五
千
四
百
円
。た
だ
し
、高
額
療
養
費
多
数
回
該
当
の
場
合
に
あ
っ

て
は
、
四
万
四
千
四
百
円
と
す
る
。

第
四
十
二
条
第
一
項
第
二
号
中
「
八
十
三
万
円
以
上
」
の
下
に
「
百
三
万
円
未
満
」
を
加
え
、
同
号
を
同
項
第
三

号
と
し
、
同
号
の
次
に
次
の
二
号
を
加
え
る
。

四

療
養
の
あ
っ
た
月
の
標
準
報
酬
月
額
が
七
十
一
万
円
以
上
八
十
三
万
円
未
満
の
被
保
険
者
又
は
そ
の
被
扶
養

者

二
十
万
九
千
四
百
円
と
、
第
四
十
一
条
第
一
項
各
号
に
掲
げ
る
額
を
合
算
し
た
額
に
係
る
療
養
に
つ
き
厚

生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
当
該
療
養
に
要
し
た
費
用
の
額
（
そ
の
額
が
六
十
九
万
八
千

円
に
満
た
な
い
と
き
は
、
六
十
九
万
八
千
円
）
か
ら
六
十
九
万
八
千
円
を
控
除
し
た
額
に
百
分
の
一
を
乗
じ
て

得
た
額
（
こ
の
額
に
一
円
未
満
の
端
数
が
あ
る
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
端
数
金
額
が
五
十
銭
未
満
で
あ
る
と
き

は
、
こ
れ
を
切
り
捨
て
、
そ
の
端
数
金
額
が
五
十
銭
以
上
で
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
一
円
に
切
り
上
げ
た
額
）

と
の
合
算
額
。
た
だ
し
、
高
額
療
養
費
多
数
回
該
当
の
場
合
に
あ
っ
て
は
、
九
万
三
千
円
と
す
る
。
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五

療
養
の
あ
っ
た
月
の
標
準
報
酬
月
額
が
六
十
二
万
円
以
上
七
十
一
万
円
未
満
の
被
保
険
者
又
は
そ
の
被
扶
養

者

十
九
万
四
千
四
百
円
と
、
第
四
十
一
条
第
一
項
各
号
に
掲
げ
る
額
を
合
算
し
た
額
に
係
る
療
養
に
つ
き
厚

生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
当
該
療
養
に
要
し
た
費
用
の
額
（
そ
の
額
が
六
十
四
万
八
千

円
に
満
た
な
い
と
き
は
、
六
十
四
万
八
千
円
）
か
ら
六
十
四
万
八
千
円
を
控
除
し
た
額
に
百
分
の
一
を
乗
じ
て

得
た
額
（
こ
の
額
に
一
円
未
満
の
端
数
が
あ
る
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
端
数
金
額
が
五
十
銭
未
満
で
あ
る
と
き

は
、
こ
れ
を
切
り
捨
て
、
そ
の
端
数
金
額
が
五
十
銭
以
上
で
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
一
円
に
切
り
上
げ
た
額
）

と
の
合
算
額
。
た
だ
し
、
高
額
療
養
費
多
数
回
該
当
の
場
合
に
あ
っ
て
は
、
九
万
三
千
円
と
す
る
。

第
四
十
二
条
第
一
項
第
一
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

二

療
養
の
あ
っ
た
月
の
標
準
報
酬
月
額
が
百
三
万
円
以
上
百
二
十
七
万
円
未
満
の
被
保
険
者
又
は
そ
の
被
扶
養

者

三
十
万
三
千
円
と
、
第
四
十
一
条
第
一
項
各
号
に
掲
げ
る
額
を
合
算
し
た
額
に
係
る
療
養
に
つ
き
厚
生
労

働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
当
該
療
養
に
要
し
た
費
用
の
額
（
そ
の
額
が
百
一
万
円
に
満
た
な

い
と
き
は
、
百
一
万
円
）
か
ら
百
一
万
円
を
控
除
し
た
額
に
百
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た
額
（
こ
の
額
に
一
円
未

満
の
端
数
が
あ
る
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
端
数
金
額
が
五
十
銭
未
満
で
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
切
り
捨
て
、
そ

の
端
数
金
額
が
五
十
銭
以
上
で
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
一
円
に
切
り
上
げ
た
額
）
と
の
合
算
額
。
た
だ
し
、
高

額
療
養
費
多
数
回
該
当
の
場
合
に
あ
っ
て
は
、
十
四
万
百
円
と
す
る
。

第
四
十
二
条
第
三
項
第
一
号
中
「
次
号
か
ら
第
六
号
ま
で
に
掲
げ
る
者
以
外
の
者
」
を
「
法
第
七
十
四
条
第
一
項

第
三
号
の
規
定
が
適
用
さ
れ
る
者
で
あ
っ
て
療
養
の
あ
っ
た
月
の
標
準
報
酬
月
額
が
百
二
十
七
万
円
以
上
の
被
保
険

者
又
は
そ
の
被
扶
養
者
」
に
、「
六
万
千
五
百
円
」
を
「
三
十
四
万
二
千
円
と
、
第
四
十
一
条
第
三
項
各
号
に
掲
げ
る

額
を
合
算
し
た
額
に
係
る
療
養
に
つ
き
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
当
該
療
養
に
要
し
た
費

用
の
額
（
そ
の
額
が
百
十
四
万
円
に
満
た
な
い
と
き
は
、
百
十
四
万
円
）
か
ら
百
十
四
万
円
を
控
除
し
た
額
に
百
分

の
一
を
乗
じ
て
得
た
額
（
こ
の
額
に
一
円
未
満
の
端
数
が
あ
る
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
端
数
金
額
が
五
十
銭
未
満
で

あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
切
り
捨
て
、
そ
の
端
数
金
額
が
五
十
銭
以
上
で
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
一
円
に
切
り
上
げ
た

額
）
と
の
合
算
額
」
に
改
め
、
同
号
た
だ
し
書
中
「
四
万
四
千
四
百
円
」
を
「
十
四
万
百
円
」
に
改
め
、
同
項
第
六

号
中
「
第
十
二
項
第
五
号
」
を
「
第
十
二
項
第
六
号
」
に
、「
第
二
号
か
ら
第
四
号
ま
で
」
を
「
第
一
号
か
ら
第
九
号

ま
で
」
に
改
め
、
同
号
を
同
項
第
十
四
号
と
し
、
同
項
第
五
号
中
「
前
三
号
」
を
「
第
一
号
か
ら
第
九
号
ま
で
」
に

改
め
、
同
号
を
同
項
第
十
三
号
と
し
、
同
項
第
四
号
中
「
五
十
三
万
円
」
を
「
三
十
六
万
円
」
に
改
め
、
同
号
を
同

項
第
九
号
と
し
、
同
号
の
次
に
次
の
三
号
を
加
え
る
。

十

療
養
の
あ
っ
た
月
の
標
準
報
酬
月
額
が
二
十
万
円
以
上
の
被
保
険
者
又
は
そ
の
被
扶
養
者
（
前
各
号
、
第
十

三
号
又
は
第
十
四
号
に
掲
げ
る
者
を
除
く
。）
六
万
九
千
六
百
円
。
た
だ
し
、
高
額
療
養
費
多
数
回
該
当
の
場

合
に
あ
っ
て
は
、
四
万
四
千
四
百
円
と
す
る
。

十
一

療
養
の
あ
っ
た
月
の
標
準
報
酬
月
額
が
十
六
万
円
以
上
二
十
万
円
未
満
の
被
保
険
者
又
は
そ
の
被
扶
養
者

（
第
十
三
号
又
は
第
十
四
号
に
掲
げ
る
者
を
除
く
。）
六
万
五
千
四
百
円
。
た
だ
し
、
高
額
療
養
費
多
数
回
該

当
の
場
合
に
あ
っ
て
は
、
四
万
四
千
四
百
円
と
す
る
。

十
二

療
養
の
あ
っ
た
月
の
標
準
報
酬
月
額
が
十
六
万
円
未
満
の
被
保
険
者
又
は
そ
の
被
扶
養
者
（
次
号
又
は
第

十
四
号
に
掲
げ
る
者
を
除
く
。）
六
万
千
五
百
円
。
た
だ
し
、高
額
療
養
費
多
数
回
該
当
の
場
合
に
あ
っ
て
は
、

三
万
四
千
五
百
円
と
す
る
。

第
四
十
二
条
第
二
項
第
一
号
中
「
次
号
か
ら
第
五
号
ま
で
に
掲
げ
る
被
保
険
者
以
外
の
」
を
「
前
項
第
一
号
に
掲

げ
る
」
に
、「
四
万
二
千
九
百
円
」
を
「
十
七
万
千
円
」
に
、「
十
四
万
三
千
円
」
を
「
五
十
七
万
円
」
に
改
め
、
同
号

た
だ
し
書
中
「
二
万
二
千
二
百
円
」
を
「
七
万
五
十
円
」
に
改
め
、
同
項
第
五
号
中
「
前
項
第
五
号
」
を
「
前
項
第

十
三
号
」
に
改
め
、
同
号
を
同
項
第
十
三
号
と
し
、
同
項
第
四
号
中
「
前
項
第
四
号
」
を
「
前
項
第
十
二
号
」
に
改

め
、
同
号
た
だ
し
書
中
「
二
万
二
千
二
百
円
」
を
「
一
万
七
千
二
百
五
十
円
」
に
改
め
、
同
号
を
同
項
第
十
二
号
と

し
、
同
項
第
三
号
中
「
前
項
第
三
号
」
を
「
前
項
第
六
号
」
に
改
め
、
同
号
を
同
項
第
六
号
と
し
、
同
号
の
次
に
次

の
五
号
を
加
え
る
。

七

前
項
第
七
号
に
掲
げ
る
被
保
険
者

五
万
五
千
二
百
円
と
、
第
四
十
一
条
第
二
項
各
号
に
掲
げ
る
額
を
合
算

し
た
額
に
係
る
療
養
に
つ
き
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
当
該
療
養
に
要
し
た
費
用
の

額
（
そ
の
額
が
十
八
万
四
千
円
に
満
た
な
い
と
き
は
、
十
八
万
四
千
円
）
か
ら
十
八
万
四
千
円
を
控
除
し
た
額

に
百
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た
額
（
こ
の
額
に
一
円
未
満
の
端
数
が
あ
る
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
端
数
金
額
が
五

十
銭
未
満
で
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
切
り
捨
て
、
そ
の
端
数
金
額
が
五
十
銭
以
上
で
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
一

円
に
切
り
上
げ
た
額
）
と
の
合
算
額
。
た
だ
し
、
高
額
療
養
費
多
数
回
該
当
の
場
合
に
あ
っ
て
は
、
二
万
二
千

二
百
円
と
す
る
。

八

前
項
第
八
号
に
掲
げ
る
被
保
険
者

四
万
九
千
五
十
円
と
、
第
四
十
一
条
第
二
項
各
号
に
掲
げ
る
額
を
合
算

し
た
額
に
係
る
療
養
に
つ
き
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
当
該
療
養
に
要
し
た
費
用
の

額
（
そ
の
額
が
十
六
万
三
千
五
百
円
に
満
た
な
い
と
き
は
、
十
六
万
三
千
五
百
円
）
か
ら
十
六
万
三
千
五
百
円

を
控
除
し
た
額
に
百
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た
額
（
こ
の
額
に
一
円
未
満
の
端
数
が
あ
る
場
合
に
お
い
て
、
そ
の

端
数
金
額
が
五
十
銭
未
満
で
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
切
り
捨
て
、
そ
の
端
数
金
額
が
五
十
銭
以
上
で
あ
る
と
き

は
、
こ
れ
を
一
円
に
切
り
上
げ
た
額
）
と
の
合
算
額
。
た
だ
し
、
高
額
療
養
費
多
数
回
該
当
の
場
合
に
あ
っ
て

は
、
二
万
二
千
二
百
円
と
す
る
。

九

前
項
第
九
号
に
掲
げ
る
被
保
険
者

四
万
二
千
九
百
円
と
、
第
四
十
一
条
第
二
項
各
号
に
掲
げ
る
額
を
合
算

し
た
額
に
係
る
療
養
に
つ
き
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
当
該
療
養
に
要
し
た
費
用
の

額
（
そ
の
額
が
十
四
万
三
千
円
に
満
た
な
い
と
き
は
、
十
四
万
三
千
円
）
か
ら
十
四
万
三
千
円
を
控
除
し
た
額

に
百
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た
額
（
こ
の
額
に
一
円
未
満
の
端
数
が
あ
る
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
端
数
金
額
が
五

十
銭
未
満
で
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
切
り
捨
て
、
そ
の
端
数
金
額
が
五
十
銭
以
上
で
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
一

円
に
切
り
上
げ
た
額
）
と
の
合
算
額
。
た
だ
し
、
高
額
療
養
費
多
数
回
該
当
の
場
合
に
あ
っ
て
は
、
二
万
二
千

二
百
円
と
す
る
。

十

前
項
第
十
号
に
掲
げ
る
被
保
険
者

三
万
四
千
八
百
円
。た
だ
し
、高
額
療
養
費
多
数
回
該
当
の
場
合
に
あ
っ

て
は
、
二
万
二
千
二
百
円
と
す
る
。

十
一

前
項
第
十
一
号
に
掲
げ
る
被
保
険
者

三
万
二
千
七
百
円
。
た
だ
し
、
高
額
療
養
費
多
数
回
該
当
の
場
合

に
あ
っ
て
は
、
二
万
二
千
二
百
円
と
す
る
。

第
四
十
二
条
第
二
項
第
二
号
中
「
前
項
第
二
号
」
を
「
前
項
第
三
号
」
に
改
め
、
同
号
を
同
項
第
三
号
と
し
、
同

号
の
次
に
次
の
二
号
を
加
え
る
。

四

前
項
第
四
号
に
掲
げ
る
被
保
険
者

十
万
四
千
七
百
円
と
、
第
四
十
一
条
第
二
項
各
号
に
掲
げ
る
額
を
合
算

し
た
額
に
係
る
療
養
に
つ
き
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
当
該
療
養
に
要
し
た
費
用
の

額
（
そ
の
額
が
三
十
四
万
九
千
円
に
満
た
な
い
と
き
は
、
三
十
四
万
九
千
円
）
か
ら
三
十
四
万
九
千
円
を
控
除

し
た
額
に
百
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た
額
（
こ
の
額
に
一
円
未
満
の
端
数
が
あ
る
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
端
数
金

額
が
五
十
銭
未
満
で
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
切
り
捨
て
、
そ
の
端
数
金
額
が
五
十
銭
以
上
で
あ
る
と
き
は
、
こ

れ
を
一
円
に
切
り
上
げ
た
額
）
と
の
合
算
額
。
た
だ
し
、
高
額
療
養
費
多
数
回
該
当
の
場
合
に
あ
っ
て
は
、
四

万
六
千
五
百
円
と
す
る
。

五

前
項
第
五
号
に
掲
げ
る
被
保
険
者

九
万
七
千
二
百
円
と
、
第
四
十
一
条
第
二
項
各
号
に
掲
げ
る
額
を
合
算

し
た
額
に
係
る
療
養
に
つ
き
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
当
該
療
養
に
要
し
た
費
用
の

額
（
そ
の
額
が
三
十
二
万
四
千
円
に
満
た
な
い
と
き
は
、
三
十
二
万
四
千
円
）
か
ら
三
十
二
万
四
千
円
を
控
除

し
た
額
に
百
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た
額
（
こ
の
額
に
一
円
未
満
の
端
数
が
あ
る
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
端
数
金

額
が
五
十
銭
未
満
で
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
切
り
捨
て
、
そ
の
端
数
金
額
が
五
十
銭
以
上
で
あ
る
と
き
は
、
こ

れ
を
一
円
に
切
り
上
げ
た
額
）
と
の
合
算
額
。
た
だ
し
、
高
額
療
養
費
多
数
回
該
当
の
場
合
に
あ
っ
て
は
、
四

万
六
千
五
百
円
と
す
る
。

第
四
十
二
条
第
二
項
第
一
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

二

前
項
第
二
号
に
掲
げ
る
被
保
険
者

十
五
万
千
五
百
円
と
、
第
四
十
一
条
第
二
項
各
号
に
掲
げ
る
額
を
合
算

し
た
額
に
係
る
療
養
に
つ
き
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
当
該
療
養
に
要
し
た
費
用
の

額
（
そ
の
額
が
五
十
万
五
千
円
に
満
た
な
い
と
き
は
、
五
十
万
五
千
円
）
か
ら
五
十
万
五
千
円
を
控
除
し
た
額

に
百
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た
額
（
こ
の
額
に
一
円
未
満
の
端
数
が
あ
る
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
端
数
金
額
が
五

十
銭
未
満
で
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
切
り
捨
て
、
そ
の
端
数
金
額
が
五
十
銭
以
上
で
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
一

円
に
切
り
上
げ
た
額
）
と
の
合
算
額
。
た
だ
し
、
高
額
療
養
費
多
数
回
該
当
の
場
合
に
あ
っ
て
は
、
七
万
五
十

円
と
す
る
。


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第
四
十
二
条
第
三
項
第
三
号
中
「
八
十
三
万
円
」
を
「
六
十
二
万
円
」
に
改
め
、
同
号
を
同
項
第
六
号
と
し
、
同

号
の
次
に
次
の
二
号
を
加
え
る
。

七

法
第
七
十
四
条
第
一
項
第
三
号
の
規
定
が
適
用
さ
れ
る
者
で
あ
っ
て
療
養
の
あ
っ
た
月
の
標
準
報
酬
月
額
が

四
十
四
万
円
以
上
五
十
三
万
円
未
満
の
被
保
険
者
又
は
そ
の
被
扶
養
者

十
一
万
四
百
円
と
、
第
四
十
一
条
第

三
項
各
号
に
掲
げ
る
額
を
合
算
し
た
額
に
係
る
療
養
に
つ
き
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し

た
当
該
療
養
に
要
し
た
費
用
の
額
（
そ
の
額
が
三
十
六
万
八
千
円
に
満
た
な
い
と
き
は
、
三
十
六
万
八
千
円
）

か
ら
三
十
六
万
八
千
円
を
控
除
し
た
額
に
百
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た
額
（
こ
の
額
に
一
円
未
満
の
端
数
が
あ
る

場
合
に
お
い
て
、
そ
の
端
数
金
額
が
五
十
銭
未
満
で
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
切
り
捨
て
、
そ
の
端
数
金
額
が
五

十
銭
以
上
で
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
一
円
に
切
り
上
げ
た
額
）
と
の
合
算
額
。
た
だ
し
、
高
額
療
養
費
多
数
回

該
当
の
場
合
に
あ
っ
て
は
、
四
万
四
千
四
百
円
と
す
る
。

八

法
第
七
十
四
条
第
一
項
第
三
号
の
規
定
が
適
用
さ
れ
る
者
で
あ
っ
て
療
養
の
あ
っ
た
月
の
標
準
報
酬
月
額
が

三
十
六
万
円
以
上
四
十
四
万
円
未
満
の
被
保
険
者
又
は
そ
の
被
扶
養
者

九
万
八
千
百
円
と
、
第
四
十
一
条
第

三
項
各
号
に
掲
げ
る
額
を
合
算
し
た
額
に
係
る
療
養
に
つ
き
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し

た
当
該
療
養
に
要
し
た
費
用
の
額
（
そ
の
額
が
三
十
二
万
七
千
円
に
満
た
な
い
と
き
は
、
三
十
二
万
七
千
円
）

か
ら
三
十
二
万
七
千
円
を
控
除
し
た
額
に
百
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た
額
（
こ
の
額
に
一
円
未
満
の
端
数
が
あ
る

場
合
に
お
い
て
、
そ
の
端
数
金
額
が
五
十
銭
未
満
で
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
切
り
捨
て
、
そ
の
端
数
金
額
が
五

十
銭
以
上
で
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
一
円
に
切
り
上
げ
た
額
）
と
の
合
算
額
。
た
だ
し
、
高
額
療
養
費
多
数
回

該
当
の
場
合
に
あ
っ
て
は
、
四
万
四
千
四
百
円
と
す
る
。

第
四
十
二
条
第
三
項
第
二
号
中
「
八
十
三
万
円
以
上
」
の
下
に
「
百
三
万
円
未
満
」
を
加
え
、
同
号
を
同
項
第
三

号
と
し
、
同
号
の
次
に
次
の
二
号
を
加
え
る
。

四

法
第
七
十
四
条
第
一
項
第
三
号
の
規
定
が
適
用
さ
れ
る
者
で
あ
っ
て
療
養
の
あ
っ
た
月
の
標
準
報
酬
月
額
が

七
十
一
万
円
以
上
八
十
三
万
円
未
満
の
被
保
険
者
又
は
そ
の
被
扶
養
者

二
十
万
九
千
四
百
円
と
、
第
四
十
一

条
第
三
項
各
号
に
掲
げ
る
額
を
合
算
し
た
額
に
係
る
療
養
に
つ
き
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算

定
し
た
当
該
療
養
に
要
し
た
費
用
の
額
（
そ
の
額
が
六
十
九
万
八
千
円
に
満
た
な
い
と
き
は
、
六
十
九
万
八
千

円
）
か
ら
六
十
九
万
八
千
円
を
控
除
し
た
額
に
百
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た
額
（
こ
の
額
に
一
円
未
満
の
端
数
が

あ
る
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
端
数
金
額
が
五
十
銭
未
満
で
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
切
り
捨
て
、
そ
の
端
数
金
額

が
五
十
銭
以
上
で
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
一
円
に
切
り
上
げ
た
額
）
と
の
合
算
額
。
た
だ
し
、
高
額
療
養
費
多

数
回
該
当
の
場
合
に
あ
っ
て
は
、
九
万
三
千
円
と
す
る
。

五

法
第
七
十
四
条
第
一
項
第
三
号
の
規
定
が
適
用
さ
れ
る
者
で
あ
っ
て
療
養
の
あ
っ
た
月
の
標
準
報
酬
月
額
が

六
十
二
万
円
以
上
七
十
一
万
円
未
満
の
被
保
険
者
又
は
そ
の
被
扶
養
者

十
九
万
四
千
四
百
円
と
、
第
四
十
一

条
第
三
項
各
号
に
掲
げ
る
額
を
合
算
し
た
額
に
係
る
療
養
に
つ
き
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算

定
し
た
当
該
療
養
に
要
し
た
費
用
の
額
（
そ
の
額
が
六
十
四
万
八
千
円
に
満
た
な
い
と
き
は
、
六
十
四
万
八
千

円
）
か
ら
六
十
四
万
八
千
円
を
控
除
し
た
額
に
百
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た
額
（
こ
の
額
に
一
円
未
満
の
端
数
が

あ
る
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
端
数
金
額
が
五
十
銭
未
満
で
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
切
り
捨
て
、
そ
の
端
数
金
額

が
五
十
銭
以
上
で
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
一
円
に
切
り
上
げ
た
額
）
と
の
合
算
額
。
た
だ
し
、
高
額
療
養
費
多

数
回
該
当
の
場
合
に
あ
っ
て
は
、
九
万
三
千
円
と
す
る
。

第
四
十
二
条
第
三
項
第
一
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

二

法
第
七
十
四
条
第
一
項
第
三
号
の
規
定
が
適
用
さ
れ
る
者
で
あ
っ
て
療
養
の
あ
っ
た
月
の
標
準
報
酬
月
額
が

百
三
万
円
以
上
百
二
十
七
万
円
未
満
の
被
保
険
者
又
は
そ
の
被
扶
養
者

三
十
万
三
千
円
と
、
第
四
十
一
条
第

三
項
各
号
に
掲
げ
る
額
を
合
算
し
た
額
に
係
る
療
養
に
つ
き
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し

た
当
該
療
養
に
要
し
た
費
用
の
額
（
そ
の
額
が
百
一
万
円
に
満
た
な
い
と
き
は
、
百
一
万
円
）
か
ら
百
一
万
円

を
控
除
し
た
額
に
百
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た
額
（
こ
の
額
に
一
円
未
満
の
端
数
が
あ
る
場
合
に
お
い
て
、
そ
の

端
数
金
額
が
五
十
銭
未
満
で
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
切
り
捨
て
、
そ
の
端
数
金
額
が
五
十
銭
以
上
で
あ
る
と
き

は
、
こ
れ
を
一
円
に
切
り
上
げ
た
額
）
と
の
合
算
額
。
た
だ
し
、
高
額
療
養
費
多
数
回
該
当
の
場
合
に
あ
っ
て

は
、
十
四
万
百
円
と
す
る
。

第
四
十
二
条
第
四
項
第
一
号
中
「
三
万
七
百
五
十
円
」
を
「
十
七
万
千
円
と
、
第
四
十
一
条
第
四
項
に
規
定
す
る

合
算
し
た
額
に
係
る
療
養
に
つ
き
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
当
該
療
養
に
要
し
た
費
用
の

額
（
そ
の
額
が
五
十
七
万
円
に
満
た
な
い
と
き
は
、
五
十
七
万
円
）
か
ら
五
十
七
万
円
を
控
除
し
た
額
に
百
分
の
一

を
乗
じ
て
得
た
額
（
こ
の
額
に
一
円
未
満
の
端
数
が
あ
る
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
端
数
金
額
が
五
十
銭
未
満
で
あ
る

と
き
は
、
こ
れ
を
切
り
捨
て
、
そ
の
端
数
金
額
が
五
十
銭
以
上
で
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
一
円
に
切
り
上
げ
た
額
）

と
の
合
算
額
」
に
改
め
、
同
号
た
だ
し
書
中
「
二
万
二
千
二
百
円
」
を
「
七
万
五
十
円
」
に
改
め
、
同
項
第
六
号
中

「
前
項
第
六
号
」
を
「
前
項
第
十
四
号
」
に
改
め
、
同
号
を
同
項
第
十
四
号
と
し
、
同
項
第
五
号
中「
前
項
第
五
号
」

を
「
前
項
第
十
三
号
」
に
改
め
、
同
号
を
同
項
第
十
三
号
と
し
、
同
項
第
四
号
中
「
前
項
第
四
号
」
を
「
前
項
第
九

号
」
に
改
め
、
同
号
を
同
項
第
九
号
と
し
、
同
号
の
次
に
次
の
三
号
を
加
え
る
。

十

前
項
第
十
号
に
掲
げ
る
者

三
万
四
千
八
百
円
。
た
だ
し
、高
額
療
養
費
多
数
回
該
当
の
場
合
に
あ
っ
て
は
、

二
万
二
千
二
百
円
と
す
る
。

十
一

前
項
第
十
一
号
に
掲
げ
る
者

三
万
二
千
七
百
円
。
た
だ
し
、
高
額
療
養
費
多
数
回
該
当
の
場
合
に
あ
っ

て
は
、
二
万
二
千
二
百
円
と
す
る
。

十
二

前
項
第
十
二
号
に
掲
げ
る
者

三
万
七
百
五
十
円
。
た
だ
し
、
高
額
療
養
費
多
数
回
該
当
の
場
合
に
あ
っ

て
は
、
一
万
七
千
二
百
五
十
円
と
す
る
。

第
四
十
二
条
第
四
項
第
三
号
中
「
前
項
第
三
号
」
を
「
前
項
第
六
号
」
に
改
め
、
同
号
を
同
項
第
六
号
と
し
、
同

号
の
次
に
次
の
二
号
を
加
え
る
。

七

前
項
第
七
号
に
掲
げ
る
者

五
万
五
千
二
百
円
と
、
第
四
十
一
条
第
四
項
に
規
定
す
る
合
算
し
た
額
に
係
る

療
養
に
つ
き
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
当
該
療
養
に
要
し
た
費
用
の
額
（
そ
の
額
が

十
八
万
四
千
円
に
満
た
な
い
と
き
は
、
十
八
万
四
千
円
）
か
ら
十
八
万
四
千
円
を
控
除
し
た
額
に
百
分
の
一
を

乗
じ
て
得
た
額
（
こ
の
額
に
一
円
未
満
の
端
数
が
あ
る
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
端
数
金
額
が
五
十
銭
未
満
で
あ

る
と
き
は
、
こ
れ
を
切
り
捨
て
、
そ
の
端
数
金
額
が
五
十
銭
以
上
で
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
一
円
に
切
り
上
げ

た
額
）
と
の
合
算
額
。
た
だ
し
、
高
額
療
養
費
多
数
回
該
当
の
場
合
に
あ
っ
て
は
、二
万
二
千
二
百
円
と
す
る
。

八

前
項
第
八
号
に
掲
げ
る
者

四
万
九
千
五
十
円
と
、
第
四
十
一
条
第
四
項
に
規
定
す
る
合
算
し
た
額
に
係
る

療
養
に
つ
き
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
当
該
療
養
に
要
し
た
費
用
の
額
（
そ
の
額
が

十
六
万
三
千
五
百
円
に
満
た
な
い
と
き
は
、
十
六
万
三
千
五
百
円
）
か
ら
十
六
万
三
千
五
百
円
を
控
除
し
た
額

に
百
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た
額
（
こ
の
額
に
一
円
未
満
の
端
数
が
あ
る
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
端
数
金
額
が
五

十
銭
未
満
で
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
切
り
捨
て
、
そ
の
端
数
金
額
が
五
十
銭
以
上
で
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
一

円
に
切
り
上
げ
た
額
）
と
の
合
算
額
。
た
だ
し
、
高
額
療
養
費
多
数
回
該
当
の
場
合
に
あ
っ
て
は
、
二
万
二
千

二
百
円
と
す
る
。

第
四
十
二
条
第
四
項
第
二
号
中
「
前
項
第
二
号
」
を
「
前
項
第
三
号
」
に
改
め
、
同
号
を
同
項
第
三
号
と
し
、
同

号
の
次
に
次
の
二
号
を
加
え
る
。

四

前
項
第
四
号
に
掲
げ
る
者

十
万
四
千
七
百
円
と
、
第
四
十
一
条
第
四
項
に
規
定
す
る
合
算
し
た
額
に
係
る

療
養
に
つ
き
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
当
該
療
養
に
要
し
た
費
用
の
額
（
そ
の
額
が

三
十
四
万
九
千
円
に
満
た
な
い
と
き
は
、
三
十
四
万
九
千
円
）
か
ら
三
十
四
万
九
千
円
を
控
除
し
た
額
に
百
分

の
一
を
乗
じ
て
得
た
額
（
こ
の
額
に
一
円
未
満
の
端
数
が
あ
る
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
端
数
金
額
が
五
十
銭
未

満
で
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
切
り
捨
て
、
そ
の
端
数
金
額
が
五
十
銭
以
上
で
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
一
円
に
切

り
上
げ
た
額
）
と
の
合
算
額
。
た
だ
し
、
高
額
療
養
費
多
数
回
該
当
の
場
合
に
あ
っ
て
は
、
四
万
六
千
五
百
円

と
す
る
。

五

前
項
第
五
号
に
掲
げ
る
者

九
万
七
千
二
百
円
と
、
第
四
十
一
条
第
四
項
に
規
定
す
る
合
算
し
た
額
に
係
る

療
養
に
つ
き
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
当
該
療
養
に
要
し
た
費
用
の
額
（
そ
の
額
が

三
十
二
万
四
千
円
に
満
た
な
い
と
き
は
、
三
十
二
万
四
千
円
）
か
ら
三
十
二
万
四
千
円
を
控
除
し
た
額
に
百
分

の
一
を
乗
じ
て
得
た
額
（
こ
の
額
に
一
円
未
満
の
端
数
が
あ
る
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
端
数
金
額
が
五
十
銭
未

満
で
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
切
り
捨
て
、
そ
の
端
数
金
額
が
五
十
銭
以
上
で
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
一
円
に
切

り
上
げ
た
額
）
と
の
合
算
額
。
た
だ
し
、
高
額
療
養
費
多
数
回
該
当
の
場
合
に
あ
っ
て
は
、
四
万
六
千
五
百
円

と
す
る
。

第
四
十
二
条
第
四
項
第
一
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

二

前
項
第
二
号
に
掲
げ
る
者

十
五
万
千
五
百
円
と
、
第
四
十
一
条
第
四
項
に
規
定
す
る
合
算
し
た
額
に
係
る

療
養
に
つ
き
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
当
該
療
養
に
要
し
た
費
用
の
額
（
そ
の
額
が

五
十
万
五
千
円
に
満
た
な
い
と
き
は
、
五
十
万
五
千
円
）
か
ら
五
十
万
五
千
円
を
控
除
し
た
額
に
百
分
の
一
を

乗
じ
て
得
た
額
（
こ
の
額
に
一
円
未
満
の
端
数
が
あ
る
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
端
数
金
額
が
五
十
銭
未
満
で
あ

る
と
き
は
、
こ
れ
を
切
り
捨
て
、
そ
の
端
数
金
額
が
五
十
銭
以
上
で
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
一
円
に
切
り
上
げ

た
額
）
と
の
合
算
額
。
た
だ
し
、
高
額
療
養
費
多
数
回
該
当
の
場
合
に
あ
っ
て
は
、
七
万
五
十
円
と
す
る
。
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第
四
十
二
条
第
五
項
第
一
号
中
「
第
三
項
第
一
号
」
を
「
第
三
項
第
十
号
又
は
第
十
一
号
」
に
、「
二
万
二
千
円
」

を
「
二
万
八
千
円
」
に
改
め
、
同
項
第
三
号
中
「
第
三
項
第
六
号
」
を
「
第
三
項
第
十
四
号
」
に
改
め
、
同
号
を
同

項
第
四
号
と
し
、
同
項
第
二
号
中
「
第
三
項
第
五
号
」
を
「
第
三
項
第
十
三
号
」
に
、「
一
万
千
円
」
を
「
一
万
三
千

円
」
に
改
め
、
同
号
を
同
項
第
三
号
と
し
、
同
項
第
一
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

二

第
三
項
第
十
二
号
に
掲
げ
る
者

二
万
二
千
円

第
四
十
二
条
第
七
項
第
一
号
ロ
中
「
第
一
項
第
二
号
」
を
「
第
一
項
第
三
号
」
に
、「
ロ
に
」
を
「
ハ
に
」に
改
め
、

同
号
ロ
を
同
号
ハ
と
し
、
同
号
ハ
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

ニ

第
一
項
第
四
号
に
掲
げ
る
者

二
十
万
九
千
四
百
円
（
七
十
五
歳
到
達
時
特
例
対
象
療
養
に
係
る
も
の
に

あ
っ
て
は
、
十
万
四
千
七
百
円
）
と
、
第
四
十
一
条
第
一
項
第
一
号
イ
か
ら
ヘ
ま
で
に
掲
げ
る
額
に
係
る
特

定
疾
病
給
付
対
象
療
養
に
つ
き
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
当
該
特
定
疾
病
給
付
対

象
療
養
に
要
し
た
費
用
の
額
（
そ
の
額
が
六
十
九
万
八
千
円
（
七
十
五
歳
到
達
時
特
例
対
象
療
養
に
係
る
も

の
に
あ
っ
て
は
、
三
十
四
万
九
千
円
。
以
下
こ
の
ニ
に
お
い
て
同
じ
。）に
満
た
な
い
と
き
は
、
六
十
九
万
八

千
円
）
か
ら
六
十
九
万
八
千
円
を
控
除
し
た
額
に
百
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た
額
（
こ
の
額
に
一
円
未
満
の
端

数
が
あ
る
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
端
数
金
額
が
五
十
銭
未
満
で
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
切
り
捨
て
、
そ
の
端

数
金
額
が
五
十
銭
以
上
で
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
一
円
に
切
り
上
げ
た
額
）
と
の
合
算
額
。
た
だ
し
、
特
定

疾
病
給
付
対
象
療
養
高
額
療
養
費
多
数
回
該
当
の
場
合
に
あ
っ
て
は
、
九
万
三
千
円
（
七
十
五
歳
到
達
時
特

例
対
象
療
養
に
係
る
も
の
に
あ
っ
て
は
、
四
万
六
千
五
百
円
）
と
す
る
。

ホ

第
一
項
第
五
号
に
掲
げ
る
者

十
九
万
四
千
四
百
円
（
七
十
五
歳
到
達
時
特
例
対
象
療
養
に
係
る
も
の
に

あ
っ
て
は
、
九
万
七
千
二
百
円
）
と
、
第
四
十
一
条
第
一
項
第
一
号
イ
か
ら
ヘ
ま
で
に
掲
げ
る
額
に
係
る
特

定
疾
病
給
付
対
象
療
養
に
つ
き
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
当
該
特
定
疾
病
給
付
対

象
療
養
に
要
し
た
費
用
の
額
（
そ
の
額
が
六
十
四
万
八
千
円
（
七
十
五
歳
到
達
時
特
例
対
象
療
養
に
係
る
も

の
に
あ
っ
て
は
、
三
十
二
万
四
千
円
。
以
下
こ
の
ホ
に
お
い
て
同
じ
。）に
満
た
な
い
と
き
は
、
六
十
四
万
八

千
円
）
か
ら
六
十
四
万
八
千
円
を
控
除
し
た
額
に
百
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た
額
（
こ
の
額
に
一
円
未
満
の
端

数
が
あ
る
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
端
数
金
額
が
五
十
銭
未
満
で
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
切
り
捨
て
、
そ
の
端

数
金
額
が
五
十
銭
以
上
で
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
一
円
に
切
り
上
げ
た
額
）
と
の
合
算
額
。
た
だ
し
、
特
定

疾
病
給
付
対
象
療
養
高
額
療
養
費
多
数
回
該
当
の
場
合
に
あ
っ
て
は
、
九
万
三
千
円
（
七
十
五
歳
到
達
時
特

例
対
象
療
養
に
係
る
も
の
に
あ
っ
て
は
、
四
万
六
千
五
百
円
）
と
す
る
。

第
四
十
二
条
第
七
項
第
一
号
イ
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

ロ

第
一
項
第
二
号
に
掲
げ
る
者

三
十
万
三
千
円
（
七
十
五
歳
到
達
時
特
例
対
象
療
養
に
係
る
も
の
に
あ
っ

て
は
、
十
五
万
千
五
百
円
）
と
、
第
四
十
一
条
第
一
項
第
一
号
イ
か
ら
ヘ
ま
で
に
掲
げ
る
額
に
係
る
特
定
疾

病
給
付
対
象
療
養
に
つ
き
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
当
該
特
定
疾
病
給
付
対
象
療

養
に
要
し
た
費
用
の
額
（
そ
の
額
が
百
一
万
円
（
七
十
五
歳
到
達
時
特
例
対
象
療
養
に
係
る
も
の
に
あ
っ
て

は
、
五
十
万
五
千
円
。
以
下
こ
の
ロ
に
お
い
て
同
じ
。）に
満
た
な
い
と
き
は
、
百
一
万
円
）
か
ら
百
一
万
円

を
控
除
し
た
額
に
百
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た
額
（
こ
の
額
に
一
円
未
満
の
端
数
が
あ
る
場
合
に
お
い
て
、
そ

の
端
数
金
額
が
五
十
銭
未
満
で
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
切
り
捨
て
、
そ
の
端
数
金
額
が
五
十
銭
以
上
で
あ
る

と
き
は
、
こ
れ
を
一
円
に
切
り
上
げ
た
額
）
と
の
合
算
額
。
た
だ
し
、
特
定
疾
病
給
付
対
象
療
養
高
額
療
養

費
多
数
回
該
当
の
場
合
に
あ
っ
て
は
、十
四
万
百
円（
七
十
五
歳
到
達
時
特
例
対
象
療
養
に
係
る
も
の
に
あ
っ

て
は
、
七
万
五
十
円
）
と
す
る
。

第
四
十
二
条
第
七
項
第
二
号
中
「
ヘ
ま
で
に
掲
げ
る
者
」
を
「
カ
ま
で
に
掲
げ
る
者
」
に
、「
ヘ
ま
で
に
定
め
る
」

を
「
カ
ま
で
に
定
め
る
」
に
改
め
、
同
号
イ
中
「
六
万
千
五
百
円
」
を
「
三
十
四
万
二
千
円
」
に
、「
三
万
七
百
五
十

円
）」を
「
十
七
万
千
円
）
と
、
第
四
十
一
条
第
一
項
第
一
号
イ
か
ら
ヘ
ま
で
に
掲
げ
る
額
に
係
る
特
定
疾
病
給
付
対

象
療
養
に
つ
き
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
当
該
特
定
疾
病
給
付
対
象
療
養
に
要
し
た
費
用

第
四
十
二
条
第
七
項
第
一
号
中
「
ホ
ま
で
」
を
「
ワ
ま
で
」
に
改
め
、
同
号
イ
中
「
八
万
五
千
八
百
円
」
を
「
三

十
四
万
二
千
円
」
に
、「
四
万
二
千
九
百
円
」
を
「
十
七
万
千
円
」
に
、「
二
十
八
万
六
千
円
」
を
「
百
十
四
万
円
」に
、

「
十
四
万
三
千
円
」
を
「
五
十
七
万
円
」
に
改
め
、
同
号
イ
た
だ
し
書
中
「
四
万
四
千
四
百
円
」
を「
十
四
万
百
円
」

に
、「
二
万
二
千
二
百
円
」
を
「
七
万
五
十
円
」
に
改
め
、
同
号
ホ
中
「
第
一
項
第
五
号
」
を
「
第
一
項
第
十
三
号
」

に
改
め
、
同
号
ホ
を
同
号
ワ
と
し
、
同
号
ニ
中
「
第
一
項
第
四
号
」
を
「
第
一
項
第
十
二
号
」
に
改
め
、
同
号
ニ
た

だ
し
書
中
「
四
万
四
千
四
百
円
」
を
「
三
万
四
千
五
百
円
」
に
、「
二
万
二
千
二
百
円
」
を「
一
万
七
千
二
百
五
十
円
」

に
改
め
、
同
号
ニ
を
同
号
ヲ
と
し
、
同
号
ハ
中
「
第
一
項
第
三
号
」
を
「
第
一
項
第
六
号
」
に
、「
ハ
に
」
を「
ヘ
に
」

に
改
め
、
同
号
ハ
を
同
号
ヘ
と
し
、
同
号
ヘ
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

ト

第
一
項
第
七
号
に
掲
げ
る
者

十
一
万
四
百
円
（
七
十
五
歳
到
達
時
特
例
対
象
療
養
に
係
る
も
の
に
あ
っ

て
は
、
五
万
五
千
二
百
円
）
と
、
第
四
十
一
条
第
一
項
第
一
号
イ
か
ら
ヘ
ま
で
に
掲
げ
る
額
に
係
る
特
定
疾

病
給
付
対
象
療
養
に
つ
き
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
当
該
特
定
疾
病
給
付
対
象
療

養
に
要
し
た
費
用
の
額
（
そ
の
額
が
三
十
六
万
八
千
円
（
七
十
五
歳
到
達
時
特
例
対
象
療
養
に
係
る
も
の
に

あ
っ
て
は
、
十
八
万
四
千
円
。
以
下
こ
の
ト
に
お
い
て
同
じ
。）に
満
た
な
い
と
き
は
、
三
十
六
万
八
千
円
）

か
ら
三
十
六
万
八
千
円
を
控
除
し
た
額
に
百
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た
額
（
こ
の
額
に
一
円
未
満
の
端
数
が
あ

る
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
端
数
金
額
が
五
十
銭
未
満
で
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
切
り
捨
て
、
そ
の
端
数
金
額

が
五
十
銭
以
上
で
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
一
円
に
切
り
上
げ
た
額
）
と
の
合
算
額
。
た
だ
し
、
特
定
疾
病
給

付
対
象
療
養
高
額
療
養
費
多
数
回
該
当
の
場
合
に
あ
っ
て
は
、
四
万
四
千
四
百
円
（
七
十
五
歳
到
達
時
特
例

対
象
療
養
に
係
る
も
の
に
あ
っ
て
は
、
二
万
二
千
二
百
円
）
と
す
る
。

チ

第
一
項
第
八
号
に
掲
げ
る
者

九
万
八
千
百
円
（
七
十
五
歳
到
達
時
特
例
対
象
療
養
に
係
る
も
の
に
あ
っ

て
は
、
四
万
九
千
五
十
円
）
と
、
第
四
十
一
条
第
一
項
第
一
号
イ
か
ら
ヘ
ま
で
に
掲
げ
る
額
に
係
る
特
定
疾

病
給
付
対
象
療
養
に
つ
き
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
当
該
特
定
疾
病
給
付
対
象
療

養
に
要
し
た
費
用
の
額
（
そ
の
額
が
三
十
二
万
七
千
円
（
七
十
五
歳
到
達
時
特
例
対
象
療
養
に
係
る
も
の
に

あ
っ
て
は
、
十
六
万
三
千
五
百
円
。
以
下
こ
の
チ
に
お
い
て
同
じ
。）に
満
た
な
い
と
き
は
、
三
十
二
万
七
千

円
）
か
ら
三
十
二
万
七
千
円
を
控
除
し
た
額
に
百
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た
額
（
こ
の
額
に
一
円
未
満
の
端
数

が
あ
る
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
端
数
金
額
が
五
十
銭
未
満
で
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
切
り
捨
て
、
そ
の
端
数

金
額
が
五
十
銭
以
上
で
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
一
円
に
切
り
上
げ
た
額
）
と
の
合
算
額
。
た
だ
し
、
特
定
疾

病
給
付
対
象
療
養
高
額
療
養
費
多
数
回
該
当
の
場
合
に
あ
っ
て
は
、
四
万
四
千
四
百
円
（
七
十
五
歳
到
達
時

特
例
対
象
療
養
に
係
る
も
の
に
あ
っ
て
は
、
二
万
二
千
二
百
円
）
と
す
る
。

リ

第
一
項
第
九
号
に
掲
げ
る
者

八
万
五
千
八
百
円
（
七
十
五
歳
到
達
時
特
例
対
象
療
養
に
係
る
も
の
に

あ
っ
て
は
、
四
万
二
千
九
百
円
）
と
、
第
四
十
一
条
第
一
項
第
一
号
イ
か
ら
ヘ
ま
で
に
掲
げ
る
額
に
係
る
特

定
疾
病
給
付
対
象
療
養
に
つ
き
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
当
該
特
定
疾
病
給
付
対

象
療
養
に
要
し
た
費
用
の
額
（
そ
の
額
が
二
十
八
万
六
千
円
（
七
十
五
歳
到
達
時
特
例
対
象
療
養
に
係
る
も

の
に
あ
っ
て
は
、
十
四
万
三
千
円
。
以
下
こ
の
リ
に
お
い
て
同
じ
。）に
満
た
な
い
と
き
は
、
二
十
八
万
六
千

円
）
か
ら
二
十
八
万
六
千
円
を
控
除
し
た
額
に
百
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た
額
（
こ
の
額
に
一
円
未
満
の
端
数

が
あ
る
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
端
数
金
額
が
五
十
銭
未
満
で
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
切
り
捨
て
、
そ
の
端
数

金
額
が
五
十
銭
以
上
で
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
一
円
に
切
り
上
げ
た
額
）
と
の
合
算
額
。
た
だ
し
、
特
定
疾

病
給
付
対
象
療
養
高
額
療
養
費
多
数
回
該
当
の
場
合
に
あ
っ
て
は
、
四
万
四
千
四
百
円
（
七
十
五
歳
到
達
時

特
例
対
象
療
養
に
係
る
も
の
に
あ
っ
て
は
、
二
万
二
千
二
百
円
）
と
す
る
。

ヌ

第
一
項
第
十
号
に
掲
げ
る
者

六
万
九
千
六
百
円
（
七
十
五
歳
到
達
時
特
例
対
象
療
養
に
係
る
も
の
に

あ
っ
て
は
、
三
万
四
千
八
百
円
）。
た
だ
し
、
特
定
疾
病
給
付
対
象
療
養
高
額
療
養
費
多
数
回
該
当
の
場
合

に
あ
っ
て
は
、
四
万
四
千
四
百
円
（
七
十
五
歳
到
達
時
特
例
対
象
療
養
に
係
る
も
の
に
あ
っ
て
は
、
二
万
二

千
二
百
円
）
と
す
る
。

ル

第
一
項
第
十
一
号
に
掲
げ
る
者

六
万
五
千
四
百
円
（
七
十
五
歳
到
達
時
特
例
対
象
療
養
に
係
る
も
の
に

あ
っ
て
は
、
三
万
二
千
七
百
円
）。
た
だ
し
、
特
定
疾
病
給
付
対
象
療
養
高
額
療
養
費
多
数
回
該
当
の
場
合

に
あ
っ
て
は
、
四
万
四
千
四
百
円
（
七
十
五
歳
到
達
時
特
例
対
象
療
養
に
係
る
も
の
に
あ
っ
て
は
、
二
万
二

千
二
百
円
）
と
す
る
。
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の
額
（
そ
の
額
が
百
十
四
万
円
（
七
十
五
歳
到
達
時
特
例
対
象
療
養
に
係
る
も
の
に
あ
っ
て
は
、
五
十
七
万
円
。
以

下
こ
の
イ
に
お
い
て
同
じ
。）に
満
た
な
い
と
き
は
、
百
十
四
万
円
）
か
ら
百
十
四
万
円
を
控
除
し
た
額
に
百
分
の
一

を
乗
じ
て
得
た
額
（
こ
の
額
に
一
円
未
満
の
端
数
が
あ
る
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
端
数
金
額
が
五
十
銭
未
満
で
あ
る

と
き
は
、
こ
れ
を
切
り
捨
て
、
そ
の
端
数
金
額
が
五
十
銭
以
上
で
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
一
円
に
切
り
上
げ
た
額
）

と
の
合
算
額
」
に
改
め
、
同
号
イ
た
だ
し
書
中
「
四
万
四
千
四
百
円
」
を
「
十
四
万
百
円
」に
、「
二
万
二
千
二
百
円
」

を
「
七
万
五
十
円
」
に
改
め
、
同
号
ヘ
中
「
第
三
項
第
六
号
」
を
「
第
三
項
第
十
四
号
」
に
改
め
、
同
号
ヘ
を
同
号

カ
と
し
、
同
号
ホ
中
「
第
三
項
第
五
号
」
を
「
第
三
項
第
十
三
号
」
に
改
め
、
同
号
ホ
を
同
号
ワ
と
し
、
同
号
ニ
中

「
第
三
項
第
四
号
」
を
「
第
三
項
第
九
号
」
に
、「
ニ
に
」
を
「
リ
に
」
に
改
め
、
同
号
ニ
を
同
号
リ
と
し
、
同
号
リ

の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

ヌ

第
三
項
第
十
号
に
掲
げ
る
者

六
万
九
千
六
百
円
（
七
十
五
歳
到
達
時
特
例
対
象
療
養
に
係
る
も
の
に

あ
っ
て
は
、
三
万
四
千
八
百
円
）。
た
だ
し
、
特
定
疾
病
給
付
対
象
療
養
高
額
療
養
費
多
数
回
該
当
の
場
合

に
あ
っ
て
は
、
四
万
四
千
四
百
円
（
七
十
五
歳
到
達
時
特
例
対
象
療
養
に
係
る
も
の
に
あ
っ
て
は
、
二
万
二

千
二
百
円
）
と
す
る
。

ル

第
三
項
第
十
一
号
に
掲
げ
る
者

六
万
五
千
四
百
円
（
七
十
五
歳
到
達
時
特
例
対
象
療
養
に
係
る
も
の
に

あ
っ
て
は
、
三
万
二
千
七
百
円
）。
た
だ
し
、
特
定
疾
病
給
付
対
象
療
養
高
額
療
養
費
多
数
回
該
当
の
場
合

に
あ
っ
て
は
、
四
万
四
千
四
百
円
（
七
十
五
歳
到
達
時
特
例
対
象
療
養
に
係
る
も
の
に
あ
っ
て
は
、
二
万
二

千
二
百
円
）
と
す
る
。

ヲ

第
三
項
第
十
二
号
に
掲
げ
る
者

六
万
千
五
百
円
（
七
十
五
歳
到
達
時
特
例
対
象
療
養
に
係
る
も
の
に

あ
っ
て
は
、
三
万
七
百
五
十
円
）。
た
だ
し
、
特
定
疾
病
給
付
対
象
療
養
高
額
療
養
費
多
数
回
該
当
の
場
合

に
あ
っ
て
は
、
三
万
四
千
五
百
円
（
七
十
五
歳
到
達
時
特
例
対
象
療
養
に
係
る
も
の
に
あ
っ
て
は
、
一
万
七

千
二
百
五
十
円
）
と
す
る
。

第
四
十
二
条
第
七
項
第
二
号
ハ
中
「
第
三
項
第
三
号
」
を
「
第
三
項
第
六
号
」
に
、「
ハ
に
」
を
「
ヘ
に
」に
改
め
、

同
号
ハ
を
同
号
ヘ
と
し
、
同
号
ヘ
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

ト

第
三
項
第
七
号
に
掲
げ
る
者

十
一
万
四
百
円
（
七
十
五
歳
到
達
時
特
例
対
象
療
養
に
係
る
も
の
に
あ
っ

て
は
、
五
万
五
千
二
百
円
）
と
、
第
四
十
一
条
第
一
項
第
一
号
イ
か
ら
ヘ
ま
で
に
掲
げ
る
額
に
係
る
特
定
疾

病
給
付
対
象
療
養
に
つ
き
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
当
該
特
定
疾
病
給
付
対
象
療

養
に
要
し
た
費
用
の
額
（
そ
の
額
が
三
十
六
万
八
千
円
（
七
十
五
歳
到
達
時
特
例
対
象
療
養
に
係
る
も
の
に

あ
っ
て
は
、
十
八
万
四
千
円
。
以
下
こ
の
ト
に
お
い
て
同
じ
。）に
満
た
な
い
と
き
は
、
三
十
六
万
八
千
円
）

か
ら
三
十
六
万
八
千
円
を
控
除
し
た
額
に
百
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た
額
（
こ
の
額
に
一
円
未
満
の
端
数
が
あ

る
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
端
数
金
額
が
五
十
銭
未
満
で
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
切
り
捨
て
、
そ
の
端
数
金
額

が
五
十
銭
以
上
で
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
一
円
に
切
り
上
げ
た
額
）
と
の
合
算
額
。
た
だ
し
、
特
定
疾
病
給

付
対
象
療
養
高
額
療
養
費
多
数
回
該
当
の
場
合
に
あ
っ
て
は
、
四
万
四
千
四
百
円
（
七
十
五
歳
到
達
時
特
例

対
象
療
養
に
係
る
も
の
に
あ
っ
て
は
、
二
万
二
千
二
百
円
）
と
す
る
。

チ

第
三
項
第
八
号
に
掲
げ
る
者

九
万
八
千
百
円
（
七
十
五
歳
到
達
時
特
例
対
象
療
養
に
係
る
も
の
に
あ
っ

て
は
、
四
万
九
千
五
十
円
）
と
、
第
四
十
一
条
第
一
項
第
一
号
イ
か
ら
ヘ
ま
で
に
掲
げ
る
額
に
係
る
特
定
疾

病
給
付
対
象
療
養
に
つ
き
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
当
該
特
定
疾
病
給
付
対
象
療

養
に
要
し
た
費
用
の
額
（
そ
の
額
が
三
十
二
万
七
千
円
（
七
十
五
歳
到
達
時
特
例
対
象
療
養
に
係
る
も
の
に

あ
っ
て
は
、
十
六
万
三
千
五
百
円
。
以
下
こ
の
チ
に
お
い
て
同
じ
。）に
満
た
な
い
と
き
は
、
三
十
二
万
七
千

円
）
か
ら
三
十
二
万
七
千
円
を
控
除
し
た
額
に
百
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た
額
（
こ
の
額
に
一
円
未
満
の
端
数

が
あ
る
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
端
数
金
額
が
五
十
銭
未
満
で
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
切
り
捨
て
、
そ
の
端
数

金
額
が
五
十
銭
以
上
で
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
一
円
に
切
り
上
げ
た
額
）
と
の
合
算
額
。
た
だ
し
、
特
定
疾

病
給
付
対
象
療
養
高
額
療
養
費
多
数
回
該
当
の
場
合
に
あ
っ
て
は
、
四
万
四
千
四
百
円
（
七
十
五
歳
到
達
時

特
例
対
象
療
養
に
係
る
も
の
に
あ
っ
て
は
、
二
万
二
千
二
百
円
）
と
す
る
。

第
四
十
二
条
第
九
項
第
二
号
中
「
第
一
項
第
二
号
又
は
第
三
号
」
を
「
第
一
項
第
一
号
か
ら
第
六
号
ま
で
」
に
改

め
、
同
条
第
十
一
項
第
一
号
中
「
第
四
号
」
を
「
第
五
号
」
に
改
め
、
同
項
第
四
号
中
「
次
項
第
四
号
」
を
「
次
項

第
五
号
」
に
、「
前
二
号
」
を
「
第
二
号
又
は
第
三
号
」
に
改
め
、
同
号
を
同
項
第
五
号
と
し
、
同
項
第
三
号
の
次
に

次
の
一
号
を
加
え
る
。

四

基
準
日
の
属
す
る
月
の
標
準
報
酬
月
額
が
十
六
万
円
未
満
の
被
保
険
者
（
次
号
に
掲
げ
る
者
を
除
く
。）
四

十
一
万
円

第
四
十
二
条
第
十
二
項
第
一
号
中
「
第
五
号
」
を
「
第
六
号
」
に
改
め
、
同
項
中
第
五
号
を
第
六
号
と
し
、
同
項

第
四
号
中
「
前
二
号
」
を
「
第
二
号
、
第
三
号
」
に
改
め
、
同
号
を
同
項
第
五
号
と
し
、
同
項
第
三
号
の
次
に
次
の

一
号
を
加
え
る
。

四

基
準
日
の
属
す
る
月
の
標
準
報
酬
月
額
が
十
六
万
円
未
満
の
被
保
険
者
（
次
号
又
は
第
六
号
に
掲
げ
る
者
を

除
く
。）
四
十
一
万
円

第
四
十
二
条
第
七
項
第
二
号
ロ
中
「
第
三
項
第
二
号
」
を
「
第
三
項
第
三
号
」
に
、「
ロ
に
」
を
「
ハ
に
」に
改
め
、

同
号
ロ
を
同
号
ハ
と
し
、
同
号
ハ
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

ニ

第
三
項
第
四
号
に
掲
げ
る
者

二
十
万
九
千
四
百
円
（
七
十
五
歳
到
達
時
特
例
対
象
療
養
に
係
る
も
の
に

あ
っ
て
は
、
十
万
四
千
七
百
円
）
と
、
第
四
十
一
条
第
一
項
第
一
号
イ
か
ら
ヘ
ま
で
に
掲
げ
る
額
に
係
る
特

定
疾
病
給
付
対
象
療
養
に
つ
き
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
当
該
特
定
疾
病
給
付
対

象
療
養
に
要
し
た
費
用
の
額
（
そ
の
額
が
六
十
九
万
八
千
円
（
七
十
五
歳
到
達
時
特
例
対
象
療
養
に
係
る
も

の
に
あ
っ
て
は
、
三
十
四
万
九
千
円
。
以
下
こ
の
ニ
に
お
い
て
同
じ
。）に
満
た
な
い
と
き
は
、
六
十
九
万
八

千
円
）
か
ら
六
十
九
万
八
千
円
を
控
除
し
た
額
に
百
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た
額
（
こ
の
額
に
一
円
未
満
の
端

数
が
あ
る
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
端
数
金
額
が
五
十
銭
未
満
で
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
切
り
捨
て
、
そ
の
端

数
金
額
が
五
十
銭
以
上
で
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
一
円
に
切
り
上
げ
た
額
）
と
の
合
算
額
。
た
だ
し
、
特
定

疾
病
給
付
対
象
療
養
高
額
療
養
費
多
数
回
該
当
の
場
合
に
あ
っ
て
は
、
九
万
三
千
円
（
七
十
五
歳
到
達
時
特

例
対
象
療
養
に
係
る
も
の
に
あ
っ
て
は
、
四
万
六
千
五
百
円
）
と
す
る
。

ホ

第
三
項
第
五
号
に
掲
げ
る
者

十
九
万
四
千
四
百
円
（
七
十
五
歳
到
達
時
特
例
対
象
療
養
に
係
る
も
の
に

あ
っ
て
は
、
九
万
七
千
二
百
円
）
と
、
第
四
十
一
条
第
一
項
第
一
号
イ
か
ら
ヘ
ま
で
に
掲
げ
る
額
に
係
る
特

定
疾
病
給
付
対
象
療
養
に
つ
き
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
当
該
特
定
疾
病
給
付
対

象
療
養
に
要
し
た
費
用
の
額
（
そ
の
額
が
六
十
四
万
八
千
円
（
七
十
五
歳
到
達
時
特
例
対
象
療
養
に
係
る
も

の
に
あ
っ
て
は
、
三
十
二
万
四
千
円
。
以
下
こ
の
ホ
に
お
い
て
同
じ
。）に
満
た
な
い
と
き
は
、
六
十
四
万
八

千
円
）
か
ら
六
十
四
万
八
千
円
を
控
除
し
た
額
に
百
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た
額
（
こ
の
額
に
一
円
未
満
の
端

数
が
あ
る
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
端
数
金
額
が
五
十
銭
未
満
で
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
切
り
捨
て
、
そ
の
端

数
金
額
が
五
十
銭
以
上
で
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
一
円
に
切
り
上
げ
た
額
）
と
の
合
算
額
。
た
だ
し
、
特
定

疾
病
給
付
対
象
療
養
高
額
療
養
費
多
数
回
該
当
の
場
合
に
あ
っ
て
は
、
九
万
三
千
円
（
七
十
五
歳
到
達
時
特

例
対
象
療
養
に
係
る
も
の
に
あ
っ
て
は
、
四
万
六
千
五
百
円
）
と
す
る
。

第
四
十
二
条
第
七
項
第
二
号
イ
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

ロ

第
三
項
第
二
号
に
掲
げ
る
者

三
十
万
三
千
円
（
七
十
五
歳
到
達
時
特
例
対
象
療
養
に
係
る
も
の
に
あ
っ

て
は
、
十
五
万
千
五
百
円
）
と
、
第
四
十
一
条
第
一
項
第
一
号
イ
か
ら
ヘ
ま
で
に
掲
げ
る
額
に
係
る
特
定
疾

病
給
付
対
象
療
養
に
つ
き
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
当
該
特
定
疾
病
給
付
対
象
療

養
に
要
し
た
費
用
の
額
（
そ
の
額
が
百
一
万
円
（
七
十
五
歳
到
達
時
特
例
対
象
療
養
に
係
る
も
の
に
あ
っ
て

は
、
五
十
万
五
千
円
。
以
下
こ
の
ロ
に
お
い
て
同
じ
。）に
満
た
な
い
と
き
は
、
百
一
万
円
）
か
ら
百
一
万
円

を
控
除
し
た
額
に
百
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た
額
（
こ
の
額
に
一
円
未
満
の
端
数
が
あ
る
場
合
に
お
い
て
、
そ

の
端
数
金
額
が
五
十
銭
未
満
で
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
切
り
捨
て
、
そ
の
端
数
金
額
が
五
十
銭
以
上
で
あ
る

と
き
は
、
こ
れ
を
一
円
に
切
り
上
げ
た
額
）
と
の
合
算
額
。
た
だ
し
、
特
定
疾
病
給
付
対
象
療
養
高
額
療
養

費
多
数
回
該
当
の
場
合
に
あ
っ
て
は
、十
四
万
百
円（
七
十
五
歳
到
達
時
特
例
対
象
療
養
に
係
る
も
の
に
あ
っ

て
は
、
七
万
五
十
円
）
と
す
る
。

第
四
十
二
条
第
七
項
第
三
号
中
「
ハ
ま
で
」
を
「
ニ
ま
で
」
に
改
め
、
同
号
イ
中
「
第
三
項
第
一
号
」
を
「
第
三

項
第
十
号
又
は
第
十
一
号
」
に
、「
二
万
二
千
円
」
を
「
二
万
八
千
円
」
に
改
め
、
同
号
ハ
中
「
第
三
項
第
六
号
」
を

「
第
三
項
第
十
四
号
」
に
改
め
、
同
号
ハ
を
同
号
ニ
と
し
、
同
号
ロ
中
「
第
三
項
第
五
号
」
を「
第
三
項
第
十
三
号
」

に
、「
一
万
千
円
」
を
「
一
万
三
千
円
」
に
改
め
、
同
号
ロ
を
同
号
ハ
と
し
、
同
号
イ
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

ロ

第
三
項
第
十
二
号
に
掲
げ
る
者

二
万
二
千
円


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第
四
十
三
条
第
一
項
第
一
号
中
「
ホ
ま
で
」
を
「
ワ
ま
で
」
に
改
め
、
同
号
イ
中
「
八
万
五
千
八
百
円
」
を
「
三

十
四
万
二
千
円
」
に
、「
二
十
八
万
六
千
円
」
を
「
百
十
四
万
円
」
に
改
め
、
同
号
イ
た
だ
し
書
中
「
四
万
四
千
四
百

円
」
を
「
十
四
万
百
円
」
に
改
め
、
同
号
ホ
中
「
前
条
第
一
項
第
五
号
」
を
「
前
条
第
一
項
第
十
三
号
」
に
改
め
、

同
号
ホ
を
同
号
ワ
と
し
、
同
号
ニ
中
「
前
条
第
一
項
第
四
号
」
を
「
前
条
第
一
項
第
十
二
号
」
に
改
め
、
同
号
ニ
た

だ
し
書
中
「
四
万
四
千
四
百
円
」
を
「
三
万
四
千
五
百
円
」
に
改
め
、
同
号
ニ
を
同
号
ヲ
と
し
、
同
号
ハ
中
「
前
条

第
一
項
第
三
号
」
を
「
前
条
第
一
項
第
六
号
」
に
改
め
、
同
号
ハ
を
同
号
ヘ
と
し
、
同
号
ヘ
の
次
に
次
の
よ
う
に
加

え
る
。ト

前
条
第
一
項
第
七
号
に
掲
げ
る
者
に
該
当
し
て
い
る
こ
と
に
つ
き
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ

り
保
険
者
の
認
定
を
受
け
て
い
る
者

十
一
万
四
百
円
と
、
当
該
療
養
に
つ
き
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と

こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
当
該
療
養
に
要
し
た
費
用
の
額（
そ
の
額
が
三
十
六
万
八
千
円
に
満
た
な
い
と
き
は
、

三
十
六
万
八
千
円
）
か
ら
三
十
六
万
八
千
円
を
控
除
し
た
額
に
百
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た
額
（
こ
の
額
に
一

円
未
満
の
端
数
が
あ
る
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
端
数
金
額
が
五
十
銭
未
満
で
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
切
り
捨

て
、
そ
の
端
数
金
額
が
五
十
銭
以
上
で
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
一
円
に
切
り
上
げ
た
額
）
と
の
合
算
額
。
た

だ
し
、
高
額
療
養
費
多
数
回
該
当
の
場
合
に
あ
っ
て
は
、
四
万
四
千
四
百
円
と
す
る
。

チ

前
条
第
一
項
第
八
号
に
掲
げ
る
者
に
該
当
し
て
い
る
こ
と
に
つ
き
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ

り
保
険
者
の
認
定
を
受
け
て
い
る
者

九
万
八
千
百
円
と
、
当
該
療
養
に
つ
き
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と

こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
当
該
療
養
に
要
し
た
費
用
の
額（
そ
の
額
が
三
十
二
万
七
千
円
に
満
た
な
い
と
き
は
、

三
十
二
万
七
千
円
）
か
ら
三
十
二
万
七
千
円
を
控
除
し
た
額
に
百
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た
額
（
こ
の
額
に
一

円
未
満
の
端
数
が
あ
る
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
端
数
金
額
が
五
十
銭
未
満
で
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
切
り
捨

て
、
そ
の
端
数
金
額
が
五
十
銭
以
上
で
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
一
円
に
切
り
上
げ
た
額
）
と
の
合
算
額
。
た

だ
し
、
高
額
療
養
費
多
数
回
該
当
の
場
合
に
あ
っ
て
は
、
四
万
四
千
四
百
円
と
す
る
。

リ

前
条
第
一
項
第
九
号
に
掲
げ
る
者
に
該
当
し
て
い
る
こ
と
に
つ
き
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ

り
保
険
者
の
認
定
を
受
け
て
い
る
者

八
万
五
千
八
百
円
と
、
当
該
療
養
に
つ
き
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る

と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
当
該
療
養
に
要
し
た
費
用
の
額
（
そ
の
額
が
二
十
八
万
六
千
円
に
満
た
な
い
と
き

は
、
二
十
八
万
六
千
円
）
か
ら
二
十
八
万
六
千
円
を
控
除
し
た
額
に
百
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た
額
（
こ
の
額

に
一
円
未
満
の
端
数
が
あ
る
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
端
数
金
額
が
五
十
銭
未
満
で
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
切

り
捨
て
、
そ
の
端
数
金
額
が
五
十
銭
以
上
で
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
一
円
に
切
り
上
げ
た
額
）と
の
合
算
額
。

た
だ
し
、
高
額
療
養
費
多
数
回
該
当
の
場
合
に
あ
っ
て
は
、
四
万
四
千
四
百
円
と
す
る
。

ヌ

前
条
第
一
項
第
十
号
に
掲
げ
る
者
に
該
当
し
て
い
る
こ
と
に
つ
き
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ

り
保
険
者
の
認
定
を
受
け
て
い
る
者

六
万
九
千
六
百
円
。
た
だ
し
、
高
額
療
養
費
多
数
回
該
当
の
場
合
に

あ
っ
て
は
、
四
万
四
千
四
百
円
と
す
る
。

ル

前
条
第
一
項
第
十
一
号
に
掲
げ
る
者
に
該
当
し
て
い
る
こ
と
に
つ
き
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に

よ
り
保
険
者
の
認
定
を
受
け
て
い
る
者

六
万
五
千
四
百
円
。
た
だ
し
、
高
額
療
養
費
多
数
回
該
当
の
場
合

に
あ
っ
て
は
、
四
万
四
千
四
百
円
と
す
る
。

第
四
十
三
条
第
一
項
第
一
号
ロ
中
「
前
条
第
一
項
第
二
号
」
を
「
前
条
第
一
項
第
三
号
」
に
改
め
、
同
号
ロ
を
同

号
ハ
と
し
、
同
号
ハ
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

ニ

前
条
第
一
項
第
四
号
に
掲
げ
る
者
に
該
当
し
て
い
る
こ
と
に
つ
き
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ

り
保
険
者
の
認
定
を
受
け
て
い
る
者

二
十
万
九
千
四
百
円
と
、
当
該
療
養
に
つ
き
厚
生
労
働
省
令
で
定
め

る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
当
該
療
養
に
要
し
た
費
用
の
額
（
そ
の
額
が
六
十
九
万
八
千
円
に
満
た
な
い
と

き
は
、
六
十
九
万
八
千
円
）
か
ら
六
十
九
万
八
千
円
を
控
除
し
た
額
に
百
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た
額
（
こ
の

額
に
一
円
未
満
の
端
数
が
あ
る
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
端
数
金
額
が
五
十
銭
未
満
で
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を

切
り
捨
て
、
そ
の
端
数
金
額
が
五
十
銭
以
上
で
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
一
円
に
切
り
上
げ
た
額
）
と
の
合
算

額
。
た
だ
し
、
高
額
療
養
費
多
数
回
該
当
の
場
合
に
あ
っ
て
は
、
九
万
三
千
円
と
す
る
。

ホ

前
条
第
一
項
第
五
号
に
掲
げ
る
者
に
該
当
し
て
い
る
こ
と
に
つ
き
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ

り
保
険
者
の
認
定
を
受
け
て
い
る
者

十
九
万
四
千
四
百
円
と
、
当
該
療
養
に
つ
き
厚
生
労
働
省
令
で
定
め

る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
当
該
療
養
に
要
し
た
費
用
の
額
（
そ
の
額
が
六
十
四
万
八
千
円
に
満
た
な
い
と

き
は
、
六
十
四
万
八
千
円
）
か
ら
六
十
四
万
八
千
円
を
控
除
し
た
額
に
百
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た
額
（
こ
の

額
に
一
円
未
満
の
端
数
が
あ
る
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
端
数
金
額
が
五
十
銭
未
満
で
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を

切
り
捨
て
、
そ
の
端
数
金
額
が
五
十
銭
以
上
で
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
一
円
に
切
り
上
げ
た
額
）
と
の
合
算

額
。
た
だ
し
、
高
額
療
養
費
多
数
回
該
当
の
場
合
に
あ
っ
て
は
、
九
万
三
千
円
と
す
る
。

第
四
十
三
条
第
一
項
第
一
号
イ
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

ロ

前
条
第
一
項
第
二
号
に
掲
げ
る
者
に
該
当
し
て
い
る
こ
と
に
つ
き
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ

り
保
険
者
の
認
定
を
受
け
て
い
る
者

三
十
万
三
千
円
と
、
当
該
療
養
に
つ
き
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と

こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
当
該
療
養
に
要
し
た
費
用
の
額
（
そ
の
額
が
百
一
万
円
に
満
た
な
い
と
き
は
、
百
一

万
円
）
か
ら
百
一
万
円
を
控
除
し
た
額
に
百
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た
額
（
こ
の
額
に
一
円
未
満
の
端
数
が
あ

る
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
端
数
金
額
が
五
十
銭
未
満
で
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
切
り
捨
て
、
そ
の
端
数
金
額

が
五
十
銭
以
上
で
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
一
円
に
切
り
上
げ
た
額
）
と
の
合
算
額
。
た
だ
し
、
高
額
療
養
費

多
数
回
該
当
の
場
合
に
あ
っ
て
は
、
十
四
万
百
円
と
す
る
。

第
四
十
三
条
第
一
項
第
二
号
中
「
イ
か
ら
ヘ
ま
で
」
を
「
イ
か
ら
カ
ま
で
」
に
改
め
、
同
号
イ
中
「
ロ
か
ら
ヘ
ま

で
に
掲
げ
る
者
以
外
の
」
を
「
前
条
第
三
項
第
一
号
に
掲
げ
る
」
に
、「
六
万
千
五
百
円
」
を「
三
十
四
万
二
千
円
と
、

当
該
療
養
に
つ
き
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
当
該
療
養
に
要
し
た
費
用
の
額
（
そ
の
額
が

百
十
四
万
円
に
満
た
な
い
と
き
は
、
百
十
四
万
円
）
か
ら
百
十
四
万
円
を
控
除
し
た
額
に
百
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た

額
（
こ
の
額
に
一
円
未
満
の
端
数
が
あ
る
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
端
数
金
額
が
五
十
銭
未
満
で
あ
る
と
き
は
、
こ
れ

を
切
り
捨
て
、
そ
の
端
数
金
額
が
五
十
銭
以
上
で
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
一
円
に
切
り
上
げ
た
額
）
と
の
合
算
額
」

に
改
め
、
同
号
イ
た
だ
し
書
中
「
四
万
四
千
四
百
円
」
を
「
十
四
万
百
円
」
に
改
め
、
同
号
ヘ
中
「
前
条
第
三
項
第

六
号
」
を
「
前
条
第
三
項
第
十
四
号
」
に
改
め
、
同
号
ヘ
を
同
号
カ
と
し
、
同
号
ホ
中
「
前
条
第
三
項
第
五
号
」
を

「
前
条
第
三
項
第
十
三
号
」
に
改
め
、
同
号
ホ
を
同
号
ワ
と
し
、
同
号
ニ
中
「
前
条
第
三
項
第
四
号
」
を
「
前
条
第

三
項
第
九
号
」
に
改
め
、
同
号
ニ
を
同
号
リ
と
し
、
同
号
リ
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

ヌ

前
条
第
三
項
第
十
号
に
掲
げ
る
者

六
万
九
千
六
百
円
。
た
だ
し
、
高
額
療
養
費
多
数
回
該
当
の
場
合
に

あ
っ
て
は
、
四
万
四
千
四
百
円
と
す
る
。

ル

前
条
第
三
項
第
十
一
号
に
掲
げ
る
者
に
該
当
し
て
い
る
こ
と
に
つ
き
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に

よ
り
保
険
者
の
認
定
を
受
け
て
い
る
者

六
万
五
千
四
百
円
。
た
だ
し
、
高
額
療
養
費
多
数
回
該
当
の
場
合

に
あ
っ
て
は
、
四
万
四
千
四
百
円
と
す
る
。

ヲ

前
条
第
三
項
第
十
二
号
に
掲
げ
る
者
に
該
当
し
て
い
る
こ
と
に
つ
き
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に

よ
り
保
険
者
の
認
定
を
受
け
て
い
る
者

六
万
千
五
百
円
。
た
だ
し
、
高
額
療
養
費
多
数
回
該
当
の
場
合
に

あ
っ
て
は
、
三
万
四
千
五
百
円
と
す
る
。

第
四
十
三
条
第
一
項
第
二
号
ハ
中
「
前
条
第
三
項
第
三
号
」
を
「
前
条
第
三
項
第
六
号
」
に
改
め
、
同
号
ハ
を
同

号
ヘ
と
し
、
同
号
ヘ
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

ト

前
条
第
三
項
第
七
号
に
掲
げ
る
者
に
該
当
し
て
い
る
こ
と
に
つ
き
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ

り
保
険
者
の
認
定
を
受
け
て
い
る
者

十
一
万
四
百
円
と
、
当
該
療
養
に
つ
き
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と

こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
当
該
療
養
に
要
し
た
費
用
の
額（
そ
の
額
が
三
十
六
万
八
千
円
に
満
た
な
い
と
き
は
、

三
十
六
万
八
千
円
）
か
ら
三
十
六
万
八
千
円
を
控
除
し
た
額
に
百
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た
額
（
こ
の
額
に
一

円
未
満
の
端
数
が
あ
る
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
端
数
金
額
が
五
十
銭
未
満
で
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
切
り
捨

て
、
そ
の
端
数
金
額
が
五
十
銭
以
上
で
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
一
円
に
切
り
上
げ
た
額
）
と
の
合
算
額
。
た

だ
し
、
高
額
療
養
費
多
数
回
該
当
の
場
合
に
あ
っ
て
は
、
四
万
四
千
四
百
円
と
す
る
。

チ

前
条
第
三
項
第
八
号
に
掲
げ
る
者
に
該
当
し
て
い
る
こ
と
に
つ
き
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ

り
保
険
者
の
認
定
を
受
け
て
い
る
者

九
万
八
千
百
円
と
、
当
該
療
養
に
つ
き
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と

こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
当
該
療
養
に
要
し
た
費
用
の
額（
そ
の
額
が
三
十
二
万
七
千
円
に
満
た
な
い
と
き
は
、

三
十
二
万
七
千
円
）
か
ら
三
十
二
万
七
千
円
を
控
除
し
た
額
に
百
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た
額
（
こ
の
額
に
一

円
未
満
の
端
数
が
あ
る
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
端
数
金
額
が
五
十
銭
未
満
で
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
切
り
捨

て
、
そ
の
端
数
金
額
が
五
十
銭
以
上
で
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
一
円
に
切
り
上
げ
た
額
）
と
の
合
算
額
。
た

だ
し
、
高
額
療
養
費
多
数
回
該
当
の
場
合
に
あ
っ
て
は
、
四
万
四
千
四
百
円
と
す
る
。
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第
四
十
三
条
第
一
項
第
二
号
ロ
中
「
前
条
第
三
項
第
二
号
に
掲
げ
る
」
を
「
前
条
第
三
項
第
三
号
に
掲
げ
る
者
に

該
当
し
て
い
る
こ
と
に
つ
き
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
保
険
者
の
認
定
を
受
け
て
い
る
」
に
改
め
、

同
号
ロ
を
同
号
ハ
と
し
、
同
号
ハ
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

ニ

前
条
第
三
項
第
四
号
に
掲
げ
る
者
に
該
当
し
て
い
る
こ
と
に
つ
き
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ

り
保
険
者
の
認
定
を
受
け
て
い
る
者

二
十
万
九
千
四
百
円
と
、
当
該
療
養
に
つ
き
厚
生
労
働
省
令
で
定
め

る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
当
該
療
養
に
要
し
た
費
用
の
額
（
そ
の
額
が
六
十
九
万
八
千
円
に
満
た
な
い
と

き
は
、
六
十
九
万
八
千
円
）
か
ら
六
十
九
万
八
千
円
を
控
除
し
た
額
に
百
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た
額
（
こ
の

額
に
一
円
未
満
の
端
数
が
あ
る
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
端
数
金
額
が
五
十
銭
未
満
で
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を

切
り
捨
て
、
そ
の
端
数
金
額
が
五
十
銭
以
上
で
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
一
円
に
切
り
上
げ
た
額
）
と
の
合
算

額
。
た
だ
し
、
高
額
療
養
費
多
数
回
該
当
の
場
合
に
あ
っ
て
は
、
九
万
三
千
円
と
す
る
。

ホ

前
条
第
三
項
第
五
号
に
掲
げ
る
者
に
該
当
し
て
い
る
こ
と
に
つ
き
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ

り
保
険
者
の
認
定
を
受
け
て
い
る
者

十
九
万
四
千
四
百
円
と
、
当
該
療
養
に
つ
き
厚
生
労
働
省
令
で
定
め

る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
当
該
療
養
に
要
し
た
費
用
の
額
（
そ
の
額
が
六
十
四
万
八
千
円
に
満
た
な
い
と

き
は
、
六
十
四
万
八
千
円
）
か
ら
六
十
四
万
八
千
円
を
控
除
し
た
額
に
百
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た
額
（
こ
の

額
に
一
円
未
満
の
端
数
が
あ
る
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
端
数
金
額
が
五
十
銭
未
満
で
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を

切
り
捨
て
、
そ
の
端
数
金
額
が
五
十
銭
以
上
で
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
一
円
に
切
り
上
げ
た
額
）
と
の
合
算

額
。
た
だ
し
、
高
額
療
養
費
多
数
回
該
当
の
場
合
に
あ
っ
て
は
、
九
万
三
千
円
と
す
る
。

第
四
十
三
条
第
一
項
第
二
号
イ
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

ロ

前
条
第
三
項
第
二
号
に
掲
げ
る
者
に
該
当
し
て
い
る
こ
と
に
つ
き
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ

り
保
険
者
の
認
定
を
受
け
て
い
る
者

三
十
万
三
千
円
と
、
当
該
療
養
に
つ
き
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と

こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
当
該
療
養
に
要
し
た
費
用
の
額
（
そ
の
額
が
百
一
万
円
に
満
た
な
い
と
き
は
、
百
一

万
円
）
か
ら
百
一
万
円
を
控
除
し
た
額
に
百
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た
額
（
こ
の
額
に
一
円
未
満
の
端
数
が
あ

る
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
端
数
金
額
が
五
十
銭
未
満
で
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
切
り
捨
て
、
そ
の
端
数
金
額

が
五
十
銭
以
上
で
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
一
円
に
切
り
上
げ
た
額
）
と
の
合
算
額
。
た
だ
し
、
高
額
療
養
費

多
数
回
該
当
の
場
合
に
あ
っ
て
は
、
十
四
万
百
円
と
す
る
。

第
四
十
三
条
第
一
項
第
三
号
中
「
イ
か
ら
ヘ
ま
で
」
を
「
イ
か
ら
カ
ま
で
」
に
改
め
、
同
号
イ
中
「
ロ
か
ら
ヘ
ま

で
に
掲
げ
る
者
以
外
の
」
を
「
前
条
第
四
項
第
一
号
に
掲
げ
る
」
に
、「
三
万
七
百
五
十
円
」
を
「
十
七
万
千
円
と
、

当
該
療
養
に
つ
き
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
当
該
療
養
に
要
し
た
費
用
の
額
（
そ
の
額
が

五
十
七
万
円
に
満
た
な
い
と
き
は
、
五
十
七
万
円
）
か
ら
五
十
七
万
円
を
控
除
し
た
額
に
百
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た

額
（
こ
の
額
に
一
円
未
満
の
端
数
が
あ
る
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
端
数
金
額
が
五
十
銭
未
満
で
あ
る
と
き
は
、
こ
れ

を
切
り
捨
て
、
そ
の
端
数
金
額
が
五
十
銭
以
上
で
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
一
円
に
切
り
上
げ
た
額
）
と
の
合
算
額
」

に
改
め
、
同
号
イ
た
だ
し
書
中
「
二
万
二
千
二
百
円
」
を
「
七
万
五
十
円
」
に
改
め
、
同
号
ヘ
中
「
前
条
第
四
項
第

六
号
」
を
「
前
条
第
四
項
第
十
四
号
」
に
改
め
、
同
号
ヘ
を
同
号
カ
と
し
、
同
号
ホ
中
「
前
条
第
四
項
第
五
号
」
を

「
前
条
第
四
項
第
十
三
号
」
に
改
め
、
同
号
ホ
を
同
号
ワ
と
し
、
同
号
ニ
中
「
前
条
第
四
項
第
四
号
」
を
「
前
条
第

四
項
第
九
号
」
に
改
め
、
同
号
ニ
を
同
号
リ
と
し
、
同
号
リ
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

ヌ

前
条
第
四
項
第
十
号
に
掲
げ
る
者

三
万
四
千
八
百
円
。
た
だ
し
、
高
額
療
養
費
多
数
回
該
当
の
場
合
に

あ
っ
て
は
、
二
万
二
千
二
百
円
と
す
る
。

ル

前
条
第
四
項
第
十
一
号
に
掲
げ
る
者
に
該
当
し
て
い
る
こ
と
に
つ
き
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に

よ
り
保
険
者
の
認
定
を
受
け
て
い
る
者

三
万
二
千
七
百
円
。
た
だ
し
、
高
額
療
養
費
多
数
回
該
当
の
場
合

に
あ
っ
て
は
、
二
万
二
千
二
百
円
と
す
る
。

ヲ

前
条
第
四
項
第
十
二
号
に
掲
げ
る
者
に
該
当
し
て
い
る
こ
と
に
つ
き
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に

よ
り
保
険
者
の
認
定
を
受
け
て
い
る
者

三
万
七
百
五
十
円
。
た
だ
し
、
高
額
療
養
費
多
数
回
該
当
の
場
合

に
あ
っ
て
は
、
一
万
七
千
二
百
五
十
円
と
す
る
。

第
四
十
三
条
第
一
項
第
三
号
ハ
中
「
前
条
第
四
項
第
三
号
」
を
「
前
条
第
四
項
第
六
号
」
に
改
め
、
同
号
ハ
を
同

号
ヘ
と
し
、
同
号
ヘ
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

ト

前
条
第
四
項
第
七
号
に
掲
げ
る
者
に
該
当
し
て
い
る
こ
と
に
つ
き
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ

り
保
険
者
の
認
定
を
受
け
て
い
る
者

五
万
五
千
二
百
円
と
、
当
該
療
養
に
つ
き
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る

と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
当
該
療
養
に
要
し
た
費
用
の
額（
そ
の
額
が
十
八
万
四
千
円
に
満
た
な
い
と
き
は
、

十
八
万
四
千
円
）
か
ら
十
八
万
四
千
円
を
控
除
し
た
額
に
百
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た
額
（
こ
の
額
に
一
円
未

満
の
端
数
が
あ
る
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
端
数
金
額
が
五
十
銭
未
満
で
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
切
り
捨
て
、

そ
の
端
数
金
額
が
五
十
銭
以
上
で
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
一
円
に
切
り
上
げ
た
額
）
と
の
合
算
額
。た
だ
し
、

高
額
療
養
費
多
数
回
該
当
の
場
合
に
あ
っ
て
は
、
二
万
二
千
二
百
円
と
す
る
。

チ

前
条
第
四
項
第
八
号
に
掲
げ
る
者
に
該
当
し
て
い
る
こ
と
に
つ
き
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ

り
保
険
者
の
認
定
を
受
け
て
い
る
者

四
万
九
千
五
十
円
と
、
当
該
療
養
に
つ
き
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る

と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
当
該
療
養
に
要
し
た
費
用
の
額
（
そ
の
額
が
十
六
万
三
千
五
百
円
に
満
た
な
い
と

き
は
、
十
六
万
三
千
五
百
円
）か
ら
十
六
万
三
千
五
百
円
を
控
除
し
た
額
に
百
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た
額（
こ

の
額
に
一
円
未
満
の
端
数
が
あ
る
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
端
数
金
額
が
五
十
銭
未
満
で
あ
る
と
き
は
、
こ
れ

を
切
り
捨
て
、
そ
の
端
数
金
額
が
五
十
銭
以
上
で
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
一
円
に
切
り
上
げ
た
額
）
と
の
合

算
額
。
た
だ
し
、
高
額
療
養
費
多
数
回
該
当
の
場
合
に
あ
っ
て
は
、
二
万
二
千
二
百
円
と
す
る
。

第
四
十
三
条
第
一
項
第
三
号
ロ
中
「
前
条
第
四
項
第
二
号
に
掲
げ
る
」
を
「
前
条
第
四
項
第
三
号
に
掲
げ
る
者
に

該
当
し
て
い
る
こ
と
に
つ
き
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
保
険
者
の
認
定
を
受
け
て
い
る
」
に
改
め
、

同
号
ロ
を
同
号
ハ
と
し
、
同
号
ハ
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

ニ

前
条
第
四
項
第
四
号
に
掲
げ
る
者
に
該
当
し
て
い
る
こ
と
に
つ
き
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ

り
保
険
者
の
認
定
を
受
け
て
い
る
者

十
万
四
千
七
百
円
と
、
当
該
療
養
に
つ
き
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る

と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
当
該
療
養
に
要
し
た
費
用
の
額
（
そ
の
額
が
三
十
四
万
九
千
円
に
満
た
な
い
と
き

は
、
三
十
四
万
九
千
円
）
か
ら
三
十
四
万
九
千
円
を
控
除
し
た
額
に
百
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た
額
（
こ
の
額

に
一
円
未
満
の
端
数
が
あ
る
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
端
数
金
額
が
五
十
銭
未
満
で
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
切

り
捨
て
、
そ
の
端
数
金
額
が
五
十
銭
以
上
で
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
一
円
に
切
り
上
げ
た
額
）と
の
合
算
額
。

た
だ
し
、
高
額
療
養
費
多
数
回
該
当
の
場
合
に
あ
っ
て
は
、
四
万
六
千
五
百
円
と
す
る
。

ホ

前
条
第
四
項
第
五
号
に
掲
げ
る
者
に
該
当
し
て
い
る
こ
と
に
つ
き
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ

り
保
険
者
の
認
定
を
受
け
て
い
る
者

九
万
七
千
二
百
円
と
、
当
該
療
養
に
つ
き
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る

と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
当
該
療
養
に
要
し
た
費
用
の
額
（
そ
の
額
が
三
十
二
万
四
千
円
に
満
た
な
い
と
き

は
、
三
十
二
万
四
千
円
）
か
ら
三
十
二
万
四
千
円
を
控
除
し
た
額
に
百
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た
額
（
こ
の
額

に
一
円
未
満
の
端
数
が
あ
る
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
端
数
金
額
が
五
十
銭
未
満
で
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
切

り
捨
て
、
そ
の
端
数
金
額
が
五
十
銭
以
上
で
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
一
円
に
切
り
上
げ
た
額
）と
の
合
算
額
。

た
だ
し
、
高
額
療
養
費
多
数
回
該
当
の
場
合
に
あ
っ
て
は
、
四
万
六
千
五
百
円
と
す
る
。

第
四
十
三
条
第
一
項
第
三
号
イ
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

ロ

前
条
第
四
項
第
二
号
に
掲
げ
る
者
に
該
当
し
て
い
る
こ
と
に
つ
き
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ

り
保
険
者
の
認
定
を
受
け
て
い
る
者

十
五
万
千
五
百
円
と
、
当
該
療
養
に
つ
き
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る

と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
当
該
療
養
に
要
し
た
費
用
の
額（
そ
の
額
が
五
十
万
五
千
円
に
満
た
な
い
と
き
は
、

五
十
万
五
千
円
）
か
ら
五
十
万
五
千
円
を
控
除
し
た
額
に
百
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た
額
（
こ
の
額
に
一
円
未

満
の
端
数
が
あ
る
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
端
数
金
額
が
五
十
銭
未
満
で
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
切
り
捨
て
、

そ
の
端
数
金
額
が
五
十
銭
以
上
で
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
一
円
に
切
り
上
げ
た
額
）
と
の
合
算
額
。た
だ
し
、

高
額
療
養
費
多
数
回
該
当
の
場
合
に
あ
っ
て
は
、
七
万
五
十
円
と
す
る
。

第
四
十
三
条
第
一
項
第
四
号
中
「
ハ
ま
で
」
を
「
ニ
ま
で
」
に
改
め
、
同
号
イ
中
「
及
び
ハ
」
を「
か
ら
ニ
ま
で
」

に
、「
二
万
二
千
円
」
を
「
二
万
八
千
円
」
に
改
め
、
同
号
ハ
中
「
前
条
第
五
項
第
三
号
」
を「
前
条
第
五
項
第
四
号
」

に
改
め
、
同
号
ハ
を
同
号
ニ
と
し
、
同
号
ロ
中
「
前
条
第
五
項
第
二
号
」
を
「
前
条
第
五
項
第
三
号
」
に
、「
一
万
千

円
」
を
「
一
万
三
千
円
」
に
改
め
、
同
号
ロ
を
同
号
ハ
と
し
、
同
号
イ
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

ロ

前
条
第
五
項
第
二
号
に
掲
げ
る
者
に
該
当
し
て
い
る
こ
と
に
つ
き
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ

り
保
険
者
の
認
定
を
受
け
て
い
る
者

二
万
二
千
円

第
四
十
四
条
第
一
項
中
「
第
一
項
第
二
号
か
ら
第
四
号
ま
で
、
第
二
項
第
二
号
か
ら
第
四
号
ま
で
、
第
三
項
第
二

号
か
ら
第
四
号
ま
で
、
第
四
項
第
二
号
か
ら
第
四
号
ま
で
、
第
七
項
第
一
号
ロ
か
ら
ニ
ま
で
及
び
第
二
号
ロ
か
ら
ニ

ま
で
、
第
九
項
第
二
号
並
び
に
第
十
項
か
ら
第
十
二
項
ま
で
に
係
る
部
分
を
除
く
。」を
「
第
一
項
第
九
号
及
び
第
十


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三
号
、
第
二
項
第
九
号
及
び
第
十
三
号
、
第
三
項
第
十
二
号
か
ら
第
十
四
号
ま
で
、
第
四
項
第
十
二
号
か
ら
第
十
四

号
ま
で
、
第
五
項
第
二
号
か
ら
第
四
号
ま
で
、
第
六
項
、
第
七
項
第
一
号
リ
及
び
ワ
、
第
二
号
ヲ
か
ら
カ
ま
で
並
び

に
第
三
号
ロ
か
ら
ニ
ま
で
、
第
八
項
並
び
に
第
九
項
第
一
号
に
係
る
部
分
に
限
る
。」に
、「
第
一
項
第
一
号
ロ
か
ら
ニ

ま
で
、
第
二
号
ロ
か
ら
ニ
ま
で
及
び
第
三
号
ロ
か
ら
ニ
ま
で
」
を
「
第
一
項
第
一
号
イ
か
ら
チ
ま
で
及
び
ヌ
か
ら
ヲ

ま
で
、
第
二
号
イ
か
ら
ル
ま
で
並
び
に
第
三
号
イ
か
ら
ル
ま
で
」
に
改
め
、
同
項
に
後
段
と
し
て
次
の
よ
う
に
加
え

る
。

こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
四
十
二
条
第
一
項
第
九
号
中
「
療
養
の
あ
っ
た
月
の
標
準
報
酬
月
額
が
二
十
八
万
円

以
上
三
十
六
万
円
未
満
の
被
保
険
者
又
は
そ
の
被
扶
養
者
（
第
十
三
号
に
掲
げ
る
者
を
除
く
。）」と
あ
る
の
は「
第

十
三
号
に
掲
げ
る
者
以
外
の
者
」
と
、
同
条
第
三
項
第
十
二
号
中
「
療
養
の
あ
っ
た
月
の
標
準
報
酬
月
額
が
十
六

万
円
未
満
の
被
保
険
者
又
は
そ
の
被
扶
養
者
（
次
号
又
は
第
十
四
号
に
掲
げ
る
者
を
除
く
。）」
と
あ
る
の
は
「
次

号
及
び
第
十
四
号
に
掲
げ
る
者
以
外
の
者
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

第
四
十
四
条
第
二
項
中
「
及
び
第
三
号
」
を
「
か
ら
第
四
号
ま
で
」
に
改
め
る
。

第
九
条
第
一
項
第
一
号
中
「
八
万
百
円
と
、
第
八
条
第
一
項
第
一
号
及
び
第
二
号
」
を
「
八
万
五
千
八
百
円
と
、

第
八
条
第
一
項
各
号
」
に
、「
二
十
六
万
七
千
円
」
を
「
二
十
八
万
六
千
円
」
に
改
め
、
同
項
第
二
号
中
「
二
十
五
万

二
千
六
百
円
と
、
第
八
条
第
一
項
第
一
号
及
び
第
二
号
」
を
「
二
十
七
万
三
百
円
と
、第
八
条
第
一
項
各
号
」に
、「
八

十
四
万
二
千
円
」
を
「
九
十
万
千
円
」
に
改
め
、
同
項
第
三
号
中
「
十
六
万
七
千
四
百
円
と
、
第
八
条
第
一
項
第
一

号
及
び
第
二
号
」
を
「
十
七
万
九
千
百
円
と
、
第
八
条
第
一
項
各
号
」
に
、「
五
十
五
万
八
千
円
」
を
「
五
十
九
万
七

千
円
」
に
改
め
、
同
項
第
四
号
中
「
五
万
七
千
六
百
円
」
を
「
六
万
千
五
百
円
」
に
改
め
、
同
項
第
五
号
中
「
所
得

割
を
除
く
。」の
下
に
「
第
十
項
第
二
号
、
第
十
一
項
第
四
号
及
び
」
を
加
え
、「（
特
別
区
を
含
む
。
同
号
に
お
い
て

同
じ
。）」
を
削
り
、「
第
三
項
に
」
を
「
以
下
こ
の
条
に
」
に
、「
及
び
」
を
「
又
は
」
に
、「
三
万
五
千
四
百
円
」を「
三

万
六
千
九
百
円
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
第
一
号
中
「
四
万
五
十
円
と
、
第
八
条
第
二
項
第
一
号
及
び
第
二
号
」
を

「
四
万
二
千
九
百
円
と
、
第
八
条
第
二
項
各
号
」
に
、「
十
三
万
三
千
五
百
円
」
を
「
十
四
万
三
千
円
」
に
改
め
、
同

項
第
二
号
中
「
規
定
す
る
」
を
「
掲
げ
る
」
に
、「
十
二
万
六
千
三
百
円
と
、
第
八
条
第
二
項
第
一
号
及
び
第
二
号
」

を
「
十
三
万
五
千
百
五
十
円
と
、
第
八
条
第
二
項
各
号
」
に
、「
四
十
二
万
千
円
」
を
「
四
十
五
万
五
百
円
」に
改
め
、

同
項
第
三
号
中
「
規
定
す
る
」
を
「
掲
げ
る
」
に
、「
八
万
三
千
七
百
円
と
、
第
八
条
第
二
項
第
一
号
及
び
第
二
号
」

を
「
八
万
九
千
五
百
五
十
円
と
、
第
八
条
第
二
項
各
号
」
に
、「
二
十
七
万
九
千
円
」
を
「
二
十
九
万
八
千
五
百
円
」

に
改
め
、
同
項
第
四
号
中
「
規
定
す
る
」
を
「
掲
げ
る
」
に
、「
二
万
八
千
八
百
円
」
を
「
三
万
七
百
五
十
円
」
に
改

め
、
同
項
第
五
号
中
「
規
定
す
る
」
を
「
掲
げ
る
」
に
、「
一
万
七
千
七
百
円
」
を
「
一
万
八
千
四
百
五
十
円
」
に
改

め
、
同
条
第
三
項
第
一
号
中
「
五
万
七
千
六
百
円
」
を
「
六
万
千
五
百
円
」
に
改
め
、
同
項
第
二
号
中
「
二
十
五
万

二
千
六
百
円
と
、
第
八
条
第
三
項
第
一
号
及
び
第
二
号
」
を
「
二
十
七
万
三
百
円
と
、第
八
条
第
三
項
各
号
」に
、「
八

十
四
万
二
千
円
」
を
「
九
十
万
千
円
」
に
改
め
、
同
項
第
三
号
中
「
十
六
万
七
千
四
百
円
と
、
第
八
条
第
三
項
第
一

号
及
び
第
二
号
」
を
「
十
七
万
九
千
百
円
と
、
第
八
条
第
三
項
各
号
」
に
、「
五
十
五
万
八
千
円
」
を
「
五
十
九
万
七

千
円
」
に
改
め
、
同
項
第
四
号
中
「
八
万
百
円
と
、
第
八
条
第
三
項
第
一
号
及
び
第
二
号
」
を
「
八
万
五
千
八
百
円

と
、
第
八
条
第
三
項
各
号
」
に
、「
二
十
六
万
七
千
円
」
を
「
二
十
八
万
六
千
円
」
に
改
め
、
同
項
第
五
号
中
「
二
万

四
千
六
百
円
」
を
「
二
万
五
千
七
百
円
。
た
だ
し
、
高
額
療
養
費
多
数
回
該
当
の
場
合
に
あ
つ
て
は
、
二
万
四
千
六

百
円
と
す
る
。」に
改
め
、
同
項
第
六
号
中
「
第
十
二
条
第
二
項
第
六
号
」
を
「
第
十
二
項
第
五
号
及
び
第
十
二
条
第

二
項
第
六
号
」
に
、「
一
万
五
千
円
」
を
「
一
万
五
千
七
百
円
」
に
改
め
、
同
条
第
四
項
第
一
号
中
「
二
万
八
千
八
百

円
」
を
「
三
万
七
百
五
十
円
」
に
改
め
、
同
項
第
二
号
中
「
十
二
万
六
千
三
百
円
」
を
「
十
三
万
五
千
百
五
十
円
」

に
、「
四
十
二
万
千
円
」
を
「
四
十
五
万
五
百
円
」
に
改
め
、
同
項
第
三
号
中
「
八
万
三
千
七
百
円
」
を
「
八
万
九
千

五
百
五
十
円
」
に
、「
二
十
七
万
九
千
円
」
を
「
二
十
九
万
八
千
五
百
円
」
に
改
め
、
同
項
第
四
号
中「
四
万
五
十
円
」

を
「
四
万
二
千
九
百
円
」
に
、「
十
三
万
三
千
五
百
円
」
を
「
十
四
万
三
千
円
」
に
改
め
、
同
項
第
五
号
中
「
一
万
二

千
三
百
円
」
を
「
一
万
二
千
八
百
五
十
円
。
た
だ
し
、
高
額
療
養
費
多
数
回
該
当
の
場
合
に
あ
つ
て
は
、
一
万
二
千

三
百
円
と
す
る
。」に
改
め
、
同
項
第
六
号
中
「
七
千
五
百
円
」
を
「
七
千
八
百
五
十
円
」
に
改
め
、
同
条
第
五
項
中

「
同
条
第
四
項
各
号
に
掲
げ
る
療
養
（
以
下
こ
の
条
及
び
第
十
一
条
第
一
項
第
一
号
に
お
い
て
「
七
十
五
歳
到
達
時

特
例
対
象
療
養
」
と
い
う
。）」
を
「
七
十
五
歳
到
達
時
特
例
対
象
療
養
」
に
改
め
、
同
項
第
一
号
中「
一
万
八
千
円
」

を
「
二
万
二
千
円
」
に
改
め
、
同
項
第
二
号
中
「
又
は
第
六
号
」
を
削
り
、「
八
千
円
」
を
「
一
万
千
円
」
に
改
め
、

同
項
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

三

第
三
項
第
六
号
に
掲
げ
る
者

八
千
円

第
九
条
第
六
項
第
一
号
中
「
又
は
」
を
「
及
び
」
に
、「
八
万
百
円
」
を
「
八
万
五
千
八
百
円
」に
、「
四
万
五
十
円
」

を
「
四
万
二
千
九
百
円
」
に
、「
二
十
六
万
七
千
円
」
を
「
二
十
八
万
六
千
円
」
に
、「
十
三
万
三
千
五
百
円
」
を
「
十

四
万
三
千
円
」
に
改
め
、
同
項
第
二
号
中
「
五
万
七
千
六
百
円
」
を
「
六
万
千
五
百
円
」
に
、「
二
万
八
千
八
百
円
」

を
「
三
万
七
百
五
十
円
」
に
改
め
、
同
項
第
三
号
中
「
一
万
八
千
円
」
を
「
二
万
二
千
円
」
に
、「
九
千
円
」
を
「
一

万
千
円
」
に
改
め
、
同
条
第
七
項
第
一
号
中
「
次
号
又
は
」
を
「
次
号
及
び
」
に
改
め
、
同
号
イ
中
「
八
万
百
円
」

を
「
八
万
五
千
八
百
円
」
に
、「
四
万
五
十
円
」
を
「
四
万
二
千
九
百
円
」
に
、「
二
十
六
万
七
千
円
」
を
「
二
十
八
万

六
千
円
」
に
、「
十
三
万
三
千
五
百
円
」
を
「
十
四
万
三
千
円
」
に
改
め
、
同
号
ロ
中
「
二
十
五
万
二
千
六
百
円
」
を

「
二
十
七
万
三
百
円
」
に
、「
十
二
万
六
千
三
百
円
」
を
「
十
三
万
五
千
百
五
十
円
」
に
、「
八
十
四
万
二
千
円
」を「
九

（
船
員
保
険
法
施
行
令
の
一
部
改
正
）

第
三
条

船
員
保
険
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
八
年
政
令
第
二
百
四
十
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
八
条
第
一
項
第
一
号
中
「
第
五
項
ま
で
」
の
下
に
「
、
第
八
条
の
三
」
を
加
え
、「
第
九
条
第
五
項
」
を
「
第
八

条
の
三
第
一
項
第
一
号
」
に
改
め
、
同
項
第
二
号
及
び
同
条
第
二
項
中
「
第
九
条
第
五
項
」
を
「
第
八
条
の
三
第
一

項
第
一
号
」
に
改
め
、
同
条
第
四
項
中
「
前
項
第
一
号
及
び
第
二
号
」
を
「
前
項
各
号
」
に
改
め
、
同
条
第
五
項
中

「
第
三
項
第
一
号
及
び
第
二
号
」
を
「
第
三
項
各
号
」
に
改
め
る
。

第
八
条
の
二
の
見
出
し
を
削
り
、
同
条
の
前
に
見
出
し
と
し
て「（
年
間
の
高
額
療
養
費
の
支
給
要
件
及
び
支
給

額
）」を
付
し
、
同
条
第
一
項
第
一
号
中
「
こ
の
条
並
び
に
第
十
一
条
第
一
項
、
第
二
項
、
第
四
項
及
び
第
六
項
に
お

い
て
」
を
削
り
、
同
条
第
六
項
中
「
特
別
区
を
含
む
」
の
下
に
「
。
以
下
同
じ
」
を
加
え
、
同
条
の
次
に
次
の
一
条

を
加
え
る
。

第
八
条
の
三

高
額
療
養
費
は
、
計
算
期
間
に
お
い
て
、
基
準
日
被
保
険
者
又
は
そ
の
被
扶
養
者
が
そ
れ
ぞ
れ
被
保

険
者
又
は
そ
の
被
扶
養
者
と
し
て
受
け
た
療
養
（
法
第
六
十
七
条
第
一
項
及
び
第
八
十
二
条
第
一
項
の
規
定
に
よ

る
保
険
給
付
に
係
る
療
養
（
次
項
及
び
第
十
一
条
に
お
い
て
「
継
続
給
付
に
係
る
療
養
」
と
い
う
。）を
含
む
。）に

係
る
次
に
掲
げ
る
額
の
合
算
額
（
第
八
条
第
一
項
か
ら
第
五
項
ま
で
又
は
前
条
の
規
定
に
よ
り
高
額
療
養
費
が
支

給
さ
れ
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、当
該
支
給
額
を
控
除
し
た
額
と
す
る
。）か
ら
七
十
歳
以
上
年
間
世
帯
支
給
総
額（
次

項
に
規
定
す
る
七
十
歳
以
上
一
部
負
担
金
等
年
間
世
帯
合
算
額
か
ら
同
項
の
七
十
歳
以
上
年
間
高
額
療
養
費
算
定

基
準
額
を
控
除
し
た
額
（
当
該
額
が
零
を
下
回
る
場
合
に
は
、
零
と
す
る
。）を
い
う
。）を
控
除
し
た
額
（
以
下
こ

の
項
に
お
い
て
「
一
部
負
担
金
等
年
間
世
帯
合
算
額
」
と
い
う
。）が
高
額
療
養
費
算
定
基
準
額
を
超
え
る
場
合
に

基
準
日
被
保
険
者
に
支
給
す
る
も
の
と
し
、
そ
の
額
は
、
一
部
負
担
金
等
年
間
世
帯
合
算
額
か
ら
高
額
療
養
費
算

定
基
準
額
を
控
除
し
た
額
と
す
る
。

一

当
該
療
養（
特
定
給
付
対
象
療
養
を
除
く
。）に
係
る
第
八
条
第
一
項
第
一
号
イ
か
ら
ヘ
ま
で
に
掲
げ
る
額（
七

十
歳
に
達
す
る
日
の
属
す
る
月
以
前
の
当
該
療
養
に
係
る
も
の
に
あ
つ
て
は
、
同
一
の
月
に
そ
れ
ぞ
れ
一
の
病

院
等
か
ら
受
け
た
当
該
療
養
に
つ
い
て
二
万
千
円
（
同
条
第
四
項
各
号
に
掲
げ
る
療
養
（
以
下
「
七
十
五
歳
到

達
時
特
例
対
象
療
養
」
と
い
う
。）に
係
る
も
の
に
あ
つ
て
は
、
一
万
五
百
円
）
以
上
の
も
の
に
限
る
。）を
合
算

し
た
額

二

当
該
療
養
（
特
定
給
付
対
象
療
養
に
限
る
。）に
つ
い
て
、当
該
療
養
を
受
け
た
者
が
な
お
負
担
す
べ
き
額（
七

十
歳
に
達
す
る
日
の
属
す
る
月
以
前
の
特
定
給
付
対
象
療
養
に
係
る
も
の
に
あ
つ
て
は
、
当
該
特
定
給
付
対
象

療
養
に
係
る
第
八
条
第
一
項
第
一
号
イ
か
ら
ヘ
ま
で
に
掲
げ
る
額
が
同
一
の
月
に
そ
れ
ぞ
れ
一
の
病
院
等
か
ら

受
け
た
当
該
特
定
給
付
対
象
療
養
に
つ
い
て
二
万
千
円
（
七
十
五
歳
到
達
時
特
例
対
象
療
養
に
係
る
も
の
に
あ

つ
て
は
、
一
万
五
百
円
）
以
上
の
も
の
に
限
る
。）を
合
算
し
た
額

２

前
項
各
号
に
掲
げ
る
額
の
う
ち
、
七
十
歳
に
達
す
る
日
の
属
す
る
月
の
翌
月
以
後
に
受
け
た
療
養
（
継
続
給
付

に
係
る
療
養
を
含
む
。）に
係
る
額
を
合
算
し
た
額
（
第
八
条
第
一
項
か
ら
第
五
項
ま
で
又
は
前
条
の
規
定
に
よ
り

高
額
療
養
費
が
支
給
さ
れ
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
当
該
支
給
額
を
控
除
し
た
額
と
す
る
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て

「
七
十
歳
以
上
一
部
負
担
金
等
年
間
世
帯
合
算
額
」
と
い
う
。）が
七
十
歳
以
上
年
間
高
額
療
養
費
算
定
基
準
額
を

超
え
る
場
合
は
、
七
十
歳
以
上
一
部
負
担
金
等
年
間
世
帯
合
算
額
か
ら
七
十
歳
以
上
年
間
高
額
療
養
費
算
定
基
準

額
を
控
除
し
た
額
を
高
額
療
養
費
と
し
て
基
準
日
被
保
険
者
に
支
給
す
る
。


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十
万
千
円
」
に
、「
四
十
二
万
千
円
」
を
「
四
十
五
万
五
百
円
」
に
改
め
、
同
号
ハ
中
「
十
六
万
七
千
四
百
円
」を「
十

七
万
九
千
百
円
」
に
、「
八
万
三
千
七
百
円
」
を
「
八
万
九
千
五
百
五
十
円
」
に
、「
五
十
五
万
八
千
円
」
を
「
五
十
九

万
七
千
円
」
に
、「
二
十
七
万
九
千
円
」
を
「
二
十
九
万
八
千
五
百
円
」
に
改
め
、
同
号
ニ
中
「
五
万
七
千
六
百
円
」

を
「
六
万
千
五
百
円
」
に
、「
二
万
八
千
八
百
円
」
を
「
三
万
七
百
五
十
円
」
に
改
め
、
同
号
ホ
中
「
三
万
五
千
四
百

円
」
を
「
三
万
六
千
九
百
円
」
に
、「
一
万
七
千
七
百
円
」
を
「
一
万
八
千
四
百
五
十
円
」
に
改
め
、
同
項
第
二
号
イ

中
「
五
万
七
千
六
百
円
」
を
「
六
万
千
五
百
円
」
に
、「
二
万
八
千
八
百
円
」
を
「
三
万
七
百
五
十
円
」
に
改
め
、
同

号
ロ
中
「
二
十
五
万
二
千
六
百
円
」
を
「
二
十
七
万
三
百
円
」
に
、「
十
二
万
六
千
三
百
円
」
を
「
十
三
万
五
千
百
五

十
円
」
に
、「
八
十
四
万
二
千
円
」
を
「
九
十
万
千
円
」
に
、「
四
十
二
万
千
円
」
を
「
四
十
五
万
五
百
円
」
に
改
め
、

同
号
ハ
中
「
十
六
万
七
千
四
百
円
」
を
「
十
七
万
九
千
百
円
」
に
、「
八
万
三
千
七
百
円
」
を
「
八
万
九
千
五
百
五
十

円
」
に
、「
五
十
五
万
八
千
円
」
を
「
五
十
九
万
七
千
円
」
に
、「
二
十
七
万
九
千
円
」
を
「
二
十
九
万
八
千
五
百
円
」

に
改
め
、
同
号
ニ
中
「
八
万
百
円
」
を
「
八
万
五
千
八
百
円
」
に
、「
四
万
五
十
円
」
を「
四
万
二
千
九
百
円
」に
、「
二

十
六
万
七
千
円
」
を
「
二
十
八
万
六
千
円
」
に
、「
十
三
万
三
千
五
百
円
」
を
「
十
四
万
三
千
円
」
に
改
め
、
同
号
ホ

中
「
二
万
四
千
六
百
円
」
を
「
二
万
五
千
七
百
円
」
に
、「
一
万
二
千
三
百
円
）」を
「
一
万
二
千
八
百
五
十
円
）。
た

だ
し
、
特
定
疾
病
給
付
対
象
療
養
高
額
療
養
費
多
数
回
該
当
の
場
合
に
あ
つ
て
は
、
二
万
四
千
六
百
円
（
七
十
五
歳

到
達
時
特
例
対
象
療
養
に
係
る
も
の
に
あ
つ
て
は
、
一
万
二
千
三
百
円
）
と
す
る
。」に
改
め
、
同
号
ヘ
中
「
一
万
五

千
円
」
を
「
一
万
五
千
七
百
円
」
に
、「
七
千
五
百
円
」
を
「
七
千
八
百
五
十
円
」
に
改
め
、
同
項
第
三
号
中
「
又
は

ロ
」
を
「
か
ら
ハ
ま
で
」
に
改
め
、
同
号
イ
中
「
一
万
八
千
円
」
を
「
二
万
二
千
円
」
に
改
め
、
同
号
ロ
中
「
又
は

第
六
号
」
を
削
り
、「
八
千
円
」
を
「
一
万
千
円
」
に
改
め
、
同
号
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

ハ

第
三
項
第
六
号
に
掲
げ
る
者

八
千
円

第
九
条
第
八
項
第
一
号
中
「
又
は
」
を
「
及
び
」
に
、「
三
万
五
千
四
百
円
」
を
「
三
万
六
千
九
百
円
」
に
改
め
、

同
項
第
二
号
中
「
一
万
五
千
円
」
を
「
一
万
五
千
七
百
円
」
に
改
め
、
同
条
第
十
項
中
「
前
条
第
一
項
」
を
「
第
八

条
の
二
第
一
項
」
に
、「
十
四
万
四
千
円
」
を
「
次
の
各
号
に
掲
げ
る
者
の
区
分
に
応
じ
、
当
該
各
号
に
定
め
る
額
」

に
改
め
、
同
項
に
次
の
各
号
を
加
え
る
。

一

次
号
に
掲
げ
る
者
以
外
の
者

二
十
一
万
六
千
円

二

市
町
村
民
税
非
課
税
者
（
基
準
日
の
属
す
る
年
度
の
前
年
度
（
次
条
第
十
一
項
の
規
定
に
よ
り
前
年
八
月
一

日
か
ら
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
い
ず
れ
か
の
日
を
基
準
日
と
み
な
し
た
場
合
に
あ
つ
て
は
、
当
該
基
準
日
と
み

な
し
た
日
の
属
す
る
年
度
）
分
の
地
方
税
法
の
規
定
に
よ
る
市
町
村
民
税
が
課
さ
れ
な
い
者
（
市
町
村
の
条
例

で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
当
該
市
町
村
民
税
を
免
除
さ
れ
た
者
を
含
む
も
の
と
し
、
当
該
市
町
村
民
税
の
賦
課

期
日
に
お
い
て
同
法
の
施
行
地
に
住
所
を
有
し
な
い
者
を
除
く
。）を
い
う
。）で
あ
る
被
保
険
者
又
は
基
準
日
に

お
い
て
要
保
護
者
で
あ
る
者
で
あ
つ
て
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
も
の
に
該
当
す
る
被
保
険
者

九
万
六
千
円

第
十
条
第
九
項
及
び
第
十
項
中
「
第
八
条
」
の
下
に
「
及
び
第
八
条
の
三
」
を
加
え
、
同
条
中
第
十
二
項
を
第
十

三
項
と
し
、
第
十
一
項
の
次
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

12

被
保
険
者
（
基
準
日
被
保
険
者
を
除
く
。）が
計
算
期
間
に
お
い
て
そ
の
資
格
を
喪
失
し
た
場
合
に
お
け
る
第
八

条
の
三
の
規
定
に
よ
る
高
額
療
養
費
の
支
給
に
つ
い
て
は
、
当
該
資
格
を
喪
失
し
た
日
（
計
算
期
間
に
お
い
て
当

該
資
格
を
喪
失
し
た
日
が
複
数
あ
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
当
該
資
格
を
喪
失
し
た
日
の
う
ち
最
も
遅
い
日
）
の
前

日
を
基
準
日
と
み
な
し
て
、
同
条
並
び
に
前
条
第
十
一
項
及
び
第
十
二
項
の
規
定
を
適
用
す
る
。

第
十
一
条
第
一
項
中「（
次
項
の
」
を「（
次
項
に
規
定
す
る
」
に
改
め
、
同
項
第
一
号
中
「
法
第
六
十
七
条
第
一
項

及
び
第
八
十
二
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
保
険
給
付
に
係
る
療
養
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
継
続
給
付
に
係
る
療

養
」
と
い
う
。）」
を
「
継
続
給
付
に
係
る
療
養
」
に
、「
又
は
第
八
条
の
二
」
を「
、
第
八
条
の
二
又
は
第
八
条
の
三
」

に
改
め
、
同
条
第
四
項
中「（
次
項
の
」
を「（
次
項
に
規
定
す
る
」
に
改
め
る
。

第
九
条
に
次
の
二
項
を
加
え
る
。

11

前
条
第
一
項
の
高
額
療
養
費
算
定
基
準
額
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
者
の
区
分
に
応
じ
、
当
該
各
号
に
定
め
る

額
と
す
る
。

一

次
号
か
ら
第
四
号
ま
で
に
掲
げ
る
者
以
外
の
者

五
十
三
万
円

二

基
準
日
の
属
す
る
月
の
標
準
報
酬
月
額
が
八
十
三
万
円
以
上
の
被
保
険
者

百
六
十
八
万
円

三

基
準
日
の
属
す
る
月
の
標
準
報
酬
月
額
が
五
十
三
万
円
以
上
八
十
三
万
円
未
満
の
被
保
険
者

百
十
一
万
円

四

市
町
村
民
税
非
課
税
者
（
基
準
日
の
属
す
る
年
度
の
前
年
度
（
次
条
第
十
二
項
の
規
定
に
よ
り
前
年
八
月
一

日
か
ら
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
い
ず
れ
か
の
日
を
基
準
日
と
み
な
し
た
場
合
に
あ
つ
て
は
、
当
該
基
準
日
と
み

な
し
た
日
の
属
す
る
年
度
）
分
の
地
方
税
法
の
規
定
に
よ
る
市
町
村
民
税
が
課
さ
れ
な
い
者
（
市
町
村
の
条
例

で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
当
該
市
町
村
民
税
を
免
除
さ
れ
た
者
を
含
む
も
の
と
し
、
当
該
市
町
村
民
税
の
賦
課

期
日
に
お
い
て
同
法
の
施
行
地
に
住
所
を
有
し
な
い
者
を
除
く
。）を
い
う
。
次
項
第
四
号
に
お
い
て
同
じ
。）で

あ
る
被
保
険
者
又
は
基
準
日
に
お
い
て
要
保
護
者
で
あ
る
者
で
あ
つ
て
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
も
の
に
該
当

す
る
被
保
険
者
（
前
二
号
に
掲
げ
る
者
を
除
く
。）
二
十
九
万
円

12

前
条
第
二
項
の
七
十
歳
以
上
年
間
高
額
療
養
費
算
定
基
準
額
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
者
の
区
分
に
応
じ
、
当

該
各
号
に
定
め
る
額
と
す
る
。

一

次
号
か
ら
第
五
号
ま
で
に
掲
げ
る
者
以
外
の
者

五
十
三
万
円

二

基
準
日
に
お
い
て
療
養
の
給
付
を
受
け
る
こ
と
と
し
た
場
合
に
法
第
五
十
五
条
第
一
項
第
三
号
の
規
定
が
適

用
さ
れ
る
者
（
次
号
及
び
第
十
二
条
第
二
項
第
二
号
か
ら
第
四
号
ま
で
に
お
い
て「
第
三
号
適
用
者
」と
い
う
。）

で
あ
つ
て
、
基
準
日
の
属
す
る
月
の
標
準
報
酬
月
額
が
八
十
三
万
円
以
上
の
も
の

百
六
十
八
万
円

三

基
準
日
の
属
す
る
月
の
標
準
報
酬
月
額
が
五
十
三
万
円
以
上
八
十
三
万
円
未
満
の
第
三
号
適
用
者

百
十
一

万
円

四

市
町
村
民
税
非
課
税
者
で
あ
る
被
保
険
者
又
は
基
準
日
に
お
い
て
要
保
護
者
で
あ
る
者
で
あ
つ
て
厚
生
労
働

省
令
で
定
め
る
も
の
に
該
当
す
る
被
保
険
者
（
前
二
号
又
は
次
号
に
掲
げ
る
者
を
除
く
。）
二
十
九
万
円

五

被
保
険
者
及
び
基
準
日
の
属
す
る
月
に
お
け
る
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
日
に
お
い
て
そ
の
被
扶
養
者
で
あ

る
者
の
全
て
が
基
準
日
の
属
す
る
年
度
の
前
年
度
（
次
条
第
十
二
項
の
規
定
に
よ
り
前
年
八
月
一
日
か
ら
三
月

三
十
一
日
ま
で
の
い
ず
れ
か
の
日
を
基
準
日
と
み
な
し
た
場
合
に
あ
つ
て
は
、
当
該
基
準
日
と
み
な
し
た
日
の

属
す
る
年
度
）
分
の
地
方
税
法
の
規
定
に
よ
る
市
町
村
民
税
に
係
る
同
法
第
三
百
十
三
条
第
一
項
に
規
定
す
る

総
所
得
金
額
及
び
山
林
所
得
金
額
に
係
る
所
得
税
法
第
二
条
第
一
項
第
二
十
二
号
に
規
定
す
る
各
種
所
得
の
金

額
並
び
に
他
の
所
得
と
区
分
し
て
計
算
さ
れ
る
所
得
の
金
額
が
な
い
被
保
険
者
又
は
基
準
日
に
お
い
て
要
保
護

者
で
あ
る
者
で
あ
つ
て
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
も
の
に
該
当
す
る
被
保
険
者
（
第
二
号
又
は
第
三
号
に
掲
げ

る
者
を
除
く
。）
十
八
万
円

第
十
条
第
一
項
第
一
号
イ
中
「
八
万
百
円
」
を
「
八
万
五
千
八
百
円
」
に
、「
二
十
六
万
七
千
円
」
を
「
二
十
八
万

六
千
円
」
に
改
め
、
同
号
ロ
中
「
二
十
五
万
二
千
六
百
円
」
を
「
二
十
七
万
三
百
円
」
に
、「
八
十
四
万
二
千
円
」
を

「
九
十
万
千
円
」
に
改
め
、
同
号
ハ
中
「
十
六
万
七
千
四
百
円
」
を
「
十
七
万
九
千
百
円
」に
、「
五
十
五
万
八
千
円
」

を
「
五
十
九
万
七
千
円
」
に
改
め
、
同
号
ニ
中
「
五
万
七
千
六
百
円
」
を
「
六
万
千
五
百
円
」
に
改
め
、
同
号
ホ
中

「
三
万
五
千
四
百
円
」
を
「
三
万
六
千
九
百
円
」
に
改
め
、
同
項
第
二
号
イ
中
「
五
万
七
千
六
百
円
」
を
「
六
万
千

五
百
円
」
に
改
め
、
同
号
ロ
中
「
二
十
五
万
二
千
六
百
円
」
を
「
二
十
七
万
三
百
円
」
に
、「
八
十
四
万
二
千
円
」
を

「
九
十
万
千
円
」
に
改
め
、
同
号
ハ
中
「
十
六
万
七
千
四
百
円
」
を
「
十
七
万
九
千
百
円
」に
、「
五
十
五
万
八
千
円
」

を
「
五
十
九
万
七
千
円
」
に
改
め
、
同
号
ニ
中
「
八
万
百
円
」
を
「
八
万
五
千
八
百
円
」
に
、「
二
十
六
万
七
千
円
」

を
「
二
十
八
万
六
千
円
」
に
改
め
、
同
号
ホ
中
「
二
万
四
千
六
百
円
」
を
「
二
万
五
千
七
百
円
。
た
だ
し
、
高
額
療

養
費
多
数
回
該
当
の
場
合
に
あ
つ
て
は
、
二
万
四
千
六
百
円
と
す
る
。」に
改
め
、
同
号
ヘ
中
「
一
万
五
千
円
」を「
一

万
五
千
七
百
円
」
に
改
め
、
同
項
第
三
号
イ
中
「
二
万
八
千
八
百
円
」
を
「
三
万
七
百
五
十
円
」
に
改
め
、
同
号
ロ

中
「
十
二
万
六
千
三
百
円
」
を
「
十
三
万
五
千
百
五
十
円
」
に
、「
四
十
二
万
千
円
」
を
「
四
十
五
万
五
百
円
」
に
改

め
、
同
号
ハ
中
「
八
万
三
千
七
百
円
」
を
「
八
万
九
千
五
百
五
十
円
」
に
、「
二
十
七
万
九
千
円
」
を
「
二
十
九
万
八

千
五
百
円
」
に
改
め
、
同
号
ニ
中
「
四
万
五
十
円
」
を
「
四
万
二
千
九
百
円
」
に
、「
十
三
万
三
千
五
百
円
」
を
「
十

四
万
三
千
円
」
に
改
め
、
同
号
ホ
中
「
一
万
二
千
三
百
円
」
を
「
一
万
二
千
八
百
五
十
円
。
た
だ
し
、
高
額
療
養
費

多
数
回
該
当
の
場
合
に
あ
つ
て
は
、
一
万
二
千
三
百
円
と
す
る
。」に
改
め
、
同
号
ヘ
中
「
七
千
五
百
円
」
を
「
七
千

八
百
五
十
円
」
に
改
め
、
同
項
第
四
号
中
「
又
は
ロ
」
を
「
か
ら
ハ
ま
で
」
に
改
め
、
同
号
イ
中
「
ロ
」の
下
に「
及

び
ハ
」
を
加
え
、「
一
万
八
千
円
」
を
「
二
万
二
千
円
」
に
改
め
、
同
号
ロ
中
「
八
千
円
」
を
「
一
万
千
円
」に
改
め
、

同
号
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

ハ

前
条
第
五
項
第
三
号
に
掲
げ
る
者
に
該
当
し
て
い
る
こ
と
に
つ
き
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ

り
協
会
の
認
定
を
受
け
て
い
る
者

八
千
円


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第
十
二
条
第
二
項
第
二
号
中
「
基
準
日
に
お
い
て
療
養
の
給
付
を
受
け
る
こ
と
と
し
た
場
合
に
法
第
五
十
五
条
第

一
項
第
三
号
の
規
定
が
適
用
さ
れ
る
者
（
次
号
及
び
第
四
号
に
お
い
て
「
第
三
号
適
用
者
」
と
い
う
。）で
あ
つ
て
、」

を
削
り
、「
も
の
」
を
「
第
三
号
適
用
者
」
に
改
め
、
同
項
第
三
号
及
び
第
四
号
中
「
第
三
号
適
用
者
で
あ
つ
て
、」を

削
り
、「
も
の
」
を
「
第
三
号
適
用
者
」
に
改
め
、
同
条
第
四
項
の
表
中
「
第
四
十
四
条
第
五
項
」
を
「
第
四
十
四
条

第
六
項
」
に
、「
第
四
十
四
条
第
七
項
」
を
「
第
四
十
四
条
第
八
項
」
に
改
め
る
。

附
則
第
二
条
か
ら
第
五
条
ま
で
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

第
二
条
か
ら
第
五
条
ま
で

削
除

第
四
条

船
員
保
険
法
施
行
令
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
九
条
第
一
項
第
一
号
中
「
次
号
か
ら
第
五
号
ま
で
に
掲
げ
る
者
以
外
の
者
」
を
「
療
養
の
あ
つ
た
月
の
標
準
報

酬
月
額
が
百
二
十
七
万
円
以
上
の
被
保
険
者
又
は
そ
の
被
扶
養
者
」
に
、「
八
万
五
千
八
百
円
」
を
「
三
十
四
万
二
千

円
」
に
、「
二
十
八
万
六
千
円
」
を
「
百
十
四
万
円
」
に
改
め
、
同
号
た
だ
し
書
中
「
四
万
四
千
四
百
円
」
を
「
十
四

万
百
円
」
に
改
め
、
同
項
第
五
号
中
「
第
十
一
項
第
四
号
」
を
「
第
十
一
項
第
五
号
」
に
、「
第
三
項
第
五
号
」を「
第

三
項
第
十
三
号
」
に
、「
第
二
号
又
は
第
三
号
」
を
「
第
一
号
か
ら
第
六
号
ま
で
」
に
改
め
、
同
号
を
同
項
第
十
三
号

と
し
、
同
項
第
四
号
中
「
二
十
八
万
円
」
を
「
十
六
万
円
」
に
改
め
、
同
号
た
だ
し
書
中
「
四
万
四
千
四
百
円
」
を

「
三
万
四
千
五
百
円
」
に
改
め
、
同
号
を
同
項
第
十
二
号
と
し
、
同
項
第
三
号
中
「
八
十
三
万
円
」
を
「
六
十
二
万

円
」
に
改
め
、
同
号
を
同
項
第
六
号
と
し
、
同
号
の
次
に
次
の
五
号
を
加
え
る
。

七

療
養
の
あ
つ
た
月
の
標
準
報
酬
月
額
が
四
十
四
万
円
以
上
五
十
三
万
円
未
満
の
被
保
険
者
又
は
そ
の
被
扶
養

者
（
第
十
三
号
に
掲
げ
る
者
を
除
く
。）
十
一
万
四
百
円
と
、
第
八
条
第
一
項
各
号
に
掲
げ
る
額
を
合
算
し
た

額
に
係
る
療
養
に
つ
き
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
当
該
療
養
に
要
し
た
費
用
の
額

（
そ
の
額
が
三
十
六
万
八
千
円
に
満
た
な
い
と
き
は
、
三
十
六
万
八
千
円
）
か
ら
三
十
六
万
八
千
円
を
控
除
し

た
額
に
百
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た
額
（
こ
の
額
に
一
円
未
満
の
端
数
が
あ
る
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
端
数
金
額

が
五
十
銭
未
満
で
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
切
り
捨
て
、
そ
の
端
数
金
額
が
五
十
銭
以
上
で
あ
る
と
き
は
、
こ
れ

を
一
円
に
切
り
上
げ
た
額
）
と
の
合
算
額
。
た
だ
し
、
高
額
療
養
費
多
数
回
該
当
の
場
合
に
あ
つ
て
は
、
四
万

四
千
四
百
円
と
す
る
。

八

療
養
の
あ
つ
た
月
の
標
準
報
酬
月
額
が
三
十
六
万
円
以
上
四
十
四
万
円
未
満
の
被
保
険
者
又
は
そ
の
被
扶
養

者
（
第
十
三
号
に
掲
げ
る
者
を
除
く
。）
九
万
八
千
百
円
と
、
第
八
条
第
一
項
各
号
に
掲
げ
る
額
を
合
算
し
た

額
に
係
る
療
養
に
つ
き
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
当
該
療
養
に
要
し
た
費
用
の
額

（
そ
の
額
が
三
十
二
万
七
千
円
に
満
た
な
い
と
き
は
、
三
十
二
万
七
千
円
）
か
ら
三
十
二
万
七
千
円
を
控
除
し

た
額
に
百
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た
額
（
こ
の
額
に
一
円
未
満
の
端
数
が
あ
る
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
端
数
金
額

が
五
十
銭
未
満
で
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
切
り
捨
て
、
そ
の
端
数
金
額
が
五
十
銭
以
上
で
あ
る
と
き
は
、
こ
れ

を
一
円
に
切
り
上
げ
た
額
）
と
の
合
算
額
。
た
だ
し
、
高
額
療
養
費
多
数
回
該
当
の
場
合
に
あ
つ
て
は
、
四
万

四
千
四
百
円
と
す
る
。

九

療
養
の
あ
つ
た
月
の
標
準
報
酬
月
額
が
二
十
八
万
円
以
上
三
十
六
万
円
未
満
の
被
保
険
者
又
は
そ
の
被
扶
養

者
（
第
十
三
号
に
掲
げ
る
者
を
除
く
。）
八
万
五
千
八
百
円
と
、
第
八
条
第
一
項
各
号
に
掲
げ
る
額
を
合
算
し

た
額
に
係
る
療
養
に
つ
き
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
当
該
療
養
に
要
し
た
費
用
の
額

（
そ
の
額
が
二
十
八
万
六
千
円
に
満
た
な
い
と
き
は
、
二
十
八
万
六
千
円
）
か
ら
二
十
八
万
六
千
円
を
控
除
し

た
額
に
百
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た
額
（
こ
の
額
に
一
円
未
満
の
端
数
が
あ
る
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
端
数
金
額

が
五
十
銭
未
満
で
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
切
り
捨
て
、
そ
の
端
数
金
額
が
五
十
銭
以
上
で
あ
る
と
き
は
、
こ
れ

を
一
円
に
切
り
上
げ
た
額
）
と
の
合
算
額
。
た
だ
し
、
高
額
療
養
費
多
数
回
該
当
の
場
合
に
あ
つ
て
は
、
四
万

四
千
四
百
円
と
す
る
。

十

療
養
の
あ
つ
た
月
の
標
準
報
酬
月
額
が
二
十
万
円
以
上
二
十
八
万
円
未
満
の
被
保
険
者
又
は
そ
の
被
扶
養
者

（
第
十
三
号
に
掲
げ
る
者
を
除
く
。）
六
万
九
千
六
百
円
。
た
だ
し
、
高
額
療
養
費
多
数
回
該
当
の
場
合
に
あ

つ
て
は
、
四
万
四
千
四
百
円
と
す
る
。

十
一

療
養
の
あ
つ
た
月
の
標
準
報
酬
月
額
が
十
六
万
円
以
上
二
十
万
円
未
満
の
被
保
険
者
又
は
そ
の
被
扶
養
者

（
第
十
三
号
に
掲
げ
る
者
を
除
く
。）
六
万
五
千
四
百
円
。
た
だ
し
、
高
額
療
養
費
多
数
回
該
当
の
場
合
に
あ

つ
て
は
、
四
万
四
千
四
百
円
と
す
る
。

第
九
条
第
一
項
第
二
号
中
「
八
十
三
万
円
以
上
」
の
下
に
「
百
三
万
円
未
満
」
を
加
え
、
同
号
を
同
項
第
三
号
と

し
、
同
号
の
次
に
次
の
二
号
を
加
え
る
。

四

療
養
の
あ
つ
た
月
の
標
準
報
酬
月
額
が
七
十
一
万
円
以
上
八
十
三
万
円
未
満
の
被
保
険
者
又
は
そ
の
被
扶
養

者

二
十
万
九
千
四
百
円
と
、
第
八
条
第
一
項
各
号
に
掲
げ
る
額
を
合
算
し
た
額
に
係
る
療
養
に
つ
き
厚
生
労

働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
当
該
療
養
に
要
し
た
費
用
の
額
（
そ
の
額
が
六
十
九
万
八
千
円
に

満
た
な
い
と
き
は
、
六
十
九
万
八
千
円
）
か
ら
六
十
九
万
八
千
円
を
控
除
し
た
額
に
百
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た

額
（
こ
の
額
に
一
円
未
満
の
端
数
が
あ
る
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
端
数
金
額
が
五
十
銭
未
満
で
あ
る
と
き
は
、

こ
れ
を
切
り
捨
て
、
そ
の
端
数
金
額
が
五
十
銭
以
上
で
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
一
円
に
切
り
上
げ
た
額
）
と
の

合
算
額
。
た
だ
し
、
高
額
療
養
費
多
数
回
該
当
の
場
合
に
あ
つ
て
は
、
九
万
三
千
円
と
す
る
。

五

療
養
の
あ
つ
た
月
の
標
準
報
酬
月
額
が
六
十
二
万
円
以
上
七
十
一
万
円
未
満
の
被
保
険
者
又
は
そ
の
被
扶
養

者

十
九
万
四
千
四
百
円
と
、
第
八
条
第
一
項
各
号
に
掲
げ
る
額
を
合
算
し
た
額
に
係
る
療
養
に
つ
き
厚
生
労

働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
当
該
療
養
に
要
し
た
費
用
の
額
（
そ
の
額
が
六
十
四
万
八
千
円
に

満
た
な
い
と
き
は
、
六
十
四
万
八
千
円
）
か
ら
六
十
四
万
八
千
円
を
控
除
し
た
額
に
百
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た

額
（
こ
の
額
に
一
円
未
満
の
端
数
が
あ
る
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
端
数
金
額
が
五
十
銭
未
満
で
あ
る
と
き
は
、

こ
れ
を
切
り
捨
て
、
そ
の
端
数
金
額
が
五
十
銭
以
上
で
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
一
円
に
切
り
上
げ
た
額
）
と
の

合
算
額
。
た
だ
し
、
高
額
療
養
費
多
数
回
該
当
の
場
合
に
あ
つ
て
は
、
九
万
三
千
円
と
す
る
。

第
九
条
第
一
項
第
一
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

二

療
養
の
あ
つ
た
月
の
標
準
報
酬
月
額
が
百
三
万
円
以
上
百
二
十
七
万
円
未
満
の
被
保
険
者
又
は
そ
の
被
扶
養

者

三
十
万
三
千
円
と
、
第
八
条
第
一
項
各
号
に
掲
げ
る
額
を
合
算
し
た
額
に
係
る
療
養
に
つ
き
厚
生
労
働
省

令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
当
該
療
養
に
要
し
た
費
用
の
額
（
そ
の
額
が
百
一
万
円
に
満
た
な
い
と

き
は
、
百
一
万
円
）
か
ら
百
一
万
円
を
控
除
し
た
額
に
百
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た
額
（
こ
の
額
に
一
円
未
満
の

端
数
が
あ
る
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
端
数
金
額
が
五
十
銭
未
満
で
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
切
り
捨
て
、
そ
の
端

数
金
額
が
五
十
銭
以
上
で
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
一
円
に
切
り
上
げ
た
額
）
と
の
合
算
額
。
た
だ
し
、
高
額
療

養
費
多
数
回
該
当
の
場
合
に
あ
つ
て
は
、
十
四
万
百
円
と
す
る
。

第
九
条
第
二
項
第
一
号
中
「
次
号
か
ら
第
五
号
ま
で
に
掲
げ
る
被
保
険
者
以
外
の
」
を「
前
項
第
一
号
に
掲
げ
る
」

に
、「
四
万
二
千
九
百
円
」
を
「
十
七
万
千
円
」
に
、「
十
四
万
三
千
円
」
を
「
五
十
七
万
円
」
に
改
め
、
同
号
た
だ
し

書
中
「
二
万
二
千
二
百
円
」
を
「
七
万
五
十
円
」
に
改
め
、
同
項
第
五
号
中
「
前
項
第
五
号
」
を「
前
項
第
十
三
号
」

に
改
め
、
同
号
を
同
項
第
十
三
号
と
し
、
同
項
第
四
号
中
「
前
項
第
四
号
」
を
「
前
項
第
十
二
号
」
に
改
め
、
同
号

た
だ
し
書
中
「
二
万
二
千
二
百
円
」
を
「
一
万
七
千
二
百
五
十
円
」
に
改
め
、
同
号
を
同
項
第
十
二
号
と
し
、
同
項

第
三
号
中
「
前
項
第
三
号
」
を
「
前
項
第
六
号
」
に
改
め
、
同
号
を
同
項
第
六
号
と
し
、
同
号
の
次
に
次
の
五
号
を

加
え
る
。

七

前
項
第
七
号
に
掲
げ
る
被
保
険
者

五
万
五
千
二
百
円
と
、
第
八
条
第
二
項
各
号
に
掲
げ
る
額
を
合
算
し
た

額
に
係
る
療
養
に
つ
き
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
当
該
療
養
に
要
し
た
費
用
の
額

（
そ
の
額
が
十
八
万
四
千
円
に
満
た
な
い
と
き
は
、
十
八
万
四
千
円
）
か
ら
十
八
万
四
千
円
を
控
除
し
た
額
に

百
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た
額
（
こ
の
額
に
一
円
未
満
の
端
数
が
あ
る
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
端
数
金
額
が
五
十

銭
未
満
で
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
切
り
捨
て
、
そ
の
端
数
金
額
が
五
十
銭
以
上
で
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
一
円

に
切
り
上
げ
た
額
）
と
の
合
算
額
。
た
だ
し
、
高
額
療
養
費
多
数
回
該
当
の
場
合
に
あ
つ
て
は
、
二
万
二
千
二

百
円
と
す
る
。

八

前
項
第
八
号
に
掲
げ
る
被
保
険
者

四
万
九
千
五
十
円
と
、
第
八
条
第
二
項
各
号
に
掲
げ
る
額
を
合
算
し
た

額
に
係
る
療
養
に
つ
き
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
当
該
療
養
に
要
し
た
費
用
の
額

（
そ
の
額
が
十
六
万
三
千
五
百
円
に
満
た
な
い
と
き
は
、
十
六
万
三
千
五
百
円
）
か
ら
十
六
万
三
千
五
百
円
を

控
除
し
た
額
に
百
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た
額
（
こ
の
額
に
一
円
未
満
の
端
数
が
あ
る
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
端

数
金
額
が
五
十
銭
未
満
で
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
切
り
捨
て
、そ
の
端
数
金
額
が
五
十
銭
以
上
で
あ
る
と
き
は
、

こ
れ
を
一
円
に
切
り
上
げ
た
額
）
と
の
合
算
額
。
た
だ
し
、
高
額
療
養
費
多
数
回
該
当
の
場
合
に
あ
つ
て
は
、

二
万
二
千
二
百
円
と
す
る
。


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九

前
項
第
九
号
に
掲
げ
る
被
保
険
者

四
万
二
千
九
百
円
と
、
第
八
条
第
二
項
各
号
に
掲
げ
る
額
を
合
算
し
た

額
に
係
る
療
養
に
つ
き
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
当
該
療
養
に
要
し
た
費
用
の
額

（
そ
の
額
が
十
四
万
三
千
円
に
満
た
な
い
と
き
は
、
十
四
万
三
千
円
）
か
ら
十
四
万
三
千
円
を
控
除
し
た
額
に

百
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た
額
（
こ
の
額
に
一
円
未
満
の
端
数
が
あ
る
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
端
数
金
額
が
五
十

銭
未
満
で
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
切
り
捨
て
、
そ
の
端
数
金
額
が
五
十
銭
以
上
で
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
一
円

に
切
り
上
げ
た
額
）
と
の
合
算
額
。
た
だ
し
、
高
額
療
養
費
多
数
回
該
当
の
場
合
に
あ
つ
て
は
、
二
万
二
千
二

百
円
と
す
る
。

十

前
項
第
十
号
に
掲
げ
る
被
保
険
者

三
万
四
千
八
百
円
。
た
だ
し
、
高
額
療
養
費
多
数
回
該
当
の
場
合
に
あ

つ
て
は
、
二
万
二
千
二
百
円
と
す
る
。

十
一

前
項
第
十
一
号
に
掲
げ
る
被
保
険
者

三
万
二
千
七
百
円
。
た
だ
し
、
高
額
療
養
費
多
数
回
該
当
の
場
合

に
あ
つ
て
は
、
二
万
二
千
二
百
円
と
す
る
。

第
九
条
第
二
項
第
二
号
中
「
前
項
第
二
号
」
を
「
前
項
第
三
号
」
に
改
め
、
同
号
を
同
項
第
三
号
と
し
、
同
号
の

次
に
次
の
二
号
を
加
え
る
。

四

前
項
第
四
号
に
掲
げ
る
被
保
険
者

十
万
四
千
七
百
円
と
、
第
八
条
第
二
項
各
号
に
掲
げ
る
額
を
合
算
し
た

額
に
係
る
療
養
に
つ
き
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
当
該
療
養
に
要
し
た
費
用
の
額

（
そ
の
額
が
三
十
四
万
九
千
円
に
満
た
な
い
と
き
は
、
三
十
四
万
九
千
円
）
か
ら
三
十
四
万
九
千
円
を
控
除
し

た
額
に
百
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た
額
（
こ
の
額
に
一
円
未
満
の
端
数
が
あ
る
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
端
数
金
額

が
五
十
銭
未
満
で
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
切
り
捨
て
、
そ
の
端
数
金
額
が
五
十
銭
以
上
で
あ
る
と
き
は
、
こ
れ

を
一
円
に
切
り
上
げ
た
額
）
と
の
合
算
額
。
た
だ
し
、
高
額
療
養
費
多
数
回
該
当
の
場
合
に
あ
つ
て
は
、
四
万

六
千
五
百
円
と
す
る
。

五

前
項
第
五
号
に
掲
げ
る
被
保
険
者

九
万
七
千
二
百
円
と
、
第
八
条
第
二
項
各
号
に
掲
げ
る
額
を
合
算
し
た

額
に
係
る
療
養
に
つ
き
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
当
該
療
養
に
要
し
た
費
用
の
額

（
そ
の
額
が
三
十
二
万
四
千
円
に
満
た
な
い
と
き
は
、
三
十
二
万
四
千
円
）
か
ら
三
十
二
万
四
千
円
を
控
除
し

た
額
に
百
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た
額
（
こ
の
額
に
一
円
未
満
の
端
数
が
あ
る
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
端
数
金
額

が
五
十
銭
未
満
で
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
切
り
捨
て
、
そ
の
端
数
金
額
が
五
十
銭
以
上
で
あ
る
と
き
は
、
こ
れ

を
一
円
に
切
り
上
げ
た
額
）
と
の
合
算
額
。
た
だ
し
、
高
額
療
養
費
多
数
回
該
当
の
場
合
に
あ
つ
て
は
、
四
万

六
千
五
百
円
と
す
る
。

第
九
条
第
三
項
第
二
号
中
「
八
十
三
万
円
以
上
」
の
下
に
「
百
三
万
円
未
満
」
を
加
え
、
同
号
を
同
項
第
三
号
と

し
、
同
号
の
次
に
次
の
二
号
を
加
え
る
。

四

法
第
五
十
五
条
第
一
項
第
三
号
の
規
定
が
適
用
さ
れ
る
者
で
あ
つ
て
療
養
の
あ
つ
た
月
の
標
準
報
酬
月
額
が

七
十
一
万
円
以
上
八
十
三
万
円
未
満
の
被
保
険
者
又
は
そ
の
被
扶
養
者

二
十
万
九
千
四
百
円
と
、
第
八
条
第

三
項
各
号
に
掲
げ
る
額
を
合
算
し
た
額
に
係
る
療
養
に
つ
き
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し

た
当
該
療
養
に
要
し
た
費
用
の
額
（
そ
の
額
が
六
十
九
万
八
千
円
に
満
た
な
い
と
き
は
、
六
十
九
万
八
千
円
）

か
ら
六
十
九
万
八
千
円
を
控
除
し
た
額
に
百
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た
額
（
こ
の
額
に
一
円
未
満
の
端
数
が
あ
る

場
合
に
お
い
て
、
そ
の
端
数
金
額
が
五
十
銭
未
満
で
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
切
り
捨
て
、
そ
の
端
数
金
額
が
五

十
銭
以
上
で
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
一
円
に
切
り
上
げ
た
額
）
と
の
合
算
額
。
た
だ
し
、
高
額
療
養
費
多
数
回

該
当
の
場
合
に
あ
つ
て
は
、
九
万
三
千
円
と
す
る
。

五

法
第
五
十
五
条
第
一
項
第
三
号
の
規
定
が
適
用
さ
れ
る
者
で
あ
つ
て
療
養
の
あ
つ
た
月
の
標
準
報
酬
月
額
が

六
十
二
万
円
以
上
七
十
一
万
円
未
満
の
被
保
険
者
又
は
そ
の
被
扶
養
者

十
九
万
四
千
四
百
円
と
、
第
八
条
第

三
項
各
号
に
掲
げ
る
額
を
合
算
し
た
額
に
係
る
療
養
に
つ
き
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し

た
当
該
療
養
に
要
し
た
費
用
の
額
（
そ
の
額
が
六
十
四
万
八
千
円
に
満
た
な
い
と
き
は
、
六
十
四
万
八
千
円
）

か
ら
六
十
四
万
八
千
円
を
控
除
し
た
額
に
百
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た
額
（
こ
の
額
に
一
円
未
満
の
端
数
が
あ
る

場
合
に
お
い
て
、
そ
の
端
数
金
額
が
五
十
銭
未
満
で
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
切
り
捨
て
、
そ
の
端
数
金
額
が
五

十
銭
以
上
で
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
一
円
に
切
り
上
げ
た
額
）
と
の
合
算
額
。
た
だ
し
、
高
額
療
養
費
多
数
回

該
当
の
場
合
に
あ
つ
て
は
、
九
万
三
千
円
と
す
る
。

第
九
条
第
二
項
第
一
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

二

前
項
第
二
号
に
掲
げ
る
被
保
険
者

十
五
万
千
五
百
円
と
、
第
八
条
第
二
項
各
号
に
掲
げ
る
額
を
合
算
し
た

額
に
係
る
療
養
に
つ
き
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
当
該
療
養
に
要
し
た
費
用
の
額

（
そ
の
額
が
五
十
万
五
千
円
に
満
た
な
い
と
き
は
、
五
十
万
五
千
円
）
か
ら
五
十
万
五
千
円
を
控
除
し
た
額
に

百
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た
額
（
こ
の
額
に
一
円
未
満
の
端
数
が
あ
る
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
端
数
金
額
が
五
十

銭
未
満
で
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
切
り
捨
て
、
そ
の
端
数
金
額
が
五
十
銭
以
上
で
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
一
円

に
切
り
上
げ
た
額
）
と
の
合
算
額
。
た
だ
し
、
高
額
療
養
費
多
数
回
該
当
の
場
合
に
あ
つ
て
は
、
七
万
五
十
円

と
す
る
。

第
九
条
第
三
項
第
一
号
中
「
次
号
か
ら
第
六
号
ま
で
に
掲
げ
る
者
以
外
の
者
」
を
「
法
第
五
十
五
条
第
一
項
第
三

号
の
規
定
が
適
用
さ
れ
る
者
で
あ
つ
て
療
養
の
あ
つ
た
月
の
標
準
報
酬
月
額
が
百
二
十
七
万
円
以
上
の
被
保
険
者
又

は
そ
の
被
扶
養
者
」
に
、「
六
万
千
五
百
円
」
を
「
三
十
四
万
二
千
円
と
、
第
八
条
第
三
項
各
号
に
掲
げ
る
額
を
合
算

し
た
額
に
係
る
療
養
に
つ
き
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
当
該
療
養
に
要
し
た
費
用
の
額

（
そ
の
額
が
百
十
四
万
円
に
満
た
な
い
と
き
は
、
百
十
四
万
円
）
か
ら
百
十
四
万
円
を
控
除
し
た
額
に
百
分
の
一
を

乗
じ
て
得
た
額
（
こ
の
額
に
一
円
未
満
の
端
数
が
あ
る
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
端
数
金
額
が
五
十
銭
未
満
で
あ
る
と

き
は
、
こ
れ
を
切
り
捨
て
、
そ
の
端
数
金
額
が
五
十
銭
以
上
で
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
一
円
に
切
り
上
げ
た
額
）
と

の
合
算
額
」
に
改
め
、
同
号
た
だ
し
書
中
「
四
万
四
千
四
百
円
」
を
「
十
四
万
百
円
」
に
改
め
、同
項
第
六
号
中「
第

十
二
項
第
五
号
」
を
「
第
十
二
項
第
六
号
」
に
、「
第
二
号
か
ら
第
四
号
ま
で
」
を
「
第
一
号
か
ら
第
九
号
ま
で
」
に

改
め
、
同
号
を
同
項
第
十
四
号
と
し
、
同
項
第
五
号
中
「
前
三
号
」
を
「
第
一
号
か
ら
第
九
号
ま
で
」
に
改
め
、
同

号
を
同
項
第
十
三
号
と
し
、
同
項
第
四
号
中
「
五
十
三
万
円
」
を
「
三
十
六
万
円
」
に
改
め
、
同
号
を
同
項
第
九
号

と
し
、
同
号
の
次
に
次
の
三
号
を
加
え
る
。

十

療
養
の
あ
つ
た
月
の
標
準
報
酬
月
額
が
二
十
万
円
以
上
の
被
保
険
者
又
は
そ
の
被
扶
養
者
（
前
各
号
、
第
十

三
号
又
は
第
十
四
号
に
掲
げ
る
者
を
除
く
。）
六
万
九
千
六
百
円
。
た
だ
し
、
高
額
療
養
費
多
数
回
該
当
の
場

合
に
あ
つ
て
は
、
四
万
四
千
四
百
円
と
す
る
。

十
一

療
養
の
あ
つ
た
月
の
標
準
報
酬
月
額
が
十
六
万
円
以
上
二
十
万
円
未
満
の
被
保
険
者
又
は
そ
の
被
扶
養
者

（
第
十
三
号
又
は
第
十
四
号
に
掲
げ
る
者
を
除
く
。）
六
万
五
千
四
百
円
。
た
だ
し
、
高
額
療
養
費
多
数
回
該

当
の
場
合
に
あ
つ
て
は
、
四
万
四
千
四
百
円
と
す
る
。

十
二

療
養
の
あ
つ
た
月
の
標
準
報
酬
月
額
が
十
六
万
円
未
満
の
被
保
険
者
又
は
そ
の
被
扶
養
者
（
次
号
又
は
第

十
四
号
に
掲
げ
る
者
を
除
く
。）
六
万
千
五
百
円
。
た
だ
し
、高
額
療
養
費
多
数
回
該
当
の
場
合
に
あ
つ
て
は
、

三
万
四
千
五
百
円
と
す
る
。

第
九
条
第
三
項
第
三
号
中
「
八
十
三
万
円
」
を
「
六
十
二
万
円
」
に
改
め
、
同
号
を
同
項
第
六
号
と
し
、
同
号
の

次
に
次
の
二
号
を
加
え
る
。

七

法
第
五
十
五
条
第
一
項
第
三
号
の
規
定
が
適
用
さ
れ
る
者
で
あ
つ
て
療
養
の
あ
つ
た
月
の
標
準
報
酬
月
額
が

四
十
四
万
円
以
上
五
十
三
万
円
未
満
の
被
保
険
者
又
は
そ
の
被
扶
養
者

十
一
万
四
百
円
と
、
第
八
条
第
三
項

各
号
に
掲
げ
る
額
を
合
算
し
た
額
に
係
る
療
養
に
つ
き
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
当

該
療
養
に
要
し
た
費
用
の
額
（
そ
の
額
が
三
十
六
万
八
千
円
に
満
た
な
い
と
き
は
、
三
十
六
万
八
千
円
）
か
ら

三
十
六
万
八
千
円
を
控
除
し
た
額
に
百
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た
額
（
こ
の
額
に
一
円
未
満
の
端
数
が
あ
る
場
合

に
お
い
て
、
そ
の
端
数
金
額
が
五
十
銭
未
満
で
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
切
り
捨
て
、
そ
の
端
数
金
額
が
五
十
銭

以
上
で
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
一
円
に
切
り
上
げ
た
額
）
と
の
合
算
額
。
た
だ
し
、
高
額
療
養
費
多
数
回
該
当

の
場
合
に
あ
つ
て
は
、
四
万
四
千
四
百
円
と
す
る
。

八

法
第
五
十
五
条
第
一
項
第
三
号
の
規
定
が
適
用
さ
れ
る
者
で
あ
つ
て
療
養
の
あ
つ
た
月
の
標
準
報
酬
月
額
が

三
十
六
万
円
以
上
四
十
四
万
円
未
満
の
被
保
険
者
又
は
そ
の
被
扶
養
者

九
万
八
千
百
円
と
、
第
八
条
第
三
項

各
号
に
掲
げ
る
額
を
合
算
し
た
額
に
係
る
療
養
に
つ
き
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
当

該
療
養
に
要
し
た
費
用
の
額
（
そ
の
額
が
三
十
二
万
七
千
円
に
満
た
な
い
と
き
は
、
三
十
二
万
七
千
円
）
か
ら

三
十
二
万
七
千
円
を
控
除
し
た
額
に
百
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た
額
（
こ
の
額
に
一
円
未
満
の
端
数
が
あ
る
場
合

に
お
い
て
、
そ
の
端
数
金
額
が
五
十
銭
未
満
で
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
切
り
捨
て
、
そ
の
端
数
金
額
が
五
十
銭

以
上
で
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
一
円
に
切
り
上
げ
た
額
）
と
の
合
算
額
。
た
だ
し
、
高
額
療
養
費
多
数
回
該
当

の
場
合
に
あ
つ
て
は
、
四
万
四
千
四
百
円
と
す
る
。


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第
九
条
第
三
項
第
一
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

二

法
第
五
十
五
条
第
一
項
第
三
号
の
規
定
が
適
用
さ
れ
る
者
で
あ
つ
て
療
養
の
あ
つ
た
月
の
標
準
報
酬
月
額
が

百
三
万
円
以
上
百
二
十
七
万
円
未
満
の
被
保
険
者
又
は
そ
の
被
扶
養
者

三
十
万
三
千
円
と
、
第
八
条
第
三
項

各
号
に
掲
げ
る
額
を
合
算
し
た
額
に
係
る
療
養
に
つ
き
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
当

該
療
養
に
要
し
た
費
用
の
額
（
そ
の
額
が
百
一
万
円
に
満
た
な
い
と
き
は
、
百
一
万
円
）
か
ら
百
一
万
円
を
控

除
し
た
額
に
百
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た
額
（
こ
の
額
に
一
円
未
満
の
端
数
が
あ
る
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
端
数

金
額
が
五
十
銭
未
満
で
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
切
り
捨
て
、
そ
の
端
数
金
額
が
五
十
銭
以
上
で
あ
る
と
き
は
、

こ
れ
を
一
円
に
切
り
上
げ
た
額
）
と
の
合
算
額
。
た
だ
し
、
高
額
療
養
費
多
数
回
該
当
の
場
合
に
あ
つ
て
は
、

十
四
万
百
円
と
す
る
。

第
九
条
第
四
項
第
一
号
中
「
三
万
七
百
五
十
円
」
を
「
十
七
万
千
円
と
、
第
八
条
第
四
項
に
規
定
す
る
合
算
し
た

額
に
係
る
療
養
に
つ
き
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
当
該
療
養
に
要
し
た
費
用
の
額
（
そ
の

額
が
五
十
七
万
円
に
満
た
な
い
と
き
は
、
五
十
七
万
円
）
か
ら
五
十
七
万
円
を
控
除
し
た
額
に
百
分
の
一
を
乗
じ
て

得
た
額
（
こ
の
額
に
一
円
未
満
の
端
数
が
あ
る
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
端
数
金
額
が
五
十
銭
未
満
で
あ
る
と
き
は
、

こ
れ
を
切
り
捨
て
、
そ
の
端
数
金
額
が
五
十
銭
以
上
で
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
一
円
に
切
り
上
げ
た
額
）
と
の
合
算

額
」
に
改
め
、
同
号
た
だ
し
書
中
「
二
万
二
千
二
百
円
」
を
「
七
万
五
十
円
」
に
改
め
、
同
項
第
六
号
中
「
前
項
第

六
号
」
を
「
前
項
第
十
四
号
」
に
改
め
、
同
号
を
同
項
第
十
四
号
と
し
、
同
項
第
五
号
中
「
前
項
第
五
号
」
を
「
前

項
第
十
三
号
」
に
改
め
、
同
号
を
同
項
第
十
三
号
と
し
、
同
項
第
四
号
中
「
前
項
第
四
号
」
を
「
前
項
第
九
号
」
に

改
め
、
同
号
を
同
項
第
九
号
と
し
、
同
号
の
次
に
次
の
三
号
を
加
え
る
。

十

前
項
第
十
号
に
掲
げ
る
者

三
万
四
千
八
百
円
。
た
だ
し
、高
額
療
養
費
多
数
回
該
当
の
場
合
に
あ
つ
て
は
、

二
万
二
千
二
百
円
と
す
る
。

十
一

前
項
第
十
一
号
に
掲
げ
る
者

三
万
二
千
七
百
円
。
た
だ
し
、
高
額
療
養
費
多
数
回
該
当
の
場
合
に
あ
つ

て
は
、
二
万
二
千
二
百
円
と
す
る
。

十
二

前
項
第
十
二
号
に
掲
げ
る
者

三
万
七
百
五
十
円
。
た
だ
し
、
高
額
療
養
費
多
数
回
該
当
の
場
合
に
あ
つ

て
は
、
一
万
七
千
二
百
五
十
円
と
す
る
。

第
九
条
第
四
項
第
三
号
中
「
前
項
第
三
号
」
を
「
前
項
第
六
号
」
に
改
め
、
同
号
を
同
項
第
六
号
と
し
、
同
号
の

次
に
次
の
二
号
を
加
え
る
。

七

前
項
第
七
号
に
掲
げ
る
者

五
万
五
千
二
百
円
と
、
第
八
条
第
四
項
に
規
定
す
る
合
算
し
た
額
に
係
る
療
養

に
つ
き
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
当
該
療
養
に
要
し
た
費
用
の
額
（
そ
の
額
が
十
八

万
四
千
円
に
満
た
な
い
と
き
は
、
十
八
万
四
千
円
）
か
ら
十
八
万
四
千
円
を
控
除
し
た
額
に
百
分
の
一
を
乗
じ

て
得
た
額
（
こ
の
額
に
一
円
未
満
の
端
数
が
あ
る
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
端
数
金
額
が
五
十
銭
未
満
で
あ
る
と

き
は
、
こ
れ
を
切
り
捨
て
、
そ
の
端
数
金
額
が
五
十
銭
以
上
で
あ
る
と
き
は
、こ
れ
を
一
円
に
切
り
上
げ
た
額
）

と
の
合
算
額
。
た
だ
し
、
高
額
療
養
費
多
数
回
該
当
の
場
合
に
あ
つ
て
は
、
二
万
二
千
二
百
円
と
す
る
。

八

前
項
第
八
号
に
掲
げ
る
者

四
万
九
千
五
十
円
と
、
第
八
条
第
四
項
に
規
定
す
る
合
算
し
た
額
に
係
る
療
養

に
つ
き
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
当
該
療
養
に
要
し
た
費
用
の
額
（
そ
の
額
が
十
六

万
三
千
五
百
円
に
満
た
な
い
と
き
は
、
十
六
万
三
千
五
百
円
）
か
ら
十
六
万
三
千
五
百
円
を
控
除
し
た
額
に
百

分
の
一
を
乗
じ
て
得
た
額
（
こ
の
額
に
一
円
未
満
の
端
数
が
あ
る
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
端
数
金
額
が
五
十
銭

未
満
で
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
切
り
捨
て
、
そ
の
端
数
金
額
が
五
十
銭
以
上
で
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
一
円
に

切
り
上
げ
た
額
）
と
の
合
算
額
。
た
だ
し
、
高
額
療
養
費
多
数
回
該
当
の
場
合
に
あ
つ
て
は
、
二
万
二
千
二
百

円
と
す
る
。

第
九
条
第
四
項
第
二
号
中
「
前
項
第
二
号
」
を
「
前
項
第
三
号
」
に
改
め
、
同
号
を
同
項
第
三
号
と
し
、
同
号
の

次
に
次
の
二
号
を
加
え
る
。

四

前
項
第
四
号
に
掲
げ
る
者

十
万
四
千
七
百
円
と
、
第
八
条
第
四
項
に
規
定
す
る
合
算
し
た
額
に
係
る
療
養

に
つ
き
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
当
該
療
養
に
要
し
た
費
用
の
額
（
そ
の
額
が
三
十

四
万
九
千
円
に
満
た
な
い
と
き
は
、
三
十
四
万
九
千
円
）
か
ら
三
十
四
万
九
千
円
を
控
除
し
た
額
に
百
分
の
一

を
乗
じ
て
得
た
額
（
こ
の
額
に
一
円
未
満
の
端
数
が
あ
る
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
端
数
金
額
が
五
十
銭
未
満
で

あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
切
り
捨
て
、
そ
の
端
数
金
額
が
五
十
銭
以
上
で
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
一
円
に
切
り
上

げ
た
額
）
と
の
合
算
額
。
た
だ
し
、
高
額
療
養
費
多
数
回
該
当
の
場
合
に
あ
つ
て
は
、
四
万
六
千
五
百
円
と
す

る
。

五

前
項
第
五
号
に
掲
げ
る
者

九
万
七
千
二
百
円
と
、
第
八
条
第
四
項
に
規
定
す
る
合
算
し
た
額
に
係
る
療
養

に
つ
き
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
当
該
療
養
に
要
し
た
費
用
の
額
（
そ
の
額
が
三
十

二
万
四
千
円
に
満
た
な
い
と
き
は
、
三
十
二
万
四
千
円
）
か
ら
三
十
二
万
四
千
円
を
控
除
し
た
額
に
百
分
の
一

を
乗
じ
て
得
た
額
（
こ
の
額
に
一
円
未
満
の
端
数
が
あ
る
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
端
数
金
額
が
五
十
銭
未
満
で

あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
切
り
捨
て
、
そ
の
端
数
金
額
が
五
十
銭
以
上
で
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
一
円
に
切
り
上

げ
た
額
）
と
の
合
算
額
。
た
だ
し
、
高
額
療
養
費
多
数
回
該
当
の
場
合
に
あ
つ
て
は
、
四
万
六
千
五
百
円
と
す

る
。

第
九
条
第
四
項
第
一
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

二

前
項
第
二
号
に
掲
げ
る
者

十
五
万
千
五
百
円
と
、
第
八
条
第
四
項
に
規
定
す
る
合
算
し
た
額
に
係
る
療
養

に
つ
き
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
当
該
療
養
に
要
し
た
費
用
の
額
（
そ
の
額
が
五
十

万
五
千
円
に
満
た
な
い
と
き
は
、
五
十
万
五
千
円
）
か
ら
五
十
万
五
千
円
を
控
除
し
た
額
に
百
分
の
一
を
乗
じ

て
得
た
額
（
こ
の
額
に
一
円
未
満
の
端
数
が
あ
る
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
端
数
金
額
が
五
十
銭
未
満
で
あ
る
と

き
は
、
こ
れ
を
切
り
捨
て
、
そ
の
端
数
金
額
が
五
十
銭
以
上
で
あ
る
と
き
は
、こ
れ
を
一
円
に
切
り
上
げ
た
額
）

と
の
合
算
額
。
た
だ
し
、
高
額
療
養
費
多
数
回
該
当
の
場
合
に
あ
つ
て
は
、
七
万
五
十
円
と
す
る
。

第
九
条
第
五
項
第
一
号
中
「
第
三
項
第
一
号
」
を
「
第
三
項
第
十
号
又
は
第
十
一
号
」
に
、「
二
万
二
千
円
」を「
二

万
八
千
円
」
に
改
め
、
同
項
第
三
号
中
「
第
三
項
第
六
号
」
を
「
第
三
項
第
十
四
号
」
に
改
め
、
同
号
を
同
項
第
四

号
と
し
、
同
項
第
二
号
中
「
第
三
項
第
五
号
」
を
「
第
三
項
第
十
三
号
」
に
、「
一
万
千
円
」
を
「
一
万
三
千
円
」
に

改
め
、
同
号
を
同
項
第
三
号
と
し
、
同
項
第
一
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

二

第
三
項
第
十
二
号
に
掲
げ
る
者

二
万
二
千
円

第
九
条
第
七
項
第
一
号
中
「
ホ
ま
で
」
を
「
ワ
ま
で
」
に
改
め
、
同
号
イ
中
「
八
万
五
千
八
百
円
」
を
「
三
十
四

万
二
千
円
」
に
、「
四
万
二
千
九
百
円
」
を
「
十
七
万
千
円
」
に
、「
二
十
八
万
六
千
円
」
を
「
百
十
四
万
円
」
に
、「
十

四
万
三
千
円
」
を
「
五
十
七
万
円
」
に
改
め
、
同
号
イ
た
だ
し
書
中
「
四
万
四
千
四
百
円
」
を
「
十
四
万
百
円
」に
、

「
二
万
二
千
二
百
円
」
を
「
七
万
五
十
円
」
に
改
め
、
同
号
ホ
中
「
第
一
項
第
五
号
」
を
「
第
一
項
第
十
三
号
」
に

改
め
、
同
号
ホ
を
同
号
ワ
と
し
、
同
号
ニ
中
「
第
一
項
第
四
号
」
を
「
第
一
項
第
十
二
号
」
に
改
め
、
同
号
ニ
た
だ

し
書
中
「
四
万
四
千
四
百
円
」
を
「
三
万
四
千
五
百
円
」
に
、「
二
万
二
千
二
百
円
」
を
「
一
万
七
千
二
百
五
十
円
」

に
改
め
、
同
号
ニ
を
同
号
ヲ
と
し
、
同
号
ハ
中
「
第
一
項
第
三
号
」
を
「
第
一
項
第
六
号
」
に
、「
ハ
に
」
を「
ヘ
に
」

に
改
め
、
同
号
ハ
を
同
号
ヘ
と
し
、
同
号
ヘ
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

ト

第
一
項
第
七
号
に
掲
げ
る
者

十
一
万
四
百
円
（
七
十
五
歳
到
達
時
特
例
対
象
療
養
に
係
る
も
の
に
あ
つ

て
は
、
五
万
五
千
二
百
円
）
と
、
第
八
条
第
一
項
第
一
号
イ
か
ら
ヘ
ま
で
に
掲
げ
る
額
に
係
る
特
定
疾
病
給

付
対
象
療
養
に
つ
き
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
当
該
特
定
疾
病
給
付
対
象
療
養
に

要
し
た
費
用
の
額
（
そ
の
額
が
三
十
六
万
八
千
円
（
七
十
五
歳
到
達
時
特
例
対
象
療
養
に
係
る
も
の
に
あ
つ

て
は
、
十
八
万
四
千
円
。
以
下
こ
の
ト
に
お
い
て
同
じ
。）に
満
た
な
い
と
き
は
、
三
十
六
万
八
千
円
）
か
ら

三
十
六
万
八
千
円
を
控
除
し
た
額
に
百
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た
額
（
こ
の
額
に
一
円
未
満
の
端
数
が
あ
る
場

合
に
お
い
て
、
そ
の
端
数
金
額
が
五
十
銭
未
満
で
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
切
り
捨
て
、
そ
の
端
数
金
額
が
五

十
銭
以
上
で
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
一
円
に
切
り
上
げ
た
額
）
と
の
合
算
額
。
た
だ
し
、
特
定
疾
病
給
付
対

象
療
養
高
額
療
養
費
多
数
回
該
当
の
場
合
に
あ
つ
て
は
、
四
万
四
千
四
百
円
（
七
十
五
歳
到
達
時
特
例
対
象

療
養
に
係
る
も
の
に
あ
つ
て
は
、
二
万
二
千
二
百
円
）
と
す
る
。

チ

第
一
項
第
八
号
に
掲
げ
る
者

九
万
八
千
百
円
（
七
十
五
歳
到
達
時
特
例
対
象
療
養
に
係
る
も
の
に
あ
つ

て
は
、
四
万
九
千
五
十
円
）
と
、
第
八
条
第
一
項
第
一
号
イ
か
ら
ヘ
ま
で
に
掲
げ
る
額
に
係
る
特
定
疾
病
給

付
対
象
療
養
に
つ
き
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
当
該
特
定
疾
病
給
付
対
象
療
養
に

要
し
た
費
用
の
額
（
そ
の
額
が
三
十
二
万
七
千
円
（
七
十
五
歳
到
達
時
特
例
対
象
療
養
に
係
る
も
の
に
あ
つ

て
は
、
十
六
万
三
千
五
百
円
。
以
下
こ
の
チ
に
お
い
て
同
じ
。）に
満
た
な
い
と
き
は
、
三
十
二
万
七
千
円
）

か
ら
三
十
二
万
七
千
円
を
控
除
し
た
額
に
百
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た
額
（
こ
の
額
に
一
円
未
満
の
端
数
が
あ

る
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
端
数
金
額
が
五
十
銭
未
満
で
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
切
り
捨
て
、
そ
の
端
数
金
額

が
五
十
銭
以
上
で
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
一
円
に
切
り
上
げ
た
額
）
と
の
合
算
額
。
た
だ
し
、
特
定
疾
病
給

付
対
象
療
養
高
額
療
養
費
多
数
回
該
当
の
場
合
に
あ
つ
て
は
、
四
万
四
千
四
百
円
（
七
十
五
歳
到
達
時
特
例

対
象
療
養
に
係
る
も
の
に
あ
つ
て
は
、
二
万
二
千
二
百
円
）
と
す
る
。


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リ

第
一
項
第
九
号
に
掲
げ
る
者

八
万
五
千
八
百
円
（
七
十
五
歳
到
達
時
特
例
対
象
療
養
に
係
る
も
の
に
あ

つ
て
は
、
四
万
二
千
九
百
円
）
と
、
第
八
条
第
一
項
第
一
号
イ
か
ら
ヘ
ま
で
に
掲
げ
る
額
に
係
る
特
定
疾
病

給
付
対
象
療
養
に
つ
き
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
当
該
特
定
疾
病
給
付
対
象
療
養

に
要
し
た
費
用
の
額
（
そ
の
額
が
二
十
八
万
六
千
円
（
七
十
五
歳
到
達
時
特
例
対
象
療
養
に
係
る
も
の
に
あ

つ
て
は
、
十
四
万
三
千
円
。
以
下
こ
の
リ
に
お
い
て
同
じ
。）に
満
た
な
い
と
き
は
、
二
十
八
万
六
千
円
）
か

ら
二
十
八
万
六
千
円
を
控
除
し
た
額
に
百
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た
額
（
こ
の
額
に
一
円
未
満
の
端
数
が
あ
る

場
合
に
お
い
て
、
そ
の
端
数
金
額
が
五
十
銭
未
満
で
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
切
り
捨
て
、
そ
の
端
数
金
額
が

五
十
銭
以
上
で
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
一
円
に
切
り
上
げ
た
額
）
と
の
合
算
額
。
た
だ
し
、
特
定
疾
病
給
付

対
象
療
養
高
額
療
養
費
多
数
回
該
当
の
場
合
に
あ
つ
て
は
、
四
万
四
千
四
百
円
（
七
十
五
歳
到
達
時
特
例
対

象
療
養
に
係
る
も
の
に
あ
つ
て
は
、
二
万
二
千
二
百
円
）
と
す
る
。

ヌ

第
一
項
第
十
号
に
掲
げ
る
者

六
万
九
千
六
百
円
（
七
十
五
歳
到
達
時
特
例
対
象
療
養
に
係
る
も
の
に
あ

つ
て
は
、
三
万
四
千
八
百
円
）。
た
だ
し
、
特
定
疾
病
給
付
対
象
療
養
高
額
療
養
費
多
数
回
該
当
の
場
合
に

あ
つ
て
は
、
四
万
四
千
四
百
円
（
七
十
五
歳
到
達
時
特
例
対
象
療
養
に
係
る
も
の
に
あ
つ
て
は
、
二
万
二
千

二
百
円
）
と
す
る
。

ル

第
一
項
第
十
一
号
に
掲
げ
る
者

六
万
五
千
四
百
円
（
七
十
五
歳
到
達
時
特
例
対
象
療
養
に
係
る
も
の
に

あ
つ
て
は
、
三
万
二
千
七
百
円
）。
た
だ
し
、
特
定
疾
病
給
付
対
象
療
養
高
額
療
養
費
多
数
回
該
当
の
場
合

に
あ
つ
て
は
、
四
万
四
千
四
百
円
（
七
十
五
歳
到
達
時
特
例
対
象
療
養
に
係
る
も
の
に
あ
つ
て
は
、
二
万
二

千
二
百
円
）
と
す
る
。

第
九
条
第
七
項
第
二
号
中
「
ヘ
ま
で
に
掲
げ
る
者
」
を
「
カ
ま
で
に
掲
げ
る
者
」
に
、「
ヘ
ま
で
に
定
め
る
」を「
カ

ま
で
に
定
め
る
」
に
改
め
、
同
号
イ
中
「
六
万
千
五
百
円
」
を
「
三
十
四
万
二
千
円
」
に
、「
三
万
七
百
五
十
円
）」を

「
十
七
万
千
円
）
と
、
第
八
条
第
一
項
第
一
号
イ
か
ら
ヘ
ま
で
に
掲
げ
る
額
に
係
る
特
定
疾
病
給
付
対
象
療
養
に
つ

き
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
当
該
特
定
疾
病
給
付
対
象
療
養
に
要
し
た
費
用
の
額
（
そ
の

額
が
百
十
四
万
円
（
七
十
五
歳
到
達
時
特
例
対
象
療
養
に
係
る
も
の
に
あ
つ
て
は
、
五
十
七
万
円
。
以
下
こ
の
イ
に

お
い
て
同
じ
。）に
満
た
な
い
と
き
は
、
百
十
四
万
円
）
か
ら
百
十
四
万
円
を
控
除
し
た
額
に
百
分
の
一
を
乗
じ
て
得

た
額
（
こ
の
額
に
一
円
未
満
の
端
数
が
あ
る
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
端
数
金
額
が
五
十
銭
未
満
で
あ
る
と
き
は
、
こ

れ
を
切
り
捨
て
、
そ
の
端
数
金
額
が
五
十
銭
以
上
で
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
一
円
に
切
り
上
げ
た
額
）と
の
合
算
額
」

に
改
め
、
同
号
イ
た
だ
し
書
中
「
四
万
四
千
四
百
円
」
を
「
十
四
万
百
円
」
に
、「
二
万
二
千
二
百
円
」
を
「
七
万
五

十
円
」
に
改
め
、
同
号
ヘ
中
「
第
三
項
第
六
号
」
を
「
第
三
項
第
十
四
号
」
に
改
め
、
同
号
ヘ
を
同
号
カ
と
し
、
同

号
ホ
中
「
第
三
項
第
五
号
」
を
「
第
三
項
第
十
三
号
」
に
改
め
、
同
号
ホ
を
同
号
ワ
と
し
、
同
号
ニ
中
「
第
三
項
第

四
号
」
を
「
第
三
項
第
九
号
」
に
、「
ニ
に
」
を
「
リ
に
」
に
改
め
、
同
号
ニ
を
同
号
リ
と
し
、
同
号
リ
の
次
に
次
の

よ
う
に
加
え
る
。

ヌ

第
三
項
第
十
号
に
掲
げ
る
者

六
万
九
千
六
百
円
（
七
十
五
歳
到
達
時
特
例
対
象
療
養
に
係
る
も
の
に
あ

つ
て
は
、
三
万
四
千
八
百
円
）。
た
だ
し
、
特
定
疾
病
給
付
対
象
療
養
高
額
療
養
費
多
数
回
該
当
の
場
合
に

あ
つ
て
は
、
四
万
四
千
四
百
円
（
七
十
五
歳
到
達
時
特
例
対
象
療
養
に
係
る
も
の
に
あ
つ
て
は
、
二
万
二
千

二
百
円
）
と
す
る
。

ル

第
三
項
第
十
一
号
に
掲
げ
る
者

六
万
五
千
四
百
円
（
七
十
五
歳
到
達
時
特
例
対
象
療
養
に
係
る
も
の
に

あ
つ
て
は
、
三
万
二
千
七
百
円
）。
た
だ
し
、
特
定
疾
病
給
付
対
象
療
養
高
額
療
養
費
多
数
回
該
当
の
場
合

に
あ
つ
て
は
、
四
万
四
千
四
百
円
（
七
十
五
歳
到
達
時
特
例
対
象
療
養
に
係
る
も
の
に
あ
つ
て
は
、
二
万
二

千
二
百
円
）
と
す
る
。

ヲ

第
三
項
第
十
二
号
に
掲
げ
る
者

六
万
千
五
百
円
（
七
十
五
歳
到
達
時
特
例
対
象
療
養
に
係
る
も
の
に
あ

つ
て
は
、
三
万
七
百
五
十
円
）。
た
だ
し
、
特
定
疾
病
給
付
対
象
療
養
高
額
療
養
費
多
数
回
該
当
の
場
合
に

あ
つ
て
は
、
三
万
四
千
五
百
円
（
七
十
五
歳
到
達
時
特
例
対
象
療
養
に
係
る
も
の
に
あ
つ
て
は
、
一
万
七
千

二
百
五
十
円
）
と
す
る
。

第
九
条
第
七
項
第
二
号
ハ
中
「
第
三
項
第
三
号
」
を
「
第
三
項
第
六
号
」
に
、「
ハ
に
」
を
「
ヘ
に
」
に
改
め
、
同

号
ハ
を
同
号
ヘ
と
し
、
同
号
ヘ
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

ト

第
三
項
第
七
号
に
掲
げ
る
者

十
一
万
四
百
円
（
七
十
五
歳
到
達
時
特
例
対
象
療
養
に
係
る
も
の
に
あ
つ

て
は
、
五
万
五
千
二
百
円
）
と
、
第
八
条
第
一
項
第
一
号
イ
か
ら
ヘ
ま
で
に
掲
げ
る
額
に
係
る
特
定
疾
病
給

付
対
象
療
養
に
つ
き
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
当
該
特
定
疾
病
給
付
対
象
療
養
に

要
し
た
費
用
の
額
（
そ
の
額
が
三
十
六
万
八
千
円
（
七
十
五
歳
到
達
時
特
例
対
象
療
養
に
係
る
も
の
に
あ
つ

て
は
、
十
八
万
四
千
円
。
以
下
こ
の
ト
に
お
い
て
同
じ
。）に
満
た
な
い
と
き
は
、
三
十
六
万
八
千
円
）
か
ら

三
十
六
万
八
千
円
を
控
除
し
た
額
に
百
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た
額
（
こ
の
額
に
一
円
未
満
の
端
数
が
あ
る
場

合
に
お
い
て
、
そ
の
端
数
金
額
が
五
十
銭
未
満
で
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
切
り
捨
て
、
そ
の
端
数
金
額
が
五

十
銭
以
上
で
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
一
円
に
切
り
上
げ
た
額
）
と
の
合
算
額
。
た
だ
し
、
特
定
疾
病
給
付
対

象
療
養
高
額
療
養
費
多
数
回
該
当
の
場
合
に
あ
つ
て
は
、
四
万
四
千
四
百
円
（
七
十
五
歳
到
達
時
特
例
対
象

療
養
に
係
る
も
の
に
あ
つ
て
は
、
二
万
二
千
二
百
円
）
と
す
る
。

第
九
条
第
七
項
第
一
号
ロ
中
「
第
一
項
第
二
号
」
を
「
第
一
項
第
三
号
」
に
、「
ロ
に
」
を
「
ハ
に
」
に
改
め
、
同

号
ロ
を
同
号
ハ
と
し
、
同
号
ハ
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

ニ

第
一
項
第
四
号
に
掲
げ
る
者

二
十
万
九
千
四
百
円
（
七
十
五
歳
到
達
時
特
例
対
象
療
養
に
係
る
も
の
に

あ
つ
て
は
、
十
万
四
千
七
百
円
）
と
、
第
八
条
第
一
項
第
一
号
イ
か
ら
ヘ
ま
で
に
掲
げ
る
額
に
係
る
特
定
疾

病
給
付
対
象
療
養
に
つ
き
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
当
該
特
定
疾
病
給
付
対
象
療

養
に
要
し
た
費
用
の
額
（
そ
の
額
が
六
十
九
万
八
千
円
（
七
十
五
歳
到
達
時
特
例
対
象
療
養
に
係
る
も
の
に

あ
つ
て
は
、
三
十
四
万
九
千
円
。
以
下
こ
の
ニ
に
お
い
て
同
じ
。）に
満
た
な
い
と
き
は
、六
十
九
万
八
千
円
）

か
ら
六
十
九
万
八
千
円
を
控
除
し
た
額
に
百
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た
額
（
こ
の
額
に
一
円
未
満
の
端
数
が
あ

る
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
端
数
金
額
が
五
十
銭
未
満
で
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
切
り
捨
て
、
そ
の
端
数
金
額

が
五
十
銭
以
上
で
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
一
円
に
切
り
上
げ
た
額
）
と
の
合
算
額
。
た
だ
し
、
特
定
疾
病
給

付
対
象
療
養
高
額
療
養
費
多
数
回
該
当
の
場
合
に
あ
つ
て
は
、
九
万
三
千
円
（
七
十
五
歳
到
達
時
特
例
対
象

療
養
に
係
る
も
の
に
あ
つ
て
は
、
四
万
六
千
五
百
円
）
と
す
る
。

ホ

第
一
項
第
五
号
に
掲
げ
る
者

十
九
万
四
千
四
百
円
（
七
十
五
歳
到
達
時
特
例
対
象
療
養
に
係
る
も
の
に

あ
つ
て
は
、
九
万
七
千
二
百
円
）
と
、
第
八
条
第
一
項
第
一
号
イ
か
ら
ヘ
ま
で
に
掲
げ
る
額
に
係
る
特
定
疾

病
給
付
対
象
療
養
に
つ
き
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
当
該
特
定
疾
病
給
付
対
象
療

養
に
要
し
た
費
用
の
額
（
そ
の
額
が
六
十
四
万
八
千
円
（
七
十
五
歳
到
達
時
特
例
対
象
療
養
に
係
る
も
の
に

あ
つ
て
は
、
三
十
二
万
四
千
円
。
以
下
こ
の
ホ
に
お
い
て
同
じ
。）に
満
た
な
い
と
き
は
、六
十
四
万
八
千
円
）

か
ら
六
十
四
万
八
千
円
を
控
除
し
た
額
に
百
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た
額
（
こ
の
額
に
一
円
未
満
の
端
数
が
あ

る
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
端
数
金
額
が
五
十
銭
未
満
で
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
切
り
捨
て
、
そ
の
端
数
金
額

が
五
十
銭
以
上
で
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
一
円
に
切
り
上
げ
た
額
）
と
の
合
算
額
。
た
だ
し
、
特
定
疾
病
給

付
対
象
療
養
高
額
療
養
費
多
数
回
該
当
の
場
合
に
あ
つ
て
は
、
九
万
三
千
円
（
七
十
五
歳
到
達
時
特
例
対
象

療
養
に
係
る
も
の
に
あ
つ
て
は
、
四
万
六
千
五
百
円
）
と
す
る
。

第
九
条
第
七
項
第
一
号
イ
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

ロ

第
一
項
第
二
号
に
掲
げ
る
者

三
十
万
三
千
円
（
七
十
五
歳
到
達
時
特
例
対
象
療
養
に
係
る
も
の
に
あ
つ

て
は
、
十
五
万
千
五
百
円
）
と
、
第
八
条
第
一
項
第
一
号
イ
か
ら
ヘ
ま
で
に
掲
げ
る
額
に
係
る
特
定
疾
病
給

付
対
象
療
養
に
つ
き
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
当
該
特
定
疾
病
給
付
対
象
療
養
に

要
し
た
費
用
の
額
（
そ
の
額
が
百
一
万
円
（
七
十
五
歳
到
達
時
特
例
対
象
療
養
に
係
る
も
の
に
あ
つ
て
は
、

五
十
万
五
千
円
。
以
下
こ
の
ロ
に
お
い
て
同
じ
。）に
満
た
な
い
と
き
は
、
百
一
万
円
）
か
ら
百
一
万
円
を
控

除
し
た
額
に
百
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た
額
（
こ
の
額
に
一
円
未
満
の
端
数
が
あ
る
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
端

数
金
額
が
五
十
銭
未
満
で
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
切
り
捨
て
、
そ
の
端
数
金
額
が
五
十
銭
以
上
で
あ
る
と
き

は
、
こ
れ
を
一
円
に
切
り
上
げ
た
額
）
と
の
合
算
額
。
た
だ
し
、
特
定
疾
病
給
付
対
象
療
養
高
額
療
養
費
多

数
回
該
当
の
場
合
に
あ
つ
て
は
、
十
四
万
百
円
（
七
十
五
歳
到
達
時
特
例
対
象
療
養
に
係
る
も
の
に
あ
つ
て

は
、
七
万
五
十
円
）
と
す
る
。


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チ

第
三
項
第
八
号
に
掲
げ
る
者

九
万
八
千
百
円
（
七
十
五
歳
到
達
時
特
例
対
象
療
養
に
係
る
も
の
に
あ
つ

て
は
、
四
万
九
千
五
十
円
）
と
、
第
八
条
第
一
項
第
一
号
イ
か
ら
ヘ
ま
で
に
掲
げ
る
額
に
係
る
特
定
疾
病
給

付
対
象
療
養
に
つ
き
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
当
該
特
定
疾
病
給
付
対
象
療
養
に

要
し
た
費
用
の
額
（
そ
の
額
が
三
十
二
万
七
千
円
（
七
十
五
歳
到
達
時
特
例
対
象
療
養
に
係
る
も
の
に
あ
つ

て
は
、
十
六
万
三
千
五
百
円
。
以
下
こ
の
チ
に
お
い
て
同
じ
。）に
満
た
な
い
と
き
は
、
三
十
二
万
七
千
円
）

か
ら
三
十
二
万
七
千
円
を
控
除
し
た
額
に
百
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た
額
（
こ
の
額
に
一
円
未
満
の
端
数
が
あ

る
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
端
数
金
額
が
五
十
銭
未
満
で
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
切
り
捨
て
、
そ
の
端
数
金
額

が
五
十
銭
以
上
で
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
一
円
に
切
り
上
げ
た
額
）
と
の
合
算
額
。
た
だ
し
、
特
定
疾
病
給

付
対
象
療
養
高
額
療
養
費
多
数
回
該
当
の
場
合
に
あ
つ
て
は
、
四
万
四
千
四
百
円
（
七
十
五
歳
到
達
時
特
例

対
象
療
養
に
係
る
も
の
に
あ
つ
て
は
、
二
万
二
千
二
百
円
）
と
す
る
。

第
九
条
第
十
二
項
第
一
号
中
「
第
五
号
」
を
「
第
六
号
」
に
改
め
、
同
項
中
第
五
号
を
第
六
号
と
し
、
同
項
第
四

号
中
「
前
二
号
」
を
「
第
二
号
、
第
三
号
」
に
改
め
、
同
号
を
同
項
第
五
号
と
し
、
同
項
第
三
号
の
次
に
次
の
一
号

を
加
え
る
。

四

基
準
日
の
属
す
る
月
の
標
準
報
酬
月
額
が
十
六
万
円
未
満
の
被
保
険
者
（
次
号
又
は
第
六
号
に
掲
げ
る
者
を

除
く
。）
四
十
一
万
円

第
十
条
第
一
項
第
一
号
中
「
ホ
ま
で
」
を
「
ワ
ま
で
」
に
改
め
、
同
号
イ
中
「
八
万
五
千
八
百
円
」
を
「
三
十
四

万
二
千
円
」
に
、「
二
十
八
万
六
千
円
」
を
「
百
十
四
万
円
」
に
改
め
、
同
号
イ
た
だ
し
書
中
「
四
万
四
千
四
百
円
」

を
「
十
四
万
百
円
」
に
改
め
、
同
号
ホ
中
「
前
条
第
一
項
第
五
号
」
を
「
前
条
第
一
項
第
十
三
号
」
に
改
め
、
同
号

ホ
を
同
号
ワ
と
し
、
同
号
ニ
中
「
前
条
第
一
項
第
四
号
」
を
「
前
条
第
一
項
第
十
二
号
」
に
改
め
、
同
号
ニ
た
だ
し

書
中
「
四
万
四
千
四
百
円
」
を
「
三
万
四
千
五
百
円
」
に
改
め
、
同
号
ニ
を
同
号
ヲ
と
し
、
同
号
ハ
中
「
前
条
第
一

項
第
三
号
」
を
「
前
条
第
一
項
第
六
号
」
に
改
め
、
同
号
ハ
を
同
号
ヘ
と
し
、同
号
ヘ
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

ト

前
条
第
一
項
第
七
号
に
掲
げ
る
者
に
該
当
し
て
い
る
こ
と
に
つ
き
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ

り
協
会
の
認
定
を
受
け
て
い
る
者

十
一
万
四
百
円
と
、
当
該
療
養
に
つ
き
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ

ろ
に
よ
り
算
定
し
た
当
該
療
養
に
要
し
た
費
用
の
額
（
そ
の
額
が
三
十
六
万
八
千
円
に
満
た
な
い
と
き
は
、

三
十
六
万
八
千
円
）
か
ら
三
十
六
万
八
千
円
を
控
除
し
た
額
に
百
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た
額
（
こ
の
額
に
一

円
未
満
の
端
数
が
あ
る
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
端
数
金
額
が
五
十
銭
未
満
で
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
切
り
捨

て
、
そ
の
端
数
金
額
が
五
十
銭
以
上
で
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
一
円
に
切
り
上
げ
た
額
）
と
の
合
算
額
。
た

だ
し
、
高
額
療
養
費
多
数
回
該
当
の
場
合
に
あ
つ
て
は
、
四
万
四
千
四
百
円
と
す
る
。

チ

前
条
第
一
項
第
八
号
に
掲
げ
る
者
に
該
当
し
て
い
る
こ
と
に
つ
き
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ

り
協
会
の
認
定
を
受
け
て
い
る
者

九
万
八
千
百
円
と
、
当
該
療
養
に
つ
き
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ

ろ
に
よ
り
算
定
し
た
当
該
療
養
に
要
し
た
費
用
の
額
（
そ
の
額
が
三
十
二
万
七
千
円
に
満
た
な
い
と
き
は
、

三
十
二
万
七
千
円
）
か
ら
三
十
二
万
七
千
円
を
控
除
し
た
額
に
百
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た
額
（
こ
の
額
に
一

円
未
満
の
端
数
が
あ
る
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
端
数
金
額
が
五
十
銭
未
満
で
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
切
り
捨

て
、
そ
の
端
数
金
額
が
五
十
銭
以
上
で
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
一
円
に
切
り
上
げ
た
額
）
と
の
合
算
額
。
た

だ
し
、
高
額
療
養
費
多
数
回
該
当
の
場
合
に
あ
つ
て
は
、
四
万
四
千
四
百
円
と
す
る
。

リ

前
条
第
一
項
第
九
号
に
掲
げ
る
者
に
該
当
し
て
い
る
こ
と
に
つ
き
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ

り
協
会
の
認
定
を
受
け
て
い
る
者

八
万
五
千
八
百
円
と
、
当
該
療
養
に
つ
き
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と

こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
当
該
療
養
に
要
し
た
費
用
の
額（
そ
の
額
が
二
十
八
万
六
千
円
に
満
た
な
い
と
き
は
、

二
十
八
万
六
千
円
）
か
ら
二
十
八
万
六
千
円
を
控
除
し
た
額
に
百
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た
額
（
こ
の
額
に
一

円
未
満
の
端
数
が
あ
る
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
端
数
金
額
が
五
十
銭
未
満
で
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
切
り
捨

て
、
そ
の
端
数
金
額
が
五
十
銭
以
上
で
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
一
円
に
切
り
上
げ
た
額
）
と
の
合
算
額
。
た

だ
し
、
高
額
療
養
費
多
数
回
該
当
の
場
合
に
あ
つ
て
は
、
四
万
四
千
四
百
円
と
す
る
。

ヌ

前
条
第
一
項
第
十
号
に
掲
げ
る
者
に
該
当
し
て
い
る
こ
と
に
つ
き
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ

り
協
会
の
認
定
を
受
け
て
い
る
者

六
万
九
千
六
百
円
。
た
だ
し
、
高
額
療
養
費
多
数
回
該
当
の
場
合
に
あ

つ
て
は
、
四
万
四
千
四
百
円
と
す
る
。

ル

前
条
第
一
項
第
十
一
号
に
掲
げ
る
者
に
該
当
し
て
い
る
こ
と
に
つ
き
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に

よ
り
協
会
の
認
定
を
受
け
て
い
る
者

六
万
五
千
四
百
円
。
た
だ
し
、
高
額
療
養
費
多
数
回
該
当
の
場
合
に

あ
つ
て
は
、
四
万
四
千
四
百
円
と
す
る
。

第
九
条
第
七
項
第
二
号
ロ
中
「
第
三
項
第
二
号
」
を
「
第
三
項
第
三
号
」
に
、「
ロ
に
」
を
「
ハ
に
」
に
改
め
、
同

号
ロ
を
同
号
ハ
と
し
、
同
号
ハ
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

ニ

第
三
項
第
四
号
に
掲
げ
る
者

二
十
万
九
千
四
百
円
（
七
十
五
歳
到
達
時
特
例
対
象
療
養
に
係
る
も
の
に

あ
つ
て
は
、
十
万
四
千
七
百
円
）
と
、
第
八
条
第
一
項
第
一
号
イ
か
ら
ヘ
ま
で
に
掲
げ
る
額
に
係
る
特
定
疾

病
給
付
対
象
療
養
に
つ
き
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
当
該
特
定
疾
病
給
付
対
象
療

養
に
要
し
た
費
用
の
額
（
そ
の
額
が
六
十
九
万
八
千
円
（
七
十
五
歳
到
達
時
特
例
対
象
療
養
に
係
る
も
の
に

あ
つ
て
は
、
三
十
四
万
九
千
円
。
以
下
こ
の
ニ
に
お
い
て
同
じ
。）に
満
た
な
い
と
き
は
、六
十
九
万
八
千
円
）

か
ら
六
十
九
万
八
千
円
を
控
除
し
た
額
に
百
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た
額
（
こ
の
額
に
一
円
未
満
の
端
数
が
あ

る
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
端
数
金
額
が
五
十
銭
未
満
で
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
切
り
捨
て
、
そ
の
端
数
金
額

が
五
十
銭
以
上
で
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
一
円
に
切
り
上
げ
た
額
）
と
の
合
算
額
。
た
だ
し
、
特
定
疾
病
給

付
対
象
療
養
高
額
療
養
費
多
数
回
該
当
の
場
合
に
あ
つ
て
は
、
九
万
三
千
円
（
七
十
五
歳
到
達
時
特
例
対
象

療
養
に
係
る
も
の
に
あ
つ
て
は
、
四
万
六
千
五
百
円
）
と
す
る
。

ホ

第
三
項
第
五
号
に
掲
げ
る
者

十
九
万
四
千
四
百
円
（
七
十
五
歳
到
達
時
特
例
対
象
療
養
に
係
る
も
の
に

あ
つ
て
は
、
九
万
七
千
二
百
円
）
と
、
第
八
条
第
一
項
第
一
号
イ
か
ら
ヘ
ま
で
に
掲
げ
る
額
に
係
る
特
定
疾

病
給
付
対
象
療
養
に
つ
き
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
当
該
特
定
疾
病
給
付
対
象
療

養
に
要
し
た
費
用
の
額
（
そ
の
額
が
六
十
四
万
八
千
円
（
七
十
五
歳
到
達
時
特
例
対
象
療
養
に
係
る
も
の
に

あ
つ
て
は
、
三
十
二
万
四
千
円
。
以
下
こ
の
ホ
に
お
い
て
同
じ
。）に
満
た
な
い
と
き
は
、六
十
四
万
八
千
円
）

か
ら
六
十
四
万
八
千
円
を
控
除
し
た
額
に
百
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た
額
（
こ
の
額
に
一
円
未
満
の
端
数
が
あ

る
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
端
数
金
額
が
五
十
銭
未
満
で
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
切
り
捨
て
、
そ
の
端
数
金
額

が
五
十
銭
以
上
で
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
一
円
に
切
り
上
げ
た
額
）
と
の
合
算
額
。
た
だ
し
、
特
定
疾
病
給

付
対
象
療
養
高
額
療
養
費
多
数
回
該
当
の
場
合
に
あ
つ
て
は
、
九
万
三
千
円
（
七
十
五
歳
到
達
時
特
例
対
象

療
養
に
係
る
も
の
に
あ
つ
て
は
、
四
万
六
千
五
百
円
）
と
す
る
。

第
九
条
第
七
項
第
二
号
イ
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

ロ

第
三
項
第
二
号
に
掲
げ
る
者

三
十
万
三
千
円
（
七
十
五
歳
到
達
時
特
例
対
象
療
養
に
係
る
も
の
に
あ
つ

て
は
、
十
五
万
千
五
百
円
）
と
、
第
八
条
第
一
項
第
一
号
イ
か
ら
ヘ
ま
で
に
掲
げ
る
額
に
係
る
特
定
疾
病
給

付
対
象
療
養
に
つ
き
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
当
該
特
定
疾
病
給
付
対
象
療
養
に

要
し
た
費
用
の
額
（
そ
の
額
が
百
一
万
円
（
七
十
五
歳
到
達
時
特
例
対
象
療
養
に
係
る
も
の
に
あ
つ
て
は
、

五
十
万
五
千
円
。
以
下
こ
の
ロ
に
お
い
て
同
じ
。）に
満
た
な
い
と
き
は
、
百
一
万
円
）
か
ら
百
一
万
円
を
控

除
し
た
額
に
百
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た
額
（
こ
の
額
に
一
円
未
満
の
端
数
が
あ
る
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
端

数
金
額
が
五
十
銭
未
満
で
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
切
り
捨
て
、
そ
の
端
数
金
額
が
五
十
銭
以
上
で
あ
る
と
き

は
、
こ
れ
を
一
円
に
切
り
上
げ
た
額
）
と
の
合
算
額
。
た
だ
し
、
特
定
疾
病
給
付
対
象
療
養
高
額
療
養
費
多

数
回
該
当
の
場
合
に
あ
つ
て
は
、
十
四
万
百
円
（
七
十
五
歳
到
達
時
特
例
対
象
療
養
に
係
る
も
の
に
あ
つ
て

は
、
七
万
五
十
円
）
と
す
る
。

第
九
条
第
七
項
第
三
号
中
「
ハ
ま
で
」
を
「
ニ
ま
で
」
に
改
め
、
同
号
イ
中
「
第
三
項
第
一
号
」
を
「
第
三
項
第

十
号
又
は
第
十
一
号
」
に
、「
二
万
二
千
円
」
を
「
二
万
八
千
円
」
に
改
め
、
同
号
ハ
中
「
第
三
項
第
六
号
」
を
「
第

三
項
第
十
四
号
」
に
改
め
、
同
号
ハ
を
同
号
ニ
と
し
、
同
号
ロ
中
「
第
三
項
第
五
号
」
を
「
第
三
項
第
十
三
号
」に
、

「
一
万
千
円
」
を
「
一
万
三
千
円
」
に
改
め
、
同
号
ロ
を
同
号
ハ
と
し
、
同
号
イ
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

ロ

第
三
項
第
十
二
号
に
掲
げ
る
者

二
万
二
千
円

第
九
条
第
九
項
第
二
号
中
「
第
一
項
第
二
号
又
は
第
三
号
」
を
「
第
一
項
第
一
号
か
ら
第
六
号
ま
で
」
に
改
め
、

同
条
第
十
一
項
第
一
号
中
「
第
四
号
」
を
「
第
五
号
」
に
改
め
、
同
項
第
四
号
中
「
次
項
第
四
号
」
を
「
次
項
第
五

号
」
に
、「
前
二
号
」
を
「
第
二
号
又
は
第
三
号
」
に
改
め
、
同
号
を
同
項
第
五
号
と
し
、
同
項
第
三
号
の
次
に
次
の

一
号
を
加
え
る
。

四

基
準
日
の
属
す
る
月
の
標
準
報
酬
月
額
が
十
六
万
円
未
満
の
被
保
険
者
（
次
号
に
掲
げ
る
者
を
除
く
。）
四

十
一
万
円


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第
十
条
第
一
項
第
一
号
ロ
中
「
前
条
第
一
項
第
二
号
」
を
「
前
条
第
一
項
第
三
号
」
に
改
め
、
同
号
ロ
を
同
号
ハ

と
し
、
同
号
ハ
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

ニ

前
条
第
一
項
第
四
号
に
掲
げ
る
者
に
該
当
し
て
い
る
こ
と
に
つ
き
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ

り
協
会
の
認
定
を
受
け
て
い
る
者

二
十
万
九
千
四
百
円
と
、
当
該
療
養
に
つ
き
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る

と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
当
該
療
養
に
要
し
た
費
用
の
額
（
そ
の
額
が
六
十
九
万
八
千
円
に
満
た
な
い
と
き

は
、
六
十
九
万
八
千
円
）
か
ら
六
十
九
万
八
千
円
を
控
除
し
た
額
に
百
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た
額
（
こ
の
額

に
一
円
未
満
の
端
数
が
あ
る
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
端
数
金
額
が
五
十
銭
未
満
で
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
切

り
捨
て
、
そ
の
端
数
金
額
が
五
十
銭
以
上
で
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
一
円
に
切
り
上
げ
た
額
）と
の
合
算
額
。

た
だ
し
、
高
額
療
養
費
多
数
回
該
当
の
場
合
に
あ
つ
て
は
、
九
万
三
千
円
と
す
る
。

ホ

前
条
第
一
項
第
五
号
に
掲
げ
る
者
に
該
当
し
て
い
る
こ
と
に
つ
き
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ

り
協
会
の
認
定
を
受
け
て
い
る
者

十
九
万
四
千
四
百
円
と
、
当
該
療
養
に
つ
き
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る

と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
当
該
療
養
に
要
し
た
費
用
の
額
（
そ
の
額
が
六
十
四
万
八
千
円
に
満
た
な
い
と
き

は
、
六
十
四
万
八
千
円
）
か
ら
六
十
四
万
八
千
円
を
控
除
し
た
額
に
百
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た
額
（
こ
の
額

に
一
円
未
満
の
端
数
が
あ
る
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
端
数
金
額
が
五
十
銭
未
満
で
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
切

り
捨
て
、
そ
の
端
数
金
額
が
五
十
銭
以
上
で
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
一
円
に
切
り
上
げ
た
額
）と
の
合
算
額
。

た
だ
し
、
高
額
療
養
費
多
数
回
該
当
の
場
合
に
あ
つ
て
は
、
九
万
三
千
円
と
す
る
。

第
十
条
第
一
項
第
一
号
イ
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

ロ

前
条
第
一
項
第
二
号
に
掲
げ
る
者
に
該
当
し
て
い
る
こ
と
に
つ
き
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ

り
協
会
の
認
定
を
受
け
て
い
る
者

三
十
万
三
千
円
と
、
当
該
療
養
に
つ
き
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ

ろ
に
よ
り
算
定
し
た
当
該
療
養
に
要
し
た
費
用
の
額
（
そ
の
額
が
百
一
万
円
に
満
た
な
い
と
き
は
、
百
一
万

円
）
か
ら
百
一
万
円
を
控
除
し
た
額
に
百
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た
額
（
こ
の
額
に
一
円
未
満
の
端
数
が
あ
る

場
合
に
お
い
て
、
そ
の
端
数
金
額
が
五
十
銭
未
満
で
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
切
り
捨
て
、
そ
の
端
数
金
額
が

五
十
銭
以
上
で
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
一
円
に
切
り
上
げ
た
額
）
と
の
合
算
額
。
た
だ
し
、
高
額
療
養
費
多

数
回
該
当
の
場
合
に
あ
つ
て
は
、
十
四
万
百
円
と
す
る
。

第
十
条
第
一
項
第
二
号
中
「
イ
か
ら
ヘ
ま
で
」
を
「
イ
か
ら
カ
ま
で
」
に
改
め
、
同
号
イ
中
「
ロ
か
ら
ヘ
ま
で
に

掲
げ
る
者
以
外
の
」
を
「
前
条
第
三
項
第
一
号
に
掲
げ
る
」
に
、「
六
万
千
五
百
円
」
を
「
三
十
四
万
二
千
円
と
、
当

該
療
養
に
つ
き
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
当
該
療
養
に
要
し
た
費
用
の
額
（
そ
の
額
が
百

十
四
万
円
に
満
た
な
い
と
き
は
、
百
十
四
万
円
）
か
ら
百
十
四
万
円
を
控
除
し
た
額
に
百
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た
額

（
こ
の
額
に
一
円
未
満
の
端
数
が
あ
る
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
端
数
金
額
が
五
十
銭
未
満
で
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を

切
り
捨
て
、
そ
の
端
数
金
額
が
五
十
銭
以
上
で
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
一
円
に
切
り
上
げ
た
額
）
と
の
合
算
額
」
に

改
め
、
同
号
イ
た
だ
し
書
中
「
四
万
四
千
四
百
円
」
を
「
十
四
万
百
円
」
に
改
め
、
同
号
ヘ
中
「
前
条
第
三
項
第
六

号
」
を
「
前
条
第
三
項
第
十
四
号
」
に
改
め
、
同
号
ヘ
を
同
号
カ
と
し
、
同
号
ホ
中
「
前
条
第
三
項
第
五
号
」を「
前

条
第
三
項
第
十
三
号
」
に
改
め
、
同
号
ホ
を
同
号
ワ
と
し
、
同
号
ニ
中
「
前
条
第
三
項
第
四
号
」
を
「
前
条
第
三
項

第
九
号
」
に
改
め
、
同
号
ニ
を
同
号
リ
と
し
、
同
号
リ
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

ヌ

前
条
第
三
項
第
十
号
に
掲
げ
る
者

六
万
九
千
六
百
円
。
た
だ
し
、
高
額
療
養
費
多
数
回
該
当
の
場
合
に

あ
つ
て
は
、
四
万
四
千
四
百
円
と
す
る
。

ル

前
条
第
三
項
第
十
一
号
に
掲
げ
る
者
に
該
当
し
て
い
る
こ
と
に
つ
き
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に

よ
り
協
会
の
認
定
を
受
け
て
い
る
者

六
万
五
千
四
百
円
。
た
だ
し
、
高
額
療
養
費
多
数
回
該
当
の
場
合
に

あ
つ
て
は
、
四
万
四
千
四
百
円
と
す
る
。

ヲ

前
条
第
三
項
第
十
二
号
に
掲
げ
る
者
に
該
当
し
て
い
る
こ
と
に
つ
き
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に

よ
り
協
会
の
認
定
を
受
け
て
い
る
者

六
万
千
五
百
円
。
た
だ
し
、
高
額
療
養
費
多
数
回
該
当
の
場
合
に
あ

つ
て
は
、
三
万
四
千
五
百
円
と
す
る
。

第
十
条
第
一
項
第
二
号
ハ
中
「
前
条
第
三
項
第
三
号
」
を
「
前
条
第
三
項
第
六
号
」
に
改
め
、
同
号
ハ
を
同
号
ヘ

と
し
、
同
号
ヘ
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

ト

前
条
第
三
項
第
七
号
に
掲
げ
る
者
に
該
当
し
て
い
る
こ
と
に
つ
き
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ

り
協
会
の
認
定
を
受
け
て
い
る
者

十
一
万
四
百
円
と
、
当
該
療
養
に
つ
き
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ

ろ
に
よ
り
算
定
し
た
当
該
療
養
に
要
し
た
費
用
の
額
（
そ
の
額
が
三
十
六
万
八
千
円
に
満
た
な
い
と
き
は
、

三
十
六
万
八
千
円
）
か
ら
三
十
六
万
八
千
円
を
控
除
し
た
額
に
百
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た
額
（
こ
の
額
に
一

円
未
満
の
端
数
が
あ
る
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
端
数
金
額
が
五
十
銭
未
満
で
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
切
り
捨

て
、
そ
の
端
数
金
額
が
五
十
銭
以
上
で
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
一
円
に
切
り
上
げ
た
額
）
と
の
合
算
額
。
た

だ
し
、
高
額
療
養
費
多
数
回
該
当
の
場
合
に
あ
つ
て
は
、
四
万
四
千
四
百
円
と
す
る
。

チ

前
条
第
三
項
第
八
号
に
掲
げ
る
者
に
該
当
し
て
い
る
こ
と
に
つ
き
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ

り
協
会
の
認
定
を
受
け
て
い
る
者

九
万
八
千
百
円
と
、
当
該
療
養
に
つ
き
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ

ろ
に
よ
り
算
定
し
た
当
該
療
養
に
要
し
た
費
用
の
額
（
そ
の
額
が
三
十
二
万
七
千
円
に
満
た
な
い
と
き
は
、

三
十
二
万
七
千
円
）
か
ら
三
十
二
万
七
千
円
を
控
除
し
た
額
に
百
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た
額
（
こ
の
額
に
一

円
未
満
の
端
数
が
あ
る
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
端
数
金
額
が
五
十
銭
未
満
で
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
切
り
捨

て
、
そ
の
端
数
金
額
が
五
十
銭
以
上
で
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
一
円
に
切
り
上
げ
た
額
）
と
の
合
算
額
。
た

だ
し
、
高
額
療
養
費
多
数
回
該
当
の
場
合
に
あ
つ
て
は
、
四
万
四
千
四
百
円
と
す
る
。

第
十
条
第
一
項
第
二
号
ロ
中
「
前
条
第
三
項
第
二
号
に
掲
げ
る
」
を
「
前
条
第
三
項
第
三
号
に
掲
げ
る
者
に
該
当

し
て
い
る
こ
と
に
つ
き
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
協
会
の
認
定
を
受
け
て
い
る
」
に
改
め
、
同
号
ロ

を
同
号
ハ
と
し
、
同
号
ハ
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

ニ

前
条
第
三
項
第
四
号
に
掲
げ
る
者
に
該
当
し
て
い
る
こ
と
に
つ
き
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ

り
協
会
の
認
定
を
受
け
て
い
る
者

二
十
万
九
千
四
百
円
と
、
当
該
療
養
に
つ
き
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る

と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
当
該
療
養
に
要
し
た
費
用
の
額
（
そ
の
額
が
六
十
九
万
八
千
円
に
満
た
な
い
と
き

は
、
六
十
九
万
八
千
円
）
か
ら
六
十
九
万
八
千
円
を
控
除
し
た
額
に
百
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た
額
（
こ
の
額

に
一
円
未
満
の
端
数
が
あ
る
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
端
数
金
額
が
五
十
銭
未
満
で
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
切

り
捨
て
、
そ
の
端
数
金
額
が
五
十
銭
以
上
で
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
一
円
に
切
り
上
げ
た
額
）と
の
合
算
額
。

た
だ
し
、
高
額
療
養
費
多
数
回
該
当
の
場
合
に
あ
つ
て
は
、
九
万
三
千
円
と
す
る
。

ホ

前
条
第
三
項
第
五
号
に
掲
げ
る
者
に
該
当
し
て
い
る
こ
と
に
つ
き
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ

り
協
会
の
認
定
を
受
け
て
い
る
者

十
九
万
四
千
四
百
円
と
、
当
該
療
養
に
つ
き
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る

と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
当
該
療
養
に
要
し
た
費
用
の
額
（
そ
の
額
が
六
十
四
万
八
千
円
に
満
た
な
い
と
き

は
、
六
十
四
万
八
千
円
）
か
ら
六
十
四
万
八
千
円
を
控
除
し
た
額
に
百
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た
額
（
こ
の
額

に
一
円
未
満
の
端
数
が
あ
る
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
端
数
金
額
が
五
十
銭
未
満
で
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
切

り
捨
て
、
そ
の
端
数
金
額
が
五
十
銭
以
上
で
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
一
円
に
切
り
上
げ
た
額
）と
の
合
算
額
。

た
だ
し
、
高
額
療
養
費
多
数
回
該
当
の
場
合
に
あ
つ
て
は
、
九
万
三
千
円
と
す
る
。

第
十
条
第
一
項
第
二
号
イ
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

ロ

前
条
第
三
項
第
二
号
に
掲
げ
る
者
に
該
当
し
て
い
る
こ
と
に
つ
き
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ

り
協
会
の
認
定
を
受
け
て
い
る
者

三
十
万
三
千
円
と
、
当
該
療
養
に
つ
き
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ

ろ
に
よ
り
算
定
し
た
当
該
療
養
に
要
し
た
費
用
の
額
（
そ
の
額
が
百
一
万
円
に
満
た
な
い
と
き
は
、
百
一
万

円
）
か
ら
百
一
万
円
を
控
除
し
た
額
に
百
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た
額
（
こ
の
額
に
一
円
未
満
の
端
数
が
あ
る

場
合
に
お
い
て
、
そ
の
端
数
金
額
が
五
十
銭
未
満
で
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
切
り
捨
て
、
そ
の
端
数
金
額
が

五
十
銭
以
上
で
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
一
円
に
切
り
上
げ
た
額
）
と
の
合
算
額
。
た
だ
し
、
高
額
療
養
費
多

数
回
該
当
の
場
合
に
あ
つ
て
は
、
十
四
万
百
円
と
す
る
。

第
十
条
第
一
項
第
三
号
中
「
イ
か
ら
ヘ
ま
で
」
を
「
イ
か
ら
カ
ま
で
」
に
改
め
、
同
号
イ
中
「
ロ
か
ら
ヘ
ま
で
に

掲
げ
る
者
以
外
の
」
を
「
前
条
第
四
項
第
一
号
に
掲
げ
る
」
に
、「
三
万
七
百
五
十
円
」
を
「
十
七
万
千
円
と
、
当
該

療
養
に
つ
き
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
当
該
療
養
に
要
し
た
費
用
の
額
（
そ
の
額
が
五
十

七
万
円
に
満
た
な
い
と
き
は
、
五
十
七
万
円
）か
ら
五
十
七
万
円
を
控
除
し
た
額
に
百
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た
額（
こ

の
額
に
一
円
未
満
の
端
数
が
あ
る
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
端
数
金
額
が
五
十
銭
未
満
で
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
切
り

捨
て
、
そ
の
端
数
金
額
が
五
十
銭
以
上
で
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
一
円
に
切
り
上
げ
た
額
）
と
の
合
算
額
」に
改
め
、

同
号
イ
た
だ
し
書
中
「
二
万
二
千
二
百
円
」
を
「
七
万
五
十
円
」
に
改
め
、
同
号
ヘ
中
「
前
条
第
四
項
第
六
号
」
を

「
前
条
第
四
項
第
十
四
号
」
に
改
め
、
同
号
ヘ
を
同
号
カ
と
し
、
同
号
ホ
中
「
前
条
第
四
項
第
五
号
」
を
「
前
条
第

四
項
第
十
三
号
」
に
改
め
、
同
号
ホ
を
同
号
ワ
と
し
、
同
号
ニ
中
「
前
条
第
四
項
第
四
号
」
を
「
前
条
第
四
項
第
九

号
」
に
改
め
、
同
号
ニ
を
同
号
リ
と
し
、
同
号
リ
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

ヌ

前
条
第
四
項
第
十
号
に
掲
げ
る
者

三
万
四
千
八
百
円
。
た
だ
し
、
高
額
療
養
費
多
数
回
該
当
の
場
合
に

あ
つ
て
は
、
二
万
二
千
二
百
円
と
す
る
。


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ル

前
条
第
四
項
第
十
一
号
に
掲
げ
る
者
に
該
当
し
て
い
る
こ
と
に
つ
き
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に

よ
り
協
会
の
認
定
を
受
け
て
い
る
者

三
万
二
千
七
百
円
。
た
だ
し
、
高
額
療
養
費
多
数
回
該
当
の
場
合
に

あ
つ
て
は
、
二
万
二
千
二
百
円
と
す
る
。

ヲ

前
条
第
四
項
第
十
二
号
に
掲
げ
る
者
に
該
当
し
て
い
る
こ
と
に
つ
き
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に

よ
り
協
会
の
認
定
を
受
け
て
い
る
者

三
万
七
百
五
十
円
。
た
だ
し
、
高
額
療
養
費
多
数
回
該
当
の
場
合
に

あ
つ
て
は
、
一
万
七
千
二
百
五
十
円
と
す
る
。

第
十
条
第
一
項
第
三
号
ハ
中
「
前
条
第
四
項
第
三
号
」
を
「
前
条
第
四
項
第
六
号
」
に
改
め
、
同
号
ハ
を
同
号
ヘ

と
し
、
同
号
ヘ
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

ト

前
条
第
四
項
第
七
号
に
掲
げ
る
者
に
該
当
し
て
い
る
こ
と
に
つ
き
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ

り
協
会
の
認
定
を
受
け
て
い
る
者

五
万
五
千
二
百
円
と
、
当
該
療
養
に
つ
き
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と

こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
当
該
療
養
に
要
し
た
費
用
の
額
（
そ
の
額
が
十
八
万
四
千
円
に
満
た
な
い
と
き
は
、

十
八
万
四
千
円
）
か
ら
十
八
万
四
千
円
を
控
除
し
た
額
に
百
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た
額
（
こ
の
額
に
一
円
未

満
の
端
数
が
あ
る
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
端
数
金
額
が
五
十
銭
未
満
で
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
切
り
捨
て
、

そ
の
端
数
金
額
が
五
十
銭
以
上
で
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
一
円
に
切
り
上
げ
た
額
）
と
の
合
算
額
。た
だ
し
、

高
額
療
養
費
多
数
回
該
当
の
場
合
に
あ
つ
て
は
、
二
万
二
千
二
百
円
と
す
る
。

チ

前
条
第
四
項
第
八
号
に
掲
げ
る
者
に
該
当
し
て
い
る
こ
と
に
つ
き
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ

り
協
会
の
認
定
を
受
け
て
い
る
者

四
万
九
千
五
十
円
と
、
当
該
療
養
に
つ
き
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と

こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
当
該
療
養
に
要
し
た
費
用
の
額
（
そ
の
額
が
十
六
万
三
千
五
百
円
に
満
た
な
い
と
き

は
、
十
六
万
三
千
五
百
円
）
か
ら
十
六
万
三
千
五
百
円
を
控
除
し
た
額
に
百
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た
額
（
こ

の
額
に
一
円
未
満
の
端
数
が
あ
る
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
端
数
金
額
が
五
十
銭
未
満
で
あ
る
と
き
は
、
こ
れ

を
切
り
捨
て
、
そ
の
端
数
金
額
が
五
十
銭
以
上
で
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
一
円
に
切
り
上
げ
た
額
）
と
の
合

算
額
。
た
だ
し
、
高
額
療
養
費
多
数
回
該
当
の
場
合
に
あ
つ
て
は
、
二
万
二
千
二
百
円
と
す
る
。

第
十
条
第
一
項
第
三
号
ロ
中
「
前
条
第
四
項
第
二
号
に
掲
げ
る
」
を
「
前
条
第
四
項
第
三
号
に
掲
げ
る
者
に
該
当

し
て
い
る
こ
と
に
つ
き
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
協
会
の
認
定
を
受
け
て
い
る
」
に
改
め
、
同
号
ロ

を
同
号
ハ
と
し
、
同
号
ハ
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

ニ

前
条
第
四
項
第
四
号
に
掲
げ
る
者
に
該
当
し
て
い
る
こ
と
に
つ
き
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ

り
協
会
の
認
定
を
受
け
て
い
る
者

十
万
四
千
七
百
円
と
、
当
該
療
養
に
つ
き
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と

こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
当
該
療
養
に
要
し
た
費
用
の
額（
そ
の
額
が
三
十
四
万
九
千
円
に
満
た
な
い
と
き
は
、

三
十
四
万
九
千
円
）
か
ら
三
十
四
万
九
千
円
を
控
除
し
た
額
に
百
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た
額
（
こ
の
額
に
一

円
未
満
の
端
数
が
あ
る
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
端
数
金
額
が
五
十
銭
未
満
で
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
切
り
捨

て
、
そ
の
端
数
金
額
が
五
十
銭
以
上
で
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
一
円
に
切
り
上
げ
た
額
）
と
の
合
算
額
。
た

だ
し
、
高
額
療
養
費
多
数
回
該
当
の
場
合
に
あ
つ
て
は
、
四
万
六
千
五
百
円
と
す
る
。

ホ

前
条
第
四
項
第
五
号
に
掲
げ
る
者
に
該
当
し
て
い
る
こ
と
に
つ
き
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ

り
協
会
の
認
定
を
受
け
て
い
る
者

九
万
七
千
二
百
円
と
、
当
該
療
養
に
つ
き
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と

こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
当
該
療
養
に
要
し
た
費
用
の
額（
そ
の
額
が
三
十
二
万
四
千
円
に
満
た
な
い
と
き
は
、

三
十
二
万
四
千
円
）
か
ら
三
十
二
万
四
千
円
を
控
除
し
た
額
に
百
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た
額
（
こ
の
額
に
一

円
未
満
の
端
数
が
あ
る
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
端
数
金
額
が
五
十
銭
未
満
で
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
切
り
捨

て
、
そ
の
端
数
金
額
が
五
十
銭
以
上
で
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
一
円
に
切
り
上
げ
た
額
）
と
の
合
算
額
。
た

だ
し
、
高
額
療
養
費
多
数
回
該
当
の
場
合
に
あ
つ
て
は
、
四
万
六
千
五
百
円
と
す
る
。

第
十
条
第
一
項
第
三
号
イ
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

ロ

前
条
第
四
項
第
二
号
に
掲
げ
る
者
に
該
当
し
て
い
る
こ
と
に
つ
き
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ

り
協
会
の
認
定
を
受
け
て
い
る
者

十
五
万
千
五
百
円
と
、
当
該
療
養
に
つ
き
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と

こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
当
該
療
養
に
要
し
た
費
用
の
額
（
そ
の
額
が
五
十
万
五
千
円
に
満
た
な
い
と
き
は
、

五
十
万
五
千
円
）
か
ら
五
十
万
五
千
円
を
控
除
し
た
額
に
百
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た
額
（
こ
の
額
に
一
円
未

満
の
端
数
が
あ
る
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
端
数
金
額
が
五
十
銭
未
満
で
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
切
り
捨
て
、

そ
の
端
数
金
額
が
五
十
銭
以
上
で
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
一
円
に
切
り
上
げ
た
額
）
と
の
合
算
額
。た
だ
し
、

高
額
療
養
費
多
数
回
該
当
の
場
合
に
あ
つ
て
は
、
七
万
五
十
円
と
す
る
。

第
十
条
第
一
項
第
四
号
中
「
ハ
ま
で
」
を
「
ニ
ま
で
」
に
改
め
、
同
号
イ
中
「
及
び
ハ
」
を
「
か
ら
ニ
ま
で
」に
、

「
二
万
二
千
円
」
を
「
二
万
八
千
円
」
に
改
め
、
同
号
ハ
中
「
前
条
第
五
項
第
三
号
」
を
「
前
条
第
五
項
第
四
号
」

に
改
め
、
同
号
ハ
を
同
号
ニ
と
し
、
同
号
ロ
中
「
前
条
第
五
項
第
二
号
」
を
「
前
条
第
五
項
第
三
号
」
に
、「
一
万
千

円
」
を
「
一
万
三
千
円
」
に
改
め
、
同
号
ロ
を
同
号
ハ
と
し
、
同
号
イ
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

ロ

前
条
第
五
項
第
二
号
に
掲
げ
る
者
に
該
当
し
て
い
る
こ
と
に
つ
き
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ

り
協
会
の
認
定
を
受
け
て
い
る
者

二
万
二
千
円

（
国
民
健
康
保
険
法
施
行
令
の
一
部
改
正
）

第
五
条

国
民
健
康
保
険
法
施
行
令
（
昭
和
三
十
三
年
政
令
第
三
百
六
十
二
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
十
七
条
の
二
第
一
項
第
一
号
中
「
第
二
十
九
条
の
三
第
四
項
第
六
号
及
び
」
の
下
に
「
第
十
四
項
第
五
号
並

び
に
」
を
、「
い
う
。
第
二
十
九
条
の
三
第
四
項
第
六
号
」
の
下
に
「
及
び
第
十
四
項
第
五
号
」
を
加
え
る
。

第
二
十
九
条
の
二
第
一
項
第
一
号
中
「
第
五
項
ま
で
」
の
下
に
「
、
第
二
十
九
条
の
二
の
三
」
を
加
え
、「
第
二
十

九
条
の
三
第
六
項
」
を
「
第
二
十
九
条
の
二
の
三
第
一
項
第
一
号
イ
」
に
改
め
、
同
項
第
二
号
中
「
第
二
十
九
条
の

三
第
六
項
」
を
「
第
二
十
九
条
の
二
の
三
第
一
項
第
一
号
イ
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
「
第
二
十
九
条
の
三
第
六

項
」
を
「
第
二
十
九
条
の
二
の
三
第
一
項
第
一
号
イ
」
に
、「
前
項
第
一
号
及
び
第
二
号
」
を
「
前
項
各
号
」に
改
め
、

同
条
第
四
項
中
「
前
項
第
一
号
及
び
第
二
号
」
を
「
前
項
各
号
」
に
改
め
、
同
条
第
五
項
中
「
第
三
項
第
一
号
及
び

第
二
号
」
を
「
第
三
項
各
号
」
に
改
め
、
同
条
第
九
項
中
「
国
民
健
康
保
険
（
」
の
下
に
「
第
二
十
九
条
の
二
の
三

第
四
項
、」を
加
え
る
。

第
二
十
九
条
の
二
の
二
の
見
出
し
を
削
り
、
同
条
の
前
に
見
出
し
と
し
て「（
年
間
の
高
額
療
養
費
の
支
給
要
件
及

び
支
給
額
）」を
付
し
、
同
条
第
一
項
中
「
高
額
療
養
費
按あ

ん

分
率
」
を
「
外
来
療
養
按あ
ん

分
率
」
に
、「
高
額
療
養
費
按
分

率
」
を
「
外
来
療
養
按
分
率
」
に
改
め
、
同
項
第
一
号
中
「
こ
の
条
並
び
に
第
二
十
九
条
の
四
の
二
第
一
項
、
第
二

項
、
第
五
項
及
び
第
七
項
に
お
い
て
」
を
削
り
、
同
号
イ
中
「
ヘ
ま
で
」
を
「
ヌ
ま
で
」
に
改
め
、
同
項
第
三
号
中

「
属
す
る
世
帯
員
」
の
下
に「（
国
民
健
康
保
険
の
世
帯
主
等
と
同
一
の
世
帯
に
属
す
る
当
該
国
民
健
康
保
険
の
世
帯

主
等
以
外
の
被
保
険
者
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）」
を
加
え
、「
こ
の
条
並
び
に
第
二
十
九
条
の
四
の
二
第
一
項
（
同
条

第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）、
第
三
項
及
び
第
五
項
に
お
い
て
」
を
削
り
、同
条
中
第
八
項
を
削
り
、

第
九
項
を
第
八
項
と
し
、
同
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

第
二
十
九
条
の
二
の
三

高
額
療
養
費
は
、
次
に
掲
げ
る
額
を
合
算
し
た
額
か
ら
七
十
歳
以
上
年
間
世
帯
支
給
総
額

（
次
項
に
規
定
す
る
七
十
歳
以
上
一
部
負
担
金
等
年
間
世
帯
合
算
額
か
ら
同
項
の
七
十
歳
以
上
年
間
高
額
療
養
費

算
定
基
準
額
を
控
除
し
た
額
（
当
該
額
が
零
を
下
回
る
場
合
に
は
、
零
と
す
る
。）を
い
う
。）を
控
除
し
た
額
（
以

下
こ
の
項
に
お
い
て
「
一
部
負
担
金
等
年
間
世
帯
合
算
額
」
と
い
う
。）が
高
額
療
養
費
算
定
基
準
額
を
超
え
る
場

合
に
基
準
日
世
帯
主
等
に
支
給
す
る
も
の
と
し
、
そ
の
額
は
、
一
部
負
担
金
等
年
間
世
帯
合
算
額
か
ら
高
額
療
養

費
算
定
基
準
額
を
控
除
し
た
額
に
年
間
世
帯
合
算
額
按
分
率
（
第
一
号
に
掲
げ
る
額
か
ら
次
項
の
規
定
に
よ
り
支

給
さ
れ
る
高
額
療
養
費
の
額
を
控
除
し
た
額
を
、
一
部
負
担
金
等
年
間
世
帯
合
算
額
で
除
し
て
得
た
率
を
い
う
。）

を
乗
じ
て
得
た
額
と
す
る
。

一

計
算
期
間
に
お
い
て
、
基
準
日
世
帯
主
等
又
は
当
該
基
準
日
世
帯
主
等
が
国
民
健
康
保
険
の
世
帯
主
等
で
あ

つ
た
間
に
当
該
基
準
日
世
帯
主
等
と
同
一
の
世
帯
に
属
す
る
世
帯
員
で
あ
つ
た
者
が
そ
れ
ぞ
れ
当
該
市
町
村
又

は
組
合
の
国
民
健
康
保
険
の
世
帯
主
等
又
は
当
該
世
帯
員
で
あ
る
者
と
し
て
受
け
た
療
養
（
被
保
険
者
と
し
て

受
け
た
療
養
に
限
り
、
法
第
五
十
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
保
険
給
付
に
係
る
療
養
（
次
号
及
び
第
二
十
九

条
の
四
の
二
に
お
い
て
「
継
続
給
付
に
係
る
療
養
」と
い
う
。）を
含
む
。）に
係
る
次
に
掲
げ
る
額
の
合
算
額（
第

二
十
九
条
の
二
第
一
項
か
ら
第
五
項
ま
で
又
は
前
条
の
規
定
に
よ
り
高
額
療
養
費
が
支
給
さ
れ
る
場
合
に
あ
つ

て
は
、
当
該
支
給
額
を
控
除
し
た
額
と
す
る
。）

イ

当
該
療
養
（
特
定
給
付
対
象
療
養
を
除
く
。）に
係
る
第
二
十
九
条
の
二
第
一
項
第
一
号
イ
か
ら
ヌ
ま
で
に

掲
げ
る
額
（
七
十
歳
に
達
す
る
日
の
属
す
る
月
以
前
の
当
該
療
養
に
係
る
も
の
に
あ
つ
て
は
、
同
一
の
月
に

そ
れ
ぞ
れ
一
の
病
院
等
か
ら
受
け
た
当
該
療
養
に
つ
い
て
二
万
千
円（
同
条
第
四
項
各
号
に
掲
げ
る
療
養（
以

下
「
七
十
五
歳
到
達
時
特
例
対
象
療
養
」
と
い
う
。）に
係
る
も
の
に
あ
つ
て
は
、
一
万
五
百
円
）
以
上
の
も

の
に
限
る
。）を
合
算
し
た
額


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ロ

当
該
療
養
（
特
定
給
付
対
象
療
養
に
限
る
。）に
つ
い
て
、
当
該
療
養
を
受
け
た
者
が
な
お
負
担
す
べ
き
額

（
七
十
歳
に
達
す
る
日
の
属
す
る
月
以
前
の
特
定
給
付
対
象
療
養
に
係
る
も
の
に
あ
つ
て
は
、
当
該
特
定
給

付
対
象
療
養
に
係
る
第
二
十
九
条
の
二
第
一
項
第
一
号
イ
か
ら
ヌ
ま
で
に
掲
げ
る
額
が
同
一
の
月
に
そ
れ
ぞ

れ
一
の
病
院
等
か
ら
受
け
た
当
該
特
定
給
付
対
象
療
養
に
つ
い
て
二
万
千
円
（
七
十
五
歳
到
達
時
特
例
対
象

療
養
に
係
る
も
の
に
あ
つ
て
は
、
一
万
五
百
円
）
以
上
の
も
の
に
限
る
。）を
合
算
し
た
額

二

基
準
日
世
帯
員
が
計
算
期
間
に
お
け
る
当
該
市
町
村
又
は
組
合
の
国
民
健
康
保
険
の
世
帯
主
等
で
あ
つ
た
間

に
、
当
該
国
民
健
康
保
険
の
世
帯
主
等
が
被
保
険
者
と
し
て
受
け
た
療
養
（
継
続
給
付
に
係
る
療
養
を
含
む
。）

又
は
そ
の
世
帯
員
で
あ
つ
た
者
が
そ
の
世
帯
員
で
あ
つ
た
間
に
受
け
た
療
養
（
継
続
給
付
に
係
る
療
養
を
含

む
。）に
係
る
前
号
イ
及
び
ロ
に
掲
げ
る
額
の
合
算
額
（
第
二
十
九
条
の
二
第
一
項
か
ら
第
五
項
ま
で
又
は
前
条

の
規
定
に
よ
り
高
額
療
養
費
が
支
給
さ
れ
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
当
該
支
給
額
を
控
除
し
た
額
と
す
る
。）

２

前
項
各
号
に
掲
げ
る
額
の
う
ち
、
七
十
歳
に
達
す
る
日
の
属
す
る
月
の
翌
月
以
後
に
受
け
た
療
養
に
係
る
額
を

合
算
し
た
額
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
七
十
歳
以
上
一
部
負
担
金
等
年
間
世
帯
合
算
額
」
と
い
う
。）が
七
十
歳

以
上
年
間
高
額
療
養
費
算
定
基
準
額
を
超
え
る
場
合
は
、
七
十
歳
以
上
一
部
負
担
金
等
年
間
世
帯
合
算
額
か
ら
七

十
歳
以
上
年
間
高
額
療
養
費
算
定
基
準
額
を
控
除
し
た
額
に
七
十
歳
以
上
年
間
世
帯
合
算
額
按
分
率
（
七
十
歳
に

達
す
る
日
の
属
す
る
月
の
翌
月
以
後
に
受
け
た
療
養
に
係
る
前
項
第
一
号
に
掲
げ
る
額
を
、
七
十
歳
以
上
一
部
負

担
金
等
年
間
世
帯
合
算
額
で
除
し
て
得
た
率
を
い
う
。）を
乗
じ
て
得
た
額
を
高
額
療
養
費
と
し
て
基
準
日
世
帯
主

等
に
支
給
す
る
。

３

前
二
項
の
規
定
は
、
計
算
期
間
に
お
い
て
当
該
市
町
村
又
は
組
合
の
国
民
健
康
保
険
の
世
帯
主
等
で
あ
つ
た
者

（
基
準
日
世
帯
員
に
限
る
。）に
対
す
る
高
額
療
養
費
の
支
給
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
一

項
中
「
第
一
号
に
掲
げ
る
」
と
あ
る
の
は
「
第
二
号
に
掲
げ
る
」
と
、
前
項
中
「
前
項
第
一
号
に
」
と
あ
る
の
は

「
前
項
第
二
号
に
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

４

計
算
期
間
に
お
い
て
、
一
の
月
に
お
い
て
、
一
の
市
町
村
の
区
域
内
に
住
所
を
有
す
る
被
保
険
者
（
都
道
府
県

等
が
行
う
国
民
健
康
保
険
の
被
保
険
者
に
限
る
。）が
、
月
の
初
日
以
外
の
日
に
お
い
て
当
該
市
町
村
が
属
す
る
都

道
府
県
内
の
他
の
市
町
村
の
区
域
内
に
住
所
を
有
す
る
に
至
り
、
継
続
し
て
同
一
の
世
帯
に
属
す
る
と
認
め
ら
れ

る
と
き
は
、
当
該
被
保
険
者
が
当
該
都
道
府
県
等
が
行
う
国
民
健
康
保
険
の
被
保
険
者
と
し
て
当
該
月
に
受
け
た

療
養
に
係
る
高
額
療
養
費
の
支
給
に
対
す
る
第
一
項
各
号
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
項
第
一
号
中
「
二
万

千
円
」
と
あ
る
の
は
「
一
万
五
百
円
」
と
、「
一
万
五
百
円
」
と
あ
る
の
は
「
五
千
二
百
五
十
円
」
と
す
る
。

第
二
十
九
条
の
三
第
七
項
第
一
号
中
「
又
は
」
を
「
及
び
」
に
、「
八
万
百
円
」
を
「
八
万
五
千
八
百
円
」
に
、「
四

万
五
十
円
」
を
「
四
万
二
千
九
百
円
」
に
、「
二
十
六
万
七
千
円
」
を
「
二
十
八
万
六
千
円
」
に
、「
十
三
万
三
千
五
百

円
」
を
「
十
四
万
三
千
円
」
に
改
め
、
同
項
第
二
号
中
「
五
万
七
千
六
百
円
」
を
「
六
万
千
五
百
円
」
に
、「
二
万
八

千
八
百
円
」
を
「
三
万
七
百
五
十
円
」
に
改
め
、
同
項
第
三
号
中
「
一
万
八
千
円
」
を
「
二
万
二
千
円
」
に
、「
九
千

円
」
を
「
一
万
千
円
」
に
改
め
、
同
条
第
八
項
第
一
号
中
「
次
号
又
は
」
を
「
次
号
及
び
」
に
改
め
、同
号
イ
中「
八

万
百
円
」
を
「
八
万
五
千
八
百
円
」
に
、「
四
万
五
十
円
」
を
「
四
万
二
千
九
百
円
」
に
、「
二
十
六
万
七
千
円
」を「
二

十
八
万
六
千
円
」
に
、「
十
三
万
三
千
五
百
円
」
を
「
十
四
万
三
千
円
」
に
改
め
、
同
号
ロ
中
「
二
十
五
万
二
千
六
百

円
」
を
「
二
十
七
万
三
百
円
」
に
、「
十
二
万
六
千
三
百
円
」
を
「
十
三
万
五
千
百
五
十
円
」に
、「
八
十
四
万
二
千
円
」

を
「
九
十
万
千
円
」
に
、「
四
十
二
万
千
円
」
を
「
四
十
五
万
五
百
円
」
に
改
め
、
同
号
ハ
中「
十
六
万
七
千
四
百
円
」

を
「
十
七
万
九
千
百
円
」
に
、「
八
万
三
千
七
百
円
」
を
「
八
万
九
千
五
百
五
十
円
」
に
、「
五
十
五
万
八
千
円
」を「
五

十
九
万
七
千
円
」
に
、「
二
十
七
万
九
千
円
」
を
「
二
十
九
万
八
千
五
百
円
」
に
改
め
、
同
号
ニ
中
「
五
万
七
千
六
百

円
」
を
「
六
万
千
五
百
円
」
に
、「
二
万
八
千
八
百
円
」
を
「
三
万
七
百
五
十
円
」
に
改
め
、
同
号
ホ
中
「
三
万
五
千

四
百
円
」
を
「
三
万
六
千
九
百
円
」
に
、「
一
万
七
千
七
百
円
」
を
「
一
万
八
千
四
百
五
十
円
」
に
改
め
、
同
項
第
二

号
イ
中
「
五
万
七
千
六
百
円
」
を
「
六
万
千
五
百
円
」
に
、「
二
万
八
千
八
百
円
」
を
「
三
万
七
百
五
十
円
」に
改
め
、

同
号
ロ
中
「
二
十
五
万
二
千
六
百
円
」
を
「
二
十
七
万
三
百
円
」
に
、「
十
二
万
六
千
三
百
円
」
を
「
十
三
万
五
千
百

五
十
円
」
に
、「
八
十
四
万
二
千
円
」
を
「
九
十
万
千
円
」
に
、「
四
十
二
万
千
円
」
を
「
四
十
五
万
五
百
円
」に
改
め
、

同
号
ハ
中
「
十
六
万
七
千
四
百
円
」
を
「
十
七
万
九
千
百
円
」
に
、「
八
万
三
千
七
百
円
」
を
「
八
万
九
千
五
百
五
十

円
」
に
、「
五
十
五
万
八
千
円
」
を
「
五
十
九
万
七
千
円
」
に
、「
二
十
七
万
九
千
円
」
を
「
二
十
九
万
八
千
五
百
円
」

に
改
め
、
同
号
ニ
中
「
八
万
百
円
」
を
「
八
万
五
千
八
百
円
」
に
、「
四
万
五
十
円
」
を「
四
万
二
千
九
百
円
」に
、「
二

十
六
万
七
千
円
」
を
「
二
十
八
万
六
千
円
」
に
、「
十
三
万
三
千
五
百
円
」
を
「
十
四
万
三
千
円
」
に
改
め
、
同
号
ホ

中
「
二
万
四
千
六
百
円
」
を
「
二
万
五
千
七
百
円
」
に
、「
一
万
二
千
三
百
円
）」を
「
一
万
二
千
八
百
五
十
円
）。
た

だ
し
、
特
定
疾
病
給
付
対
象
療
養
高
額
療
養
費
多
数
回
該
当
の
場
合
に
あ
つ
て
は
、
二
万
四
千
六
百
円
（
七
十
五
歳

到
達
時
特
例
対
象
療
養
に
係
る
も
の
に
あ
つ
て
は
、
一
万
二
千
三
百
円
）
と
す
る
。」に
改
め
、
同
号
ヘ
中
「
一
万
五

千
円
」
を
「
一
万
五
千
七
百
円
」
に
、「
七
千
五
百
円
」
を
「
七
千
八
百
五
十
円
」
に
改
め
、
同
項
第
三
号
中
「
又
は

ロ
」
を
「
か
ら
ハ
ま
で
」
に
改
め
、
同
号
イ
中
「
一
万
八
千
円
」
を
「
二
万
二
千
円
」
に
改
め
、
同
号
ロ
中
「
又
は

第
六
号
」
を
削
り
、「
八
千
円
」
を
「
一
万
千
円
」
に
改
め
、
同
号
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

ハ

第
四
項
第
六
号
に
掲
げ
る
場
合

八
千
円

第
二
十
九
条
の
三
第
一
項
第
一
号
中
「
八
万
百
円
と
、
第
二
十
九
条
の
二
第
一
項
第
一
号
及
び
第
二
号
」
を
「
八

万
五
千
八
百
円
と
、
第
二
十
九
条
の
二
第
一
項
各
号
」
に
、「
二
十
六
万
七
千
円
」
を
「
二
十
八
万
六
千
円
」に
改
め
、

同
項
第
二
号
中
「
二
十
五
万
二
千
六
百
円
と
、
第
二
十
九
条
の
二
第
一
項
第
一
号
及
び
第
二
号
」
を
「
二
十
七
万
三

百
円
と
、
第
二
十
九
条
の
二
第
一
項
各
号
」
に
、「
八
十
四
万
二
千
円
」
を
「
九
十
万
千
円
」
に
改
め
、
同
項
第
三
号

中
「
十
六
万
七
千
四
百
円
と
、
第
二
十
九
条
の
二
第
一
項
第
一
号
及
び
第
二
号
」
を
「
十
七
万
九
千
百
円
と
、
第
二

十
九
条
の
二
第
一
項
各
号
」
に
、「
五
十
五
万
八
千
円
」
を
「
五
十
九
万
七
千
円
」
に
改
め
、
同
項
第
四
号
中
「
五
万

七
千
六
百
円
」
を
「
六
万
千
五
百
円
」
に
改
め
、
同
項
第
五
号
中
「
こ
の
号
及
び
」
を
「
こ
の
号
、
第
十
一
項
第
二

号
及
び
第
十
二
項
第
四
号
並
び
に
」
に
、「
三
万
五
千
四
百
円
」
を
「
三
万
六
千
九
百
円
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中

「
よ
る
も
の
と
す
る
。」の
下
に
「
第
十
三
項
及
び
」
を
加
え
、
同
条
第
三
項
第
一
号
中
「
四
万
五
十
円
」
を
「
四
万

二
千
九
百
円
」
に
、「
十
三
万
三
千
五
百
円
」
を
「
十
四
万
三
千
円
」
に
改
め
、
同
項
第
二
号
中
「
十
二
万
六
千
三
百

円
」
を
「
十
三
万
五
千
百
五
十
円
」
に
、「
四
十
二
万
千
円
」
を
「
四
十
五
万
五
百
円
」
に
改
め
、同
項
第
三
号
中「
八

万
三
千
七
百
円
」
を
「
八
万
九
千
五
百
五
十
円
」
に
、「
二
十
七
万
九
千
円
」
を
「
二
十
九
万
八
千
五
百
円
」に
改
め
、

同
項
第
四
号
中
「
二
万
八
千
八
百
円
」
を
「
三
万
七
百
五
十
円
」
に
改
め
、
同
項
第
五
号
中
「
一
万
七
千
七
百
円
」

を
「
一
万
八
千
四
百
五
十
円
」
に
改
め
、
同
条
第
四
項
第
一
号
中
「
五
万
七
千
六
百
円
」
を
「
六
万
千
五
百
円
」
に

改
め
、
同
項
第
二
号
中
「
二
十
五
万
二
千
六
百
円
と
、
第
二
十
九
条
の
二
第
三
項
第
一
号
及
び
第
二
号
」
を
「
二
十

七
万
三
百
円
と
、
第
二
十
九
条
の
二
第
三
項
各
号
」
に
、「
八
十
四
万
二
千
円
」
を
「
九
十
万
千
円
」
に
改
め
、
同
項

第
三
号
中
「
十
六
万
七
千
四
百
円
と
、
第
二
十
九
条
の
二
第
三
項
第
一
号
及
び
第
二
号
」
を「
十
七
万
九
千
百
円
と
、

第
二
十
九
条
の
二
第
三
項
各
号
」
に
、「
五
十
五
万
八
千
円
」
を
「
五
十
九
万
七
千
円
」
に
改
め
、同
項
第
四
号
中「
八

万
百
円
と
、
第
二
十
九
条
の
二
第
三
項
第
一
号
及
び
第
二
号
」
を
「
八
万
五
千
八
百
円
と
、
第
二
十
九
条
の
二
第
三

項
各
号
」
に
、「
二
十
六
万
七
千
円
」
を
「
二
十
八
万
六
千
円
」
に
改
め
、
同
項
第
五
号
中
「
二
万
四
千
六
百
円
」
を

「
二
万
五
千
七
百
円
。
た
だ
し
、
高
額
療
養
費
多
数
回
該
当
の
場
合
に
あ
つ
て
は
、
二
万
四
千
六
百
円
と
す
る
。」に

改
め
、
同
項
第
六
号
中
「
も
の
と
す
る
。」の
下
に
「
第
十
四
項
第
五
号
及
び
」
を
加
え
、「
一
万
五
千
円
」
を
「
一
万

五
千
七
百
円
」
に
改
め
、
同
条
第
五
項
第
一
号
中
「
二
万
八
千
八
百
円
」
を
「
三
万
七
百
五
十
円
」
に
改
め
、
同
項

第
二
号
中
「
十
二
万
六
千
三
百
円
」
を
「
十
三
万
五
千
百
五
十
円
」
に
、「
四
十
二
万
千
円
」
を「
四
十
五
万
五
百
円
」

に
改
め
、
同
項
第
三
号
中
「
八
万
三
千
七
百
円
」
を
「
八
万
九
千
五
百
五
十
円
」
に
、「
二
十
七
万
九
千
円
」
を
「
二

十
九
万
八
千
五
百
円
」
に
改
め
、
同
項
第
四
号
中
「
四
万
五
十
円
」
を
「
四
万
二
千
九
百
円
」
に
、「
十
三
万
三
千
五

百
円
」
を
「
十
四
万
三
千
円
」
に
改
め
、
同
項
第
五
号
中
「
一
万
二
千
三
百
円
」
を
「
一
万
二
千
八
百
五
十
円
。
た

だ
し
、
高
額
療
養
費
多
数
回
該
当
の
場
合
に
あ
つ
て
は
、
一
万
二
千
三
百
円
と
す
る
。」に
改
め
、同
項
第
六
号
中「
七

千
五
百
円
」
を
「
七
千
八
百
五
十
円
」
に
改
め
、
同
条
第
六
項
中
「
同
条
第
四
項
各
号
に
掲
げ
る
療
養
（
以
下
こ
の

条
及
び
第
二
十
九
条
の
四
の
二
第
一
項
に
お
い
て
「
七
十
五
歳
到
達
時
特
例
対
象
療
養
」
と
い
う
。）」
を
「
七
十
五

歳
到
達
時
特
例
対
象
療
養
」
に
改
め
、
同
項
第
一
号
中
「
一
万
八
千
円
」
を
「
二
万
二
千
円
」
に
改
め
、
同
項
第
二

号
中
「
又
は
第
六
号
」
を
削
り
、「
八
千
円
」
を
「
一
万
千
円
」
に
改
め
、
同
項
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

三

第
四
項
第
六
号
に
掲
げ
る
場
合

八
千
円





第
二
十
九
条
の
三
第
十
二
項
の
表
第
一
項
第
一
号
の
項
中
「
八
万
百
円
」
を
「
八
万
五
千
八
百
円
」
に
、「
四
万
五

十
円
」
を
「
四
万
二
千
九
百
円
」
に
、「
二
十
六
万
七
千
円
」
を
「
二
十
八
万
六
千
円
」
に
、「
十
三
万
三
千
五
百
円
」

を
「
十
四
万
三
千
円
」
に
改
め
、
同
表
第
一
項
第
二
号
の
項
中
「
二
十
五
万
二
千
六
百
円
」
を「
二
十
七
万
三
百
円
」

に
、「
十
二
万
六
千
三
百
円
」
を
「
十
三
万
五
千
百
五
十
円
」
に
、「
八
十
四
万
二
千
円
」
を
「
九
十
万
千
円
」
に
、「
四

十
二
万
千
円
」
を
「
四
十
五
万
五
百
円
」
に
改
め
、
同
表
第
一
項
第
三
号
の
項
中
「
十
六
万
七
千
四
百
円
」
を
「
十

七
万
九
千
百
円
」
に
、「
八
万
三
千
七
百
円
」
を
「
八
万
九
千
五
百
五
十
円
」
に
、「
五
十
五
万
八
千
円
」
を
「
五
十
九

万
七
千
円
」
に
、「
二
十
七
万
九
千
円
」
を
「
二
十
九
万
八
千
五
百
円
」
に
改
め
、
同
表
第
一
項
第
四
号
の
項
中
「
五

万
七
千
六
百
円
」
を
「
六
万
千
五
百
円
」
に
、「
二
万
八
千
八
百
円
」
を
「
三
万
七
百
五
十
円
」
に
改
め
、
同
表
第
一

項
第
五
号
の
項
中
「
三
万
五
千
四
百
円
」
を
「
三
万
六
千
九
百
円
」
に
、「
一
万
七
千
七
百
円
」
を
「
一
万
八
千
四
百

五
十
円
」
に
改
め
、
同
表
第
三
項
第
一
号
の
項
中
「
四
万
五
十
円
」
を
「
四
万
二
千
九
百
円
」に
、「
二
万
二
十
五
円
」

を
「
二
万
千
四
百
五
十
円
」
に
、「
十
三
万
三
千
五
百
円
」
を
「
十
四
万
三
千
円
」
に
、「
六
万
六
千
七
百
五
十
円
」
を

「
七
万
千
五
百
円
」
に
改
め
、
同
表
第
三
項
第
二
号
の
項
中
「
十
二
万
六
千
三
百
円
」
を「
十
三
万
五
千
百
五
十
円
」

に
、「
六
万
三
千
百
五
十
円
」
を
「
六
万
七
千
五
百
七
十
五
円
」
に
、「
四
十
二
万
千
円
」
を
「
四
十
五
万
五
百
円
」に
、

「
二
十
一
万
五
百
円
」
を
「
二
十
二
万
五
千
二
百
五
十
円
」
に
改
め
、
同
表
第
三
項
第
三
号
の
項
中
「
八
万
三
千
七

百
円
」
を
「
八
万
九
千
五
百
五
十
円
」
に
、「
四
万
千
八
百
五
十
円
」
を
「
四
万
四
千
七
百
七
十
五
円
」
に
、「
二
十
七

万
九
千
円
」
を
「
二
十
九
万
八
千
五
百
円
」
に
、「
十
三
万
九
千
五
百
円
」
を
「
十
四
万
九
千
二
百
五
十
円
」に
改
め
、

同
表
第
三
項
第
四
号
の
項
中
「
二
万
八
千
八
百
円
」
を
「
三
万
七
百
五
十
円
」
に
、「
一
万
四
千
四
百
円
」
を
「
一
万

五
千
三
百
七
十
五
円
」
に
改
め
、
同
表
第
三
項
第
五
号
の
項
中
「
一
万
七
千
七
百
円
」
を「
一
万
八
千
四
百
五
十
円
」

に
、「
八
千
八
百
五
十
円
」
を
「
九
千
二
百
二
十
五
円
」
に
改
め
、
同
表
第
四
項
第
一
号
の
項
中「
五
万
七
千
六
百
円
」

を
「
六
万
千
五
百
円
」
に
、「
二
万
八
千
八
百
円
」
を
「
三
万
七
百
五
十
円
」
に
改
め
、
同
表
第
四
項
第
二
号
の
項
中

「
二
十
五
万
二
千
六
百
円
」
を
「
二
十
七
万
三
百
円
」
に
、「
十
二
万
六
千
三
百
円
」
を
「
十
三
万
五
千
百
五
十
円
」

に
、「
八
十
四
万
二
千
円
」
を
「
九
十
万
千
円
」
に
、「
四
十
二
万
千
円
」
を
「
四
十
五
万
五
百
円
」
に
改
め
、
同
表
第

四
項
第
三
号
の
項
中
「
十
六
万
七
千
四
百
円
」
を
「
十
七
万
九
千
百
円
」
に
、「
八
万
三
千
七
百
円
」
を
「
八
万
九
千

五
百
五
十
円
」
に
、「
五
十
五
万
八
千
円
」
を
「
五
十
九
万
七
千
円
」
に
、「
二
十
七
万
九
千
円
」
を
「
二
十
九
万
八
千

五
百
円
」
に
改
め
、
同
表
第
四
項
第
四
号
の
項
中
「
八
万
百
円
」
を
「
八
万
五
千
八
百
円
」
に
、「
四
万
五
十
円
」
を

「
四
万
二
千
九
百
円
」
に
、「
二
十
六
万
七
千
円
」
を
「
二
十
八
万
六
千
円
」
に
、「
十
三
万
三
千
五
百
円
」
を
「
十
四

万
三
千
円
」
に
改
め
、
同
表
第
四
項
第
五
号
の
項
中
「
二
万
四
千
六
百
円
」
を
「
二
万
五
千
七
百
円
」
に
、「
一
万
二

千
三
百
円
」
を
「
一
万
二
千
八
百
五
十
円
」
に
改
め
、
同
項
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

第
四
項
第
五
号
た
だ
し
書

二
万
四
千
六
百
円

一
万
二
千
三
百
円

第
二
十
九
条
の
三
第
十
二
項
の
表
第
四
項
第
六
号
の
項
中
「
一
万
五
千
円
」
を
「
一
万
五
千
七
百
円
」
に
、「
七
千

五
百
円
」
を
「
七
千
八
百
五
十
円
」
に
改
め
、
同
表
第
五
項
第
一
号
の
項
中
「
二
万
八
千
八
百
円
」
を
「
三
万
七
百

五
十
円
」
に
、「
一
万
四
千
四
百
円
」
を
「
一
万
五
千
三
百
七
十
五
円
」
に
改
め
、
同
表
第
五
項
第
二
号
の
項
中
「
十

二
万
六
千
三
百
円
」
を
「
十
三
万
五
千
百
五
十
円
」
に
、「
六
万
三
千
百
五
十
円
」
を
「
六
万
七
千
五
百
七
十
五
円
」

に
、「
四
十
二
万
千
円
」
を
「
四
十
五
万
五
百
円
」
に
、「
二
十
一
万
五
百
円
」
を
「
二
十
二
万
五
千
二
百
五
十
円
」
に

第
五
項
第
五
号
た
だ
し
書

一
万
二
千
三
百
円

六
千
百
五
十
円

改
め
、
同
表
第
五
項
第
三
号
の
項
中
「
八
万
三
千
七
百
円
」
を
「
八
万
九
千
五
百
五
十
円
」
に
、「
四
万
千
八
百
五
十

円
」
を
「
四
万
四
千
七
百
七
十
五
円
」
に
、「
二
十
七
万
九
千
円
」
を
「
二
十
九
万
八
千
五
百
円
」
に
、「
十
三
万
九
千

五
百
円
」
を
「
十
四
万
九
千
二
百
五
十
円
」
に
改
め
、
同
表
第
五
項
第
四
号
の
項
中
「
四
万
五
十
円
」
を
「
四
万
二

千
九
百
円
」
に
、「
二
万
二
十
五
円
」
を
「
二
万
千
四
百
五
十
円
」
に
、「
十
三
万
三
千
五
百
円
」
を「
十
四
万
三
千
円
」

に
、「
六
万
六
千
七
百
五
十
円
」
を
「
七
万
千
五
百
円
」
に
改
め
、
同
表
第
五
項
第
五
号
の
項
中「
一
万
二
千
三
百
円
」

を
「
一
万
二
千
八
百
五
十
円
」
に
、「
六
千
百
五
十
円
」
を
「
六
千
四
百
二
十
五
円
」
に
改
め
、
同
項
の
次
に
次
の
よ

う
に
加
え
る
。

第
二
十
九
条
の
三
第
十
二
項
の
表
第
五
項
第
六
号
の
項
中
「
七
千
五
百
円
」
を
「
七
千
八
百
五
十
円
」
に
、「
三
千

七
百
五
十
円
」
を
「
三
千
九
百
二
十
五
円
」
に
改
め
、
同
表
第
六
項
第
一
号
の
項
中
「
一
万
八
千
円
」
を
「
二
万
二

千
円
」
に
、「
九
千
円
」
を
「
一
万
千
円
」
に
改
め
、
同
表
第
六
項
第
二
号
の
項
中
「
八
千
円
」
を
「
一
万
千
円
」に
、

「
四
千
円
」
を
「
五
千
五
百
円
」
に
改
め
、
同
表
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

第
六
項
第
三
号

八
千
円

四
千
円

令和年月日 水曜日 (号外第号)官 報

第
二
十
九
条
の
三
第
十
項
中「「
第
四
項
第
五
号
に
お
い
て
「
市
町
村
民
税
世
帯
非
課
税
」
の
下
に
「
の
場
合
」
を

加
え
、「
」
と
、
第
四
項
第
五
号
中
「
の
場
合
」
と
あ
る
の
は
「
」
を
「
の
場
合
」
と
、
第
四
項
第
五
号
中
「
市
町
村

民
税
世
帯
非
課
税
の
場
合
」
と
あ
る
の
は
「
市
町
村
民
税
世
帯
非
課
税
」
に
改
め
、
同
条
第
十
一
項
中
「
前
条
第
一

項
」
を
「
第
二
十
九
条
の
二
の
二
第
一
項
」
に
、「
そ
れ
ぞ
れ
十
四
万
四
千
円
」
を
「
次
の
各
号
に
掲
げ
る
場
合
に
応

じ
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
各
号
に
定
め
る
額
」
に
改
め
、
同
項
に
次
の
各
号
を
加
え
る
。

一

次
号
に
掲
げ
る
場
合
以
外
の
場
合

二
十
一
万
六
千
円

二

基
準
日
の
属
す
る
月
に
お
け
る
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
日
に
お
い
て
国
民
健
康
保
険
の
世
帯
主
等
及
び
そ

の
世
帯
員
の
全
て
に
つ
い
て
基
準
日
の
属
す
る
年
度
の
前
年
度
（
次
条
第
八
項
の
規
定
に
よ
り
前
年
八
月
一
日

か
ら
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
い
ず
れ
か
の
日
を
基
準
日
と
み
な
し
た
場
合
に
あ
つ
て
は
、
当
該
基
準
日
と
み
な

し
た
日
の
属
す
る
年
度
）
分
の
地
方
税
法
の
規
定
に
よ
る
市
町
村
民
税
が
課
さ
れ
な
い
場
合
又
は
市
町
村
の
条

例
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
市
町
村
民
税
が
免
除
さ
れ
る
場
合
（
こ
れ
ら
の
者
の
い
ず
れ
か
が
当
該
市
町
村
民

税
の
賦
課
期
日
に
お
い
て
同
法
の
施
行
地
に
住
所
を
有
し
な
い
者
で
あ
る
場
合
を
除
く
。）
九
万
六
千
円

第
二
十
九
条
の
三
中
第
十
二
項
を
第
十
六
項
と
し
、
第
十
一
項
の
次
に
次
の
四
項
を
加
え
る
。

12

前
条
第
一
項
（
同
条
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）の
高
額
療
養
費
算
定
基
準
額
は
、
次
の
各
号

に
掲
げ
る
場
合
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
各
号
に
定
め
る
額
と
す
る
。

一

次
号
か
ら
第
四
号
ま
で
に
掲
げ
る
場
合
以
外
の
場
合

五
十
三
万
円

二

基
準
日
の
属
す
る
月
に
お
け
る
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
日
に
お
い
て
国
民
健
康
保
険
の
世
帯
主
等
と
同
一

の
世
帯
に
属
す
る
全
て
の
被
保
険
者
に
つ
い
て
基
準
日
の
属
す
る
年
の
前
々
年
（
次
条
第
十
項
の
規
定
に
よ
り

八
月
一
日
か
ら
十
二
月
三
十
一
日
ま
で
の
い
ず
れ
か
の
日
を
基
準
日
と
み
な
し
た
場
合
に
あ
つ
て
は
、
当
該
基

準
日
と
み
な
し
た
日
の
属
す
る
年
の
前
年
。
次
号
に
お
い
て
同
じ
。）の
基
準
所
得
額
を
合
算
し
た
額
が
九
百
一

万
円
を
超
え
る
場
合

百
六
十
八
万
円

三

基
準
日
の
属
す
る
月
に
お
け
る
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
日
に
お
い
て
国
民
健
康
保
険
の
世
帯
主
等
と
同
一

の
世
帯
に
属
す
る
全
て
の
被
保
険
者
に
つ
い
て
基
準
日
の
属
す
る
年
の
前
々
年
の
基
準
所
得
額
を
合
算
し
た
額

が
六
百
万
円
を
超
え
九
百
一
万
円
以
下
の
場
合

百
十
一
万
円

四

基
準
日
の
属
す
る
月
に
お
け
る
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
日
に
お
い
て
国
民
健
康
保
険
の
世
帯
主
等
及
び
そ

の
世
帯
員
の
全
て
に
つ
い
て
基
準
日
の
属
す
る
年
度
の
前
年
度
（
次
条
第
十
項
の
規
定
に
よ
り
前
年
八
月
一
日

か
ら
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
い
ず
れ
か
の
日
を
基
準
日
と
み
な
し
た
場
合
に
あ
つ
て
は
、
当
該
基
準
日
と
み
な

し
た
日
の
属
す
る
年
度
）
分
の
地
方
税
法
の
規
定
に
よ
る
市
町
村
民
税
が
課
さ
れ
な
い
場
合
又
は
市
町
村
の
条

例
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
市
町
村
民
税
が
免
除
さ
れ
る
場
合
（
こ
れ
ら
の
者
の
い
ず
れ
か
が
当
該
市
町
村
民

税
の
賦
課
期
日
に
お
い
て
同
法
の
施
行
地
に
住
所
を
有
し
な
い
者
で
あ
る
場
合
を
除
く
。
第
十
四
項
第
四
号
に

お
い
て
「
市
町
村
民
税
世
帯
非
課
税
の
場
合
」
と
い
う
。）
二
十
九
万
円

13

前
項
第
二
号
及
び
第
三
号
の
基
準
所
得
額
は
、
第
二
十
九
条
の
七
第
二
項
第
四
号
に
規
定
す
る
基
礎
控
除
後
の

総
所
得
金
額
等
の
算
定
の
例
に
よ
り
算
定
す
る
も
の
と
す
る
。

14

前
条
第
二
項
（
同
条
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）の
七
十
歳
以
上
年
間
高
額
療
養
費
算
定
基
準

額
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
場
合
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
各
号
に
定
め
る
額
と
す
る
。

一

次
号
か
ら
第
五
号
ま
で
に
掲
げ
る
場
合
以
外
の
場
合

五
十
三
万
円

二

基
準
日
に
お
い
て
被
保
険
者
が
療
養
の
給
付
を
受
け
る
こ
と
と
し
た
場
合
に
お
い
て
、
法
第
四
十
二
条
第
一

項
第
四
号
の
規
定
が
適
用
さ
れ
る
者
（
次
号
及
び
第
二
十
九
条
の
四
の
三
第
三
項
第
二
号
か
ら
第
四
号
ま
で
に

お
い
て
「
第
四
号
適
用
者
」
と
い
う
。）で
あ
つ
て
、法
第
四
十
二
条
第
一
項
第
四
号
に
規
定
す
る
所
得
の
額（
次

号
及
び
第
二
十
九
条
の
四
の
三
第
三
項
第
二
号
か
ら
第
四
号
ま
で
に
お
い
て
「
第
四
号
所
得
額
」
と
い
う
。）が

六
百
九
十
万
円
以
上
の
も
の
で
あ
る
場
合

百
六
十
八
万
円

三

第
四
号
所
得
額
が
三
百
八
十
万
円
以
上
六
百
九
十
万
円
未
満
の
第
四
号
適
用
者
で
あ
る
場
合

百
十
一
万
円

四

市
町
村
民
税
世
帯
非
課
税
の
場
合
（
次
号
に
掲
げ
る
場
合
を
除
く
。）
二
十
九
万
円





令和年月日 水曜日 (号外第号)官 報

五

基
準
日
の
属
す
る
月
に
お
け
る
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
日
に
お
い
て
国
民
健
康
保
険
の
世
帯
主
等
及
び
そ

の
世
帯
員
の
全
て
に
つ
い
て
基
準
日
の
属
す
る
年
度
の
前
年
度
（
次
条
第
十
項
の
規
定
に
よ
り
前
年
八
月
一
日

か
ら
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
い
ず
れ
か
の
日
を
基
準
日
と
み
な
し
た
場
合
に
あ
つ
て
は
、
当
該
基
準
日
と
み
な

し
た
日
の
属
す
る
年
度
）
分
の
地
方
税
法
の
規
定
に
よ
る
市
町
村
民
税
に
係
る
同
法
第
三
百
十
三
条
第
一
項
に

規
定
す
る
総
所
得
金
額
及
び
山
林
所
得
金
額
に
係
る
所
得
税
法
第
二
条
第
一
項
第
二
十
二
号
に
規
定
す
る
各
種

所
得
の
金
額
並
び
に
他
の
所
得
と
区
分
し
て
計
算
さ
れ
る
所
得
の
金
額
が
な
い
場
合

十
八
万
円

15

第
二
十
九
条
の
七
の
二
第
二
項
に
規
定
す
る
特
例
対
象
被
保
険
者
等
又
は
同
項
に
規
定
す
る
特
例
対
象
被
保
険

者
等
で
な
く
な
つ
た
日
以
後
の
最
初
の
七
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
に
あ
る
被
保
険
者
の
属
す
る
世
帯
に
対
す
る
第

十
二
項
第
四
号
及
び
前
項
第
四
号
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
第
十
二
項
第
四
号
中
「
又
は
」と
あ
る
の
は「
若

し
く
は
」
と
、「
第
十
四
項
第
四
号
に
お
い
て
「
市
町
村
民
税
世
帯
非
課
税
の
場
合
」
と
あ
る
の
は
「
）
又
は
都
道

府
県
等
が
行
う
国
民
健
康
保
険
の
世
帯
主
及
び
そ
の
世
帯
員
並
び
に
第
二
十
九
条
の
七
第
二
項
第
八
号
イ
に
規
定

す
る
特
定
同
一
世
帯
所
属
者
（
以
下
こ
の
号
に
お
い
て
「
特
定
同
一
世
帯
所
属
者
」
と
い
う
。）の
全
て
に
つ
い
て

基
準
日
の
属
す
る
年
の
前
々
年
（
次
条
第
十
項
の
規
定
に
よ
り
八
月
一
日
か
ら
十
二
月
三
十
一
日
ま
で
の
い
ず
れ

か
の
日
を
基
準
日
と
み
な
し
た
場
合
に
あ
つ
て
は
、
当
該
基
準
日
と
み
な
し
た
日
の
属
す
る
年
の
前
年
）
の
所
得

に
つ
い
て
第
二
十
九
条
の
七
第
六
項
第
二
号
の
規
定
を
適
用
し
て
計
算
し
た
同
項
第
一
号
に
規
定
す
る
総
所
得
金

額
（
第
二
十
九
条
の
七
の
二
第
二
項
に
規
定
す
る
特
例
対
象
被
保
険
者
等
又
は
同
項
に
規
定
す
る
特
例
対
象
被
保

険
者
等
で
な
く
な
つ
た
日
以
後
の
最
初
の
七
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
に
あ
る
被
保
険
者
の
総
所
得
金
額
に
所
得
税

法
第
二
十
八
条
第
一
項
に
規
定
す
る
給
与
所
得
が
含
ま
れ
て
い
る
場
合
に
お
い
て
は
、
当
該
給
与
所
得
に
つ
い
て

は
、
同
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
つ
て
計
算
し
た
金
額
の
百
分
の
三
十
に
相
当
す
る
金
額
に
よ
る
も
の
と
す
る
。）及

び
第
二
十
九
条
の
七
第
六
項
第
一
号
に
規
定
す
る
山
林
所
得
金
額
並
び
に
同
号
に
規
定
す
る
他
の
所
得
と
区
分
し

て
計
算
さ
れ
る
所
得
の
金
額
の
合
算
額
が
地
方
税
法
第
三
百
十
四
条
の
二
第
二
項
第
一
号
に
定
め
る
金
額
（
当
該

世
帯
主
及
び
そ
の
世
帯
員
並
び
に
特
定
同
一
世
帯
所
属
者
の
う
ち
給
与
所
得
を
有
す
る
者
（
基
準
日
の
属
す
る
年

の
前
々
年
（
次
条
第
十
項
の
規
定
に
よ
り
八
月
一
日
か
ら
十
二
月
三
十
一
日
ま
で
の
い
ず
れ
か
の
日
を
基
準
日
と

み
な
し
た
場
合
に
あ
つ
て
は
、
当
該
基
準
日
と
み
な
し
た
日
の
属
す
る
年
の
前
年
）
中
に
第
二
十
九
条
の
七
第
六

項
第
二
号
の
規
定
を
適
用
し
て
計
算
し
た
同
項
第
一
号
に
規
定
す
る
総
所
得
金
額
に
係
る
所
得
税
法
第
二
十
八
条

第
一
項
に
規
定
す
る
給
与
所
得
に
つ
い
て
同
条
第
三
項
に
規
定
す
る
給
与
所
得
控
除
額
の
控
除
を
受
け
た
者
（
同

条
第
一
項
に
規
定
す
る
給
与
等
の
収
入
金
額
が
五
十
五
万
円
を
超
え
る
者
に
限
る
。）を
い
う
。
以
下
こ
の
号
に
お

い
て
同
じ
。）の
数
及
び
公
的
年
金
等
に
係
る
所
得
を
有
す
る
者
（
基
準
日
の
属
す
る
年
の
前
々
年
（
次
条
第
十
項

の
規
定
に
よ
り
八
月
一
日
か
ら
十
二
月
三
十
一
日
ま
で
の
い
ず
れ
か
の
日
を
基
準
日
と
み
な
し
た
場
合
に
あ
つ
て

は
、
当
該
基
準
日
と
み
な
し
た
日
の
属
す
る
年
の
前
年
）
中
に
第
二
十
九
条
の
七
第
六
項
第
二
号
の
規
定
を
適
用

し
て
計
算
し
た
同
項
第
一
号
に
規
定
す
る
総
所
得
金
額
に
係
る
所
得
税
法
第
三
十
五
条
第
三
項
に
規
定
す
る
公
的

年
金
等
に
係
る
所
得
に
つ
い
て
同
条
第
四
項
に
規
定
す
る
公
的
年
金
等
控
除
額
の
控
除
を
受
け
た
者
（
年
齢
六
十

五
歳
未
満
の
者
に
あ
つ
て
は
当
該
公
的
年
金
等
の
収
入
金
額
が
六
十
万
円
を
超
え
る
者
に
限
り
、
年
齢
六
十
五
歳

以
上
の
者
に
あ
つ
て
は
当
該
公
的
年
金
等
の
収
入
金
額
が
百
十
万
円
を
超
え
る
者
に
限
る
。）を
い
い
、
給
与
所
得

を
有
す
る
者
を
除
く
。）の
数
の
合
計
数
（
以
下
こ
の
号
に
お
い
て
「
給
与
所
得
者
等
の
数
」
と
い
う
。）が
二
以
上

の
場
合
に
あ
つ
て
は
、
地
方
税
法
第
三
百
十
四
条
の
二
第
二
項
第
一
号
に
定
め
る
金
額
に
当
該
給
与
所
得
者
等
の

数
か
ら
一
を
減
じ
た
数
に
十
万
円
を
乗
じ
て
得
た
金
額
を
加
え
た
金
額
）
に
そ
の
世
帯
に
属
す
る
被
保
険
者
の
数

と
特
定
同
一
世
帯
所
属
者
の
数
の
合
計
数
に
五
十
七
万
円
を
乗
じ
て
得
た
金
額
を
加
算
し
た
金
額
を
超
え
な
い
場

合
（
第
十
四
項
第
四
号
に
お
い
て
「
市
町
村
民
税
世
帯
非
課
税
又
は
特
例
対
象
被
保
険
者
等
所
属
世
帯
特
例
基
準

の
場
合
」
と
、
前
項
第
四
号
中
「
市
町
村
民
税
世
帯
非
課
税
の
場
合
」
と
あ
る
の
は
「
市
町
村
民
税
世
帯
非
課
税

又
は
特
例
対
象
被
保
険
者
等
所
属
世
帯
特
例
基
準
の
場
合
」
と
す
る
。

第
二
十
九
条
の
四
第
一
項
第
一
号
イ
中
「
八
万
百
円
」
を
「
八
万
五
千
八
百
円
」
に
、「
二
十
六
万
七
千
円
」を「
二

十
八
万
六
千
円
」
に
改
め
、
同
号
ロ
中
「
二
十
五
万
二
千
六
百
円
」
を
「
二
十
七
万
三
百
円
」
に
、「
八
十
四
万
二
千

円
」
を
「
九
十
万
千
円
」
に
改
め
、
同
号
ハ
中
「
十
六
万
七
千
四
百
円
」
を
「
十
七
万
九
千
百
円
」
に
、「
五
十
五
万

八
千
円
」
を
「
五
十
九
万
七
千
円
」
に
改
め
、
同
号
ニ
中
「
五
万
七
千
六
百
円
」
を
「
六
万
千
五
百
円
」
に
改
め
、

同
号
ホ
中
「
三
万
五
千
四
百
円
」
を
「
三
万
六
千
九
百
円
」
に
改
め
、
同
項
第
二
号
イ
中
「
四
万
五
十
円
」
を
「
四

万
二
千
九
百
円
」
に
、「
十
三
万
三
千
五
百
円
」
を
「
十
四
万
三
千
円
」
に
改
め
、
同
号
ロ
中「
十
二
万
六
千
三
百
円
」

を
「
十
三
万
五
千
百
五
十
円
」
に
、「
四
十
二
万
千
円
」
を
「
四
十
五
万
五
百
円
」
に
改
め
、
同
号
ハ
中
「
八
万
三
千

七
百
円
」
を
「
八
万
九
千
五
百
五
十
円
」
に
、「
二
十
七
万
九
千
円
」
を
「
二
十
九
万
八
千
五
百
円
」
に
改
め
、
同
号

ニ
中
「
二
万
八
千
八
百
円
」
を
「
三
万
七
百
五
十
円
」
に
改
め
、
同
号
ホ
中
「
一
万
七
千
七
百
円
」
を
「
一
万
八
千

四
百
五
十
円
」
に
改
め
、
同
項
第
三
号
イ
中
「
五
万
七
千
六
百
円
」
を
「
六
万
千
五
百
円
」
に
改
め
、同
号
ロ
中「
二

十
五
万
二
千
六
百
円
」
を
「
二
十
七
万
三
百
円
」
に
、「
八
十
四
万
二
千
円
」
を
「
九
十
万
千
円
」
に
改
め
、
同
号
ハ

中
「
十
六
万
七
千
四
百
円
」
を
「
十
七
万
九
千
百
円
」
に
、「
五
十
五
万
八
千
円
」
を
「
五
十
九
万
七
千
円
」に
改
め
、

同
号
ニ
中
「
八
万
百
円
」
を
「
八
万
五
千
八
百
円
」
に
、「
二
十
六
万
七
千
円
」
を
「
二
十
八
万
六
千
円
」
に
改
め
、

同
号
ホ
中
「
二
万
四
千
六
百
円
」
を
「
二
万
五
千
七
百
円
。
た
だ
し
、
高
額
療
養
費
多
数
回
該
当
の
場
合
に
あ
つ
て

は
、
二
万
四
千
六
百
円
と
す
る
。」に
改
め
、
同
号
ヘ
中
「
一
万
五
千
円
」
を
「
一
万
五
千
七
百
円
」
に
改
め
、
同
項

第
四
号
イ
中
「
二
万
八
千
八
百
円
」
を
「
三
万
七
百
五
十
円
」
に
改
め
、
同
号
ロ
中
「
十
二
万
六
千
三
百
円
」を「
十

三
万
五
千
百
五
十
円
」
に
、「
四
十
二
万
千
円
」
を
「
四
十
五
万
五
百
円
」
に
改
め
、
同
号
ハ
中「
八
万
三
千
七
百
円
」

を
「
八
万
九
千
五
百
五
十
円
」
に
、「
二
十
七
万
九
千
円
」
を
「
二
十
九
万
八
千
五
百
円
」
に
改
め
、
同
号
ニ
中
「
四

万
五
十
円
」
を
「
四
万
二
千
九
百
円
」
に
、「
十
三
万
三
千
五
百
円
」
を
「
十
四
万
三
千
円
」
に
改
め
、同
号
ホ
中「
一

万
二
千
三
百
円
」
を
「
一
万
二
千
八
百
五
十
円
。
た
だ
し
、
高
額
療
養
費
多
数
回
該
当
の
場
合
に
あ
つ
て
は
、
一
万

二
千
三
百
円
と
す
る
。」に
改
め
、
同
号
ヘ
中
「
七
千
五
百
円
」
を
「
七
千
八
百
五
十
円
」
に
改
め
、
同
項
第
五
号
中

「
又
は
ロ
」
を
「
か
ら
ハ
ま
で
」
に
改
め
、
同
号
イ
中
「
ロ
」
の
下
に
「
及
び
ハ
」
を
加
え
、「
一
万
八
千
円
」を「
二

万
二
千
円
」
に
改
め
、
同
号
ロ
中
「
八
千
円
」
を
「
一
万
千
円
」
に
改
め
、
同
号
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

ハ

前
条
第
六
項
第
三
号
に
掲
げ
る
場
合
に
該
当
し
て
い
る
こ
と
に
つ
き
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に

よ
り
市
町
村
又
は
組
合
の
認
定
を
受
け
て
い
る
者

八
千
円

第
二
十
九
条
の
四
第
五
項
及
び
第
六
項
中
「
第
二
十
九
条
の
二
」
の
下
に
「
及
び
第
二
十
九
条
の
二
の
三
」
を
加

え
、
同
条
中
第
九
項
を
第
十
一
項
と
し
、
第
八
項
の
次
に
次
の
二
項
を
加
え
る
。

９

被
保
険
者
が
計
算
期
間
の
末
日
に
お
い
て
法
第
六
条
各
号
（
第
九
号
及
び
第
十
号
を
除
く
。）の
い
ず
れ
か
に
該

当
す
る
こ
と
に
よ
り
、
当
該
計
算
期
間
の
末
日
の
翌
日
か
ら
そ
の
資
格
を
喪
失
す
る
こ
と
と
な
る
場
合
に
お
け
る

第
二
十
九
条
の
二
の
三
の
規
定
に
よ
る
高
額
療
養
費
の
支
給
に
つ
い
て
は
、
当
該
計
算
期
間
の
末
日
に
当
該
資
格

を
喪
失
し
た
も
の
と
み
な
し
て
、
同
条
並
び
に
前
条
第
十
二
項
及
び
第
十
四
項
の
規
定
を
適
用
す
る
。

10

国
民
健
康
保
険
の
世
帯
主
等
が
計
算
期
間
に
お
い
て
そ
の
世
帯
に
お
け
る
国
民
健
康
保
険
の
世
帯
主
等
で
な
く

な
つ
た
場
合
（
当
該
国
民
健
康
保
険
の
世
帯
主
等
が
基
準
日
世
帯
主
等
又
は
基
準
日
世
帯
員
で
あ
る
場
合
を
除

く
。）に
お
け
る
第
二
十
九
条
の
二
の
三
の
規
定
に
よ
る
高
額
療
養
費
の
支
給
に
つ
い
て
は
、
当
該
国
民
健
康
保
険

の
世
帯
主
等
が
当
該
世
帯
に
お
け
る
国
民
健
康
保
険
の
世
帯
主
等
で
な
く
な
つ
た
日
（
計
算
期
間
に
お
い
て
当
該

世
帯
に
お
け
る
国
民
健
康
保
険
の
世
帯
主
等
で
な
く
な
つ
た
日
が
複
数
あ
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
当
該
世
帯
に
お

け
る
国
民
健
康
保
険
の
世
帯
主
等
で
な
く
な
つ
た
日
の
う
ち
最
も
遅
い
日
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。）の
前

日
を
基
準
日
と
み
な
し
て
、第
二
十
九
条
の
二
の
三
並
び
に
前
条
第
十
二
項
及
び
第
十
四
項
の
規
定
を
適
用
す
る
。

た
だ
し
、
当
該
国
民
健
康
保
険
の
世
帯
主
等
が
計
算
期
間
の
末
日
以
外
の
日
に
お
い
て
法
第
六
条
第
一
号
か
ら
第

八
号
ま
で
の
い
ず
れ
か
に
該
当
し
、
そ
の
翌
日
か
ら
国
民
健
康
保
険
の
被
保
険
者
の
資
格
を
喪
失
す
る
こ
と
に
よ

り
、
当
該
世
帯
に
お
け
る
国
民
健
康
保
険
の
世
帯
主
等
で
な
く
な
つ
た
場
合
に
つ
い
て
は
、
当
該
国
民
健
康
保
険

の
世
帯
主
等
が
当
該
世
帯
に
お
け
る
国
民
健
康
保
険
の
世
帯
主
等
で
な
く
な
つ
た
日
の
前
々
日
を
基
準
日
と
み
な

す
。

第
二
十
九
条
の
四
の
二
第
一
項
中「（
次
項
の
」
を「（
次
項
に
規
定
す
る
」
に
改
め
、
同
項
第
一
号
中
「
そ
の
世
帯

員
（
第
二
十
九
条
の
二
の
二
第
八
項
に
規
定
す
る
世
帯
員
を
い
う
。
以
下
こ
の
条
及
び
次
条
に
お
い
て
同
じ
。）で
あ

る
者
」
を
「
当
該
基
準
日
世
帯
主
等
が
国
民
健
康
保
険
の
世
帯
主
等
で
あ
つ
た
間
に
当
該
基
準
日
世
帯
主
等
と
同
一

の
世
帯
に
属
す
る
世
帯
員
で
あ
つ
た
者
」
に
、「
そ
の
世
帯
員
と
し
て
」
を「
当
該
世
帯
員
で
あ
る
者
と
し
て
」に
、「
法

第
五
十
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
保
険
給
付
に
係
る
療
養
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
継
続
給
付
に
係
る
療
養
」

と
い
う
。）」
を
「
継
続
給
付
に
係
る
療
養
」
に
、「
又
は
第
二
十
九
条
の
二
の
二
」
を
「
、
第
二
十
九
条
の
二
の
二
又

は
第
二
十
九
条
の
二
の
三
」
に
改
め
、
同
条
第
四
項
中
「
療
養
（
第
一
号
に
規
定
す
る
」
及
び
「
療
養
（
同
号
に
規

定
す
る
」
を
「
療
養
（
」
に
、「
係
る
同
号
」
を
「
係
る
第
一
号
」
に
改
め
、
同
条
第
五
項
中「（
次
項
の
」
を「（
次
項

に
規
定
す
る
」
に
改
め
る
。


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第
二
十
九
条
の
四
の
三
第
三
項
第
二
号
中
「
基
準
日
に
お
い
て
被
保
険
者
が
療
養
の
給
付
を
受
け
る
こ
と
と
し
た

場
合
に
お
い
て
、
法
第
四
十
二
条
第
一
項
第
四
号
の
規
定
が
適
用
さ
れ
る
者
（
次
号
及
び
第
四
号
に
お
い
て
「
第
四

号
適
用
者
」
と
い
う
。）で
あ
つ
て
、
所
得
の
額
（
同
項
第
四
号
に
規
定
す
る
所
得
の
額
を
い
う
。
次
号
及
び
第
四
号

に
お
い
て
同
じ
。）」
を
「
第
四
号
所
得
額
」
に
、「
も
の
」
を
「
第
四
号
適
用
者
」
に
改
め
、
同
項
第
三
号
及
び
第
四

号
中
「
第
四
号
適
用
者
で
あ
つ
て
、
所
得
の
額
」
を
「
第
四
号
所
得
額
」
に
、「
も
の
」
を
「
第
四
号
適
用
者
」
に
改

め
、
同
条
第
四
項
の
表
中
「
第
四
十
四
条
第
五
項
」
を
「
第
四
十
四
条
第
六
項
」
に
、「
第
四
十
四
条
第
七
項
」を「
第

四
十
四
条
第
八
項
」
に
改
め
る
。

第
六
条

国
民
健
康
保
険
法
施
行
令
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
十
七
条
の
二
第
一
項
第
一
号
中
「
第
二
十
九
条
の
三
第
四
項
第
六
号
及
び
第
十
四
項
第
五
号
」
を
「
第
二
十

九
条
の
三
第
四
項
第
十
四
号
及
び
第
十
四
項
第
六
号
」
に
改
め
る
。

第
二
十
九
条
の
三
第
一
項
第
一
号
中
「
次
号
か
ら
第
五
号
ま
で
に
掲
げ
る
場
合
以
外
の
場
合
」
を
「
そ
の
被
保
険

者
の
属
す
る
世
帯
に
属
す
る
全
て
の
被
保
険
者
に
つ
い
て
療
養
の
あ
つ
た
月
の
属
す
る
年
の
前
年
（
当
該
療
養
の
あ

つ
た
月
が
一
月
か
ら
七
月
ま
で
の
場
合
に
あ
つ
て
は
、
前
々
年
。
次
号
か
ら
第
十
二
号
ま
で
に
お
い
て
同
じ
。）の
基

準
所
得
額
を
合
算
し
た
額
が
千
三
百
五
十
六
万
円
を
超
え
る
場
合
」
に
、「
八
万
五
千
八
百
円
」
を
「
三
十
四
万
二
千

円
」
に
、「
二
十
八
万
六
千
円
」
を
「
百
十
四
万
円
」
に
改
め
、
同
号
た
だ
し
書
中
「
四
万
四
千
四
百
円
」
を
「
十
四

万
百
円
」
に
改
め
、
同
項
第
五
号
中
「
第
十
二
項
第
四
号
」
を
「
第
十
二
項
第
五
号
」
に
、「
第
四
項
第
五
号
」を「
第

四
項
第
十
三
号
」
に
改
め
、
同
号
を
同
項
第
十
三
号
と
し
、
同
項
第
四
号
中
「
二
百
十
万
円
」
を
「
八
十
六
万
円
」

に
改
め
、
同
号
た
だ
し
書
中
「
四
万
四
千
四
百
円
」
を
「
三
万
四
千
五
百
円
」
に
改
め
、
同
号
を
同
項
第
十
二
号
と

し
、
同
項
第
三
号
中
「
九
百
一
万
円
」
を
「
六
百
七
十
九
万
円
」
に
改
め
、
同
号
を
同
項
第
六
号
と
し
、
同
号
の
次

に
次
の
五
号
を
加
え
る
。

七

そ
の
被
保
険
者
の
属
す
る
世
帯
に
属
す
る
全
て
の
被
保
険
者
に
つ
い
て
療
養
の
あ
つ
た
月
の
属
す
る
年
の
前

年
の
基
準
所
得
額
を
合
算
し
た
額
が
四
百
十
万
円
を
超
え
六
百
万
円
以
下
の
場
合
（
第
十
三
号
に
掲
げ
る
場
合

を
除
く
。）
十
一
万
四
百
円
と
、
第
二
十
九
条
の
二
第
一
項
各
号
に
掲
げ
る
額
を
合
算
し
た
額
に
係
る
療
養
に

つ
き
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
当
該
療
養
に
要
し
た
費
用
の
額
（
そ
の
額
が
三
十
六

万
八
千
円
に
満
た
な
い
と
き
は
、
三
十
六
万
八
千
円
）
か
ら
三
十
六
万
八
千
円
を
控
除
し
た
額
に
百
分
の
一
を

乗
じ
て
得
た
額
（
こ
の
額
に
一
円
未
満
の
端
数
が
あ
る
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
端
数
金
額
が
五
十
銭
未
満
で
あ

る
と
き
は
、
こ
れ
を
切
り
捨
て
、
そ
の
端
数
金
額
が
五
十
銭
以
上
で
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
一
円
に
切
り
上
げ

た
額
）
と
の
合
算
額
。
た
だ
し
、
高
額
療
養
費
多
数
回
該
当
の
場
合
に
あ
つ
て
は
、四
万
四
千
四
百
円
と
す
る
。

八

そ
の
被
保
険
者
の
属
す
る
世
帯
に
属
す
る
全
て
の
被
保
険
者
に
つ
い
て
療
養
の
あ
つ
た
月
の
属
す
る
年
の
前

年
の
基
準
所
得
額
を
合
算
し
た
額
が
三
百
十
三
万
円
を
超
え
四
百
十
万
円
以
下
の
場
合
（
第
十
三
号
に
掲
げ
る

場
合
を
除
く
。）
九
万
八
千
百
円
と
、
第
二
十
九
条
の
二
第
一
項
各
号
に
掲
げ
る
額
を
合
算
し
た
額
に
係
る
療

養
に
つ
き
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
当
該
療
養
に
要
し
た
費
用
の
額
（
そ
の
額
が
三

十
二
万
七
千
円
に
満
た
な
い
と
き
は
、
三
十
二
万
七
千
円
）
か
ら
三
十
二
万
七
千
円
を
控
除
し
た
額
に
百
分
の

一
を
乗
じ
て
得
た
額
（
こ
の
額
に
一
円
未
満
の
端
数
が
あ
る
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
端
数
金
額
が
五
十
銭
未
満

で
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
切
り
捨
て
、
そ
の
端
数
金
額
が
五
十
銭
以
上
で
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
一
円
に
切
り

上
げ
た
額
）
と
の
合
算
額
。
た
だ
し
、
高
額
療
養
費
多
数
回
該
当
の
場
合
に
あ
つ
て
は
、
四
万
四
千
四
百
円
と

す
る
。

九

そ
の
被
保
険
者
の
属
す
る
世
帯
に
属
す
る
全
て
の
被
保
険
者
に
つ
い
て
療
養
の
あ
つ
た
月
の
属
す
る
年
の
前

年
の
基
準
所
得
額
を
合
算
し
た
額
が
二
百
十
万
円
を
超
え
三
百
十
三
万
円
以
下
の
場
合
（
第
十
三
号
に
掲
げ
る

場
合
を
除
く
。）
八
万
五
千
八
百
円
と
、
第
二
十
九
条
の
二
第
一
項
各
号
に
掲
げ
る
額
を
合
算
し
た
額
に
係
る

療
養
に
つ
き
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
当
該
療
養
に
要
し
た
費
用
の
額
（
そ
の
額
が

二
十
八
万
六
千
円
に
満
た
な
い
と
き
は
、
二
十
八
万
六
千
円
）
か
ら
二
十
八
万
六
千
円
を
控
除
し
た
額
に
百
分

の
一
を
乗
じ
て
得
た
額
（
こ
の
額
に
一
円
未
満
の
端
数
が
あ
る
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
端
数
金
額
が
五
十
銭
未

満
で
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
切
り
捨
て
、
そ
の
端
数
金
額
が
五
十
銭
以
上
で
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
一
円
に
切

り
上
げ
た
額
）
と
の
合
算
額
。
た
だ
し
、
高
額
療
養
費
多
数
回
該
当
の
場
合
に
あ
つ
て
は
、
四
万
四
千
四
百
円

と
す
る
。

十

そ
の
被
保
険
者
の
属
す
る
世
帯
に
属
す
る
全
て
の
被
保
険
者
に
つ
い
て
療
養
の
あ
つ
た
月
の
属
す
る
年
の
前

年
の
基
準
所
得
額
を
合
算
し
た
額
が
百
二
十
七
万
円
を
超
え
二
百
十
万
円
以
下
の
場
合
（
第
十
三
号
に
掲
げ
る

場
合
を
除
く
。）
六
万
九
千
六
百
円
。
た
だ
し
、
高
額
療
養
費
多
数
回
該
当
の
場
合
に
あ
つ
て
は
、
四
万
四
千

四
百
円
と
す
る
。

十
一

そ
の
被
保
険
者
の
属
す
る
世
帯
に
属
す
る
全
て
の
被
保
険
者
に
つ
い
て
療
養
の
あ
つ
た
月
の
属
す
る
年
の

前
年
の
基
準
所
得
額
を
合
算
し
た
額
が
八
十
六
万
円
を
超
え
百
二
十
七
万
円
以
下
の
場
合
（
第
十
三
号
に
掲
げ

る
場
合
を
除
く
。）
六
万
五
千
四
百
円
。
た
だ
し
、
高
額
療
養
費
多
数
回
該
当
の
場
合
に
あ
つ
て
は
、
四
万
四

千
四
百
円
と
す
る
。

第
二
十
九
条
の
三
第
一
項
第
二
号
中「（
当
該
療
養
の
あ
つ
た
月
が
一
月
か
ら
七
月
ま
で
の
場
合
に
あ
つ
て
は
、

前
々
年
。
次
号
及
び
第
四
号
に
お
い
て
同
じ
。）」
を
削
り
、「
九
百
一
万
円
を
超
え
る
」
を
「
九
百
一
万
円
を
超
え
千

百
十
万
円
以
下
の
」
に
改
め
、
同
号
を
同
項
第
三
号
と
し
、
同
号
の
次
に
次
の
二
号
を
加
え
る
。

四

そ
の
被
保
険
者
の
属
す
る
世
帯
に
属
す
る
全
て
の
被
保
険
者
に
つ
い
て
療
養
の
あ
つ
た
月
の
属
す
る
年
の
前

年
の
基
準
所
得
額
を
合
算
し
た
額
が
八
百
九
万
円
を
超
え
九
百
一
万
円
以
下
の
場
合

二
十
万
九
千
四
百
円

と
、
第
二
十
九
条
の
二
第
一
項
各
号
に
掲
げ
る
額
を
合
算
し
た
額
に
係
る
療
養
に
つ
き
厚
生
労
働
省
令
で
定
め

る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
当
該
療
養
に
要
し
た
費
用
の
額
（
そ
の
額
が
六
十
九
万
八
千
円
に
満
た
な
い
と
き

は
、
六
十
九
万
八
千
円
）
か
ら
六
十
九
万
八
千
円
を
控
除
し
た
額
に
百
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た
額
（
こ
の
額
に

一
円
未
満
の
端
数
が
あ
る
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
端
数
金
額
が
五
十
銭
未
満
で
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
切
り
捨

て
、
そ
の
端
数
金
額
が
五
十
銭
以
上
で
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
一
円
に
切
り
上
げ
た
額
）
と
の
合
算
額
。
た
だ

し
、
高
額
療
養
費
多
数
回
該
当
の
場
合
に
あ
つ
て
は
、
九
万
三
千
円
と
す
る
。

五

そ
の
被
保
険
者
の
属
す
る
世
帯
に
属
す
る
全
て
の
被
保
険
者
に
つ
い
て
療
養
の
あ
つ
た
月
の
属
す
る
年
の
前

年
の
基
準
所
得
額
を
合
算
し
た
額
が
六
百
七
十
九
万
円
を
超
え
八
百
九
万
円
以
下
の
場
合

十
九
万
四
千
四
百

円
と
、
第
二
十
九
条
の
二
第
一
項
各
号
に
掲
げ
る
額
を
合
算
し
た
額
に
係
る
療
養
に
つ
き
厚
生
労
働
省
令
で
定

め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
当
該
療
養
に
要
し
た
費
用
の
額
（
そ
の
額
が
六
十
四
万
八
千
円
に
満
た
な
い
と

き
は
、
六
十
四
万
八
千
円
）
か
ら
六
十
四
万
八
千
円
を
控
除
し
た
額
に
百
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た
額
（
こ
の
額

に
一
円
未
満
の
端
数
が
あ
る
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
端
数
金
額
が
五
十
銭
未
満
で
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
切
り

捨
て
、
そ
の
端
数
金
額
が
五
十
銭
以
上
で
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
一
円
に
切
り
上
げ
た
額
）
と
の
合
算
額
。
た

だ
し
、
高
額
療
養
費
多
数
回
該
当
の
場
合
に
あ
つ
て
は
、
九
万
三
千
円
と
す
る
。

第
二
十
九
条
の
三
第
一
項
第
一
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

二

そ
の
被
保
険
者
の
属
す
る
世
帯
に
属
す
る
全
て
の
被
保
険
者
に
つ
い
て
療
養
の
あ
つ
た
月
の
属
す
る
年
の
前

年
の
基
準
所
得
額
を
合
算
し
た
額
が
千
百
十
万
円
を
超
え
千
三
百
五
十
六
万
円
以
下
の
場
合

三
十
万
三
千
円

と
、
第
二
十
九
条
の
二
第
一
項
各
号
に
掲
げ
る
額
を
合
算
し
た
額
に
係
る
療
養
に
つ
き
厚
生
労
働
省
令
で
定
め

る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
当
該
療
養
に
要
し
た
費
用
の
額
（
そ
の
額
が
百
一
万
円
に
満
た
な
い
と
き
は
、
百

一
万
円
）
か
ら
百
一
万
円
を
控
除
し
た
額
に
百
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た
額
（
こ
の
額
に
一
円
未
満
の
端
数
が
あ

る
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
端
数
金
額
が
五
十
銭
未
満
で
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
切
り
捨
て
、
そ
の
端
数
金
額
が

五
十
銭
以
上
で
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
一
円
に
切
り
上
げ
た
額
）
と
の
合
算
額
。
た
だ
し
、
高
額
療
養
費
多
数

回
該
当
の
場
合
に
あ
つ
て
は
、
十
四
万
百
円
と
す
る
。

第
二
十
九
条
の
三
第
二
項
中
「
前
項
第
二
号
か
ら
第
四
号
ま
で
」
を
「
前
項
第
一
号
か
ら
第
十
二
号
ま
で
」
に
改

め
、
同
条
第
三
項
第
一
号
中
「
四
万
二
千
九
百
円
」
を
「
十
七
万
千
円
」
に
、「
十
四
万
三
千
円
」
を「
五
十
七
万
円
」

に
改
め
、
同
号
た
だ
し
書
中
「
二
万
二
千
二
百
円
」
を
「
七
万
五
十
円
」
に
改
め
、
同
項
第
五
号
中
「
第
一
項
第
五

号
」
を
「
第
一
項
第
十
三
号
」
に
改
め
、
同
号
を
同
項
第
十
三
号
と
し
、
同
項
第
四
号
中
「
第
一
項
第
四
号
」を「
第

一
項
第
十
二
号
」
に
改
め
、
同
号
た
だ
し
書
中
「
二
万
二
千
二
百
円
」
を
「
一
万
七
千
二
百
五
十
円
」
に
改
め
、
同

号
を
同
項
第
十
二
号
と
し
、
同
項
第
三
号
中
「
第
一
項
第
三
号
」
を
「
第
一
項
第
六
号
」
に
改
め
、
同
号
を
同
項
第

六
号
と
し
、
同
号
の
次
に
次
の
五
号
を
加
え
る
。

七

第
一
項
第
七
号
に
掲
げ
る
場
合

五
万
五
千
二
百
円
と
、
第
二
十
九
条
の
二
第
二
項
に
規
定
す
る
合
算
し
た

額
に
係
る
療
養
に
つ
き
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
当
該
療
養
に
要
し
た
費
用
の
額

（
そ
の
額
が
十
八
万
四
千
円
に
満
た
な
い
と
き
は
、
十
八
万
四
千
円
）
か
ら
十
八
万
四
千
円
を
控
除
し
た
額
に


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百
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た
額
（
こ
の
額
に
一
円
未
満
の
端
数
が
あ
る
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
端
数
金
額
が
五
十

銭
未
満
で
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
切
り
捨
て
、
そ
の
端
数
金
額
が
五
十
銭
以
上
で
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
一
円

に
切
り
上
げ
た
額
）
と
の
合
算
額
。
た
だ
し
、
高
額
療
養
費
多
数
回
該
当
の
場
合
に
あ
つ
て
は
、
二
万
二
千
二

百
円
と
す
る
。

八

第
一
項
第
八
号
に
掲
げ
る
場
合

四
万
九
千
五
十
円
と
、
第
二
十
九
条
の
二
第
二
項
に
規
定
す
る
合
算
し
た

額
に
係
る
療
養
に
つ
き
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
当
該
療
養
に
要
し
た
費
用
の
額

（
そ
の
額
が
十
六
万
三
千
五
百
円
に
満
た
な
い
と
き
は
、
十
六
万
三
千
五
百
円
）
か
ら
十
六
万
三
千
五
百
円
を

控
除
し
た
額
に
百
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た
額
（
こ
の
額
に
一
円
未
満
の
端
数
が
あ
る
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
端

数
金
額
が
五
十
銭
未
満
で
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
切
り
捨
て
、そ
の
端
数
金
額
が
五
十
銭
以
上
で
あ
る
と
き
は
、

こ
れ
を
一
円
に
切
り
上
げ
た
額
）
と
の
合
算
額
。
た
だ
し
、
高
額
療
養
費
多
数
回
該
当
の
場
合
に
あ
つ
て
は
、

二
万
二
千
二
百
円
と
す
る
。

九

第
一
項
第
九
号
に
掲
げ
る
場
合

四
万
二
千
九
百
円
と
、
第
二
十
九
条
の
二
第
二
項
に
規
定
す
る
合
算
し
た

額
に
係
る
療
養
に
つ
き
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
当
該
療
養
に
要
し
た
費
用
の
額

（
そ
の
額
が
十
四
万
三
千
円
に
満
た
な
い
と
き
は
、
十
四
万
三
千
円
）
か
ら
十
四
万
三
千
円
を
控
除
し
た
額
に

百
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た
額
（
こ
の
額
に
一
円
未
満
の
端
数
が
あ
る
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
端
数
金
額
が
五
十

銭
未
満
で
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
切
り
捨
て
、
そ
の
端
数
金
額
が
五
十
銭
以
上
で
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
一
円

に
切
り
上
げ
た
額
）
と
の
合
算
額
。
た
だ
し
、
高
額
療
養
費
多
数
回
該
当
の
場
合
に
あ
つ
て
は
、
二
万
二
千
二

百
円
と
す
る
。

十

第
一
項
第
十
号
に
掲
げ
る
場
合

三
万
四
千
八
百
円
。
た
だ
し
、
高
額
療
養
費
多
数
回
該
当
の
場
合
に
あ
つ

て
は
、
二
万
二
千
二
百
円
と
す
る
。

十
一

第
一
項
第
十
一
号
に
掲
げ
る
場
合

三
万
二
千
七
百
円
。
た
だ
し
、
高
額
療
養
費
多
数
回
該
当
の
場
合
に

あ
つ
て
は
、
二
万
二
千
二
百
円
と
す
る
。

第
二
十
九
条
の
三
第
三
項
第
二
号
中
「
第
一
項
第
二
号
」
を
「
第
一
項
第
三
号
」
に
改
め
、
同
号
を
同
項
第
三
号

と
し
、
同
号
の
次
に
次
の
二
号
を
加
え
る
。

四

第
一
項
第
四
号
に
掲
げ
る
場
合

十
万
四
千
七
百
円
と
、
第
二
十
九
条
の
二
第
二
項
に
規
定
す
る
合
算
し
た

額
に
係
る
療
養
に
つ
き
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
当
該
療
養
に
要
し
た
費
用
の
額

（
そ
の
額
が
三
十
四
万
九
千
円
に
満
た
な
い
と
き
は
、
三
十
四
万
九
千
円
）
か
ら
三
十
四
万
九
千
円
を
控
除
し

た
額
に
百
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た
額
（
こ
の
額
に
一
円
未
満
の
端
数
が
あ
る
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
端
数
金
額

が
五
十
銭
未
満
で
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
切
り
捨
て
、
そ
の
端
数
金
額
が
五
十
銭
以
上
で
あ
る
と
き
は
、
こ
れ

を
一
円
に
切
り
上
げ
た
額
）
と
の
合
算
額
。
た
だ
し
、
高
額
療
養
費
多
数
回
該
当
の
場
合
に
あ
つ
て
は
、
四
万

六
千
五
百
円
と
す
る
。

五

第
一
項
第
五
号
に
掲
げ
る
場
合

九
万
七
千
二
百
円
と
、
第
二
十
九
条
の
二
第
二
項
に
規
定
す
る
合
算
し
た

額
に
係
る
療
養
に
つ
き
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
当
該
療
養
に
要
し
た
費
用
の
額

（
そ
の
額
が
三
十
二
万
四
千
円
に
満
た
な
い
と
き
は
、
三
十
二
万
四
千
円
）
か
ら
三
十
二
万
四
千
円
を
控
除
し

た
額
に
百
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た
額
（
こ
の
額
に
一
円
未
満
の
端
数
が
あ
る
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
端
数
金
額

が
五
十
銭
未
満
で
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
切
り
捨
て
、
そ
の
端
数
金
額
が
五
十
銭
以
上
で
あ
る
と
き
は
、
こ
れ

を
一
円
に
切
り
上
げ
た
額
）
と
の
合
算
額
。
た
だ
し
、
高
額
療
養
費
多
数
回
該
当
の
場
合
に
あ
つ
て
は
、
四
万

六
千
五
百
円
と
す
る
。

第
二
十
九
条
の
三
第
三
項
第
一
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

二

第
一
項
第
二
号
に
掲
げ
る
場
合

十
五
万
千
五
百
円
と
、
第
二
十
九
条
の
二
第
二
項
に
規
定
す
る
合
算
し
た

額
に
係
る
療
養
に
つ
き
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
当
該
療
養
に
要
し
た
費
用
の
額

（
そ
の
額
が
五
十
万
五
千
円
に
満
た
な
い
と
き
は
、
五
十
万
五
千
円
）
か
ら
五
十
万
五
千
円
を
控
除
し
た
額
に

百
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た
額
（
こ
の
額
に
一
円
未
満
の
端
数
が
あ
る
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
端
数
金
額
が
五
十

銭
未
満
で
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
切
り
捨
て
、
そ
の
端
数
金
額
が
五
十
銭
以
上
で
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
一
円

に
切
り
上
げ
た
額
）
と
の
合
算
額
。
た
だ
し
、
高
額
療
養
費
多
数
回
該
当
の
場
合
に
あ
つ
て
は
、
七
万
五
十
円

と
す
る
。

第
二
十
九
条
の
三
第
四
項
第
一
号
中
「
次
号
か
ら
第
六
号
ま
で
に
掲
げ
る
場
合
以
外
の
場
合
」
を
「
法
第
四
十
二

条
第
一
項
第
四
号
の
規
定
が
適
用
さ
れ
る
者
で
あ
つ
て
同
号
に
規
定
す
る
所
得
の
額
が
千
百
七
万
円
以
上
の
も
の
で

あ
る
場
合
」
に
、「
六
万
千
五
百
円
」
を
「
三
十
四
万
二
千
円
と
、
第
二
十
九
条
の
二
第
三
項
各
号
に
掲
げ
る
額
を
合

算
し
た
額
に
係
る
療
養
に
つ
き
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
当
該
療
養
に
要
し
た
費
用
の
額

（
そ
の
額
が
百
十
四
万
円
に
満
た
な
い
と
き
は
、
百
十
四
万
円
）
か
ら
百
十
四
万
円
を
控
除
し
た
額
に
百
分
の
一
を

乗
じ
て
得
た
額
（
こ
の
額
に
一
円
未
満
の
端
数
が
あ
る
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
端
数
金
額
が
五
十
銭
未
満
で
あ
る
と

き
は
、
こ
れ
を
切
り
捨
て
、
そ
の
端
数
金
額
が
五
十
銭
以
上
で
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
一
円
に
切
り
上
げ
た
額
）
と

の
合
算
額
」
に
改
め
、
同
号
た
だ
し
書
中
「
四
万
四
千
四
百
円
」
を
「
十
四
万
百
円
」
に
改
め
、同
項
第
六
号
中「
第

一
項
第
五
号
イ
」
を
「
第
一
項
第
十
三
号
イ
」
に
、「
第
十
四
項
第
五
号
」
を
「
第
十
四
項
第
六
号
」
に
改
め
、
同
号

を
同
項
第
十
四
号
と
し
、
同
項
中
第
五
号
を
第
十
三
号
と
し
、
同
項
第
四
号
中
「
三
百
八
十
万
円
」
を
「
二
百
三
万

円
」
に
改
め
、
同
号
を
同
項
第
九
号
と
し
、
同
号
の
次
に
次
の
三
号
を
加
え
る
。

十

法
第
四
十
二
条
第
一
項
第
四
号
に
規
定
す
る
所
得
の
額
が
五
十
七
万
円
以
上
の
も
の
で
あ
る
場
合（
前
各
号
、

第
十
三
号
又
は
第
十
四
号
に
掲
げ
る
場
合
を
除
く
。）
六
万
九
千
六
百
円
。
た
だ
し
、
高
額
療
養
費
多
数
回
該

当
の
場
合
に
あ
つ
て
は
、
四
万
四
千
四
百
円
と
す
る
。

十
一

法
第
四
十
二
条
第
一
項
第
四
号
に
規
定
す
る
所
得
の
額
が
二
十
八
万
円
以
上
五
十
七
万
円
未
満
の
も
の
で

あ
る
場
合
（
第
十
三
号
又
は
第
十
四
号
に
掲
げ
る
場
合
を
除
く
。）
六
万
五
千
四
百
円
。
た
だ
し
、
高
額
療
養

費
多
数
回
該
当
の
場
合
に
あ
つ
て
は
、
四
万
四
千
四
百
円
と
す
る
。

十
二

法
第
四
十
二
条
第
一
項
第
四
号
に
規
定
す
る
所
得
の
額
が
二
十
八
万
円
未
満
の
も
の
で
あ
る
場
合
（
次
号

又
は
第
十
四
号
に
掲
げ
る
場
合
を
除
く
。）
六
万
千
五
百
円
。
た
だ
し
、
高
額
療
養
費
多
数
回
該
当
の
場
合
に

あ
つ
て
は
、
三
万
四
千
五
百
円
と
す
る
。

第
二
十
九
条
の
三
第
四
項
第
三
号
中
「
六
百
九
十
万
円
」
を
「
五
百
四
万
円
」
に
改
め
、
同
号
を
同
項
第
六
号
と

し
、
同
号
の
次
に
次
の
二
号
を
加
え
る
。

七

法
第
四
十
二
条
第
一
項
第
四
号
の
規
定
が
適
用
さ
れ
る
者
で
あ
つ
て
同
号
に
規
定
す
る
所
得
の
額
が
二
百
八

十
万
円
以
上
三
百
八
十
万
円
未
満
の
も
の
で
あ
る
場
合

十
一
万
四
百
円
と
、
第
二
十
九
条
の
二
第
三
項
各
号

に
掲
げ
る
額
を
合
算
し
た
額
に
係
る
療
養
に
つ
き
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
当
該
療

養
に
要
し
た
費
用
の
額
（
そ
の
額
が
三
十
六
万
八
千
円
に
満
た
な
い
と
き
は
、
三
十
六
万
八
千
円
）
か
ら
三
十

六
万
八
千
円
を
控
除
し
た
額
に
百
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た
額
（
こ
の
額
に
一
円
未
満
の
端
数
が
あ
る
場
合
に
お

い
て
、
そ
の
端
数
金
額
が
五
十
銭
未
満
で
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
切
り
捨
て
、
そ
の
端
数
金
額
が
五
十
銭
以
上

で
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
一
円
に
切
り
上
げ
た
額
）
と
の
合
算
額
。
た
だ
し
、
高
額
療
養
費
多
数
回
該
当
の
場

合
に
あ
つ
て
は
、
四
万
四
千
四
百
円
と
す
る
。

八

法
第
四
十
二
条
第
一
項
第
四
号
の
規
定
が
適
用
さ
れ
る
者
で
あ
つ
て
同
号
に
規
定
す
る
所
得
の
額
が
二
百
三

万
円
以
上
二
百
八
十
万
円
未
満
の
も
の
で
あ
る
場
合

九
万
八
千
百
円
と
、
第
二
十
九
条
の
二
第
三
項
各
号
に

掲
げ
る
額
を
合
算
し
た
額
に
係
る
療
養
に
つ
き
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
当
該
療
養

に
要
し
た
費
用
の
額
（
そ
の
額
が
三
十
二
万
七
千
円
に
満
た
な
い
と
き
は
、
三
十
二
万
七
千
円
）
か
ら
三
十
二

万
七
千
円
を
控
除
し
た
額
に
百
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た
額
（
こ
の
額
に
一
円
未
満
の
端
数
が
あ
る
場
合
に
お
い

て
、
そ
の
端
数
金
額
が
五
十
銭
未
満
で
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
切
り
捨
て
、
そ
の
端
数
金
額
が
五
十
銭
以
上
で

あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
一
円
に
切
り
上
げ
た
額
）
と
の
合
算
額
。
た
だ
し
、
高
額
療
養
費
多
数
回
該
当
の
場
合

に
あ
つ
て
は
、
四
万
四
千
四
百
円
と
す
る
。

第
二
十
九
条
の
三
第
四
項
第
二
号
中
「
六
百
九
十
万
円
以
上
」
の
下
に
「
九
百
万
円
未
満
」
を
加
え
、
同
号
を
同

項
第
三
号
と
し
、
同
号
の
次
に
次
の
二
号
を
加
え
る
。

四

法
第
四
十
二
条
第
一
項
第
四
号
の
規
定
が
適
用
さ
れ
る
者
で
あ
つ
て
同
号
に
規
定
す
る
所
得
の
額
が
六
百
十

四
万
円
以
上
六
百
九
十
万
円
未
満
の
も
の
で
あ
る
場
合

二
十
万
九
千
四
百
円
と
、
第
二
十
九
条
の
二
第
三
項

各
号
に
掲
げ
る
額
を
合
算
し
た
額
に
係
る
療
養
に
つ
き
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
当

該
療
養
に
要
し
た
費
用
の
額
（
そ
の
額
が
六
十
九
万
八
千
円
に
満
た
な
い
と
き
は
、
六
十
九
万
八
千
円
）
か
ら


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六
十
九
万
八
千
円
を
控
除
し
た
額
に
百
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た
額
（
こ
の
額
に
一
円
未
満
の
端
数
が
あ
る
場
合

に
お
い
て
、
そ
の
端
数
金
額
が
五
十
銭
未
満
で
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
切
り
捨
て
、
そ
の
端
数
金
額
が
五
十
銭

以
上
で
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
一
円
に
切
り
上
げ
た
額
）
と
の
合
算
額
。
た
だ
し
、
高
額
療
養
費
多
数
回
該
当

の
場
合
に
あ
つ
て
は
、
九
万
三
千
円
と
す
る
。

五

法
第
四
十
二
条
第
一
項
第
四
号
の
規
定
が
適
用
さ
れ
る
者
で
あ
つ
て
同
号
に
規
定
す
る
所
得
の
額
が
五
百
四

万
円
以
上
六
百
十
四
万
円
未
満
の
も
の
で
あ
る
場
合

十
九
万
四
千
四
百
円
と
、
第
二
十
九
条
の
二
第
三
項
各

号
に
掲
げ
る
額
を
合
算
し
た
額
に
係
る
療
養
に
つ
き
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
当
該

療
養
に
要
し
た
費
用
の
額
（
そ
の
額
が
六
十
四
万
八
千
円
に
満
た
な
い
と
き
は
、
六
十
四
万
八
千
円
）
か
ら
六

十
四
万
八
千
円
を
控
除
し
た
額
に
百
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た
額
（
こ
の
額
に
一
円
未
満
の
端
数
が
あ
る
場
合
に

お
い
て
、
そ
の
端
数
金
額
が
五
十
銭
未
満
で
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
切
り
捨
て
、
そ
の
端
数
金
額
が
五
十
銭
以

上
で
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
一
円
に
切
り
上
げ
た
額
）
と
の
合
算
額
。
た
だ
し
、
高
額
療
養
費
多
数
回
該
当
の

場
合
に
あ
つ
て
は
、
九
万
三
千
円
と
す
る
。

第
二
十
九
条
の
三
第
四
項
第
一
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

二

法
第
四
十
二
条
第
一
項
第
四
号
の
規
定
が
適
用
さ
れ
る
者
で
あ
つ
て
同
号
に
規
定
す
る
所
得
の
額
が
九
百
万

円
以
上
千
百
七
万
円
未
満
の
も
の
で
あ
る
場
合

三
十
万
三
千
円
と
、
第
二
十
九
条
の
二
第
三
項
各
号
に
掲
げ

る
額
を
合
算
し
た
額
に
係
る
療
養
に
つ
き
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
当
該
療
養
に
要

し
た
費
用
の
額
（
そ
の
額
が
百
一
万
円
に
満
た
な
い
と
き
は
、
百
一
万
円
）
か
ら
百
一
万
円
を
控
除
し
た
額
に

百
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た
額
（
こ
の
額
に
一
円
未
満
の
端
数
が
あ
る
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
端
数
金
額
が
五
十

銭
未
満
で
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
切
り
捨
て
、
そ
の
端
数
金
額
が
五
十
銭
以
上
で
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
一
円

に
切
り
上
げ
た
額
）
と
の
合
算
額
。
た
だ
し
、
高
額
療
養
費
多
数
回
該
当
の
場
合
に
あ
つ
て
は
、
十
四
万
百
円

と
す
る
。

第
二
十
九
条
の
三
第
五
項
第
一
号
中
「
三
万
七
百
五
十
円
」
を
「
十
七
万
千
円
と
、
第
二
十
九
条
の
二
第
四
項
に

規
定
す
る
合
算
し
た
額
に
係
る
療
養
に
つ
き
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
当
該
療
養
に
要
し

た
費
用
の
額
（
そ
の
額
が
五
十
七
万
円
に
満
た
な
い
と
き
は
、
五
十
七
万
円
）
か
ら
五
十
七
万
円
を
控
除
し
た
額
に

百
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た
額
（
こ
の
額
に
一
円
未
満
の
端
数
が
あ
る
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
端
数
金
額
が
五
十
銭
未

満
で
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
切
り
捨
て
、
そ
の
端
数
金
額
が
五
十
銭
以
上
で
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
一
円
に
切
り
上

げ
た
額
）
と
の
合
算
額
」
に
改
め
、
同
号
た
だ
し
書
中
「
二
万
二
千
二
百
円
」
を
「
七
万
五
十
円
」
に
改
め
、
同
項

第
六
号
中
「
前
項
第
六
号
」
を
「
前
項
第
十
四
号
」
に
改
め
、
同
号
を
同
項
第
十
四
号
と
し
、
同
項
第
五
号
中
「
前

項
第
五
号
」
を
「
前
項
第
十
三
号
」
に
改
め
、
同
号
を
同
項
第
十
三
号
と
し
、
同
項
第
四
号
中
「
前
項
第
四
号
」
を

「
前
項
第
九
号
」
に
改
め
、
同
号
を
同
項
第
九
号
と
し
、
同
号
の
次
に
次
の
三
号
を
加
え
る
。

十

前
項
第
十
号
に
掲
げ
る
場
合

三
万
四
千
八
百
円
。
た
だ
し
、
高
額
療
養
費
多
数
回
該
当
の
場
合
に
あ
つ
て

は
、
二
万
二
千
二
百
円
と
す
る
。

十
一

前
項
第
十
一
号
に
掲
げ
る
場
合

三
万
二
千
七
百
円
。
た
だ
し
、
高
額
療
養
費
多
数
回
該
当
の
場
合
に
あ

つ
て
は
、
二
万
二
千
二
百
円
と
す
る
。

十
二

前
項
第
十
二
号
に
掲
げ
る
場
合

三
万
七
百
五
十
円
。
た
だ
し
、
高
額
療
養
費
多
数
回
該
当
の
場
合
に
あ

つ
て
は
、
一
万
七
千
二
百
五
十
円
と
す
る
。

第
二
十
九
条
の
三
第
五
項
第
三
号
中
「
前
項
第
三
号
」
を
「
前
項
第
六
号
」
に
改
め
、同
号
を
同
項
第
六
号
と
し
、

同
号
の
次
に
次
の
二
号
を
加
え
る
。

七

前
項
第
七
号
に
掲
げ
る
場
合

五
万
五
千
二
百
円
と
、
第
二
十
九
条
の
二
第
四
項
に
規
定
す
る
合
算
し
た
額

に
係
る
療
養
に
つ
き
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
当
該
療
養
に
要
し
た
費
用
の
額
（
そ

の
額
が
十
八
万
四
千
円
に
満
た
な
い
と
き
は
、
十
八
万
四
千
円
）
か
ら
十
八
万
四
千
円
を
控
除
し
た
額
に
百
分

の
一
を
乗
じ
て
得
た
額
（
こ
の
額
に
一
円
未
満
の
端
数
が
あ
る
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
端
数
金
額
が
五
十
銭
未

満
で
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
切
り
捨
て
、
そ
の
端
数
金
額
が
五
十
銭
以
上
で
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
一
円
に
切

り
上
げ
た
額
）
と
の
合
算
額
。
た
だ
し
、
高
額
療
養
費
多
数
回
該
当
の
場
合
に
あ
つ
て
は
、
二
万
二
千
二
百
円

と
す
る
。

八

前
項
第
八
号
に
掲
げ
る
場
合

四
万
九
千
五
十
円
と
、
第
二
十
九
条
の
二
第
四
項
に
規
定
す
る
合
算
し
た
額

に
係
る
療
養
に
つ
き
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
当
該
療
養
に
要
し
た
費
用
の
額
（
そ

の
額
が
十
六
万
三
千
五
百
円
に
満
た
な
い
と
き
は
、
十
六
万
三
千
五
百
円
）
か
ら
十
六
万
三
千
五
百
円
を
控
除

し
た
額
に
百
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た
額
（
こ
の
額
に
一
円
未
満
の
端
数
が
あ
る
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
端
数
金

額
が
五
十
銭
未
満
で
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
切
り
捨
て
、
そ
の
端
数
金
額
が
五
十
銭
以
上
で
あ
る
と
き
は
、
こ

れ
を
一
円
に
切
り
上
げ
た
額
）
と
の
合
算
額
。
た
だ
し
、
高
額
療
養
費
多
数
回
該
当
の
場
合
に
あ
つ
て
は
、
二

万
二
千
二
百
円
と
す
る
。

第
二
十
九
条
の
三
第
五
項
第
二
号
中
「
前
項
第
二
号
」
を
「
前
項
第
三
号
」
に
改
め
、同
号
を
同
項
第
三
号
と
し
、

同
号
の
次
に
次
の
二
号
を
加
え
る
。

四

前
項
第
四
号
に
掲
げ
る
場
合

十
万
四
千
七
百
円
と
、
第
二
十
九
条
の
二
第
四
項
に
規
定
す
る
合
算
し
た
額

に
係
る
療
養
に
つ
き
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
当
該
療
養
に
要
し
た
費
用
の
額
（
そ

の
額
が
三
十
四
万
九
千
円
に
満
た
な
い
と
き
は
、
三
十
四
万
九
千
円
）
か
ら
三
十
四
万
九
千
円
を
控
除
し
た
額

に
百
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た
額
（
こ
の
額
に
一
円
未
満
の
端
数
が
あ
る
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
端
数
金
額
が
五

十
銭
未
満
で
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
切
り
捨
て
、
そ
の
端
数
金
額
が
五
十
銭
以
上
で
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
一

円
に
切
り
上
げ
た
額
）
と
の
合
算
額
。
た
だ
し
、
高
額
療
養
費
多
数
回
該
当
の
場
合
に
あ
つ
て
は
、
四
万
六
千

五
百
円
と
す
る
。

五

前
項
第
五
号
に
掲
げ
る
場
合

九
万
七
千
二
百
円
と
、
第
二
十
九
条
の
二
第
四
項
に
規
定
す
る
合
算
し
た
額

に
係
る
療
養
に
つ
き
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
当
該
療
養
に
要
し
た
費
用
の
額
（
そ

の
額
が
三
十
二
万
四
千
円
に
満
た
な
い
と
き
は
、
三
十
二
万
四
千
円
）
か
ら
三
十
二
万
四
千
円
を
控
除
し
た
額

に
百
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た
額
（
こ
の
額
に
一
円
未
満
の
端
数
が
あ
る
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
端
数
金
額
が
五

十
銭
未
満
で
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
切
り
捨
て
、
そ
の
端
数
金
額
が
五
十
銭
以
上
で
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
一

円
に
切
り
上
げ
た
額
）
と
の
合
算
額
。
た
だ
し
、
高
額
療
養
費
多
数
回
該
当
の
場
合
に
あ
つ
て
は
、
四
万
六
千

五
百
円
と
す
る
。

第
二
十
九
条
の
三
第
五
項
第
一
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

二

前
項
第
二
号
に
掲
げ
る
場
合

十
五
万
千
五
百
円
と
、
第
二
十
九
条
の
二
第
四
項
に
規
定
す
る
合
算
し
た
額

に
係
る
療
養
に
つ
き
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
当
該
療
養
に
要
し
た
費
用
の
額
（
そ

の
額
が
五
十
万
五
千
円
に
満
た
な
い
と
き
は
、
五
十
万
五
千
円
）
か
ら
五
十
万
五
千
円
を
控
除
し
た
額
に
百
分

の
一
を
乗
じ
て
得
た
額
（
こ
の
額
に
一
円
未
満
の
端
数
が
あ
る
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
端
数
金
額
が
五
十
銭
未

満
で
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
切
り
捨
て
、
そ
の
端
数
金
額
が
五
十
銭
以
上
で
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
一
円
に
切

り
上
げ
た
額
）
と
の
合
算
額
。
た
だ
し
、
高
額
療
養
費
多
数
回
該
当
の
場
合
に
あ
つ
て
は
、
七
万
五
十
円
と
す

る
。

第
二
十
九
条
の
三
第
六
項
第
一
号
中
「
第
四
項
第
一
号
」
を
「
第
四
項
第
十
号
又
は
第
十
一
号
」
に
、「
二
万
二
千

円
」
を
「
二
万
八
千
円
」
に
改
め
、
同
項
第
三
号
中
「
第
四
項
第
六
号
」
を
「
第
四
項
第
十
四
号
」
に
改
め
、
同
号

を
同
項
第
四
号
と
し
、
同
項
第
二
号
中
「
第
四
項
第
五
号
」
を
「
第
四
項
第
十
三
号
」
に
、「
一
万
千
円
」
を
「
一
万

三
千
円
」
に
改
め
、
同
号
を
同
項
第
三
号
と
し
、
同
項
第
一
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

二

第
四
項
第
十
二
号
に
掲
げ
る
場
合

二
万
二
千
円

第
二
十
九
条
の
三
第
八
項
第
一
号
中
「
ホ
ま
で
」
を
「
ワ
ま
で
」
に
改
め
、
同
号
イ
中
「
八
万
五
千
八
百
円
」
を

「
三
十
四
万
二
千
円
」
に
、「
四
万
二
千
九
百
円
」
を
「
十
七
万
千
円
」
に
、「
二
十
八
万
六
千
円
」
を「
百
十
四
万
円
」

に
、「
十
四
万
三
千
円
」
を
「
五
十
七
万
円
」
に
改
め
、
同
号
イ
た
だ
し
書
中
「
四
万
四
千
四
百
円
」
を
「
十
四
万
百

円
」
に
、「
二
万
二
千
二
百
円
」
を
「
七
万
五
十
円
」
に
改
め
、
同
号
ホ
中
「
第
一
項
第
五
号
」
を
「
第
一
項
第
十
三

号
」
に
改
め
、
同
号
ホ
を
同
号
ワ
と
し
、
同
号
ニ
中
「
第
一
項
第
四
号
」
を
「
第
一
項
第
十
二
号
」
に
改
め
、
同
号

ニ
た
だ
し
書
中
「
四
万
四
千
四
百
円
」
を
「
三
万
四
千
五
百
円
」
に
、「
二
万
二
千
二
百
円
」
を
「
一
万
七
千
二
百
五

十
円
」
に
改
め
、
同
号
ニ
を
同
号
ヲ
と
し
、
同
号
ハ
中
「
第
一
項
第
三
号
」
を
「
第
一
項
第
六
号
」
に
、「
ハ
に
」
を

「
ヘ
に
」
に
改
め
、
同
号
ハ
を
同
号
ヘ
と
し
、
同
号
ヘ
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

ト

第
一
項
第
七
号
に
掲
げ
る
場
合

十
一
万
四
百
円
（
七
十
五
歳
到
達
時
特
例
対
象
療
養
に
係
る
も
の
に
あ

つ
て
は
、
五
万
五
千
二
百
円
）
と
、
第
二
十
九
条
の
二
第
一
項
第
一
号
イ
か
ら
ヌ
ま
で
に
掲
げ
る
額
に
係
る

特
定
疾
病
給
付
対
象
療
養
に
つ
き
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
当
該
特
定
疾
病
給
付

対
象
療
養
に
要
し
た
費
用
の
額
（
そ
の
額
が
三
十
六
万
八
千
円
（
七
十
五
歳
到
達
時
特
例
対
象
療
養
に
係
る


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も
の
に
あ
つ
て
は
、
十
八
万
四
千
円
。
以
下
こ
の
ト
に
お
い
て
同
じ
。）に
満
た
な
い
と
き
は
、
三
十
六
万
八

千
円
）
か
ら
三
十
六
万
八
千
円
を
控
除
し
た
額
に
百
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た
額
（
こ
の
額
に
一
円
未
満
の
端

数
が
あ
る
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
端
数
金
額
が
五
十
銭
未
満
で
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
切
り
捨
て
、
そ
の
端

数
金
額
が
五
十
銭
以
上
で
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
一
円
に
切
り
上
げ
た
額
）
と
の
合
算
額
。
た
だ
し
、
特
定

疾
病
給
付
対
象
療
養
高
額
療
養
費
多
数
回
該
当
の
場
合
に
あ
つ
て
は
、
四
万
四
千
四
百
円
（
七
十
五
歳
到
達

時
特
例
対
象
療
養
に
係
る
も
の
に
あ
つ
て
は
、
二
万
二
千
二
百
円
）
と
す
る
。

チ

第
一
項
第
八
号
に
掲
げ
る
場
合

九
万
八
千
百
円
（
七
十
五
歳
到
達
時
特
例
対
象
療
養
に
係
る
も
の
に
あ

つ
て
は
、
四
万
九
千
五
十
円
）
と
、
第
二
十
九
条
の
二
第
一
項
第
一
号
イ
か
ら
ヌ
ま
で
に
掲
げ
る
額
に
係
る

特
定
疾
病
給
付
対
象
療
養
に
つ
き
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
当
該
特
定
疾
病
給
付

対
象
療
養
に
要
し
た
費
用
の
額
（
そ
の
額
が
三
十
二
万
七
千
円
（
七
十
五
歳
到
達
時
特
例
対
象
療
養
に
係
る

も
の
に
あ
つ
て
は
、
十
六
万
三
千
五
百
円
。
以
下
こ
の
チ
に
お
い
て
同
じ
。）に
満
た
な
い
と
き
は
、
三
十
二

万
七
千
円
）
か
ら
三
十
二
万
七
千
円
を
控
除
し
た
額
に
百
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た
額
（
こ
の
額
に
一
円
未
満

の
端
数
が
あ
る
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
端
数
金
額
が
五
十
銭
未
満
で
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
切
り
捨
て
、
そ

の
端
数
金
額
が
五
十
銭
以
上
で
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
一
円
に
切
り
上
げ
た
額
）
と
の
合
算
額
。
た
だ
し
、

特
定
疾
病
給
付
対
象
療
養
高
額
療
養
費
多
数
回
該
当
の
場
合
に
あ
つ
て
は
、
四
万
四
千
四
百
円
（
七
十
五
歳

到
達
時
特
例
対
象
療
養
に
係
る
も
の
に
あ
つ
て
は
、
二
万
二
千
二
百
円
）
と
す
る
。

リ

第
一
項
第
九
号
に
掲
げ
る
場
合

八
万
五
千
八
百
円
（
七
十
五
歳
到
達
時
特
例
対
象
療
養
に
係
る
も
の
に

あ
つ
て
は
、
四
万
二
千
九
百
円
）
と
、
第
二
十
九
条
の
二
第
一
項
第
一
号
イ
か
ら
ヌ
ま
で
に
掲
げ
る
額
に
係

る
特
定
疾
病
給
付
対
象
療
養
に
つ
き
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
当
該
特
定
疾
病
給

付
対
象
療
養
に
要
し
た
費
用
の
額
（
そ
の
額
が
二
十
八
万
六
千
円
（
七
十
五
歳
到
達
時
特
例
対
象
療
養
に
係

る
も
の
に
あ
つ
て
は
、
十
四
万
三
千
円
。
以
下
こ
の
リ
に
お
い
て
同
じ
。）に
満
た
な
い
と
き
は
、
二
十
八
万

六
千
円
）
か
ら
二
十
八
万
六
千
円
を
控
除
し
た
額
に
百
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た
額
（
こ
の
額
に
一
円
未
満
の

端
数
が
あ
る
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
端
数
金
額
が
五
十
銭
未
満
で
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
切
り
捨
て
、
そ
の

端
数
金
額
が
五
十
銭
以
上
で
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
一
円
に
切
り
上
げ
た
額
）
と
の
合
算
額
。
た
だ
し
、
特

定
疾
病
給
付
対
象
療
養
高
額
療
養
費
多
数
回
該
当
の
場
合
に
あ
つ
て
は
、
四
万
四
千
四
百
円
（
七
十
五
歳
到

達
時
特
例
対
象
療
養
に
係
る
も
の
に
あ
つ
て
は
、
二
万
二
千
二
百
円
）
と
す
る
。

ヌ

第
一
項
第
十
号
に
掲
げ
る
場
合

六
万
九
千
六
百
円
（
七
十
五
歳
到
達
時
特
例
対
象
療
養
に
係
る
も
の
に

あ
つ
て
は
、
三
万
四
千
八
百
円
）。
た
だ
し
、
特
定
疾
病
給
付
対
象
療
養
高
額
療
養
費
多
数
回
該
当
の
場
合

に
あ
つ
て
は
、
四
万
四
千
四
百
円
（
七
十
五
歳
到
達
時
特
例
対
象
療
養
に
係
る
も
の
に
あ
つ
て
は
、
二
万
二

千
二
百
円
）
と
す
る
。

ル

第
一
項
第
十
一
号
に
掲
げ
る
場
合

六
万
五
千
四
百
円
（
七
十
五
歳
到
達
時
特
例
対
象
療
養
に
係
る
も
の

に
あ
つ
て
は
、
三
万
二
千
七
百
円
）。
た
だ
し
、
特
定
疾
病
給
付
対
象
療
養
高
額
療
養
費
多
数
回
該
当
の
場

合
に
あ
つ
て
は
、
四
万
四
千
四
百
円
（
七
十
五
歳
到
達
時
特
例
対
象
療
養
に
係
る
も
の
に
あ
つ
て
は
、
二
万

二
千
二
百
円
）
と
す
る
。

第
二
十
九
条
の
三
第
八
項
第
一
号
ロ
中
「
第
一
項
第
二
号
」
を
「
第
一
項
第
三
号
」
に
、「
ロ
に
」
を
「
ハ
に
」
に

改
め
、
同
号
ロ
を
同
号
ハ
と
し
、
同
号
ハ
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

ニ

第
一
項
第
四
号
に
掲
げ
る
場
合

二
十
万
九
千
四
百
円
（
七
十
五
歳
到
達
時
特
例
対
象
療
養
に
係
る
も
の

に
あ
つ
て
は
、
十
万
四
千
七
百
円
）
と
、
第
二
十
九
条
の
二
第
一
項
第
一
号
イ
か
ら
ヌ
ま
で
に
掲
げ
る
額
に

係
る
特
定
疾
病
給
付
対
象
療
養
に
つ
き
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
当
該
特
定
疾
病

給
付
対
象
療
養
に
要
し
た
費
用
の
額
（
そ
の
額
が
六
十
九
万
八
千
円
（
七
十
五
歳
到
達
時
特
例
対
象
療
養
に

係
る
も
の
に
あ
つ
て
は
、
三
十
四
万
九
千
円
。
以
下
こ
の
ニ
に
お
い
て
同
じ
。）に
満
た
な
い
と
き
は
、
六
十

九
万
八
千
円
）
か
ら
六
十
九
万
八
千
円
を
控
除
し
た
額
に
百
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た
額
（
こ
の
額
に
一
円
未

満
の
端
数
が
あ
る
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
端
数
金
額
が
五
十
銭
未
満
で
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
切
り
捨
て
、

そ
の
端
数
金
額
が
五
十
銭
以
上
で
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
一
円
に
切
り
上
げ
た
額
）
と
の
合
算
額
。た
だ
し
、

特
定
疾
病
給
付
対
象
療
養
高
額
療
養
費
多
数
回
該
当
の
場
合
に
あ
つ
て
は
、
九
万
三
千
円
（
七
十
五
歳
到
達

時
特
例
対
象
療
養
に
係
る
も
の
に
あ
つ
て
は
、
四
万
六
千
五
百
円
）
と
す
る
。

ホ

第
一
項
第
五
号
に
掲
げ
る
場
合

十
九
万
四
千
四
百
円
（
七
十
五
歳
到
達
時
特
例
対
象
療
養
に
係
る
も
の

に
あ
つ
て
は
、
九
万
七
千
二
百
円
）
と
、
第
二
十
九
条
の
二
第
一
項
第
一
号
イ
か
ら
ヌ
ま
で
に
掲
げ
る
額
に

係
る
特
定
疾
病
給
付
対
象
療
養
に
つ
き
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
当
該
特
定
疾
病

給
付
対
象
療
養
に
要
し
た
費
用
の
額
（
そ
の
額
が
六
十
四
万
八
千
円
（
七
十
五
歳
到
達
時
特
例
対
象
療
養
に

係
る
も
の
に
あ
つ
て
は
、
三
十
二
万
四
千
円
。
以
下
こ
の
ホ
に
お
い
て
同
じ
。）に
満
た
な
い
と
き
は
、
六
十

四
万
八
千
円
）
か
ら
六
十
四
万
八
千
円
を
控
除
し
た
額
に
百
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た
額
（
こ
の
額
に
一
円
未

満
の
端
数
が
あ
る
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
端
数
金
額
が
五
十
銭
未
満
で
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
切
り
捨
て
、

そ
の
端
数
金
額
が
五
十
銭
以
上
で
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
一
円
に
切
り
上
げ
た
額
）
と
の
合
算
額
。た
だ
し
、

特
定
疾
病
給
付
対
象
療
養
高
額
療
養
費
多
数
回
該
当
の
場
合
に
あ
つ
て
は
、
九
万
三
千
円
（
七
十
五
歳
到
達

時
特
例
対
象
療
養
に
係
る
も
の
に
あ
つ
て
は
、
四
万
六
千
五
百
円
）
と
す
る
。

第
二
十
九
条
の
三
第
八
項
第
一
号
イ
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

ロ

第
一
項
第
二
号
に
掲
げ
る
場
合

三
十
万
三
千
円
（
七
十
五
歳
到
達
時
特
例
対
象
療
養
に
係
る
も
の
に
あ

つ
て
は
、
十
五
万
千
五
百
円
）
と
、
第
二
十
九
条
の
二
第
一
項
第
一
号
イ
か
ら
ヌ
ま
で
に
掲
げ
る
額
に
係
る

特
定
疾
病
給
付
対
象
療
養
に
つ
き
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
当
該
特
定
疾
病
給
付

対
象
療
養
に
要
し
た
費
用
の
額
（
そ
の
額
が
百
一
万
円
（
七
十
五
歳
到
達
時
特
例
対
象
療
養
に
係
る
も
の
に

あ
つ
て
は
、
五
十
万
五
千
円
。
以
下
こ
の
ロ
に
お
い
て
同
じ
。）に
満
た
な
い
と
き
は
、
百
一
万
円
）
か
ら
百

一
万
円
を
控
除
し
た
額
に
百
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た
額
（
こ
の
額
に
一
円
未
満
の
端
数
が
あ
る
場
合
に
お
い

て
、
そ
の
端
数
金
額
が
五
十
銭
未
満
で
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
切
り
捨
て
、
そ
の
端
数
金
額
が
五
十
銭
以
上

で
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
一
円
に
切
り
上
げ
た
額
）
と
の
合
算
額
。
た
だ
し
、
特
定
疾
病
給
付
対
象
療
養
高

額
療
養
費
多
数
回
該
当
の
場
合
に
あ
つ
て
は
、
十
四
万
百
円
（
七
十
五
歳
到
達
時
特
例
対
象
療
養
に
係
る
も

の
に
あ
つ
て
は
、
七
万
五
十
円
）
と
す
る
。

第
二
十
九
条
の
三
第
八
項
第
二
号
中
「
ヘ
ま
で
」
を
「
カ
ま
で
」
に
改
め
、
同
号
イ
中
「
六
万
千
五
百
円
」を「
三

十
四
万
二
千
円
」
に
、「
三
万
七
百
五
十
円
）」を
「
十
七
万
千
円
）
と
、
第
二
十
九
条
の
二
第
一
項
第
一
号
イ
か
ら
ヌ

ま
で
に
掲
げ
る
額
に
係
る
特
定
疾
病
給
付
対
象
療
養
に
つ
き
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
当

該
特
定
疾
病
給
付
対
象
療
養
に
要
し
た
費
用
の
額
（
そ
の
額
が
百
十
四
万
円
（
七
十
五
歳
到
達
時
特
例
対
象
療
養
に

係
る
も
の
に
あ
つ
て
は
、
五
十
七
万
円
。
以
下
こ
の
イ
に
お
い
て
同
じ
。）に
満
た
な
い
と
き
は
、
百
十
四
万
円
）
か

ら
百
十
四
万
円
を
控
除
し
た
額
に
百
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た
額
（
こ
の
額
に
一
円
未
満
の
端
数
が
あ
る
場
合
に
お
い

て
、
そ
の
端
数
金
額
が
五
十
銭
未
満
で
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
切
り
捨
て
、
そ
の
端
数
金
額
が
五
十
銭
以
上
で
あ
る

と
き
は
、
こ
れ
を
一
円
に
切
り
上
げ
た
額
）
と
の
合
算
額
」
に
改
め
、
同
号
た
だ
し
書
中
「
四
万
四
千
四
百
円
」
を

「
十
四
万
百
円
」
に
、「
二
万
二
千
二
百
円
」
を
「
七
万
五
十
円
」
に
改
め
、
同
号
ヘ
中
「
第
四
項
第
六
号
」
を
「
第

四
項
第
十
四
号
」
に
改
め
、
同
号
ヘ
を
同
号
カ
と
し
、
同
号
ホ
中
「
第
四
項
第
五
号
」
を
「
第
四
項
第
十
三
号
」
に

改
め
、
同
号
ホ
を
同
号
ワ
と
し
、
同
号
ニ
中
「
第
四
項
第
四
号
」
を
「
第
四
項
第
九
号
」
に
、「
ニ
に
」
を
「
リ
に
」

に
改
め
、
同
号
ニ
を
同
号
リ
と
し
、
同
号
リ
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

ヌ

第
四
項
第
十
号
に
掲
げ
る
場
合

六
万
九
千
六
百
円
（
七
十
五
歳
到
達
時
特
例
対
象
療
養
に
係
る
も
の
に

あ
つ
て
は
、
三
万
四
千
八
百
円
）。
た
だ
し
、
特
定
疾
病
給
付
対
象
療
養
高
額
療
養
費
多
数
回
該
当
の
場
合

に
あ
つ
て
は
、
四
万
四
千
四
百
円
（
七
十
五
歳
到
達
時
特
例
対
象
療
養
に
係
る
も
の
に
あ
つ
て
は
、
二
万
二

千
二
百
円
）
と
す
る
。

ル

第
四
項
第
十
一
号
に
掲
げ
る
場
合

六
万
五
千
四
百
円
（
七
十
五
歳
到
達
時
特
例
対
象
療
養
に
係
る
も
の

に
あ
つ
て
は
、
三
万
二
千
七
百
円
）。
た
だ
し
、
特
定
疾
病
給
付
対
象
療
養
高
額
療
養
費
多
数
回
該
当
の
場

合
に
あ
つ
て
は
、
四
万
四
千
四
百
円
（
七
十
五
歳
到
達
時
特
例
対
象
療
養
に
係
る
も
の
に
あ
つ
て
は
、
二
万

二
千
二
百
円
）
と
す
る
。

ヲ

第
四
項
第
十
二
号
に
掲
げ
る
場
合

六
万
千
五
百
円
（
七
十
五
歳
到
達
時
特
例
対
象
療
養
に
係
る
も
の
に

あ
つ
て
は
、
三
万
七
百
五
十
円
）。
た
だ
し
、
特
定
疾
病
給
付
対
象
療
養
高
額
療
養
費
多
数
回
該
当
の
場
合

に
あ
つ
て
は
、
三
万
四
千
五
百
円
（
七
十
五
歳
到
達
時
特
例
対
象
療
養
に
係
る
も
の
に
あ
つ
て
は
、
一
万
七

千
二
百
五
十
円
）
と
す
る
。





第
二
十
九
条
の
三
第
十
五
項
中
「
第
十
二
項
第
四
号
」
を
「
第
十
二
項
第
五
号
」
に
、「
前
項
第
四
号
」
を
「
前
項

第
五
号
」
に
、「
第
十
四
項
第
四
号
」
を
「
第
十
四
項
第
五
号
」
に
改
め
、
同
条
第
十
六
項
の
表
を
次
の
よ
う
に
改
め

る
。第

一
項
第
一
号

三
十
四
万
二
千
円

十
七
万
千
円

百
十
四
万
円

五
十
七
万
円

第
一
項
第
一
号
た
だ
し
書

十
四
万
百
円

七
万
五
十
円

第
一
項
第
二
号

三
十
万
三
千
円

十
五
万
千
五
百
円

百
一
万
円

五
十
万
五
千
円

第
一
項
第
二
号
た
だ
し
書

十
四
万
百
円

七
万
五
十
円

第
一
項
第
三
号

二
十
七
万
三
百
円

十
三
万
五
千
百
五
十
円

九
十
万
千
円

四
十
五
万
五
百
円

令和年月日 水曜日 (号外第号)官 報

第
二
十
九
条
の
三
第
八
項
第
二
号
ハ
中
「
第
四
項
第
三
号
」
を
「
第
四
項
第
六
号
」
に
、「
ハ
に
」
を
「
ヘ
に
」
に

改
め
、
同
号
ハ
を
同
号
ヘ
と
し
、
同
号
ヘ
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

ト

第
四
項
第
七
号
に
掲
げ
る
場
合

十
一
万
四
百
円
（
七
十
五
歳
到
達
時
特
例
対
象
療
養
に
係
る
も
の
に
あ

つ
て
は
、
五
万
五
千
二
百
円
）
と
、
第
二
十
九
条
の
二
第
一
項
第
一
号
イ
か
ら
ヌ
ま
で
に
掲
げ
る
額
に
係
る

特
定
疾
病
給
付
対
象
療
養
に
つ
き
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
当
該
特
定
疾
病
給
付

対
象
療
養
に
要
し
た
費
用
の
額
（
そ
の
額
が
三
十
六
万
八
千
円
（
七
十
五
歳
到
達
時
特
例
対
象
療
養
に
係
る

も
の
に
あ
つ
て
は
、
十
八
万
四
千
円
。
以
下
こ
の
ト
に
お
い
て
同
じ
。）に
満
た
な
い
と
き
は
、
三
十
六
万
八

千
円
）
か
ら
三
十
六
万
八
千
円
を
控
除
し
た
額
に
百
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た
額
（
こ
の
額
に
一
円
未
満
の
端

数
が
あ
る
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
端
数
金
額
が
五
十
銭
未
満
で
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
切
り
捨
て
、
そ
の
端

数
金
額
が
五
十
銭
以
上
で
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
一
円
に
切
り
上
げ
た
額
）
と
の
合
算
額
。
た
だ
し
、
特
定

疾
病
給
付
対
象
療
養
高
額
療
養
費
多
数
回
該
当
の
場
合
に
あ
つ
て
は
、
四
万
四
千
四
百
円
（
七
十
五
歳
到
達

時
特
例
対
象
療
養
に
係
る
も
の
に
あ
つ
て
は
、
二
万
二
千
二
百
円
）
と
す
る
。

チ

第
四
項
第
八
号
に
掲
げ
る
場
合

九
万
八
千
百
円
（
七
十
五
歳
到
達
時
特
例
対
象
療
養
に
係
る
も
の
に
あ

つ
て
は
、
四
万
九
千
五
十
円
）
と
、
第
二
十
九
条
の
二
第
一
項
第
一
号
イ
か
ら
ヌ
ま
で
に
掲
げ
る
額
に
係
る

特
定
疾
病
給
付
対
象
療
養
に
つ
き
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
当
該
特
定
疾
病
給
付

対
象
療
養
に
要
し
た
費
用
の
額
（
そ
の
額
が
三
十
二
万
七
千
円
（
七
十
五
歳
到
達
時
特
例
対
象
療
養
に
係
る

も
の
に
あ
つ
て
は
、
十
六
万
三
千
五
百
円
。
以
下
こ
の
チ
に
お
い
て
同
じ
。）に
満
た
な
い
と
き
は
、
三
十
二

万
七
千
円
）
か
ら
三
十
二
万
七
千
円
を
控
除
し
た
額
に
百
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た
額
（
こ
の
額
に
一
円
未
満

の
端
数
が
あ
る
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
端
数
金
額
が
五
十
銭
未
満
で
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
切
り
捨
て
、
そ

の
端
数
金
額
が
五
十
銭
以
上
で
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
一
円
に
切
り
上
げ
た
額
）
と
の
合
算
額
。
た
だ
し
、

特
定
疾
病
給
付
対
象
療
養
高
額
療
養
費
多
数
回
該
当
の
場
合
に
あ
つ
て
は
、
四
万
四
千
四
百
円
（
七
十
五
歳

到
達
時
特
例
対
象
療
養
に
係
る
も
の
に
あ
つ
て
は
、
二
万
二
千
二
百
円
）
と
す
る
。

第
二
十
九
条
の
三
第
九
項
第
二
号
中
「
第
一
項
第
二
号
又
は
第
三
号
」
を
「
第
一
項
第
一
号
か
ら
第
六
号
ま
で
」

に
改
め
、
同
条
第
十
項
中
「
第
一
項
第
五
号
」
を
「
第
一
項
第
十
三
号
」
に
、「
第
四
項
第
五
号
」
を
「
第
四
項
第
十

三
号
」
に
改
め
、
同
条
第
十
二
項
第
一
号
中
「
第
四
号
」
を
「
第
五
号
」
に
改
め
、
同
項
第
二
号
中
「
次
号
」
の
下

に
「
及
び
第
四
号
」
を
加
え
、
同
項
第
四
号
中
「
第
十
四
項
第
四
号
」
を
「
第
十
四
項
第
五
号
」
に
改
め
、
同
号
を

同
項
第
五
号
と
し
、
同
項
第
三
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

四

基
準
日
の
属
す
る
月
に
お
け
る
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
日
に
お
い
て
国
民
健
康
保
険
の
世
帯
主
等
と
同
一

の
世
帯
に
属
す
る
全
て
の
被
保
険
者
に
つ
い
て
基
準
日
の
属
す
る
年
の
前
々
年
の
基
準
所
得
額
を
合
算
し
た
額

が
八
十
六
万
円
以
下
の
場
合
（
次
号
に
掲
げ
る
場
合
を
除
く
。）
四
十
一
万
円

第
二
十
九
条
の
三
第
十
三
項
中
「
前
項
第
二
号
及
び
第
三
号
」
を
「
前
項
第
二
号
か
ら
第
四
号
ま
で
」
に
改
め
、

同
条
第
十
四
項
第
一
号
中
「
第
五
号
」
を
「
第
六
号
」
に
改
め
、
同
項
第
二
号
中
「
額
（
次
号
及
び
」
を
「
額
（
次

号
及
び
第
四
号
並
び
に
」
に
改
め
、
同
項
中
第
五
号
を
第
六
号
と
し
、
第
四
号
を
第
五
号
と
し
、
第
三
号
の
次
に
次

の
一
号
を
加
え
る
。

四

基
準
日
に
お
け
る
第
四
号
所
得
額
が
二
十
八
万
円
未
満
の
者
で
あ
る
場
合
（
次
号
又
は
第
六
号
に
掲
げ
る
場

合
を
除
く
。）
四
十
一
万
円

第
二
十
九
条
の
三
第
八
項
第
二
号
ロ
中
「
第
四
項
第
二
号
」
を
「
第
四
項
第
三
号
」
に
、「
ロ
に
」
を
「
ハ
に
」
に

改
め
、
同
号
ロ
を
同
号
ハ
と
し
、
同
号
ハ
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

ニ

第
四
項
第
四
号
に
掲
げ
る
場
合

二
十
万
九
千
四
百
円
（
七
十
五
歳
到
達
時
特
例
対
象
療
養
に
係
る
も
の

に
あ
つ
て
は
、
十
万
四
千
七
百
円
）
と
、
第
二
十
九
条
の
二
第
一
項
第
一
号
イ
か
ら
ヌ
ま
で
に
掲
げ
る
額
に

係
る
特
定
疾
病
給
付
対
象
療
養
に
つ
き
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
当
該
特
定
疾
病

給
付
対
象
療
養
に
要
し
た
費
用
の
額
（
そ
の
額
が
六
十
九
万
八
千
円
（
七
十
五
歳
到
達
時
特
例
対
象
療
養
に

係
る
も
の
に
あ
つ
て
は
、
三
十
四
万
九
千
円
。
以
下
こ
の
ニ
に
お
い
て
同
じ
。）に
満
た
な
い
と
き
は
、
六
十

九
万
八
千
円
）
か
ら
六
十
九
万
八
千
円
を
控
除
し
た
額
に
百
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た
額
（
こ
の
額
に
一
円
未

満
の
端
数
が
あ
る
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
端
数
金
額
が
五
十
銭
未
満
で
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
切
り
捨
て
、

そ
の
端
数
金
額
が
五
十
銭
以
上
で
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
一
円
に
切
り
上
げ
た
額
）
と
の
合
算
額
。た
だ
し
、

特
定
疾
病
給
付
対
象
療
養
高
額
療
養
費
多
数
回
該
当
の
場
合
に
あ
つ
て
は
、
九
万
三
千
円
（
七
十
五
歳
到
達

時
特
例
対
象
療
養
に
係
る
も
の
に
あ
つ
て
は
、
四
万
六
千
五
百
円
）
と
す
る
。

ホ

第
四
項
第
五
号
に
掲
げ
る
場
合

十
九
万
四
千
四
百
円
（
七
十
五
歳
到
達
時
特
例
対
象
療
養
に
係
る
も
の

に
あ
つ
て
は
、
九
万
七
千
二
百
円
）
と
、
第
二
十
九
条
の
二
第
一
項
第
一
号
イ
か
ら
ヌ
ま
で
に
掲
げ
る
額
に

係
る
特
定
疾
病
給
付
対
象
療
養
に
つ
き
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
当
該
特
定
疾
病

給
付
対
象
療
養
に
要
し
た
費
用
の
額
（
そ
の
額
が
六
十
四
万
八
千
円
（
七
十
五
歳
到
達
時
特
例
対
象
療
養
に

係
る
も
の
に
あ
つ
て
は
、
三
十
二
万
四
千
円
。
以
下
こ
の
ホ
に
お
い
て
同
じ
。）に
満
た
な
い
と
き
は
、
六
十

四
万
八
千
円
）
か
ら
六
十
四
万
八
千
円
を
控
除
し
た
額
に
百
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た
額
（
こ
の
額
に
一
円
未

満
の
端
数
が
あ
る
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
端
数
金
額
が
五
十
銭
未
満
で
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
切
り
捨
て
、

そ
の
端
数
金
額
が
五
十
銭
以
上
で
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
一
円
に
切
り
上
げ
た
額
）
と
の
合
算
額
。た
だ
し
、

特
定
疾
病
給
付
対
象
療
養
高
額
療
養
費
多
数
回
該
当
の
場
合
に
あ
つ
て
は
、
九
万
三
千
円
（
七
十
五
歳
到
達

時
特
例
対
象
療
養
に
係
る
も
の
に
あ
つ
て
は
、
四
万
六
千
五
百
円
）
と
す
る
。

第
二
十
九
条
の
三
第
八
項
第
二
号
イ
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

ロ

第
四
項
第
二
号
に
掲
げ
る
場
合

三
十
万
三
千
円
（
七
十
五
歳
到
達
時
特
例
対
象
療
養
に
係
る
も
の
に
あ

つ
て
は
、
十
五
万
千
五
百
円
）
と
、
第
二
十
九
条
の
二
第
一
項
第
一
号
イ
か
ら
ヌ
ま
で
に
掲
げ
る
額
に
係
る

特
定
疾
病
給
付
対
象
療
養
に
つ
き
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
当
該
特
定
疾
病
給
付

対
象
療
養
に
要
し
た
費
用
の
額
（
そ
の
額
が
百
一
万
円
（
七
十
五
歳
到
達
時
特
例
対
象
療
養
に
係
る
も
の
に

あ
つ
て
は
、
五
十
万
五
千
円
。
以
下
こ
の
ロ
に
お
い
て
同
じ
。）に
満
た
な
い
と
き
は
、
百
一
万
円
）
か
ら
百

一
万
円
を
控
除
し
た
額
に
百
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た
額
（
こ
の
額
に
一
円
未
満
の
端
数
が
あ
る
場
合
に
お
い

て
、
そ
の
端
数
金
額
が
五
十
銭
未
満
で
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
切
り
捨
て
、
そ
の
端
数
金
額
が
五
十
銭
以
上

で
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
一
円
に
切
り
上
げ
た
額
）
と
の
合
算
額
。
た
だ
し
、
特
定
疾
病
給
付
対
象
療
養
高

額
療
養
費
多
数
回
該
当
の
場
合
に
あ
つ
て
は
、
十
四
万
百
円
（
七
十
五
歳
到
達
時
特
例
対
象
療
養
に
係
る
も

の
に
あ
つ
て
は
、
七
万
五
十
円
）
と
す
る
。

第
二
十
九
条
の
三
第
八
項
第
三
号
中
「
ハ
ま
で
」
を
「
ニ
ま
で
」
に
改
め
、
同
号
イ
中
「
第
四
項
第
一
号
」を「
第

四
項
第
十
号
又
は
第
十
一
号
」
に
、「
二
万
二
千
円
」
を
「
二
万
八
千
円
」
に
改
め
、
同
号
ハ
中
「
第
四
項
第
六
号
」

を
「
第
四
項
第
十
四
号
」
に
改
め
、
同
号
ハ
を
同
号
ニ
と
し
、
同
号
ロ
中
「
第
四
項
第
五
号
」
を
「
第
四
項
第
十
三

号
」
に
、「
一
万
千
円
」
を
「
一
万
三
千
円
」
に
改
め
、
同
号
ロ
を
同
号
ハ
と
し
、
同
号
イ
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え

る
。

ロ

第
四
項
第
十
二
号
に
掲
げ
る
場
合

二
万
二
千
円





第
一
項
第
三
号
た
だ
し
書

十
四
万
百
円

七
万
五
十
円

第
一
項
第
四
号

二
十
万
九
千
四
百
円

十
万
四
千
七
百
円

六
十
九
万
八
千
円

三
十
四
万
九
千
円

第
一
項
第
四
号
た
だ
し
書

九
万
三
千
円

四
万
六
千
五
百
円

第
一
項
第
五
号

十
九
万
四
千
四
百
円

九
万
七
千
二
百
円

六
十
四
万
八
千
円

三
十
二
万
四
千
円

第
一
項
第
五
号
た
だ
し
書

九
万
三
千
円

四
万
六
千
五
百
円

第
一
項
第
六
号

十
七
万
九
千
百
円

八
万
九
千
五
百
五
十
円

五
十
九
万
七
千
円

二
十
九
万
八
千
五
百
円

第
一
項
第
六
号
た
だ
し
書

九
万
三
千
円

四
万
六
千
五
百
円

第
一
項
第
七
号

十
一
万
四
百
円

五
万
五
千
二
百
円

三
十
六
万
八
千
円

十
八
万
四
千
円

第
一
項
第
七
号
た
だ
し
書

四
万
四
千
四
百
円

二
万
二
千
二
百
円

第
一
項
第
八
号

九
万
八
千
百
円

四
万
九
千
五
十
円

三
十
二
万
七
千
円

十
六
万
三
千
五
百
円

第
一
項
第
八
号
た
だ
し
書

四
万
四
千
四
百
円

二
万
二
千
二
百
円

第
一
項
第
九
号

八
万
五
千
八
百
円

四
万
二
千
九
百
円

二
十
八
万
六
千
円

十
四
万
三
千
円

第
一
項
第
九
号
た
だ
し
書

四
万
四
千
四
百
円

二
万
二
千
二
百
円

第
一
項
第
十
号

六
万
九
千
六
百
円

三
万
四
千
八
百
円

第
一
項
第
十
号
た
だ
し
書

四
万
四
千
四
百
円

二
万
二
千
二
百
円

第
一
項
第
十
一
号

六
万
五
千
四
百
円

三
万
二
千
七
百
円

第
一
項
第
十
一
号
た
だ
し

書

四
万
四
千
四
百
円

二
万
二
千
二
百
円

第
一
項
第
十
二
号

六
万
千
五
百
円

三
万
七
百
五
十
円

第
一
項
第
十
二
号
た
だ
し

書

三
万
四
千
五
百
円

一
万
七
千
二
百
五
十
円

第
一
項
第
十
三
号

三
万
六
千
九
百
円

一
万
八
千
四
百
五
十
円

第
一
項
第
十
三
号
た
だ
し

書

二
万
四
千
六
百
円

一
万
二
千
三
百
円

第
三
項
第
一
号

十
七
万
千
円

八
万
五
千
五
百
円

五
十
七
万
円

二
十
八
万
五
千
円

第
三
項
第
一
号
た
だ
し
書

七
万
五
十
円

三
万
五
千
二
十
五
円

第
三
項
第
二
号

十
五
万
千
五
百
円

七
万
五
千
七
百
五
十
円

五
十
万
五
千
円

二
十
五
万
二
千
五
百
円

第
三
項
第
二
号
た
だ
し
書

七
万
五
十
円

三
万
五
千
二
十
五
円

第
三
項
第
三
号

十
三
万
五
千
百
五
十
円

六
万
七
千
五
百
七
十
五
円

四
十
五
万
五
百
円

二
十
二
万
五
千
二
百
五
十
円

第
三
項
第
三
号
た
だ
し
書

七
万
五
十
円

三
万
五
千
二
十
五
円

第
三
項
第
四
号

十
万
四
千
七
百
円

五
万
二
千
三
百
五
十
円

三
十
四
万
九
千
円

十
七
万
四
千
五
百
円

第
三
項
第
四
号
た
だ
し
書

四
万
六
千
五
百
円

二
万
三
千
二
百
五
十
円

第
三
項
第
五
号

九
万
七
千
二
百
円

四
万
八
千
六
百
円

三
十
二
万
四
千
円

十
六
万
二
千
円

第
三
項
第
五
号
た
だ
し
書

四
万
六
千
五
百
円

二
万
三
千
二
百
五
十
円

第
三
項
第
六
号

八
万
九
千
五
百
五
十
円

四
万
四
千
七
百
七
十
五
円

二
十
九
万
八
千
五
百
円

十
四
万
九
千
二
百
五
十
円

第
三
項
第
六
号
た
だ
し
書

四
万
六
千
五
百
円

二
万
三
千
二
百
五
十
円

第
三
項
第
七
号

五
万
五
千
二
百
円

二
万
七
千
六
百
円

十
八
万
四
千
円

九
万
二
千
円

第
三
項
第
七
号
た
だ
し
書

二
万
二
千
二
百
円

一
万
千
百
円

第
三
項
第
八
号

四
万
九
千
五
十
円

二
万
四
千
五
百
二
十
五
円

十
六
万
三
千
五
百
円

八
万
千
七
百
五
十
円

第
三
項
第
八
号
た
だ
し
書

二
万
二
千
二
百
円

一
万
千
百
円

第
三
項
第
九
号

四
万
二
千
九
百
円

二
万
千
四
百
五
十
円

十
四
万
三
千
円

七
万
千
五
百
円

第
三
項
第
九
号
た
だ
し
書

二
万
二
千
二
百
円

一
万
千
百
円

第
三
項
第
十
号

三
万
四
千
八
百
円

一
万
七
千
四
百
円

第
三
項
第
十
号
た
だ
し
書

二
万
二
千
二
百
円

一
万
千
百
円

令和年月日 水曜日 (号外第号)官 報 



第
三
項
第
十
一
号

三
万
二
千
七
百
円

一
万
六
千
三
百
五
十
円

第
三
項
第
十
一
号
た
だ
し

書

二
万
二
千
二
百
円

一
万
千
百
円

第
三
項
第
十
二
号

三
万
七
百
五
十
円

一
万
五
千
三
百
七
十
五
円

第
三
項
第
十
二
号
た
だ
し

書

一
万
七
千
二
百
五
十
円

八
千
六
百
二
十
五
円

第
三
項
第
十
三
号

一
万
八
千
四
百
五
十
円

九
千
二
百
二
十
五
円

第
三
項
第
十
三
号
た
だ
し

書

一
万
二
千
三
百
円

六
千
百
五
十
円

第
四
項
第
一
号

三
十
四
万
二
千
円

十
七
万
千
円

百
十
四
万
円

五
十
七
万
円

第
四
項
第
一
号
た
だ
し
書

十
四
万
百
円

七
万
五
十
円

第
四
項
第
二
号

三
十
万
三
千
円

十
五
万
千
五
百
円

百
一
万
円

五
十
万
五
千
円

第
四
項
第
二
号
た
だ
し
書

十
四
万
百
円

七
万
五
十
円

第
四
項
第
三
号

二
十
七
万
三
百
円

十
三
万
五
千
百
五
十
円

九
十
万
千
円

四
十
五
万
五
百
円

第
四
項
第
三
号
た
だ
し
書

十
四
万
百
円

七
万
五
十
円

第
四
項
第
四
号

二
十
万
九
千
四
百
円

十
万
四
千
七
百
円

六
十
九
万
八
千
円

三
十
四
万
九
千
円

第
四
項
第
四
号
た
だ
し
書

九
万
三
千
円

四
万
六
千
五
百
円

第
四
項
第
五
号

十
九
万
四
千
四
百
円

九
万
七
千
二
百
円

六
十
四
万
八
千
円

三
十
二
万
四
千
円

第
四
項
第
五
号
た
だ
し
書

九
万
三
千
円

四
万
六
千
五
百
円

第
四
項
第
六
号

十
七
万
九
千
百
円

八
万
九
千
五
百
五
十
円

五
十
九
万
七
千
円

二
十
九
万
八
千
五
百
円

第
四
項
第
六
号
た
だ
し
書

九
万
三
千
円

四
万
六
千
五
百
円

第
四
項
第
七
号

十
一
万
四
百
円

五
万
五
千
二
百
円

三
十
六
万
八
千
円

十
八
万
四
千
円

第
四
項
第
七
号
た
だ
し
書

四
万
四
千
四
百
円

二
万
二
千
二
百
円

第
四
項
第
八
号

九
万
八
千
百
円

四
万
九
千
五
十
円

三
十
二
万
七
千
円

十
六
万
三
千
五
百
円

第
四
項
第
八
号
た
だ
し
書

四
万
四
千
四
百
円

二
万
二
千
二
百
円

第
四
項
第
九
号

八
万
五
千
八
百
円

四
万
二
千
九
百
円

二
十
八
万
六
千
円

十
四
万
三
千
円

第
四
項
第
九
号
た
だ
し
書

四
万
四
千
四
百
円

二
万
二
千
二
百
円

第
四
項
第
十
号

六
万
九
千
六
百
円

三
万
四
千
八
百
円

第
四
項
第
十
号
た
だ
し
書

四
万
四
千
四
百
円

二
万
二
千
二
百
円

第
四
項
第
十
一
号

六
万
五
千
四
百
円

三
万
二
千
七
百
円

第
四
項
第
十
一
号
た
だ
し

書

四
万
四
千
四
百
円

二
万
二
千
二
百
円

第
四
項
第
十
二
号

六
万
千
五
百
円

三
万
七
百
五
十
円

第
四
項
第
十
二
号
た
だ
し

書

三
万
四
千
五
百
円

一
万
七
千
二
百
五
十
円

第
四
項
第
十
三
号

二
万
五
千
七
百
円

一
万
二
千
八
百
五
十
円

第
四
項
第
十
三
号
た
だ
し

書

二
万
四
千
六
百
円

一
万
二
千
三
百
円

第
四
項
第
十
四
号

一
万
五
千
七
百
円

七
千
八
百
五
十
円

第
五
項
第
一
号

十
七
万
千
円

八
万
五
千
五
百
円

五
十
七
万
円

二
十
八
万
五
千
円

第
五
項
第
一
号
た
だ
し
書

七
万
五
十
円

三
万
五
千
二
十
五
円

第
五
項
第
二
号

十
五
万
千
五
百
円

七
万
五
千
七
百
五
十
円

五
十
万
五
千
円

二
十
五
万
二
千
五
百
円

第
五
項
第
二
号
た
だ
し
書

七
万
五
十
円

三
万
五
千
二
十
五
円

第
五
項
第
三
号

十
三
万
五
千
百
五
十
円

六
万
七
千
五
百
七
十
五
円

四
十
五
万
五
百
円

二
十
二
万
五
千
二
百
五
十
円

第
五
項
第
三
号
た
だ
し
書

七
万
五
十
円

三
万
五
千
二
十
五
円

第
五
項
第
四
号

十
万
四
千
七
百
円

五
万
二
千
三
百
五
十
円

三
十
四
万
九
千
円

十
七
万
四
千
五
百
円

令和年月日 水曜日 (号外第号)官 報



第
五
項
第
四
号
た
だ
し
書

四
万
六
千
五
百
円

二
万
三
千
二
百
五
十
円

第
五
項
第
五
号

九
万
七
千
二
百
円

四
万
八
千
六
百
円

三
十
二
万
四
千
円

十
六
万
二
千
円

第
五
項
第
五
号
た
だ
し
書

四
万
六
千
五
百
円

二
万
三
千
二
百
五
十
円

第
五
項
第
六
号

八
万
九
千
五
百
五
十
円

四
万
四
千
七
百
七
十
五
円

二
十
九
万
八
千
五
百
円

十
四
万
九
千
二
百
五
十
円

第
五
項
第
六
号
た
だ
し
書

四
万
六
千
五
百
円

二
万
三
千
二
百
五
十
円

第
五
項
第
七
号

五
万
五
千
二
百
円

二
万
七
千
六
百
円

十
八
万
四
千
円

九
万
二
千
円

第
五
項
第
七
号
た
だ
し
書

二
万
二
千
二
百
円

一
万
千
百
円

第
五
項
第
八
号

四
万
九
千
五
十
円

二
万
四
千
五
百
二
十
五
円

十
六
万
三
千
五
百
円

八
万
千
七
百
五
十
円

第
五
項
第
八
号
た
だ
し
書

二
万
二
千
二
百
円

一
万
千
百
円

第
五
項
第
九
号

四
万
二
千
九
百
円

二
万
千
四
百
五
十
円

十
四
万
三
千
円

七
万
千
五
百
円

第
五
項
第
九
号
た
だ
し
書

二
万
二
千
二
百
円

一
万
千
百
円

第
五
項
第
十
号

三
万
四
千
八
百
円

一
万
七
千
四
百
円

第
五
項
第
十
号
た
だ
し
書

二
万
二
千
二
百
円

一
万
千
百
円

第
五
項
第
十
一
号

三
万
二
千
七
百
円

一
万
六
千
三
百
五
十
円

第
五
項
第
十
一
号
た
だ
し

書

二
万
二
千
二
百
円

一
万
千
百
円

第
五
項
第
十
二
号

三
万
七
百
五
十
円

一
万
五
千
三
百
七
十
五
円

第
五
項
第
十
二
号
た
だ
し

書

一
万
七
千
二
百
五
十
円

八
千
六
百
二
十
五
円

第
五
項
第
十
三
号

一
万
二
千
八
百
五
十
円

六
千
四
百
二
十
五
円

第
五
項
第
十
三
号
た
だ
し

書

一
万
二
千
三
百
円

六
千
百
五
十
円

第
五
項
第
十
四
号

七
千
八
百
五
十
円

三
千
九
百
二
十
五
円

第
六
項
第
一
号

二
万
八
千
円

一
万
四
千
円

第
六
項
第
二
号

二
万
二
千
円

一
万
千
円

第
六
項
第
三
号

一
万
三
千
円

六
千
五
百
円

第
六
項
第
四
号

八
千
円

四
千
円

令和年月日 水曜日 (号外第号)官 報

第
二
十
九
条
の
四
第
一
項
第
一
号
中
「
ホ
ま
で
」
を
「
ワ
ま
で
」
に
改
め
、
同
号
イ
中
「
八
万
五
千
八
百
円
」
を

「
三
十
四
万
二
千
円
」
に
、「
二
十
八
万
六
千
円
」
を
「
百
十
四
万
円
」
に
改
め
、
同
号
イ
た
だ
し
書
中
「
四
万
四
千

四
百
円
」
を
「
十
四
万
百
円
」
に
改
め
、
同
号
ホ
中
「
前
条
第
一
項
第
五
号
」
を
「
前
条
第
一
項
第
十
三
号
」
に
改

め
、
同
号
ホ
を
同
号
ワ
と
し
、
同
号
ニ
中
「
前
条
第
一
項
第
四
号
」
を
「
前
条
第
一
項
第
十
二
号
」
に
改
め
、
同
号

ニ
た
だ
し
書
中
「
四
万
四
千
四
百
円
」
を
「
三
万
四
千
五
百
円
」
に
改
め
、
同
号
ニ
を
同
号
ヲ
と
し
、同
号
ハ
中「
前

条
第
一
項
第
三
号
」
を
「
前
条
第
一
項
第
六
号
」
に
改
め
、
同
号
ハ
を
同
号
ヘ
と
し
、
同
号
ヘ
の
次
に
次
の
よ
う
に

加
え
る
。

ト

前
条
第
一
項
第
七
号
に
掲
げ
る
場
合
に
該
当
し
て
い
る
こ
と
に
つ
き
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に

よ
り
市
町
村
又
は
組
合
の
認
定
を
受
け
て
い
る
者

十
一
万
四
百
円
と
、
当
該
療
養
に
つ
き
厚
生
労
働
省
令

で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
当
該
療
養
に
要
し
た
費
用
の
額
（
そ
の
額
が
三
十
六
万
八
千
円
に
満
た

な
い
と
き
は
、
三
十
六
万
八
千
円
）
か
ら
三
十
六
万
八
千
円
を
控
除
し
た
額
に
百
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た
額

（
こ
の
額
に
一
円
未
満
の
端
数
が
あ
る
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
端
数
金
額
が
五
十
銭
未
満
で
あ
る
と
き
は
、

こ
れ
を
切
り
捨
て
、
そ
の
端
数
金
額
が
五
十
銭
以
上
で
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
一
円
に
切
り
上
げ
た
額
）
と

の
合
算
額
。
た
だ
し
、
高
額
療
養
費
多
数
回
該
当
の
場
合
に
あ
つ
て
は
、
四
万
四
千
四
百
円
と
す
る
。

チ

前
条
第
一
項
第
八
号
に
掲
げ
る
場
合
に
該
当
し
て
い
る
こ
と
に
つ
き
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に

よ
り
市
町
村
又
は
組
合
の
認
定
を
受
け
て
い
る
者

九
万
八
千
百
円
と
、
当
該
療
養
に
つ
き
厚
生
労
働
省
令

で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
当
該
療
養
に
要
し
た
費
用
の
額
（
そ
の
額
が
三
十
二
万
七
千
円
に
満
た

な
い
と
き
は
、
三
十
二
万
七
千
円
）
か
ら
三
十
二
万
七
千
円
を
控
除
し
た
額
に
百
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た
額

（
こ
の
額
に
一
円
未
満
の
端
数
が
あ
る
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
端
数
金
額
が
五
十
銭
未
満
で
あ
る
と
き
は
、

こ
れ
を
切
り
捨
て
、
そ
の
端
数
金
額
が
五
十
銭
以
上
で
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
一
円
に
切
り
上
げ
た
額
）
と

の
合
算
額
。
た
だ
し
、
高
額
療
養
費
多
数
回
該
当
の
場
合
に
あ
つ
て
は
、
四
万
四
千
四
百
円
と
す
る
。

リ

前
条
第
一
項
第
九
号
に
掲
げ
る
場
合
に
該
当
し
て
い
る
こ
と
に
つ
き
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に

よ
り
市
町
村
又
は
組
合
の
認
定
を
受
け
て
い
る
者

八
万
五
千
八
百
円
と
、
当
該
療
養
に
つ
き
厚
生
労
働
省

令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
当
該
療
養
に
要
し
た
費
用
の
額
（
そ
の
額
が
二
十
八
万
六
千
円
に
満

た
な
い
と
き
は
、
二
十
八
万
六
千
円
）
か
ら
二
十
八
万
六
千
円
を
控
除
し
た
額
に
百
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た

額
（
こ
の
額
に
一
円
未
満
の
端
数
が
あ
る
場
合
に
お
い
て
、そ
の
端
数
金
額
が
五
十
銭
未
満
で
あ
る
と
き
は
、

こ
れ
を
切
り
捨
て
、
そ
の
端
数
金
額
が
五
十
銭
以
上
で
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
一
円
に
切
り
上
げ
た
額
）
と

の
合
算
額
。
た
だ
し
、
高
額
療
養
費
多
数
回
該
当
の
場
合
に
あ
つ
て
は
、
四
万
四
千
四
百
円
と
す
る
。

ヌ

前
条
第
一
項
第
十
号
に
掲
げ
る
場
合
に
該
当
し
て
い
る
こ
と
に
つ
き
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に

よ
り
市
町
村
又
は
組
合
の
認
定
を
受
け
て
い
る
者

六
万
九
千
六
百
円
。
た
だ
し
、
高
額
療
養
費
多
数
回
該

当
の
場
合
に
あ
つ
て
は
、
四
万
四
千
四
百
円
と
す
る
。

ル

前
条
第
一
項
第
十
一
号
に
掲
げ
る
場
合
に
該
当
し
て
い
る
こ
と
に
つ
き
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ

に
よ
り
市
町
村
又
は
組
合
の
認
定
を
受
け
て
い
る
者

六
万
五
千
四
百
円
。
た
だ
し
、
高
額
療
養
費
多
数
回

該
当
の
場
合
に
あ
つ
て
は
、
四
万
四
千
四
百
円
と
す
る
。


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第
二
十
九
条
の
四
第
一
項
第
一
号
ロ
中
「
前
条
第
一
項
第
二
号
」
を
「
前
条
第
一
項
第
三
号
」
に
改
め
、
同
号
ロ

を
同
号
ハ
と
し
、
同
号
ハ
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

ニ

前
条
第
一
項
第
四
号
に
掲
げ
る
場
合
に
該
当
し
て
い
る
こ
と
に
つ
き
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に

よ
り
市
町
村
又
は
組
合
の
認
定
を
受
け
て
い
る
者

二
十
万
九
千
四
百
円
と
、
当
該
療
養
に
つ
き
厚
生
労
働

省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
当
該
療
養
に
要
し
た
費
用
の
額
（
そ
の
額
が
六
十
九
万
八
千
円
に

満
た
な
い
と
き
は
、
六
十
九
万
八
千
円
）
か
ら
六
十
九
万
八
千
円
を
控
除
し
た
額
に
百
分
の
一
を
乗
じ
て
得

た
額
（
こ
の
額
に
一
円
未
満
の
端
数
が
あ
る
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
端
数
金
額
が
五
十
銭
未
満
で
あ
る
と
き

は
、
こ
れ
を
切
り
捨
て
、
そ
の
端
数
金
額
が
五
十
銭
以
上
で
あ
る
と
き
は
、こ
れ
を
一
円
に
切
り
上
げ
た
額
）

と
の
合
算
額
。
た
だ
し
、
高
額
療
養
費
多
数
回
該
当
の
場
合
に
あ
つ
て
は
、
九
万
三
千
円
と
す
る
。

ホ

前
条
第
一
項
第
五
号
に
掲
げ
る
場
合
に
該
当
し
て
い
る
こ
と
に
つ
き
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に

よ
り
市
町
村
又
は
組
合
の
認
定
を
受
け
て
い
る
者

十
九
万
四
千
四
百
円
と
、
当
該
療
養
に
つ
き
厚
生
労
働

省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
当
該
療
養
に
要
し
た
費
用
の
額
（
そ
の
額
が
六
十
四
万
八
千
円
に

満
た
な
い
と
き
は
、
六
十
四
万
八
千
円
）
か
ら
六
十
四
万
八
千
円
を
控
除
し
た
額
に
百
分
の
一
を
乗
じ
て
得

た
額
（
こ
の
額
に
一
円
未
満
の
端
数
が
あ
る
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
端
数
金
額
が
五
十
銭
未
満
で
あ
る
と
き

は
、
こ
れ
を
切
り
捨
て
、
そ
の
端
数
金
額
が
五
十
銭
以
上
で
あ
る
と
き
は
、こ
れ
を
一
円
に
切
り
上
げ
た
額
）

と
の
合
算
額
。
た
だ
し
、
高
額
療
養
費
多
数
回
該
当
の
場
合
に
あ
つ
て
は
、
九
万
三
千
円
と
す
る
。

第
二
十
九
条
の
四
第
一
項
第
一
号
イ
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

ロ

前
条
第
一
項
第
二
号
に
掲
げ
る
場
合
に
該
当
し
て
い
る
こ
と
に
つ
き
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に

よ
り
市
町
村
又
は
組
合
の
認
定
を
受
け
て
い
る
者

三
十
万
三
千
円
と
、
当
該
療
養
に
つ
き
厚
生
労
働
省
令

で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
当
該
療
養
に
要
し
た
費
用
の
額
（
そ
の
額
が
百
一
万
円
に
満
た
な
い
と

き
は
、
百
一
万
円
）
か
ら
百
一
万
円
を
控
除
し
た
額
に
百
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た
額
（
こ
の
額
に
一
円
未
満

の
端
数
が
あ
る
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
端
数
金
額
が
五
十
銭
未
満
で
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
切
り
捨
て
、
そ

の
端
数
金
額
が
五
十
銭
以
上
で
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
一
円
に
切
り
上
げ
た
額
）
と
の
合
算
額
。
た
だ
し
、

高
額
療
養
費
多
数
回
該
当
の
場
合
に
あ
つ
て
は
、
十
四
万
百
円
と
す
る
。

第
二
十
九
条
の
四
第
一
項
第
二
号
中
「
ホ
ま
で
」
を
「
ワ
ま
で
」
に
改
め
、
同
号
イ
中
「
四
万
二
千
九
百
円
」
を

「
十
七
万
千
円
」
に
、「
十
四
万
三
千
円
」
を
「
五
十
七
万
円
」
に
改
め
、
同
号
イ
た
だ
し
書
中「
二
万
二
千
二
百
円
」

を
「
七
万
五
十
円
」
に
改
め
、
同
号
ホ
中
「
前
条
第
三
項
第
五
号
」
を
「
前
条
第
三
項
第
十
三
号
」
に
改
め
、
同
号

ホ
を
同
号
ワ
と
し
、
同
号
ニ
中
「
前
条
第
三
項
第
四
号
」
を
「
前
条
第
三
項
第
十
二
号
」
に
改
め
、
同
号
ニ
た
だ
し

書
中
「
二
万
二
千
二
百
円
」
を
「
一
万
七
千
二
百
五
十
円
」
に
改
め
、
同
号
ニ
を
同
号
ヲ
と
し
、
同
号
ハ
中
「
前
条

第
三
項
第
三
号
」
を
「
前
条
第
三
項
第
六
号
」
に
改
め
、
同
号
ハ
を
同
号
ヘ
と
し
、
同
号
ヘ
の
次
に
次
の
よ
う
に
加

え
る
。ト

前
条
第
三
項
第
七
号
に
掲
げ
る
場
合
に
該
当
し
て
い
る
こ
と
に
つ
き
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に

よ
り
市
町
村
又
は
組
合
の
認
定
を
受
け
て
い
る
者

五
万
五
千
二
百
円
と
、
当
該
療
養
に
つ
き
厚
生
労
働
省

令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
当
該
療
養
に
要
し
た
費
用
の
額
（
そ
の
額
が
十
八
万
四
千
円
に
満
た

な
い
と
き
は
、
十
八
万
四
千
円
）
か
ら
十
八
万
四
千
円
を
控
除
し
た
額
に
百
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た
額
（
こ

の
額
に
一
円
未
満
の
端
数
が
あ
る
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
端
数
金
額
が
五
十
銭
未
満
で
あ
る
と
き
は
、
こ
れ

を
切
り
捨
て
、
そ
の
端
数
金
額
が
五
十
銭
以
上
で
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
一
円
に
切
り
上
げ
た
額
）
と
の
合

算
額
。
た
だ
し
、
高
額
療
養
費
多
数
回
該
当
の
場
合
に
あ
つ
て
は
、
二
万
二
千
二
百
円
と
す
る
。

チ

前
条
第
三
項
第
八
号
に
掲
げ
る
場
合
に
該
当
し
て
い
る
こ
と
に
つ
き
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に

よ
り
市
町
村
又
は
組
合
の
認
定
を
受
け
て
い
る
者

四
万
九
千
五
十
円
と
、
当
該
療
養
に
つ
き
厚
生
労
働
省

令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
当
該
療
養
に
要
し
た
費
用
の
額
（
そ
の
額
が
十
六
万
三
千
五
百
円
に

満
た
な
い
と
き
は
、
十
六
万
三
千
五
百
円
）
か
ら
十
六
万
三
千
五
百
円
を
控
除
し
た
額
に
百
分
の
一
を
乗
じ

て
得
た
額
（
こ
の
額
に
一
円
未
満
の
端
数
が
あ
る
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
端
数
金
額
が
五
十
銭
未
満
で
あ
る

と
き
は
、
こ
れ
を
切
り
捨
て
、
そ
の
端
数
金
額
が
五
十
銭
以
上
で
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
一
円
に
切
り
上
げ

た
額
）
と
の
合
算
額
。
た
だ
し
、
高
額
療
養
費
多
数
回
該
当
の
場
合
に
あ
つ
て
は
、
二
万
二
千
二
百
円
と
す

る
。

リ

前
条
第
三
項
第
九
号
に
掲
げ
る
場
合
に
該
当
し
て
い
る
こ
と
に
つ
き
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に

よ
り
市
町
村
又
は
組
合
の
認
定
を
受
け
て
い
る
者

四
万
二
千
九
百
円
と
、
当
該
療
養
に
つ
き
厚
生
労
働
省

令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
当
該
療
養
に
要
し
た
費
用
の
額
（
そ
の
額
が
十
四
万
三
千
円
に
満
た

な
い
と
き
は
、
十
四
万
三
千
円
）
か
ら
十
四
万
三
千
円
を
控
除
し
た
額
に
百
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た
額
（
こ

の
額
に
一
円
未
満
の
端
数
が
あ
る
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
端
数
金
額
が
五
十
銭
未
満
で
あ
る
と
き
は
、
こ
れ

を
切
り
捨
て
、
そ
の
端
数
金
額
が
五
十
銭
以
上
で
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
一
円
に
切
り
上
げ
た
額
）
と
の
合

算
額
。
た
だ
し
、
高
額
療
養
費
多
数
回
該
当
の
場
合
に
あ
つ
て
は
、
二
万
二
千
二
百
円
と
す
る
。

ヌ

前
条
第
三
項
第
十
号
に
掲
げ
る
場
合
に
該
当
し
て
い
る
こ
と
に
つ
き
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に

よ
り
市
町
村
又
は
組
合
の
認
定
を
受
け
て
い
る
者

三
万
四
千
八
百
円
。
た
だ
し
、
高
額
療
養
費
多
数
回
該

当
の
場
合
に
あ
つ
て
は
、
二
万
二
千
二
百
円
と
す
る
。

ル

前
条
第
三
項
第
十
一
号
に
掲
げ
る
場
合
に
該
当
し
て
い
る
こ
と
に
つ
き
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ

に
よ
り
市
町
村
又
は
組
合
の
認
定
を
受
け
て
い
る
者

三
万
二
千
七
百
円
。
た
だ
し
、
高
額
療
養
費
多
数
回

該
当
の
場
合
に
あ
つ
て
は
、
二
万
二
千
二
百
円
と
す
る
。

第
二
十
九
条
の
四
第
一
項
第
二
号
ロ
中
「
前
条
第
三
項
第
二
号
」
を
「
前
条
第
三
項
第
三
号
」
に
改
め
、
同
号
ロ

を
同
号
ハ
と
し
、
同
号
ハ
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

ニ

前
条
第
三
項
第
四
号
に
掲
げ
る
場
合
に
該
当
し
て
い
る
こ
と
に
つ
き
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に

よ
り
市
町
村
又
は
組
合
の
認
定
を
受
け
て
い
る
者

十
万
四
千
七
百
円
と
、
当
該
療
養
に
つ
き
厚
生
労
働
省

令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
当
該
療
養
に
要
し
た
費
用
の
額
（
そ
の
額
が
三
十
四
万
九
千
円
に
満

た
な
い
と
き
は
、
三
十
四
万
九
千
円
）
か
ら
三
十
四
万
九
千
円
を
控
除
し
た
額
に
百
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た

額
（
こ
の
額
に
一
円
未
満
の
端
数
が
あ
る
場
合
に
お
い
て
、そ
の
端
数
金
額
が
五
十
銭
未
満
で
あ
る
と
き
は
、

こ
れ
を
切
り
捨
て
、
そ
の
端
数
金
額
が
五
十
銭
以
上
で
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
一
円
に
切
り
上
げ
た
額
）
と

の
合
算
額
。
た
だ
し
、
高
額
療
養
費
多
数
回
該
当
の
場
合
に
あ
つ
て
は
、
四
万
六
千
五
百
円
と
す
る
。

ホ

前
条
第
三
項
第
五
号
に
掲
げ
る
場
合
に
該
当
し
て
い
る
こ
と
に
つ
き
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に

よ
り
市
町
村
又
は
組
合
の
認
定
を
受
け
て
い
る
者

九
万
七
千
二
百
円
と
、
当
該
療
養
に
つ
き
厚
生
労
働
省

令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
当
該
療
養
に
要
し
た
費
用
の
額
（
そ
の
額
が
三
十
二
万
四
千
円
に
満

た
な
い
と
き
は
、
三
十
二
万
四
千
円
）
か
ら
三
十
二
万
四
千
円
を
控
除
し
た
額
に
百
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た

額
（
こ
の
額
に
一
円
未
満
の
端
数
が
あ
る
場
合
に
お
い
て
、そ
の
端
数
金
額
が
五
十
銭
未
満
で
あ
る
と
き
は
、

こ
れ
を
切
り
捨
て
、
そ
の
端
数
金
額
が
五
十
銭
以
上
で
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
一
円
に
切
り
上
げ
た
額
）
と

の
合
算
額
。
た
だ
し
、
高
額
療
養
費
多
数
回
該
当
の
場
合
に
あ
つ
て
は
、
四
万
六
千
五
百
円
と
す
る
。

第
二
十
九
条
の
四
第
一
項
第
二
号
イ
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

ロ

前
条
第
三
項
第
二
号
に
掲
げ
る
場
合
に
該
当
し
て
い
る
こ
と
に
つ
き
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に

よ
り
市
町
村
又
は
組
合
の
認
定
を
受
け
て
い
る
者

十
五
万
千
五
百
円
と
、
当
該
療
養
に
つ
き
厚
生
労
働
省

令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
当
該
療
養
に
要
し
た
費
用
の
額
（
そ
の
額
が
五
十
万
五
千
円
に
満
た

な
い
と
き
は
、
五
十
万
五
千
円
）
か
ら
五
十
万
五
千
円
を
控
除
し
た
額
に
百
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た
額
（
こ

の
額
に
一
円
未
満
の
端
数
が
あ
る
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
端
数
金
額
が
五
十
銭
未
満
で
あ
る
と
き
は
、
こ
れ

を
切
り
捨
て
、
そ
の
端
数
金
額
が
五
十
銭
以
上
で
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
一
円
に
切
り
上
げ
た
額
）
と
の
合

算
額
。
た
だ
し
、
高
額
療
養
費
多
数
回
該
当
の
場
合
に
あ
つ
て
は
、
七
万
五
十
円
と
す
る
。

第
二
十
九
条
の
四
第
一
項
第
三
号
中
「
イ
か
ら
ヘ
ま
で
」
を
「
イ
か
ら
カ
ま
で
」
に
改
め
、
同
号
イ
中
「
ロ
か
ら

ヘ
ま
で
に
掲
げ
る
者
以
外
の
」
を
「
前
条
第
四
項
第
一
号
に
掲
げ
る
場
合
に
該
当
す
る
」
に
、「
六
万
千
五
百
円
」
を

「
三
十
四
万
二
千
円
と
、
当
該
療
養
に
つ
き
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
当
該
療
養
に
要
し

た
費
用
の
額
（
そ
の
額
が
百
十
四
万
円
に
満
た
な
い
と
き
は
、
百
十
四
万
円
）
か
ら
百
十
四
万
円
を
控
除
し
た
額
に

百
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た
額
（
こ
の
額
に
一
円
未
満
の
端
数
が
あ
る
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
端
数
金
額
が
五
十
銭
未

満
で
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
切
り
捨
て
、
そ
の
端
数
金
額
が
五
十
銭
以
上
で
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
一
円
に
切
り
上

げ
た
額
）
と
の
合
算
額
」
に
改
め
、
同
号
イ
た
だ
し
書
中
「
四
万
四
千
四
百
円
」
を
「
十
四
万
百
円
」
に
改
め
、
同

号
ヘ
中
「
前
条
第
四
項
第
六
号
」
を
「
前
条
第
四
項
第
十
四
号
」
に
改
め
、
同
号
ヘ
を
同
号
カ
と
し
、同
号
ホ
中「
前

条
第
四
項
第
五
号
」
を
「
前
条
第
四
項
第
十
三
号
」
に
改
め
、
同
号
ホ
を
同
号
ワ
と
し
、
同
号
ニ
中
「
前
条
第
四
項

第
四
号
」
を
「
前
条
第
四
項
第
九
号
」
に
改
め
、
同
号
ニ
を
同
号
リ
と
し
、
同
号
リ
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

ヌ

前
条
第
四
項
第
十
号
に
掲
げ
る
場
合
に
該
当
す
る
者

六
万
九
千
六
百
円
。
た
だ
し
、
高
額
療
養
費
多
数

回
該
当
の
場
合
に
あ
つ
て
は
、
四
万
四
千
四
百
円
と
す
る
。


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ル

前
条
第
四
項
第
十
一
号
に
掲
げ
る
場
合
に
該
当
し
て
い
る
こ
と
に
つ
き
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ

に
よ
り
市
町
村
又
は
組
合
の
認
定
を
受
け
て
い
る
者

六
万
五
千
四
百
円
。
た
だ
し
、
高
額
療
養
費
多
数
回

該
当
の
場
合
に
あ
つ
て
は
、
四
万
四
千
四
百
円
と
す
る
。

ヲ

前
条
第
四
項
第
十
二
号
に
掲
げ
る
場
合
に
該
当
し
て
い
る
こ
と
に
つ
き
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ

に
よ
り
市
町
村
又
は
組
合
の
認
定
を
受
け
て
い
る
者

六
万
千
五
百
円
。
た
だ
し
、
高
額
療
養
費
多
数
回
該

当
の
場
合
に
あ
つ
て
は
、
三
万
四
千
五
百
円
と
す
る
。

第
二
十
九
条
の
四
第
一
項
第
四
号
中
「
イ
か
ら
ヘ
ま
で
」
を
「
イ
か
ら
カ
ま
で
」
に
改
め
、
同
号
イ
中
「
ロ
か
ら

ヘ
ま
で
に
掲
げ
る
者
以
外
の
」
を
「
前
条
第
五
項
第
一
号
に
掲
げ
る
場
合
に
該
当
す
る
」
に
、「
三
万
七
百
五
十
円
」

を
「
十
七
万
千
円
と
、
当
該
療
養
に
つ
き
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
当
該
療
養
に
要
し
た

費
用
の
額
（
そ
の
額
が
五
十
七
万
円
に
満
た
な
い
と
き
は
、
五
十
七
万
円
）
か
ら
五
十
七
万
円
を
控
除
し
た
額
に
百

分
の
一
を
乗
じ
て
得
た
額
（
こ
の
額
に
一
円
未
満
の
端
数
が
あ
る
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
端
数
金
額
が
五
十
銭
未
満

で
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
切
り
捨
て
、
そ
の
端
数
金
額
が
五
十
銭
以
上
で
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
一
円
に
切
り
上
げ

た
額
）
と
の
合
算
額
」
に
改
め
、
同
号
イ
た
だ
し
書
中
「
二
万
二
千
二
百
円
」
を
「
七
万
五
十
円
」
に
改
め
、
同
号

ヘ
中
「
前
条
第
五
項
第
六
号
」
を
「
前
条
第
五
項
第
十
四
号
」
に
改
め
、
同
号
ヘ
を
同
号
カ
と
し
、
同
号
ホ
中
「
前

条
第
五
項
第
五
号
」
を
「
前
条
第
五
項
第
十
三
号
」
に
改
め
、
同
号
ホ
を
同
号
ワ
と
し
、
同
号
ニ
中
「
前
条
第
五
項

第
四
号
」
を
「
前
条
第
五
項
第
九
号
」
に
改
め
、
同
号
ニ
を
同
号
リ
と
し
、
同
号
リ
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

ヌ

前
条
第
五
項
第
十
号
に
掲
げ
る
場
合
に
該
当
す
る
者

三
万
四
千
八
百
円
。
た
だ
し
、
高
額
療
養
費
多
数

回
該
当
の
場
合
に
あ
つ
て
は
、
二
万
二
千
二
百
円
と
す
る
。

ル

前
条
第
五
項
第
十
一
号
に
掲
げ
る
場
合
に
該
当
し
て
い
る
こ
と
に
つ
き
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ

に
よ
り
市
町
村
又
は
組
合
の
認
定
を
受
け
て
い
る
者

三
万
二
千
七
百
円
。
た
だ
し
、
高
額
療
養
費
多
数
回

該
当
の
場
合
に
あ
つ
て
は
、
二
万
二
千
二
百
円
と
す
る
。

ヲ

前
条
第
五
項
第
十
二
号
に
掲
げ
る
場
合
に
該
当
し
て
い
る
こ
と
に
つ
き
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ

に
よ
り
市
町
村
又
は
組
合
の
認
定
を
受
け
て
い
る
者

三
万
七
百
五
十
円
。
た
だ
し
、
高
額
療
養
費
多
数
回

該
当
の
場
合
に
あ
つ
て
は
、
一
万
七
千
二
百
五
十
円
と
す
る
。

第
二
十
九
条
の
四
第
一
項
第
四
号
ハ
中
「
前
条
第
五
項
第
三
号
」
を
「
前
条
第
五
項
第
六
号
」
に
改
め
、
同
号
ハ

を
同
号
ヘ
と
し
、
同
号
ヘ
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

ト

前
条
第
五
項
第
七
号
に
掲
げ
る
場
合
に
該
当
し
て
い
る
こ
と
に
つ
き
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に

よ
り
市
町
村
又
は
組
合
の
認
定
を
受
け
て
い
る
者

五
万
五
千
二
百
円
と
、
当
該
療
養
に
つ
き
厚
生
労
働
省

令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
当
該
療
養
に
要
し
た
費
用
の
額
（
そ
の
額
が
十
八
万
四
千
円
に
満
た

な
い
と
き
は
、
十
八
万
四
千
円
）
か
ら
十
八
万
四
千
円
を
控
除
し
た
額
に
百
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た
額
（
こ

の
額
に
一
円
未
満
の
端
数
が
あ
る
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
端
数
金
額
が
五
十
銭
未
満
で
あ
る
と
き
は
、
こ
れ

を
切
り
捨
て
、
そ
の
端
数
金
額
が
五
十
銭
以
上
で
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
一
円
に
切
り
上
げ
た
額
）
と
の
合

算
額
。
た
だ
し
、
高
額
療
養
費
多
数
回
該
当
の
場
合
に
あ
つ
て
は
、
二
万
二
千
二
百
円
と
す
る
。

チ

前
条
第
五
項
第
八
号
に
掲
げ
る
場
合
に
該
当
し
て
い
る
こ
と
に
つ
き
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に

よ
り
市
町
村
又
は
組
合
の
認
定
を
受
け
て
い
る
者

四
万
九
千
五
十
円
と
、
当
該
療
養
に
つ
き
厚
生
労
働
省

令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
当
該
療
養
に
要
し
た
費
用
の
額
（
そ
の
額
が
十
六
万
三
千
五
百
円
に

満
た
な
い
と
き
は
、
十
六
万
三
千
五
百
円
）
か
ら
十
六
万
三
千
五
百
円
を
控
除
し
た
額
に
百
分
の
一
を
乗
じ

て
得
た
額
（
こ
の
額
に
一
円
未
満
の
端
数
が
あ
る
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
端
数
金
額
が
五
十
銭
未
満
で
あ
る

と
き
は
、
こ
れ
を
切
り
捨
て
、
そ
の
端
数
金
額
が
五
十
銭
以
上
で
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
一
円
に
切
り
上
げ

た
額
）
と
の
合
算
額
。
た
だ
し
、
高
額
療
養
費
多
数
回
該
当
の
場
合
に
あ
つ
て
は
、
二
万
二
千
二
百
円
と
す

る
。

第
二
十
九
条
の
四
第
一
項
第
四
号
ロ
中
「
前
条
第
五
項
第
二
号
に
掲
げ
る
場
合
に
該
当
す
る
」
を
「
前
条
第
五
項

第
三
号
に
掲
げ
る
場
合
に
該
当
し
て
い
る
こ
と
に
つ
き
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
市
町
村
又
は
組
合

の
認
定
を
受
け
て
い
る
」
に
改
め
、
同
号
ロ
を
同
号
ハ
と
し
、
同
号
ハ
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

ニ

前
条
第
五
項
第
四
号
に
掲
げ
る
場
合
に
該
当
し
て
い
る
こ
と
に
つ
き
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に

よ
り
市
町
村
又
は
組
合
の
認
定
を
受
け
て
い
る
者

十
万
四
千
七
百
円
と
、
当
該
療
養
に
つ
き
厚
生
労
働
省

令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
当
該
療
養
に
要
し
た
費
用
の
額
（
そ
の
額
が
三
十
四
万
九
千
円
に
満

た
な
い
と
き
は
、
三
十
四
万
九
千
円
）
か
ら
三
十
四
万
九
千
円
を
控
除
し
た
額
に
百
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た

第
二
十
九
条
の
四
第
一
項
第
三
号
ハ
中
「
前
条
第
四
項
第
三
号
」
を
「
前
条
第
四
項
第
六
号
」
に
改
め
、
同
号
ハ

を
同
号
ヘ
と
し
、
同
号
ヘ
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

ト

前
条
第
四
項
第
七
号
に
掲
げ
る
場
合
に
該
当
し
て
い
る
こ
と
に
つ
き
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に

よ
り
市
町
村
又
は
組
合
の
認
定
を
受
け
て
い
る
者

十
一
万
四
百
円
と
、
当
該
療
養
に
つ
き
厚
生
労
働
省
令

で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
当
該
療
養
に
要
し
た
費
用
の
額
（
そ
の
額
が
三
十
六
万
八
千
円
に
満
た

な
い
と
き
は
、
三
十
六
万
八
千
円
）
か
ら
三
十
六
万
八
千
円
を
控
除
し
た
額
に
百
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た
額

（
こ
の
額
に
一
円
未
満
の
端
数
が
あ
る
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
端
数
金
額
が
五
十
銭
未
満
で
あ
る
と
き
は
、

こ
れ
を
切
り
捨
て
、
そ
の
端
数
金
額
が
五
十
銭
以
上
で
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
一
円
に
切
り
上
げ
た
額
）
と

の
合
算
額
。
た
だ
し
、
高
額
療
養
費
多
数
回
該
当
の
場
合
に
あ
つ
て
は
、
四
万
四
千
四
百
円
と
す
る
。

チ

前
条
第
四
項
第
八
号
に
掲
げ
る
場
合
に
該
当
し
て
い
る
こ
と
に
つ
き
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に

よ
り
市
町
村
又
は
組
合
の
認
定
を
受
け
て
い
る
者

九
万
八
千
百
円
と
、
当
該
療
養
に
つ
き
厚
生
労
働
省
令

で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
当
該
療
養
に
要
し
た
費
用
の
額
（
そ
の
額
が
三
十
二
万
七
千
円
に
満
た

な
い
と
き
は
、
三
十
二
万
七
千
円
）
か
ら
三
十
二
万
七
千
円
を
控
除
し
た
額
に
百
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た
額

（
こ
の
額
に
一
円
未
満
の
端
数
が
あ
る
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
端
数
金
額
が
五
十
銭
未
満
で
あ
る
と
き
は
、

こ
れ
を
切
り
捨
て
、
そ
の
端
数
金
額
が
五
十
銭
以
上
で
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
一
円
に
切
り
上
げ
た
額
）
と

の
合
算
額
。
た
だ
し
、
高
額
療
養
費
多
数
回
該
当
の
場
合
に
あ
つ
て
は
、
四
万
四
千
四
百
円
と
す
る
。

第
二
十
九
条
の
四
第
一
項
第
三
号
ロ
中
「
前
条
第
四
項
第
二
号
に
掲
げ
る
場
合
に
該
当
す
る
」
を
「
前
条
第
四
項

第
三
号
に
掲
げ
る
場
合
に
該
当
し
て
い
る
こ
と
に
つ
き
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
市
町
村
又
は
組
合

の
認
定
を
受
け
て
い
る
」
に
改
め
、
同
号
ロ
を
同
号
ハ
と
し
、
同
号
ハ
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

ニ

前
条
第
四
項
第
四
号
に
掲
げ
る
場
合
に
該
当
し
て
い
る
こ
と
に
つ
き
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に

よ
り
市
町
村
又
は
組
合
の
認
定
を
受
け
て
い
る
者

二
十
万
九
千
四
百
円
と
、
当
該
療
養
に
つ
き
厚
生
労
働

省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
当
該
療
養
に
要
し
た
費
用
の
額
（
そ
の
額
が
六
十
九
万
八
千
円
に

満
た
な
い
と
き
は
、
六
十
九
万
八
千
円
）
か
ら
六
十
九
万
八
千
円
を
控
除
し
た
額
に
百
分
の
一
を
乗
じ
て
得

た
額
（
こ
の
額
に
一
円
未
満
の
端
数
が
あ
る
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
端
数
金
額
が
五
十
銭
未
満
で
あ
る
と
き

は
、
こ
れ
を
切
り
捨
て
、
そ
の
端
数
金
額
が
五
十
銭
以
上
で
あ
る
と
き
は
、こ
れ
を
一
円
に
切
り
上
げ
た
額
）

と
の
合
算
額
。
た
だ
し
、
高
額
療
養
費
多
数
回
該
当
の
場
合
に
あ
つ
て
は
、
九
万
三
千
円
と
す
る
。

ホ

前
条
第
四
項
第
五
号
に
掲
げ
る
場
合
に
該
当
し
て
い
る
こ
と
に
つ
き
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に

よ
り
市
町
村
又
は
組
合
の
認
定
を
受
け
て
い
る
者

十
九
万
四
千
四
百
円
と
、
当
該
療
養
に
つ
き
厚
生
労
働

省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
当
該
療
養
に
要
し
た
費
用
の
額
（
そ
の
額
が
六
十
四
万
八
千
円
に

満
た
な
い
と
き
は
、
六
十
四
万
八
千
円
）
か
ら
六
十
四
万
八
千
円
を
控
除
し
た
額
に
百
分
の
一
を
乗
じ
て
得

た
額
（
こ
の
額
に
一
円
未
満
の
端
数
が
あ
る
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
端
数
金
額
が
五
十
銭
未
満
で
あ
る
と
き

は
、
こ
れ
を
切
り
捨
て
、
そ
の
端
数
金
額
が
五
十
銭
以
上
で
あ
る
と
き
は
、こ
れ
を
一
円
に
切
り
上
げ
た
額
）

と
の
合
算
額
。
た
だ
し
、
高
額
療
養
費
多
数
回
該
当
の
場
合
に
あ
つ
て
は
、
九
万
三
千
円
と
す
る
。

第
二
十
九
条
の
四
第
一
項
第
三
号
イ
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

ロ

前
条
第
四
項
第
二
号
に
掲
げ
る
場
合
に
該
当
し
て
い
る
こ
と
に
つ
き
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に

よ
り
市
町
村
又
は
組
合
の
認
定
を
受
け
て
い
る
者

三
十
万
三
千
円
と
、
当
該
療
養
に
つ
き
厚
生
労
働
省
令

で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
当
該
療
養
に
要
し
た
費
用
の
額
（
そ
の
額
が
百
一
万
円
に
満
た
な
い
と

き
は
、
百
一
万
円
）
か
ら
百
一
万
円
を
控
除
し
た
額
に
百
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た
額
（
こ
の
額
に
一
円
未
満

の
端
数
が
あ
る
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
端
数
金
額
が
五
十
銭
未
満
で
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
切
り
捨
て
、
そ

の
端
数
金
額
が
五
十
銭
以
上
で
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
一
円
に
切
り
上
げ
た
額
）
と
の
合
算
額
。
た
だ
し
、

高
額
療
養
費
多
数
回
該
当
の
場
合
に
あ
つ
て
は
、
十
四
万
百
円
と
す
る
。





３

前
二
項
の
規
定
は
、
計
算
期
間
に
お
い
て
当
該
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
の
被
保
険
者
で
あ
っ
た
者
（
基
準

日
に
お
い
て
他
の
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
の
被
保
険
者
で
あ
る
者
に
限
る
。）に
対
す
る
高
額
療
養
費
の
支
給

に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
規
定
中
同
表
の
中
欄
に
掲
げ
る
字
句
は
、

そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
字
句
に
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

第
一
項

（
第
一
号
に
掲
げ
る
額

（
基
準
日
に
お
い
て
同
一
の
世
帯
に
属
す
る
第
三

項
に
規
定
す
る
者
が
計
算
期
間
に
お
け
る
当
該
後

期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
の
被
保
険
者
で
あ
っ
た

間
に
受
け
た
療
養
に
係
る
第
一
号
に
規
定
す
る
合

算
額
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
第
三
項
被
保
険

者
一
部
負
担
金
等
世
帯
合
算
額
」
と
い
う
。）

基
準
日
被
保
険
者
が
受
け
た
療
養
に

係
る
同
号
に
掲
げ
る
額
を
、
同
号
に

掲
げ
る
額

第
三
項
に
規
定
す
る
者
が
計
算
期
間
に
お
け
る
当

該
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
の
被
保
険
者
で

あ
っ
た
間
に
受
け
た
療
養
に
係
る
第
一
号
に
規
定

す
る
合
算
額
を
、
第
三
項
被
保
険
者
一
部
負
担
金

等
世
帯
合
算
額

第
一
項
第
一
号

基
準
日
世
帯
被
保
険
者

基
準
日
に
お
い
て
他
の
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連

合
の
被
保
険
者
で
あ
る
者
（
以
下
こ
の
条
に
お
い

て
「
基
準
日
被
保
険
者
」
と
い
う
。）が
基
準
日
に

お
い
て
属
す
る
世
帯
の
当
該
他
の
後
期
高
齢
者
医

療
広
域
連
合
の
被
保
険
者
（
次
号
に
お
い
て
「
基

準
日
世
帯
被
保
険
者
」
と
い
う
。）

後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合

他
の
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
（
次
号
に
お
い

て
「
基
準
日
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
」
と
い

う
。）

第
一
項
第
二
号

他
の

基
準
日
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
以
外
の

第
二
項

当
該
基
準
日
被
保
険
者
が
受
け
た
療

養

次
項
に
規
定
す
る
者
が
計
算
期
間
に
お
け
る
当
該

後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
の
被
保
険
者
で
あ
っ

た
間
に
受
け
た
療
養

令和年月日 水曜日 (号外第号)官 報

額
（
こ
の
額
に
一
円
未
満
の
端
数
が
あ
る
場
合
に
お
い
て
、そ
の
端
数
金
額
が
五
十
銭
未
満
で
あ
る
と
き
は
、

こ
れ
を
切
り
捨
て
、
そ
の
端
数
金
額
が
五
十
銭
以
上
で
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
一
円
に
切
り
上
げ
た
額
）
と

の
合
算
額
。
た
だ
し
、
高
額
療
養
費
多
数
回
該
当
の
場
合
に
あ
つ
て
は
、
四
万
六
千
五
百
円
と
す
る
。

ホ

前
条
第
五
項
第
五
号
に
掲
げ
る
場
合
に
該
当
し
て
い
る
こ
と
に
つ
き
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に

よ
り
市
町
村
又
は
組
合
の
認
定
を
受
け
て
い
る
者

九
万
七
千
二
百
円
と
、
当
該
療
養
に
つ
き
厚
生
労
働
省

令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
当
該
療
養
に
要
し
た
費
用
の
額
（
そ
の
額
が
三
十
二
万
四
千
円
に
満

た
な
い
と
き
は
、
三
十
二
万
四
千
円
）
か
ら
三
十
二
万
四
千
円
を
控
除
し
た
額
に
百
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た

額
（
こ
の
額
に
一
円
未
満
の
端
数
が
あ
る
場
合
に
お
い
て
、そ
の
端
数
金
額
が
五
十
銭
未
満
で
あ
る
と
き
は
、

こ
れ
を
切
り
捨
て
、
そ
の
端
数
金
額
が
五
十
銭
以
上
で
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
一
円
に
切
り
上
げ
た
額
）
と

の
合
算
額
。
た
だ
し
、
高
額
療
養
費
多
数
回
該
当
の
場
合
に
あ
つ
て
は
、
四
万
六
千
五
百
円
と
す
る
。

第
二
十
九
条
の
四
第
一
項
第
四
号
イ
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

ロ

前
条
第
五
項
第
二
号
に
掲
げ
る
場
合
に
該
当
し
て
い
る
こ
と
に
つ
き
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に

よ
り
市
町
村
又
は
組
合
の
認
定
を
受
け
て
い
る
者

十
五
万
千
五
百
円
と
、
当
該
療
養
に
つ
き
厚
生
労
働
省

令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
当
該
療
養
に
要
し
た
費
用
の
額
（
そ
の
額
が
五
十
万
五
千
円
に
満
た

な
い
と
き
は
、
五
十
万
五
千
円
）
か
ら
五
十
万
五
千
円
を
控
除
し
た
額
に
百
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た
額
（
こ

の
額
に
一
円
未
満
の
端
数
が
あ
る
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
端
数
金
額
が
五
十
銭
未
満
で
あ
る
と
き
は
、
こ
れ

を
切
り
捨
て
、
そ
の
端
数
金
額
が
五
十
銭
以
上
で
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
一
円
に
切
り
上
げ
た
額
）
と
の
合

算
額
。
た
だ
し
、
高
額
療
養
費
多
数
回
該
当
の
場
合
に
あ
つ
て
は
、
七
万
五
十
円
と
す
る
。

第
二
十
九
条
の
四
第
一
項
第
五
号
中
「
ハ
ま
で
」
を
「
ニ
ま
で
」
に
改
め
、
同
号
イ
中
「
及
び
ハ
」
を
「
か
ら
ニ

ま
で
」
に
、「
二
万
二
千
円
」
を
「
二
万
八
千
円
」
に
改
め
、
同
号
ハ
中
「
前
条
第
六
項
第
三
号
」
を
「
前
条
第
六
項

第
四
号
」
に
改
め
、
同
号
ハ
を
同
号
ニ
と
し
、
同
号
ロ
中
「
前
条
第
六
項
第
二
号
」
を
「
前
条
第
六
項
第
三
号
」に
、

「
一
万
千
円
」
を
「
一
万
三
千
円
」
に
改
め
、
同
号
ロ
を
同
号
ハ
と
し
、
同
号
イ
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

ロ

前
条
第
六
項
第
二
号
に
掲
げ
る
場
合
に
該
当
し
て
い
る
こ
と
に
つ
き
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に

よ
り
市
町
村
又
は
組
合
の
認
定
を
受
け
て
い
る
者

二
万
二
千
円

（
高
齢
者
の
医
療
の
確
保
に
関
す
る
法
律
施
行
令
の
一
部
改
正
）

第
七
条

高
齢
者
の
医
療
の
確
保
に
関
す
る
法
律
施
行
令
（
平
成
十
九
年
政
令
第
三
百
十
八
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う

に
改
正
す
る
。

第
七
条
第
一
項
第
一
号
中
「
第
十
五
条
第
一
項
第
六
号
及
び
」
の
下
に
「
第
九
項
第
五
号
並
び
に
」
を
、「
い
う
。

第
十
五
条
第
一
項
第
六
号
」
の
下
に
「
及
び
第
九
項
第
五
号
」
を
加
え
、同
条
第
三
項
第
二
号
中「
所
得
割
を
除
く
。」

の
下
に
「
第
十
四
条
の
三
第
二
項
、
第
十
五
条
第
八
項
第
二
号
及
び
第
九
項
第
四
号
並
び
に
」
を
加
え
る
。

第
十
四
条
第
一
項
第
一
号
中
「
第
三
項
ま
で
」
の
下
に
「
、
第
十
四
条
の
三
」
を
加
え
、同
条
第
七
項
中「
除
く
。」

の
下
に
「
第
十
四
条
の
三
第
二
項
及
び
」
を
加
え
る
。

第
十
四
条
の
二
の
見
出
し
を
削
り
、
同
条
の
前
に
見
出
し
と
し
て「（
年
間
の
高
額
療
養
費
の
支
給
要
件
及
び
支
給

額
）」を
付
し
、
同
条
第
一
項
中
「
高
額
療
養
費
按
分
率
」
を
「
外
来
療
養
按
分
率
」
に
改
め
、
同
項
第
一
号
中
「
こ

の
条
」
の
下
に
「
、
次
条
」
を
加
え
、
同
項
第
四
号
中
「
こ
の
項
及
び
第
三
項
並
び
に
」
を「
こ
の
号
及
び
第
三
項
、

次
条
第
一
項
並
び
に
」
に
改
め
、
同
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

第
十
四
条
の
三

高
額
療
養
費
は
、
計
算
期
間
に
お
い
て
、
次
に
掲
げ
る
額
を
合
算
し
た
額
（
以
下
こ
の
項
に
お
い

て
「
一
部
負
担
金
等
年
間
世
帯
合
算
額
」
と
い
う
。）が
高
額
療
養
費
算
定
基
準
額
を
超
え
る
場
合
に
基
準
日
被
保

険
者
に
支
給
す
る
も
の
と
し
、
そ
の
額
は
、
一
部
負
担
金
等
年
間
世
帯
合
算
額
か
ら
高
額
療
養
費
算
定
基
準
額
を

控
除
し
た
額
に
年
間
世
帯
合
算
額
按
分
率
（
第
一
号
に
掲
げ
る
額
を
、
一
部
負
担
金
等
年
間
世
帯
合
算
額
で
除
し

て
得
た
率
を
い
う
。）及
び
被
保
険
者
年
間
世
帯
合
算
額
按
分
率
（
基
準
日
被
保
険
者
が
受
け
た
療
養
に
係
る
同
号

に
掲
げ
る
額
を
、
同
号
に
掲
げ
る
額
で
除
し
て
得
た
率
を
い
う
。）を
乗
じ
て
得
た
額
と
す
る
。

一

基
準
日
世
帯
被
保
険
者
が
計
算
期
間
に
お
い
て
当
該
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
の
被
保
険
者
と
し
て
受
け

た
療
養
に
係
る
次
に
掲
げ
る
額
の
合
算
額
（
第
十
四
条
第
一
項
か
ら
第
三
項
ま
で
若
し
く
は
第
七
項
又
は
前
条

の
規
定
に
よ
り
高
額
療
養
費
が
支
給
さ
れ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
当
該
支
給
額
を
控
除
し
た
額
と
す
る
。）

イ

当
該
療
養
（
特
定
給
付
対
象
療
養
を
除
く
。）に
係
る
第
十
四
条
第
一
項
第
一
号
イ
か
ら
ヌ
ま
で
に
掲
げ
る

額
を
合
算
し
た
額

ロ

当
該
療
養
（
特
定
給
付
対
象
療
養
に
限
る
。）に
つ
い
て
、
当
該
療
養
を
受
け
た
者
が
な
お
負
担
す
べ
き
額

を
合
算
し
た
額

二

基
準
日
世
帯
被
保
険
者
が
計
算
期
間
に
お
け
る
他
の
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
の
被
保
険
者
で
あ
っ
た
間

に
受
け
た
療
養
に
係
る
前
号
に
規
定
す
る
合
算
額

２

基
準
日
被
保
険
者
が
市
町
村
民
税
世
帯
非
課
税
者
（
基
準
日
の
属
す
る
月
に
お
け
る
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る

日
に
お
い
て
そ
の
属
す
る
世
帯
の
世
帯
主
及
び
全
て
の
世
帯
員
が
基
準
日
の
属
す
る
年
度
の
前
年
度
（
第
十
六
条

第
七
項
の
規
定
に
よ
り
前
年
八
月
一
日
か
ら
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
い
ず
れ
か
の
日
を
基
準
日
と
み
な
し
た
場
合

に
あ
っ
て
は
、
当
該
基
準
日
と
み
な
し
た
日
の
属
す
る
年
度
）
分
の
地
方
税
法
の
規
定
に
よ
る
市
町
村
民
税
が
課

さ
れ
な
い
者（
市
町
村
の
条
例
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
当
該
市
町
村
民
税
を
免
除
さ
れ
た
者
を
含
む
も
の
と
し
、

当
該
市
町
村
民
税
の
賦
課
期
日
に
お
い
て
同
法
の
施
行
地
に
住
所
を
有
し
な
い
者
を
除
く
。）を
い
う
。）で
あ
っ

て
、
老
齢
福
祉
年
金
の
受
給
権
を
有
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
場
合
に
お
い
て
、
当
該
基
準
日
被
保
険
者
が
受
け
た

療
養
に
係
る
前
項
各
号
に
掲
げ
る
額
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
老
齢
福
祉
年
金
受
給
被
保
険
者
一
部
負
担
金
等

年
間
合
算
額
」
と
い
う
。）が
高
額
療
養
費
算
定
基
準
額
を
超
え
、
か
つ
、
老
齢
福
祉
年
金
受
給
被
保
険
者
一
部
負

担
金
等
年
間
合
算
額
か
ら
高
額
療
養
費
算
定
基
準
額
を
控
除
し
た
額
が
前
項
の
規
定
に
よ
り
当
該
基
準
日
被
保
険

者
に
対
し
て
支
給
さ
れ
る
べ
き
高
額
療
養
費
の
額
を
超
え
る
と
き
は
、
当
該
基
準
日
被
保
険
者
に
対
し
て
支
給
さ

れ
る
高
額
療
養
費
の
額
は
、
同
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
老
齢
福
祉
年
金
受
給
被
保
険
者
一
部
負
担
金
等
年
間

合
算
額
か
ら
高
額
療
養
費
算
定
基
準
額
を
控
除
し
た
額
と
す
る
。


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４

計
算
期
間
に
お
い
て
当
該
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
の
被
保
険
者
で
あ
っ
た
者
（
基
準
日
に
お
い
て
組
合
員

等
（
前
条
第
六
項
に
規
定
す
る
組
合
員
等
を
い
い
、
国
民
健
康
保
険
の
世
帯
主
等
で
あ
っ
て
被
保
険
者
で
あ
る
者

を
除
く
。
以
下
こ
の
項
及
び
次
項
に
お
い
て
同
じ
。）で
あ
る
者
に
限
る
。）に
対
す
る
高
額
療
養
費
は
、
当
該
組
合

員
等
で
あ
る
者
を
基
準
日
被
保
険
者
と
み
な
し
て
算
定
し
た
次
に
掲
げ
る
額
を
合
算
し
た
額
（
以
下
こ
の
項
に
お

い
て
「
一
部
負
担
金
等
年
間
世
帯
合
算
額
」
と
い
う
。）が
高
額
療
養
費
算
定
基
準
額
を
超
え
る
場
合
に
当
該
組
合

員
等
で
あ
る
者
に
支
給
す
る
も
の
と
し
、
そ
の
額
は
、
一
部
負
担
金
等
年
間
世
帯
合
算
額
か
ら
高
額
療
養
費
算
定

基
準
額
を
控
除
し
た
額
に
年
間
世
帯
合
算
額
按
分
率
（
第
一
号
に
掲
げ
る
額
を
、
一
部
負
担
金
等
年
間
世
帯
合
算

額
で
除
し
て
得
た
率
を
い
う
。）及
び
被
保
険
者
年
間
世
帯
合
算
額
按
分
率
（
当
該
組
合
員
等
で
あ
る
者
が
受
け
た

療
養
に
係
る
同
号
に
掲
げ
る
額
を
、
同
号
に
掲
げ
る
額
で
除
し
て
得
た
率
を
い
う
。）を
乗
じ
て
得
た
額
と
す
る
。

一

当
該
組
合
員
等
で
あ
る
者
又
は
基
準
日
に
お
い
て
当
該
者
の
被
扶
養
者
等
で
あ
る
者
が
計
算
期
間
に
お
け
る

当
該
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
の
被
保
険
者
で
あ
っ
た
間
に
受
け
た
療
養
に
係
る
次
に
掲
げ
る
額
の
合
算
額

（
第
十
四
条
第
一
項
か
ら
第
三
項
ま
で
若
し
く
は
第
七
項
又
は
前
条
の
規
定
に
よ
り
高
額
療
養
費
が
支
給
さ
れ

る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
当
該
支
給
額
を
控
除
し
た
額
と
す
る
。）

イ

当
該
療
養
（
特
定
給
付
対
象
療
養
を
除
く
。）に
係
る
第
十
四
条
第
一
項
第
一
号
イ
か
ら
ヌ
ま
で
に
掲
げ
る

額
を
合
算
し
た
額

ロ

当
該
療
養
（
特
定
給
付
対
象
療
養
に
限
る
。）に
つ
い
て
、
当
該
療
養
を
受
け
た
者
が
な
お
負
担
す
べ
き
額

を
合
算
し
た
額

二

当
該
組
合
員
等
で
あ
る
者
又
は
基
準
日
に
お
い
て
当
該
者
の
被
扶
養
者
等
で
あ
る
者
が
計
算
期
間
に
お
け
る

当
該
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
以
外
の
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
の
被
保
険
者
で
あ
っ
た
間
に
受
け
た
療

養
に
係
る
前
号
に
規
定
す
る
合
算
額

５

前
項
の
規
定
は
、
計
算
期
間
に
お
い
て
当
該
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
の
被
保
険
者
で
あ
っ
た
者
（
基
準
日

に
お
い
て
組
合
員
等
の
被
扶
養
者
等
（
前
条
第
七
項
に
規
定
す
る
被
扶
養
者
等
を
い
う
。）で
あ
る
者
に
限
る
。）に

対
す
る
高
額
療
養
費
の
支
給
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
前
項
各
号
中
「
当
該
組
合
員
等
で
あ

る
者
又
は
基
準
日
に
お
い
て
当
該
者
の
被
扶
養
者
等
で
あ
る
者
」
と
あ
る
の
は
、「
当
該
被
扶
養
者
等
で
あ
る
者
又

は
基
準
日
に
お
い
て
当
該
者
が
そ
の
被
扶
養
者
等
で
あ
る
組
合
員
等
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

第
十
五
条
第
七
項
中
「
一
万
五
千
円
」
を
「
一
万
五
千
七
百
円
」
に
改
め
、
同
条
第
八
項
中
「
前
条
第
一
項
」
を

「
第
十
四
条
の
二
第
一
項
」
に
、「
そ
れ
ぞ
れ
十
四
万
四
千
円
」
を
「
次
の
各
号
に
掲
げ
る
者
の
区
分
に
応
じ
、
そ
れ

ぞ
れ
当
該
各
号
に
定
め
る
額
」
に
改
め
、
同
項
に
次
の
各
号
を
加
え
る
。

一

次
号
に
掲
げ
る
者
以
外
の
者

二
十
一
万
六
千
円

二

市
町
村
民
税
世
帯
非
課
税
者
（
基
準
日
の
属
す
る
月
に
お
け
る
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
日
に
お
い
て
そ
の

属
す
る
世
帯
の
世
帯
主
及
び
全
て
の
世
帯
員
が
基
準
日
の
属
す
る
年
度
の
前
年
度
（
次
条
第
七
項
の
規
定
に
よ

り
前
年
八
月
一
日
か
ら
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
い
ず
れ
か
の
日
を
基
準
日
と
み
な
し
た
場
合
に
あ
っ
て
は
、
当

該
基
準
日
と
み
な
し
た
日
の
属
す
る
年
度
）分
の
地
方
税
法
の
規
定
に
よ
る
市
町
村
民
税
が
課
さ
れ
な
い
者（
市

町
村
の
条
例
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
当
該
市
町
村
民
税
を
免
除
さ
れ
た
者
を
含
む
も
の
と
し
、
当
該
市
町
村

民
税
の
賦
課
期
日
に
お
い
て
同
法
の
施
行
地
に
住
所
を
有
し
な
い
者
を
除
く
。）を
い
う
。）又
は
そ
の
属
す
る
世

帯
の
世
帯
主
及
び
全
て
の
世
帯
員
が
基
準
日
に
お
い
て
要
保
護
者
で
あ
る
者
で
あ
っ
て
厚
生
労
働
省
令
で
定
め

る
も
の
に
該
当
す
る
者

九
万
六
千
円

第
十
五
条
に
次
の
三
項
を
加
え
る
。

９

前
条
第
一
項
（
同
条
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）の
高
額
療
養
費
算
定
基
準
額
は
、
次
の
各
号

に
掲
げ
る
者
の
区
分
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
各
号
に
定
め
る
額
と
す
る
。

一

次
号
か
ら
第
五
号
ま
で
に
掲
げ
る
者
以
外
の
者

五
十
三
万
円

二

基
準
日
に
お
い
て
療
養
の
給
付
を
受
け
る
こ
と
と
し
た
場
合
に
法
第
六
十
七
条
第
一
項
第
三
号
の
規
定
が
適

用
さ
れ
る
者
（
次
号
及
び
第
十
六
条
の
三
第
一
項
第
二
号
か
ら
第
四
号
ま
で
に
お
い
て
「
第
三
号
適
用
者
」
と

い
う
。）で
あ
っ
て
法
第
六
十
七
条
第
一
項
第
三
号
に
規
定
す
る
所
得
の
額
（
次
号
及
び
第
十
六
条
の
三
第
一
項

第
二
号
か
ら
第
四
号
ま
で
に
お
い
て
「
第
三
号
所
得
額
」
と
い
う
。）が
六
百
九
十
万
円
以
上
の
も
の

百
六
十

八
万
円

三

第
三
号
所
得
額
が
三
百
八
十
万
円
以
上
六
百
九
十
万
円
未
満
の
第
三
号
適
用
者

百
十
一
万
円

四

市
町
村
民
税
世
帯
非
課
税
者
（
基
準
日
の
属
す
る
月
に
お
け
る
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
日
に
お
い
て
そ
の

属
す
る
世
帯
の
世
帯
主
及
び
全
て
の
世
帯
員
が
基
準
日
の
属
す
る
年
度
の
前
年
度
（
次
条
第
七
項
の
規
定
に
よ

り
前
年
八
月
一
日
か
ら
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
い
ず
れ
か
の
日
を
基
準
日
と
み
な
し
た
場
合
に
あ
っ
て
は
、
当

該
基
準
日
と
み
な
し
た
日
の
属
す
る
年
度
。
次
号
に
お
い
て
同
じ
。）分
の
地
方
税
法
の
規
定
に
よ
る
市
町
村
民

第
十
五
条
第
一
項
第
一
号
中
「
五
万
七
千
六
百
円
」
を
「
六
万
千
五
百
円
」
に
改
め
、
同
項
第
二
号
中
「
二
十
五

万
二
千
六
百
円
と
、
第
十
四
条
第
一
項
第
一
号
及
び
第
二
号
」
を
「
二
十
七
万
三
百
円
と
、第
十
四
条
第
一
項
各
号
」

に
、「
八
十
四
万
二
千
円
」
を
「
九
十
万
千
円
」
に
改
め
、
同
項
第
三
号
中
「
十
六
万
七
千
四
百
円
と
、
第
十
四
条
第

一
項
第
一
号
及
び
第
二
号
」
を
「
十
七
万
九
千
百
円
と
、
第
十
四
条
第
一
項
各
号
」
に
、「
五
十
五
万
八
千
円
」を「
五

十
九
万
七
千
円
」
に
改
め
、
同
項
第
四
号
中
「
八
万
百
円
と
、
第
十
四
条
第
一
項
第
一
号
及
び
第
二
号
」
を
「
八
万

五
千
八
百
円
と
、
第
十
四
条
第
一
項
各
号
」
に
、「
二
十
六
万
七
千
円
」
を
「
二
十
八
万
六
千
円
」
に
改
め
、
同
項
第

五
号
中
「
次
号
に
お
い
て
」
を
「
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
」
に
、「
二
万
四
千
六
百
円
」
を
「
二
万
五
千
七
百
円
。
た

だ
し
、
高
額
療
養
費
多
数
回
該
当
の
場
合
に
あ
っ
て
は
、
二
万
四
千
六
百
円
と
す
る
。」に
改
め
、同
項
第
六
号
中「
も

の
と
す
る
。」の
下
に
「
第
九
項
第
五
号
及
び
」
を
加
え
、「
一
万
五
千
円
」
を
「
一
万
五
千
七
百
円
」
に
改
め
、
同
条

第
二
項
第
一
号
中
「
二
万
八
千
八
百
円
」
を
「
三
万
七
百
五
十
円
」
に
改
め
、
同
項
第
二
号
中
「
十
二
万
六
千
三
百

円
と
、
第
十
四
条
第
二
項
第
一
号
及
び
第
二
号
」
を
「
十
三
万
五
千
百
五
十
円
と
、第
十
四
条
第
二
項
各
号
」に
、「
四

十
二
万
千
円
」
を
「
四
十
五
万
五
百
円
」
に
改
め
、
同
項
第
三
号
中
「
八
万
三
千
七
百
円
と
、
第
十
四
条
第
二
項
第

一
号
及
び
第
二
号
」
を
「
八
万
九
千
五
百
五
十
円
と
、
第
十
四
条
第
二
項
各
号
」
に
、「
二
十
七
万
九
千
円
」
を
「
二

十
九
万
八
千
五
百
円
」
に
改
め
、
同
項
第
四
号
中
「
四
万
五
十
円
と
、
第
十
四
条
第
二
項
第
一
号
及
び
第
二
号
」
を

「
四
万
二
千
九
百
円
と
、
第
十
四
条
第
二
項
各
号
」
に
、「
十
三
万
三
千
五
百
円
」
を
「
十
四
万
三
千
円
」
に
改
め
、

同
項
第
五
号
中
「
一
万
二
千
三
百
円
」
を
「
一
万
二
千
八
百
五
十
円
。
た
だ
し
、
高
額
療
養
費
多
数
回
該
当
の
場
合

に
あ
っ
て
は
、
一
万
二
千
三
百
円
と
す
る
。」に
改
め
、
同
項
第
六
号
中
「
七
千
五
百
円
」
を
「
七
千
八
百
五
十
円
」

に
改
め
、
同
条
第
三
項
第
一
号
中
「
一
万
八
千
円
」
を
「
二
万
二
千
円
」
に
改
め
、
同
項
第
二
号
中「
又
は
第
六
号
」

を
削
り
、「
八
千
円
」
を
「
一
万
千
円
」
に
改
め
、
同
項
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

三

第
一
項
第
六
号
に
掲
げ
る
者

八
千
円

第
十
五
条
第
四
項
第
一
号
中
「
五
万
七
千
六
百
円
」
を
「
六
万
千
五
百
円
」
に
改
め
、
同
項
第
二
号
中
「
一
万
八

千
円
」
を
「
二
万
二
千
円
」
に
改
め
、
同
条
第
五
項
第
一
号
イ
中
「
五
万
七
千
六
百
円
」
を
「
六
万
千
五
百
円
」
に

改
め
、
同
号
ロ
中
「
二
十
五
万
二
千
六
百
円
」
を
「
二
十
七
万
三
百
円
」
に
、「
八
十
四
万
二
千
円
」
を
「
九
十
万
千

円
」
に
改
め
、
同
号
ハ
中
「
十
六
万
七
千
四
百
円
」
を
「
十
七
万
九
千
百
円
」
に
、「
五
十
五
万
八
千
円
」
を
「
五
十

九
万
七
千
円
」
に
改
め
、
同
号
ニ
中
「
八
万
百
円
」
を
「
八
万
五
千
八
百
円
」
に
、「
二
十
六
万
七
千
円
」
を
「
二
十

八
万
六
千
円
」
に
改
め
、
同
号
ホ
中
「
二
万
四
千
六
百
円
」
を
「
二
万
五
千
七
百
円
。
た
だ
し
、
特
定
疾
病
給
付
対

象
療
養
高
額
療
養
費
多
数
回
該
当
の
場
合
に
あ
っ
て
は
、
二
万
四
千
六
百
円
と
す
る
。」に
改
め
、
同
号
ヘ
中
「
一
万

五
千
円
」
を
「
一
万
五
千
七
百
円
」
に
改
め
、
同
項
第
二
号
イ
中
「
二
万
八
千
八
百
円
」
を
「
三
万
七
百
五
十
円
」

に
改
め
、
同
号
ロ
中
「
十
二
万
六
千
三
百
円
」
を
「
十
三
万
五
千
百
五
十
円
」
に
、「
四
十
二
万
千
円
」
を
「
四
十
五

万
五
百
円
」
に
改
め
、
同
号
ハ
中
「
八
万
三
千
七
百
円
」
を
「
八
万
九
千
五
百
五
十
円
」
に
、「
二
十
七
万
九
千
円
」

を
「
二
十
九
万
八
千
五
百
円
」
に
改
め
、
同
号
ニ
中
「
四
万
五
十
円
」
を
「
四
万
二
千
九
百
円
」
に
、「
十
三
万
三
千

五
百
円
」
を
「
十
四
万
三
千
円
」
に
改
め
、
同
号
ホ
中
「
一
万
二
千
三
百
円
」
を
「
一
万
二
千
八
百
五
十
円
。
た
だ

し
、
特
定
疾
病
給
付
対
象
療
養
高
額
療
養
費
多
数
回
該
当
の
場
合
に
あ
っ
て
は
、
一
万
二
千
三
百
円
と
す
る
。」に
改

め
、
同
号
ヘ
中
「
七
千
五
百
円
」
を
「
七
千
八
百
五
十
円
」
に
改
め
、
同
項
第
三
号
中
「
又
は
ロ
」
を
「
か
ら
ハ
ま

で
」
に
改
め
、
同
号
イ
中
「
一
万
八
千
円
」
を
「
二
万
二
千
円
」
に
改
め
、
同
号
ロ
中「
又
は
第
六
号
」を
削
り
、「
八

千
円
」
を
「
一
万
千
円
」
に
改
め
、
同
号
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

ハ

第
一
項
第
六
号
に
掲
げ
る
者

八
千
円

第
十
五
条
第
五
項
第
四
号
中
「
又
は
ロ
」
を
「
か
ら
ハ
ま
で
」
に
改
め
、
同
号
イ
中
「
九
千
円
」
を「
一
万
千
円
」

に
改
め
、
同
号
ロ
中
「
又
は
第
六
号
」
を
削
り
、「
四
千
円
」
を
「
五
千
五
百
円
」
に
改
め
、
同
号
に
次
の
よ
う
に
加

え
る
。ハ

第
一
項
第
六
号
に
掲
げ
る
者

四
千
円


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税
が
課
さ
れ
な
い
者
（
市
町
村
の
条
例
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
当
該
市
町
村
民
税
を
免
除
さ
れ
た
者
を
含
む

も
の
と
し
、
当
該
市
町
村
民
税
の
賦
課
期
日
に
お
い
て
同
法
の
施
行
地
に
住
所
を
有
し
な
い
者
を
除
く
。）を
い

う
。）又
は
そ
の
属
す
る
世
帯
の
世
帯
主
及
び
全
て
の
世
帯
員
が
基
準
日
に
お
い
て
要
保
護
者
で
あ
る
者
で
あ
っ

て
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
も
の
に
該
当
す
る
者
（
前
二
号
又
は
次
号
に
掲
げ
る
者
を
除
く
。）
二
十
九
万
円

五

基
準
日
の
属
す
る
月
に
お
け
る
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
日
に
お
い
て
そ
の
属
す
る
世
帯
の
世
帯
主
及
び
全

て
の
世
帯
員
が
基
準
日
の
属
す
る
年
度
の
前
年
度
分
の
地
方
税
法
の
規
定
に
よ
る
市
町
村
民
税
に
係
る
同
法
第

三
百
十
三
条
第
一
項
に
規
定
す
る
総
所
得
金
額
及
び
山
林
所
得
金
額
に
係
る
所
得
税
法
第
二
条
第
一
項
第
二
十

二
号
に
規
定
す
る
各
種
所
得
の
金
額
並
び
に
他
の
所
得
と
区
分
し
て
計
算
さ
れ
る
所
得
の
金
額
が
な
い
者
又
は

そ
の
属
す
る
世
帯
の
世
帯
主
及
び
全
て
の
世
帯
員
が
基
準
日
に
お
い
て
要
保
護
者
で
あ
る
者
で
あ
っ
て
厚
生
労

働
省
令
で
定
め
る
も
の
に
該
当
す
る
者
（
第
二
号
又
は
第
三
号
に
掲
げ
る
者
を
除
く
。）
十
八
万
円

10

前
条
第
二
項
（
同
条
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）の
高
額
療
養
費
算
定
基
準
額
は
、
十
八
万
円

と
す
る
。

11

第
九
項
の
規
定
は
、
前
条
第
四
項
（
同
条
第
五
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）の
高
額
療
養
費
算
定
基

準
額
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
九
項
第
二
号
、
第
四
号
及
び
第
五
号
中
「
基
準
日
に
お
い

て
」
と
あ
る
の
は
「
計
算
期
間
に
最
後
に
被
保
険
者
の
資
格
を
喪
失
し
た
日
の
前
日
に
お
い
て
」
と
、
同
項
第
四

号
及
び
第
五
号
中
「
基
準
日
の
属
す
る
」
と
あ
る
の
は
「
計
算
期
間
に
最
後
に
被
保
険
者
の
資
格
を
喪
失
し
た
日

の
前
日
の
属
す
る
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

第
十
六
条
第
一
項
第
一
号
イ
中
「
五
万
七
千
六
百
円
」
を
「
六
万
千
五
百
円
」
に
改
め
、
同
号
ロ
中
「
二
十
五
万

二
千
六
百
円
」
を
「
二
十
七
万
三
百
円
」
に
、「
八
十
四
万
二
千
円
」
を
「
九
十
万
千
円
」
に
改
め
、
同
号
ハ
中
「
十

六
万
七
千
四
百
円
」
を
「
十
七
万
九
千
百
円
」
に
、「
五
十
五
万
八
千
円
」
を
「
五
十
九
万
七
千
円
」
に
改
め
、
同
号

ニ
中
「
八
万
百
円
」
を
「
八
万
五
千
八
百
円
」
に
、「
二
十
六
万
七
千
円
」
を
「
二
十
八
万
六
千
円
」
に
改
め
、
同
号

ホ
中
「
二
万
四
千
六
百
円
」
を
「
二
万
五
千
七
百
円
。
た
だ
し
、
高
額
療
養
費
多
数
回
該
当
の
場
合
に
あ
っ
て
は
、

二
万
四
千
六
百
円
と
す
る
。」に
改
め
、
同
号
ヘ
中
「
一
万
五
千
円
」
を
「
一
万
五
千
七
百
円
」
に
改
め
、
同
項
第
二

号
イ
中
「
二
万
八
千
八
百
円
」
を
「
三
万
七
百
五
十
円
」
に
改
め
、
同
号
ロ
中
「
十
二
万
六
千
三
百
円
」
を
「
十
三

万
五
千
百
五
十
円
」
に
、「
四
十
二
万
千
円
」
を
「
四
十
五
万
五
百
円
」
に
改
め
、
同
号
ハ
中
「
八
万
三
千
七
百
円
」

を
「
八
万
九
千
五
百
五
十
円
」
に
、「
二
十
七
万
九
千
円
」
を
「
二
十
九
万
八
千
五
百
円
」
に
改
め
、
同
号
ニ
中
「
四

万
五
十
円
」
を
「
四
万
二
千
九
百
円
」
に
、「
十
三
万
三
千
五
百
円
」
を
「
十
四
万
三
千
円
」
に
改
め
、同
号
ホ
中「
一

万
二
千
三
百
円
」
を
「
一
万
二
千
八
百
五
十
円
。
た
だ
し
、
高
額
療
養
費
多
数
回
該
当
の
場
合
に
あ
っ
て
は
、
一
万

二
千
三
百
円
と
す
る
。」に
改
め
、
同
号
ヘ
中
「
七
千
五
百
円
」
を
「
七
千
八
百
五
十
円
」
に
改
め
、
同
項
第
三
号
中

「
又
は
ロ
」
を
「
か
ら
ハ
ま
で
」
に
改
め
、
同
号
イ
中
「
ロ
」
の
下
に
「
及
び
ハ
」
を
加
え
、「
一
万
八
千
円
」を「
二

万
二
千
円
」
に
改
め
、
同
号
ロ
中
「
八
千
円
」
を
「
一
万
千
円
」
に
改
め
、
同
号
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

ハ

前
条
第
三
項
第
三
号
に
掲
げ
る
者
に
該
当
し
て
い
る
こ
と
に
つ
き
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ

り
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
の
認
定
を
受
け
て
い
る
者

八
千
円

第
十
六
条
第
一
項
第
四
号
中
「
一
万
五
千
円
」
を
「
一
万
五
千
七
百
円
」
に
改
め
、
同
条
第
七
項
中
「
第
十
四
条

の
二
」
の
下
に
「
及
び
第
十
四
条
の
三
」
を
加
え
、「
同
条
及
び
前
条
第
八
項
」
を
「
第
十
四
条
の
二
、
第
十
四
条
の

三
及
び
前
条
第
八
項
か
ら
第
十
一
項
ま
で
」
に
改
め
る
。

第
十
六
条
の
二
第
一
項
第
一
号
中
「
又
は
第
十
四
条
の
二
」
を
「
、
第
十
四
条
の
二
又
は
第
十
四
条
の
三
」
に
改

め
、
同
条
第
三
項
中
「
と
い
う
。）と
」
を
「
と
い
う
。）」
と
」
に
改
め
、
同
条
第
四
項
中
「
第
六
項
の
」
を
「
第
六

項
に
規
定
す
る
」
に
改
め
る
。

第
十
六
条
の
三
第
一
項
第
二
号
中
「
基
準
日
に
お
い
て
療
養
の
給
付
を
受
け
る
こ
と
と
し
た
場
合
に
法
第
六
十
七

条
第
一
項
第
三
号
の
規
定
が
適
用
さ
れ
る
者
（
次
号
及
び
第
四
号
に
お
い
て
「
第
三
号
適
用
者
」
と
い
う
。）で
あ
っ

て
、
所
得
の
額
（
同
項
第
三
号
に
規
定
す
る
所
得
の
額
を
い
う
。
次
号
及
び
第
四
号
に
お
い
て
同
じ
。）」
を
「
第
三

号
所
得
額
」
に
、「
も
の
」
を
「
第
三
号
適
用
者
」
に
改
め
、
同
項
第
三
号
及
び
第
四
号
中
「
第
三
号
適
用
者
で
あ
っ

て
、
所
得
の
額
」
を
「
第
三
号
所
得
額
」
に
、「
も
の
」
を
「
第
三
号
適
用
者
」
に
改
め
、
同
条
第
三
項
の
表
中
「
第

四
十
四
条
第
五
項
」
を
「
第
四
十
四
条
第
六
項
」
に
、「
第
四
十
四
条
第
七
項
」
を
「
第
四
十
四
条
第
八
項
」
に
改
め

る
。

第
八
条

高
齢
者
の
医
療
の
確
保
に
関
す
る
法
律
施
行
令
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
七
条
第
一
項
第
一
号
中
「
第
十
五
条
第
一
項
第
六
号
及
び
第
九
項
第
五
号
」
を
「
第
十
五
条
第
一
項
第
十
四
号

及
び
第
九
項
第
六
号
」
に
改
め
、
同
条
第
三
項
第
二
号
中
「
第
九
項
第
四
号
」
を
「
第
九
項
第
五
号
」
に
、「
第
十
五

条
第
一
項
第
五
号
」
を
「
第
十
五
条
第
一
項
第
十
三
号
」
に
改
め
る
。

第
十
五
条
第
一
項
第
一
号
中
「
次
号
か
ら
第
六
号
ま
で
に
掲
げ
る
者
以
外
の
者
」
を
「
法
第
六
十
七
条
第
一
項
第

三
号
の
規
定
が
適
用
さ
れ
る
者
で
あ
っ
て
同
号
に
規
定
す
る
所
得
の
額
が
千
百
七
万
円
以
上
の
も
の
」
に
、「
六
万
千

五
百
円
」
を
「
三
十
四
万
二
千
円
と
、
第
十
四
条
第
一
項
各
号
に
掲
げ
る
額
を
合
算
し
た
額
に
係
る
療
養
に
つ
き
厚

生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
当
該
療
養
に
要
し
た
費
用
の
額
（
そ
の
額
が
百
十
四
万
円
に
満
た

な
い
と
き
は
、
百
十
四
万
円
）
か
ら
百
十
四
万
円
を
控
除
し
た
額
に
百
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た
額
（
こ
の
額
に
一
円

未
満
の
端
数
が
あ
る
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
端
数
金
額
が
五
十
銭
未
満
で
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
切
り
捨
て
、
そ
の

端
数
金
額
が
五
十
銭
以
上
で
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
一
円
に
切
り
上
げ
た
額
）
と
の
合
算
額
」
に
改
め
、
同
号
た
だ

し
書
中
「
四
万
四
千
四
百
円
」
を
「
十
四
万
百
円
」
に
改
め
、
同
項
第
六
号
中
「
第
九
項
第
五
号
」
を
「
第
九
項
第

六
号
」
に
改
め
、
同
号
を
同
項
第
十
四
号
と
し
、
同
項
第
五
号
中
「
前
三
号
」
を
「
第
一
号
か
ら
第
九
号
ま
で
」
に

改
め
、
同
号
を
同
項
第
十
三
号
と
し
、
同
項
第
四
号
中
「
三
百
八
十
万
円
」
を
「
二
百
三
万
円
」
に
改
め
、
同
号
を

同
項
第
九
号
と
し
、
同
号
の
次
に
次
の
三
号
を
加
え
る
。

十

法
第
六
十
七
条
第
一
項
第
二
号
の
規
定
が
適
用
さ
れ
る
者
で
あ
っ
て
同
号
に
規
定
す
る
所
得
の
額
が
五
十
七

万
円
以
上
の
も
の

六
万
九
千
六
百
円
。
た
だ
し
、
高
額
療
養
費
多
数
回
該
当
の
場
合
に
あ
っ
て
は
、
四
万
四

千
四
百
円
と
す
る
。

十
一

法
第
六
十
七
条
第
一
項
第
二
号
の
規
定
が
適
用
さ
れ
る
者
で
あ
っ
て
同
号
に
規
定
す
る
所
得
の
額
が
五
十

七
万
円
未
満
の
も
の

六
万
五
千
四
百
円
。
た
だ
し
、
高
額
療
養
費
多
数
回
該
当
の
場
合
に
あ
っ
て
は
、
四
万

四
千
四
百
円
と
す
る
。

十
二

法
第
六
十
七
条
第
一
項
第
一
号
の
規
定
が
適
用
さ
れ
る
者
（
次
号
又
は
第
十
四
号
に
掲
げ
る
者
を
除
く
。）

六
万
千
五
百
円
。
た
だ
し
、
高
額
療
養
費
多
数
回
該
当
の
場
合
に
あ
っ
て
は
、
三
万
四
千
五
百
円
と
す
る
。

第
十
五
条
第
一
項
第
三
号
中
「
六
百
九
十
万
円
」
を
「
五
百
四
万
円
」
に
改
め
、
同
号
を
同
項
第
六
号
と
し
、
同

号
の
次
に
次
の
二
号
を
加
え
る
。

七

法
第
六
十
七
条
第
一
項
第
三
号
の
規
定
が
適
用
さ
れ
る
者
で
あ
っ
て
同
号
に
規
定
す
る
所
得
の
額
が
二
百
八

十
万
円
以
上
三
百
八
十
万
円
未
満
の
も
の

十
一
万
四
百
円
と
、
第
十
四
条
第
一
項
各
号
に
掲
げ
る
額
を
合
算

し
た
額
に
係
る
療
養
に
つ
き
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
当
該
療
養
に
要
し
た
費
用
の

額
（
そ
の
額
が
三
十
六
万
八
千
円
に
満
た
な
い
と
き
は
、
三
十
六
万
八
千
円
）
か
ら
三
十
六
万
八
千
円
を
控
除

し
た
額
に
百
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た
額
（
こ
の
額
に
一
円
未
満
の
端
数
が
あ
る
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
端
数
金

額
が
五
十
銭
未
満
で
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
切
り
捨
て
、
そ
の
端
数
金
額
が
五
十
銭
以
上
で
あ
る
と
き
は
、
こ

れ
を
一
円
に
切
り
上
げ
た
額
）
と
の
合
算
額
。
た
だ
し
、
高
額
療
養
費
多
数
回
該
当
の
場
合
に
あ
っ
て
は
、
四

万
四
千
四
百
円
と
す
る
。

八

法
第
六
十
七
条
第
一
項
第
三
号
の
規
定
が
適
用
さ
れ
る
者
で
あ
っ
て
同
号
に
規
定
す
る
所
得
の
額
が
二
百
三

万
円
以
上
二
百
八
十
万
円
未
満
の
も
の

九
万
八
千
百
円
と
、
第
十
四
条
第
一
項
各
号
に
掲
げ
る
額
を
合
算
し

た
額
に
係
る
療
養
に
つ
き
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
当
該
療
養
に
要
し
た
費
用
の
額

（
そ
の
額
が
三
十
二
万
七
千
円
に
満
た
な
い
と
き
は
、
三
十
二
万
七
千
円
）
か
ら
三
十
二
万
七
千
円
を
控
除
し

た
額
に
百
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た
額
（
こ
の
額
に
一
円
未
満
の
端
数
が
あ
る
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
端
数
金
額

が
五
十
銭
未
満
で
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
切
り
捨
て
、
そ
の
端
数
金
額
が
五
十
銭
以
上
で
あ
る
と
き
は
、
こ
れ

を
一
円
に
切
り
上
げ
た
額
）
と
の
合
算
額
。
た
だ
し
、
高
額
療
養
費
多
数
回
該
当
の
場
合
に
あ
っ
て
は
、
四
万

四
千
四
百
円
と
す
る
。

第
十
五
条
第
一
項
第
二
号
中
「
六
百
九
十
万
円
以
上
」
の
下
に
「
九
百
万
円
未
満
」
を
加
え
、
同
号
を
同
項
第
三

号
と
し
、
同
号
の
次
に
次
の
二
号
を
加
え
る
。

四

法
第
六
十
七
条
第
一
項
第
三
号
の
規
定
が
適
用
さ
れ
る
者
で
あ
っ
て
同
号
に
規
定
す
る
所
得
の
額
が
六
百
十

四
万
円
以
上
六
百
九
十
万
円
未
満
の
も
の

二
十
万
九
千
四
百
円
と
、
第
十
四
条
第
一
項
各
号
に
掲
げ
る
額
を

合
算
し
た
額
に
係
る
療
養
に
つ
き
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
当
該
療
養
に
要
し
た
費


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用
の
額
（
そ
の
額
が
六
十
九
万
八
千
円
に
満
た
な
い
と
き
は
、
六
十
九
万
八
千
円
）
か
ら
六
十
九
万
八
千
円
を

控
除
し
た
額
に
百
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た
額
（
こ
の
額
に
一
円
未
満
の
端
数
が
あ
る
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
端

数
金
額
が
五
十
銭
未
満
で
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
切
り
捨
て
、そ
の
端
数
金
額
が
五
十
銭
以
上
で
あ
る
と
き
は
、

こ
れ
を
一
円
に
切
り
上
げ
た
額
）
と
の
合
算
額
。
た
だ
し
、
高
額
療
養
費
多
数
回
該
当
の
場
合
に
あ
っ
て
は
、

九
万
三
千
円
と
す
る
。

五

法
第
六
十
七
条
第
一
項
第
三
号
の
規
定
が
適
用
さ
れ
る
者
で
あ
っ
て
同
号
に
規
定
す
る
所
得
の
額
が
五
百
四

万
円
以
上
六
百
十
四
万
円
未
満
の
も
の

十
九
万
四
千
四
百
円
と
、
第
十
四
条
第
一
項
各
号
に
掲
げ
る
額
を
合

算
し
た
額
に
係
る
療
養
に
つ
き
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
当
該
療
養
に
要
し
た
費
用

の
額
（
そ
の
額
が
六
十
四
万
八
千
円
に
満
た
な
い
と
き
は
、
六
十
四
万
八
千
円
）
か
ら
六
十
四
万
八
千
円
を
控

除
し
た
額
に
百
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た
額
（
こ
の
額
に
一
円
未
満
の
端
数
が
あ
る
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
端
数

金
額
が
五
十
銭
未
満
で
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
切
り
捨
て
、
そ
の
端
数
金
額
が
五
十
銭
以
上
で
あ
る
と
き
は
、

こ
れ
を
一
円
に
切
り
上
げ
た
額
）
と
の
合
算
額
。
た
だ
し
、
高
額
療
養
費
多
数
回
該
当
の
場
合
に
あ
っ
て
は
、

九
万
三
千
円
と
す
る
。

第
十
五
条
第
一
項
第
一
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

二

法
第
六
十
七
条
第
一
項
第
三
号
の
規
定
が
適
用
さ
れ
る
者
で
あ
っ
て
同
号
に
規
定
す
る
所
得
の
額
が
九
百
万

円
以
上
千
百
七
万
円
未
満
の
も
の

三
十
万
三
千
円
と
、
第
十
四
条
第
一
項
各
号
に
掲
げ
る
額
を
合
算
し
た
額

に
係
る
療
養
に
つ
き
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
当
該
療
養
に
要
し
た
費
用
の
額
（
そ

の
額
が
百
一
万
円
に
満
た
な
い
と
き
は
、
百
一
万
円
）
か
ら
百
一
万
円
を
控
除
し
た
額
に
百
分
の
一
を
乗
じ
て

得
た
額
（
こ
の
額
に
一
円
未
満
の
端
数
が
あ
る
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
端
数
金
額
が
五
十
銭
未
満
で
あ
る
と
き

は
、
こ
れ
を
切
り
捨
て
、
そ
の
端
数
金
額
が
五
十
銭
以
上
で
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
一
円
に
切
り
上
げ
た
額
）

と
の
合
算
額
。
た
だ
し
、
高
額
療
養
費
多
数
回
該
当
の
場
合
に
あ
っ
て
は
、
十
四
万
百
円
と
す
る
。

第
十
五
条
第
二
項
第
一
号
中
「
三
万
七
百
五
十
円
」
を
「
十
七
万
千
円
と
、
第
十
四
条
第
二
項
各
号
に
掲
げ
る
額

を
合
算
し
た
額
に
係
る
療
養
に
つ
き
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
当
該
療
養
に
要
し
た
費
用

の
額
（
そ
の
額
が
五
十
七
万
円
に
満
た
な
い
と
き
は
、
五
十
七
万
円
）
か
ら
五
十
七
万
円
を
控
除
し
た
額
に
百
分
の

一
を
乗
じ
て
得
た
額
（
こ
の
額
に
一
円
未
満
の
端
数
が
あ
る
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
端
数
金
額
が
五
十
銭
未
満
で
あ

る
と
き
は
、
こ
れ
を
切
り
捨
て
、
そ
の
端
数
金
額
が
五
十
銭
以
上
で
あ
る
と
き
は
、こ
れ
を
一
円
に
切
り
上
げ
た
額
）

と
の
合
算
額
」
に
改
め
、
同
号
た
だ
し
書
中
「
二
万
二
千
二
百
円
」
を
「
七
万
五
十
円
」
に
改
め
、
同
項
第
六
号
中

「
前
項
第
六
号
」
を
「
前
項
第
十
四
号
」
に
改
め
、
同
号
を
同
項
第
十
四
号
と
し
、
同
項
第
五
号
中「
前
項
第
五
号
」

を
「
前
項
第
十
三
号
」
に
改
め
、
同
号
を
同
項
第
十
三
号
と
し
、
同
項
第
四
号
中
「
前
項
第
四
号
」
を
「
前
項
第
九

号
」
に
改
め
、
同
号
を
同
項
第
九
号
と
し
、
同
号
の
次
に
次
の
三
号
を
加
え
る
。

十

前
項
第
十
号
に
掲
げ
る
者

三
万
四
千
八
百
円
。
た
だ
し
、高
額
療
養
費
多
数
回
該
当
の
場
合
に
あ
っ
て
は
、

二
万
二
千
二
百
円
と
す
る
。

十
一

前
項
第
十
一
号
に
掲
げ
る
者

三
万
二
千
七
百
円
。
た
だ
し
、
高
額
療
養
費
多
数
回
該
当
の
場
合
に
あ
っ

て
は
、
二
万
二
千
二
百
円
と
す
る
。

十
二

前
項
第
十
二
号
に
掲
げ
る
者

三
万
七
百
五
十
円
。
た
だ
し
、
高
額
療
養
費
多
数
回
該
当
の
場
合
に
あ
っ

て
は
、
一
万
七
千
二
百
五
十
円
と
す
る
。

第
十
五
条
第
五
項
第
一
号
中
「
ヘ
ま
で
」
を
「
カ
ま
で
」
に
改
め
、
同
号
イ
中
「
六
万
千
五
百
円
」
を
「
三
十
四

万
二
千
円
と
、
第
十
四
条
第
一
項
第
一
号
イ
か
ら
ヌ
ま
で
に
掲
げ
る
額
に
係
る
特
定
疾
病
給
付
対
象
療
養
に
つ
き
厚

生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
当
該
特
定
疾
病
給
付
対
象
療
養
に
要
し
た
費
用
の
額
（
そ
の
額
が

百
十
四
万
円
に
満
た
な
い
と
き
は
、
百
十
四
万
円
）
か
ら
百
十
四
万
円
を
控
除
し
た
額
に
百
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た

額
（
こ
の
額
に
一
円
未
満
の
端
数
が
あ
る
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
端
数
金
額
が
五
十
銭
未
満
で
あ
る
と
き
は
、
こ
れ

を
切
り
捨
て
、
そ
の
端
数
金
額
が
五
十
銭
以
上
で
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
一
円
に
切
り
上
げ
た
額
）
と
の
合
算
額
」

に
改
め
、
同
号
イ
た
だ
し
書
中
「
四
万
四
千
四
百
円
」
を
「
十
四
万
百
円
」
に
改
め
、
同
号
ヘ
中「
第
一
項
第
六
号
」

を
「
第
一
項
第
十
四
号
」
に
改
め
、
同
号
ヘ
を
同
号
カ
と
し
、
同
号
ホ
中
「
第
一
項
第
五
号
」
を
「
第
一
項
第
十
三

号
」
に
改
め
、
同
号
ホ
を
同
号
ワ
と
し
、
同
号
ニ
中
「
第
一
項
第
四
号
」
を
「
第
一
項
第
九
号
」
に
改
め
、
同
号
ニ

を
同
号
リ
と
し
、
同
号
リ
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

ヌ

第
一
項
第
十
号
に
掲
げ
る
者

六
万
九
千
六
百
円
。
た
だ
し
、
特
定
疾
病
給
付
対
象
療
養
高
額
療
養
費
多

数
回
該
当
の
場
合
に
あ
っ
て
は
、
四
万
四
千
四
百
円
と
す
る
。

第
十
五
条
第
二
項
第
三
号
中
「
前
項
第
三
号
」
を
「
前
項
第
六
号
」
に
改
め
、
同
号
を
同
項
第
六
号
と
し
、
同
号

の
次
に
次
の
二
号
を
加
え
る
。

七

前
項
第
七
号
に
掲
げ
る
者

五
万
五
千
二
百
円
と
、
第
十
四
条
第
二
項
各
号
に
掲
げ
る
額
を
合
算
し
た
額
に

係
る
療
養
に
つ
き
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
当
該
療
養
に
要
し
た
費
用
の
額
（
そ
の

額
が
十
八
万
四
千
円
に
満
た
な
い
と
き
は
、
十
八
万
四
千
円
）
か
ら
十
八
万
四
千
円
を
控
除
し
た
額
に
百
分
の

一
を
乗
じ
て
得
た
額
（
こ
の
額
に
一
円
未
満
の
端
数
が
あ
る
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
端
数
金
額
が
五
十
銭
未
満

で
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
切
り
捨
て
、
そ
の
端
数
金
額
が
五
十
銭
以
上
で
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
一
円
に
切
り

上
げ
た
額
）
と
の
合
算
額
。
た
だ
し
、
高
額
療
養
費
多
数
回
該
当
の
場
合
に
あ
っ
て
は
、
二
万
二
千
二
百
円
と

す
る
。

八

前
項
第
八
号
に
掲
げ
る
者

四
万
九
千
五
十
円
と
、
第
十
四
条
第
二
項
各
号
に
掲
げ
る
額
を
合
算
し
た
額
に

係
る
療
養
に
つ
き
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
当
該
療
養
に
要
し
た
費
用
の
額
（
そ
の

額
が
十
六
万
三
千
五
百
円
に
満
た
な
い
と
き
は
、
十
六
万
三
千
五
百
円
）
か
ら
十
六
万
三
千
五
百
円
を
控
除
し

た
額
に
百
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た
額
（
こ
の
額
に
一
円
未
満
の
端
数
が
あ
る
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
端
数
金
額

が
五
十
銭
未
満
で
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
切
り
捨
て
、
そ
の
端
数
金
額
が
五
十
銭
以
上
で
あ
る
と
き
は
、
こ
れ

を
一
円
に
切
り
上
げ
た
額
）
と
の
合
算
額
。
た
だ
し
、
高
額
療
養
費
多
数
回
該
当
の
場
合
に
あ
っ
て
は
、
二
万

二
千
二
百
円
と
す
る
。

第
十
五
条
第
二
項
第
二
号
中
「
前
項
第
二
号
」
を
「
前
項
第
三
号
」
に
改
め
、
同
号
を
同
項
第
三
号
と
し
、
同
号

の
次
に
次
の
二
号
を
加
え
る
。

四

前
項
第
四
号
に
掲
げ
る
者

十
万
四
千
七
百
円
と
、
第
十
四
条
第
二
項
各
号
に
掲
げ
る
額
を
合
算
し
た
額
に

係
る
療
養
に
つ
き
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
当
該
療
養
に
要
し
た
費
用
の
額
（
そ
の

額
が
三
十
四
万
九
千
円
に
満
た
な
い
と
き
は
、
三
十
四
万
九
千
円
）
か
ら
三
十
四
万
九
千
円
を
控
除
し
た
額
に

百
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た
額
（
こ
の
額
に
一
円
未
満
の
端
数
が
あ
る
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
端
数
金
額
が
五
十

銭
未
満
で
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
切
り
捨
て
、
そ
の
端
数
金
額
が
五
十
銭
以
上
で
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
一
円

に
切
り
上
げ
た
額
）
と
の
合
算
額
。
た
だ
し
、
高
額
療
養
費
多
数
回
該
当
の
場
合
に
あ
っ
て
は
、
四
万
六
千
五

百
円
と
す
る
。

五

前
項
第
五
号
に
掲
げ
る
者

九
万
七
千
二
百
円
と
、
第
十
四
条
第
二
項
各
号
に
掲
げ
る
額
を
合
算
し
た
額
に

係
る
療
養
に
つ
き
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
当
該
療
養
に
要
し
た
費
用
の
額
（
そ
の

額
が
三
十
二
万
四
千
円
に
満
た
な
い
と
き
は
、
三
十
二
万
四
千
円
）
か
ら
三
十
二
万
四
千
円
を
控
除
し
た
額
に

百
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た
額
（
こ
の
額
に
一
円
未
満
の
端
数
が
あ
る
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
端
数
金
額
が
五
十

銭
未
満
で
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
切
り
捨
て
、
そ
の
端
数
金
額
が
五
十
銭
以
上
で
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
一
円

に
切
り
上
げ
た
額
）
と
の
合
算
額
。
た
だ
し
、
高
額
療
養
費
多
数
回
該
当
の
場
合
に
あ
っ
て
は
、
四
万
六
千
五

百
円
と
す
る
。

第
十
五
条
第
二
項
第
一
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

二

前
項
第
二
号
に
掲
げ
る
者

十
五
万
千
五
百
円
と
、
第
十
四
条
第
二
項
各
号
に
掲
げ
る
額
を
合
算
し
た
額
に

係
る
療
養
に
つ
き
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
当
該
療
養
に
要
し
た
費
用
の
額
（
そ
の

額
が
五
十
万
五
千
円
に
満
た
な
い
と
き
は
、
五
十
万
五
千
円
）
か
ら
五
十
万
五
千
円
を
控
除
し
た
額
に
百
分
の

一
を
乗
じ
て
得
た
額
（
こ
の
額
に
一
円
未
満
の
端
数
が
あ
る
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
端
数
金
額
が
五
十
銭
未
満

で
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
切
り
捨
て
、
そ
の
端
数
金
額
が
五
十
銭
以
上
で
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
一
円
に
切
り

上
げ
た
額
）
と
の
合
算
額
。
た
だ
し
、
高
額
療
養
費
多
数
回
該
当
の
場
合
に
あ
っ
て
は
、七
万
五
十
円
と
す
る
。

第
十
五
条
第
三
項
第
一
号
中
「
第
一
項
第
一
号
」
を
「
第
一
項
第
十
号
又
は
第
十
一
号
」
に
、「
二
万
二
千
円
」
を

「
二
万
八
千
円
」
に
改
め
、
同
項
第
三
号
中
「
第
一
項
第
六
号
」
を
「
第
一
項
第
十
四
号
」
に
改
め
、
同
号
を
同
項

第
四
号
と
し
、
同
項
第
二
号
中
「
第
一
項
第
五
号
」
を
「
第
一
項
第
十
三
号
」
に
、「
一
万
千
円
」
を「
一
万
三
千
円
」

に
改
め
、
同
号
を
同
項
第
三
号
と
し
、
同
項
第
一
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

二

第
一
項
第
十
二
号
に
掲
げ
る
者

二
万
二
千
円


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ル

第
一
項
第
十
一
号
に
掲
げ
る
者

六
万
五
千
四
百
円
。
た
だ
し
、
特
定
疾
病
給
付
対
象
療
養
高
額
療
養
費

多
数
回
該
当
の
場
合
に
あ
っ
て
は
、
四
万
四
千
四
百
円
と
す
る
。

ヲ

第
一
項
第
十
二
号
に
掲
げ
る
者

六
万
千
五
百
円
。
た
だ
し
、
特
定
疾
病
給
付
対
象
療
養
高
額
療
養
費
多

数
回
該
当
の
場
合
に
あ
っ
て
は
、
三
万
四
千
五
百
円
と
す
る
。

第
十
五
条
第
五
項
第
一
号
ハ
中
「
第
一
項
第
三
号
」
を
「
第
一
項
第
六
号
」
に
改
め
、
同
号
ハ
を
同
号
ヘ
と
し
、

同
号
ヘ
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

ト

第
一
項
第
七
号
に
掲
げ
る
者

十
一
万
四
百
円
と
、
第
十
四
条
第
一
項
第
一
号
イ
か
ら
ヌ
ま
で
に
掲
げ
る

額
に
係
る
特
定
疾
病
給
付
対
象
療
養
に
つ
き
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
当
該
特
定

疾
病
給
付
対
象
療
養
に
要
し
た
費
用
の
額
（
そ
の
額
が
三
十
六
万
八
千
円
に
満
た
な
い
と
き
は
、
三
十
六
万

八
千
円
）
か
ら
三
十
六
万
八
千
円
を
控
除
し
た
額
に
百
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た
額
（
こ
の
額
に
一
円
未
満
の

端
数
が
あ
る
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
端
数
金
額
が
五
十
銭
未
満
で
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
切
り
捨
て
、
そ
の

端
数
金
額
が
五
十
銭
以
上
で
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
一
円
に
切
り
上
げ
た
額
）
と
の
合
算
額
。
た
だ
し
、
特

定
疾
病
給
付
対
象
療
養
高
額
療
養
費
多
数
回
該
当
の
場
合
に
あ
っ
て
は
、
四
万
四
千
四
百
円
と
す
る
。

チ

第
一
項
第
八
号
に
掲
げ
る
者

九
万
八
千
百
円
と
、
第
十
四
条
第
一
項
第
一
号
イ
か
ら
ヌ
ま
で
に
掲
げ
る

額
に
係
る
特
定
疾
病
給
付
対
象
療
養
に
つ
き
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
当
該
特
定

疾
病
給
付
対
象
療
養
に
要
し
た
費
用
の
額
（
そ
の
額
が
三
十
二
万
七
千
円
に
満
た
な
い
と
き
は
、
三
十
二
万

七
千
円
）
か
ら
三
十
二
万
七
千
円
を
控
除
し
た
額
に
百
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た
額
（
こ
の
額
に
一
円
未
満
の

端
数
が
あ
る
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
端
数
金
額
が
五
十
銭
未
満
で
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
切
り
捨
て
、
そ
の

端
数
金
額
が
五
十
銭
以
上
で
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
一
円
に
切
り
上
げ
た
額
）
と
の
合
算
額
。
た
だ
し
、
特

定
疾
病
給
付
対
象
療
養
高
額
療
養
費
多
数
回
該
当
の
場
合
に
あ
っ
て
は
、
四
万
四
千
四
百
円
と
す
る
。

第
十
五
条
第
五
項
第
一
号
ロ
中
「
第
一
項
第
二
号
」
を
「
第
一
項
第
三
号
」
に
改
め
、
同
号
ロ
を
同
号
ハ
と
し
、

同
号
ハ
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

ニ

第
一
項
第
四
号
に
掲
げ
る
者

二
十
万
九
千
四
百
円
と
、
第
十
四
条
第
一
項
第
一
号
イ
か
ら
ヌ
ま
で
に
掲

げ
る
額
に
係
る
特
定
疾
病
給
付
対
象
療
養
に
つ
き
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
当
該

特
定
疾
病
給
付
対
象
療
養
に
要
し
た
費
用
の
額
（
そ
の
額
が
六
十
九
万
八
千
円
に
満
た
な
い
と
き
は
、
六
十

九
万
八
千
円
）
か
ら
六
十
九
万
八
千
円
を
控
除
し
た
額
に
百
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た
額
（
こ
の
額
に
一
円
未

満
の
端
数
が
あ
る
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
端
数
金
額
が
五
十
銭
未
満
で
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
切
り
捨
て
、

そ
の
端
数
金
額
が
五
十
銭
以
上
で
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
一
円
に
切
り
上
げ
た
額
）
と
の
合
算
額
。た
だ
し
、

特
定
疾
病
給
付
対
象
療
養
高
額
療
養
費
多
数
回
該
当
の
場
合
に
あ
っ
て
は
、
九
万
三
千
円
と
す
る
。

ホ

第
一
項
第
五
号
に
掲
げ
る
者

十
九
万
四
千
四
百
円
と
、
第
十
四
条
第
一
項
第
一
号
イ
か
ら
ヌ
ま
で
に
掲

げ
る
額
に
係
る
特
定
疾
病
給
付
対
象
療
養
に
つ
き
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
当
該

特
定
疾
病
給
付
対
象
療
養
に
要
し
た
費
用
の
額
（
そ
の
額
が
六
十
四
万
八
千
円
に
満
た
な
い
と
き
は
、
六
十

四
万
八
千
円
）
か
ら
六
十
四
万
八
千
円
を
控
除
し
た
額
に
百
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た
額
（
こ
の
額
に
一
円
未

満
の
端
数
が
あ
る
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
端
数
金
額
が
五
十
銭
未
満
で
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
切
り
捨
て
、

そ
の
端
数
金
額
が
五
十
銭
以
上
で
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
一
円
に
切
り
上
げ
た
額
）
と
の
合
算
額
。た
だ
し
、

特
定
疾
病
給
付
対
象
療
養
高
額
療
養
費
多
数
回
該
当
の
場
合
に
あ
っ
て
は
、
九
万
三
千
円
と
す
る
。

第
十
五
条
第
五
項
第
一
号
イ
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

ロ

第
一
項
第
二
号
に
掲
げ
る
者

三
十
万
三
千
円
と
、
第
十
四
条
第
一
項
第
一
号
イ
か
ら
ヌ
ま
で
に
掲
げ
る

額
に
係
る
特
定
疾
病
給
付
対
象
療
養
に
つ
き
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
当
該
特
定

疾
病
給
付
対
象
療
養
に
要
し
た
費
用
の
額
（
そ
の
額
が
百
一
万
円
に
満
た
な
い
と
き
は
、
百
一
万
円
）
か
ら

百
一
万
円
を
控
除
し
た
額
に
百
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た
額
（
こ
の
額
に
一
円
未
満
の
端
数
が
あ
る
場
合
に
お

い
て
、
そ
の
端
数
金
額
が
五
十
銭
未
満
で
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
切
り
捨
て
、
そ
の
端
数
金
額
が
五
十
銭
以

上
で
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
一
円
に
切
り
上
げ
た
額
）
と
の
合
算
額
。
た
だ
し
、
特
定
疾
病
給
付
対
象
療
養

高
額
療
養
費
多
数
回
該
当
の
場
合
に
あ
っ
て
は
、
十
四
万
百
円
と
す
る
。

第
十
五
条
第
五
項
第
二
号
中
「
ヘ
ま
で
」
を
「
カ
ま
で
」
に
改
め
、
同
号
イ
中
「
三
万
七
百
五
十
円
」
を
「
十
七

万
千
円
と
、
第
十
四
条
第
一
項
第
一
号
イ
か
ら
ヌ
ま
で
に
掲
げ
る
額
に
係
る
特
定
疾
病
給
付
対
象
療
養
に
つ
き
厚
生

労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
当
該
特
定
疾
病
給
付
対
象
療
養
に
要
し
た
費
用
の
額
（
そ
の
額
が
五

十
七
万
円
に
満
た
な
い
と
き
は
、
五
十
七
万
円
）
か
ら
五
十
七
万
円
を
控
除
し
た
額
に
百
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た
額

（
こ
の
額
に
一
円
未
満
の
端
数
が
あ
る
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
端
数
金
額
が
五
十
銭
未
満
で
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を

切
り
捨
て
、
そ
の
端
数
金
額
が
五
十
銭
以
上
で
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
一
円
に
切
り
上
げ
た
額
）
と
の
合
算
額
」
に

改
め
、
同
号
イ
た
だ
し
書
中
「
二
万
二
千
二
百
円
」
を
「
七
万
五
十
円
」
に
改
め
、
同
号
ヘ
中
「
第
一
項
第
六
号
」

を
「
第
一
項
第
十
四
号
」
に
改
め
、
同
号
ヘ
を
同
号
カ
と
し
、
同
号
ホ
中
「
第
一
項
第
五
号
」
を
「
第
一
項
第
十
三

号
」
に
改
め
、
同
号
ホ
を
同
号
ワ
と
し
、
同
号
ニ
中
「
第
一
項
第
四
号
」
を
「
第
一
項
第
九
号
」
に
改
め
、
同
号
ニ

を
同
号
リ
と
し
、
同
号
リ
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

ヌ

第
一
項
第
十
号
に
掲
げ
る
者

三
万
四
千
八
百
円
。
た
だ
し
、
特
定
疾
病
給
付
対
象
療
養
高
額
療
養
費
多

数
回
該
当
の
場
合
に
あ
っ
て
は
、
二
万
二
千
二
百
円
と
す
る
。

ル

第
一
項
第
十
一
号
に
掲
げ
る
者

三
万
二
千
七
百
円
。
た
だ
し
、
特
定
疾
病
給
付
対
象
療
養
高
額
療
養
費

多
数
回
該
当
の
場
合
に
あ
っ
て
は
、
二
万
二
千
二
百
円
と
す
る
。

ヲ

第
一
項
第
十
二
号
に
掲
げ
る
者

三
万
七
百
五
十
円
。
た
だ
し
、
特
定
疾
病
給
付
対
象
療
養
高
額
療
養
費

多
数
回
該
当
の
場
合
に
あ
っ
て
は
、
一
万
七
千
二
百
五
十
円
と
す
る
。

第
十
五
条
第
五
項
第
二
号
ハ
中
「
第
一
項
第
三
号
」
を
「
第
一
項
第
六
号
」
に
改
め
、
同
号
ハ
を
同
号
ヘ
と
し
、

同
号
ヘ
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

ト

第
一
項
第
七
号
に
掲
げ
る
者

五
万
五
千
二
百
円
と
、
第
十
四
条
第
一
項
第
一
号
イ
か
ら
ヌ
ま
で
に
掲
げ

る
額
に
係
る
特
定
疾
病
給
付
対
象
療
養
に
つ
き
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
当
該
特

定
疾
病
給
付
対
象
療
養
に
要
し
た
費
用
の
額
（
そ
の
額
が
十
八
万
四
千
円
に
満
た
な
い
と
き
は
、
十
八
万
四

千
円
）
か
ら
十
八
万
四
千
円
を
控
除
し
た
額
に
百
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た
額
（
こ
の
額
に
一
円
未
満
の
端
数

が
あ
る
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
端
数
金
額
が
五
十
銭
未
満
で
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
切
り
捨
て
、
そ
の
端
数

金
額
が
五
十
銭
以
上
で
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
一
円
に
切
り
上
げ
た
額
）
と
の
合
算
額
。
た
だ
し
、
特
定
疾

病
給
付
対
象
療
養
高
額
療
養
費
多
数
回
該
当
の
場
合
に
あ
っ
て
は
、
二
万
二
千
二
百
円
と
す
る
。

チ

第
一
項
第
八
号
に
掲
げ
る
者

四
万
九
千
五
十
円
と
、
第
十
四
条
第
一
項
第
一
号
イ
か
ら
ヌ
ま
で
に
掲
げ

る
額
に
係
る
特
定
疾
病
給
付
対
象
療
養
に
つ
き
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
当
該
特

定
疾
病
給
付
対
象
療
養
に
要
し
た
費
用
の
額
（
そ
の
額
が
十
六
万
三
千
五
百
円
に
満
た
な
い
と
き
は
、
十
六

万
三
千
五
百
円
）
か
ら
十
六
万
三
千
五
百
円
を
控
除
し
た
額
に
百
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た
額
（
こ
の
額
に
一

円
未
満
の
端
数
が
あ
る
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
端
数
金
額
が
五
十
銭
未
満
で
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
切
り
捨

て
、
そ
の
端
数
金
額
が
五
十
銭
以
上
で
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
一
円
に
切
り
上
げ
た
額
）
と
の
合
算
額
。
た

だ
し
、
特
定
疾
病
給
付
対
象
療
養
高
額
療
養
費
多
数
回
該
当
の
場
合
に
あ
っ
て
は
、
二
万
二
千
二
百
円
と
す

る
。

第
十
五
条
第
五
項
第
二
号
ロ
中
「
第
一
項
第
二
号
」
を
「
第
一
項
第
三
号
」
に
改
め
、
同
号
ロ
を
同
号
ハ
と
し
、

同
号
ハ
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

ニ

第
一
項
第
四
号
に
掲
げ
る
者

十
万
四
千
七
百
円
と
、
第
十
四
条
第
一
項
第
一
号
イ
か
ら
ヌ
ま
で
に
掲
げ

る
額
に
係
る
特
定
疾
病
給
付
対
象
療
養
に
つ
き
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
当
該
特

定
疾
病
給
付
対
象
療
養
に
要
し
た
費
用
の
額
（
そ
の
額
が
三
十
四
万
九
千
円
に
満
た
な
い
と
き
は
、
三
十
四

万
九
千
円
）
か
ら
三
十
四
万
九
千
円
を
控
除
し
た
額
に
百
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た
額
（
こ
の
額
に
一
円
未
満

の
端
数
が
あ
る
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
端
数
金
額
が
五
十
銭
未
満
で
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
切
り
捨
て
、
そ

の
端
数
金
額
が
五
十
銭
以
上
で
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
一
円
に
切
り
上
げ
た
額
）
と
の
合
算
額
。
た
だ
し
、

特
定
疾
病
給
付
対
象
療
養
高
額
療
養
費
多
数
回
該
当
の
場
合
に
あ
っ
て
は
、
四
万
六
千
五
百
円
と
す
る
。

ホ

第
一
項
第
五
号
に
掲
げ
る
者

九
万
七
千
二
百
円
と
、
第
十
四
条
第
一
項
第
一
号
イ
か
ら
ヌ
ま
で
に
掲
げ

る
額
に
係
る
特
定
疾
病
給
付
対
象
療
養
に
つ
き
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
当
該
特

定
疾
病
給
付
対
象
療
養
に
要
し
た
費
用
の
額
（
そ
の
額
が
三
十
二
万
四
千
円
に
満
た
な
い
と
き
は
、
三
十
二

万
四
千
円
）
か
ら
三
十
二
万
四
千
円
を
控
除
し
た
額
に
百
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た
額
（
こ
の
額
に
一
円
未
満

の
端
数
が
あ
る
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
端
数
金
額
が
五
十
銭
未
満
で
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
切
り
捨
て
、
そ

の
端
数
金
額
が
五
十
銭
以
上
で
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
一
円
に
切
り
上
げ
た
額
）
と
の
合
算
額
。
た
だ
し
、

特
定
疾
病
給
付
対
象
療
養
高
額
療
養
費
多
数
回
該
当
の
場
合
に
あ
っ
て
は
、
四
万
六
千
五
百
円
と
す
る
。


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第
十
五
条
第
五
項
第
二
号
イ
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

ロ

第
一
項
第
二
号
に
掲
げ
る
者

十
五
万
千
五
百
円
と
、
第
十
四
条
第
一
項
第
一
号
イ
か
ら
ヌ
ま
で
に
掲
げ

る
額
に
係
る
特
定
疾
病
給
付
対
象
療
養
に
つ
き
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
当
該
特

定
疾
病
給
付
対
象
療
養
に
要
し
た
費
用
の
額
（
そ
の
額
が
五
十
万
五
千
円
に
満
た
な
い
と
き
は
、
五
十
万
五

千
円
）
か
ら
五
十
万
五
千
円
を
控
除
し
た
額
に
百
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た
額
（
こ
の
額
に
一
円
未
満
の
端
数

が
あ
る
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
端
数
金
額
が
五
十
銭
未
満
で
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
切
り
捨
て
、
そ
の
端
数

金
額
が
五
十
銭
以
上
で
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
一
円
に
切
り
上
げ
た
額
）
と
の
合
算
額
。
た
だ
し
、
特
定
疾

病
給
付
対
象
療
養
高
額
療
養
費
多
数
回
該
当
の
場
合
に
あ
っ
て
は
、
七
万
五
十
円
と
す
る
。

第
十
五
条
第
五
項
第
三
号
中
「
ハ
ま
で
」
を
「
ニ
ま
で
」
に
改
め
、
同
号
イ
中
「
第
一
項
第
一
号
」
を
「
第
一
項

第
十
号
又
は
第
十
一
号
」
に
、「
二
万
二
千
円
」
を
「
二
万
八
千
円
」
に
改
め
、
同
号
ハ
中
「
第
一
項
第
六
号
」を「
第

一
項
第
十
四
号
」
に
改
め
、
同
号
ハ
を
同
号
ニ
と
し
、
同
号
ロ
中
「
第
一
項
第
五
号
」
を
「
第
一
項
第
十
三
号
」に
、

「
一
万
千
円
」
を
「
一
万
三
千
円
」
に
改
め
、
同
号
ロ
を
同
号
ハ
と
し
、
同
号
イ
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

ロ

第
一
項
第
十
二
号
に
掲
げ
る
者

二
万
二
千
円

第
十
五
条
第
五
項
第
四
号
中
「
ハ
ま
で
」
を
「
ニ
ま
で
」
に
改
め
、
同
号
イ
中
「
第
一
項
第
一
号
」
を
「
第
一
項

第
十
号
又
は
第
十
一
号
」
に
、「
一
万
千
円
」
を
「
一
万
四
千
円
」
に
改
め
、
同
号
ハ
中
「
第
一
項
第
六
号
」
を
「
第

一
項
第
十
四
号
」
に
改
め
、
同
号
ハ
を
同
号
ニ
と
し
、
同
号
ロ
中
「
第
一
項
第
五
号
」
を
「
第
一
項
第
十
三
号
」に
、

「
五
千
五
百
円
」
を
「
六
千
五
百
円
」
に
改
め
、
同
号
ロ
を
同
号
ハ
と
し
、
同
号
イ
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

ロ

第
一
項
第
十
二
号
に
掲
げ
る
者

一
万
千
円

第
十
五
条
第
九
項
第
一
号
中
「
第
五
号
」
を
「
第
六
号
」
に
改
め
、
同
項
中
第
五
号
を
第
六
号
と
し
、
同
項
第
四

号
中
「
前
二
号
」
を
「
第
二
号
、
第
三
号
」
に
改
め
、
同
号
を
同
項
第
五
号
と
し
、
同
項
第
三
号
の
次
に
次
の
一
号

を
加
え
る
。

四

基
準
日
に
お
い
て
療
養
の
給
付
を
受
け
る
こ
と
と
し
た
場
合
に
法
第
六
十
七
条
第
一
項
第
一
号
の
規
定
が
適

用
さ
れ
る
者
（
次
号
又
は
第
六
号
に
掲
げ
る
者
を
除
く
。）
四
十
一
万
円

第
十
五
条
第
十
一
項
中
「
、
第
四
号
及
び
第
五
号
」
を
「
及
び
第
四
号
か
ら
第
六
号
ま
で
の
規
定
」
に
、「
同
項
第

四
号
及
び
第
五
号
」
を
「
同
項
第
五
号
及
び
第
六
号
」
に
改
め
る
。

第
十
六
条
第
一
項
第
一
号
中
「
イ
か
ら
ヘ
ま
で
」
を
「
イ
か
ら
カ
ま
で
」
に
改
め
、
同
号
イ
中
「
ロ
か
ら
ヘ
ま
で

に
掲
げ
る
者
以
外
の
」
を
「
前
条
第
一
項
第
一
号
に
掲
げ
る
」
に
、「
六
万
千
五
百
円
」
を
「
三
十
四
万
二
千
円
と
、

当
該
療
養
に
つ
き
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
当
該
療
養
に
要
し
た
費
用
の
額
（
そ
の
額
が

百
十
四
万
円
に
満
た
な
い
と
き
は
、
百
十
四
万
円
）
か
ら
百
十
四
万
円
を
控
除
し
た
額
に
百
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た

額
（
こ
の
額
に
一
円
未
満
の
端
数
が
あ
る
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
端
数
金
額
が
五
十
銭
未
満
で
あ
る
と
き
は
、
こ
れ

を
切
り
捨
て
、
そ
の
端
数
金
額
が
五
十
銭
以
上
で
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
一
円
に
切
り
上
げ
た
額
）
と
の
合
算
額
」

に
改
め
、
同
号
イ
た
だ
し
書
中
「
四
万
四
千
四
百
円
」
を
「
十
四
万
百
円
」
に
改
め
、
同
号
ヘ
中
「
前
条
第
一
項
第

六
号
」
を
「
前
条
第
一
項
第
十
四
号
」
に
改
め
、
同
号
ヘ
を
同
号
カ
と
し
、
同
号
ホ
中
「
前
条
第
一
項
第
五
号
」
を

「
前
条
第
一
項
第
十
三
号
」
に
改
め
、
同
号
ホ
を
同
号
ワ
と
し
、
同
号
ニ
中
「
前
条
第
一
項
第
四
号
」
を
「
前
条
第

一
項
第
九
号
」
に
改
め
、
同
号
ニ
を
同
号
リ
と
し
、
同
号
リ
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

ヌ

前
条
第
一
項
第
十
号
に
掲
げ
る
者

六
万
九
千
六
百
円
。
た
だ
し
、
高
額
療
養
費
多
数
回
該
当
の
場
合
に

あ
っ
て
は
、
四
万
四
千
四
百
円
と
す
る
。

ル

前
条
第
一
項
第
十
一
号
に
掲
げ
る
者
に
該
当
し
て
い
る
こ
と
に
つ
き
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に

よ
り
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
の
認
定
を
受
け
て
い
る
者

六
万
五
千
四
百
円
。
た
だ
し
、
高
額
療
養
費

多
数
回
該
当
の
場
合
に
あ
っ
て
は
、
四
万
四
千
四
百
円
と
す
る
。

ヲ

前
条
第
一
項
第
十
二
号
に
掲
げ
る
者

六
万
千
五
百
円
。
た
だ
し
、
高
額
療
養
費
多
数
回
該
当
の
場
合
に

あ
っ
て
は
、
三
万
四
千
五
百
円
と
す
る
。

第
十
六
条
第
一
項
第
一
号
ハ
中
「
前
条
第
一
項
第
三
号
」
を
「
前
条
第
一
項
第
六
号
」
に
改
め
、
同
号
ハ
を
同
号

ヘ
と
し
、
同
号
ヘ
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

ト

前
条
第
一
項
第
七
号
に
掲
げ
る
者
に
該
当
し
て
い
る
こ
と
に
つ
き
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ

り
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
の
認
定
を
受
け
て
い
る
者

十
一
万
四
百
円
と
、
当
該
療
養
に
つ
き
厚
生
労

働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
当
該
療
養
に
要
し
た
費
用
の
額
（
そ
の
額
が
三
十
六
万
八
千
円

に
満
た
な
い
と
き
は
、
三
十
六
万
八
千
円
）
か
ら
三
十
六
万
八
千
円
を
控
除
し
た
額
に
百
分
の
一
を
乗
じ
て

得
た
額
（
こ
の
額
に
一
円
未
満
の
端
数
が
あ
る
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
端
数
金
額
が
五
十
銭
未
満
で
あ
る
と

き
は
、
こ
れ
を
切
り
捨
て
、
そ
の
端
数
金
額
が
五
十
銭
以
上
で
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
一
円
に
切
り
上
げ
た

額
）
と
の
合
算
額
。
た
だ
し
、
高
額
療
養
費
多
数
回
該
当
の
場
合
に
あ
っ
て
は
、四
万
四
千
四
百
円
と
す
る
。

チ

前
条
第
一
項
第
八
号
に
掲
げ
る
者
に
該
当
し
て
い
る
こ
と
に
つ
き
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ

り
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
の
認
定
を
受
け
て
い
る
者

九
万
八
千
百
円
と
、
当
該
療
養
に
つ
き
厚
生
労

働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
当
該
療
養
に
要
し
た
費
用
の
額
（
そ
の
額
が
三
十
二
万
七
千
円

に
満
た
な
い
と
き
は
、
三
十
二
万
七
千
円
）
か
ら
三
十
二
万
七
千
円
を
控
除
し
た
額
に
百
分
の
一
を
乗
じ
て

得
た
額
（
こ
の
額
に
一
円
未
満
の
端
数
が
あ
る
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
端
数
金
額
が
五
十
銭
未
満
で
あ
る
と

き
は
、
こ
れ
を
切
り
捨
て
、
そ
の
端
数
金
額
が
五
十
銭
以
上
で
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
一
円
に
切
り
上
げ
た

額
）
と
の
合
算
額
。
た
だ
し
、
高
額
療
養
費
多
数
回
該
当
の
場
合
に
あ
っ
て
は
、四
万
四
千
四
百
円
と
す
る
。

第
十
六
条
第
一
項
第
一
号
ロ
中
「
前
条
第
一
項
第
二
号
に
掲
げ
る
」
を
「
前
条
第
一
項
第
三
号
に
掲
げ
る
者
に
該

当
し
て
い
る
こ
と
に
つ
き
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
の
認
定
を
受
け
て

い
る
」
に
改
め
、
同
号
ロ
を
同
号
ハ
と
し
、
同
号
ハ
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

ニ

前
条
第
一
項
第
四
号
に
掲
げ
る
者
に
該
当
し
て
い
る
こ
と
に
つ
き
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ

り
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
の
認
定
を
受
け
て
い
る
者

二
十
万
九
千
四
百
円
と
、
当
該
療
養
に
つ
き
厚

生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
当
該
療
養
に
要
し
た
費
用
の
額
（
そ
の
額
が
六
十
九
万
八

千
円
に
満
た
な
い
と
き
は
、
六
十
九
万
八
千
円
）
か
ら
六
十
九
万
八
千
円
を
控
除
し
た
額
に
百
分
の
一
を
乗

じ
て
得
た
額
（
こ
の
額
に
一
円
未
満
の
端
数
が
あ
る
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
端
数
金
額
が
五
十
銭
未
満
で
あ

る
と
き
は
、
こ
れ
を
切
り
捨
て
、
そ
の
端
数
金
額
が
五
十
銭
以
上
で
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
一
円
に
切
り
上

げ
た
額
）
と
の
合
算
額
。
た
だ
し
、
高
額
療
養
費
多
数
回
該
当
の
場
合
に
あ
っ
て
は
、九
万
三
千
円
と
す
る
。

ホ

前
条
第
一
項
第
五
号
に
掲
げ
る
者
に
該
当
し
て
い
る
こ
と
に
つ
き
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ

り
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
の
認
定
を
受
け
て
い
る
者

十
九
万
四
千
四
百
円
と
、
当
該
療
養
に
つ
き
厚

生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
当
該
療
養
に
要
し
た
費
用
の
額
（
そ
の
額
が
六
十
四
万
八

千
円
に
満
た
な
い
と
き
は
、
六
十
四
万
八
千
円
）
か
ら
六
十
四
万
八
千
円
を
控
除
し
た
額
に
百
分
の
一
を
乗

じ
て
得
た
額
（
こ
の
額
に
一
円
未
満
の
端
数
が
あ
る
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
端
数
金
額
が
五
十
銭
未
満
で
あ

る
と
き
は
、
こ
れ
を
切
り
捨
て
、
そ
の
端
数
金
額
が
五
十
銭
以
上
で
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
一
円
に
切
り
上

げ
た
額
）
と
の
合
算
額
。
た
だ
し
、
高
額
療
養
費
多
数
回
該
当
の
場
合
に
あ
っ
て
は
、九
万
三
千
円
と
す
る
。

第
十
六
条
第
一
項
第
一
号
イ
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

ロ

前
条
第
一
項
第
二
号
に
掲
げ
る
者
に
該
当
し
て
い
る
こ
と
に
つ
き
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ

り
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
の
認
定
を
受
け
て
い
る
者

三
十
万
三
千
円
と
、
当
該
療
養
に
つ
き
厚
生
労

働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
当
該
療
養
に
要
し
た
費
用
の
額
（
そ
の
額
が
百
一
万
円
に
満
た

な
い
と
き
は
、
百
一
万
円
）
か
ら
百
一
万
円
を
控
除
し
た
額
に
百
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た
額
（
こ
の
額
に
一

円
未
満
の
端
数
が
あ
る
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
端
数
金
額
が
五
十
銭
未
満
で
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
切
り
捨

て
、
そ
の
端
数
金
額
が
五
十
銭
以
上
で
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
一
円
に
切
り
上
げ
た
額
）
と
の
合
算
額
。
た

だ
し
、
高
額
療
養
費
多
数
回
該
当
の
場
合
に
あ
っ
て
は
、
十
四
万
百
円
と
す
る
。

第
十
六
条
第
一
項
第
二
号
中
「
イ
か
ら
ヘ
ま
で
」
を
「
イ
か
ら
カ
ま
で
」
に
改
め
、
同
号
イ
中
「
ロ
か
ら
ヘ
ま
で

に
掲
げ
る
者
以
外
の
」
を
「
前
条
第
二
項
第
一
号
に
掲
げ
る
」
に
、「
三
万
七
百
五
十
円
」
を
「
十
七
万
千
円
と
、
当

該
療
養
に
つ
き
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
当
該
療
養
に
要
し
た
費
用
の
額
（
そ
の
額
が
五

十
七
万
円
に
満
た
な
い
と
き
は
、
五
十
七
万
円
）
か
ら
五
十
七
万
円
を
控
除
し
た
額
に
百
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た
額

（
こ
の
額
に
一
円
未
満
の
端
数
が
あ
る
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
端
数
金
額
が
五
十
銭
未
満
で
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を

切
り
捨
て
、
そ
の
端
数
金
額
が
五
十
銭
以
上
で
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
一
円
に
切
り
上
げ
た
額
）
と
の
合
算
額
」
に

改
め
、
同
号
イ
た
だ
し
書
中
「
二
万
二
千
二
百
円
」
を
「
七
万
五
十
円
」
に
改
め
、
同
号
ヘ
中
「
前
条
第
二
項
第
六


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号
」
を
「
前
条
第
二
項
第
十
四
号
」
に
改
め
、
同
号
ヘ
を
同
号
カ
と
し
、
同
号
ホ
中
「
前
条
第
二
項
第
五
号
」を「
前

条
第
二
項
第
十
三
号
」
に
改
め
、
同
号
ホ
を
同
号
ワ
と
し
、
同
号
ニ
中
「
前
条
第
二
項
第
四
号
」
を
「
前
条
第
二
項

第
九
号
」
に
改
め
、
同
号
ニ
を
同
号
リ
と
し
、
同
号
リ
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

ヌ

前
条
第
二
項
第
十
号
に
掲
げ
る
者

三
万
四
千
八
百
円
。
た
だ
し
、
高
額
療
養
費
多
数
回
該
当
の
場
合
に

あ
っ
て
は
、
二
万
二
千
二
百
円
と
す
る
。

ル

前
条
第
二
項
第
十
一
号
に
掲
げ
る
者
に
該
当
し
て
い
る
こ
と
に
つ
き
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に

よ
り
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
の
認
定
を
受
け
て
い
る
者

三
万
二
千
七
百
円
。
た
だ
し
、
高
額
療
養
費

多
数
回
該
当
の
場
合
に
あ
っ
て
は
、
二
万
二
千
二
百
円
と
す
る
。

ヲ

前
条
第
二
項
第
十
二
号
に
掲
げ
る
者

三
万
七
百
五
十
円
。
た
だ
し
、
高
額
療
養
費
多
数
回
該
当
の
場
合

に
あ
っ
て
は
、
一
万
七
千
二
百
五
十
円
と
す
る
。

第
十
六
条
第
一
項
第
二
号
ハ
中
「
前
条
第
二
項
第
三
号
」
を
「
前
条
第
二
項
第
六
号
」
に
改
め
、
同
号
ハ
を
同
号

ヘ
と
し
、
同
号
ヘ
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

ト

前
条
第
二
項
第
七
号
に
掲
げ
る
者
に
該
当
し
て
い
る
こ
と
に
つ
き
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ

り
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
の
認
定
を
受
け
て
い
る
者

五
万
五
千
二
百
円
と
、
当
該
療
養
に
つ
き
厚
生

労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
当
該
療
養
に
要
し
た
費
用
の
額
（
そ
の
額
が
十
八
万
四
千
円

に
満
た
な
い
と
き
は
、
十
八
万
四
千
円
）
か
ら
十
八
万
四
千
円
を
控
除
し
た
額
に
百
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た

額
（
こ
の
額
に
一
円
未
満
の
端
数
が
あ
る
場
合
に
お
い
て
、そ
の
端
数
金
額
が
五
十
銭
未
満
で
あ
る
と
き
は
、

こ
れ
を
切
り
捨
て
、
そ
の
端
数
金
額
が
五
十
銭
以
上
で
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
一
円
に
切
り
上
げ
た
額
）
と

の
合
算
額
。
た
だ
し
、
高
額
療
養
費
多
数
回
該
当
の
場
合
に
あ
っ
て
は
、
二
万
二
千
二
百
円
と
す
る
。

チ

前
条
第
二
項
第
八
号
に
掲
げ
る
者
に
該
当
し
て
い
る
こ
と
に
つ
き
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ

り
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
の
認
定
を
受
け
て
い
る
者

四
万
九
千
五
十
円
と
、
当
該
療
養
に
つ
き
厚
生

労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
当
該
療
養
に
要
し
た
費
用
の
額
（
そ
の
額
が
十
六
万
三
千
五

百
円
に
満
た
な
い
と
き
は
、
十
六
万
三
千
五
百
円
）
か
ら
十
六
万
三
千
五
百
円
を
控
除
し
た
額
に
百
分
の
一

を
乗
じ
て
得
た
額
（
こ
の
額
に
一
円
未
満
の
端
数
が
あ
る
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
端
数
金
額
が
五
十
銭
未
満

で
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
切
り
捨
て
、
そ
の
端
数
金
額
が
五
十
銭
以
上
で
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
一
円
に
切

り
上
げ
た
額
）
と
の
合
算
額
。
た
だ
し
、
高
額
療
養
費
多
数
回
該
当
の
場
合
に
あ
っ
て
は
、
二
万
二
千
二
百

円
と
す
る
。

第
十
六
条
第
一
項
第
二
号
ロ
中
「
前
条
第
二
項
第
二
号
に
掲
げ
る
」
を
「
前
条
第
二
項
第
三
号
に
掲
げ
る
者
に
該

当
し
て
い
る
こ
と
に
つ
き
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
の
認
定
を
受
け
て

い
る
」
に
改
め
、
同
号
ロ
を
同
号
ハ
と
し
、
同
号
ハ
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

ニ

前
条
第
二
項
第
四
号
に
掲
げ
る
者
に
該
当
し
て
い
る
こ
と
に
つ
き
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ

り
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
の
認
定
を
受
け
て
い
る
者

十
万
四
千
七
百
円
と
、
当
該
療
養
に
つ
き
厚
生

労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
当
該
療
養
に
要
し
た
費
用
の
額
（
そ
の
額
が
三
十
四
万
九
千

円
に
満
た
な
い
と
き
は
、
三
十
四
万
九
千
円
）
か
ら
三
十
四
万
九
千
円
を
控
除
し
た
額
に
百
分
の
一
を
乗
じ

て
得
た
額
（
こ
の
額
に
一
円
未
満
の
端
数
が
あ
る
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
端
数
金
額
が
五
十
銭
未
満
で
あ
る

と
き
は
、
こ
れ
を
切
り
捨
て
、
そ
の
端
数
金
額
が
五
十
銭
以
上
で
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
一
円
に
切
り
上
げ

た
額
）
と
の
合
算
額
。
た
だ
し
、
高
額
療
養
費
多
数
回
該
当
の
場
合
に
あ
っ
て
は
、
四
万
六
千
五
百
円
と
す

る
。

ホ

前
条
第
二
項
第
五
号
に
掲
げ
る
者
に
該
当
し
て
い
る
こ
と
に
つ
き
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ

り
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
の
認
定
を
受
け
て
い
る
者

九
万
七
千
二
百
円
と
、
当
該
療
養
に
つ
き
厚
生

労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
当
該
療
養
に
要
し
た
費
用
の
額
（
そ
の
額
が
三
十
二
万
四
千

円
に
満
た
な
い
と
き
は
、
三
十
二
万
四
千
円
）
か
ら
三
十
二
万
四
千
円
を
控
除
し
た
額
に
百
分
の
一
を
乗
じ

て
得
た
額
（
こ
の
額
に
一
円
未
満
の
端
数
が
あ
る
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
端
数
金
額
が
五
十
銭
未
満
で
あ
る

と
き
は
、
こ
れ
を
切
り
捨
て
、
そ
の
端
数
金
額
が
五
十
銭
以
上
で
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
一
円
に
切
り
上
げ

た
額
）
と
の
合
算
額
。
た
だ
し
、
高
額
療
養
費
多
数
回
該
当
の
場
合
に
あ
っ
て
は
、
四
万
六
千
五
百
円
と
す

る
。

第
十
六
条
第
一
項
第
二
号
イ
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

ロ

前
条
第
二
項
第
二
号
に
掲
げ
る
者
に
該
当
し
て
い
る
こ
と
に
つ
き
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ

り
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
の
認
定
を
受
け
て
い
る
者

十
五
万
千
五
百
円
と
、
当
該
療
養
に
つ
き
厚
生

労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
当
該
療
養
に
要
し
た
費
用
の
額
（
そ
の
額
が
五
十
万
五
千
円

に
満
た
な
い
と
き
は
、
五
十
万
五
千
円
）
か
ら
五
十
万
五
千
円
を
控
除
し
た
額
に
百
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た

額
（
こ
の
額
に
一
円
未
満
の
端
数
が
あ
る
場
合
に
お
い
て
、そ
の
端
数
金
額
が
五
十
銭
未
満
で
あ
る
と
き
は
、

こ
れ
を
切
り
捨
て
、
そ
の
端
数
金
額
が
五
十
銭
以
上
で
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
一
円
に
切
り
上
げ
た
額
）
と

の
合
算
額
。
た
だ
し
、
高
額
療
養
費
多
数
回
該
当
の
場
合
に
あ
っ
て
は
、
七
万
五
十
円
と
す
る
。

第
十
六
条
第
一
項
第
三
号
中
「
ハ
ま
で
」
を
「
ニ
ま
で
」
に
改
め
、
同
号
イ
中
「
及
び
ハ
」
を
「
か
ら
ニ
ま
で
」

に
、「
二
万
二
千
円
」
を
「
二
万
八
千
円
」
に
改
め
、
同
号
ハ
中
「
前
条
第
三
項
第
三
号
」
を「
前
条
第
三
項
第
四
号
」

に
改
め
、
同
号
ハ
を
同
号
ニ
と
し
、
同
号
ロ
中
「
前
条
第
三
項
第
二
号
」
を
「
前
条
第
三
項
第
三
号
」
に
、「
一
万
千

円
」
を
「
一
万
三
千
円
」
に
改
め
、
同
号
ロ
を
同
号
ハ
と
し
、
同
号
イ
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

ロ

前
条
第
三
項
第
二
号
に
掲
げ
る
者
に
該
当
し
て
い
る
こ
と
に
つ
き
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ

り
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
の
認
定
を
受
け
て
い
る
者

二
万
二
千
円

（
国
家
公
務
員
共
済
組
合
法
施
行
令
の
一
部
改
正
）

第
九
条

国
家
公
務
員
共
済
組
合
法
施
行
令
（
昭
和
三
十
三
年
政
令
第
二
百
七
号
）の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
十
一
条
の
三
の
三
第
一
項
第
一
号
中
「
、
第
十
一
条
の
三
の
六
及
び
附
則
第
三
十
四
条
の
三
第
八
項
」
を
「
及

び
第
十
一
条
の
三
の
六
」
に
、「
、
第
十
一
条
の
三
の
六
及
び
附
則
第
三
十
四
条
の
三
に
」
を
「
及
び
第
十
一
条
の
三

の
六
に
」
に
改
め
、「
第
五
項
ま
で
」
の
下
に
「
、
第
十
一
条
の
三
の
四
の
二
」
を
加
え
、「
並
び
に
附
則
第
三
十
四
条

の
三
第
一
項
、
第
二
項
及
び
第
八
項
」
を
削
り
、「
第
十
一
条
の
三
の
五
第
五
項
」
を
「
第
十
一
条
の
三
の
四
の
二
第

一
項
第
一
号
」
に
改
め
、
同
項
第
二
号
及
び
同
条
第
二
項
中
「
第
十
一
条
の
三
の
五
第
五
項
」
を
「
第
十
一
条
の
三

の
四
の
二
第
一
項
第
一
号
」
に
改
め
、
同
条
第
三
項
中
「
及
び
附
則
第
三
十
四
条
の
三
第
二
項
第
一
号
」
を
削
り
、

同
条
第
四
項
中
「
前
項
第
一
号
及
び
第
二
号
」
を
「
前
項
各
号
」
に
改
め
、
同
条
第
五
項
中
「
第
三
項
第
一
号
及
び

第
二
号
」
を
「
第
三
項
各
号
」
に
改
め
る
。

第
十
一
条
の
三
の
四
の
見
出
し
を
削
り
、
同
条
の
前
に
見
出
し
と
し
て「（
年
間
の
高
額
療
養
費
の
支
給
要
件
及
び

支
給
額
）」を
付
し
、
同
条
第
一
項
中
「
高
額
療
養
費
按あ

ん

分
率
（
第
七
号
」
を
「
高
額
療
養
費
按
分
率
（
第
七
号
」に
、

「
高
額
療
養
費
按あ
ん

分
率
（
第
十
三
号
」
を
「
高
額
療
養
費
按
分
率
（
第
十
三
号
」
に
改
め
、
同
項
第
一
号
中
「
こ
の

条
並
び
に
第
十
一
条
の
三
の
六
の
二
第
一
項
、
第
二
項
、
第
五
項
及
び
第
七
項
に
お
い
て
」
を
削
り
、
同
項
第
三
号

中「（
同
条
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）」
を
削
り
、
同
条
第
八
項
中
「
特
別
区
を
含
む
」
の
下
に

「
。
第
十
一
条
の
三
の
五
及
び
第
十
一
条
の
三
の
六
の
三
第
一
項
第
五
号
に
お
い
て
同
じ
」
を
加
え
、
同
条
の
次
に

次
の
一
条
を
加
え
る
。

第
十
一
条
の
三
の
四
の
二

高
額
療
養
費
は
、
計
算
期
間
に
お
い
て
、
基
準
日
組
合
員
又
は
そ
の
被
扶
養
者
が
そ
れ

ぞ
れ
当
該
組
合
の
組
合
員
又
は
そ
の
被
扶
養
者
と
し
て
受
け
た
療
養
（
法
第
五
十
九
条
第
一
項
又
は
第
二
項
の
規

定
に
よ
る
給
付
に
係
る
療
養
（
次
項
及
び
第
十
一
条
の
三
の
六
の
二
に
お
い
て
「
継
続
給
付
に
係
る
療
養
」
と
い

う
。）を
含
む
。）に
係
る
次
に
掲
げ
る
金
額
の
合
算
額
（
第
十
一
条
の
三
の
三
第
一
項
か
ら
第
五
項
ま
で
又
は
前
条

の
規
定
に
よ
り
高
額
療
養
費
が
支
給
さ
れ
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
当
該
支
給
額
を
控
除
し
た
金
額
と
し
、
法
第
五

十
一
条
に
規
定
す
る
短
期
給
付
と
し
て
次
に
掲
げ
る
金
額
に
係
る
負
担
を
軽
減
す
る
た
め
の
給
付
が
行
わ
れ
る
場

合
に
あ
つ
て
は
、
当
該
給
付
に
相
当
す
る
金
額
を
控
除
し
た
金
額
と
す
る
。）か
ら
七
十
歳
以
上
年
間
世
帯
支
給
総

額
（
次
項
に
規
定
す
る
七
十
歳
以
上
一
部
負
担
金
等
年
間
世
帯
合
算
額
か
ら
同
項
の
七
十
歳
以
上
年
間
高
額
療
養

費
算
定
基
準
額
を
控
除
し
た
金
額
（
当
該
金
額
が
零
を
下
回
る
場
合
に
は
、
零
と
す
る
。）を
い
う
。）を
控
除
し
た

金
額
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
一
部
負
担
金
等
年
間
世
帯
合
算
額
」
と
い
う
。）が
高
額
療
養
費
算
定
基
準
額
を

超
え
る
場
合
に
基
準
日
組
合
員
に
支
給
す
る
も
の
と
し
、
そ
の
額
は
、
一
部
負
担
金
等
年
間
世
帯
合
算
額
か
ら
高

額
療
養
費
算
定
基
準
額
を
控
除
し
た
金
額
と
す
る
。

一

当
該
療
養
（
特
定
給
付
対
象
療
養
を
除
く
。）に
係
る
第
十
一
条
の
三
の
三
第
一
項
第
一
号
イ
か
ら
ヘ
ま
で
に

掲
げ
る
金
額
（
七
十
歳
に
達
す
る
日
の
属
す
る
月
以
前
の
当
該
療
養
に
係
る
も
の
に
あ
つ
て
は
、
同
一
の
月
に

そ
れ
ぞ
れ
一
の
病
院
等
か
ら
受
け
た
当
該
療
養
に
つ
い
て
二
万
千
円
（
同
条
第
四
項
各
号
に
掲
げ
る
療
養
（
以

下
「
七
十
五
歳
到
達
時
特
例
対
象
療
養
」
と
い
う
。）に
係
る
も
の
に
あ
つ
て
は
、
一
万
五
百
円
）
以
上
の
も
の

に
限
る
。）を
合
算
し
た
金
額


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二

当
該
療
養
（
特
定
給
付
対
象
療
養
に
限
る
。）に
つ
い
て
、
当
該
療
養
を
受
け
た
者
が
な
お
負
担
す
べ
き
金
額

（
七
十
歳
に
達
す
る
日
の
属
す
る
月
以
前
の
特
定
給
付
対
象
療
養
に
係
る
も
の
に
あ
つ
て
は
、
当
該
特
定
給
付

対
象
療
養
に
係
る
第
十
一
条
の
三
の
三
第
一
項
第
一
号
イ
か
ら
ヘ
ま
で
に
掲
げ
る
金
額
が
同
一
の
月
に
そ
れ
ぞ

れ
一
の
病
院
等
か
ら
受
け
た
当
該
特
定
給
付
対
象
療
養
に
つ
い
て
二
万
千
円
（
七
十
五
歳
到
達
時
特
例
対
象
療

養
に
係
る
も
の
に
あ
つ
て
は
、
一
万
五
百
円
）
以
上
の
も
の
に
限
る
。）を
合
算
し
た
金
額

２

前
項
各
号
に
掲
げ
る
金
額
の
う
ち
、
七
十
歳
に
達
す
る
日
の
属
す
る
月
の
翌
月
以
後
に
受
け
た
療
養
（
継
続
給

付
に
係
る
療
養
を
含
む
。）に
係
る
金
額
を
合
算
し
た
金
額
（
第
十
一
条
の
三
の
三
第
一
項
か
ら
第
五
項
ま
で
又
は

前
条
の
規
定
に
よ
り
高
額
療
養
費
が
支
給
さ
れ
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
当
該
支
給
額
を
控
除
し
た
金
額
と
し
、
法

第
五
十
一
条
に
規
定
す
る
短
期
給
付
と
し
て
前
項
各
号
に
掲
げ
る
金
額
に
係
る
負
担
を
軽
減
す
る
た
め
の
給
付
が

行
わ
れ
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
当
該
給
付
に
相
当
す
る
金
額
を
控
除
し
た
金
額
と
す
る
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て

「
七
十
歳
以
上
一
部
負
担
金
等
年
間
世
帯
合
算
額
」
と
い
う
。）が
七
十
歳
以
上
年
間
高
額
療
養
費
算
定
基
準
額
を

超
え
る
場
合
は
、
七
十
歳
以
上
一
部
負
担
金
等
年
間
世
帯
合
算
額
か
ら
七
十
歳
以
上
年
間
高
額
療
養
費
算
定
基
準

額
を
控
除
し
た
金
額
を
高
額
療
養
費
と
し
て
基
準
日
組
合
員
に
支
給
す
る
。

第
十
一
条
の
三
の
五
第
六
項
第
一
号
中
「
又
は
」
を
「
及
び
」
に
、「
八
万
百
円
」
を「
八
万
五
千
八
百
円
」に
、「
四

万
五
十
円
」
を
「
四
万
二
千
九
百
円
」
に
、「
二
十
六
万
七
千
円
」
を
「
二
十
八
万
六
千
円
」
に
、「
十
三
万
三
千
五
百

円
」
を
「
十
四
万
三
千
円
」
に
改
め
、
同
項
第
二
号
中
「
五
万
七
千
六
百
円
」
を
「
六
万
千
五
百
円
」
に
、「
二
万
八

千
八
百
円
」
を
「
三
万
七
百
五
十
円
」
に
改
め
、
同
項
第
三
号
中
「
一
万
八
千
円
」
を
「
二
万
二
千
円
」
に
、「
九
千

円
」
を
「
一
万
千
円
」
に
改
め
、
同
条
第
七
項
第
一
号
中
「
次
号
又
は
」
を
「
次
号
及
び
」
に
改
め
、同
号
イ
中「
八

万
百
円
」
を
「
八
万
五
千
八
百
円
」
に
、「
四
万
五
十
円
」
を
「
四
万
二
千
九
百
円
」
に
、「
二
十
六
万
七
千
円
」を「
二

十
八
万
六
千
円
」
に
、「
十
三
万
三
千
五
百
円
」
を
「
十
四
万
三
千
円
」
に
改
め
、
同
号
ロ
中
「
二
十
五
万
二
千
六
百

円
」
を
「
二
十
七
万
三
百
円
」
に
、「
十
二
万
六
千
三
百
円
」
を
「
十
三
万
五
千
百
五
十
円
」に
、「
八
十
四
万
二
千
円
」

を
「
九
十
万
千
円
」
に
、「
四
十
二
万
千
円
」
を
「
四
十
五
万
五
百
円
」
に
改
め
、
同
号
ハ
中「
十
六
万
七
千
四
百
円
」

を
「
十
七
万
九
千
百
円
」
に
、「
八
万
三
千
七
百
円
」
を
「
八
万
九
千
五
百
五
十
円
」
に
、「
五
十
五
万
八
千
円
」を「
五

十
九
万
七
千
円
」
に
、「
二
十
七
万
九
千
円
」
を
「
二
十
九
万
八
千
五
百
円
」
に
改
め
、
同
号
ニ
中
「
五
万
七
千
六
百

円
」
を
「
六
万
千
五
百
円
」
に
、「
二
万
八
千
八
百
円
」
を
「
三
万
七
百
五
十
円
」
に
改
め
、
同
号
ホ
中
「
三
万
五
千

四
百
円
」
を
「
三
万
六
千
九
百
円
」
に
、「
一
万
七
千
七
百
円
」
を
「
一
万
八
千
四
百
五
十
円
」
に
改
め
、
同
項
第
二

号
イ
中
「
五
万
七
千
六
百
円
」
を
「
六
万
千
五
百
円
」
に
、「
二
万
八
千
八
百
円
」
を
「
三
万
七
百
五
十
円
」に
改
め
、

同
号
ロ
中
「
二
十
五
万
二
千
六
百
円
」
を
「
二
十
七
万
三
百
円
」
に
、「
十
二
万
六
千
三
百
円
」
を
「
十
三
万
五
千
百

五
十
円
」
に
、「
八
十
四
万
二
千
円
」
を
「
九
十
万
千
円
」
に
、「
四
十
二
万
千
円
」
を
「
四
十
五
万
五
百
円
」に
改
め
、

同
号
ハ
中
「
十
六
万
七
千
四
百
円
」
を
「
十
七
万
九
千
百
円
」
に
、「
八
万
三
千
七
百
円
」
を
「
八
万
九
千
五
百
五
十

円
」
に
、「
五
十
五
万
八
千
円
」
を
「
五
十
九
万
七
千
円
」
に
、「
二
十
七
万
九
千
円
」
を
「
二
十
九
万
八
千
五
百
円
」

に
改
め
、
同
号
ニ
中
「
八
万
百
円
」
を
「
八
万
五
千
八
百
円
」
に
、「
四
万
五
十
円
」
を「
四
万
二
千
九
百
円
」に
、「
二

十
六
万
七
千
円
」
を
「
二
十
八
万
六
千
円
」
に
、「
十
三
万
三
千
五
百
円
」
を
「
十
四
万
三
千
円
」
に
改
め
、
同
号
ホ

中
「
二
万
四
千
六
百
円
」
を
「
二
万
五
千
七
百
円
」
に
、「
一
万
二
千
三
百
円
）」を
「
一
万
二
千
八
百
五
十
円
）。
た

だ
し
、
特
定
疾
病
給
付
対
象
療
養
高
額
療
養
費
多
数
回
該
当
の
場
合
に
あ
つ
て
は
、
二
万
四
千
六
百
円
（
七
十
五
歳

到
達
時
特
例
対
象
療
養
に
係
る
も
の
に
あ
つ
て
は
、
一
万
二
千
三
百
円
）
と
す
る
。」に
改
め
、
同
号
ヘ
中
「
一
万
五

千
円
」
を
「
一
万
五
千
七
百
円
」
に
、「
七
千
五
百
円
」
を
「
七
千
八
百
五
十
円
」
に
改
め
、
同
項
第
三
号
中
「
又
は

ロ
」
を
「
か
ら
ハ
ま
で
」
に
改
め
、
同
号
イ
中
「
一
万
八
千
円
」
を
「
二
万
二
千
円
」
に
改
め
、
同
号
ロ
中
「
又
は

第
六
号
」
を
削
り
、「
八
千
円
」
を
「
一
万
千
円
」
に
改
め
、
同
号
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

ハ

第
三
項
第
六
号
に
掲
げ
る
者

八
千
円

第
十
一
条
の
三
の
五
第
八
項
第
一
号
中
「
又
は
」
を
「
及
び
」
に
、「
三
万
五
千
四
百
円
」
を「
三
万
六
千
九
百
円
」

に
改
め
、
同
項
第
二
号
中
「
一
万
五
千
円
」
を
「
一
万
五
千
七
百
円
」
に
改
め
、
同
条
第
十
項
中
「
前
条
第
一
項
」

を
「
第
十
一
条
の
三
の
四
第
一
項
」
に
、「
十
四
万
四
千
円
」
を
「
次
の
各
号
に
掲
げ
る
者
の
区
分
に
応
じ
、
当
該
各

号
に
定
め
る
金
額
」
に
改
め
、
同
項
に
次
の
各
号
を
加
え
る
。

一

次
号
に
掲
げ
る
者
以
外
の
者

二
十
一
万
六
千
円

二

市
町
村
民
税
非
課
税
者
（
基
準
日
の
属
す
る
年
度
の
前
年
度
（
次
条
第
十
二
項
の
規
定
に
よ
り
前
年
の
八
月

一
日
か
ら
そ
の
年
の
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
い
ず
れ
か
の
日
を
基
準
日
と
み
な
し
た
場
合
に
あ
つ
て
は
、
当
該

基
準
日
と
み
な
し
た
日
の
属
す
る
年
度
）
分
の
地
方
税
法
の
規
定
に
よ
る
市
町
村
民
税
が
課
さ
れ
な
い
者
（
市

町
村
の
条
例
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
当
該
市
町
村
民
税
を
免
除
さ
れ
た
者
を
含
む
も
の
と
し
、
当
該
市
町
村

民
税
の
賦
課
期
日
に
お
い
て
同
法
の
施
行
地
に
住
所
を
有
し
な
い
者
を
除
く
。）を
い
う
。）で
あ
る
組
合
員
又
は

基
準
日
に
お
い
て
要
保
護
者
で
あ
る
者
で
あ
つ
て
財
務
省
令
で
定
め
る
も
の
に
該
当
す
る
組
合
員

九
万
六
千

円

第
十
一
条
の
三
の
五
第
一
項
第
一
号
中
「
八
万
百
円
と
、
第
十
一
条
の
三
の
三
第
一
項
第
一
号
及
び
第
二
号
」
を

「
八
万
五
千
八
百
円
と
、
第
十
一
条
の
三
の
三
第
一
項
各
号
」
に
、「
二
十
六
万
七
千
円
」
を
「
二
十
八
万
六
千
円
」

に
改
め
、
同
項
第
二
号
中
「
二
十
五
万
二
千
六
百
円
と
、
第
十
一
条
の
三
の
三
第
一
項
第
一
号
及
び
第
二
号
」を「
二

十
七
万
三
百
円
と
、
第
十
一
条
の
三
の
三
第
一
項
各
号
」
に
、「
八
十
四
万
二
千
円
」
を
「
九
十
万
千
円
」
に
改
め
、

同
項
第
三
号
中
「
十
六
万
七
千
四
百
円
と
、
第
十
一
条
の
三
の
三
第
一
項
第
一
号
及
び
第
二
号
」
を
「
十
七
万
九
千

百
円
と
、
第
十
一
条
の
三
の
三
第
一
項
各
号
」
に
、「
五
十
五
万
八
千
円
」
を
「
五
十
九
万
七
千
円
」
に
改
め
、
同
項

第
四
号
中
「
五
万
七
千
六
百
円
」
を
「
六
万
千
五
百
円
」
に
改
め
、
同
項
第
五
号
中「
所
得
割
を
除
く
。」の
下
に「
第

十
項
第
二
号
、
第
十
一
項
第
四
号
及
び
」
を
加
え
、「（
特
別
区
を
含
む
。
同
号
に
お
い
て
同
じ
。）」
を
削
り
、「
第
三

項
に
」
を
「
以
下
こ
の
条
に
」
に
、「
及
び
」
を
「
又
は
」
に
、「
三
万
五
千
四
百
円
」
を
「
三
万
六
千
九
百
円
」
に
改

め
、
同
条
第
二
項
第
一
号
中
「
四
万
五
十
円
と
、
第
十
一
条
の
三
の
三
第
二
項
第
一
号
及
び
第
二
号
」
を
「
四
万
二

千
九
百
円
と
、
第
十
一
条
の
三
の
三
第
二
項
各
号
」
に
、「
十
三
万
三
千
五
百
円
」
を
「
十
四
万
三
千
円
」
に
改
め
、

同
項
第
二
号
中
「
規
定
す
る
」
を
「
掲
げ
る
」
に
、「
十
二
万
六
千
三
百
円
と
、
第
十
一
条
の
三
の
三
第
二
項
第
一
号

及
び
第
二
号
」
を
「
十
三
万
五
千
百
五
十
円
と
、
第
十
一
条
の
三
の
三
第
二
項
各
号
」
に
、「
四
十
二
万
千
円
」を「
四

十
五
万
五
百
円
」
に
改
め
、
同
項
第
三
号
中
「
規
定
す
る
」
を
「
掲
げ
る
」
に
、「
八
万
三
千
七
百
円
と
、
第
十
一
条

の
三
の
三
第
二
項
第
一
号
及
び
第
二
号
」
を
「
八
万
九
千
五
百
五
十
円
と
、
第
十
一
条
の
三
の
三
第
二
項
各
号
」に
、

「
二
十
七
万
九
千
円
」
を
「
二
十
九
万
八
千
五
百
円
」
に
改
め
、
同
項
第
四
号
中
「
規
定
す
る
」
を
「
掲
げ
る
」に
、

「
二
万
八
千
八
百
円
」
を
「
三
万
七
百
五
十
円
」
に
改
め
、
同
項
第
五
号
中
「
規
定
す
る
」
を
「
掲
げ
る
」
に
、「
一

万
七
千
七
百
円
」
を
「
一
万
八
千
四
百
五
十
円
」
に
改
め
、
同
条
第
三
項
第
一
号
中
「
五
万
七
千
六
百
円
」
を
「
六

万
千
五
百
円
」
に
改
め
、
同
項
第
二
号
中
「
二
十
五
万
二
千
六
百
円
と
、
第
十
一
条
の
三
の
三
第
三
項
第
一
号
及
び

第
二
号
」
を
「
二
十
七
万
三
百
円
と
、
第
十
一
条
の
三
の
三
第
三
項
各
号
」
に
、「
八
十
四
万
二
千
円
」
を
「
九
十
万

千
円
」
に
改
め
、
同
項
第
三
号
中
「
十
六
万
七
千
四
百
円
と
、
第
十
一
条
の
三
の
三
第
三
項
第
一
号
及
び
第
二
号
」

を
「
十
七
万
九
千
百
円
と
、
第
十
一
条
の
三
の
三
第
三
項
各
号
」
に
、「
五
十
五
万
八
千
円
」
を「
五
十
九
万
七
千
円
」

に
改
め
、
同
項
第
四
号
中
「
八
万
百
円
と
、
第
十
一
条
の
三
の
三
第
三
項
第
一
号
及
び
第
二
号
」
を
「
八
万
五
千
八

百
円
と
、
第
十
一
条
の
三
の
三
第
三
項
各
号
」
に
、「
二
十
六
万
七
千
円
」
を
「
二
十
八
万
六
千
円
」
に
改
め
、
同
項

第
五
号
中
「
二
万
四
千
六
百
円
」
を
「
二
万
五
千
七
百
円
。
た
だ
し
、
高
額
療
養
費
多
数
回
該
当
の
場
合
に
あ
つ
て

は
、
二
万
四
千
六
百
円
と
す
る
。」に
改
め
、
同
項
第
六
号
中
「
一
万
五
千
円
」
を
「
一
万
五
千
七
百
円
」
に
改
め
、

同
条
第
四
項
第
一
号
中
「
二
万
八
千
八
百
円
」
を
「
三
万
七
百
五
十
円
」
に
改
め
、
同
項
第
二
号
中
「
十
二
万
六
千

三
百
円
」
を
「
十
三
万
五
千
百
五
十
円
」
に
、「
四
十
二
万
千
円
」
を
「
四
十
五
万
五
百
円
」
に
改
め
、
同
項
第
三
号

中
「
八
万
三
千
七
百
円
」
を
「
八
万
九
千
五
百
五
十
円
」
に
、「
二
十
七
万
九
千
円
」
を
「
二
十
九
万
八
千
五
百
円
」

に
改
め
、
同
項
第
四
号
中
「
四
万
五
十
円
」
を
「
四
万
二
千
九
百
円
」
に
、「
十
三
万
三
千
五
百
円
」
を
「
十
四
万
三

千
円
」
に
改
め
、
同
項
第
五
号
中
「
一
万
二
千
三
百
円
」
を
「
一
万
二
千
八
百
五
十
円
。
た
だ
し
、
高
額
療
養
費
多

数
回
該
当
の
場
合
に
あ
つ
て
は
、
一
万
二
千
三
百
円
と
す
る
。」に
改
め
、
同
項
第
六
号
中
「
七
千
五
百
円
」
を
「
七

千
八
百
五
十
円
」
に
改
め
、
同
条
第
五
項
中
「
同
条
第
四
項
各
号
に
掲
げ
る
療
養
（
以
下
こ
の
条
及
び
第
十
一
条
の

三
の
六
の
二
第
一
項
第
一
号
に
お
い
て
「
七
十
五
歳
到
達
時
特
例
対
象
療
養
」
と
い
う
。）」
を
「
七
十
五
歳
到
達
時

特
例
対
象
療
養
」
に
改
め
、
同
項
第
一
号
中
「
一
万
八
千
円
」
を
「
二
万
二
千
円
」
に
改
め
、
同
項
第
二
号
中
「
又

は
第
六
号
」
を
削
り
、「
八
千
円
」
を
「
一
万
千
円
」
に
改
め
、
同
項
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

三

第
三
項
第
六
号
に
掲
げ
る
者

八
千
円


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第
十
一
条
の
三
の
六
第
十
一
項
中
「
第
十
一
条
の
三
の
三
」
の
下
に
「
及
び
第
十
一
条
の
三
の
四
の
二
」
を
、「
第

四
十
一
条
」
の
下
に
「
及
び
第
四
十
一
条
の
三
」
を
、「
同
条
第
十
項
中
」
の
下
に「「
被
保
険
者
」
と
あ
る
の
は
「
組

合
員
」
と
、」を
加
え
、
同
条
中
第
十
四
項
を
第
十
五
項
と
し
、
同
条
第
十
三
項
中
「
前
三
条
」
を
「
第
十
一
条
の
三

の
三
か
ら
前
条
ま
で
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
十
四
項
と
し
、
同
条
第
十
二
項
中
「
そ
の
資
格
」
を
「
当
該
組
合

員
の
資
格
」
に
改
め
、
同
項
の
次
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

13

組
合
員
（
基
準
日
組
合
員
を
除
く
。）が
計
算
期
間
に
お
い
て
当
該
組
合
員
の
資
格
を
喪
失
し
た
場
合
に
お
け
る

第
十
一
条
の
三
の
四
の
二
の
規
定
に
よ
る
高
額
療
養
費
の
支
給
に
つ
い
て
は
、
当
該
資
格
を
喪
失
し
た
日
（
計
算

期
間
に
お
い
て
当
該
資
格
を
喪
失
し
た
日
が
複
数
あ
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
当
該
資
格
を
喪
失
し
た
日
の
う
ち
最

も
遅
い
日
）
の
前
日
を
基
準
日
と
み
な
し
て
、同
条
並
び
に
前
条
第
十
一
項
及
び
第
十
二
項
の
規
定
を
適
用
す
る
。

第
十
一
条
の
三
の
六
の
二
第
一
項
中「（
次
項
の
」
を「（
次
項
に
規
定
す
る
」
に
、「
介
護
合
算
按あ

ん

分
率
」
を
「
介
護

合
算
按
分
率
」
に
改
め
、
同
項
第
一
号
中
「
法
第
五
十
九
条
第
一
項
又
は
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
給
付
に
係
る
療
養

（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
継
続
給
付
に
係
る
療
養
」
と
い
う
。）」
を
「
継
続
給
付
に
係
る
療
養
」
に
、「
又
は
第
十

一
条
の
三
の
四
」
を
「
、
第
十
一
条
の
三
の
四
又
は
第
十
一
条
の
三
の
四
の
二
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
「
七
十

歳
以
上
介
護
合
算
按あ
ん

分
率
」
を
「
七
十
歳
以
上
介
護
合
算
按
分
率
」
に
改
め
、
同
条
第
四
項
中
「
療
養
（
第
一
号
に

規
定
す
る
」
及
び
「
療
養
（
同
号
に
規
定
す
る
」
を
「
療
養
（
」
に
、「
係
る
同
号
」
を
「
係
る
第
一
号
」
に
改
め
、

同
条
第
五
項
中「（
次
項
の
」
を「（
次
項
に
規
定
す
る
」
に
、「
介
護
合
算
按あ
ん

分
率
」
を
「
介
護
合
算
按
分
率
」に
改
め
、

同
条
第
六
項
中
「
七
十
歳
以
上
介
護
合
算
按あ
ん

分
率
」
を
「
七
十
歳
以
上
介
護
合
算
按
分
率
」
に
改
め
、
同
条
第
七
項

中
「
介
護
合
算
按あ
ん

分
率
」
を
「
介
護
合
算
按
分
率
」
に
改
め
る
。

第
十
一
条
の
三
の
六
の
三
第
二
項
第
二
号
中
「
基
準
日
に
お
い
て
療
養
の
給
付
を
受
け
る
こ
と
と
し
た
場
合
に
法

第
五
十
五
条
第
二
項
第
三
号
の
規
定
が
適
用
さ
れ
る
者
（
次
号
及
び
第
四
号
に
お
い
て「
第
三
号
適
用
者
」と
い
う
。）

で
あ
つ
て
、」を
削
り
、「
も
の
」
を
「
第
三
号
適
用
者
」
に
改
め
、
同
項
第
三
号
及
び
第
四
号
中
「
第
三
号
適
用
者
で

あ
つ
て
、」を
削
り
、「
も
の
」
を
「
第
三
号
適
用
者
」
に
改
め
、
同
条
第
五
項
の
表
中
「
第
四
十
四
条
第
五
項
」を「
第

四
十
四
条
第
六
項
」
に
、「
第
四
十
四
条
第
七
項
」
を
「
第
四
十
四
条
第
八
項
」
に
改
め
る
。

附
則
第
三
十
四
条
の
三
及
び
第
三
十
四
条
の
四
を
削
る
。

第
十
条

国
家
公
務
員
共
済
組
合
法
施
行
令
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
十
一
条
の
三
の
五
第
一
項
第
一
号
中
「
次
号
か
ら
第
五
号
ま
で
に
掲
げ
る
者
以
外
の
者
」
を
「
療
養
の
あ
つ
た

月
の
標
準
報
酬
の
月
額
が
百
二
十
七
万
円
以
上
の
組
合
員
又
は
そ
の
被
扶
養
者
」
に
、「
八
万
五
千
八
百
円
」
を
「
三

十
四
万
二
千
円
」
に
、「
二
十
八
万
六
千
円
」
を
「
百
十
四
万
円
」
に
改
め
、
同
号
た
だ
し
書
中「
四
万
四
千
四
百
円
」

を
「
十
四
万
百
円
」
に
改
め
、
同
項
第
五
号
中
「
第
十
一
項
第
四
号
」
を
「
第
十
一
項
第
五
号
」
に
、「
第
三
項
第
五

号
」
を
「
第
三
項
第
十
三
号
」
に
、「
第
二
号
又
は
第
三
号
」
を
「
第
一
号
か
ら
第
六
号
ま
で
」
に
改
め
、
同
号
を
同

項
第
十
三
号
と
し
、
同
項
第
四
号
中
「
二
十
八
万
円
」
を
「
十
六
万
円
」
に
改
め
、
同
号
た
だ
し
書
中
「
四
万
四
千

四
百
円
」
を
「
三
万
四
千
五
百
円
」
に
改
め
、
同
号
を
同
項
第
十
二
号
と
し
、
同
項
第
三
号
中
「
八
十
三
万
円
」
を

「
六
十
二
万
円
」
に
改
め
、
同
号
を
同
項
第
六
号
と
し
、
同
号
の
次
に
次
の
五
号
を
加
え
る
。

七

療
養
の
あ
つ
た
月
の
標
準
報
酬
の
月
額
が
四
十
四
万
円
以
上
五
十
三
万
円
未
満
の
組
合
員
又
は
そ
の
被
扶
養

者
（
第
十
三
号
に
掲
げ
る
者
を
除
く
。）
十
一
万
四
百
円
と
、
第
十
一
条
の
三
の
三
第
一
項
各
号
に
掲
げ
る
金

額
を
合
算
し
た
金
額
に
係
る
療
養
に
つ
き
財
務
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
当
該
療
養
に
要
し
た

費
用
の
額
（
そ
の
額
が
三
十
六
万
八
千
円
に
満
た
な
い
と
き
は
、
三
十
六
万
八
千
円
）
か
ら
三
十
六
万
八
千
円

を
控
除
し
た
金
額
に
百
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た
金
額（
そ
の
金
額
に
一
円
未
満
の
端
数
が
あ
る
場
合
に
お
い
て
、

そ
の
端
数
金
額
が
五
十
銭
未
満
で
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
切
り
捨
て
た
金
額
と
し
、
そ
の
端
数
金
額
が
五
十
銭

以
上
で
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
一
円
に
切
り
上
げ
た
金
額
と
す
る
。）と
の
合
算
額
。
た
だ
し
、
高
額
療
養
費
多

数
回
該
当
の
場
合
に
あ
つ
て
は
、
四
万
四
千
四
百
円
と
す
る
。

第
十
一
条
の
三
の
五
に
次
の
二
項
を
加
え
る
。

11

前
条
第
一
項
の
高
額
療
養
費
算
定
基
準
額
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
者
の
区
分
に
応
じ
、
当
該
各
号
に
定
め
る

金
額
と
す
る
。

一

次
号
か
ら
第
四
号
ま
で
に
掲
げ
る
者
以
外
の
者

五
十
三
万
円

二

基
準
日
が
属
す
る
月
の
標
準
報
酬
の
月
額
が
八
十
三
万
円
以
上
の
組
合
員

百
六
十
八
万
円

三

基
準
日
が
属
す
る
月
の
標
準
報
酬
の
月
額
が
五
十
三
万
円
以
上
八
十
三
万
円
未
満
の
組
合
員

百
十
一
万
円

四

市
町
村
民
税
非
課
税
者
（
基
準
日
の
属
す
る
年
度
の
前
年
度
（
次
条
第
十
三
項
の
規
定
に
よ
り
前
年
の
八
月

一
日
か
ら
そ
の
年
の
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
い
ず
れ
か
の
日
を
基
準
日
と
み
な
し
た
場
合
に
あ
つ
て
は
、
当
該

基
準
日
と
み
な
し
た
日
の
属
す
る
年
度
）
分
の
地
方
税
法
の
規
定
に
よ
る
市
町
村
民
税
が
課
さ
れ
な
い
者
（
市

町
村
の
条
例
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
当
該
市
町
村
民
税
を
免
除
さ
れ
た
者
を
含
む
も
の
と
し
、
当
該
市
町
村

民
税
の
賦
課
期
日
に
お
い
て
同
法
の
施
行
地
に
住
所
を
有
し
な
い
者
を
除
く
。）を
い
う
。
次
項
第
四
号
に
お
い

て
同
じ
。）で
あ
る
組
合
員
又
は
基
準
日
に
お
い
て
要
保
護
者
で
あ
る
者
で
あ
つ
て
財
務
省
令
で
定
め
る
も
の
に

該
当
す
る
組
合
員
（
前
二
号
に
掲
げ
る
者
を
除
く
。）
二
十
九
万
円

12

前
条
第
二
項
の
七
十
歳
以
上
年
間
高
額
療
養
費
算
定
基
準
額
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
者
の
区
分
に
応
じ
、
当

該
各
号
に
定
め
る
金
額
と
す
る
。

一

次
号
か
ら
第
五
号
ま
で
に
掲
げ
る
者
以
外
の
者

五
十
三
万
円

二

基
準
日
に
お
い
て
療
養
の
給
付
を
受
け
る
こ
と
と
し
た
場
合
に
法
第
五
十
五
条
第
二
項
第
三
号
の
規
定
が
適

用
さ
れ
る
者
（
次
号
及
び
第
十
一
条
の
三
の
六
の
三
第
二
項
第
二
号
か
ら
第
四
号
ま
で
に
お
い
て
「
第
三
号
適

用
者
」
と
い
う
。）で
あ
つ
て
、
基
準
日
が
属
す
る
月
の
標
準
報
酬
の
月
額
が
八
十
三
万
円
以
上
の
も
の

百
六

十
八
万
円

三

基
準
日
が
属
す
る
月
の
標
準
報
酬
の
月
額
が
五
十
三
万
円
以
上
八
十
三
万
円
未
満
の
第
三
号
適
用
者

百
十

一
万
円

四

市
町
村
民
税
非
課
税
者
で
あ
る
組
合
員
又
は
基
準
日
に
お
い
て
要
保
護
者
で
あ
る
者
で
あ
つ
て
財
務
省
令
で

定
め
る
も
の
に
該
当
す
る
組
合
員
（
前
二
号
又
は
次
号
に
掲
げ
る
者
を
除
く
。）
二
十
九
万
円

五

健
康
保
険
法
施
行
令
第
四
十
二
条
第
十
二
項
第
五
号
に
掲
げ
る
者
（
同
号
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
省
令
で
定

め
る
者
を
除
く
。）に
相
当
す
る
者
又
は
基
準
日
に
お
い
て
要
保
護
者
で
あ
る
者
で
あ
つ
て
財
務
省
令
で
定
め
る

も
の
に
該
当
す
る
組
合
員
（
第
二
号
又
は
第
三
号
に
掲
げ
る
者
を
除
く
。）
十
八
万
円

第
十
一
条
の
三
の
六
第
一
項
第
一
号
イ
中
「
八
万
百
円
」
を
「
八
万
五
千
八
百
円
」
に
、「
二
十
六
万
七
千
円
」
を

「
二
十
八
万
六
千
円
」
に
改
め
、
同
号
ロ
中
「
二
十
五
万
二
千
六
百
円
」
を
「
二
十
七
万
三
百
円
」
に
、「
八
十
四
万

二
千
円
」
を
「
九
十
万
千
円
」
に
改
め
、
同
号
ハ
中
「
十
六
万
七
千
四
百
円
」
を
「
十
七
万
九
千
百
円
」
に
、「
五
十

五
万
八
千
円
」
を
「
五
十
九
万
七
千
円
」
に
改
め
、
同
号
ニ
中
「
五
万
七
千
六
百
円
」
を
「
六
万
千
五
百
円
」
に
改

め
、
同
号
ホ
中
「
三
万
五
千
四
百
円
」
を
「
三
万
六
千
九
百
円
」
に
改
め
、
同
項
第
二
号
イ
中「
五
万
七
千
六
百
円
」

を
「
六
万
千
五
百
円
」
に
改
め
、
同
号
ロ
中
「
二
十
五
万
二
千
六
百
円
」
を
「
二
十
七
万
三
百
円
」
に
、「
八
十
四
万

二
千
円
」
を
「
九
十
万
千
円
」
に
改
め
、
同
号
ハ
中
「
十
六
万
七
千
四
百
円
」
を
「
十
七
万
九
千
百
円
」
に
、「
五
十

五
万
八
千
円
」
を
「
五
十
九
万
七
千
円
」
に
改
め
、
同
号
ニ
中
「
八
万
百
円
」
を
「
八
万
五
千
八
百
円
」
に
、「
二
十

六
万
七
千
円
」
を
「
二
十
八
万
六
千
円
」
に
改
め
、
同
号
ホ
中
「
二
万
四
千
六
百
円
」
を
「
二
万
五
千
七
百
円
。
た

だ
し
、
高
額
療
養
費
多
数
回
該
当
の
場
合
に
あ
つ
て
は
、
二
万
四
千
六
百
円
と
す
る
。」に
改
め
、
同
号
ヘ
中
「
一
万

五
千
円
」
を
「
一
万
五
千
七
百
円
」
に
改
め
、
同
項
第
三
号
イ
中
「
二
万
八
千
八
百
円
」
を
「
三
万
七
百
五
十
円
」

に
改
め
、
同
号
ロ
中
「
十
二
万
六
千
三
百
円
」
を
「
十
三
万
五
千
百
五
十
円
」
に
、「
四
十
二
万
千
円
」
を
「
四
十
五

万
五
百
円
」
に
改
め
、
同
号
ハ
中
「
八
万
三
千
七
百
円
」
を
「
八
万
九
千
五
百
五
十
円
」
に
、「
二
十
七
万
九
千
円
」

を
「
二
十
九
万
八
千
五
百
円
」
に
改
め
、
同
号
ニ
中
「
四
万
五
十
円
」
を
「
四
万
二
千
九
百
円
」
に
、「
十
三
万
三
千

五
百
円
」
を
「
十
四
万
三
千
円
」
に
改
め
、
同
号
ホ
中
「
一
万
二
千
三
百
円
」
を
「
一
万
二
千
八
百
五
十
円
。
た
だ

し
、
高
額
療
養
費
多
数
回
該
当
の
場
合
に
あ
つ
て
は
、
一
万
二
千
三
百
円
と
す
る
。」に
改
め
、
同
号
ヘ
中
「
七
千
五

百
円
」
を
「
七
千
八
百
五
十
円
」
に
改
め
、
同
項
第
四
号
中
「
又
は
ロ
」
を
「
か
ら
ハ
ま
で
」
に
改
め
、
同
号
イ
中

「
ロ
」
の
下
に
「
及
び
ハ
」
を
加
え
、「
一
万
八
千
円
」
を
「
二
万
二
千
円
」
に
改
め
、
同
号
ロ
中
「
八
千
円
」を「
一

万
千
円
」
に
改
め
、
同
号
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

ハ

前
条
第
五
項
第
三
号
に
掲
げ
る
者
に
該
当
し
て
い
る
こ
と
に
つ
き
財
務
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
組

合
の
認
定
を
受
け
て
い
る
者

八
千
円


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八

療
養
の
あ
つ
た
月
の
標
準
報
酬
の
月
額
が
三
十
六
万
円
以
上
四
十
四
万
円
未
満
の
組
合
員
又
は
そ
の
被
扶
養

者
（
第
十
三
号
に
掲
げ
る
者
を
除
く
。）
九
万
八
千
百
円
と
、
第
十
一
条
の
三
の
三
第
一
項
各
号
に
掲
げ
る
金

額
を
合
算
し
た
金
額
に
係
る
療
養
に
つ
き
財
務
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
当
該
療
養
に
要
し
た

費
用
の
額
（
そ
の
額
が
三
十
二
万
七
千
円
に
満
た
な
い
と
き
は
、
三
十
二
万
七
千
円
）
か
ら
三
十
二
万
七
千
円

を
控
除
し
た
金
額
に
百
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た
金
額（
そ
の
金
額
に
一
円
未
満
の
端
数
が
あ
る
場
合
に
お
い
て
、

そ
の
端
数
金
額
が
五
十
銭
未
満
で
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
切
り
捨
て
た
金
額
と
し
、
そ
の
端
数
金
額
が
五
十
銭

以
上
で
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
一
円
に
切
り
上
げ
た
金
額
と
す
る
。）と
の
合
算
額
。
た
だ
し
、
高
額
療
養
費
多

数
回
該
当
の
場
合
に
あ
つ
て
は
、
四
万
四
千
四
百
円
と
す
る
。

九

療
養
の
あ
つ
た
月
の
標
準
報
酬
の
月
額
が
二
十
八
万
円
以
上
三
十
六
万
円
未
満
の
組
合
員
又
は
そ
の
被
扶
養

者
（
第
十
三
号
に
掲
げ
る
者
を
除
く
。）
八
万
五
千
八
百
円
と
、
第
十
一
条
の
三
の
三
第
一
項
各
号
に
掲
げ
る

金
額
を
合
算
し
た
金
額
に
係
る
療
養
に
つ
き
財
務
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
当
該
療
養
に
要
し

た
費
用
の
額
（
そ
の
額
が
二
十
八
万
六
千
円
に
満
た
な
い
と
き
は
、
二
十
八
万
六
千
円
）
か
ら
二
十
八
万
六
千

円
を
控
除
し
た
金
額
に
百
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た
金
額
（
そ
の
金
額
に
一
円
未
満
の
端
数
が
あ
る
場
合
に
お
い

て
、
そ
の
端
数
金
額
が
五
十
銭
未
満
で
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
切
り
捨
て
た
金
額
と
し
、
そ
の
端
数
金
額
が
五

十
銭
以
上
で
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
一
円
に
切
り
上
げ
た
金
額
と
す
る
。）と
の
合
算
額
。
た
だ
し
、
高
額
療
養

費
多
数
回
該
当
の
場
合
に
あ
つ
て
は
、
四
万
四
千
四
百
円
と
す
る
。

十

療
養
の
あ
つ
た
月
の
標
準
報
酬
の
月
額
が
二
十
万
円
以
上
二
十
八
万
円
未
満
の
組
合
員
又
は
そ
の
被
扶
養
者

（
第
十
三
号
に
掲
げ
る
者
を
除
く
。）
六
万
九
千
六
百
円
。
た
だ
し
、
高
額
療
養
費
多
数
回
該
当
の
場
合
に
あ

つ
て
は
、
四
万
四
千
四
百
円
と
す
る
。

十
一

療
養
の
あ
つ
た
月
の
標
準
報
酬
の
月
額
が
十
六
万
円
以
上
二
十
万
円
未
満
の
組
合
員
又
は
そ
の
被
扶
養
者

（
第
十
三
号
に
掲
げ
る
者
を
除
く
。）
六
万
五
千
四
百
円
。
た
だ
し
、
高
額
療
養
費
多
数
回
該
当
の
場
合
に
あ

つ
て
は
、
四
万
四
千
四
百
円
と
す
る
。

第
十
一
条
の
三
の
五
第
一
項
第
二
号
中
「
八
十
三
万
円
以
上
」
の
下
に
「
百
三
万
円
未
満
」
を
加
え
、
同
号
を
同

項
第
三
号
と
し
、
同
号
の
次
に
次
の
二
号
を
加
え
る
。

四

療
養
の
あ
つ
た
月
の
標
準
報
酬
の
月
額
が
七
十
一
万
円
以
上
八
十
三
万
円
未
満
の
組
合
員
又
は
そ
の
被
扶
養

者

二
十
万
九
千
四
百
円
と
、
第
十
一
条
の
三
の
三
第
一
項
各
号
に
掲
げ
る
金
額
を
合
算
し
た
金
額
に
係
る
療

養
に
つ
き
財
務
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
当
該
療
養
に
要
し
た
費
用
の
額
（
そ
の
額
が
六
十
九

万
八
千
円
に
満
た
な
い
と
き
は
、
六
十
九
万
八
千
円
）
か
ら
六
十
九
万
八
千
円
を
控
除
し
た
金
額
に
百
分
の
一

を
乗
じ
て
得
た
金
額
（
そ
の
金
額
に
一
円
未
満
の
端
数
が
あ
る
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
端
数
金
額
が
五
十
銭
未

満
で
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
切
り
捨
て
た
金
額
と
し
、
そ
の
端
数
金
額
が
五
十
銭
以
上
で
あ
る
と
き
は
、
こ
れ

を
一
円
に
切
り
上
げ
た
金
額
と
す
る
。）と
の
合
算
額
。
た
だ
し
、
高
額
療
養
費
多
数
回
該
当
の
場
合
に
あ
つ
て

は
、
九
万
三
千
円
と
す
る
。

五

療
養
の
あ
つ
た
月
の
標
準
報
酬
の
月
額
が
六
十
二
万
円
以
上
七
十
一
万
円
未
満
の
組
合
員
又
は
そ
の
被
扶
養

者

十
九
万
四
千
四
百
円
と
、
第
十
一
条
の
三
の
三
第
一
項
各
号
に
掲
げ
る
金
額
を
合
算
し
た
金
額
に
係
る
療

養
に
つ
き
財
務
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
当
該
療
養
に
要
し
た
費
用
の
額
（
そ
の
額
が
六
十
四

万
八
千
円
に
満
た
な
い
と
き
は
、
六
十
四
万
八
千
円
）
か
ら
六
十
四
万
八
千
円
を
控
除
し
た
金
額
に
百
分
の
一

を
乗
じ
て
得
た
金
額
（
そ
の
金
額
に
一
円
未
満
の
端
数
が
あ
る
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
端
数
金
額
が
五
十
銭
未

満
で
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
切
り
捨
て
た
金
額
と
し
、
そ
の
端
数
金
額
が
五
十
銭
以
上
で
あ
る
と
き
は
、
こ
れ

を
一
円
に
切
り
上
げ
た
金
額
と
す
る
。）と
の
合
算
額
。
た
だ
し
、
高
額
療
養
費
多
数
回
該
当
の
場
合
に
あ
つ
て

は
、
九
万
三
千
円
と
す
る
。

第
十
一
条
の
三
の
五
第
一
項
第
一
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

二

療
養
の
あ
つ
た
月
の
標
準
報
酬
の
月
額
が
百
三
万
円
以
上
百
二
十
七
万
円
未
満
の
組
合
員
又
は
そ
の
被
扶
養

者

三
十
万
三
千
円
と
、
第
十
一
条
の
三
の
三
第
一
項
各
号
に
掲
げ
る
金
額
を
合
算
し
た
金
額
に
係
る
療
養
に

つ
き
財
務
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
当
該
療
養
に
要
し
た
費
用
の
額
（
そ
の
額
が
百
一
万
円
に

満
た
な
い
と
き
は
、
百
一
万
円
）
か
ら
百
一
万
円
を
控
除
し
た
金
額
に
百
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た
金
額
（
そ
の

金
額
に
一
円
未
満
の
端
数
が
あ
る
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
端
数
金
額
が
五
十
銭
未
満
で
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を

切
り
捨
て
た
金
額
と
し
、
そ
の
端
数
金
額
が
五
十
銭
以
上
で
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
一
円
に
切
り
上
げ
た
金
額

と
す
る
。）と
の
合
算
額
。
た
だ
し
、
高
額
療
養
費
多
数
回
該
当
の
場
合
に
あ
つ
て
は
、
十
四
万
百
円
と
す
る
。

第
十
一
条
の
三
の
五
第
二
項
第
一
号
中
「
次
号
か
ら
第
五
号
ま
で
に
掲
げ
る
組
合
員
以
外
の
」
を
「
前
項
第
一
号

に
掲
げ
る
」
に
、「
四
万
二
千
九
百
円
」
を
「
十
七
万
千
円
」
に
、「
十
四
万
三
千
円
」
を
「
五
十
七
万
円
」
に
改
め
、

同
号
た
だ
し
書
中
「
二
万
二
千
二
百
円
」
を
「
七
万
五
十
円
」
に
改
め
、
同
項
第
五
号
中
「
前
項
第
五
号
」
を
「
前

項
第
十
三
号
」
に
改
め
、
同
号
を
同
項
第
十
三
号
と
し
、
同
項
第
四
号
中
「
前
項
第
四
号
」
を
「
前
項
第
十
二
号
」

に
改
め
、
同
号
た
だ
し
書
中
「
二
万
二
千
二
百
円
」
を
「
一
万
七
千
二
百
五
十
円
」
に
改
め
、
同
号
を
同
項
第
十
二

号
と
し
、
同
項
第
三
号
中
「
前
項
第
三
号
」
を
「
前
項
第
六
号
」
に
改
め
、
同
号
を
同
項
第
六
号
と
し
、
同
号
の
次

に
次
の
五
号
を
加
え
る
。

七

前
項
第
七
号
に
掲
げ
る
組
合
員

五
万
五
千
二
百
円
と
、
第
十
一
条
の
三
の
三
第
二
項
各
号
に
掲
げ
る
金
額

を
合
算
し
た
金
額
に
係
る
療
養
に
つ
き
財
務
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
当
該
療
養
に
要
し
た
費

用
の
額
（
そ
の
額
が
十
八
万
四
千
円
に
満
た
な
い
と
き
は
、
十
八
万
四
千
円
）
か
ら
十
八
万
四
千
円
を
控
除
し

た
金
額
に
百
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た
金
額
（
そ
の
金
額
に
一
円
未
満
の
端
数
が
あ
る
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
端

数
金
額
が
五
十
銭
未
満
で
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
切
り
捨
て
た
金
額
と
し
、
そ
の
端
数
金
額
が
五
十
銭
以
上
で

あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
一
円
に
切
り
上
げ
た
金
額
と
す
る
。）と
の
合
算
額
。
た
だ
し
、
高
額
療
養
費
多
数
回
該

当
の
場
合
に
あ
つ
て
は
、
二
万
二
千
二
百
円
と
す
る
。

八

前
項
第
八
号
に
掲
げ
る
組
合
員

四
万
九
千
五
十
円
と
、
第
十
一
条
の
三
の
三
第
二
項
各
号
に
掲
げ
る
金
額

を
合
算
し
た
金
額
に
係
る
療
養
に
つ
き
財
務
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
当
該
療
養
に
要
し
た
費

用
の
額
（
そ
の
額
が
十
六
万
三
千
五
百
円
に
満
た
な
い
と
き
は
、
十
六
万
三
千
五
百
円
）
か
ら
十
六
万
三
千
五

百
円
を
控
除
し
た
金
額
に
百
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た
金
額
（
そ
の
金
額
に
一
円
未
満
の
端
数
が
あ
る
場
合
に
お

い
て
、
そ
の
端
数
金
額
が
五
十
銭
未
満
で
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
切
り
捨
て
た
金
額
と
し
、
そ
の
端
数
金
額
が

五
十
銭
以
上
で
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
一
円
に
切
り
上
げ
た
金
額
と
す
る
。）と
の
合
算
額
。
た
だ
し
、
高
額
療

養
費
多
数
回
該
当
の
場
合
に
あ
つ
て
は
、
二
万
二
千
二
百
円
と
す
る
。

九

前
項
第
九
号
に
掲
げ
る
組
合
員

四
万
二
千
九
百
円
と
、
第
十
一
条
の
三
の
三
第
二
項
各
号
に
掲
げ
る
金
額

を
合
算
し
た
金
額
に
係
る
療
養
に
つ
き
財
務
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
当
該
療
養
に
要
し
た
費

用
の
額
（
そ
の
額
が
十
四
万
三
千
円
に
満
た
な
い
と
き
は
、
十
四
万
三
千
円
）
か
ら
十
四
万
三
千
円
を
控
除
し

た
金
額
に
百
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た
金
額
（
そ
の
金
額
に
一
円
未
満
の
端
数
が
あ
る
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
端

数
金
額
が
五
十
銭
未
満
で
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
切
り
捨
て
た
金
額
と
し
、
そ
の
端
数
金
額
が
五
十
銭
以
上
で

あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
一
円
に
切
り
上
げ
た
金
額
と
す
る
。）と
の
合
算
額
。
た
だ
し
、
高
額
療
養
費
多
数
回
該

当
の
場
合
に
あ
つ
て
は
、
二
万
二
千
二
百
円
と
す
る
。

十

前
項
第
十
号
に
掲
げ
る
組
合
員

三
万
四
千
八
百
円
。
た
だ
し
、
高
額
療
養
費
多
数
回
該
当
の
場
合
に
あ
つ

て
は
、
二
万
二
千
二
百
円
と
す
る
。

十
一

前
項
第
十
一
号
に
掲
げ
る
組
合
員

三
万
二
千
七
百
円
。
た
だ
し
、
高
額
療
養
費
多
数
回
該
当
の
場
合
に

あ
つ
て
は
、
二
万
二
千
二
百
円
と
す
る
。

第
十
一
条
の
三
の
五
第
二
項
第
二
号
中
「
前
項
第
二
号
」
を
「
前
項
第
三
号
」
に
改
め
、
同
号
を
同
項
第
三
号
と

し
、
同
号
の
次
に
次
の
二
号
を
加
え
る
。

四

前
項
第
四
号
に
掲
げ
る
組
合
員

十
万
四
千
七
百
円
と
、
第
十
一
条
の
三
の
三
第
二
項
各
号
に
掲
げ
る
金
額

を
合
算
し
た
金
額
に
係
る
療
養
に
つ
き
財
務
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
当
該
療
養
に
要
し
た
費

用
の
額
（
そ
の
額
が
三
十
四
万
九
千
円
に
満
た
な
い
と
き
は
、
三
十
四
万
九
千
円
）
か
ら
三
十
四
万
九
千
円
を

控
除
し
た
金
額
に
百
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た
金
額
（
そ
の
金
額
に
一
円
未
満
の
端
数
が
あ
る
場
合
に
お
い
て
、

そ
の
端
数
金
額
が
五
十
銭
未
満
で
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
切
り
捨
て
た
金
額
と
し
、
そ
の
端
数
金
額
が
五
十
銭

以
上
で
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
一
円
に
切
り
上
げ
た
金
額
と
す
る
。）と
の
合
算
額
。
た
だ
し
、
高
額
療
養
費
多

数
回
該
当
の
場
合
に
あ
つ
て
は
、
四
万
六
千
五
百
円
と
す
る
。

五

前
項
第
五
号
に
掲
げ
る
組
合
員

九
万
七
千
二
百
円
と
、
第
十
一
条
の
三
の
三
第
二
項
各
号
に
掲
げ
る
金
額

を
合
算
し
た
金
額
に
係
る
療
養
に
つ
き
財
務
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
当
該
療
養
に
要
し
た
費

用
の
額
（
そ
の
額
が
三
十
二
万
四
千
円
に
満
た
な
い
と
き
は
、
三
十
二
万
四
千
円
）
か
ら
三
十
二
万
四
千
円
を

控
除
し
た
金
額
に
百
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た
金
額
（
そ
の
金
額
に
一
円
未
満
の
端
数
が
あ
る
場
合
に
お
い
て
、

そ
の
端
数
金
額
が
五
十
銭
未
満
で
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
切
り
捨
て
た
金
額
と
し
、
そ
の
端
数
金
額
が
五
十
銭

以
上
で
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
一
円
に
切
り
上
げ
た
金
額
と
す
る
。）と
の
合
算
額
。
た
だ
し
、
高
額
療
養
費
多

数
回
該
当
の
場
合
に
あ
つ
て
は
、
四
万
六
千
五
百
円
と
す
る
。
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第
十
一
条
の
三
の
五
第
二
項
第
一
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

二

前
項
第
二
号
に
掲
げ
る
組
合
員

十
五
万
千
五
百
円
と
、
第
十
一
条
の
三
の
三
第
二
項
各
号
に
掲
げ
る
金
額

を
合
算
し
た
金
額
に
係
る
療
養
に
つ
き
財
務
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
当
該
療
養
に
要
し
た
費

用
の
額
（
そ
の
額
が
五
十
万
五
千
円
に
満
た
な
い
と
き
は
、
五
十
万
五
千
円
）
か
ら
五
十
万
五
千
円
を
控
除
し

た
金
額
に
百
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た
金
額
（
そ
の
金
額
に
一
円
未
満
の
端
数
が
あ
る
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
端

数
金
額
が
五
十
銭
未
満
で
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
切
り
捨
て
た
金
額
と
し
、
そ
の
端
数
金
額
が
五
十
銭
以
上
で

あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
一
円
に
切
り
上
げ
た
金
額
と
す
る
。）と
の
合
算
額
。
た
だ
し
、
高
額
療
養
費
多
数
回
該

当
の
場
合
に
あ
つ
て
は
、
七
万
五
十
円
と
す
る
。

第
十
一
条
の
三
の
五
第
三
項
第
一
号
中
「
次
号
か
ら
第
六
号
ま
で
に
掲
げ
る
者
以
外
の
者
」
を
「
法
第
五
十
五
条

第
二
項
第
三
号
の
規
定
が
適
用
さ
れ
る
者
で
あ
つ
て
療
養
の
あ
つ
た
月
の
標
準
報
酬
の
月
額
が
百
二
十
七
万
円
以
上

の
組
合
員
又
は
そ
の
被
扶
養
者
」
に
、「
六
万
千
五
百
円
」
を
「
三
十
四
万
二
千
円
と
、
第
十
一
条
の
三
の
三
第
三
項

各
号
に
掲
げ
る
金
額
を
合
算
し
た
金
額
に
係
る
療
養
に
つ
き
財
務
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
当
該
療

養
に
要
し
た
費
用
の
額
（
そ
の
額
が
百
十
四
万
円
に
満
た
な
い
と
き
は
、
百
十
四
万
円
）
か
ら
百
十
四
万
円
を
控
除

し
た
金
額
に
百
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た
金
額
（
そ
の
金
額
に
一
円
未
満
の
端
数
が
あ
る
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
端
数

金
額
が
五
十
銭
未
満
で
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
切
り
捨
て
た
金
額
と
し
、
そ
の
端
数
金
額
が
五
十
銭
以
上
で
あ
る
と

き
は
、
こ
れ
を
一
円
に
切
り
上
げ
た
金
額
と
す
る
。）と
の
合
算
額
」
に
改
め
、
同
号
た
だ
し
書
中
「
四
万
四
千
四
百

円
」
を
「
十
四
万
百
円
」
に
改
め
、
同
項
第
六
号
中
「
第
四
十
二
条
第
三
項
第
六
号
」
を
「
第
四
十
二
条
第
三
項
第

十
四
号
」
に
、「
第
二
号
か
ら
第
四
号
ま
で
」
を
「
第
一
号
か
ら
第
九
号
ま
で
」
に
改
め
、
同
号
を
同
項
第
十
四
号
と

し
、
同
項
第
五
号
中
「
前
三
号
」
を
「
第
一
号
か
ら
第
九
号
ま
で
」
に
改
め
、
同
号
を
同
項
第
十
三
号
と
し
、
同
項

第
四
号
中
「
五
十
三
万
円
」
を
「
三
十
六
万
円
」
に
改
め
、
同
号
を
同
項
第
九
号
と
し
、
同
号
の
次
に
次
の
三
号
を

加
え
る
。

十

療
養
の
あ
つ
た
月
の
標
準
報
酬
の
月
額
が
二
十
万
円
以
上
の
組
合
員
又
は
そ
の
被
扶
養
者
（
前
各
号
、
第
十

三
号
又
は
第
十
四
号
に
掲
げ
る
者
を
除
く
。）
六
万
九
千
六
百
円
。
た
だ
し
、
高
額
療
養
費
多
数
回
該
当
の
場

合
に
あ
つ
て
は
、
四
万
四
千
四
百
円
と
す
る
。

十
一

療
養
の
あ
つ
た
月
の
標
準
報
酬
の
月
額
が
十
六
万
円
以
上
二
十
万
円
未
満
の
組
合
員
又
は
そ
の
被
扶
養
者

（
第
十
三
号
又
は
第
十
四
号
に
掲
げ
る
者
を
除
く
。）
六
万
五
千
四
百
円
。
た
だ
し
、
高
額
療
養
費
多
数
回
該

当
の
場
合
に
あ
つ
て
は
、
四
万
四
千
四
百
円
と
す
る
。

十
二

療
養
の
あ
つ
た
月
の
標
準
報
酬
の
月
額
が
十
六
万
円
未
満
の
組
合
員
又
は
そ
の
被
扶
養
者
（
次
号
又
は
第

十
四
号
に
掲
げ
る
者
を
除
く
。）
六
万
千
五
百
円
。
た
だ
し
、高
額
療
養
費
多
数
回
該
当
の
場
合
に
あ
つ
て
は
、

三
万
四
千
五
百
円
と
す
る
。

第
十
一
条
の
三
の
五
第
三
項
第
三
号
中
「
八
十
三
万
円
」
を
「
六
十
二
万
円
」
に
改
め
、
同
号
を
同
項
第
六
号
と

し
、
同
号
の
次
に
次
の
二
号
を
加
え
る
。

七

法
第
五
十
五
条
第
二
項
第
三
号
の
規
定
が
適
用
さ
れ
る
者
で
あ
つ
て
療
養
の
あ
つ
た
月
の
標
準
報
酬
の
月
額

が
四
十
四
万
円
以
上
五
十
三
万
円
未
満
の
組
合
員
又
は
そ
の
被
扶
養
者

十
一
万
四
百
円
と
、
第
十
一
条
の
三

の
三
第
三
項
各
号
に
掲
げ
る
金
額
を
合
算
し
た
金
額
に
係
る
療
養
に
つ
き
財
務
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り

算
定
し
た
当
該
療
養
に
要
し
た
費
用
の
額
（
そ
の
額
が
三
十
六
万
八
千
円
に
満
た
な
い
と
き
は
、
三
十
六
万
八

千
円
）
か
ら
三
十
六
万
八
千
円
を
控
除
し
た
金
額
に
百
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た
金
額
（
そ
の
金
額
に
一
円
未
満

の
端
数
が
あ
る
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
端
数
金
額
が
五
十
銭
未
満
で
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
切
り
捨
て
た
金
額

と
し
、
そ
の
端
数
金
額
が
五
十
銭
以
上
で
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
一
円
に
切
り
上
げ
た
金
額
と
す
る
。）と
の
合

算
額
。
た
だ
し
、
高
額
療
養
費
多
数
回
該
当
の
場
合
に
あ
つ
て
は
、
四
万
四
千
四
百
円
と
す
る
。

八

法
第
五
十
五
条
第
二
項
第
三
号
の
規
定
が
適
用
さ
れ
る
者
で
あ
つ
て
療
養
の
あ
つ
た
月
の
標
準
報
酬
の
月
額

が
三
十
六
万
円
以
上
四
十
四
万
円
未
満
の
組
合
員
又
は
そ
の
被
扶
養
者

九
万
八
千
百
円
と
、
第
十
一
条
の
三

の
三
第
三
項
各
号
に
掲
げ
る
金
額
を
合
算
し
た
金
額
に
係
る
療
養
に
つ
き
財
務
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り

算
定
し
た
当
該
療
養
に
要
し
た
費
用
の
額
（
そ
の
額
が
三
十
二
万
七
千
円
に
満
た
な
い
と
き
は
、
三
十
二
万
七

千
円
）
か
ら
三
十
二
万
七
千
円
を
控
除
し
た
金
額
に
百
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た
金
額
（
そ
の
金
額
に
一
円
未
満

の
端
数
が
あ
る
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
端
数
金
額
が
五
十
銭
未
満
で
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
切
り
捨
て
た
金
額

と
し
、
そ
の
端
数
金
額
が
五
十
銭
以
上
で
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
一
円
に
切
り
上
げ
た
金
額
と
す
る
。）と
の
合

算
額
。
た
だ
し
、
高
額
療
養
費
多
数
回
該
当
の
場
合
に
あ
つ
て
は
、
四
万
四
千
四
百
円
と
す
る
。

第
十
一
条
の
三
の
五
第
三
項
第
二
号
中
「
八
十
三
万
円
以
上
」
の
下
に
「
百
三
万
円
未
満
」
を
加
え
、
同
号
を
同

項
第
三
号
と
し
、
同
号
の
次
に
次
の
二
号
を
加
え
る
。

四

法
第
五
十
五
条
第
二
項
第
三
号
の
規
定
が
適
用
さ
れ
る
者
で
あ
つ
て
療
養
の
あ
つ
た
月
の
標
準
報
酬
の
月
額

が
七
十
一
万
円
以
上
八
十
三
万
円
未
満
の
組
合
員
又
は
そ
の
被
扶
養
者

二
十
万
九
千
四
百
円
と
、
第
十
一
条

の
三
の
三
第
三
項
各
号
に
掲
げ
る
金
額
を
合
算
し
た
金
額
に
係
る
療
養
に
つ
き
財
務
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に

よ
り
算
定
し
た
当
該
療
養
に
要
し
た
費
用
の
額
（
そ
の
額
が
六
十
九
万
八
千
円
に
満
た
な
い
と
き
は
、
六
十
九

万
八
千
円
）
か
ら
六
十
九
万
八
千
円
を
控
除
し
た
金
額
に
百
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た
金
額
（
そ
の
金
額
に
一
円

未
満
の
端
数
が
あ
る
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
端
数
金
額
が
五
十
銭
未
満
で
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
切
り
捨
て
た

金
額
と
し
、
そ
の
端
数
金
額
が
五
十
銭
以
上
で
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
一
円
に
切
り
上
げ
た
金
額
と
す
る
。）と

の
合
算
額
。
た
だ
し
、
高
額
療
養
費
多
数
回
該
当
の
場
合
に
あ
つ
て
は
、
九
万
三
千
円
と
す
る
。

五

法
第
五
十
五
条
第
二
項
第
三
号
の
規
定
が
適
用
さ
れ
る
者
で
あ
つ
て
療
養
の
あ
つ
た
月
の
標
準
報
酬
の
月
額

が
六
十
二
万
円
以
上
七
十
一
万
円
未
満
の
組
合
員
又
は
そ
の
被
扶
養
者

十
九
万
四
千
四
百
円
と
、
第
十
一
条

の
三
の
三
第
三
項
各
号
に
掲
げ
る
金
額
を
合
算
し
た
金
額
に
係
る
療
養
に
つ
き
財
務
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に

よ
り
算
定
し
た
当
該
療
養
に
要
し
た
費
用
の
額
（
そ
の
額
が
六
十
四
万
八
千
円
に
満
た
な
い
と
き
は
、
六
十
四

万
八
千
円
）
か
ら
六
十
四
万
八
千
円
を
控
除
し
た
金
額
に
百
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た
金
額
（
そ
の
金
額
に
一
円

未
満
の
端
数
が
あ
る
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
端
数
金
額
が
五
十
銭
未
満
で
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
切
り
捨
て
た

金
額
と
し
、
そ
の
端
数
金
額
が
五
十
銭
以
上
で
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
一
円
に
切
り
上
げ
た
金
額
と
す
る
。）と

の
合
算
額
。
た
だ
し
、
高
額
療
養
費
多
数
回
該
当
の
場
合
に
あ
つ
て
は
、
九
万
三
千
円
と
す
る
。

第
十
一
条
の
三
の
五
第
三
項
第
一
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

二

法
第
五
十
五
条
第
二
項
第
三
号
の
規
定
が
適
用
さ
れ
る
者
で
あ
つ
て
療
養
の
あ
つ
た
月
の
標
準
報
酬
の
月
額

が
百
三
万
円
以
上
百
二
十
七
万
円
未
満
の
組
合
員
又
は
そ
の
被
扶
養
者

三
十
万
三
千
円
と
、
第
十
一
条
の
三

の
三
第
三
項
各
号
に
掲
げ
る
金
額
を
合
算
し
た
金
額
に
係
る
療
養
に
つ
き
財
務
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り

算
定
し
た
当
該
療
養
に
要
し
た
費
用
の
額
（
そ
の
額
が
百
一
万
円
に
満
た
な
い
と
き
は
、
百
一
万
円
）
か
ら
百

一
万
円
を
控
除
し
た
金
額
に
百
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た
金
額
（
そ
の
金
額
に
一
円
未
満
の
端
数
が
あ
る
場
合
に

お
い
て
、
そ
の
端
数
金
額
が
五
十
銭
未
満
で
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
切
り
捨
て
た
金
額
と
し
、
そ
の
端
数
金
額

が
五
十
銭
以
上
で
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
一
円
に
切
り
上
げ
た
金
額
と
す
る
。）と
の
合
算
額
。
た
だ
し
、
高
額

療
養
費
多
数
回
該
当
の
場
合
に
あ
つ
て
は
、
十
四
万
百
円
と
す
る
。

第
十
一
条
の
三
の
五
第
四
項
第
一
号
中
「
三
万
七
百
五
十
円
」
を
「
十
七
万
千
円
と
、
第
十
一
条
の
三
の
三
第
四

項
に
規
定
す
る
合
算
し
た
金
額
に
係
る
療
養
に
つ
き
財
務
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
当
該
療
養
に
要

し
た
費
用
の
額
（
そ
の
額
が
五
十
七
万
円
に
満
た
な
い
と
き
は
、
五
十
七
万
円
）
か
ら
五
十
七
万
円
を
控
除
し
た
金

額
に
百
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た
金
額
（
そ
の
金
額
に
一
円
未
満
の
端
数
が
あ
る
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
端
数
金
額
が

五
十
銭
未
満
で
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
切
り
捨
て
た
金
額
と
し
、
そ
の
端
数
金
額
が
五
十
銭
以
上
で
あ
る
と
き
は
、

こ
れ
を
一
円
に
切
り
上
げ
た
金
額
と
す
る
。）と
の
合
算
額
」
に
改
め
、
同
号
た
だ
し
書
中
「
二
万
二
千
二
百
円
」
を

「
七
万
五
十
円
」
に
改
め
、
同
項
第
六
号
中
「
前
項
第
六
号
」
を
「
前
項
第
十
四
号
」
に
改
め
、
同
号
を
同
項
第
十

四
号
と
し
、
同
項
第
五
号
中
「
前
項
第
五
号
」
を
「
前
項
第
十
三
号
」
に
改
め
、
同
号
を
同
項
第
十
三
号
と
し
、
同

項
第
四
号
中
「
前
項
第
四
号
」
を
「
前
項
第
九
号
」
に
改
め
、
同
号
を
同
項
第
九
号
と
し
、
同
号
の
次
に
次
の
三
号

を
加
え
る
。

十

前
項
第
十
号
に
掲
げ
る
者

三
万
四
千
八
百
円
。
た
だ
し
、高
額
療
養
費
多
数
回
該
当
の
場
合
に
あ
つ
て
は
、

二
万
二
千
二
百
円
と
す
る
。

十
一

前
項
第
十
一
号
に
掲
げ
る
者

三
万
二
千
七
百
円
。
た
だ
し
、
高
額
療
養
費
多
数
回
該
当
の
場
合
に
あ
つ

て
は
、
二
万
二
千
二
百
円
と
す
る
。

十
二

前
項
第
十
二
号
に
掲
げ
る
者

三
万
七
百
五
十
円
。
た
だ
し
、
高
額
療
養
費
多
数
回
該
当
の
場
合
に
あ
つ

て
は
、
一
万
七
千
二
百
五
十
円
と
す
る
。
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第
十
一
条
の
三
の
五
第
四
項
第
三
号
中
「
前
項
第
三
号
」
を
「
前
項
第
六
号
」
に
改
め
、
同
号
を
同
項
第
六
号
と

し
、
同
号
の
次
に
次
の
二
号
を
加
え
る
。

七

前
項
第
七
号
に
掲
げ
る
者

五
万
五
千
二
百
円
と
、
第
十
一
条
の
三
の
三
第
四
項
に
規
定
す
る
合
算
し
た
金

額
に
係
る
療
養
に
つ
き
財
務
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
当
該
療
養
に
要
し
た
費
用
の
額
（
そ
の

額
が
十
八
万
四
千
円
に
満
た
な
い
と
き
は
、
十
八
万
四
千
円
）
か
ら
十
八
万
四
千
円
を
控
除
し
た
金
額
に
百
分

の
一
を
乗
じ
て
得
た
金
額
（
そ
の
金
額
に
一
円
未
満
の
端
数
が
あ
る
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
端
数
金
額
が
五
十

銭
未
満
で
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
切
り
捨
て
た
金
額
と
し
、
そ
の
端
数
金
額
が
五
十
銭
以
上
で
あ
る
と
き
は
、

こ
れ
を
一
円
に
切
り
上
げ
た
金
額
と
す
る
。）と
の
合
算
額
。
た
だ
し
、
高
額
療
養
費
多
数
回
該
当
の
場
合
に
あ

つ
て
は
、
二
万
二
千
二
百
円
と
す
る
。

八

前
項
第
八
号
に
掲
げ
る
者

四
万
九
千
五
十
円
と
、
第
十
一
条
の
三
の
三
第
四
項
に
規
定
す
る
合
算
し
た
金

額
に
係
る
療
養
に
つ
き
財
務
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
当
該
療
養
に
要
し
た
費
用
の
額
（
そ
の

額
が
十
六
万
三
千
五
百
円
に
満
た
な
い
と
き
は
、
十
六
万
三
千
五
百
円
）
か
ら
十
六
万
三
千
五
百
円
を
控
除
し

た
金
額
に
百
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た
金
額
（
そ
の
金
額
に
一
円
未
満
の
端
数
が
あ
る
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
端

数
金
額
が
五
十
銭
未
満
で
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
切
り
捨
て
た
金
額
と
し
、
そ
の
端
数
金
額
が
五
十
銭
以
上
で

あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
一
円
に
切
り
上
げ
た
金
額
と
す
る
。）と
の
合
算
額
。
た
だ
し
、
高
額
療
養
費
多
数
回
該

当
の
場
合
に
あ
つ
て
は
、
二
万
二
千
二
百
円
と
す
る
。

第
十
一
条
の
三
の
五
第
四
項
第
二
号
中
「
前
項
第
二
号
」
を
「
前
項
第
三
号
」
に
改
め
、
同
号
を
同
項
第
三
号
と

し
、
同
号
の
次
に
次
の
二
号
を
加
え
る
。

四

前
項
第
四
号
に
掲
げ
る
者

十
万
四
千
七
百
円
と
、
第
十
一
条
の
三
の
三
第
四
項
に
規
定
す
る
合
算
し
た
金

額
に
係
る
療
養
に
つ
き
財
務
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
当
該
療
養
に
要
し
た
費
用
の
額
（
そ
の

額
が
三
十
四
万
九
千
円
に
満
た
な
い
と
き
は
、
三
十
四
万
九
千
円
）
か
ら
三
十
四
万
九
千
円
を
控
除
し
た
金
額

に
百
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た
金
額
（
そ
の
金
額
に
一
円
未
満
の
端
数
が
あ
る
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
端
数
金
額

が
五
十
銭
未
満
で
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
切
り
捨
て
た
金
額
と
し
、
そ
の
端
数
金
額
が
五
十
銭
以
上
で
あ
る
と

き
は
、
こ
れ
を
一
円
に
切
り
上
げ
た
金
額
と
す
る
。）と
の
合
算
額
。
た
だ
し
、
高
額
療
養
費
多
数
回
該
当
の
場

合
に
あ
つ
て
は
、
四
万
六
千
五
百
円
と
す
る
。

五

前
項
第
五
号
に
掲
げ
る
者

九
万
七
千
二
百
円
と
、
第
十
一
条
の
三
の
三
第
四
項
に
規
定
す
る
合
算
し
た
金

額
に
係
る
療
養
に
つ
き
財
務
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
当
該
療
養
に
要
し
た
費
用
の
額
（
そ
の

額
が
三
十
二
万
四
千
円
に
満
た
な
い
と
き
は
、
三
十
二
万
四
千
円
）
か
ら
三
十
二
万
四
千
円
を
控
除
し
た
金
額

に
百
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た
金
額
（
そ
の
金
額
に
一
円
未
満
の
端
数
が
あ
る
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
端
数
金
額

が
五
十
銭
未
満
で
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
切
り
捨
て
た
金
額
と
し
、
そ
の
端
数
金
額
が
五
十
銭
以
上
で
あ
る
と

き
は
、
こ
れ
を
一
円
に
切
り
上
げ
た
金
額
と
す
る
。）と
の
合
算
額
。
た
だ
し
、
高
額
療
養
費
多
数
回
該
当
の
場

合
に
あ
つ
て
は
、
四
万
六
千
五
百
円
と
す
る
。

第
十
一
条
の
三
の
五
第
四
項
第
一
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

二

前
項
第
二
号
に
掲
げ
る
者

十
五
万
千
五
百
円
と
、
第
十
一
条
の
三
の
三
第
四
項
に
規
定
す
る
合
算
し
た
金

額
に
係
る
療
養
に
つ
き
財
務
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
当
該
療
養
に
要
し
た
費
用
の
額
（
そ
の

額
が
五
十
万
五
千
円
に
満
た
な
い
と
き
は
、
五
十
万
五
千
円
）
か
ら
五
十
万
五
千
円
を
控
除
し
た
金
額
に
百
分

の
一
を
乗
じ
て
得
た
金
額
（
そ
の
金
額
に
一
円
未
満
の
端
数
が
あ
る
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
端
数
金
額
が
五
十

銭
未
満
で
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
切
り
捨
て
た
金
額
と
し
、
そ
の
端
数
金
額
が
五
十
銭
以
上
で
あ
る
と
き
は
、

こ
れ
を
一
円
に
切
り
上
げ
た
金
額
と
す
る
。）と
の
合
算
額
。
た
だ
し
、
高
額
療
養
費
多
数
回
該
当
の
場
合
に
あ

つ
て
は
、
七
万
五
十
円
と
す
る
。

第
十
一
条
の
三
の
五
第
五
項
第
一
号
中
「
第
三
項
第
一
号
」
を
「
第
三
項
第
十
号
又
は
第
十
一
号
」
に
、「
二
万
二

千
円
」
を
「
二
万
八
千
円
」
に
改
め
、
同
項
第
三
号
中
「
第
三
項
第
六
号
」
を
「
第
三
項
第
十
四
号
」
に
改
め
、
同

号
を
同
項
第
四
号
と
し
、
同
項
第
二
号
中
「
第
三
項
第
五
号
」
を
「
第
三
項
第
十
三
号
」
に
、「
一
万
千
円
」
を
「
一

万
三
千
円
」
に
改
め
、
同
号
を
同
項
第
三
号
と
し
、
同
項
第
一
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

二

第
三
項
第
十
二
号
に
掲
げ
る
者

二
万
二
千
円

第
十
一
条
の
三
の
五
第
七
項
第
一
号
中
「
ホ
ま
で
」
を
「
ワ
ま
で
」
に
改
め
、
同
号
イ
中
「
八
万
五
千
八
百
円
」

を
「
三
十
四
万
二
千
円
」
に
、「
四
万
二
千
九
百
円
」
を
「
十
七
万
千
円
」
に
、「
二
十
八
万
六
千
円
」
を
「
百
十
四
万

円
」
に
、「
十
四
万
三
千
円
」
を
「
五
十
七
万
円
」
に
改
め
、
同
号
イ
た
だ
し
書
中
「
四
万
四
千
四
百
円
」
を
「
十
四

万
百
円
」
に
、「
二
万
二
千
二
百
円
」
を
「
七
万
五
十
円
」
に
改
め
、
同
号
ホ
中
「
第
一
項
第
五
号
」
を
「
第
一
項
第

十
三
号
」
に
改
め
、
同
号
ホ
を
同
号
ワ
と
し
、
同
号
ニ
中
「
第
一
項
第
四
号
」
を
「
第
一
項
第
十
二
号
」
に
改
め
、

同
号
ニ
た
だ
し
書
中
「
四
万
四
千
四
百
円
」
を
「
三
万
四
千
五
百
円
」
に
、「
二
万
二
千
二
百
円
」
を
「
一
万
七
千
二

百
五
十
円
」
に
改
め
、
同
号
ニ
を
同
号
ヲ
と
し
、
同
号
ハ
中
「
第
一
項
第
三
号
」
を
「
第
一
項
第
六
号
」に
、「
ハ
に
」

を
「
ヘ
に
」
に
改
め
、
同
号
ハ
を
同
号
ヘ
と
し
、
同
号
ヘ
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

ト

第
一
項
第
七
号
に
掲
げ
る
者

十
一
万
四
百
円
（
七
十
五
歳
到
達
時
特
例
対
象
療
養
に
係
る
も
の
に
あ
つ

て
は
、
五
万
五
千
二
百
円
）
と
、
第
十
一
条
の
三
の
三
第
一
項
第
一
号
イ
か
ら
ヘ
ま
で
に
掲
げ
る
金
額
に
係

る
特
定
疾
病
給
付
対
象
療
養
に
つ
き
財
務
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
当
該
特
定
疾
病
給
付
対

象
療
養
に
要
し
た
費
用
の
額
（
そ
の
額
が
三
十
六
万
八
千
円
（
七
十
五
歳
到
達
時
特
例
対
象
療
養
に
係
る
も

の
に
あ
つ
て
は
、
十
八
万
四
千
円
。
以
下
こ
の
ト
に
お
い
て
同
じ
。）に
満
た
な
い
と
き
は
、
三
十
六
万
八
千

円
）
か
ら
三
十
六
万
八
千
円
を
控
除
し
た
金
額
に
百
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た
金
額
（
そ
の
金
額
に
一
円
未
満

の
端
数
が
あ
る
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
端
数
金
額
が
五
十
銭
未
満
で
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
切
り
捨
て
た
金

額
と
し
、
そ
の
端
数
金
額
が
五
十
銭
以
上
で
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
一
円
に
切
り
上
げ
た
金
額
と
す
る
。）と

の
合
算
額
。
た
だ
し
、
特
定
疾
病
給
付
対
象
療
養
高
額
療
養
費
多
数
回
該
当
の
場
合
に
あ
つ
て
は
、
四
万
四

千
四
百
円
（
七
十
五
歳
到
達
時
特
例
対
象
療
養
に
係
る
も
の
に
あ
つ
て
は
、
二
万
二
千
二
百
円
）
と
す
る
。

チ

第
一
項
第
八
号
に
掲
げ
る
者

九
万
八
千
百
円
（
七
十
五
歳
到
達
時
特
例
対
象
療
養
に
係
る
も
の
に
あ
つ

て
は
、
四
万
九
千
五
十
円
）
と
、
第
十
一
条
の
三
の
三
第
一
項
第
一
号
イ
か
ら
ヘ
ま
で
に
掲
げ
る
金
額
に
係

る
特
定
疾
病
給
付
対
象
療
養
に
つ
き
財
務
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
当
該
特
定
疾
病
給
付
対

象
療
養
に
要
し
た
費
用
の
額
（
そ
の
額
が
三
十
二
万
七
千
円
（
七
十
五
歳
到
達
時
特
例
対
象
療
養
に
係
る
も

の
に
あ
つ
て
は
、
十
六
万
三
千
五
百
円
。
以
下
こ
の
チ
に
お
い
て
同
じ
。）に
満
た
な
い
と
き
は
、
三
十
二
万

七
千
円
）
か
ら
三
十
二
万
七
千
円
を
控
除
し
た
金
額
に
百
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た
金
額
（
そ
の
金
額
に
一
円

未
満
の
端
数
が
あ
る
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
端
数
金
額
が
五
十
銭
未
満
で
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
切
り
捨
て

た
金
額
と
し
、そ
の
端
数
金
額
が
五
十
銭
以
上
で
あ
る
と
き
は
、こ
れ
を
一
円
に
切
り
上
げ
た
金
額
と
す
る
。）

と
の
合
算
額
。
た
だ
し
、
特
定
疾
病
給
付
対
象
療
養
高
額
療
養
費
多
数
回
該
当
の
場
合
に
あ
つ
て
は
、
四
万

四
千
四
百
円
（
七
十
五
歳
到
達
時
特
例
対
象
療
養
に
係
る
も
の
に
あ
つ
て
は
、
二
万
二
千
二
百
円
）と
す
る
。

リ

第
一
項
第
九
号
に
掲
げ
る
者

八
万
五
千
八
百
円
（
七
十
五
歳
到
達
時
特
例
対
象
療
養
に
係
る
も
の
に
あ

つ
て
は
、
四
万
二
千
九
百
円
）
と
、
第
十
一
条
の
三
の
三
第
一
項
第
一
号
イ
か
ら
ヘ
ま
で
に
掲
げ
る
金
額
に

係
る
特
定
疾
病
給
付
対
象
療
養
に
つ
き
財
務
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
当
該
特
定
疾
病
給
付

対
象
療
養
に
要
し
た
費
用
の
額
（
そ
の
額
が
二
十
八
万
六
千
円
（
七
十
五
歳
到
達
時
特
例
対
象
療
養
に
係
る

も
の
に
あ
つ
て
は
、
十
四
万
三
千
円
。
以
下
こ
の
リ
に
お
い
て
同
じ
。）に
満
た
な
い
と
き
は
、
二
十
八
万
六

千
円
）
か
ら
二
十
八
万
六
千
円
を
控
除
し
た
金
額
に
百
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た
金
額
（
そ
の
金
額
に
一
円
未

満
の
端
数
が
あ
る
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
端
数
金
額
が
五
十
銭
未
満
で
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
切
り
捨
て
た

金
額
と
し
、
そ
の
端
数
金
額
が
五
十
銭
以
上
で
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
一
円
に
切
り
上
げ
た
金
額
と
す
る
。）

と
の
合
算
額
。
た
だ
し
、
特
定
疾
病
給
付
対
象
療
養
高
額
療
養
費
多
数
回
該
当
の
場
合
に
あ
つ
て
は
、
四
万

四
千
四
百
円
（
七
十
五
歳
到
達
時
特
例
対
象
療
養
に
係
る
も
の
に
あ
つ
て
は
、
二
万
二
千
二
百
円
）と
す
る
。

ヌ

第
一
項
第
十
号
に
掲
げ
る
者

六
万
九
千
六
百
円
（
七
十
五
歳
到
達
時
特
例
対
象
療
養
に
係
る
も
の
に
あ

つ
て
は
、
三
万
四
千
八
百
円
）。
た
だ
し
、
特
定
疾
病
給
付
対
象
療
養
高
額
療
養
費
多
数
回
該
当
の
場
合
に

あ
つ
て
は
、
四
万
四
千
四
百
円
（
七
十
五
歳
到
達
時
特
例
対
象
療
養
に
係
る
も
の
に
あ
つ
て
は
、
二
万
二
千

二
百
円
）
と
す
る
。

ル

第
一
項
第
十
一
号
に
掲
げ
る
者

六
万
五
千
四
百
円
（
七
十
五
歳
到
達
時
特
例
対
象
療
養
に
係
る
も
の
に

あ
つ
て
は
、
三
万
二
千
七
百
円
）。
た
だ
し
、
特
定
疾
病
給
付
対
象
療
養
高
額
療
養
費
多
数
回
該
当
の
場
合

に
あ
つ
て
は
、
四
万
四
千
四
百
円
（
七
十
五
歳
到
達
時
特
例
対
象
療
養
に
係
る
も
の
に
あ
つ
て
は
、
二
万
二

千
二
百
円
）
と
す
る
。


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第
十
一
条
の
三
の
五
第
七
項
第
二
号
ロ
中
「
第
三
項
第
二
号
」
を
「
第
三
項
第
三
号
」
に
、「
ロ
に
」
を
「
ハ
に
」

に
改
め
、
同
号
ロ
を
同
号
ハ
と
し
、
同
号
ハ
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

ニ

第
三
項
第
四
号
に
掲
げ
る
者

二
十
万
九
千
四
百
円
（
七
十
五
歳
到
達
時
特
例
対
象
療
養
に
係
る
も
の
に

あ
つ
て
は
、
十
万
四
千
七
百
円
）
と
、
第
十
一
条
の
三
の
三
第
一
項
第
一
号
イ
か
ら
ヘ
ま
で
に
掲
げ
る
金
額

に
係
る
特
定
疾
病
給
付
対
象
療
養
に
つ
き
財
務
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
当
該
特
定
疾
病
給

付
対
象
療
養
に
要
し
た
費
用
の
額
（
そ
の
額
が
六
十
九
万
八
千
円
（
七
十
五
歳
到
達
時
特
例
対
象
療
養
に
係

る
も
の
に
あ
つ
て
は
、
三
十
四
万
九
千
円
。
以
下
こ
の
ニ
に
お
い
て
同
じ
。）に
満
た
な
い
と
き
は
、
六
十
九

万
八
千
円
）
か
ら
六
十
九
万
八
千
円
を
控
除
し
た
金
額
に
百
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た
金
額
（
そ
の
金
額
に
一

円
未
満
の
端
数
が
あ
る
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
端
数
金
額
が
五
十
銭
未
満
で
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
切
り
捨

て
た
金
額
と
し
、
そ
の
端
数
金
額
が
五
十
銭
以
上
で
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
一
円
に
切
り
上
げ
た
金
額
と
す

る
。）と
の
合
算
額
。
た
だ
し
、
特
定
疾
病
給
付
対
象
療
養
高
額
療
養
費
多
数
回
該
当
の
場
合
に
あ
つ
て
は
、

九
万
三
千
円
（
七
十
五
歳
到
達
時
特
例
対
象
療
養
に
係
る
も
の
に
あ
つ
て
は
、
四
万
六
千
五
百
円
）と
す
る
。

第
十
一
条
の
三
の
五
第
七
項
第
一
号
ロ
中
「
第
一
項
第
二
号
」
を
「
第
一
項
第
三
号
」
に
、「
ロ
に
」
を
「
ハ
に
」

に
改
め
、
同
号
ロ
を
同
号
ハ
と
し
、
同
号
ハ
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

ニ

第
一
項
第
四
号
に
掲
げ
る
者

二
十
万
九
千
四
百
円
（
七
十
五
歳
到
達
時
特
例
対
象
療
養
に
係
る
も
の
に

あ
つ
て
は
、
十
万
四
千
七
百
円
）
と
、
第
十
一
条
の
三
の
三
第
一
項
第
一
号
イ
か
ら
ヘ
ま
で
に
掲
げ
る
金
額

に
係
る
特
定
疾
病
給
付
対
象
療
養
に
つ
き
財
務
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
当
該
特
定
疾
病
給

付
対
象
療
養
に
要
し
た
費
用
の
額
（
そ
の
額
が
六
十
九
万
八
千
円
（
七
十
五
歳
到
達
時
特
例
対
象
療
養
に
係

る
も
の
に
あ
つ
て
は
、
三
十
四
万
九
千
円
。
以
下
こ
の
ニ
に
お
い
て
同
じ
。）に
満
た
な
い
と
き
は
、
六
十
九

万
八
千
円
）
か
ら
六
十
九
万
八
千
円
を
控
除
し
た
金
額
に
百
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た
金
額
（
そ
の
金
額
に
一

円
未
満
の
端
数
が
あ
る
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
端
数
金
額
が
五
十
銭
未
満
で
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
切
り
捨

て
た
金
額
と
し
、
そ
の
端
数
金
額
が
五
十
銭
以
上
で
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
一
円
に
切
り
上
げ
た
金
額
と
す

る
。）と
の
合
算
額
。
た
だ
し
、
特
定
疾
病
給
付
対
象
療
養
高
額
療
養
費
多
数
回
該
当
の
場
合
に
あ
つ
て
は
、

九
万
三
千
円
（
七
十
五
歳
到
達
時
特
例
対
象
療
養
に
係
る
も
の
に
あ
つ
て
は
、
四
万
六
千
五
百
円
）と
す
る
。

ホ

第
一
項
第
五
号
に
掲
げ
る
者

十
九
万
四
千
四
百
円
（
七
十
五
歳
到
達
時
特
例
対
象
療
養
に
係
る
も
の
に

あ
つ
て
は
、
九
万
七
千
二
百
円
）
と
、
第
十
一
条
の
三
の
三
第
一
項
第
一
号
イ
か
ら
ヘ
ま
で
に
掲
げ
る
金
額

に
係
る
特
定
疾
病
給
付
対
象
療
養
に
つ
き
財
務
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
当
該
特
定
疾
病
給

付
対
象
療
養
に
要
し
た
費
用
の
額
（
そ
の
額
が
六
十
四
万
八
千
円
（
七
十
五
歳
到
達
時
特
例
対
象
療
養
に
係

る
も
の
に
あ
つ
て
は
、
三
十
二
万
四
千
円
。
以
下
こ
の
ホ
に
お
い
て
同
じ
。）に
満
た
な
い
と
き
は
、
六
十
四

万
八
千
円
）
か
ら
六
十
四
万
八
千
円
を
控
除
し
た
金
額
に
百
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た
金
額
（
そ
の
金
額
に
一

円
未
満
の
端
数
が
あ
る
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
端
数
金
額
が
五
十
銭
未
満
で
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
切
り
捨

て
た
金
額
と
し
、
そ
の
端
数
金
額
が
五
十
銭
以
上
で
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
一
円
に
切
り
上
げ
た
金
額
と
す

る
。）と
の
合
算
額
。
た
だ
し
、
特
定
疾
病
給
付
対
象
療
養
高
額
療
養
費
多
数
回
該
当
の
場
合
に
あ
つ
て
は
、

九
万
三
千
円
（
七
十
五
歳
到
達
時
特
例
対
象
療
養
に
係
る
も
の
に
あ
つ
て
は
、
四
万
六
千
五
百
円
）と
す
る
。

第
十
一
条
の
三
の
五
第
七
項
第
一
号
イ
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

ロ

第
一
項
第
二
号
に
掲
げ
る
者

三
十
万
三
千
円
（
七
十
五
歳
到
達
時
特
例
対
象
療
養
に
係
る
も
の
に
あ
つ

て
は
、
十
五
万
千
五
百
円
）
と
、
第
十
一
条
の
三
の
三
第
一
項
第
一
号
イ
か
ら
ヘ
ま
で
に
掲
げ
る
金
額
に
係

る
特
定
疾
病
給
付
対
象
療
養
に
つ
き
財
務
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
当
該
特
定
疾
病
給
付
対

象
療
養
に
要
し
た
費
用
の
額
（
そ
の
額
が
百
一
万
円
（
七
十
五
歳
到
達
時
特
例
対
象
療
養
に
係
る
も
の
に
あ

つ
て
は
、
五
十
万
五
千
円
。
以
下
こ
の
ロ
に
お
い
て
同
じ
。）に
満
た
な
い
と
き
は
、
百
一
万
円
）
か
ら
百
一

万
円
を
控
除
し
た
金
額
に
百
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た
金
額
（
そ
の
金
額
に
一
円
未
満
の
端
数
が
あ
る
場
合
に

お
い
て
、
そ
の
端
数
金
額
が
五
十
銭
未
満
で
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
切
り
捨
て
た
金
額
と
し
、
そ
の
端
数
金

額
が
五
十
銭
以
上
で
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
一
円
に
切
り
上
げ
た
金
額
と
す
る
。）と
の
合
算
額
。
た
だ
し
、

特
定
疾
病
給
付
対
象
療
養
高
額
療
養
費
多
数
回
該
当
の
場
合
に
あ
つ
て
は
、
十
四
万
百
円
（
七
十
五
歳
到
達

時
特
例
対
象
療
養
に
係
る
も
の
に
あ
つ
て
は
、
七
万
五
十
円
）
と
す
る
。

第
十
一
条
の
三
の
五
第
七
項
第
二
号
中
「
ヘ
ま
で
に
掲
げ
る
者
」
を
「
カ
ま
で
に
掲
げ
る
者
」
に
、「
ヘ
ま
で
に
定

め
る
」
を
「
カ
ま
で
に
定
め
る
」
に
改
め
、
同
号
イ
中
「
六
万
千
五
百
円
」
を
「
三
十
四
万
二
千
円
」
に
、「
三
万
七

百
五
十
円
）」を
「
十
七
万
千
円
）
と
、
第
十
一
条
の
三
の
三
第
一
項
第
一
号
イ
か
ら
ヘ
ま
で
に
掲
げ
る
金
額
に
係
る

特
定
疾
病
給
付
対
象
療
養
に
つ
き
財
務
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
当
該
特
定
疾
病
給
付
対
象
療
養
に

要
し
た
費
用
の
額
（
そ
の
額
が
百
十
四
万
円
（
七
十
五
歳
到
達
時
特
例
対
象
療
養
に
係
る
も
の
に
あ
つ
て
は
、
五
十

七
万
円
。
以
下
こ
の
イ
に
お
い
て
同
じ
。）に
満
た
な
い
と
き
は
、
百
十
四
万
円
）
か
ら
百
十
四
万
円
を
控
除
し
た
金

額
に
百
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た
金
額
（
そ
の
金
額
に
一
円
未
満
の
端
数
が
あ
る
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
端
数
金
額
が

五
十
銭
未
満
で
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
切
り
捨
て
た
金
額
と
し
、
そ
の
端
数
金
額
が
五
十
銭
以
上
で
あ
る
と
き
は
、

こ
れ
を
一
円
に
切
り
上
げ
た
金
額
と
す
る
。）と
の
合
算
額
」
に
改
め
、
同
号
イ
た
だ
し
書
中
「
四
万
四
千
四
百
円
」

を
「
十
四
万
百
円
」
に
、「
二
万
二
千
二
百
円
」
を
「
七
万
五
十
円
」
に
改
め
、
同
号
ヘ
中
「
第
三
項
第
六
号
」を「
第

三
項
第
十
四
号
」
に
改
め
、
同
号
ヘ
を
同
号
カ
と
し
、
同
号
ホ
中
「
第
三
項
第
五
号
」
を
「
第
三
項
第
十
三
号
」
に

改
め
、
同
号
ホ
を
同
号
ワ
と
し
、
同
号
ニ
中
「
第
三
項
第
四
号
」
を
「
第
三
項
第
九
号
」
に
、「
ニ
に
」
を
「
リ
に
」

に
改
め
、
同
号
ニ
を
同
号
リ
と
し
、
同
号
リ
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

ヌ

第
三
項
第
十
号
に
掲
げ
る
者

六
万
九
千
六
百
円
（
七
十
五
歳
到
達
時
特
例
対
象
療
養
に
係
る
も
の
に
あ

つ
て
は
、
三
万
四
千
八
百
円
）。
た
だ
し
、
特
定
疾
病
給
付
対
象
療
養
高
額
療
養
費
多
数
回
該
当
の
場
合
に

あ
つ
て
は
、
四
万
四
千
四
百
円
（
七
十
五
歳
到
達
時
特
例
対
象
療
養
に
係
る
も
の
に
あ
つ
て
は
、
二
万
二
千

二
百
円
）
と
す
る
。

ル

第
三
項
第
十
一
号
に
掲
げ
る
者

六
万
五
千
四
百
円
（
七
十
五
歳
到
達
時
特
例
対
象
療
養
に
係
る
も
の
に

あ
つ
て
は
、
三
万
二
千
七
百
円
）。
た
だ
し
、
特
定
疾
病
給
付
対
象
療
養
高
額
療
養
費
多
数
回
該
当
の
場
合

に
あ
つ
て
は
、
四
万
四
千
四
百
円
（
七
十
五
歳
到
達
時
特
例
対
象
療
養
に
係
る
も
の
に
あ
つ
て
は
、
二
万
二

千
二
百
円
）
と
す
る
。

ヲ

第
三
項
第
十
二
号
に
掲
げ
る
者

六
万
千
五
百
円
（
七
十
五
歳
到
達
時
特
例
対
象
療
養
に
係
る
も
の
に
あ

つ
て
は
、
三
万
七
百
五
十
円
）。
た
だ
し
、
特
定
疾
病
給
付
対
象
療
養
高
額
療
養
費
多
数
回
該
当
の
場
合
に

あ
つ
て
は
、
三
万
四
千
五
百
円
（
七
十
五
歳
到
達
時
特
例
対
象
療
養
に
係
る
も
の
に
あ
つ
て
は
、
一
万
七
千

二
百
五
十
円
）
と
す
る
。

第
十
一
条
の
三
の
五
第
七
項
第
二
号
ハ
中
「
第
三
項
第
三
号
」
を
「
第
三
項
第
六
号
」
に
、「
ハ
に
」
を
「
ヘ
に
」

に
改
め
、
同
号
ハ
を
同
号
ヘ
と
し
、
同
号
ヘ
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

ト

第
三
項
第
七
号
に
掲
げ
る
者

十
一
万
四
百
円
（
七
十
五
歳
到
達
時
特
例
対
象
療
養
に
係
る
も
の
に
あ
つ

て
は
、
五
万
五
千
二
百
円
）
と
、
第
十
一
条
の
三
の
三
第
一
項
第
一
号
イ
か
ら
ヘ
ま
で
に
掲
げ
る
金
額
に
係

る
特
定
疾
病
給
付
対
象
療
養
に
つ
き
財
務
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
当
該
特
定
疾
病
給
付
対

象
療
養
に
要
し
た
費
用
の
額
（
そ
の
額
が
三
十
六
万
八
千
円
（
七
十
五
歳
到
達
時
特
例
対
象
療
養
に
係
る
も

の
に
あ
つ
て
は
、
十
八
万
四
千
円
。
以
下
こ
の
ト
に
お
い
て
同
じ
。）に
満
た
な
い
と
き
は
、
三
十
六
万
八
千

円
）
か
ら
三
十
六
万
八
千
円
を
控
除
し
た
金
額
に
百
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た
金
額
（
そ
の
金
額
に
一
円
未
満

の
端
数
が
あ
る
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
端
数
金
額
が
五
十
銭
未
満
で
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
切
り
捨
て
た
金

額
と
し
、
そ
の
端
数
金
額
が
五
十
銭
以
上
で
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
一
円
に
切
り
上
げ
た
金
額
と
す
る
。）と

の
合
算
額
。
た
だ
し
、
特
定
疾
病
給
付
対
象
療
養
高
額
療
養
費
多
数
回
該
当
の
場
合
に
あ
つ
て
は
、
四
万
四

千
四
百
円
（
七
十
五
歳
到
達
時
特
例
対
象
療
養
に
係
る
も
の
に
あ
つ
て
は
、
二
万
二
千
二
百
円
）
と
す
る
。

チ

第
三
項
第
八
号
に
掲
げ
る
者

九
万
八
千
百
円
（
七
十
五
歳
到
達
時
特
例
対
象
療
養
に
係
る
も
の
に
あ
つ

て
は
、
四
万
九
千
五
十
円
）
と
、
第
十
一
条
の
三
の
三
第
一
項
第
一
号
イ
か
ら
ヘ
ま
で
に
掲
げ
る
金
額
に
係

る
特
定
疾
病
給
付
対
象
療
養
に
つ
き
財
務
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
当
該
特
定
疾
病
給
付
対

象
療
養
に
要
し
た
費
用
の
額
（
そ
の
額
が
三
十
二
万
七
千
円
（
七
十
五
歳
到
達
時
特
例
対
象
療
養
に
係
る
も

の
に
あ
つ
て
は
、
十
六
万
三
千
五
百
円
。
以
下
こ
の
チ
に
お
い
て
同
じ
。）に
満
た
な
い
と
き
は
、
三
十
二
万

七
千
円
）
か
ら
三
十
二
万
七
千
円
を
控
除
し
た
金
額
に
百
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た
金
額
（
そ
の
金
額
に
一
円

未
満
の
端
数
が
あ
る
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
端
数
金
額
が
五
十
銭
未
満
で
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
切
り
捨
て

た
金
額
と
し
、そ
の
端
数
金
額
が
五
十
銭
以
上
で
あ
る
と
き
は
、こ
れ
を
一
円
に
切
り
上
げ
た
金
額
と
す
る
。）

と
の
合
算
額
。
た
だ
し
、
特
定
疾
病
給
付
対
象
療
養
高
額
療
養
費
多
数
回
該
当
の
場
合
に
あ
つ
て
は
、
四
万

四
千
四
百
円
（
七
十
五
歳
到
達
時
特
例
対
象
療
養
に
係
る
も
の
に
あ
つ
て
は
、
二
万
二
千
二
百
円
）と
す
る
。
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ホ

第
三
項
第
五
号
に
掲
げ
る
者

十
九
万
四
千
四
百
円
（
七
十
五
歳
到
達
時
特
例
対
象
療
養
に
係
る
も
の
に

あ
つ
て
は
、
九
万
七
千
二
百
円
）
と
、
第
十
一
条
の
三
の
三
第
一
項
第
一
号
イ
か
ら
ヘ
ま
で
に
掲
げ
る
金
額

に
係
る
特
定
疾
病
給
付
対
象
療
養
に
つ
き
財
務
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
当
該
特
定
疾
病
給

付
対
象
療
養
に
要
し
た
費
用
の
額
（
そ
の
額
が
六
十
四
万
八
千
円
（
七
十
五
歳
到
達
時
特
例
対
象
療
養
に
係

る
も
の
に
あ
つ
て
は
、
三
十
二
万
四
千
円
。
以
下
こ
の
ホ
に
お
い
て
同
じ
。）に
満
た
な
い
と
き
は
、
六
十
四

万
八
千
円
）
か
ら
六
十
四
万
八
千
円
を
控
除
し
た
金
額
に
百
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た
金
額
（
そ
の
金
額
に
一

円
未
満
の
端
数
が
あ
る
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
端
数
金
額
が
五
十
銭
未
満
で
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
切
り
捨

て
た
金
額
と
し
、
そ
の
端
数
金
額
が
五
十
銭
以
上
で
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
一
円
に
切
り
上
げ
た
金
額
と
す

る
。）と
の
合
算
額
。
た
だ
し
、
特
定
疾
病
給
付
対
象
療
養
高
額
療
養
費
多
数
回
該
当
の
場
合
に
あ
つ
て
は
、

九
万
三
千
円
（
七
十
五
歳
到
達
時
特
例
対
象
療
養
に
係
る
も
の
に
あ
つ
て
は
、
四
万
六
千
五
百
円
）と
す
る
。

第
十
一
条
の
三
の
五
第
七
項
第
二
号
イ
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

ロ

第
三
項
第
二
号
に
掲
げ
る
者

三
十
万
三
千
円
（
七
十
五
歳
到
達
時
特
例
対
象
療
養
に
係
る
も
の
に
あ
つ

て
は
、
十
五
万
千
五
百
円
）
と
、
第
十
一
条
の
三
の
三
第
一
項
第
一
号
イ
か
ら
ヘ
ま
で
に
掲
げ
る
金
額
に
係

る
特
定
疾
病
給
付
対
象
療
養
に
つ
き
財
務
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
当
該
特
定
疾
病
給
付
対

象
療
養
に
要
し
た
費
用
の
額
（
そ
の
額
が
百
一
万
円
（
七
十
五
歳
到
達
時
特
例
対
象
療
養
に
係
る
も
の
に
あ

つ
て
は
、
五
十
万
五
千
円
。
以
下
こ
の
ロ
に
お
い
て
同
じ
。）に
満
た
な
い
と
き
は
、
百
一
万
円
）
か
ら
百
一

万
円
を
控
除
し
た
金
額
に
百
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た
金
額
（
そ
の
金
額
に
一
円
未
満
の
端
数
が
あ
る
場
合
に

お
い
て
、
そ
の
端
数
金
額
が
五
十
銭
未
満
で
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
切
り
捨
て
た
金
額
と
し
、
そ
の
端
数
金

額
が
五
十
銭
以
上
で
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
一
円
に
切
り
上
げ
た
金
額
と
す
る
。）と
の
合
算
額
。
た
だ
し
、

特
定
疾
病
給
付
対
象
療
養
高
額
療
養
費
多
数
回
該
当
の
場
合
に
あ
つ
て
は
、
十
四
万
百
円
（
七
十
五
歳
到
達

時
特
例
対
象
療
養
に
係
る
も
の
に
あ
つ
て
は
、
七
万
五
十
円
）
と
す
る
。

第
十
一
条
の
三
の
五
第
七
項
第
三
号
中
「
ハ
ま
で
」
を
「
ニ
ま
で
」
に
改
め
、
同
号
イ
中
「
第
三
項
第
一
号
」
を

「
第
三
項
第
十
号
又
は
第
十
一
号
」
に
、「
二
万
二
千
円
」
を
「
二
万
八
千
円
」
に
改
め
、
同
号
ハ
中
「
第
三
項
第
六

号
」
を
「
第
三
項
第
十
四
号
」
に
改
め
、
同
号
ハ
を
同
号
ニ
と
し
、
同
号
ロ
中
「
第
三
項
第
五
号
」
を
「
第
三
項
第

十
三
号
」
に
、「
一
万
千
円
」
を
「
一
万
三
千
円
」
に
改
め
、
同
号
ロ
を
同
号
ハ
と
し
、
同
号
イ
の
次
に
次
の
よ
う
に

加
え
る
。

ロ

第
三
項
第
十
二
号
に
掲
げ
る
者

二
万
二
千
円

第
十
一
条
の
三
の
五
第
九
項
第
二
号
中
「
第
一
項
第
二
号
又
は
第
三
号
」
を「
第
一
項
第
一
号
か
ら
第
六
号
ま
で
」

に
改
め
、
同
条
第
十
一
項
第
一
号
中
「
第
四
号
」
を
「
第
五
号
」
に
改
め
、
同
項
第
四
号
中
「
次
項
第
四
号
」を「
次

項
第
五
号
」
に
、「
前
二
号
」
を
「
第
二
号
又
は
第
三
号
」
に
改
め
、
同
号
を
同
項
第
五
号
と
し
、
同
項
第
三
号
の
次

に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

四

基
準
日
が
属
す
る
月
の
標
準
報
酬
の
月
額
が
十
六
万
円
未
満
の
組
合
員
（
次
号
に
掲
げ
る
者
を
除
く
。）
四

十
一
万
円

第
十
一
条
の
三
の
五
第
十
二
項
第
一
号
中
「
第
五
号
」
を
「
第
六
号
」
に
改
め
、
同
項
第
五
号
中
「
第
四
十
二
条

第
十
二
項
第
五
号
」
を
「
第
四
十
二
条
第
十
二
項
第
六
号
」
に
改
め
、
同
号
を
同
項
第
六
号
と
し
、
同
項
第
四
号
中

「
前
二
号
」
を
「
第
二
号
、
第
三
号
」
に
改
め
、
同
号
を
同
項
第
五
号
と
し
、
同
項
第
三
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加

え
る
。

四

基
準
日
が
属
す
る
月
の
標
準
報
酬
の
月
額
が
十
六
万
円
未
満
の
組
合
員
（
次
号
又
は
第
六
号
に
掲
げ
る
者
を

除
く
。）
四
十
一
万
円

第
十
一
条
の
三
の
六
第
一
項
第
一
号
ロ
中
「
前
条
第
一
項
第
二
号
」
を
「
前
条
第
一
項
第
三
号
」
に
改
め
、
同
号

ロ
を
同
号
ハ
と
し
、
同
号
ハ
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

ニ

前
条
第
一
項
第
四
号
に
掲
げ
る
者
に
該
当
し
て
い
る
こ
と
に
つ
き
財
務
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
組

合
の
認
定
を
受
け
て
い
る
者

二
十
万
九
千
四
百
円
と
、
当
該
療
養
に
つ
き
財
務
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に

よ
り
算
定
し
た
当
該
療
養
に
要
し
た
費
用
の
額
（
そ
の
額
が
六
十
九
万
八
千
円
に
満
た
な
い
と
き
は
、
六
十

九
万
八
千
円
）
か
ら
六
十
九
万
八
千
円
を
控
除
し
た
金
額
に
百
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た
金
額
（
そ
の
金
額
に

一
円
未
満
の
端
数
が
あ
る
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
端
数
金
額
が
五
十
銭
未
満
で
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
切
り

捨
て
た
金
額
と
し
、
そ
の
端
数
金
額
が
五
十
銭
以
上
で
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
一
円
に
切
り
上
げ
た
金
額
と

す
る
。）と
の
合
算
額
。
た
だ
し
、
高
額
療
養
費
多
数
回
該
当
の
場
合
に
あ
つ
て
は
、
九
万
三
千
円
と
す
る
。

ホ

前
条
第
一
項
第
五
号
に
掲
げ
る
者
に
該
当
し
て
い
る
こ
と
に
つ
き
財
務
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
組

合
の
認
定
を
受
け
て
い
る
者

十
九
万
四
千
四
百
円
と
、
当
該
療
養
に
つ
き
財
務
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に

よ
り
算
定
し
た
当
該
療
養
に
要
し
た
費
用
の
額
（
そ
の
額
が
六
十
四
万
八
千
円
に
満
た
な
い
と
き
は
、
六
十

四
万
八
千
円
）
か
ら
六
十
四
万
八
千
円
を
控
除
し
た
金
額
に
百
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た
金
額
（
そ
の
金
額
に

一
円
未
満
の
端
数
が
あ
る
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
端
数
金
額
が
五
十
銭
未
満
で
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
切
り

捨
て
た
金
額
と
し
、
そ
の
端
数
金
額
が
五
十
銭
以
上
で
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
一
円
に
切
り
上
げ
た
金
額
と

す
る
。）と
の
合
算
額
。
た
だ
し
、
高
額
療
養
費
多
数
回
該
当
の
場
合
に
あ
つ
て
は
、
九
万
三
千
円
と
す
る
。

第
十
一
条
の
三
の
六
第
一
項
第
一
号
中
「
ホ
ま
で
」
を
「
ワ
ま
で
」
に
改
め
、
同
号
イ
中
「
八
万
五
千
八
百
円
」

を
「
三
十
四
万
二
千
円
」
に
、「
二
十
八
万
六
千
円
」
を
「
百
十
四
万
円
」
に
改
め
、
同
号
イ
た
だ
し
書
中
「
四
万
四

千
四
百
円
」
を
「
十
四
万
百
円
」
に
改
め
、
同
号
ホ
中
「
前
条
第
一
項
第
五
号
」
を
「
前
条
第
一
項
第
十
三
号
」
に

改
め
、
同
号
ホ
を
同
号
ワ
と
し
、
同
号
ニ
中
「
前
条
第
一
項
第
四
号
」
を
「
前
条
第
一
項
第
十
二
号
」
に
改
め
、
同

号
ニ
た
だ
し
書
中
「
四
万
四
千
四
百
円
」
を
「
三
万
四
千
五
百
円
」
に
改
め
、
同
号
ニ
を
同
号
ヲ
と
し
、
同
号
ハ
中

「
前
条
第
一
項
第
三
号
」
を
「
前
条
第
一
項
第
六
号
」
に
改
め
、
同
号
ハ
を
同
号
ヘ
と
し
、
同
号
ヘ
の
次
に
次
の
よ

う
に
加
え
る
。

ト

前
条
第
一
項
第
七
号
に
掲
げ
る
者
に
該
当
し
て
い
る
こ
と
に
つ
き
財
務
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
組

合
の
認
定
を
受
け
て
い
る
者

十
一
万
四
百
円
と
、
当
該
療
養
に
つ
き
財
務
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り

算
定
し
た
当
該
療
養
に
要
し
た
費
用
の
額
（
そ
の
額
が
三
十
六
万
八
千
円
に
満
た
な
い
と
き
は
、
三
十
六
万

八
千
円
）
か
ら
三
十
六
万
八
千
円
を
控
除
し
た
金
額
に
百
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た
金
額
（
そ
の
金
額
に
一
円

未
満
の
端
数
が
あ
る
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
端
数
金
額
が
五
十
銭
未
満
で
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
切
り
捨
て

た
金
額
と
し
、そ
の
端
数
金
額
が
五
十
銭
以
上
で
あ
る
と
き
は
、こ
れ
を
一
円
に
切
り
上
げ
た
金
額
と
す
る
。）

と
の
合
算
額
。
た
だ
し
、
高
額
療
養
費
多
数
回
該
当
の
場
合
に
あ
つ
て
は
、
四
万
四
千
四
百
円
と
す
る
。

チ

前
条
第
一
項
第
八
号
に
掲
げ
る
者
に
該
当
し
て
い
る
こ
と
に
つ
き
財
務
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
組

合
の
認
定
を
受
け
て
い
る
者

九
万
八
千
百
円
と
、
当
該
療
養
に
つ
き
財
務
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り

算
定
し
た
当
該
療
養
に
要
し
た
費
用
の
額
（
そ
の
額
が
三
十
二
万
七
千
円
に
満
た
な
い
と
き
は
、
三
十
二
万

七
千
円
）
か
ら
三
十
二
万
七
千
円
を
控
除
し
た
金
額
に
百
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た
金
額
（
そ
の
金
額
に
一
円

未
満
の
端
数
が
あ
る
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
端
数
金
額
が
五
十
銭
未
満
で
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
切
り
捨
て

た
金
額
と
し
、そ
の
端
数
金
額
が
五
十
銭
以
上
で
あ
る
と
き
は
、こ
れ
を
一
円
に
切
り
上
げ
た
金
額
と
す
る
。）

と
の
合
算
額
。
た
だ
し
、
高
額
療
養
費
多
数
回
該
当
の
場
合
に
あ
つ
て
は
、
四
万
四
千
四
百
円
と
す
る
。

リ

前
条
第
一
項
第
九
号
に
掲
げ
る
者
に
該
当
し
て
い
る
こ
と
に
つ
き
財
務
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
組

合
の
認
定
を
受
け
て
い
る
者

八
万
五
千
八
百
円
と
、
当
該
療
養
に
つ
き
財
務
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ

り
算
定
し
た
当
該
療
養
に
要
し
た
費
用
の
額
（
そ
の
額
が
二
十
八
万
六
千
円
に
満
た
な
い
と
き
は
、
二
十
八

万
六
千
円
）
か
ら
二
十
八
万
六
千
円
を
控
除
し
た
金
額
に
百
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た
金
額
（
そ
の
金
額
に
一

円
未
満
の
端
数
が
あ
る
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
端
数
金
額
が
五
十
銭
未
満
で
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
切
り
捨

て
た
金
額
と
し
、
そ
の
端
数
金
額
が
五
十
銭
以
上
で
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
一
円
に
切
り
上
げ
た
金
額
と
す

る
。）と
の
合
算
額
。
た
だ
し
、
高
額
療
養
費
多
数
回
該
当
の
場
合
に
あ
つ
て
は
、四
万
四
千
四
百
円
と
す
る
。

ヌ

前
条
第
一
項
第
十
号
に
掲
げ
る
者
に
該
当
し
て
い
る
こ
と
に
つ
き
財
務
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
組

合
の
認
定
を
受
け
て
い
る
者

六
万
九
千
六
百
円
。
た
だ
し
、
高
額
療
養
費
多
数
回
該
当
の
場
合
に
あ
つ
て

は
、
四
万
四
千
四
百
円
と
す
る
。

ル

前
条
第
一
項
第
十
一
号
に
掲
げ
る
者
に
該
当
し
て
い
る
こ
と
に
つ
き
財
務
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り

組
合
の
認
定
を
受
け
て
い
る
者

六
万
五
千
四
百
円
。
た
だ
し
、
高
額
療
養
費
多
数
回
該
当
の
場
合
に
あ
つ

て
は
、
四
万
四
千
四
百
円
と
す
る
。
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第
十
一
条
の
三
の
六
第
一
項
第
一
号
イ
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

ロ

前
条
第
一
項
第
二
号
に
掲
げ
る
者
に
該
当
し
て
い
る
こ
と
に
つ
き
財
務
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
組

合
の
認
定
を
受
け
て
い
る
者

三
十
万
三
千
円
と
、
当
該
療
養
に
つ
き
財
務
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り

算
定
し
た
当
該
療
養
に
要
し
た
費
用
の
額
（
そ
の
額
が
百
一
万
円
に
満
た
な
い
と
き
は
、
百
一
万
円
）
か
ら

百
一
万
円
を
控
除
し
た
金
額
に
百
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た
金
額
（
そ
の
金
額
に
一
円
未
満
の
端
数
が
あ
る
場

合
に
お
い
て
、
そ
の
端
数
金
額
が
五
十
銭
未
満
で
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
切
り
捨
て
た
金
額
と
し
、
そ
の
端

数
金
額
が
五
十
銭
以
上
で
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
一
円
に
切
り
上
げ
た
金
額
と
す
る
。）と
の
合
算
額
。
た
だ

し
、
高
額
療
養
費
多
数
回
該
当
の
場
合
に
あ
つ
て
は
、
十
四
万
百
円
と
す
る
。

第
十
一
条
の
三
の
六
第
一
項
第
二
号
中
「
イ
か
ら
ヘ
ま
で
」
を
「
イ
か
ら
カ
ま
で
」
に
改
め
、
同
号
イ
中
「
ロ
か

ら
ヘ
ま
で
に
掲
げ
る
者
以
外
の
」
を
「
前
条
第
三
項
第
一
号
に
掲
げ
る
」
に
、「
六
万
千
五
百
円
」
を
「
三
十
四
万
二

千
円
と
、
当
該
療
養
に
つ
き
財
務
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
当
該
療
養
に
要
し
た
費
用
の
額
（
そ
の

額
が
百
十
四
万
円
に
満
た
な
い
と
き
は
、
百
十
四
万
円
）
か
ら
百
十
四
万
円
を
控
除
し
た
金
額
に
百
分
の
一
を
乗
じ

て
得
た
金
額
（
そ
の
金
額
に
一
円
未
満
の
端
数
が
あ
る
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
端
数
金
額
が
五
十
銭
未
満
で
あ
る
と

き
は
、
こ
れ
を
切
り
捨
て
た
金
額
と
し
、
そ
の
端
数
金
額
が
五
十
銭
以
上
で
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
一
円
に
切
り
上

げ
た
金
額
と
す
る
。）と
の
合
算
額
」
に
改
め
、
同
号
イ
た
だ
し
書
中
「
四
万
四
千
四
百
円
」
を
「
十
四
万
百
円
」
に

改
め
、
同
号
ヘ
中
「
前
条
第
三
項
第
六
号
」
を
「
前
条
第
三
項
第
十
四
号
」
に
改
め
、
同
号
ヘ
を
同
号
カ
と
し
、
同

号
ホ
中
「
前
条
第
三
項
第
五
号
」
を
「
前
条
第
三
項
第
十
三
号
」
に
改
め
、
同
号
ホ
を
同
号
ワ
と
し
、同
号
ニ
中「
前

条
第
三
項
第
四
号
」
を
「
前
条
第
三
項
第
九
号
」
に
改
め
、
同
号
ニ
を
同
号
リ
と
し
、
同
号
リ
の
次
に
次
の
よ
う
に

加
え
る
。

ヌ

前
条
第
三
項
第
十
号
に
掲
げ
る
者

六
万
九
千
六
百
円
。
た
だ
し
、
高
額
療
養
費
多
数
回
該
当
の
場
合
に

あ
つ
て
は
、
四
万
四
千
四
百
円
と
す
る
。

ル

前
条
第
三
項
第
十
一
号
に
掲
げ
る
者
に
該
当
し
て
い
る
こ
と
に
つ
き
財
務
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り

組
合
の
認
定
を
受
け
て
い
る
者

六
万
五
千
四
百
円
。
た
だ
し
、
高
額
療
養
費
多
数
回
該
当
の
場
合
に
あ
つ

て
は
、
四
万
四
千
四
百
円
と
す
る
。

ヲ

前
条
第
三
項
第
十
二
号
に
掲
げ
る
者
に
該
当
し
て
い
る
こ
と
に
つ
き
財
務
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り

組
合
の
認
定
を
受
け
て
い
る
者

六
万
千
五
百
円
。
た
だ
し
、
高
額
療
養
費
多
数
回
該
当
の
場
合
に
あ
つ
て

は
、
三
万
四
千
五
百
円
と
す
る
。

第
十
一
条
の
三
の
六
第
一
項
第
二
号
ハ
中
「
前
条
第
三
項
第
三
号
」
を
「
前
条
第
三
項
第
六
号
」
に
改
め
、
同
号

ハ
を
同
号
ヘ
と
し
、
同
号
ヘ
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

ト

前
条
第
三
項
第
七
号
に
掲
げ
る
者
に
該
当
し
て
い
る
こ
と
に
つ
き
財
務
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
組

合
の
認
定
を
受
け
て
い
る
者

十
一
万
四
百
円
と
、
当
該
療
養
に
つ
き
財
務
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り

算
定
し
た
当
該
療
養
に
要
し
た
費
用
の
額
（
そ
の
額
が
三
十
六
万
八
千
円
に
満
た
な
い
と
き
は
、
三
十
六
万

八
千
円
）
か
ら
三
十
六
万
八
千
円
を
控
除
し
た
金
額
に
百
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た
金
額
（
そ
の
金
額
に
一
円

未
満
の
端
数
が
あ
る
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
端
数
金
額
が
五
十
銭
未
満
で
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
切
り
捨
て

た
金
額
と
し
、そ
の
端
数
金
額
が
五
十
銭
以
上
で
あ
る
と
き
は
、こ
れ
を
一
円
に
切
り
上
げ
た
金
額
と
す
る
。）

と
の
合
算
額
。
た
だ
し
、
高
額
療
養
費
多
数
回
該
当
の
場
合
に
あ
つ
て
は
、
四
万
四
千
四
百
円
と
す
る
。

チ

前
条
第
三
項
第
八
号
に
掲
げ
る
者
に
該
当
し
て
い
る
こ
と
に
つ
き
財
務
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
組

合
の
認
定
を
受
け
て
い
る
者

九
万
八
千
百
円
と
、
当
該
療
養
に
つ
き
財
務
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り

算
定
し
た
当
該
療
養
に
要
し
た
費
用
の
額
（
そ
の
額
が
三
十
二
万
七
千
円
に
満
た
な
い
と
き
は
、
三
十
二
万

七
千
円
）
か
ら
三
十
二
万
七
千
円
を
控
除
し
た
金
額
に
百
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た
金
額
（
そ
の
金
額
に
一
円

未
満
の
端
数
が
あ
る
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
端
数
金
額
が
五
十
銭
未
満
で
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
切
り
捨
て

た
金
額
と
し
、そ
の
端
数
金
額
が
五
十
銭
以
上
で
あ
る
と
き
は
、こ
れ
を
一
円
に
切
り
上
げ
た
金
額
と
す
る
。）

と
の
合
算
額
。
た
だ
し
、
高
額
療
養
費
多
数
回
該
当
の
場
合
に
あ
つ
て
は
、
四
万
四
千
四
百
円
と
す
る
。

第
十
一
条
の
三
の
六
第
一
項
第
二
号
ロ
中
「
前
条
第
三
項
第
二
号
に
掲
げ
る
」
を
「
前
条
第
三
項
第
三
号
に
掲
げ

る
者
に
該
当
し
て
い
る
こ
と
に
つ
き
財
務
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
組
合
の
認
定
を
受
け
て
い
る
」
に
改
め
、

同
号
ロ
を
同
号
ハ
と
し
、
同
号
ハ
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

ニ

前
条
第
三
項
第
四
号
に
掲
げ
る
者
に
該
当
し
て
い
る
こ
と
に
つ
き
財
務
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
組

合
の
認
定
を
受
け
て
い
る
者

二
十
万
九
千
四
百
円
と
、
当
該
療
養
に
つ
き
財
務
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に

よ
り
算
定
し
た
当
該
療
養
に
要
し
た
費
用
の
額
（
そ
の
額
が
六
十
九
万
八
千
円
に
満
た
な
い
と
き
は
、
六
十

九
万
八
千
円
）
か
ら
六
十
九
万
八
千
円
を
控
除
し
た
金
額
に
百
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た
金
額
（
そ
の
金
額
に

一
円
未
満
の
端
数
が
あ
る
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
端
数
金
額
が
五
十
銭
未
満
で
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
切
り

捨
て
た
金
額
と
し
、
そ
の
端
数
金
額
が
五
十
銭
以
上
で
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
一
円
に
切
り
上
げ
た
金
額
と

す
る
。）と
の
合
算
額
。
た
だ
し
、
高
額
療
養
費
多
数
回
該
当
の
場
合
に
あ
つ
て
は
、
九
万
三
千
円
と
す
る
。

ホ

前
条
第
三
項
第
五
号
に
掲
げ
る
者
に
該
当
し
て
い
る
こ
と
に
つ
き
財
務
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
組

合
の
認
定
を
受
け
て
い
る
者

十
九
万
四
千
四
百
円
と
、
当
該
療
養
に
つ
き
財
務
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に

よ
り
算
定
し
た
当
該
療
養
に
要
し
た
費
用
の
額
（
そ
の
額
が
六
十
四
万
八
千
円
に
満
た
な
い
と
き
は
、
六
十

四
万
八
千
円
）
か
ら
六
十
四
万
八
千
円
を
控
除
し
た
金
額
に
百
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た
金
額
（
そ
の
金
額
に

一
円
未
満
の
端
数
が
あ
る
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
端
数
金
額
が
五
十
銭
未
満
で
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
切
り

捨
て
た
金
額
と
し
、
そ
の
端
数
金
額
が
五
十
銭
以
上
で
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
一
円
に
切
り
上
げ
た
金
額
と

す
る
。）と
の
合
算
額
。
た
だ
し
、
高
額
療
養
費
多
数
回
該
当
の
場
合
に
あ
つ
て
は
、
九
万
三
千
円
と
す
る
。

第
十
一
条
の
三
の
六
第
一
項
第
二
号
イ
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

ロ

前
条
第
三
項
第
二
号
に
掲
げ
る
者
に
該
当
し
て
い
る
こ
と
に
つ
き
財
務
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
組

合
の
認
定
を
受
け
て
い
る
者

三
十
万
三
千
円
と
、
当
該
療
養
に
つ
き
財
務
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り

算
定
し
た
当
該
療
養
に
要
し
た
費
用
の
額
（
そ
の
額
が
百
一
万
円
に
満
た
な
い
と
き
は
、
百
一
万
円
）
か
ら

百
一
万
円
を
控
除
し
た
金
額
に
百
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た
金
額
（
そ
の
金
額
に
一
円
未
満
の
端
数
が
あ
る
場

合
に
お
い
て
、
そ
の
端
数
金
額
が
五
十
銭
未
満
で
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
切
り
捨
て
た
金
額
と
し
、
そ
の
端

数
金
額
が
五
十
銭
以
上
で
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
一
円
に
切
り
上
げ
た
金
額
と
す
る
。）と
の
合
算
額
。
た
だ

し
、
高
額
療
養
費
多
数
回
該
当
の
場
合
に
あ
つ
て
は
、
十
四
万
百
円
と
す
る
。

第
十
一
条
の
三
の
六
第
一
項
第
三
号
中
「
イ
か
ら
ヘ
ま
で
」
を
「
イ
か
ら
カ
ま
で
」
に
改
め
、
同
号
イ
中
「
ロ
か

ら
ヘ
ま
で
に
掲
げ
る
者
以
外
の
」
を
「
前
条
第
四
項
第
一
号
に
掲
げ
る
」
に
、「
三
万
七
百
五
十
円
」
を
「
十
七
万
千

円
と
、
当
該
療
養
に
つ
き
財
務
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
当
該
療
養
に
要
し
た
費
用
の
額
（
そ
の
額

が
五
十
七
万
円
に
満
た
な
い
と
き
は
、
五
十
七
万
円
）
か
ら
五
十
七
万
円
を
控
除
し
た
金
額
に
百
分
の
一
を
乗
じ
て

得
た
金
額
（
そ
の
金
額
に
一
円
未
満
の
端
数
が
あ
る
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
端
数
金
額
が
五
十
銭
未
満
で
あ
る
と
き

は
、
こ
れ
を
切
り
捨
て
た
金
額
と
し
、
そ
の
端
数
金
額
が
五
十
銭
以
上
で
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
一
円
に
切
り
上
げ

た
金
額
と
す
る
。）と
の
合
算
額
」
に
改
め
、
同
号
イ
た
だ
し
書
中
「
二
万
二
千
二
百
円
」
を
「
七
万
五
十
円
」
に
改

め
、
同
号
ヘ
中
「
前
条
第
四
項
第
六
号
」
を
「
前
条
第
四
項
第
十
四
号
」
に
改
め
、
同
号
ヘ
を
同
号
カ
と
し
、
同
号

ホ
中
「
前
条
第
四
項
第
五
号
」
を
「
前
条
第
四
項
第
十
三
号
」
に
改
め
、
同
号
ホ
を
同
号
ワ
と
し
、
同
号
ニ
中
「
前

条
第
四
項
第
四
号
」
を
「
前
条
第
四
項
第
九
号
」
に
改
め
、
同
号
ニ
を
同
号
リ
と
し
、
同
号
リ
の
次
に
次
の
よ
う
に

加
え
る
。

ヌ

前
条
第
四
項
第
十
号
に
掲
げ
る
者

三
万
四
千
八
百
円
。
た
だ
し
、
高
額
療
養
費
多
数
回
該
当
の
場
合
に

あ
つ
て
は
、
二
万
二
千
二
百
円
と
す
る
。

ル

前
条
第
四
項
第
十
一
号
に
掲
げ
る
者
に
該
当
し
て
い
る
こ
と
に
つ
き
財
務
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り

組
合
の
認
定
を
受
け
て
い
る
者

三
万
二
千
七
百
円
。
た
だ
し
、
高
額
療
養
費
多
数
回
該
当
の
場
合
に
あ
つ

て
は
、
二
万
二
千
二
百
円
と
す
る
。

ヲ

前
条
第
四
項
第
十
二
号
に
掲
げ
る
者
に
該
当
し
て
い
る
こ
と
に
つ
き
財
務
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り

組
合
の
認
定
を
受
け
て
い
る
者

三
万
七
百
五
十
円
。
た
だ
し
、
高
額
療
養
費
多
数
回
該
当
の
場
合
に
あ
つ

て
は
、
一
万
七
千
二
百
五
十
円
と
す
る
。

第
十
一
条
の
三
の
六
第
一
項
第
三
号
ハ
中
「
前
条
第
四
項
第
三
号
」
を
「
前
条
第
四
項
第
六
号
」
に
改
め
、
同
号

ハ
を
同
号
ヘ
と
し
、
同
号
ヘ
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

ト

前
条
第
四
項
第
七
号
に
掲
げ
る
者
に
該
当
し
て
い
る
こ
と
に
つ
き
財
務
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
組

合
の
認
定
を
受
け
て
い
る
者

五
万
五
千
二
百
円
と
、
当
該
療
養
に
つ
き
財
務
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ

り
算
定
し
た
当
該
療
養
に
要
し
た
費
用
の
額
（
そ
の
額
が
十
八
万
四
千
円
に
満
た
な
い
と
き
は
、
十
八
万
四

千
円
）
か
ら
十
八
万
四
千
円
を
控
除
し
た
金
額
に
百
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た
金
額
（
そ
の
金
額
に
一
円
未
満

の
端
数
が
あ
る
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
端
数
金
額
が
五
十
銭
未
満
で
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
切
り
捨
て
た
金

額
と
し
、
そ
の
端
数
金
額
が
五
十
銭
以
上
で
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
一
円
に
切
り
上
げ
た
金
額
と
す
る
。）と

の
合
算
額
。
た
だ
し
、
高
額
療
養
費
多
数
回
該
当
の
場
合
に
あ
つ
て
は
、
二
万
二
千
二
百
円
と
す
る
。
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チ

前
条
第
四
項
第
八
号
に
掲
げ
る
者
に
該
当
し
て
い
る
こ
と
に
つ
き
財
務
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
組

合
の
認
定
を
受
け
て
い
る
者

四
万
九
千
五
十
円
と
、
当
該
療
養
に
つ
き
財
務
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ

り
算
定
し
た
当
該
療
養
に
要
し
た
費
用
の
額
（
そ
の
額
が
十
六
万
三
千
五
百
円
に
満
た
な
い
と
き
は
、
十
六

万
三
千
五
百
円
）
か
ら
十
六
万
三
千
五
百
円
を
控
除
し
た
金
額
に
百
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た
金
額
（
そ
の
金

額
に
一
円
未
満
の
端
数
が
あ
る
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
端
数
金
額
が
五
十
銭
未
満
で
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を

切
り
捨
て
た
金
額
と
し
、
そ
の
端
数
金
額
が
五
十
銭
以
上
で
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
一
円
に
切
り
上
げ
た
金

額
と
す
る
。）と
の
合
算
額
。
た
だ
し
、
高
額
療
養
費
多
数
回
該
当
の
場
合
に
あ
つ
て
は
、
二
万
二
千
二
百
円

と
す
る
。

第
十
一
条
の
三
の
六
第
一
項
第
三
号
ロ
中
「
前
条
第
四
項
第
二
号
に
掲
げ
る
」
を
「
前
条
第
四
項
第
三
号
に
掲
げ

る
者
に
該
当
し
て
い
る
こ
と
に
つ
き
財
務
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
組
合
の
認
定
を
受
け
て
い
る
」
に
改
め
、

同
号
ロ
を
同
号
ハ
と
し
、
同
号
ハ
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

ニ

前
条
第
四
項
第
四
号
に
掲
げ
る
者
に
該
当
し
て
い
る
こ
と
に
つ
き
財
務
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
組

合
の
認
定
を
受
け
て
い
る
者

十
万
四
千
七
百
円
と
、
当
該
療
養
に
つ
き
財
務
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ

り
算
定
し
た
当
該
療
養
に
要
し
た
費
用
の
額
（
そ
の
額
が
三
十
四
万
九
千
円
に
満
た
な
い
と
き
は
、
三
十
四

万
九
千
円
）
か
ら
三
十
四
万
九
千
円
を
控
除
し
た
金
額
に
百
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た
金
額
（
そ
の
金
額
に
一

円
未
満
の
端
数
が
あ
る
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
端
数
金
額
が
五
十
銭
未
満
で
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
切
り
捨

て
た
金
額
と
し
、
そ
の
端
数
金
額
が
五
十
銭
以
上
で
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
一
円
に
切
り
上
げ
た
金
額
と
す

る
。）と
の
合
算
額
。
た
だ
し
、
高
額
療
養
費
多
数
回
該
当
の
場
合
に
あ
つ
て
は
、四
万
六
千
五
百
円
と
す
る
。

ホ

前
条
第
四
項
第
五
号
に
掲
げ
る
者
に
該
当
し
て
い
る
こ
と
に
つ
き
財
務
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
組

合
の
認
定
を
受
け
て
い
る
者

九
万
七
千
二
百
円
と
、
当
該
療
養
に
つ
き
財
務
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ

り
算
定
し
た
当
該
療
養
に
要
し
た
費
用
の
額
（
そ
の
額
が
三
十
二
万
四
千
円
に
満
た
な
い
と
き
は
、
三
十
二

万
四
千
円
）
か
ら
三
十
二
万
四
千
円
を
控
除
し
た
金
額
に
百
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た
金
額
（
そ
の
金
額
に
一

円
未
満
の
端
数
が
あ
る
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
端
数
金
額
が
五
十
銭
未
満
で
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
切
り
捨

て
た
金
額
と
し
、
そ
の
端
数
金
額
が
五
十
銭
以
上
で
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
一
円
に
切
り
上
げ
た
金
額
と
す

る
。）と
の
合
算
額
。
た
だ
し
、
高
額
療
養
費
多
数
回
該
当
の
場
合
に
あ
つ
て
は
、四
万
六
千
五
百
円
と
す
る
。

第
十
一
条
の
三
の
六
第
一
項
第
三
号
イ
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

ロ

前
条
第
四
項
第
二
号
に
掲
げ
る
者
に
該
当
し
て
い
る
こ
と
に
つ
き
財
務
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
組

合
の
認
定
を
受
け
て
い
る
者

十
五
万
千
五
百
円
と
、
当
該
療
養
に
つ
き
財
務
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ

り
算
定
し
た
当
該
療
養
に
要
し
た
費
用
の
額
（
そ
の
額
が
五
十
万
五
千
円
に
満
た
な
い
と
き
は
、
五
十
万
五

千
円
）
か
ら
五
十
万
五
千
円
を
控
除
し
た
金
額
に
百
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た
金
額
（
そ
の
金
額
に
一
円
未
満

の
端
数
が
あ
る
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
端
数
金
額
が
五
十
銭
未
満
で
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
切
り
捨
て
た
金

額
と
し
、
そ
の
端
数
金
額
が
五
十
銭
以
上
で
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
一
円
に
切
り
上
げ
た
金
額
と
す
る
。）と

の
合
算
額
。
た
だ
し
、
高
額
療
養
費
多
数
回
該
当
の
場
合
に
あ
つ
て
は
、
七
万
五
十
円
と
す
る
。

第
十
一
条
の
三
の
六
第
一
項
第
四
号
中
「
ハ
ま
で
」
を
「
ニ
ま
で
」
に
改
め
、
同
号
イ
中
「
及
び
ハ
」
を
「
か
ら

ニ
ま
で
」
に
、「
二
万
二
千
円
」
を
「
二
万
八
千
円
」
に
改
め
、
同
号
ハ
中
「
前
条
第
五
項
第
三
号
」
を
「
前
条
第
五

項
第
四
号
」
に
改
め
、
同
号
ハ
を
同
号
ニ
と
し
、
同
号
ロ
中
「
前
条
第
五
項
第
二
号
」
を
「
前
条
第
五
項
第
三
号
」

に
、「
一
万
千
円
」
を
「
一
万
三
千
円
」
に
改
め
、
同
号
ロ
を
同
号
ハ
と
し
、
同
号
イ
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

ロ

前
条
第
五
項
第
二
号
に
掲
げ
る
者
に
該
当
し
て
い
る
こ
と
に
つ
き
財
務
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
組

合
の
認
定
を
受
け
て
い
る
者

二
万
二
千
円

（
地
方
公
務
員
等
共
済
組
合
法
施
行
令
の
一
部
改
正
）

第
十
一
条

地
方
公
務
員
等
共
済
組
合
法
施
行
令
（
昭
和
三
十
七
年
政
令
第
三
百
五
十
二
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に

改
正
す
る
。

第
二
十
三
条
の
三
の
二
第
一
項
第
一
号
中
「
、
第
二
十
三
条
の
三
の
五
及
び
附
則
第
五
十
二
条
の
五
第
八
項
」
を

「
及
び
第
二
十
三
条
の
三
の
五
」
に
、「
、
第
二
十
三
条
の
三
の
五
及
び
附
則
第
五
十
二
条
の
五
に
」
を
「
及
び
第
二

十
三
条
の
三
の
五
に
」
に
改
め
、「
第
五
項
ま
で
」
の
下
に
「
、
第
二
十
三
条
の
三
の
三
の
二
」
を
加
え
、「
並
び
に
附

則
第
五
十
二
条
の
五
第
一
項
、
第
二
項
及
び
第
八
項
」
を
削
り
、「
第
二
十
三
条
の
三
の
四
第
五
項
」
を
「
第
二
十
三

条
の
三
の
三
の
二
第
一
項
第
一
号
」
に
改
め
、
同
項
第
二
号
及
び
同
条
第
二
項
中「
第
二
十
三
条
の
三
の
四
第
五
項
」

を
「
第
二
十
三
条
の
三
の
三
の
二
第
一
項
第
一
号
」
に
改
め
、
同
条
第
三
項
中
「
及
び
附
則
第
五
十
二
条
の
五
第
二

項
第
一
号
」
を
削
り
、
同
条
第
四
項
中
「
前
項
第
一
号
及
び
第
二
号
」
を
「
前
項
各
号
」
に
改
め
、
同
条
第
五
項
中

「
第
三
項
第
一
号
及
び
第
二
号
」
を
「
第
三
項
各
号
」
に
改
め
る
。

第
二
十
三
条
の
三
の
三
の
見
出
し
を
削
り
、
同
条
の
前
に
見
出
し
と
し
て「（
年
間
の
高
額
療
養
費
の
支
給
要
件
及

び
支
給
額
）」を
付
し
、
同
条
第
一
項
中
「
高
額
療
養
費
按あ
ん

分
率
（
第
七
号
」
を
「
高
額
療
養
費
按
分
率
（
第
七
号
」

に
、「
高
額
療
養
費
按あ
ん

分
率
（
第
十
三
号
」
を
「
高
額
療
養
費
按
分
率
（
第
十
三
号
」
に
改
め
、
同
項
第
一
号
中
「
こ

の
条
並
び
に
第
二
十
三
条
の
三
の
六
第
一
項
、
第
二
項
、
第
五
項
及
び
第
七
項
に
お
い
て
」
を
削
り
、
同
項
第
三
号

中「（
同
条
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）」
を
削
り
、
同
条
第
八
項
中
「
特
別
区
を
含
む
」
の
下
に

「
。
第
二
十
三
条
の
三
の
四
及
び
第
二
十
三
条
の
三
の
七
第
一
項
第
五
号
に
お
い
て
同
じ
」
を
加
え
、
同
条
の
次
に

次
の
一
条
を
加
え
る
。

第
二
十
三
条
の
三
の
三
の
二

高
額
療
養
費
は
、
計
算
期
間
に
お
い
て
、
基
準
日
組
合
員
又
は
そ
の
被
扶
養
者
が
そ

れ
ぞ
れ
当
該
組
合
の
組
合
員
又
は
そ
の
被
扶
養
者
と
し
て
受
け
た
療
養
（
法
第
六
十
一
条
第
一
項
又
は
第
二
項
の

規
定
に
よ
る
給
付
に
係
る
療
養
（
次
項
及
び
第
二
十
三
条
の
三
の
六
に
お
い
て
「
継
続
給
付
に
係
る
療
養
」
と
い

う
。）を
含
む
。）に
係
る
次
に
掲
げ
る
金
額
の
合
算
額
（
第
二
十
三
条
の
三
の
二
第
一
項
か
ら
第
五
項
ま
で
又
は
前

条
の
規
定
に
よ
り
高
額
療
養
費
が
支
給
さ
れ
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
当
該
支
給
額
を
控
除
し
た
金
額
と
し
、
法
第

五
十
四
条
に
規
定
す
る
短
期
給
付
と
し
て
次
に
掲
げ
る
金
額
に
係
る
負
担
を
軽
減
す
る
た
め
の
給
付
が
行
わ
れ
る

場
合
に
あ
つ
て
は
、
当
該
給
付
に
相
当
す
る
金
額
を
控
除
し
た
金
額
と
す
る
。）か
ら
七
十
歳
以
上
年
間
世
帯
支
給

総
額
（
次
項
に
規
定
す
る
七
十
歳
以
上
一
部
負
担
金
等
年
間
世
帯
合
算
額
か
ら
同
項
の
七
十
歳
以
上
年
間
高
額
療

養
費
算
定
基
準
額
を
控
除
し
た
金
額
（
当
該
金
額
が
零
を
下
回
る
場
合
に
は
、
零
と
す
る
。）を
い
う
。）を
控
除
し

た
金
額
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
一
部
負
担
金
等
年
間
世
帯
合
算
額
」
と
い
う
。）が
高
額
療
養
費
算
定
基
準
額

を
超
え
る
場
合
に
基
準
日
組
合
員
に
支
給
す
る
も
の
と
し
、
そ
の
額
は
、
一
部
負
担
金
等
年
間
世
帯
合
算
額
か
ら

高
額
療
養
費
算
定
基
準
額
を
控
除
し
た
金
額
と
す
る
。

一

当
該
療
養
（
特
定
給
付
対
象
療
養
を
除
く
。）に
係
る
第
二
十
三
条
の
三
の
二
第
一
項
第
一
号
イ
か
ら
ヘ
ま
で

に
掲
げ
る
金
額
（
七
十
歳
に
達
す
る
日
の
属
す
る
月
以
前
の
当
該
療
養
に
係
る
も
の
に
あ
つ
て
は
、
同
一
の
月

に
そ
れ
ぞ
れ
一
の
病
院
等
か
ら
受
け
た
当
該
療
養
に
つ
い
て
二
万
千
円（
同
条
第
四
項
各
号
に
掲
げ
る
療
養（
以

下
「
七
十
五
歳
到
達
時
特
例
対
象
療
養
」
と
い
う
。）に
係
る
も
の
に
あ
つ
て
は
、
一
万
五
百
円
）
以
上
の
も
の

に
限
る
。）を
合
算
し
た
金
額

二

当
該
療
養
（
特
定
給
付
対
象
療
養
に
限
る
。）に
つ
い
て
、
当
該
療
養
を
受
け
た
者
が
な
お
負
担
す
べ
き
金
額

（
七
十
歳
に
達
す
る
日
の
属
す
る
月
以
前
の
特
定
給
付
対
象
療
養
に
係
る
も
の
に
あ
つ
て
は
、
当
該
特
定
給
付

対
象
療
養
に
係
る
第
二
十
三
条
の
三
の
二
第
一
項
第
一
号
イ
か
ら
ヘ
ま
で
に
掲
げ
る
金
額
が
同
一
の
月
に
そ
れ

ぞ
れ
一
の
病
院
等
か
ら
受
け
た
当
該
特
定
給
付
対
象
療
養
に
つ
い
て
二
万
千
円
（
七
十
五
歳
到
達
時
特
例
対
象

療
養
に
係
る
も
の
に
あ
つ
て
は
、
一
万
五
百
円
）
以
上
の
も
の
に
限
る
。）を
合
算
し
た
金
額

２

前
項
各
号
に
掲
げ
る
金
額
の
う
ち
、
七
十
歳
に
達
す
る
日
の
属
す
る
月
の
翌
月
以
後
に
受
け
た
療
養
（
継
続
給

付
に
係
る
療
養
を
含
む
。）に
係
る
金
額
を
合
算
し
た
金
額
（
第
二
十
三
条
の
三
の
二
第
一
項
か
ら
第
五
項
ま
で
又

は
前
条
の
規
定
に
よ
り
高
額
療
養
費
が
支
給
さ
れ
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
当
該
支
給
額
を
控
除
し
た
金
額
と
し
、

法
第
五
十
四
条
に
規
定
す
る
短
期
給
付
と
し
て
前
項
各
号
に
掲
げ
る
金
額
に
係
る
負
担
を
軽
減
す
る
た
め
の
給
付

が
行
わ
れ
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
当
該
給
付
に
相
当
す
る
金
額
を
控
除
し
た
金
額
と
す
る
。
以
下
こ
の
項
に
お
い

て
「
七
十
歳
以
上
一
部
負
担
金
等
年
間
世
帯
合
算
額
」
と
い
う
。）が
七
十
歳
以
上
年
間
高
額
療
養
費
算
定
基
準
額

を
超
え
る
場
合
は
、
七
十
歳
以
上
一
部
負
担
金
等
年
間
世
帯
合
算
額
か
ら
七
十
歳
以
上
年
間
高
額
療
養
費
算
定
基

準
額
を
控
除
し
た
金
額
を
高
額
療
養
費
と
し
て
基
準
日
組
合
員
に
支
給
す
る
。

第
二
十
三
条
の
三
の
四
第
一
項
第
一
号
中
「
八
万
百
円
と
、第
二
十
三
条
の
三
の
二
第
一
項
第
一
号
及
び
第
二
号
」

を
「
八
万
五
千
八
百
円
と
、
第
二
十
三
条
の
三
の
二
第
一
項
各
号
」
に
、「
二
十
六
万
七
千
円
」
を
「
二
十
八
万
六
千

円
」
に
改
め
、
同
項
第
二
号
中
「
二
十
五
万
二
千
六
百
円
と
、第
二
十
三
条
の
三
の
二
第
一
項
第
一
号
及
び
第
二
号
」

を
「
二
十
七
万
三
百
円
と
、
第
二
十
三
条
の
三
の
二
第
一
項
各
号
」
に
、「
八
十
四
万
二
千
円
」
を
「
九
十
万
千
円
」


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に
改
め
、
同
項
第
三
号
中
「
十
六
万
七
千
四
百
円
と
、
第
二
十
三
条
の
三
の
二
第
一
項
第
一
号
及
び
第
二
号
」を「
十

七
万
九
千
百
円
と
、
第
二
十
三
条
の
三
の
二
第
一
項
各
号
」
に
、「
五
十
五
万
八
千
円
」
を
「
五
十
九
万
七
千
円
」
に

改
め
、
同
項
第
四
号
中
「
五
万
七
千
六
百
円
」
を
「
六
万
千
五
百
円
」
に
改
め
、同
項
第
五
号
中「
所
得
割
を
除
く
。」

の
下
に
「
第
十
項
第
二
号
、
第
十
一
項
第
四
号
及
び
」
を
加
え
、「（
特
別
区
を
含
む
。
同
号
に
お
い
て
同
じ
。）」
を

削
り
、「
第
三
項
に
」
を
「
以
下
こ
の
条
に
」
に
、「
及
び
」
を
「
又
は
」
に
、「
三
万
五
千
四
百
円
」
を
「
三
万
六
千
九

百
円
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
第
一
号
中
「
四
万
五
十
円
と
、第
二
十
三
条
の
三
の
二
第
二
項
第
一
号
及
び
第
二
号
」

を
「
四
万
二
千
九
百
円
と
、
第
二
十
三
条
の
三
の
二
第
二
項
各
号
」
に
、「
十
三
万
三
千
五
百
円
」
を
「
十
四
万
三
千

円
」
に
改
め
、
同
項
第
二
号
中
「
規
定
す
る
」
を
「
掲
げ
る
」
に
、「
十
二
万
六
千
三
百
円
と
、
第
二
十
三
条
の
三
の

二
第
二
項
第
一
号
及
び
第
二
号
」
を
「
十
三
万
五
千
百
五
十
円
と
、
第
二
十
三
条
の
三
の
二
第
二
項
各
号
」
に
、「
四

十
二
万
千
円
」
を
「
四
十
五
万
五
百
円
」
に
改
め
、
同
項
第
三
号
中
「
規
定
す
る
」
を
「
掲
げ
る
」
に
、「
八
万
三
千

七
百
円
と
、
第
二
十
三
条
の
三
の
二
第
二
項
第
一
号
及
び
第
二
号
」
を
「
八
万
九
千
五
百
五
十
円
と
、
第
二
十
三
条

の
三
の
二
第
二
項
各
号
」
に
、「
二
十
七
万
九
千
円
」
を
「
二
十
九
万
八
千
五
百
円
」
に
改
め
、
同
項
第
四
号
中
「
規

定
す
る
」
を
「
掲
げ
る
」
に
、「
二
万
八
千
八
百
円
」
を
「
三
万
七
百
五
十
円
」
に
改
め
、
同
項
第
五
号
中
「
規
定
す

る
」
を
「
掲
げ
る
」
に
、「
一
万
七
千
七
百
円
」
を
「
一
万
八
千
四
百
五
十
円
」
に
改
め
、同
条
第
三
項
第
一
号
中「
五

万
七
千
六
百
円
」
を
「
六
万
千
五
百
円
」
に
改
め
、
同
項
第
二
号
中
「
二
十
五
万
二
千
六
百
円
と
、
第
二
十
三
条
の

三
の
二
第
三
項
第
一
号
及
び
第
二
号
」
を
「
二
十
七
万
三
百
円
と
、
第
二
十
三
条
の
三
の
二
第
三
項
各
号
」
に
、「
八

十
四
万
二
千
円
」
を
「
九
十
万
千
円
」
に
改
め
、
同
項
第
三
号
中
「
十
六
万
七
千
四
百
円
と
、
第
二
十
三
条
の
三
の

二
第
三
項
第
一
号
及
び
第
二
号
」
を
「
十
七
万
九
千
百
円
と
、
第
二
十
三
条
の
三
の
二
第
三
項
各
号
」
に
、「
五
十
五

万
八
千
円
」
を
「
五
十
九
万
七
千
円
」
に
改
め
、
同
項
第
四
号
中
「
八
万
百
円
と
、
第
二
十
三
条
の
三
の
二
第
三
項

第
一
号
及
び
第
二
号
」
を
「
八
万
五
千
八
百
円
と
、
第
二
十
三
条
の
三
の
二
第
三
項
各
号
」に
、「
二
十
六
万
七
千
円
」

を
「
二
十
八
万
六
千
円
」
に
改
め
、
同
項
第
五
号
中
「
二
万
四
千
六
百
円
」
を
「
二
万
五
千
七
百
円
。
た
だ
し
、
高

額
療
養
費
多
数
回
該
当
の
場
合
に
あ
つ
て
は
、
二
万
四
千
六
百
円
と
す
る
。」に
改
め
、
同
項
第
六
号
中
「
一
万
五
千

円
」
を
「
一
万
五
千
七
百
円
」
に
改
め
、
同
条
第
四
項
第
一
号
中
「
二
万
八
千
八
百
円
」
を
「
三
万
七
百
五
十
円
」

に
改
め
、
同
項
第
二
号
中
「
十
二
万
六
千
三
百
円
」
を
「
十
三
万
五
千
百
五
十
円
」
に
、「
四
十
二
万
千
円
」
を
「
四

十
五
万
五
百
円
」
に
改
め
、
同
項
第
三
号
中
「
八
万
三
千
七
百
円
」
を
「
八
万
九
千
五
百
五
十
円
」
に
、「
二
十
七
万

九
千
円
」
を
「
二
十
九
万
八
千
五
百
円
」
に
改
め
、
同
項
第
四
号
中
「
四
万
五
十
円
」
を
「
四
万
二
千
九
百
円
」に
、

「
十
三
万
三
千
五
百
円
」
を
「
十
四
万
三
千
円
」
に
改
め
、
同
項
第
五
号
中
「
一
万
二
千
三
百
円
」
を
「
一
万
二
千

八
百
五
十
円
。
た
だ
し
、
高
額
療
養
費
多
数
回
該
当
の
場
合
に
あ
つ
て
は
、
一
万
二
千
三
百
円
と
す
る
。」に
改
め
、

同
項
第
六
号
中
「
七
千
五
百
円
」
を
「
七
千
八
百
五
十
円
」
に
改
め
、
同
条
第
五
項
中
「
同
条
第
四
項
各
号
に
掲
げ

る
療
養
（
以
下
こ
の
条
及
び
第
二
十
三
条
の
三
の
六
第
一
項
第
一
号
に
お
い
て「
七
十
五
歳
到
達
時
特
例
対
象
療
養
」

と
い
う
。）」
を
「
七
十
五
歳
到
達
時
特
例
対
象
療
養
」
に
改
め
、
同
項
第
一
号
中
「
一
万
八
千
円
」
を
「
二
万
二
千

円
」
に
改
め
、
同
項
第
二
号
中
「
又
は
第
六
号
」
を
削
り
、「
八
千
円
」
を
「
一
万
千
円
」
に
改
め
、
同
項
に
次
の
一

号
を
加
え
る
。

三

第
三
項
第
六
号
に
掲
げ
る
者

八
千
円

第
二
十
三
条
の
三
の
四
第
六
項
第
一
号
中
「
又
は
」
を
「
及
び
」
に
、「
八
万
百
円
」
を
「
八
万
五
千
八
百
円
」に
、

「
四
万
五
十
円
」
を
「
四
万
二
千
九
百
円
」
に
、「
二
十
六
万
七
千
円
」
を
「
二
十
八
万
六
千
円
」
に
、「
十
三
万
三
千

五
百
円
」
を
「
十
四
万
三
千
円
」
に
改
め
、
同
項
第
二
号
中
「
五
万
七
千
六
百
円
」
を
「
六
万
千
五
百
円
」
に
、「
二

万
八
千
八
百
円
」
を
「
三
万
七
百
五
十
円
」
に
改
め
、
同
項
第
三
号
中
「
一
万
八
千
円
」
を「
二
万
二
千
円
」に
、「
九

千
円
」
を
「
一
万
千
円
」
に
改
め
、
同
条
第
七
項
第
一
号
中
「
次
号
又
は
」
を
「
次
号
及
び
」
に
改
め
、
同
号
イ
中

「
八
万
百
円
」
を
「
八
万
五
千
八
百
円
」
に
、「
四
万
五
十
円
」
を
「
四
万
二
千
九
百
円
」
に
、「
二
十
六
万
七
千
円
」

を
「
二
十
八
万
六
千
円
」
に
、「
十
三
万
三
千
五
百
円
」
を
「
十
四
万
三
千
円
」
に
改
め
、
同
号
ロ
中
「
二
十
五
万
二

千
六
百
円
」
を
「
二
十
七
万
三
百
円
」
に
、「
十
二
万
六
千
三
百
円
」
を
「
十
三
万
五
千
百
五
十
円
」
に
、「
八
十
四
万

二
千
円
」
を
「
九
十
万
千
円
」
に
、「
四
十
二
万
千
円
」
を
「
四
十
五
万
五
百
円
」
に
改
め
、
同
号
ハ
中
「
十
六
万
七

千
四
百
円
」
を
「
十
七
万
九
千
百
円
」
に
、「
八
万
三
千
七
百
円
」
を
「
八
万
九
千
五
百
五
十
円
」
に
、「
五
十
五
万
八

千
円
」
を
「
五
十
九
万
七
千
円
」
に
、「
二
十
七
万
九
千
円
」
を
「
二
十
九
万
八
千
五
百
円
」
に
改
め
、同
号
ニ
中「
五

万
七
千
六
百
円
」
を
「
六
万
千
五
百
円
」
に
、「
二
万
八
千
八
百
円
」
を
「
三
万
七
百
五
十
円
」
に
改
め
、
同
号
ホ
中

「
三
万
五
千
四
百
円
」
を
「
三
万
六
千
九
百
円
」
に
、「
一
万
七
千
七
百
円
」
を
「
一
万
八
千
四
百
五
十
円
」に
改
め
、

同
項
第
二
号
イ
中
「
五
万
七
千
六
百
円
」
を
「
六
万
千
五
百
円
」
に
、「
二
万
八
千
八
百
円
」
を「
三
万
七
百
五
十
円
」

に
改
め
、
同
号
ロ
中
「
二
十
五
万
二
千
六
百
円
」
を
「
二
十
七
万
三
百
円
」
に
、「
十
二
万
六
千
三
百
円
」
を
「
十
三

万
五
千
百
五
十
円
」
に
、「
八
十
四
万
二
千
円
」
を
「
九
十
万
千
円
」
に
、「
四
十
二
万
千
円
」
を「
四
十
五
万
五
百
円
」

に
改
め
、
同
号
ハ
中
「
十
六
万
七
千
四
百
円
」
を
「
十
七
万
九
千
百
円
」
に
、「
八
万
三
千
七
百
円
」
を
「
八
万
九
千

五
百
五
十
円
」
に
、「
五
十
五
万
八
千
円
」
を
「
五
十
九
万
七
千
円
」
に
、「
二
十
七
万
九
千
円
」
を
「
二
十
九
万
八
千

五
百
円
」
に
改
め
、
同
号
ニ
中
「
八
万
百
円
」
を
「
八
万
五
千
八
百
円
」
に
、「
四
万
五
十
円
」
を
「
四
万
二
千
九
百

円
」
に
、「
二
十
六
万
七
千
円
」
を
「
二
十
八
万
六
千
円
」
に
、「
十
三
万
三
千
五
百
円
」
を
「
十
四
万
三
千
円
」
に
改

め
、
同
号
ホ
中
「
二
万
四
千
六
百
円
」
を
「
二
万
五
千
七
百
円
」
に
、「
一
万
二
千
三
百
円
）」を
「
一
万
二
千
八
百
五

十
円
）。
た
だ
し
、
特
定
疾
病
給
付
対
象
療
養
高
額
療
養
費
多
数
回
該
当
の
場
合
に
あ
つ
て
は
、
二
万
四
千
六
百
円

（
七
十
五
歳
到
達
時
特
例
対
象
療
養
に
係
る
も
の
に
あ
つ
て
は
、
一
万
二
千
三
百
円
）
と
す
る
。」に
改
め
、
同
号
ヘ

中
「
一
万
五
千
円
」
を
「
一
万
五
千
七
百
円
」
に
、「
七
千
五
百
円
」
を
「
七
千
八
百
五
十
円
」
に
改
め
、
同
項
第
三

号
中
「
又
は
ロ
」
を
「
か
ら
ハ
ま
で
」
に
改
め
、
同
号
イ
中
「
一
万
八
千
円
」
を
「
二
万
二
千
円
」
に
改
め
、
同
号

ロ
中
「
又
は
第
六
号
」
を
削
り
、「
八
千
円
」
を
「
一
万
千
円
」
に
改
め
、
同
号
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

ハ

第
三
項
第
六
号
に
掲
げ
る
者

八
千
円

第
二
十
三
条
の
三
の
四
第
八
項
第
一
号
中
「
又
は
」
を
「
及
び
」
に
、「
三
万
五
千
四
百
円
」
を
「
三
万
六
千
九
百

円
」
に
改
め
、
同
項
第
二
号
中
「
一
万
五
千
円
」
を
「
一
万
五
千
七
百
円
」
に
改
め
、
同
条
第
十
項
中
「
前
条
第
一

項
」
を
「
第
二
十
三
条
の
三
の
三
第
一
項
」
に
、「
十
四
万
四
千
円
」
を
「
次
の
各
号
に
掲
げ
る
者
の
区
分
に
応
じ
、

当
該
各
号
に
定
め
る
金
額
」
に
改
め
、
同
項
に
次
の
各
号
を
加
え
る
。

一

次
号
に
掲
げ
る
者
以
外
の
者

二
十
一
万
六
千
円

二

市
町
村
民
税
非
課
税
者
（
基
準
日
の
属
す
る
年
度
の
前
年
度
（
次
条
第
十
二
項
の
規
定
に
よ
り
前
年
の
八
月

一
日
か
ら
そ
の
年
の
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
い
ず
れ
か
の
日
を
基
準
日
と
み
な
し
た
場
合
に
あ
つ
て
は
、
当
該

基
準
日
と
み
な
し
た
日
の
属
す
る
年
度
）
分
の
地
方
税
法
の
規
定
に
よ
る
市
町
村
民
税
が
課
さ
れ
な
い
者
（
市

町
村
の
条
例
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
当
該
市
町
村
民
税
を
免
除
さ
れ
た
者
を
含
む
も
の
と
し
、
当
該
市
町
村

民
税
の
賦
課
期
日
に
お
い
て
同
法
の
施
行
地
に
住
所
を
有
し
な
い
者
を
除
く
。）を
い
う
。）で
あ
る
組
合
員
又
は

基
準
日
に
お
い
て
要
保
護
者
で
あ
る
者
で
あ
つ
て
総
務
省
令
で
定
め
る
も
の
に
該
当
す
る
組
合
員

九
万
六
千

円
第
二
十
三
条
の
三
の
四
に
次
の
二
項
を
加
え
る
。

11

前
条
第
一
項
の
高
額
療
養
費
算
定
基
準
額
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
者
の
区
分
に
応
じ
、
当
該
各
号
に
定
め
る

金
額
と
す
る
。

一

次
号
か
ら
第
四
号
ま
で
に
掲
げ
る
者
以
外
の
者

五
十
三
万
円

二

基
準
日
が
属
す
る
月
の
標
準
報
酬
の
月
額
が
八
十
三
万
円
以
上
の
組
合
員

百
六
十
八
万
円

三

基
準
日
が
属
す
る
月
の
標
準
報
酬
の
月
額
が
五
十
三
万
円
以
上
八
十
三
万
円
未
満
の
組
合
員

百
十
一
万
円

四

市
町
村
民
税
非
課
税
者
（
基
準
日
の
属
す
る
年
度
の
前
年
度
（
次
条
第
十
三
項
の
規
定
に
よ
り
前
年
の
八
月

一
日
か
ら
そ
の
年
の
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
い
ず
れ
か
の
日
を
基
準
日
と
み
な
し
た
場
合
に
あ
つ
て
は
、
当
該

基
準
日
と
み
な
し
た
日
の
属
す
る
年
度
）
分
の
地
方
税
法
の
規
定
に
よ
る
市
町
村
民
税
が
課
さ
れ
な
い
者
（
市

町
村
の
条
例
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
当
該
市
町
村
民
税
を
免
除
さ
れ
た
者
を
含
む
も
の
と
し
、
当
該
市
町
村

民
税
の
賦
課
期
日
に
お
い
て
同
法
の
施
行
地
に
住
所
を
有
し
な
い
者
を
除
く
。）を
い
う
。
次
項
第
四
号
に
お
い

て
同
じ
。）で
あ
る
組
合
員
又
は
基
準
日
に
お
い
て
要
保
護
者
で
あ
る
者
で
あ
つ
て
総
務
省
令
で
定
め
る
も
の
に

該
当
す
る
組
合
員
（
前
二
号
に
掲
げ
る
者
を
除
く
。）
二
十
九
万
円

12

前
条
第
二
項
の
七
十
歳
以
上
年
間
高
額
療
養
費
算
定
基
準
額
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
者
の
区
分
に
応
じ
、
当

該
各
号
に
定
め
る
金
額
と
す
る
。

一

次
号
か
ら
第
五
号
ま
で
に
掲
げ
る
者
以
外
の
者

五
十
三
万
円

二

基
準
日
に
お
い
て
療
養
の
給
付
を
受
け
る
こ
と
と
し
た
場
合
に
法
第
五
十
七
条
第
二
項
第
三
号
の
規
定
が
適

用
さ
れ
る
者
（
次
号
及
び
第
二
十
三
条
の
三
の
七
第
二
項
第
二
号
か
ら
第
四
号
ま
で
に
お
い
て
「
第
三
号
適
用

者
」
と
い
う
。）で
あ
つ
て
、
基
準
日
が
属
す
る
月
の
標
準
報
酬
の
月
額
が
八
十
三
万
円
以
上
の
も
の

百
六
十

八
万
円


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第
十
二
条

地
方
公
務
員
等
共
済
組
合
法
施
行
令
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
十
三
条
の
三
の
四
第
一
項
第
一
号
中
「
次
号
か
ら
第
五
号
ま
で
に
掲
げ
る
者
以
外
の
者
」
を
「
療
養
の
あ
つ

た
月
の
標
準
報
酬
の
月
額
が
百
二
十
七
万
円
以
上
の
組
合
員
又
は
そ
の
被
扶
養
者
」
に
、「
八
万
五
千
八
百
円
」を「
三

十
四
万
二
千
円
」
に
、「
二
十
八
万
六
千
円
」
を
「
百
十
四
万
円
」
に
改
め
、
同
号
た
だ
し
書
中「
四
万
四
千
四
百
円
」

を
「
十
四
万
百
円
」
に
改
め
、
同
項
第
五
号
中
「
第
十
一
項
第
四
号
」
を
「
第
十
一
項
第
五
号
」
に
、「
第
三
項
第
五

号
」
を
「
第
三
項
第
十
三
号
」
に
、「
第
二
号
又
は
第
三
号
」
を
「
第
一
号
か
ら
第
六
号
ま
で
」
に
改
め
、
同
号
を
同

項
第
十
三
号
と
し
、
同
項
第
四
号
中
「
二
十
八
万
円
」
を
「
十
六
万
円
」
に
改
め
、
同
号
た
だ
し
書
中
「
四
万
四
千

四
百
円
」
を
「
三
万
四
千
五
百
円
」
に
改
め
、
同
号
を
同
項
第
十
二
号
と
し
、
同
項
第
三
号
中
「
八
十
三
万
円
」
を

「
六
十
二
万
円
」
に
改
め
、
同
号
を
同
項
第
六
号
と
し
、
同
号
の
次
に
次
の
五
号
を
加
え
る
。

七

療
養
の
あ
つ
た
月
の
標
準
報
酬
の
月
額
が
四
十
四
万
円
以
上
五
十
三
万
円
未
満
の
組
合
員
又
は
そ
の
被
扶
養

者
（
第
十
三
号
に
掲
げ
る
者
を
除
く
。）
十
一
万
四
百
円
と
、
第
二
十
三
条
の
三
の
二
第
一
項
各
号
に
掲
げ
る

金
額
を
合
算
し
た
金
額
に
係
る
療
養
に
つ
き
総
務
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
当
該
療
養
に
要
し

た
費
用
の
額
（
そ
の
額
が
三
十
六
万
八
千
円
に
満
た
な
い
と
き
は
、
三
十
六
万
八
千
円
）
か
ら
三
十
六
万
八
千

円
を
控
除
し
た
金
額
に
百
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た
金
額
（
そ
の
金
額
に
一
円
未
満
の
端
数
が
あ
る
場
合
に
お
い

て
、
そ
の
端
数
金
額
が
五
十
銭
未
満
で
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
切
り
捨
て
た
金
額
と
し
、
そ
の
端
数
金
額
が
五

十
銭
以
上
で
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
一
円
に
切
り
上
げ
た
金
額
と
す
る
。）と
の
合
算
額
。
た
だ
し
、
高
額
療
養

費
多
数
回
該
当
の
場
合
に
あ
つ
て
は
、
四
万
四
千
四
百
円
と
す
る
。

八

療
養
の
あ
つ
た
月
の
標
準
報
酬
の
月
額
が
三
十
六
万
円
以
上
四
十
四
万
円
未
満
の
組
合
員
又
は
そ
の
被
扶
養

者
（
第
十
三
号
に
掲
げ
る
者
を
除
く
。）
九
万
八
千
百
円
と
、
第
二
十
三
条
の
三
の
二
第
一
項
各
号
に
掲
げ
る

金
額
を
合
算
し
た
金
額
に
係
る
療
養
に
つ
き
総
務
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
当
該
療
養
に
要
し

た
費
用
の
額
（
そ
の
額
が
三
十
二
万
七
千
円
に
満
た
な
い
と
き
は
、
三
十
二
万
七
千
円
）
か
ら
三
十
二
万
七
千

円
を
控
除
し
た
金
額
に
百
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た
金
額
（
そ
の
金
額
に
一
円
未
満
の
端
数
が
あ
る
場
合
に
お
い

て
、
そ
の
端
数
金
額
が
五
十
銭
未
満
で
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
切
り
捨
て
た
金
額
と
し
、
そ
の
端
数
金
額
が
五

十
銭
以
上
で
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
一
円
に
切
り
上
げ
た
金
額
と
す
る
。）と
の
合
算
額
。
た
だ
し
、
高
額
療
養

費
多
数
回
該
当
の
場
合
に
あ
つ
て
は
、
四
万
四
千
四
百
円
と
す
る
。

九

療
養
の
あ
つ
た
月
の
標
準
報
酬
の
月
額
が
二
十
八
万
円
以
上
三
十
六
万
円
未
満
の
組
合
員
又
は
そ
の
被
扶
養

者
（
第
十
三
号
に
掲
げ
る
者
を
除
く
。）
八
万
五
千
八
百
円
と
、
第
二
十
三
条
の
三
の
二
第
一
項
各
号
に
掲
げ

る
金
額
を
合
算
し
た
金
額
に
係
る
療
養
に
つ
き
総
務
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
当
該
療
養
に
要

し
た
費
用
の
額
（
そ
の
額
が
二
十
八
万
六
千
円
に
満
た
な
い
と
き
は
、
二
十
八
万
六
千
円
）
か
ら
二
十
八
万
六

千
円
を
控
除
し
た
金
額
に
百
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た
金
額
（
そ
の
金
額
に
一
円
未
満
の
端
数
が
あ
る
場
合
に
お

い
て
、
そ
の
端
数
金
額
が
五
十
銭
未
満
で
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
切
り
捨
て
た
金
額
と
し
、
そ
の
端
数
金
額
が

五
十
銭
以
上
で
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
一
円
に
切
り
上
げ
た
金
額
と
す
る
。）と
の
合
算
額
。
た
だ
し
、
高
額
療

養
費
多
数
回
該
当
の
場
合
に
あ
つ
て
は
、
四
万
四
千
四
百
円
と
す
る
。

十

療
養
の
あ
つ
た
月
の
標
準
報
酬
の
月
額
が
二
十
万
円
以
上
二
十
八
万
円
未
満
の
組
合
員
又
は
そ
の
被
扶
養
者

（
第
十
三
号
に
掲
げ
る
者
を
除
く
。）
六
万
九
千
六
百
円
。
た
だ
し
、
高
額
療
養
費
多
数
回
該
当
の
場
合
に
あ

つ
て
は
、
四
万
四
千
四
百
円
と
す
る
。

三

基
準
日
が
属
す
る
月
の
標
準
報
酬
の
月
額
が
五
十
三
万
円
以
上
八
十
三
万
円
未
満
の
第
三
号
適
用
者

百
十

一
万
円

四

市
町
村
民
税
非
課
税
者
で
あ
る
組
合
員
又
は
基
準
日
に
お
い
て
要
保
護
者
で
あ
る
者
で
あ
つ
て
総
務
省
令
で

定
め
る
も
の
に
該
当
す
る
組
合
員
（
前
二
号
又
は
次
号
に
掲
げ
る
者
を
除
く
。）
二
十
九
万
円

五

健
康
保
険
法
施
行
令
第
四
十
二
条
第
十
二
項
第
五
号
に
掲
げ
る
者
（
同
号
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
省
令
で
定

め
る
者
を
除
く
。）に
相
当
す
る
者
又
は
基
準
日
に
お
い
て
要
保
護
者
で
あ
る
者
で
あ
つ
て
総
務
省
令
で
定
め
る

も
の
に
該
当
す
る
組
合
員
（
第
二
号
又
は
第
三
号
に
掲
げ
る
者
を
除
く
。）
十
八
万
円

第
二
十
三
条
の
三
の
五
第
一
項
第
一
号
イ
中
「
八
万
百
円
」
を
「
八
万
五
千
八
百
円
」
に
、「
二
十
六
万
七
千
円
」

を
「
二
十
八
万
六
千
円
」
に
改
め
、
同
号
ロ
中
「
二
十
五
万
二
千
六
百
円
」
を
「
二
十
七
万
三
百
円
」
に
、「
八
十
四

万
二
千
円
」
を
「
九
十
万
千
円
」
に
改
め
、
同
号
ハ
中
「
十
六
万
七
千
四
百
円
」
を
「
十
七
万
九
千
百
円
」
に
、「
五

十
五
万
八
千
円
」
を
「
五
十
九
万
七
千
円
」
に
改
め
、
同
号
ニ
中
「
五
万
七
千
六
百
円
」
を
「
六
万
千
五
百
円
」
に

改
め
、
同
号
ホ
中
「
三
万
五
千
四
百
円
」
を
「
三
万
六
千
九
百
円
」
に
改
め
、
同
項
第
二
号
イ
中
「
五
万
七
千
六
百

円
」
を
「
六
万
千
五
百
円
」
に
改
め
、
同
号
ロ
中
「
二
十
五
万
二
千
六
百
円
」
を
「
二
十
七
万
三
百
円
」
に
、「
八
十

四
万
二
千
円
」
を
「
九
十
万
千
円
」
に
改
め
、
同
号
ハ
中
「
十
六
万
七
千
四
百
円
」
を「
十
七
万
九
千
百
円
」に
、「
五

十
五
万
八
千
円
」
を
「
五
十
九
万
七
千
円
」
に
改
め
、
同
号
ニ
中
「
八
万
百
円
」
を
「
八
万
五
千
八
百
円
」
に
、「
二

十
六
万
七
千
円
」
を
「
二
十
八
万
六
千
円
」
に
改
め
、
同
号
ホ
中
「
二
万
四
千
六
百
円
」
を
「
二
万
五
千
七
百
円
。

た
だ
し
、
高
額
療
養
費
多
数
回
該
当
の
場
合
に
あ
つ
て
は
、
二
万
四
千
六
百
円
と
す
る
。」に
改
め
、
同
号
ヘ
中
「
一

万
五
千
円
」
を
「
一
万
五
千
七
百
円
」
に
改
め
、
同
項
第
三
号
イ
中
「
二
万
八
千
八
百
円
」
を「
三
万
七
百
五
十
円
」

に
改
め
、
同
号
ロ
中
「
十
二
万
六
千
三
百
円
」
を
「
十
三
万
五
千
百
五
十
円
」
に
、「
四
十
二
万
千
円
」
を
「
四
十
五

万
五
百
円
」
に
改
め
、
同
号
ハ
中
「
八
万
三
千
七
百
円
」
を
「
八
万
九
千
五
百
五
十
円
」
に
、「
二
十
七
万
九
千
円
」

を
「
二
十
九
万
八
千
五
百
円
」
に
改
め
、
同
号
ニ
中
「
四
万
五
十
円
」
を
「
四
万
二
千
九
百
円
」
に
、「
十
三
万
三
千

五
百
円
」
を
「
十
四
万
三
千
円
」
に
改
め
、
同
号
ホ
中
「
一
万
二
千
三
百
円
」
を
「
一
万
二
千
八
百
五
十
円
。
た
だ

し
、
高
額
療
養
費
多
数
回
該
当
の
場
合
に
あ
つ
て
は
、
一
万
二
千
三
百
円
と
す
る
。」に
改
め
、
同
号
ヘ
中
「
七
千
五

百
円
」
を
「
七
千
八
百
五
十
円
」
に
改
め
、
同
項
第
四
号
中
「
又
は
ロ
」
を
「
か
ら
ハ
ま
で
」
に
改
め
、
同
号
イ
中

「
ロ
」
の
下
に
「
及
び
ハ
」
を
加
え
、「
一
万
八
千
円
」
を
「
二
万
二
千
円
」
に
改
め
、
同
号
ロ
中
「
八
千
円
」を「
一

万
千
円
」
に
改
め
、
同
号
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

ハ

前
条
第
五
項
第
三
号
に
掲
げ
る
者
に
該
当
し
て
い
る
こ
と
に
つ
き
主
務
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
組

合
の
認
定
を
受
け
て
い
る
者

八
千
円

第
二
十
三
条
の
三
の
五
第
十
一
項
中
「
第
二
十
三
条
の
三
の
二
」
の
下
に
「
及
び
第
二
十
三
条
の
三
の
三
の
二
」

を
、「
第
四
十
一
条
」
の
下
に
「
及
び
第
四
十
一
条
の
三
」
を
、「
同
条
第
十
項
中
」
の
下
に「「
被
保
険
者
」
と
あ
る
の

は
「
組
合
員
」
と
、」を
加
え
、
同
条
中
第
十
三
項
を
第
十
四
項
と
し
、
同
条
第
十
二
項
中
「
そ
の
資
格
」
を
「
当
該

組
合
員
の
資
格
」
に
改
め
、
同
項
の
次
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

13

組
合
員
（
基
準
日
組
合
員
を
除
く
。）が
計
算
期
間
に
お
い
て
当
該
組
合
員
の
資
格
を
喪
失
し
た
場
合
に
お
け
る

第
二
十
三
条
の
三
の
三
の
二
の
規
定
に
よ
る
高
額
療
養
費
の
支
給
に
つ
い
て
は
、
当
該
資
格
を
喪
失
し
た
日
（
計

算
期
間
に
お
い
て
当
該
資
格
を
喪
失
し
た
日
が
複
数
あ
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
当
該
資
格
を
喪
失
し
た
日
の
う
ち

最
も
遅
い
日
）
の
前
日
を
基
準
日
と
み
な
し
て
、
同
条
並
び
に
前
条
第
十
一
項
及
び
第
十
二
項
の
規
定
を
適
用
す

る
。

第
二
十
三
条
の
三
の
六
第
一
項
中「（
次
項
の
」
を「（
次
項
に
規
定
す
る
」
に
、「
介
護
合
算
按あ
ん

分
率
」
を
「
介
護
合

算
按
分
率
」
に
改
め
、
同
項
第
一
号
中「
法
第
六
十
一
条
第
一
項
又
は
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
給
付
に
係
る
療
養（
以

下
こ
の
条
に
お
い
て
「
継
続
給
付
に
係
る
療
養
」
と
い
う
。）」
を
「
継
続
給
付
に
係
る
療
養
」
に
、「
又
は
第
二
十
三

条
の
三
の
三
」
を
「
、
第
二
十
三
条
の
三
の
三
又
は
第
二
十
三
条
の
三
の
三
の
二
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
「
七

十
歳
以
上
介
護
合
算
按あ
ん

分
率
」
を
「
七
十
歳
以
上
介
護
合
算
按
分
率
」
に
改
め
、
同
条
第
四
項
中
「
療
養
（
第
一
号

に
規
定
す
る
」
及
び
「
療
養
（
同
号
に
規
定
す
る
」
を
「
療
養
（
」
に
、「
係
る
同
号
」
を
「
係
る
第
一
号
」に
改
め
、

同
条
第
五
項
中「（
次
項
の
」
を「（
次
項
に
規
定
す
る
」
に
、「
介
護
合
算
按あ
ん

分
率
」
を
「
介
護
合
算
按
分
率
」に
改
め
、

同
条
第
六
項
中
「
七
十
歳
以
上
介
護
合
算
按あ
ん

分
率
」
を
「
七
十
歳
以
上
介
護
合
算
按
分
率
」
に
改
め
、
同
条
第
七
項

中
「
介
護
合
算
按あ
ん

分
率
」
を
「
介
護
合
算
按
分
率
」
に
改
め
る
。

第
二
十
三
条
の
三
の
七
第
二
項
第
二
号
中
「
基
準
日
に
お
い
て
療
養
の
給
付
を
受
け
る
こ
と
と
し
た
場
合
に
法
第

五
十
七
条
第
二
項
第
三
号
の
規
定
が
適
用
さ
れ
る
者
（
次
号
及
び
第
四
号
に
お
い
て
「
第
三
号
適
用
者
」
と
い
う
。）

で
あ
つ
て
、」を
削
り
、「
も
の
」
を
「
第
三
号
適
用
者
」
に
改
め
、
同
項
第
三
号
及
び
第
四
号
中
「
第
三
号
適
用
者
で

あ
つ
て
、」を
削
り
、「
も
の
」
を
「
第
三
号
適
用
者
」
に
改
め
、
同
条
第
五
項
の
表
中
「
第
四
十
四
条
第
五
項
」を「
第

四
十
四
条
第
六
項
」
に
、「
第
四
十
四
条
第
七
項
」
を
「
第
四
十
四
条
第
八
項
」
に
改
め
る
。

附
則
第
五
十
二
条
の
三
か
ら
第
五
十
二
条
の
五
の
二
ま
で
を
削
り
、
附
則
第
五
十
二
条
の
六
を
附
則
第
五
十
二
条

の
三
と
す
る
。


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十
一

療
養
の
あ
つ
た
月
の
標
準
報
酬
の
月
額
が
十
六
万
円
以
上
二
十
万
円
未
満
の
組
合
員
又
は
そ
の
被
扶
養
者

（
第
十
三
号
に
掲
げ
る
者
を
除
く
。）
六
万
五
千
四
百
円
。
た
だ
し
、
高
額
療
養
費
多
数
回
該
当
の
場
合
に
あ

つ
て
は
、
四
万
四
千
四
百
円
と
す
る
。

第
二
十
三
条
の
三
の
四
第
一
項
第
二
号
中
「
八
十
三
万
円
以
上
」
の
下
に
「
百
三
万
円
未
満
」
を
加
え
、
同
号
を

同
項
第
三
号
と
し
、
同
号
の
次
に
次
の
二
号
を
加
え
る
。

四

療
養
の
あ
つ
た
月
の
標
準
報
酬
の
月
額
が
七
十
一
万
円
以
上
八
十
三
万
円
未
満
の
組
合
員
又
は
そ
の
被
扶
養

者

二
十
万
九
千
四
百
円
と
、
第
二
十
三
条
の
三
の
二
第
一
項
各
号
に
掲
げ
る
金
額
を
合
算
し
た
金
額
に
係
る

療
養
に
つ
き
総
務
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
当
該
療
養
に
要
し
た
費
用
の
額
（
そ
の
額
が
六
十

九
万
八
千
円
に
満
た
な
い
と
き
は
、
六
十
九
万
八
千
円
）
か
ら
六
十
九
万
八
千
円
を
控
除
し
た
金
額
に
百
分
の

一
を
乗
じ
て
得
た
金
額
（
そ
の
金
額
に
一
円
未
満
の
端
数
が
あ
る
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
端
数
金
額
が
五
十
銭

未
満
で
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
切
り
捨
て
た
金
額
と
し
、
そ
の
端
数
金
額
が
五
十
銭
以
上
で
あ
る
と
き
は
、
こ

れ
を
一
円
に
切
り
上
げ
た
金
額
と
す
る
。）と
の
合
算
額
。
た
だ
し
、
高
額
療
養
費
多
数
回
該
当
の
場
合
に
あ
つ

て
は
、
九
万
三
千
円
と
す
る
。

五

療
養
の
あ
つ
た
月
の
標
準
報
酬
の
月
額
が
六
十
二
万
円
以
上
七
十
一
万
円
未
満
の
組
合
員
又
は
そ
の
被
扶
養

者

十
九
万
四
千
四
百
円
と
、
第
二
十
三
条
の
三
の
二
第
一
項
各
号
に
掲
げ
る
金
額
を
合
算
し
た
金
額
に
係
る

療
養
に
つ
き
総
務
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
当
該
療
養
に
要
し
た
費
用
の
額
（
そ
の
額
が
六
十

四
万
八
千
円
に
満
た
な
い
と
き
は
、
六
十
四
万
八
千
円
）
か
ら
六
十
四
万
八
千
円
を
控
除
し
た
金
額
に
百
分
の

一
を
乗
じ
て
得
た
金
額
（
そ
の
金
額
に
一
円
未
満
の
端
数
が
あ
る
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
端
数
金
額
が
五
十
銭

未
満
で
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
切
り
捨
て
た
金
額
と
し
、
そ
の
端
数
金
額
が
五
十
銭
以
上
で
あ
る
と
き
は
、
こ

れ
を
一
円
に
切
り
上
げ
た
金
額
と
す
る
。）と
の
合
算
額
。
た
だ
し
、
高
額
療
養
費
多
数
回
該
当
の
場
合
に
あ
つ

て
は
、
九
万
三
千
円
と
す
る
。

第
二
十
三
条
の
三
の
四
第
一
項
第
一
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

二

療
養
の
あ
つ
た
月
の
標
準
報
酬
の
月
額
が
百
三
万
円
以
上
百
二
十
七
万
円
未
満
の
組
合
員
又
は
そ
の
被
扶
養

者

三
十
万
三
千
円
と
、
第
二
十
三
条
の
三
の
二
第
一
項
各
号
に
掲
げ
る
金
額
を
合
算
し
た
金
額
に
係
る
療
養

に
つ
き
総
務
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
当
該
療
養
に
要
し
た
費
用
の
額
（
そ
の
額
が
百
一
万
円

に
満
た
な
い
と
き
は
、
百
一
万
円
）
か
ら
百
一
万
円
を
控
除
し
た
金
額
に
百
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た
金
額
（
そ

の
金
額
に
一
円
未
満
の
端
数
が
あ
る
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
端
数
金
額
が
五
十
銭
未
満
で
あ
る
と
き
は
、
こ
れ

を
切
り
捨
て
た
金
額
と
し
、
そ
の
端
数
金
額
が
五
十
銭
以
上
で
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
一
円
に
切
り
上
げ
た
金

額
と
す
る
。）と
の
合
算
額
。
た
だ
し
、
高
額
療
養
費
多
数
回
該
当
の
場
合
に
あ
つ
て
は
、十
四
万
百
円
と
す
る
。

第
二
十
三
条
の
三
の
四
第
二
項
第
一
号
中
「
次
号
か
ら
第
五
号
ま
で
に
掲
げ
る
組
合
員
以
外
の
」
を
「
前
項
第
一

号
に
掲
げ
る
」
に
、「
四
万
二
千
九
百
円
」
を
「
十
七
万
千
円
」
に
、「
十
四
万
三
千
円
」
を
「
五
十
七
万
円
」に
改
め
、

同
号
た
だ
し
書
中
「
二
万
二
千
二
百
円
」
を
「
七
万
五
十
円
」
に
改
め
、
同
項
第
五
号
中
「
前
項
第
五
号
」
を
「
前

項
第
十
三
号
」
に
改
め
、
同
号
を
同
項
第
十
三
号
と
し
、
同
項
第
四
号
中
「
前
項
第
四
号
」
を
「
前
項
第
十
二
号
」

に
改
め
、
同
号
た
だ
し
書
中
「
二
万
二
千
二
百
円
」
を
「
一
万
七
千
二
百
五
十
円
」
に
改
め
、
同
号
を
同
項
第
十
二

号
と
し
、
同
項
第
三
号
中
「
前
項
第
三
号
」
を
「
前
項
第
六
号
」
に
改
め
、
同
号
を
同
項
第
六
号
と
し
、
同
号
の
次

に
次
の
五
号
を
加
え
る
。

七

前
項
第
七
号
に
掲
げ
る
組
合
員

五
万
五
千
二
百
円
と
、
第
二
十
三
条
の
三
の
二
第
二
項
各
号
に
掲
げ
る
金

額
を
合
算
し
た
金
額
に
係
る
療
養
に
つ
き
総
務
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
当
該
療
養
に
要
し
た

費
用
の
額
（
そ
の
額
が
十
八
万
四
千
円
に
満
た
な
い
と
き
は
、
十
八
万
四
千
円
）
か
ら
十
八
万
四
千
円
を
控
除

し
た
金
額
に
百
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た
金
額
（
そ
の
金
額
に
一
円
未
満
の
端
数
が
あ
る
場
合
に
お
い
て
、
そ
の

端
数
金
額
が
五
十
銭
未
満
で
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
切
り
捨
て
た
金
額
と
し
、
そ
の
端
数
金
額
が
五
十
銭
以
上

で
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
一
円
に
切
り
上
げ
た
金
額
と
す
る
。）と
の
合
算
額
。
た
だ
し
、
高
額
療
養
費
多
数
回

該
当
の
場
合
に
あ
つ
て
は
、
二
万
二
千
二
百
円
と
す
る
。

八

前
項
第
八
号
に
掲
げ
る
組
合
員

四
万
九
千
五
十
円
と
、
第
二
十
三
条
の
三
の
二
第
二
項
各
号
に
掲
げ
る
金

額
を
合
算
し
た
金
額
に
係
る
療
養
に
つ
き
総
務
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
当
該
療
養
に
要
し
た

費
用
の
額
（
そ
の
額
が
十
六
万
三
千
五
百
円
に
満
た
な
い
と
き
は
、
十
六
万
三
千
五
百
円
）
か
ら
十
六
万
三
千

五
百
円
を
控
除
し
た
金
額
に
百
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た
金
額
（
そ
の
金
額
に
一
円
未
満
の
端
数
が
あ
る
場
合
に

お
い
て
、
そ
の
端
数
金
額
が
五
十
銭
未
満
で
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
切
り
捨
て
た
金
額
と
し
、
そ
の
端
数
金
額

が
五
十
銭
以
上
で
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
一
円
に
切
り
上
げ
た
金
額
と
す
る
。）と
の
合
算
額
。
た
だ
し
、
高
額

療
養
費
多
数
回
該
当
の
場
合
に
あ
つ
て
は
、
二
万
二
千
二
百
円
と
す
る
。

九

前
項
第
九
号
に
掲
げ
る
組
合
員

四
万
二
千
九
百
円
と
、
第
二
十
三
条
の
三
の
二
第
二
項
各
号
に
掲
げ
る
金

額
を
合
算
し
た
金
額
に
係
る
療
養
に
つ
き
総
務
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
当
該
療
養
に
要
し
た

費
用
の
額
（
そ
の
額
が
十
四
万
三
千
円
に
満
た
な
い
と
き
は
、
十
四
万
三
千
円
）
か
ら
十
四
万
三
千
円
を
控
除

し
た
金
額
に
百
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た
金
額
（
そ
の
金
額
に
一
円
未
満
の
端
数
が
あ
る
場
合
に
お
い
て
、
そ
の

端
数
金
額
が
五
十
銭
未
満
で
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
切
り
捨
て
た
金
額
と
し
、
そ
の
端
数
金
額
が
五
十
銭
以
上

で
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
一
円
に
切
り
上
げ
た
金
額
と
す
る
。）と
の
合
算
額
。
た
だ
し
、
高
額
療
養
費
多
数
回

該
当
の
場
合
に
あ
つ
て
は
、
二
万
二
千
二
百
円
と
す
る
。

十

前
項
第
十
号
に
掲
げ
る
組
合
員

三
万
四
千
八
百
円
。
た
だ
し
、
高
額
療
養
費
多
数
回
該
当
の
場
合
に
あ
つ

て
は
、
二
万
二
千
二
百
円
と
す
る
。

十
一

前
項
第
十
一
号
に
掲
げ
る
組
合
員

三
万
二
千
七
百
円
。
た
だ
し
、
高
額
療
養
費
多
数
回
該
当
の
場
合
に

あ
つ
て
は
、
二
万
二
千
二
百
円
と
す
る
。

第
二
十
三
条
の
三
の
四
第
二
項
第
二
号
中
「
前
項
第
二
号
」
を
「
前
項
第
三
号
」
に
改
め
、
同
号
を
同
項
第
三
号

と
し
、
同
号
の
次
に
次
の
二
号
を
加
え
る
。

四

前
項
第
四
号
に
掲
げ
る
組
合
員

十
万
四
千
七
百
円
と
、
第
二
十
三
条
の
三
の
二
第
二
項
各
号
に
掲
げ
る
金

額
を
合
算
し
た
金
額
に
係
る
療
養
に
つ
き
総
務
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
当
該
療
養
に
要
し
た

費
用
の
額
（
そ
の
額
が
三
十
四
万
九
千
円
に
満
た
な
い
と
き
は
、
三
十
四
万
九
千
円
）
か
ら
三
十
四
万
九
千
円

を
控
除
し
た
金
額
に
百
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た
金
額（
そ
の
金
額
に
一
円
未
満
の
端
数
が
あ
る
場
合
に
お
い
て
、

そ
の
端
数
金
額
が
五
十
銭
未
満
で
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
切
り
捨
て
た
金
額
と
し
、
そ
の
端
数
金
額
が
五
十
銭

以
上
で
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
一
円
に
切
り
上
げ
た
金
額
と
す
る
。）と
の
合
算
額
。
た
だ
し
、
高
額
療
養
費
多

数
回
該
当
の
場
合
に
あ
つ
て
は
、
四
万
六
千
五
百
円
と
す
る
。

五

前
項
第
五
号
に
掲
げ
る
組
合
員

九
万
七
千
二
百
円
と
、
第
二
十
三
条
の
三
の
二
第
二
項
各
号
に
掲
げ
る
金

額
を
合
算
し
た
金
額
に
係
る
療
養
に
つ
き
総
務
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
当
該
療
養
に
要
し
た

費
用
の
額
（
そ
の
額
が
三
十
二
万
四
千
円
に
満
た
な
い
と
き
は
、
三
十
二
万
四
千
円
）
か
ら
三
十
二
万
四
千
円

を
控
除
し
た
金
額
に
百
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た
金
額（
そ
の
金
額
に
一
円
未
満
の
端
数
が
あ
る
場
合
に
お
い
て
、

そ
の
端
数
金
額
が
五
十
銭
未
満
で
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
切
り
捨
て
た
金
額
と
し
、
そ
の
端
数
金
額
が
五
十
銭

以
上
で
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
一
円
に
切
り
上
げ
た
金
額
と
す
る
。）と
の
合
算
額
。
た
だ
し
、
高
額
療
養
費
多

数
回
該
当
の
場
合
に
あ
つ
て
は
、
四
万
六
千
五
百
円
と
す
る
。

第
二
十
三
条
の
三
の
四
第
二
項
第
一
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

二

前
項
第
二
号
に
掲
げ
る
組
合
員

十
五
万
千
五
百
円
と
、
第
二
十
三
条
の
三
の
二
第
二
項
各
号
に
掲
げ
る
金

額
を
合
算
し
た
金
額
に
係
る
療
養
に
つ
き
総
務
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
当
該
療
養
に
要
し
た

費
用
の
額
（
そ
の
額
が
五
十
万
五
千
円
に
満
た
な
い
と
き
は
、
五
十
万
五
千
円
）
か
ら
五
十
万
五
千
円
を
控
除

し
た
金
額
に
百
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た
金
額
（
そ
の
金
額
に
一
円
未
満
の
端
数
が
あ
る
場
合
に
お
い
て
、
そ
の

端
数
金
額
が
五
十
銭
未
満
で
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
切
り
捨
て
た
金
額
と
し
、
そ
の
端
数
金
額
が
五
十
銭
以
上

で
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
一
円
に
切
り
上
げ
た
金
額
と
す
る
。）と
の
合
算
額
。
た
だ
し
、
高
額
療
養
費
多
数
回

該
当
の
場
合
に
あ
つ
て
は
、
七
万
五
十
円
と
す
る
。

第
二
十
三
条
の
三
の
四
第
三
項
第
一
号
中
「
次
号
か
ら
第
六
号
ま
で
に
掲
げ
る
者
以
外
の
者
」
を
「
法
第
五
十
七

条
第
二
項
第
三
号
の
規
定
が
適
用
さ
れ
る
者
で
あ
つ
て
療
養
の
あ
つ
た
月
の
標
準
報
酬
の
月
額
が
百
二
十
七
万
円
以

上
の
組
合
員
又
は
そ
の
被
扶
養
者
」
に
、「
六
万
千
五
百
円
」
を
「
三
十
四
万
二
千
円
と
、
第
二
十
三
条
の
三
の
二
第

三
項
各
号
に
掲
げ
る
金
額
を
合
算
し
た
金
額
に
係
る
療
養
に
つ
き
総
務
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
当

該
療
養
に
要
し
た
費
用
の
額
（
そ
の
額
が
百
十
四
万
円
に
満
た
な
い
と
き
は
、
百
十
四
万
円
）
か
ら
百
十
四
万
円
を

控
除
し
た
金
額
に
百
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た
金
額
（
そ
の
金
額
に
一
円
未
満
の
端
数
が
あ
る
場
合
に
お
い
て
、
そ
の

端
数
金
額
が
五
十
銭
未
満
で
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
切
り
捨
て
た
金
額
と
し
、
そ
の
端
数
金
額
が
五
十
銭
以
上
で
あ


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る
と
き
は
、
こ
れ
を
一
円
に
切
り
上
げ
た
金
額
と
す
る
。）と
の
合
算
額
」
に
改
め
、
同
号
た
だ
し
書
中
「
四
万
四
千

四
百
円
」
を
「
十
四
万
百
円
」
に
改
め
、
同
項
第
六
号
中
「
第
四
十
二
条
第
三
項
第
六
号
」
を
「
第
四
十
二
条
第
三

項
第
十
四
号
」
に
、「
第
二
号
か
ら
第
四
号
ま
で
」
を
「
第
一
号
か
ら
第
九
号
ま
で
」
に
改
め
、
同
号
を
同
項
第
十
四

号
と
し
、
同
項
第
五
号
中
「
前
三
号
」
を
「
第
一
号
か
ら
第
九
号
ま
で
」
に
改
め
、
同
号
を
同
項
第
十
三
号
と
し
、

同
項
第
四
号
中
「
五
十
三
万
円
」
を
「
三
十
六
万
円
」
に
改
め
、
同
号
を
同
項
第
九
号
と
し
、
同
号
の
次
に
次
の
三

号
を
加
え
る
。

十

療
養
の
あ
つ
た
月
の
標
準
報
酬
の
月
額
が
二
十
万
円
以
上
の
組
合
員
又
は
そ
の
被
扶
養
者
（
前
各
号
、
第
十

三
号
又
は
第
十
四
号
に
掲
げ
る
者
を
除
く
。）
六
万
九
千
六
百
円
。
た
だ
し
、
高
額
療
養
費
多
数
回
該
当
の
場

合
に
あ
つ
て
は
、
四
万
四
千
四
百
円
と
す
る
。

十
一

療
養
の
あ
つ
た
月
の
標
準
報
酬
の
月
額
が
十
六
万
円
以
上
二
十
万
円
未
満
の
組
合
員
又
は
そ
の
被
扶
養
者

（
第
十
三
号
又
は
第
十
四
号
に
掲
げ
る
者
を
除
く
。）
六
万
五
千
四
百
円
。
た
だ
し
、
高
額
療
養
費
多
数
回
該

当
の
場
合
に
あ
つ
て
は
、
四
万
四
千
四
百
円
と
す
る
。

十
二

療
養
の
あ
つ
た
月
の
標
準
報
酬
の
月
額
が
十
六
万
円
未
満
の
組
合
員
又
は
そ
の
被
扶
養
者
（
次
号
又
は
第

十
四
号
に
掲
げ
る
者
を
除
く
。）
六
万
千
五
百
円
。
た
だ
し
、高
額
療
養
費
多
数
回
該
当
の
場
合
に
あ
つ
て
は
、

三
万
四
千
五
百
円
と
す
る
。

第
二
十
三
条
の
三
の
四
第
三
項
第
三
号
中
「
八
十
三
万
円
」
を
「
六
十
二
万
円
」
に
改
め
、
同
号
を
同
項
第
六
号

と
し
、
同
号
の
次
に
次
の
二
号
を
加
え
る
。

七

法
第
五
十
七
条
第
二
項
第
三
号
の
規
定
が
適
用
さ
れ
る
者
で
あ
つ
て
療
養
の
あ
つ
た
月
の
標
準
報
酬
の
月
額

が
四
十
四
万
円
以
上
五
十
三
万
円
未
満
の
組
合
員
又
は
そ
の
被
扶
養
者

十
一
万
四
百
円
と
、
第
二
十
三
条
の

三
の
二
第
三
項
各
号
に
掲
げ
る
金
額
を
合
算
し
た
金
額
に
係
る
療
養
に
つ
き
総
務
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ

り
算
定
し
た
当
該
療
養
に
要
し
た
費
用
の
額
（
そ
の
額
が
三
十
六
万
八
千
円
に
満
た
な
い
と
き
は
、
三
十
六
万

八
千
円
）
か
ら
三
十
六
万
八
千
円
を
控
除
し
た
金
額
に
百
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た
金
額
（
そ
の
金
額
に
一
円
未

満
の
端
数
が
あ
る
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
端
数
金
額
が
五
十
銭
未
満
で
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
切
り
捨
て
た
金

額
と
し
、
そ
の
端
数
金
額
が
五
十
銭
以
上
で
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
一
円
に
切
り
上
げ
た
金
額
と
す
る
。）と
の

合
算
額
。
た
だ
し
、
高
額
療
養
費
多
数
回
該
当
の
場
合
に
あ
つ
て
は
、
四
万
四
千
四
百
円
と
す
る
。

八

法
第
五
十
七
条
第
二
項
第
三
号
の
規
定
が
適
用
さ
れ
る
者
で
あ
つ
て
療
養
の
あ
つ
た
月
の
標
準
報
酬
の
月
額

が
三
十
六
万
円
以
上
四
十
四
万
円
未
満
の
組
合
員
又
は
そ
の
被
扶
養
者

九
万
八
千
百
円
と
、
第
二
十
三
条
の

三
の
二
第
三
項
各
号
に
掲
げ
る
金
額
を
合
算
し
た
金
額
に
係
る
療
養
に
つ
き
総
務
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ

り
算
定
し
た
当
該
療
養
に
要
し
た
費
用
の
額
（
そ
の
額
が
三
十
二
万
七
千
円
に
満
た
な
い
と
き
は
、
三
十
二
万

七
千
円
）
か
ら
三
十
二
万
七
千
円
を
控
除
し
た
金
額
に
百
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た
金
額
（
そ
の
金
額
に
一
円
未

満
の
端
数
が
あ
る
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
端
数
金
額
が
五
十
銭
未
満
で
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
切
り
捨
て
た
金

額
と
し
、
そ
の
端
数
金
額
が
五
十
銭
以
上
で
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
一
円
に
切
り
上
げ
た
金
額
と
す
る
。）と
の

合
算
額
。
た
だ
し
、
高
額
療
養
費
多
数
回
該
当
の
場
合
に
あ
つ
て
は
、
四
万
四
千
四
百
円
と
す
る
。

第
二
十
三
条
の
三
の
四
第
三
項
第
二
号
中
「
八
十
三
万
円
以
上
」
の
下
に
「
百
三
万
円
未
満
」
を
加
え
、
同
号
を

同
項
第
三
号
と
し
、
同
号
の
次
に
次
の
二
号
を
加
え
る
。

四

法
第
五
十
七
条
第
二
項
第
三
号
の
規
定
が
適
用
さ
れ
る
者
で
あ
つ
て
療
養
の
あ
つ
た
月
の
標
準
報
酬
の
月
額

が
七
十
一
万
円
以
上
八
十
三
万
円
未
満
の
組
合
員
又
は
そ
の
被
扶
養
者

二
十
万
九
千
四
百
円
と
、
第
二
十
三

条
の
三
の
二
第
三
項
各
号
に
掲
げ
る
金
額
を
合
算
し
た
金
額
に
係
る
療
養
に
つ
き
総
務
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ

に
よ
り
算
定
し
た
当
該
療
養
に
要
し
た
費
用
の
額
（
そ
の
額
が
六
十
九
万
八
千
円
に
満
た
な
い
と
き
は
、
六
十

九
万
八
千
円
）
か
ら
六
十
九
万
八
千
円
を
控
除
し
た
金
額
に
百
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た
金
額
（
そ
の
金
額
に
一

円
未
満
の
端
数
が
あ
る
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
端
数
金
額
が
五
十
銭
未
満
で
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
切
り
捨
て

た
金
額
と
し
、
そ
の
端
数
金
額
が
五
十
銭
以
上
で
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
一
円
に
切
り
上
げ
た
金
額
と
す
る
。）

と
の
合
算
額
。
た
だ
し
、
高
額
療
養
費
多
数
回
該
当
の
場
合
に
あ
つ
て
は
、
九
万
三
千
円
と
す
る
。

五

法
第
五
十
七
条
第
二
項
第
三
号
の
規
定
が
適
用
さ
れ
る
者
で
あ
つ
て
療
養
の
あ
つ
た
月
の
標
準
報
酬
の
月
額

が
六
十
二
万
円
以
上
七
十
一
万
円
未
満
の
組
合
員
又
は
そ
の
被
扶
養
者

十
九
万
四
千
四
百
円
と
、
第
二
十
三

条
の
三
の
二
第
三
項
各
号
に
掲
げ
る
金
額
を
合
算
し
た
金
額
に
係
る
療
養
に
つ
き
総
務
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ

に
よ
り
算
定
し
た
当
該
療
養
に
要
し
た
費
用
の
額
（
そ
の
額
が
六
十
四
万
八
千
円
に
満
た
な
い
と
き
は
、
六
十

四
万
八
千
円
）
か
ら
六
十
四
万
八
千
円
を
控
除
し
た
金
額
に
百
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た
金
額
（
そ
の
金
額
に
一

円
未
満
の
端
数
が
あ
る
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
端
数
金
額
が
五
十
銭
未
満
で
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
切
り
捨
て

た
金
額
と
し
、
そ
の
端
数
金
額
が
五
十
銭
以
上
で
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
一
円
に
切
り
上
げ
た
金
額
と
す
る
。）

と
の
合
算
額
。
た
だ
し
、
高
額
療
養
費
多
数
回
該
当
の
場
合
に
あ
つ
て
は
、
九
万
三
千
円
と
す
る
。

第
二
十
三
条
の
三
の
四
第
三
項
第
一
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

二

法
第
五
十
七
条
第
二
項
第
三
号
の
規
定
が
適
用
さ
れ
る
者
で
あ
つ
て
療
養
の
あ
つ
た
月
の
標
準
報
酬
の
月
額

が
百
三
万
円
以
上
百
二
十
七
万
円
未
満
の
組
合
員
又
は
そ
の
被
扶
養
者

三
十
万
三
千
円
と
、
第
二
十
三
条
の

三
の
二
第
三
項
各
号
に
掲
げ
る
金
額
を
合
算
し
た
金
額
に
係
る
療
養
に
つ
き
総
務
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ

り
算
定
し
た
当
該
療
養
に
要
し
た
費
用
の
額
（
そ
の
額
が
百
一
万
円
に
満
た
な
い
と
き
は
、
百
一
万
円
）
か
ら

百
一
万
円
を
控
除
し
た
金
額
に
百
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た
金
額
（
そ
の
金
額
に
一
円
未
満
の
端
数
が
あ
る
場
合

に
お
い
て
、
そ
の
端
数
金
額
が
五
十
銭
未
満
で
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
切
り
捨
て
た
金
額
と
し
、
そ
の
端
数
金

額
が
五
十
銭
以
上
で
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
一
円
に
切
り
上
げ
た
金
額
と
す
る
。）と
の
合
算
額
。
た
だ
し
、
高

額
療
養
費
多
数
回
該
当
の
場
合
に
あ
つ
て
は
、
十
四
万
百
円
と
す
る
。

第
二
十
三
条
の
三
の
四
第
四
項
第
一
号
中
「
三
万
七
百
五
十
円
」
を
「
十
七
万
千
円
と
、
第
二
十
三
条
の
三
の
二

第
四
項
に
規
定
す
る
合
算
し
た
金
額
に
係
る
療
養
に
つ
き
総
務
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
当
該
療
養

に
要
し
た
費
用
の
額
（
そ
の
額
が
五
十
七
万
円
に
満
た
な
い
と
き
は
、
五
十
七
万
円
）
か
ら
五
十
七
万
円
を
控
除
し

た
金
額
に
百
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た
金
額
（
そ
の
金
額
に
一
円
未
満
の
端
数
が
あ
る
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
端
数
金

額
が
五
十
銭
未
満
で
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
切
り
捨
て
た
金
額
と
し
、
そ
の
端
数
金
額
が
五
十
銭
以
上
で
あ
る
と
き

は
、
こ
れ
を
一
円
に
切
り
上
げ
た
金
額
と
す
る
。）と
の
合
算
額
」
に
改
め
、
同
号
た
だ
し
書
中「
二
万
二
千
二
百
円
」

を
「
七
万
五
十
円
」
に
改
め
、
同
項
第
六
号
中
「
前
項
第
六
号
」
を
「
前
項
第
十
四
号
」
に
改
め
、
同
号
を
同
項
第

十
四
号
と
し
、
同
項
第
五
号
中
「
前
項
第
五
号
」
を
「
前
項
第
十
三
号
」
に
改
め
、
同
号
を
同
項
第
十
三
号
と
し
、

同
項
第
四
号
中
「
前
項
第
四
号
」
を
「
前
項
第
九
号
」
に
改
め
、
同
号
を
同
項
第
九
号
と
し
、
同
号
の
次
に
次
の
三

号
を
加
え
る
。

十

前
項
第
十
号
に
掲
げ
る
者

三
万
四
千
八
百
円
。
た
だ
し
、高
額
療
養
費
多
数
回
該
当
の
場
合
に
あ
つ
て
は
、

二
万
二
千
二
百
円
と
す
る
。

十
一

前
項
第
十
一
号
に
掲
げ
る
者

三
万
二
千
七
百
円
。
た
だ
し
、
高
額
療
養
費
多
数
回
該
当
の
場
合
に
あ
つ

て
は
、
二
万
二
千
二
百
円
と
す
る
。

十
二

前
項
第
十
二
号
に
掲
げ
る
者

三
万
七
百
五
十
円
。
た
だ
し
、
高
額
療
養
費
多
数
回
該
当
の
場
合
に
あ
つ

て
は
、
一
万
七
千
二
百
五
十
円
と
す
る
。

第
二
十
三
条
の
三
の
四
第
四
項
第
三
号
中
「
前
項
第
三
号
」
を
「
前
項
第
六
号
」
に
改
め
、
同
号
を
同
項
第
六
号

と
し
、
同
号
の
次
に
次
の
二
号
を
加
え
る
。

七

前
項
第
七
号
に
掲
げ
る
者

五
万
五
千
二
百
円
と
、
第
二
十
三
条
の
三
の
二
第
四
項
に
規
定
す
る
合
算
し
た

金
額
に
係
る
療
養
に
つ
き
総
務
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
当
該
療
養
に
要
し
た
費
用
の
額
（
そ

の
額
が
十
八
万
四
千
円
に
満
た
な
い
と
き
は
、
十
八
万
四
千
円
）
か
ら
十
八
万
四
千
円
を
控
除
し
た
金
額
に
百

分
の
一
を
乗
じ
て
得
た
金
額
（
そ
の
金
額
に
一
円
未
満
の
端
数
が
あ
る
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
端
数
金
額
が
五

十
銭
未
満
で
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
切
り
捨
て
た
金
額
と
し
、そ
の
端
数
金
額
が
五
十
銭
以
上
で
あ
る
と
き
は
、

こ
れ
を
一
円
に
切
り
上
げ
た
金
額
と
す
る
。）と
の
合
算
額
。
た
だ
し
、
高
額
療
養
費
多
数
回
該
当
の
場
合
に
あ

つ
て
は
、
二
万
二
千
二
百
円
と
す
る
。

八

前
項
第
八
号
に
掲
げ
る
者

四
万
九
千
五
十
円
と
、
第
二
十
三
条
の
三
の
二
第
四
項
に
規
定
す
る
合
算
し
た

金
額
に
係
る
療
養
に
つ
き
総
務
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
当
該
療
養
に
要
し
た
費
用
の
額
（
そ

の
額
が
十
六
万
三
千
五
百
円
に
満
た
な
い
と
き
は
、
十
六
万
三
千
五
百
円
）
か
ら
十
六
万
三
千
五
百
円
を
控
除

し
た
金
額
に
百
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た
金
額
（
そ
の
金
額
に
一
円
未
満
の
端
数
が
あ
る
場
合
に
お
い
て
、
そ
の

端
数
金
額
が
五
十
銭
未
満
で
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
切
り
捨
て
た
金
額
と
し
、
そ
の
端
数
金
額
が
五
十
銭
以
上

で
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
一
円
に
切
り
上
げ
た
金
額
と
す
る
。）と
の
合
算
額
。
た
だ
し
、
高
額
療
養
費
多
数
回

該
当
の
場
合
に
あ
つ
て
は
、
二
万
二
千
二
百
円
と
す
る
。


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第
二
十
三
条
の
三
の
四
第
四
項
第
二
号
中
「
前
項
第
二
号
」
を
「
前
項
第
三
号
」
に
改
め
、
同
号
を
同
項
第
三
号

と
し
、
同
号
の
次
に
次
の
二
号
を
加
え
る
。

四

前
項
第
四
号
に
掲
げ
る
者

十
万
四
千
七
百
円
と
、
第
二
十
三
条
の
三
の
二
第
四
項
に
規
定
す
る
合
算
し
た

金
額
に
係
る
療
養
に
つ
き
総
務
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
当
該
療
養
に
要
し
た
費
用
の
額
（
そ

の
額
が
三
十
四
万
九
千
円
に
満
た
な
い
と
き
は
、
三
十
四
万
九
千
円
）
か
ら
三
十
四
万
九
千
円
を
控
除
し
た
金

額
に
百
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た
金
額
（
そ
の
金
額
に
一
円
未
満
の
端
数
が
あ
る
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
端
数
金

額
が
五
十
銭
未
満
で
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
切
り
捨
て
た
金
額
と
し
、
そ
の
端
数
金
額
が
五
十
銭
以
上
で
あ
る

と
き
は
、
こ
れ
を
一
円
に
切
り
上
げ
た
金
額
と
す
る
。）と
の
合
算
額
。
た
だ
し
、
高
額
療
養
費
多
数
回
該
当
の

場
合
に
あ
つ
て
は
、
四
万
六
千
五
百
円
と
す
る
。

五

前
項
第
五
号
に
掲
げ
る
者

九
万
七
千
二
百
円
と
、
第
二
十
三
条
の
三
の
二
第
四
項
に
規
定
す
る
合
算
し
た

金
額
に
係
る
療
養
に
つ
き
総
務
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
当
該
療
養
に
要
し
た
費
用
の
額
（
そ

の
額
が
三
十
二
万
四
千
円
に
満
た
な
い
と
き
は
、
三
十
二
万
四
千
円
）
か
ら
三
十
二
万
四
千
円
を
控
除
し
た
金

額
に
百
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た
金
額
（
そ
の
金
額
に
一
円
未
満
の
端
数
が
あ
る
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
端
数
金

額
が
五
十
銭
未
満
で
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
切
り
捨
て
た
金
額
と
し
、
そ
の
端
数
金
額
が
五
十
銭
以
上
で
あ
る

と
き
は
、
こ
れ
を
一
円
に
切
り
上
げ
た
金
額
と
す
る
。）と
の
合
算
額
。
た
だ
し
、
高
額
療
養
費
多
数
回
該
当
の

場
合
に
あ
つ
て
は
、
四
万
六
千
五
百
円
と
す
る
。

第
二
十
三
条
の
三
の
四
第
四
項
第
一
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

二

前
項
第
二
号
に
掲
げ
る
者

十
五
万
千
五
百
円
と
、
第
二
十
三
条
の
三
の
二
第
四
項
に
規
定
す
る
合
算
し
た

金
額
に
係
る
療
養
に
つ
き
総
務
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
当
該
療
養
に
要
し
た
費
用
の
額
（
そ

の
額
が
五
十
万
五
千
円
に
満
た
な
い
と
き
は
、
五
十
万
五
千
円
）
か
ら
五
十
万
五
千
円
を
控
除
し
た
金
額
に
百

分
の
一
を
乗
じ
て
得
た
金
額
（
そ
の
金
額
に
一
円
未
満
の
端
数
が
あ
る
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
端
数
金
額
が
五

十
銭
未
満
で
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
切
り
捨
て
た
金
額
と
し
、そ
の
端
数
金
額
が
五
十
銭
以
上
で
あ
る
と
き
は
、

こ
れ
を
一
円
に
切
り
上
げ
た
金
額
と
す
る
。）と
の
合
算
額
。
た
だ
し
、
高
額
療
養
費
多
数
回
該
当
の
場
合
に
あ

つ
て
は
、
七
万
五
十
円
と
す
る
。

第
二
十
三
条
の
三
の
四
第
五
項
第
一
号
中
「
第
三
項
第
一
号
」
を
「
第
三
項
第
十
号
又
は
第
十
一
号
」
に
、「
二
万

二
千
円
」
を
「
二
万
八
千
円
」
に
改
め
、
同
項
第
三
号
中
「
第
三
項
第
六
号
」
を
「
第
三
項
第
十
四
号
」
に
改
め
、

同
号
を
同
項
第
四
号
と
し
、
同
項
第
二
号
中
「
第
三
項
第
五
号
」
を
「
第
三
項
第
十
三
号
」
に
、「
一
万
千
円
」を「
一

万
三
千
円
」
に
改
め
、
同
号
を
同
項
第
三
号
と
し
、
同
項
第
一
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

二

第
三
項
第
十
二
号
に
掲
げ
る
者

二
万
二
千
円

第
二
十
三
条
の
三
の
四
第
七
項
第
一
号
中
「
ホ
ま
で
」
を
「
ワ
ま
で
」
に
改
め
、
同
号
イ
中「
八
万
五
千
八
百
円
」

を
「
三
十
四
万
二
千
円
」
に
、「
四
万
二
千
九
百
円
」
を
「
十
七
万
千
円
」
に
、「
二
十
八
万
六
千
円
」
を
「
百
十
四
万

円
」
に
、「
十
四
万
三
千
円
」
を
「
五
十
七
万
円
」
に
改
め
、
同
号
イ
た
だ
し
書
中
「
四
万
四
千
四
百
円
」
を
「
十
四

万
百
円
」
に
、「
二
万
二
千
二
百
円
」
を
「
七
万
五
十
円
」
に
改
め
、
同
号
ホ
中
「
第
一
項
第
五
号
」
を
「
第
一
項
第

十
三
号
」
に
改
め
、
同
号
ホ
を
同
号
ワ
と
し
、
同
号
ニ
中
「
第
一
項
第
四
号
」
を
「
第
一
項
第
十
二
号
」
に
改
め
、

同
号
ニ
た
だ
し
書
中
「
四
万
四
千
四
百
円
」
を
「
三
万
四
千
五
百
円
」
に
、「
二
万
二
千
二
百
円
」
を
「
一
万
七
千
二

百
五
十
円
」
に
改
め
、
同
号
ニ
を
同
号
ヲ
と
し
、
同
号
ハ
中
「
第
一
項
第
三
号
」
を
「
第
一
項
第
六
号
」に
、「
ハ
に
」

を
「
ヘ
に
」
に
改
め
、
同
号
ハ
を
同
号
ヘ
と
し
、
同
号
ヘ
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

ト

第
一
項
第
七
号
に
掲
げ
る
者

十
一
万
四
百
円
（
七
十
五
歳
到
達
時
特
例
対
象
療
養
に
係
る
も
の
に
あ
つ

て
は
、
五
万
五
千
二
百
円
）
と
、
第
二
十
三
条
の
三
の
二
第
一
項
第
一
号
イ
か
ら
ヘ
ま
で
に
掲
げ
る
金
額
に

係
る
特
定
疾
病
給
付
対
象
療
養
に
つ
き
総
務
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
当
該
特
定
疾
病
給
付

対
象
療
養
に
要
し
た
費
用
の
額
（
そ
の
額
が
三
十
六
万
八
千
円
（
七
十
五
歳
到
達
時
特
例
対
象
療
養
に
係
る

も
の
に
あ
つ
て
は
、
十
八
万
四
千
円
。
以
下
こ
の
ト
に
お
い
て
同
じ
。）に
満
た
な
い
と
き
は
、
三
十
六
万
八

千
円
）
か
ら
三
十
六
万
八
千
円
を
控
除
し
た
金
額
に
百
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た
金
額
（
そ
の
金
額
に
一
円
未

満
の
端
数
が
あ
る
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
端
数
金
額
が
五
十
銭
未
満
で
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
切
り
捨
て
た

金
額
と
し
、
そ
の
端
数
金
額
が
五
十
銭
以
上
で
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
一
円
に
切
り
上
げ
た
金
額
と
す
る
。）

と
の
合
算
額
。
た
だ
し
、
特
定
疾
病
給
付
対
象
療
養
高
額
療
養
費
多
数
回
該
当
の
場
合
に
あ
つ
て
は
、
四
万

四
千
四
百
円
（
七
十
五
歳
到
達
時
特
例
対
象
療
養
に
係
る
も
の
に
あ
つ
て
は
、
二
万
二
千
二
百
円
）と
す
る
。

チ

第
一
項
第
八
号
に
掲
げ
る
者

九
万
八
千
百
円
（
七
十
五
歳
到
達
時
特
例
対
象
療
養
に
係
る
も
の
に
あ
つ

て
は
、
四
万
九
千
五
十
円
）
と
、
第
二
十
三
条
の
三
の
二
第
一
項
第
一
号
イ
か
ら
ヘ
ま
で
に
掲
げ
る
金
額
に

係
る
特
定
疾
病
給
付
対
象
療
養
に
つ
き
総
務
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
当
該
特
定
疾
病
給
付

対
象
療
養
に
要
し
た
費
用
の
額
（
そ
の
額
が
三
十
二
万
七
千
円
（
七
十
五
歳
到
達
時
特
例
対
象
療
養
に
係
る

も
の
に
あ
つ
て
は
、
十
六
万
三
千
五
百
円
。
以
下
こ
の
チ
に
お
い
て
同
じ
。）に
満
た
な
い
と
き
は
、
三
十
二

万
七
千
円
）
か
ら
三
十
二
万
七
千
円
を
控
除
し
た
金
額
に
百
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た
金
額
（
そ
の
金
額
に
一

円
未
満
の
端
数
が
あ
る
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
端
数
金
額
が
五
十
銭
未
満
で
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
切
り
捨

て
た
金
額
と
し
、
そ
の
端
数
金
額
が
五
十
銭
以
上
で
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
一
円
に
切
り
上
げ
た
金
額
と
す

る
。）と
の
合
算
額
。
た
だ
し
、
特
定
疾
病
給
付
対
象
療
養
高
額
療
養
費
多
数
回
該
当
の
場
合
に
あ
つ
て
は
、

四
万
四
千
四
百
円
（
七
十
五
歳
到
達
時
特
例
対
象
療
養
に
係
る
も
の
に
あ
つ
て
は
、
二
万
二
千
二
百
円
）
と

す
る
。

リ

第
一
項
第
九
号
に
掲
げ
る
者

八
万
五
千
八
百
円
（
七
十
五
歳
到
達
時
特
例
対
象
療
養
に
係
る
も
の
に
あ

つ
て
は
、
四
万
二
千
九
百
円
）
と
、
第
二
十
三
条
の
三
の
二
第
一
項
第
一
号
イ
か
ら
ヘ
ま
で
に
掲
げ
る
金
額

に
係
る
特
定
疾
病
給
付
対
象
療
養
に
つ
き
総
務
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
当
該
特
定
疾
病
給

付
対
象
療
養
に
要
し
た
費
用
の
額
（
そ
の
額
が
二
十
八
万
六
千
円
（
七
十
五
歳
到
達
時
特
例
対
象
療
養
に
係

る
も
の
に
あ
つ
て
は
、
十
四
万
三
千
円
。
以
下
こ
の
リ
に
お
い
て
同
じ
。）に
満
た
な
い
と
き
は
、
二
十
八
万

六
千
円
）
か
ら
二
十
八
万
六
千
円
を
控
除
し
た
金
額
に
百
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た
金
額
（
そ
の
金
額
に
一
円

未
満
の
端
数
が
あ
る
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
端
数
金
額
が
五
十
銭
未
満
で
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
切
り
捨
て

た
金
額
と
し
、そ
の
端
数
金
額
が
五
十
銭
以
上
で
あ
る
と
き
は
、こ
れ
を
一
円
に
切
り
上
げ
た
金
額
と
す
る
。）

と
の
合
算
額
。
た
だ
し
、
特
定
疾
病
給
付
対
象
療
養
高
額
療
養
費
多
数
回
該
当
の
場
合
に
あ
つ
て
は
、
四
万

四
千
四
百
円
（
七
十
五
歳
到
達
時
特
例
対
象
療
養
に
係
る
も
の
に
あ
つ
て
は
、
二
万
二
千
二
百
円
）と
す
る
。

ヌ

第
一
項
第
十
号
に
掲
げ
る
者

六
万
九
千
六
百
円
（
七
十
五
歳
到
達
時
特
例
対
象
療
養
に
係
る
も
の
に
あ

つ
て
は
、
三
万
四
千
八
百
円
）。
た
だ
し
、
特
定
疾
病
給
付
対
象
療
養
高
額
療
養
費
多
数
回
該
当
の
場
合
に

あ
つ
て
は
、
四
万
四
千
四
百
円
（
七
十
五
歳
到
達
時
特
例
対
象
療
養
に
係
る
も
の
に
あ
つ
て
は
、
二
万
二
千

二
百
円
）
と
す
る
。

ル

第
一
項
第
十
一
号
に
掲
げ
る
者

六
万
五
千
四
百
円
（
七
十
五
歳
到
達
時
特
例
対
象
療
養
に
係
る
も
の
に

あ
つ
て
は
、
三
万
二
千
七
百
円
）。
た
だ
し
、
特
定
疾
病
給
付
対
象
療
養
高
額
療
養
費
多
数
回
該
当
の
場
合

に
あ
つ
て
は
、
四
万
四
千
四
百
円
（
七
十
五
歳
到
達
時
特
例
対
象
療
養
に
係
る
も
の
に
あ
つ
て
は
、
二
万
二

千
二
百
円
）
と
す
る
。

第
二
十
三
条
の
三
の
四
第
七
項
第
一
号
ロ
中
「
第
一
項
第
二
号
」
を
「
第
一
項
第
三
号
」
に
、「
ロ
に
」
を「
ハ
に
」

に
改
め
、
同
号
ロ
を
同
号
ハ
と
し
、
同
号
ハ
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

ニ

第
一
項
第
四
号
に
掲
げ
る
者

二
十
万
九
千
四
百
円
（
七
十
五
歳
到
達
時
特
例
対
象
療
養
に
係
る
も
の
に

あ
つ
て
は
、
十
万
四
千
七
百
円
）
と
、
第
二
十
三
条
の
三
の
二
第
一
項
第
一
号
イ
か
ら
ヘ
ま
で
に
掲
げ
る
金

額
に
係
る
特
定
疾
病
給
付
対
象
療
養
に
つ
き
総
務
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
当
該
特
定
疾
病

給
付
対
象
療
養
に
要
し
た
費
用
の
額
（
そ
の
額
が
六
十
九
万
八
千
円
（
七
十
五
歳
到
達
時
特
例
対
象
療
養
に

係
る
も
の
に
あ
つ
て
は
、
三
十
四
万
九
千
円
。
以
下
こ
の
ニ
に
お
い
て
同
じ
。）に
満
た
な
い
と
き
は
、
六
十

九
万
八
千
円
）
か
ら
六
十
九
万
八
千
円
を
控
除
し
た
金
額
に
百
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た
金
額
（
そ
の
金
額
に

一
円
未
満
の
端
数
が
あ
る
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
端
数
金
額
が
五
十
銭
未
満
で
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
切
り

捨
て
た
金
額
と
し
、
そ
の
端
数
金
額
が
五
十
銭
以
上
で
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
一
円
に
切
り
上
げ
た
金
額
と

す
る
。）と
の
合
算
額
。
た
だ
し
、特
定
疾
病
給
付
対
象
療
養
高
額
療
養
費
多
数
回
該
当
の
場
合
に
あ
つ
て
は
、

九
万
三
千
円
（
七
十
五
歳
到
達
時
特
例
対
象
療
養
に
係
る
も
の
に
あ
つ
て
は
、
四
万
六
千
五
百
円
）と
す
る
。

ホ

第
一
項
第
五
号
に
掲
げ
る
者

十
九
万
四
千
四
百
円
（
七
十
五
歳
到
達
時
特
例
対
象
療
養
に
係
る
も
の
に

あ
つ
て
は
、
九
万
七
千
二
百
円
）
と
、
第
二
十
三
条
の
三
の
二
第
一
項
第
一
号
イ
か
ら
ヘ
ま
で
に
掲
げ
る
金

額
に
係
る
特
定
疾
病
給
付
対
象
療
養
に
つ
き
総
務
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
当
該
特
定
疾
病

給
付
対
象
療
養
に
要
し
た
費
用
の
額
（
そ
の
額
が
六
十
四
万
八
千
円
（
七
十
五
歳
到
達
時
特
例
対
象
療
養
に





令和年月日 水曜日 (号外第号)官 報

係
る
も
の
に
あ
つ
て
は
、
三
十
二
万
四
千
円
。
以
下
こ
の
ホ
に
お
い
て
同
じ
。）に
満
た
な
い
と
き
は
、
六
十

四
万
八
千
円
）
か
ら
六
十
四
万
八
千
円
を
控
除
し
た
金
額
に
百
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た
金
額
（
そ
の
金
額
に

一
円
未
満
の
端
数
が
あ
る
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
端
数
金
額
が
五
十
銭
未
満
で
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
切
り

捨
て
た
金
額
と
し
、
そ
の
端
数
金
額
が
五
十
銭
以
上
で
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
一
円
に
切
り
上
げ
た
金
額
と

す
る
。）と
の
合
算
額
。
た
だ
し
、特
定
疾
病
給
付
対
象
療
養
高
額
療
養
費
多
数
回
該
当
の
場
合
に
あ
つ
て
は
、

九
万
三
千
円
（
七
十
五
歳
到
達
時
特
例
対
象
療
養
に
係
る
も
の
に
あ
つ
て
は
、
四
万
六
千
五
百
円
）と
す
る
。

第
二
十
三
条
の
三
の
四
第
七
項
第
一
号
イ
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

ロ

第
一
項
第
二
号
に
掲
げ
る
者

三
十
万
三
千
円
（
七
十
五
歳
到
達
時
特
例
対
象
療
養
に
係
る
も
の
に
あ
つ

て
は
、
十
五
万
千
五
百
円
）
と
、
第
二
十
三
条
の
三
の
二
第
一
項
第
一
号
イ
か
ら
ヘ
ま
で
に
掲
げ
る
金
額
に

係
る
特
定
疾
病
給
付
対
象
療
養
に
つ
き
総
務
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
当
該
特
定
疾
病
給
付

対
象
療
養
に
要
し
た
費
用
の
額
（
そ
の
額
が
百
一
万
円
（
七
十
五
歳
到
達
時
特
例
対
象
療
養
に
係
る
も
の
に

あ
つ
て
は
、
五
十
万
五
千
円
。
以
下
こ
の
ロ
に
お
い
て
同
じ
。）に
満
た
な
い
と
き
は
、
百
一
万
円
）
か
ら
百

一
万
円
を
控
除
し
た
金
額
に
百
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た
金
額
（
そ
の
金
額
に
一
円
未
満
の
端
数
が
あ
る
場
合

に
お
い
て
、
そ
の
端
数
金
額
が
五
十
銭
未
満
で
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
切
り
捨
て
た
金
額
と
し
、
そ
の
端
数

金
額
が
五
十
銭
以
上
で
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
一
円
に
切
り
上
げ
た
金
額
と
す
る
。）と
の
合
算
額
。た
だ
し
、

特
定
疾
病
給
付
対
象
療
養
高
額
療
養
費
多
数
回
該
当
の
場
合
に
あ
つ
て
は
、
十
四
万
百
円
（
七
十
五
歳
到
達

時
特
例
対
象
療
養
に
係
る
も
の
に
あ
つ
て
は
、
七
万
五
十
円
）
と
す
る
。

第
二
十
三
条
の
三
の
四
第
七
項
第
二
号
中
「
ヘ
ま
で
に
掲
げ
る
者
」
を
「
カ
ま
で
に
掲
げ
る
者
」
に
、「
ヘ
ま
で
に

定
め
る
」
を
「
カ
ま
で
に
定
め
る
」
に
改
め
、
同
号
イ
中
「
六
万
千
五
百
円
」
を
「
三
十
四
万
二
千
円
」
に
、「
三
万

七
百
五
十
円
）」を
「
十
七
万
千
円
）
と
、
第
二
十
三
条
の
三
の
二
第
一
項
第
一
号
イ
か
ら
ヘ
ま
で
に
掲
げ
る
金
額
に

係
る
特
定
疾
病
給
付
対
象
療
養
に
つ
き
総
務
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
当
該
特
定
疾
病
給
付
対
象
療

養
に
要
し
た
費
用
の
額
（
そ
の
額
が
百
十
四
万
円
（
七
十
五
歳
到
達
時
特
例
対
象
療
養
に
係
る
も
の
に
あ
つ
て
は
、

五
十
七
万
円
。
以
下
こ
の
イ
に
お
い
て
同
じ
。）に
満
た
な
い
と
き
は
、
百
十
四
万
円
）
か
ら
百
十
四
万
円
を
控
除
し

た
金
額
に
百
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た
金
額
（
そ
の
金
額
に
一
円
未
満
の
端
数
が
あ
る
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
端
数
金

額
が
五
十
銭
未
満
で
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
切
り
捨
て
た
金
額
と
し
、
そ
の
端
数
金
額
が
五
十
銭
以
上
で
あ
る
と
き

は
、
こ
れ
を
一
円
に
切
り
上
げ
た
金
額
と
す
る
。）と
の
合
算
額
」
に
改
め
、
同
号
イ
た
だ
し
書
中
「
四
万
四
千
四
百

円
」
を
「
十
四
万
百
円
」
に
、「
二
万
二
千
二
百
円
」
を
「
七
万
五
十
円
」
に
改
め
、
同
号
ヘ
中
「
第
三
項
第
六
号
」

を
「
第
三
項
第
十
四
号
」
に
改
め
、
同
号
ヘ
を
同
号
カ
と
し
、
同
号
ホ
中
「
第
三
項
第
五
号
」
を
「
第
三
項
第
十
三

号
」
に
改
め
、
同
号
ホ
を
同
号
ワ
と
し
、
同
号
ニ
中
「
第
三
項
第
四
号
」
を
「
第
三
項
第
九
号
」
に
、「
ニ
に
」を「
リ

に
」
に
改
め
、
同
号
ニ
を
同
号
リ
と
し
、
同
号
リ
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

ヌ

第
三
項
第
十
号
に
掲
げ
る
者

六
万
九
千
六
百
円
（
七
十
五
歳
到
達
時
特
例
対
象
療
養
に
係
る
も
の
に
あ

つ
て
は
、
三
万
四
千
八
百
円
）。
た
だ
し
、
特
定
疾
病
給
付
対
象
療
養
高
額
療
養
費
多
数
回
該
当
の
場
合
に

あ
つ
て
は
、
四
万
四
千
四
百
円
（
七
十
五
歳
到
達
時
特
例
対
象
療
養
に
係
る
も
の
に
あ
つ
て
は
、
二
万
二
千

二
百
円
）
と
す
る
。

ル

第
三
項
第
十
一
号
に
掲
げ
る
者

六
万
五
千
四
百
円
（
七
十
五
歳
到
達
時
特
例
対
象
療
養
に
係
る
も
の
に

あ
つ
て
は
、
三
万
二
千
七
百
円
）。
た
だ
し
、
特
定
疾
病
給
付
対
象
療
養
高
額
療
養
費
多
数
回
該
当
の
場
合

に
あ
つ
て
は
、
四
万
四
千
四
百
円
（
七
十
五
歳
到
達
時
特
例
対
象
療
養
に
係
る
も
の
に
あ
つ
て
は
、
二
万
二

千
二
百
円
）
と
す
る
。

ヲ

第
三
項
第
十
二
号
に
掲
げ
る
者

六
万
千
五
百
円
（
七
十
五
歳
到
達
時
特
例
対
象
療
養
に
係
る
も
の
に
あ

つ
て
は
、
三
万
七
百
五
十
円
）。
た
だ
し
、
特
定
疾
病
給
付
対
象
療
養
高
額
療
養
費
多
数
回
該
当
の
場
合
に

あ
つ
て
は
、
三
万
四
千
五
百
円
（
七
十
五
歳
到
達
時
特
例
対
象
療
養
に
係
る
も
の
に
あ
つ
て
は
、
一
万
七
千

二
百
五
十
円
）
と
す
る
。

第
二
十
三
条
の
三
の
四
第
七
項
第
二
号
ハ
中
「
第
三
項
第
三
号
」
を
「
第
三
項
第
六
号
」
に
、「
ハ
に
」
を「
ヘ
に
」

に
改
め
、
同
号
ハ
を
同
号
ヘ
と
し
、
同
号
ヘ
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

ト

第
三
項
第
七
号
に
掲
げ
る
者

十
一
万
四
百
円
（
七
十
五
歳
到
達
時
特
例
対
象
療
養
に
係
る
も
の
に
あ
つ

て
は
、
五
万
五
千
二
百
円
）
と
、
第
二
十
三
条
の
三
の
二
第
一
項
第
一
号
イ
か
ら
ヘ
ま
で
に
掲
げ
る
金
額
に

係
る
特
定
疾
病
給
付
対
象
療
養
に
つ
き
総
務
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
当
該
特
定
疾
病
給
付

対
象
療
養
に
要
し
た
費
用
の
額
（
そ
の
額
が
三
十
六
万
八
千
円
（
七
十
五
歳
到
達
時
特
例
対
象
療
養
に
係
る

も
の
に
あ
つ
て
は
、
十
八
万
四
千
円
。
以
下
こ
の
ト
に
お
い
て
同
じ
。）に
満
た
な
い
と
き
は
、
三
十
六
万
八

千
円
）
か
ら
三
十
六
万
八
千
円
を
控
除
し
た
金
額
に
百
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た
金
額
（
そ
の
金
額
に
一
円
未

満
の
端
数
が
あ
る
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
端
数
金
額
が
五
十
銭
未
満
で
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
切
り
捨
て
た

金
額
と
し
、
そ
の
端
数
金
額
が
五
十
銭
以
上
で
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
一
円
に
切
り
上
げ
た
金
額
と
す
る
。）

と
の
合
算
額
。
た
だ
し
、
特
定
疾
病
給
付
対
象
療
養
高
額
療
養
費
多
数
回
該
当
の
場
合
に
あ
つ
て
は
、
四
万

四
千
四
百
円
（
七
十
五
歳
到
達
時
特
例
対
象
療
養
に
係
る
も
の
に
あ
つ
て
は
、
二
万
二
千
二
百
円
）と
す
る
。

チ

第
三
項
第
八
号
に
掲
げ
る
者

九
万
八
千
百
円
（
七
十
五
歳
到
達
時
特
例
対
象
療
養
に
係
る
も
の
に
あ
つ

て
は
、
四
万
九
千
五
十
円
）
と
、
第
二
十
三
条
の
三
の
二
第
一
項
第
一
号
イ
か
ら
ヘ
ま
で
に
掲
げ
る
金
額
に

係
る
特
定
疾
病
給
付
対
象
療
養
に
つ
き
総
務
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
当
該
特
定
疾
病
給
付

対
象
療
養
に
要
し
た
費
用
の
額
（
そ
の
額
が
三
十
二
万
七
千
円
（
七
十
五
歳
到
達
時
特
例
対
象
療
養
に
係
る

も
の
に
あ
つ
て
は
、
十
六
万
三
千
五
百
円
。
以
下
こ
の
チ
に
お
い
て
同
じ
。）に
満
た
な
い
と
き
は
、
三
十
二

万
七
千
円
）
か
ら
三
十
二
万
七
千
円
を
控
除
し
た
金
額
に
百
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た
金
額
（
そ
の
金
額
に
一

円
未
満
の
端
数
が
あ
る
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
端
数
金
額
が
五
十
銭
未
満
で
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
切
り
捨

て
た
金
額
と
し
、
そ
の
端
数
金
額
が
五
十
銭
以
上
で
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
一
円
に
切
り
上
げ
た
金
額
と
す

る
。）と
の
合
算
額
。
た
だ
し
、
特
定
疾
病
給
付
対
象
療
養
高
額
療
養
費
多
数
回
該
当
の
場
合
に
あ
つ
て
は
、

四
万
四
千
四
百
円
（
七
十
五
歳
到
達
時
特
例
対
象
療
養
に
係
る
も
の
に
あ
つ
て
は
、
二
万
二
千
二
百
円
）
と

す
る
。

第
二
十
三
条
の
三
の
四
第
七
項
第
二
号
ロ
中
「
第
三
項
第
二
号
」
を
「
第
三
項
第
三
号
」
に
、「
ロ
に
」
を「
ハ
に
」

に
改
め
、
同
号
ロ
を
同
号
ハ
と
し
、
同
号
ハ
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

ニ

第
三
項
第
四
号
に
掲
げ
る
者

二
十
万
九
千
四
百
円
（
七
十
五
歳
到
達
時
特
例
対
象
療
養
に
係
る
も
の
に

あ
つ
て
は
、
十
万
四
千
七
百
円
）
と
、
第
二
十
三
条
の
三
の
二
第
一
項
第
一
号
イ
か
ら
ヘ
ま
で
に
掲
げ
る
金

額
に
係
る
特
定
疾
病
給
付
対
象
療
養
に
つ
き
総
務
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
当
該
特
定
疾
病

給
付
対
象
療
養
に
要
し
た
費
用
の
額
（
そ
の
額
が
六
十
九
万
八
千
円
（
七
十
五
歳
到
達
時
特
例
対
象
療
養
に

係
る
も
の
に
あ
つ
て
は
、
三
十
四
万
九
千
円
。
以
下
こ
の
ニ
に
お
い
て
同
じ
。）に
満
た
な
い
と
き
は
、
六
十

九
万
八
千
円
）
か
ら
六
十
九
万
八
千
円
を
控
除
し
た
金
額
に
百
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た
金
額
（
そ
の
金
額
に

一
円
未
満
の
端
数
が
あ
る
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
端
数
金
額
が
五
十
銭
未
満
で
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
切
り

捨
て
た
金
額
と
し
、
そ
の
端
数
金
額
が
五
十
銭
以
上
で
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
一
円
に
切
り
上
げ
た
金
額
と

す
る
。）と
の
合
算
額
。
た
だ
し
、特
定
疾
病
給
付
対
象
療
養
高
額
療
養
費
多
数
回
該
当
の
場
合
に
あ
つ
て
は
、

九
万
三
千
円
（
七
十
五
歳
到
達
時
特
例
対
象
療
養
に
係
る
も
の
に
あ
つ
て
は
、
四
万
六
千
五
百
円
）と
す
る
。

ホ

第
三
項
第
五
号
に
掲
げ
る
者

十
九
万
四
千
四
百
円
（
七
十
五
歳
到
達
時
特
例
対
象
療
養
に
係
る
も
の
に

あ
つ
て
は
、
九
万
七
千
二
百
円
）
と
、
第
二
十
三
条
の
三
の
二
第
一
項
第
一
号
イ
か
ら
ヘ
ま
で
に
掲
げ
る
金

額
に
係
る
特
定
疾
病
給
付
対
象
療
養
に
つ
き
総
務
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
当
該
特
定
疾
病

給
付
対
象
療
養
に
要
し
た
費
用
の
額
（
そ
の
額
が
六
十
四
万
八
千
円
（
七
十
五
歳
到
達
時
特
例
対
象
療
養
に

係
る
も
の
に
あ
つ
て
は
、
三
十
二
万
四
千
円
。
以
下
こ
の
ホ
に
お
い
て
同
じ
。）に
満
た
な
い
と
き
は
、
六
十

四
万
八
千
円
）
か
ら
六
十
四
万
八
千
円
を
控
除
し
た
金
額
に
百
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た
金
額
（
そ
の
金
額
に

一
円
未
満
の
端
数
が
あ
る
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
端
数
金
額
が
五
十
銭
未
満
で
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
切
り

捨
て
た
金
額
と
し
、
そ
の
端
数
金
額
が
五
十
銭
以
上
で
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
一
円
に
切
り
上
げ
た
金
額
と

す
る
。）と
の
合
算
額
。
た
だ
し
、特
定
疾
病
給
付
対
象
療
養
高
額
療
養
費
多
数
回
該
当
の
場
合
に
あ
つ
て
は
、

九
万
三
千
円
（
七
十
五
歳
到
達
時
特
例
対
象
療
養
に
係
る
も
の
に
あ
つ
て
は
、
四
万
六
千
五
百
円
）と
す
る
。

第
二
十
三
条
の
三
の
四
第
七
項
第
二
号
イ
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

ロ

第
三
項
第
二
号
に
掲
げ
る
者

三
十
万
三
千
円
（
七
十
五
歳
到
達
時
特
例
対
象
療
養
に
係
る
も
の
に
あ
つ

て
は
、
十
五
万
千
五
百
円
）
と
、
第
二
十
三
条
の
三
の
二
第
一
項
第
一
号
イ
か
ら
ヘ
ま
で
に
掲
げ
る
金
額
に

係
る
特
定
疾
病
給
付
対
象
療
養
に
つ
き
総
務
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
当
該
特
定
疾
病
給
付

対
象
療
養
に
要
し
た
費
用
の
額
（
そ
の
額
が
百
一
万
円
（
七
十
五
歳
到
達
時
特
例
対
象
療
養
に
係
る
も
の
に

あ
つ
て
は
、
五
十
万
五
千
円
。
以
下
こ
の
ロ
に
お
い
て
同
じ
。）に
満
た
な
い
と
き
は
、
百
一
万
円
）
か
ら
百


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一
万
円
を
控
除
し
た
金
額
に
百
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た
金
額
（
そ
の
金
額
に
一
円
未
満
の
端
数
が
あ
る
場
合

に
お
い
て
、
そ
の
端
数
金
額
が
五
十
銭
未
満
で
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
切
り
捨
て
た
金
額
と
し
、
そ
の
端
数

金
額
が
五
十
銭
以
上
で
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
一
円
に
切
り
上
げ
た
金
額
と
す
る
。）と
の
合
算
額
。た
だ
し
、

特
定
疾
病
給
付
対
象
療
養
高
額
療
養
費
多
数
回
該
当
の
場
合
に
あ
つ
て
は
、
十
四
万
百
円
（
七
十
五
歳
到
達

時
特
例
対
象
療
養
に
係
る
も
の
に
あ
つ
て
は
、
七
万
五
十
円
）
と
す
る
。

第
二
十
三
条
の
三
の
四
第
七
項
第
三
号
中
「
ハ
ま
で
」
を
「
ニ
ま
で
」
に
改
め
、
同
号
イ
中
「
第
三
項
第
一
号
」

を
「
第
三
項
第
十
号
又
は
第
十
一
号
」
に
、「
二
万
二
千
円
」
を
「
二
万
八
千
円
」
に
改
め
、
同
号
ハ
中
「
第
三
項
第

六
号
」
を
「
第
三
項
第
十
四
号
」
に
改
め
、
同
号
ハ
を
同
号
ニ
と
し
、
同
号
ロ
中
「
第
三
項
第
五
号
」
を
「
第
三
項

第
十
三
号
」
に
、「
一
万
千
円
」
を
「
一
万
三
千
円
」
に
改
め
、
同
号
ロ
を
同
号
ハ
と
し
、
同
号
イ
の
次
に
次
の
よ
う

に
加
え
る
。

ロ

第
三
項
第
十
二
号
に
掲
げ
る
者

二
万
二
千
円

第
二
十
三
条
の
三
の
四
第
九
項
第
二
号
中
「
第
一
項
第
二
号
又
は
第
三
号
」
を
「
第
一
項
第
一
号
か
ら
第
六
号
ま

で
」
に
改
め
、
同
条
第
十
一
項
第
一
号
中
「
第
四
号
」
を
「
第
五
号
」
に
改
め
、
同
項
第
四
号
中
「
次
項
第
四
号
」

を
「
次
項
第
五
号
」
に
、「
前
二
号
」
を
「
第
二
号
又
は
第
三
号
」
に
改
め
、
同
号
を
同
項
第
五
号
と
し
、
同
項
第
三

号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

四

基
準
日
が
属
す
る
月
の
標
準
報
酬
の
月
額
が
十
六
万
円
未
満
の
組
合
員
（
次
号
に
掲
げ
る
者
を
除
く
。）
四

十
一
万
円

第
二
十
三
条
の
三
の
四
第
十
二
項
第
一
号
中
「
第
五
号
」
を
「
第
六
号
」
に
改
め
、
同
項
第
五
号
中
「
第
四
十
二

条
第
十
二
項
第
五
号
」
を
「
第
四
十
二
条
第
十
二
項
第
六
号
」
に
改
め
、
同
号
を
同
項
第
六
号
と
し
、
同
項
第
四
号

中
「
前
二
号
」
を
「
第
二
号
、
第
三
号
」
に
改
め
、
同
号
を
同
項
第
五
号
と
し
、
同
項
第
三
号
の
次
に
次
の
一
号
を

加
え
る
。

四

基
準
日
が
属
す
る
月
の
標
準
報
酬
の
月
額
が
十
六
万
円
未
満
の
組
合
員
（
次
号
又
は
第
六
号
に
掲
げ
る
者
を

除
く
。）
四
十
一
万
円

第
二
十
三
条
の
三
の
五
第
一
項
第
一
号
中
「
ホ
ま
で
」
を
「
ワ
ま
で
」
に
改
め
、
同
号
イ
中「
八
万
五
千
八
百
円
」

を
「
三
十
四
万
二
千
円
」
に
、「
二
十
八
万
六
千
円
」
を
「
百
十
四
万
円
」
に
改
め
、
同
号
イ
た
だ
し
書
中
「
四
万
四

千
四
百
円
」
を
「
十
四
万
百
円
」
に
改
め
、
同
号
ホ
中
「
前
条
第
一
項
第
五
号
」
を
「
前
条
第
一
項
第
十
三
号
」
に

改
め
、
同
号
ホ
を
同
号
ワ
と
し
、
同
号
ニ
中
「
前
条
第
一
項
第
四
号
」
を
「
前
条
第
一
項
第
十
二
号
」
に
改
め
、
同

号
ニ
た
だ
し
書
中
「
四
万
四
千
四
百
円
」
を
「
三
万
四
千
五
百
円
」
に
改
め
、
同
号
ニ
を
同
号
ヲ
と
し
、
同
号
ハ
中

「
前
条
第
一
項
第
三
号
」
を
「
前
条
第
一
項
第
六
号
」
に
改
め
、
同
号
ハ
を
同
号
ヘ
と
し
、
同
号
ヘ
の
次
に
次
の
よ

う
に
加
え
る
。

ト

前
条
第
一
項
第
七
号
に
掲
げ
る
者
に
該
当
し
て
い
る
こ
と
に
つ
き
主
務
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
組

合
の
認
定
を
受
け
て
い
る
者

十
一
万
四
百
円
と
、
当
該
療
養
に
つ
き
総
務
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り

算
定
し
た
当
該
療
養
に
要
し
た
費
用
の
額
（
そ
の
額
が
三
十
六
万
八
千
円
に
満
た
な
い
と
き
は
、
三
十
六
万

八
千
円
）
か
ら
三
十
六
万
八
千
円
を
控
除
し
た
金
額
に
百
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た
金
額
（
そ
の
金
額
に
一
円

未
満
の
端
数
が
あ
る
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
端
数
金
額
が
五
十
銭
未
満
で
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
切
り
捨
て

た
金
額
と
し
、そ
の
端
数
金
額
が
五
十
銭
以
上
で
あ
る
と
き
は
、こ
れ
を
一
円
に
切
り
上
げ
た
金
額
と
す
る
。）

と
の
合
算
額
。
た
だ
し
、
高
額
療
養
費
多
数
回
該
当
の
場
合
に
あ
つ
て
は
、
四
万
四
千
四
百
円
と
す
る
。

チ

前
条
第
一
項
第
八
号
に
掲
げ
る
者
に
該
当
し
て
い
る
こ
と
に
つ
き
主
務
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
組

合
の
認
定
を
受
け
て
い
る
者

九
万
八
千
百
円
と
、
当
該
療
養
に
つ
き
総
務
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り

算
定
し
た
当
該
療
養
に
要
し
た
費
用
の
額
（
そ
の
額
が
三
十
二
万
七
千
円
に
満
た
な
い
と
き
は
、
三
十
二
万

七
千
円
）
か
ら
三
十
二
万
七
千
円
を
控
除
し
た
金
額
に
百
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た
金
額
（
そ
の
金
額
に
一
円

未
満
の
端
数
が
あ
る
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
端
数
金
額
が
五
十
銭
未
満
で
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
切
り
捨
て

た
金
額
と
し
、そ
の
端
数
金
額
が
五
十
銭
以
上
で
あ
る
と
き
は
、こ
れ
を
一
円
に
切
り
上
げ
た
金
額
と
す
る
。）

と
の
合
算
額
。
た
だ
し
、
高
額
療
養
費
多
数
回
該
当
の
場
合
に
あ
つ
て
は
、
四
万
四
千
四
百
円
と
す
る
。

リ

前
条
第
一
項
第
九
号
に
掲
げ
る
者
に
該
当
し
て
い
る
こ
と
に
つ
き
主
務
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
組

合
の
認
定
を
受
け
て
い
る
者

八
万
五
千
八
百
円
と
、
当
該
療
養
に
つ
き
総
務
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ

り
算
定
し
た
当
該
療
養
に
要
し
た
費
用
の
額
（
そ
の
額
が
二
十
八
万
六
千
円
に
満
た
な
い
と
き
は
、
二
十
八

万
六
千
円
）
か
ら
二
十
八
万
六
千
円
を
控
除
し
た
金
額
に
百
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た
金
額
（
そ
の
金
額
に
一

円
未
満
の
端
数
が
あ
る
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
端
数
金
額
が
五
十
銭
未
満
で
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
切
り
捨

て
た
金
額
と
し
、
そ
の
端
数
金
額
が
五
十
銭
以
上
で
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
一
円
に
切
り
上
げ
た
金
額
と
す

る
。）と
の
合
算
額
。
た
だ
し
、
高
額
療
養
費
多
数
回
該
当
の
場
合
に
あ
つ
て
は
、四
万
四
千
四
百
円
と
す
る
。

ヌ

前
条
第
一
項
第
十
号
に
掲
げ
る
者
に
該
当
し
て
い
る
こ
と
に
つ
き
主
務
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
組

合
の
認
定
を
受
け
て
い
る
者

六
万
九
千
六
百
円
。
た
だ
し
、
高
額
療
養
費
多
数
回
該
当
の
場
合
に
あ
つ
て

は
、
四
万
四
千
四
百
円
と
す
る
。

ル

前
条
第
一
項
第
十
一
号
に
掲
げ
る
者
に
該
当
し
て
い
る
こ
と
に
つ
き
主
務
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り

組
合
の
認
定
を
受
け
て
い
る
者

六
万
五
千
四
百
円
。
た
だ
し
、
高
額
療
養
費
多
数
回
該
当
の
場
合
に
あ
つ

て
は
、
四
万
四
千
四
百
円
と
す
る
。

第
二
十
三
条
の
三
の
五
第
一
項
第
一
号
ロ
中
「
前
条
第
一
項
第
二
号
」
を
「
前
条
第
一
項
第
三
号
」
に
改
め
、
同

号
ロ
を
同
号
ハ
と
し
、
同
号
ハ
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

ニ

前
条
第
一
項
第
四
号
に
掲
げ
る
者
に
該
当
し
て
い
る
こ
と
に
つ
き
主
務
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
組

合
の
認
定
を
受
け
て
い
る
者

二
十
万
九
千
四
百
円
と
、
当
該
療
養
に
つ
き
総
務
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に

よ
り
算
定
し
た
当
該
療
養
に
要
し
た
費
用
の
額
（
そ
の
額
が
六
十
九
万
八
千
円
に
満
た
な
い
と
き
は
、
六
十

九
万
八
千
円
）
か
ら
六
十
九
万
八
千
円
を
控
除
し
た
金
額
に
百
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た
金
額
（
そ
の
金
額
に

一
円
未
満
の
端
数
が
あ
る
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
端
数
金
額
が
五
十
銭
未
満
で
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
切
り

捨
て
た
金
額
と
し
、
そ
の
端
数
金
額
が
五
十
銭
以
上
で
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
一
円
に
切
り
上
げ
た
金
額
と

す
る
。）と
の
合
算
額
。
た
だ
し
、
高
額
療
養
費
多
数
回
該
当
の
場
合
に
あ
つ
て
は
、
九
万
三
千
円
と
す
る
。

ホ

前
条
第
一
項
第
五
号
に
掲
げ
る
者
に
該
当
し
て
い
る
こ
と
に
つ
き
主
務
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
組

合
の
認
定
を
受
け
て
い
る
者

十
九
万
四
千
四
百
円
と
、
当
該
療
養
に
つ
き
総
務
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に

よ
り
算
定
し
た
当
該
療
養
に
要
し
た
費
用
の
額
（
そ
の
額
が
六
十
四
万
八
千
円
に
満
た
な
い
と
き
は
、
六
十

四
万
八
千
円
）
か
ら
六
十
四
万
八
千
円
を
控
除
し
た
金
額
に
百
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た
金
額
（
そ
の
金
額
に

一
円
未
満
の
端
数
が
あ
る
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
端
数
金
額
が
五
十
銭
未
満
で
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
切
り

捨
て
た
金
額
と
し
、
そ
の
端
数
金
額
が
五
十
銭
以
上
で
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
一
円
に
切
り
上
げ
た
金
額
と

す
る
。）と
の
合
算
額
。
た
だ
し
、
高
額
療
養
費
多
数
回
該
当
の
場
合
に
あ
つ
て
は
、
九
万
三
千
円
と
す
る
。

第
二
十
三
条
の
三
の
五
第
一
項
第
一
号
イ
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

ロ

前
条
第
一
項
第
二
号
に
掲
げ
る
者
に
該
当
し
て
い
る
こ
と
に
つ
き
主
務
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
組

合
の
認
定
を
受
け
て
い
る
者

三
十
万
三
千
円
と
、
当
該
療
養
に
つ
き
総
務
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り

算
定
し
た
当
該
療
養
に
要
し
た
費
用
の
額
（
そ
の
額
が
百
一
万
円
に
満
た
な
い
と
き
は
、
百
一
万
円
）
か
ら

百
一
万
円
を
控
除
し
た
金
額
に
百
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た
金
額
（
そ
の
金
額
に
一
円
未
満
の
端
数
が
あ
る
場

合
に
お
い
て
、
そ
の
端
数
金
額
が
五
十
銭
未
満
で
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
切
り
捨
て
た
金
額
と
し
、
そ
の
端

数
金
額
が
五
十
銭
以
上
で
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
一
円
に
切
り
上
げ
た
金
額
と
す
る
。）と
の
合
算
額
。
た
だ

し
、
高
額
療
養
費
多
数
回
該
当
の
場
合
に
あ
つ
て
は
、
十
四
万
百
円
と
す
る
。

第
二
十
三
条
の
三
の
五
第
一
項
第
二
号
中
「
イ
か
ら
ヘ
ま
で
」
を
「
イ
か
ら
カ
ま
で
」
に
改
め
、
同
号
イ
中
「
ロ

か
ら
ヘ
ま
で
に
掲
げ
る
者
以
外
の
」
を
「
前
条
第
三
項
第
一
号
に
掲
げ
る
」
に
、「
六
万
千
五
百
円
」
を
「
三
十
四
万

二
千
円
と
、
当
該
療
養
に
つ
き
総
務
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
当
該
療
養
に
要
し
た
費
用
の
額
（
そ

の
額
が
百
十
四
万
円
に
満
た
な
い
と
き
は
、
百
十
四
万
円
）
か
ら
百
十
四
万
円
を
控
除
し
た
金
額
に
百
分
の
一
を
乗

じ
て
得
た
金
額
（
そ
の
金
額
に
一
円
未
満
の
端
数
が
あ
る
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
端
数
金
額
が
五
十
銭
未
満
で
あ
る

と
き
は
、
こ
れ
を
切
り
捨
て
た
金
額
と
し
、
そ
の
端
数
金
額
が
五
十
銭
以
上
で
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
一
円
に
切
り

上
げ
た
金
額
と
す
る
。）と
の
合
算
額
」
に
改
め
、
同
号
イ
た
だ
し
書
中
「
四
万
四
千
四
百
円
」
を
「
十
四
万
百
円
」

に
改
め
、
同
号
ヘ
中
「
前
条
第
三
項
第
六
号
」
を
「
前
条
第
三
項
第
十
四
号
」
に
改
め
、
同
号
ヘ
を
同
号
カ
と
し
、

同
号
ホ
中
「
前
条
第
三
項
第
五
号
」
を
「
前
条
第
三
項
第
十
三
号
」
に
改
め
、
同
号
ホ
を
同
号
ワ
と
し
、
同
号
ニ
中

「
前
条
第
三
項
第
四
号
」
を
「
前
条
第
三
項
第
九
号
」
に
改
め
、
同
号
ニ
を
同
号
リ
と
し
、
同
号
リ
の
次
に
次
の
よ

う
に
加
え
る
。

ヌ

前
条
第
三
項
第
十
号
に
掲
げ
る
者

六
万
九
千
六
百
円
。
た
だ
し
、
高
額
療
養
費
多
数
回
該
当
の
場
合
に

あ
つ
て
は
、
四
万
四
千
四
百
円
と
す
る
。


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ル

前
条
第
三
項
第
十
一
号
に
掲
げ
る
者
に
該
当
し
て
い
る
こ
と
に
つ
き
主
務
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り

組
合
の
認
定
を
受
け
て
い
る
者

六
万
五
千
四
百
円
。
た
だ
し
、
高
額
療
養
費
多
数
回
該
当
の
場
合
に
あ
つ

て
は
、
四
万
四
千
四
百
円
と
す
る
。

ヲ

前
条
第
三
項
第
十
二
号
に
掲
げ
る
者
に
該
当
し
て
い
る
こ
と
に
つ
き
主
務
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り

組
合
の
認
定
を
受
け
て
い
る
者

六
万
千
五
百
円
。
た
だ
し
、
高
額
療
養
費
多
数
回
該
当
の
場
合
に
あ
つ
て

は
、
三
万
四
千
五
百
円
と
す
る
。

第
二
十
三
条
の
三
の
五
第
一
項
第
二
号
ハ
中
「
前
条
第
三
項
第
三
号
」
を
「
前
条
第
三
項
第
六
号
」
に
改
め
、
同

号
ハ
を
同
号
ヘ
と
し
、
同
号
ヘ
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

ト

前
条
第
三
項
第
七
号
に
掲
げ
る
者
に
該
当
し
て
い
る
こ
と
に
つ
き
主
務
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
組

合
の
認
定
を
受
け
て
い
る
者

十
一
万
四
百
円
と
、
当
該
療
養
に
つ
き
総
務
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り

算
定
し
た
当
該
療
養
に
要
し
た
費
用
の
額
（
そ
の
額
が
三
十
六
万
八
千
円
に
満
た
な
い
と
き
は
、
三
十
六
万

八
千
円
）
か
ら
三
十
六
万
八
千
円
を
控
除
し
た
金
額
に
百
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た
金
額
（
そ
の
金
額
に
一
円

未
満
の
端
数
が
あ
る
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
端
数
金
額
が
五
十
銭
未
満
で
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
切
り
捨
て

た
金
額
と
し
、そ
の
端
数
金
額
が
五
十
銭
以
上
で
あ
る
と
き
は
、こ
れ
を
一
円
に
切
り
上
げ
た
金
額
と
す
る
。）

と
の
合
算
額
。
た
だ
し
、
高
額
療
養
費
多
数
回
該
当
の
場
合
に
あ
つ
て
は
、
四
万
四
千
四
百
円
と
す
る
。

チ

前
条
第
三
項
第
八
号
に
掲
げ
る
者
に
該
当
し
て
い
る
こ
と
に
つ
き
主
務
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
組

合
の
認
定
を
受
け
て
い
る
者

九
万
八
千
百
円
と
、
当
該
療
養
に
つ
き
総
務
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り

算
定
し
た
当
該
療
養
に
要
し
た
費
用
の
額
（
そ
の
額
が
三
十
二
万
七
千
円
に
満
た
な
い
と
き
は
、
三
十
二
万

七
千
円
）
か
ら
三
十
二
万
七
千
円
を
控
除
し
た
金
額
に
百
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た
金
額
（
そ
の
金
額
に
一
円

未
満
の
端
数
が
あ
る
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
端
数
金
額
が
五
十
銭
未
満
で
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
切
り
捨
て

た
金
額
と
し
、そ
の
端
数
金
額
が
五
十
銭
以
上
で
あ
る
と
き
は
、こ
れ
を
一
円
に
切
り
上
げ
た
金
額
と
す
る
。）

と
の
合
算
額
。
た
だ
し
、
高
額
療
養
費
多
数
回
該
当
の
場
合
に
あ
つ
て
は
、
四
万
四
千
四
百
円
と
す
る
。

第
二
十
三
条
の
三
の
五
第
一
項
第
二
号
ロ
中
「
前
条
第
三
項
第
二
号
に
掲
げ
る
」
を
「
前
条
第
三
項
第
三
号
に
掲

げ
る
者
に
該
当
し
て
い
る
こ
と
に
つ
き
主
務
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
組
合
の
認
定
を
受
け
て
い
る
」に
改
め
、

同
号
ロ
を
同
号
ハ
と
し
、
同
号
ハ
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

ニ

前
条
第
三
項
第
四
号
に
掲
げ
る
者
に
該
当
し
て
い
る
こ
と
に
つ
き
主
務
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
組

合
の
認
定
を
受
け
て
い
る
者

二
十
万
九
千
四
百
円
と
、
当
該
療
養
に
つ
き
総
務
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に

よ
り
算
定
し
た
当
該
療
養
に
要
し
た
費
用
の
額
（
そ
の
額
が
六
十
九
万
八
千
円
に
満
た
な
い
と
き
は
、
六
十

九
万
八
千
円
）
か
ら
六
十
九
万
八
千
円
を
控
除
し
た
金
額
に
百
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た
金
額
（
そ
の
金
額
に

一
円
未
満
の
端
数
が
あ
る
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
端
数
金
額
が
五
十
銭
未
満
で
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
切
り

捨
て
た
金
額
と
し
、
そ
の
端
数
金
額
が
五
十
銭
以
上
で
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
一
円
に
切
り
上
げ
た
金
額
と

す
る
。）と
の
合
算
額
。
た
だ
し
、
高
額
療
養
費
多
数
回
該
当
の
場
合
に
あ
つ
て
は
、
九
万
三
千
円
と
す
る
。

ホ

前
条
第
三
項
第
五
号
に
掲
げ
る
者
に
該
当
し
て
い
る
こ
と
に
つ
き
主
務
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
組

合
の
認
定
を
受
け
て
い
る
者

十
九
万
四
千
四
百
円
と
、
当
該
療
養
に
つ
き
総
務
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に

よ
り
算
定
し
た
当
該
療
養
に
要
し
た
費
用
の
額
（
そ
の
額
が
六
十
四
万
八
千
円
に
満
た
な
い
と
き
は
、
六
十

四
万
八
千
円
）
か
ら
六
十
四
万
八
千
円
を
控
除
し
た
金
額
に
百
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た
金
額
（
そ
の
金
額
に

一
円
未
満
の
端
数
が
あ
る
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
端
数
金
額
が
五
十
銭
未
満
で
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
切
り

捨
て
た
金
額
と
し
、
そ
の
端
数
金
額
が
五
十
銭
以
上
で
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
一
円
に
切
り
上
げ
た
金
額
と

す
る
。）と
の
合
算
額
。
た
だ
し
、
高
額
療
養
費
多
数
回
該
当
の
場
合
に
あ
つ
て
は
、
九
万
三
千
円
と
す
る
。

第
二
十
三
条
の
三
の
五
第
一
項
第
二
号
イ
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

ロ

前
条
第
三
項
第
二
号
に
掲
げ
る
者
に
該
当
し
て
い
る
こ
と
に
つ
き
主
務
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
組

合
の
認
定
を
受
け
て
い
る
者

三
十
万
三
千
円
と
、
当
該
療
養
に
つ
き
総
務
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り

算
定
し
た
当
該
療
養
に
要
し
た
費
用
の
額
（
そ
の
額
が
百
一
万
円
に
満
た
な
い
と
き
は
、
百
一
万
円
）
か
ら

百
一
万
円
を
控
除
し
た
金
額
に
百
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た
金
額
（
そ
の
金
額
に
一
円
未
満
の
端
数
が
あ
る
場

合
に
お
い
て
、
そ
の
端
数
金
額
が
五
十
銭
未
満
で
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
切
り
捨
て
た
金
額
と
し
、
そ
の
端

数
金
額
が
五
十
銭
以
上
で
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
一
円
に
切
り
上
げ
た
金
額
と
す
る
。）と
の
合
算
額
。
た
だ

し
、
高
額
療
養
費
多
数
回
該
当
の
場
合
に
あ
つ
て
は
、
十
四
万
百
円
と
す
る
。

第
二
十
三
条
の
三
の
五
第
一
項
第
三
号
中
「
イ
か
ら
ヘ
ま
で
」
を
「
イ
か
ら
カ
ま
で
」
に
改
め
、
同
号
イ
中
「
ロ

か
ら
ヘ
ま
で
に
掲
げ
る
者
以
外
の
」
を
「
前
条
第
四
項
第
一
号
に
掲
げ
る
」
に
、「
三
万
七
百
五
十
円
」
を
「
十
七
万

千
円
と
、
当
該
療
養
に
つ
き
総
務
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
当
該
療
養
に
要
し
た
費
用
の
額
（
そ
の

額
が
五
十
七
万
円
に
満
た
な
い
と
き
は
、
五
十
七
万
円
）
か
ら
五
十
七
万
円
を
控
除
し
た
金
額
に
百
分
の
一
を
乗
じ

て
得
た
金
額
（
そ
の
金
額
に
一
円
未
満
の
端
数
が
あ
る
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
端
数
金
額
が
五
十
銭
未
満
で
あ
る
と

き
は
、
こ
れ
を
切
り
捨
て
た
金
額
と
し
、
そ
の
端
数
金
額
が
五
十
銭
以
上
で
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
一
円
に
切
り
上

げ
た
金
額
と
す
る
。）と
の
合
算
額
」
に
改
め
、
同
号
イ
た
だ
し
書
中
「
二
万
二
千
二
百
円
」
を
「
七
万
五
十
円
」
に

改
め
、
同
号
ヘ
中
「
前
条
第
四
項
第
六
号
」
を
「
前
条
第
四
項
第
十
四
号
」
に
改
め
、
同
号
ヘ
を
同
号
カ
と
し
、
同

号
ホ
中
「
前
条
第
四
項
第
五
号
」
を
「
前
条
第
四
項
第
十
三
号
」
に
改
め
、
同
号
ホ
を
同
号
ワ
と
し
、同
号
ニ
中「
前

条
第
四
項
第
四
号
」
を
「
前
条
第
四
項
第
九
号
」
に
改
め
、
同
号
ニ
を
同
号
リ
と
し
、
同
号
リ
の
次
に
次
の
よ
う
に

加
え
る
。

ヌ

前
条
第
四
項
第
十
号
に
掲
げ
る
者

三
万
四
千
八
百
円
。
た
だ
し
、
高
額
療
養
費
多
数
回
該
当
の
場
合
に

あ
つ
て
は
、
二
万
二
千
二
百
円
と
す
る
。

ル

前
条
第
四
項
第
十
一
号
に
掲
げ
る
者
に
該
当
し
て
い
る
こ
と
に
つ
き
主
務
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り

組
合
の
認
定
を
受
け
て
い
る
者

三
万
二
千
七
百
円
。
た
だ
し
、
高
額
療
養
費
多
数
回
該
当
の
場
合
に
あ
つ

て
は
、
二
万
二
千
二
百
円
と
す
る
。

ヲ

前
条
第
四
項
第
十
二
号
に
掲
げ
る
者
に
該
当
し
て
い
る
こ
と
に
つ
き
主
務
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り

組
合
の
認
定
を
受
け
て
い
る
者

三
万
七
百
五
十
円
。
た
だ
し
、
高
額
療
養
費
多
数
回
該
当
の
場
合
に
あ
つ

て
は
、
一
万
七
千
二
百
五
十
円
と
す
る
。

第
二
十
三
条
の
三
の
五
第
一
項
第
三
号
ハ
中
「
前
条
第
四
項
第
三
号
」
を
「
前
条
第
四
項
第
六
号
」
に
改
め
、
同

号
ハ
を
同
号
ヘ
と
し
、
同
号
ヘ
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

ト

前
条
第
四
項
第
七
号
に
掲
げ
る
者
に
該
当
し
て
い
る
こ
と
に
つ
き
主
務
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
組

合
の
認
定
を
受
け
て
い
る
者

五
万
五
千
二
百
円
と
、
当
該
療
養
に
つ
き
総
務
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ

り
算
定
し
た
当
該
療
養
に
要
し
た
費
用
の
額
（
そ
の
額
が
十
八
万
四
千
円
に
満
た
な
い
と
き
は
、
十
八
万
四

千
円
）
か
ら
十
八
万
四
千
円
を
控
除
し
た
金
額
に
百
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た
金
額
（
そ
の
金
額
に
一
円
未
満

の
端
数
が
あ
る
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
端
数
金
額
が
五
十
銭
未
満
で
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
切
り
捨
て
た
金

額
と
し
、
そ
の
端
数
金
額
が
五
十
銭
以
上
で
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
一
円
に
切
り
上
げ
た
金
額
と
す
る
。）と

の
合
算
額
。
た
だ
し
、
高
額
療
養
費
多
数
回
該
当
の
場
合
に
あ
つ
て
は
、
二
万
二
千
二
百
円
と
す
る
。

チ

前
条
第
四
項
第
八
号
に
掲
げ
る
者
に
該
当
し
て
い
る
こ
と
に
つ
き
主
務
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
組

合
の
認
定
を
受
け
て
い
る
者

四
万
九
千
五
十
円
と
、
当
該
療
養
に
つ
き
総
務
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ

り
算
定
し
た
当
該
療
養
に
要
し
た
費
用
の
額
（
そ
の
額
が
十
六
万
三
千
五
百
円
に
満
た
な
い
と
き
は
、
十
六

万
三
千
五
百
円
）
か
ら
十
六
万
三
千
五
百
円
を
控
除
し
た
金
額
に
百
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た
金
額
（
そ
の
金

額
に
一
円
未
満
の
端
数
が
あ
る
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
端
数
金
額
が
五
十
銭
未
満
で
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を

切
り
捨
て
た
金
額
と
し
、
そ
の
端
数
金
額
が
五
十
銭
以
上
で
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
一
円
に
切
り
上
げ
た
金

額
と
す
る
。）と
の
合
算
額
。
た
だ
し
、
高
額
療
養
費
多
数
回
該
当
の
場
合
に
あ
つ
て
は
、
二
万
二
千
二
百
円

と
す
る
。

第
二
十
三
条
の
三
の
五
第
一
項
第
三
号
ロ
中
「
前
条
第
四
項
第
二
号
に
掲
げ
る
」
を
「
前
条
第
四
項
第
三
号
に
掲

げ
る
者
に
該
当
し
て
い
る
こ
と
に
つ
き
主
務
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
組
合
の
認
定
を
受
け
て
い
る
」に
改
め
、

同
号
ロ
を
同
号
ハ
と
し
、
同
号
ハ
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

ニ

前
条
第
四
項
第
四
号
に
掲
げ
る
者
に
該
当
し
て
い
る
こ
と
に
つ
き
主
務
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
組

合
の
認
定
を
受
け
て
い
る
者

十
万
四
千
七
百
円
と
、
当
該
療
養
に
つ
き
総
務
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ

り
算
定
し
た
当
該
療
養
に
要
し
た
費
用
の
額
（
そ
の
額
が
三
十
四
万
九
千
円
に
満
た
な
い
と
き
は
、
三
十
四





（
私
立
学
校
教
職
員
共
済
法
施
行
令
の
一
部
改
正
）

第
十
三
条

私
立
学
校
教
職
員
共
済
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
八
年
政
令
第
四
百
二
十
五
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改

正
す
る
。

第
六
条
中
「
第
三
項
並
び
に
第
四
項
を
除
く
。）」
の
下
に
「
、
第
十
一
条
の
三
の
四
の
二
」を
加
え
、「
第
十
三
項
」

を
「
第
十
四
項
」
に
、「
、
第
十
一
条
の
四
、
附
則
第
三
十
四
条
の
三
並
び
に
附
則
第
三
十
四
条
の
四
」
を
「
並
び
に

第
十
一
条
の
四
」
に
改
め
、「
第
九
項
、
第
十
一
条
の
三
の
四
」
の
下
に「
、
第
十
一
条
の
三
の
四
の
二
」を
加
え
、「
第

三
項
第
六
号
及
び
第
九
項
」
を
「
第
三
項
第
六
号
、
第
九
項
、
第
十
項
第
二
号
、
第
十
一
項
第
四
号
及
び
第
十
二
項

第
五
号
」
に
、「
第
十
二
項
ま
で
」
を
「
第
十
三
項
ま
で
」
に
、「
、
第
十
一
条
の
三
の
九
、
附
則
第
三
十
四
条
の
三
並

び
に
附
則
第
三
十
四
条
の
四
」
を
「
並
び
に
第
十
一
条
の
三
の
九
」
に
改
め
、
同
条
の
表
第
十
一
条
の
三
の
四
第
十

項
の
項
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

第
十
一
条
の
三
の
四
の
二
第
一
項

基
準
日
組
合
員

基
準
日
加
入
者

当
該
組
合
の
組
合
員

加
入
者

（
法

（
私
立
学
校
教
職

員
共
済
法
第
二
十

五
条
に
お
い
て
準

用
す
る
法

法
第
五
十
一
条

私
立
学
校
教
職
員

共
済
法
第
二
十
条

第
三
項

第
十
一
条
の
三
の
四
の
二
第
二
項

法
第
五
十
一
条

私
立
学
校
教
職
員

共
済
法
第
二
十
条

第
三
項

基
準
日
組
合
員

基
準
日
加
入
者

第
六
条
の
表
第
十
一
条
の
三
の
五
第
十
項
の
項
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

第
十
一
条
の
三
の
五
第
十
項
第
二

号

組
合
員

加
入
者

財
務
省
令

文
部
科
学
省
令

第
十
一
条
の
三
の
五
第
十
一
項
第

四
号

組
合
員

加
入
者

財
務
省
令

文
部
科
学
省
令

第
十
一
条
の
三
の
五
第
十
二
項
第

五
号

財
務
省
令

文
部
科
学
省
令

組
合
員

加
入
者

第
六
条
の
表
第
十
一
条
の
三
の
六
第
十
一
項
の
項
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

第
十
一
条
の
三
の
六
第
十
一
項

国
家
公
務
員
共
済
組
合
法
施
行
令
（
昭
和
三
十
三

年
政
令
第
二
百
七
号
）

私
立
学
校
教
職
員

共
済
法
施
行
令

（
昭
和
二
十
八
年

政
令
第
四
百
二
十

五
号
）
第
六
条
に

お
い
て
準
用
す
る

国
家
公
務
員
共
済

組
合
法
施
行
令

（
昭
和
三
十
三
年

政
令
第
二
百
七

号
）

組
合
員

加
入
者

国
家
公
務
員
共
済
組
合
法
第
五
十
四
条
第
一
項
第

五
号

私
立
学
校
教
職
員

共
済
法
第
二
十
五

条
に
お
い
て
準
用

す
る
国
家
公
務
員

共
済
組
合
法
第
五

十
四
条
第
一
項
第

五
号

国
家
公
務
員
共
済
組
合
法
施
行
令
第
十
一
条
の
三

の
三

私
立
学
校
教
職
員

共
済
法
施
行
令
第

六
条
に
お
い
て
準

用
す
る
国
家
公
務

員
共
済
組
合
法
施

行
令
第
十
一
条
の

三
の
三

第
六
条
の
表
第
十
一
条
の
三
の
六
第
十
二
項
の
項
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

第
十
一
条
の
三
の
六
第
十
三
項

組
合
員
（
基
準
日
組
合
員

加
入
者
（
基
準
日

加
入
者

当
該
組
合
員

当
該
加
入
者

令和年月日 水曜日 (号外第号)官 報

万
九
千
円
）
か
ら
三
十
四
万
九
千
円
を
控
除
し
た
金
額
に
百
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た
金
額
（
そ
の
金
額
に
一

円
未
満
の
端
数
が
あ
る
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
端
数
金
額
が
五
十
銭
未
満
で
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
切
り
捨

て
た
金
額
と
し
、
そ
の
端
数
金
額
が
五
十
銭
以
上
で
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
一
円
に
切
り
上
げ
た
金
額
と
す

る
。）と
の
合
算
額
。
た
だ
し
、
高
額
療
養
費
多
数
回
該
当
の
場
合
に
あ
つ
て
は
、四
万
六
千
五
百
円
と
す
る
。

ホ

前
条
第
四
項
第
五
号
に
掲
げ
る
者
に
該
当
し
て
い
る
こ
と
に
つ
き
主
務
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
組

合
の
認
定
を
受
け
て
い
る
者

九
万
七
千
二
百
円
と
、
当
該
療
養
に
つ
き
総
務
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ

り
算
定
し
た
当
該
療
養
に
要
し
た
費
用
の
額
（
そ
の
額
が
三
十
二
万
四
千
円
に
満
た
な
い
と
き
は
、
三
十
二

万
四
千
円
）
か
ら
三
十
二
万
四
千
円
を
控
除
し
た
金
額
に
百
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た
金
額
（
そ
の
金
額
に
一

円
未
満
の
端
数
が
あ
る
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
端
数
金
額
が
五
十
銭
未
満
で
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
切
り
捨

て
た
金
額
と
し
、
そ
の
端
数
金
額
が
五
十
銭
以
上
で
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
一
円
に
切
り
上
げ
た
金
額
と
す

る
。）と
の
合
算
額
。
た
だ
し
、
高
額
療
養
費
多
数
回
該
当
の
場
合
に
あ
つ
て
は
、四
万
六
千
五
百
円
と
す
る
。

第
二
十
三
条
の
三
の
五
第
一
項
第
三
号
イ
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

ロ

前
条
第
四
項
第
二
号
に
掲
げ
る
者
に
該
当
し
て
い
る
こ
と
に
つ
き
主
務
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
組

合
の
認
定
を
受
け
て
い
る
者

十
五
万
千
五
百
円
と
、
当
該
療
養
に
つ
き
総
務
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ

り
算
定
し
た
当
該
療
養
に
要
し
た
費
用
の
額
（
そ
の
額
が
五
十
万
五
千
円
に
満
た
な
い
と
き
は
、
五
十
万
五

千
円
）
か
ら
五
十
万
五
千
円
を
控
除
し
た
金
額
に
百
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た
金
額
（
そ
の
金
額
に
一
円
未
満

の
端
数
が
あ
る
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
端
数
金
額
が
五
十
銭
未
満
で
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
切
り
捨
て
た
金

額
と
し
、
そ
の
端
数
金
額
が
五
十
銭
以
上
で
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
一
円
に
切
り
上
げ
た
金
額
と
す
る
。）と

の
合
算
額
。
た
だ
し
、
高
額
療
養
費
多
数
回
該
当
の
場
合
に
あ
つ
て
は
、
七
万
五
十
円
と
す
る
。

第
二
十
三
条
の
三
の
五
第
一
項
第
四
号
中
「
ハ
ま
で
」
を
「
ニ
ま
で
」
に
改
め
、
同
号
イ
中
「
及
び
ハ
」
を
「
か

ら
ニ
ま
で
」
に
、「
二
万
二
千
円
」
を
「
二
万
八
千
円
」
に
改
め
、
同
号
ハ
中
「
前
条
第
五
項
第
三
号
」
を
「
前
条
第

五
項
第
四
号
」
に
改
め
、
同
号
ハ
を
同
号
ニ
と
し
、
同
号
ロ
中
「
前
条
第
五
項
第
二
号
」
を「
前
条
第
五
項
第
三
号
」

に
、「
一
万
千
円
」
を
「
一
万
三
千
円
」
に
改
め
、
同
号
ロ
を
同
号
ハ
と
し
、
同
号
イ
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

ロ

前
条
第
五
項
第
二
号
に
掲
げ
る
者
に
該
当
し
て
い
る
こ
と
に
つ
き
主
務
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
組

合
の
認
定
を
受
け
て
い
る
者

二
万
二
千
円





第
六
条
の
表
第
十
一
条
の
三
の
六
の
二
第
一
項
第
一
号
の
項
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

第
十
一
条
の
三
の
六
の
二
第
一
項

第
一
号

当
該
組
合
の
組
合
員

加
入
者

法
第
五
十
一
条

私
立
学
校
教
職
員

共
済
法
第
二
十
条

第
三
項

第
六
条
の
表
附
則
第
三
十
四
条
の
三
第
一
項
、
第
二
項
、
第
六
項
及
び
第
七
項
の
項
、
附
則
第
三
十
四
条
の
三
第

八
項
の
項
及
び
附
則
第
三
十
四
条
の
四
の
項
を
削
る
。

令和年月日 水曜日 (号外第号)官 報
第
十
四
条

私
立
学
校
教
職
員
共
済
法
施
行
令
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
六
条
中
「
第
十
一
条
の
三
の
五
第
一
項
第
五
号
、
第
三
項
第
六
号
」
を
「
第
十
一
条
の
三
の
五
第
一
項
第
十
三

号
、
第
三
項
第
十
四
号
」
に
、「
第
十
一
項
第
四
号
及
び
第
十
二
項
第
五
号
」
を
「
第
十
一
項
第
五
号
及
び
第
十
二
項

第
六
号
」
に
改
め
、
同
条
の
表
第
十
一
条
の
三
の
五
第
一
項
第
五
号
の
項
中「
第
十
一
条
の
三
の
五
第
一
項
第
五
号
」

を
「
第
十
一
条
の
三
の
五
第
一
項
第
十
三
号
」
に
改
め
、
同
表
第
十
一
条
の
三
の
五
第
三
項
第
六
号
の
項
中
「
第
十

一
条
の
三
の
五
第
三
項
第
六
号
」
を
「
第
十
一
条
の
三
の
五
第
三
項
第
十
四
号
」
に
改
め
、
同
表
第
十
一
条
の
三
の

五
第
十
一
項
第
四
号
の
項
中
「
第
十
一
条
の
三
の
五
第
十
一
項
第
四
号
」
を
「
第
十
一
条
の
三
の
五
第
十
一
項
第
五

号
」
に
改
め
、
同
表
第
十
一
条
の
三
の
五
第
十
二
項
第
五
号
の
項
中
「
第
十
一
条
の
三
の
五
第
十
二
項
第
五
号
」
を

「
第
十
一
条
の
三
の
五
第
十
二
項
第
六
号
」
に
改
め
る
。

（
防
衛
省
の
職
員
の
給
与
等
に
関
す
る
法
律
施
行
令
の
一
部
改
正
）

第
十
五
条

防
衛
省
の
職
員
の
給
与
等
に
関
す
る
法
律
施
行
令
（
昭
和
二
十
七
年
政
令
第
三
百
六
十
八
号
）
の
一
部
を

次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
十
七
条
の
六
の
見
出
し
中
「
高
額
療
養
費
」
を
「
月
間
の
高
額
療
養
費
」
に
改
め
、同
条
第
一
項
第
一
号
中「
こ

の
条
」
の
下
に
「
、
次
条
」
を
加
え
、「
こ
の
項
及
び
」
を
「
こ
の
項
、
次
条
及
び
」
に
、「
国
家
公
務
員
共
済
組
合
法

施
行
令
第
十
一
条
の
三
の
五
第
五
項
」
を
「
同
令
第
十
一
条
の
三
の
四
の
二
第
一
項
第
一
号
」
に
改
め
、
同
項
第
二

号
中
「
こ
の
条
」
の
下
に
「
、
次
条
」
を
加
え
、「
国
家
公
務
員
共
済
組
合
法
施
行
令
第
十
一
条
の
三
の
五
第
五
項
」

を
「
同
令
第
十
一
条
の
三
の
四
の
二
第
一
項
第
一
号
」
に
改
め
、
同
条
第
三
項
中
「
次
条
第
三
項
」
を
「
第
十
七
条

の
六
の
二
の
二
第
三
項
」
に
改
め
る
。

第
十
七
条
の
六
の
二
第
一
項
中
「
前
条
第
一
項
の
」
を
「
第
十
七
条
の
六
第
一
項
の
」
に
改
め
、
同
項
第
一
号
中

「
八
万
百
円
と
、
前
条
第
一
項
第
一
号
及
び
第
二
号
」
を
「
八
万
五
千
八
百
円
と
、
第
十
七
条
の
六
第
一
項
各
号
」

に
、「
二
十
六
万
七
千
円
」
を
「
二
十
八
万
六
千
円
」
に
改
め
、
同
項
第
二
号
中
「
こ
の
項
」
の
下
に
「
、
第
六
項
」

を
加
え
、「
二
十
五
万
二
千
六
百
円
と
、
前
条
第
一
項
第
一
号
及
び
第
二
号
」
を
「
二
十
七
万
三
百
円
と
、
第
十
七
条

の
六
第
一
項
各
号
」
に
、「
八
十
四
万
二
千
円
」
を
「
九
十
万
千
円
」
に
改
め
、
同
項
第
三
号
中
「
十
六
万
七
千
四
百

円
と
、
前
条
第
一
項
第
一
号
及
び
第
二
号
」
を
「
十
七
万
九
千
百
円
と
、
第
十
七
条
の
六
第
一
項
各
号
」
に
、「
五
十

五
万
八
千
円
」
を
「
五
十
九
万
七
千
円
」
に
改
め
、
同
項
第
四
号
中
「
五
万
七
千
六
百
円
」
を
「
六
万
千
五
百
円
」

に
改
め
、
同
項
第
五
号
中
「
所
得
割
を
除
く
。」の
下
に
「
第
六
項
第
四
号
及
び
」
を
加
え
、「
同
号
」
を
「
第
六
項
第

四
号
及
び
同
条
第
一
項
第
五
号
」
に
、「
生
活
保
護
法
第
六
条
第
二
項
に
規
定
す
る
要
保
護
者
」
を
「
要
保
護
者
（
生

活
保
護
法
第
六
条
第
二
項
に
規
定
す
る
要
保
護
者
を
い
う
。
第
六
項
第
四
号
に
お
い
て
同
じ
。）」
に
、「
及
び
」を「
又

は
」
に
、「
三
万
五
千
四
百
円
」
を
「
三
万
六
千
九
百
円
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
「
前
条
第
二
項
」
を
「
第
十
七

条
の
六
第
二
項
」
に
、「
八
万
百
円
」
を
「
八
万
五
千
八
百
円
」
に
、「
二
十
六
万
七
千
円
」
を
「
二
十
八
万
六
千
円
」

に
改
め
、
同
条
第
三
項
中
「
前
条
第
三
項
の
高
額
療
養
費
算
定
基
準
額
」
を
「
第
十
七
条
の
六
第
三
項
の
高
額
療
養

費
算
定
基
準
額
」
に
改
め
、
同
項
第
一
号
中
「
八
万
百
円
と
、
前
条
第
一
項
第
一
号
イ
」
を「
八
万
五
千
八
百
円
と
、

第
十
七
条
の
六
第
一
項
第
一
号
イ
」
に
、「
二
十
六
万
七
千
円
」
を
「
二
十
八
万
六
千
円
」
に
改
め
、
同
号
た
だ
し
書

中
「
前
条
第
三
項
」
を
「
第
十
七
条
の
六
第
三
項
」
に
改
め
、
同
項
第
二
号
中
「
二
十
五
万
二
千
六
百
円
と
、
前
条

第
一
項
第
一
号
イ
」
を
「
二
十
七
万
三
百
円
と
、
第
十
七
条
の
六
第
一
項
第
一
号
イ
」
に
、「
八
十
四
万
二
千
円
」
を

「
九
十
万
千
円
」
に
改
め
、
同
項
第
三
号
中
「
十
六
万
七
千
四
百
円
と
、
前
条
第
一
項
第
一
号
イ
」
を
「
十
七
万
九

千
百
円
と
、
第
十
七
条
の
六
第
一
項
第
一
号
イ
」
に
、「
五
十
五
万
八
千
円
」
を
「
五
十
九
万
七
千
円
」
に
改
め
、
同

項
第
四
号
中
「
五
万
七
千
六
百
円
」
を
「
六
万
千
五
百
円
」
に
改
め
、
同
項
第
五
号
中
「
三
万
五
千
四
百
円
」を「
三

万
六
千
九
百
円
」
に
改
め
、
同
条
第
四
項
中
「
前
条
第
四
項
」
を
「
第
十
七
条
の
六
第
四
項
」
に
、「
三
万
五
千
四
百

円
」
を
「
三
万
六
千
九
百
円
」
に
改
め
、
同
条
第
五
項
中
「
前
条
第
五
項
の
」
を
「
第
十
七
条
の
六
第
五
項
の
」に
、

「
額
と
」
を
「
金
額
と
」
に
改
め
、
同
項
第
二
号
中
「
及
び
」
を
「
又
は
」
に
、「
前
条
第
五
項
」
を
「
第
十
七
条
の

六
第
五
項
」
に
改
め
、
同
条
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

６

前
条
の
高
額
療
養
費
算
定
基
準
額
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
者
の
区
分
に
応
じ
、
当
該
各
号
に
定
め
る
金
額
と

す
る
。

一

次
号
か
ら
第
四
号
ま
で
に
掲
げ
る
者
以
外
の
者

五
十
三
万
円

二

基
準
日
の
属
す
る
月
の
標
準
報
酬
の
月
額
が
八
十
三
万
円
以
上
の
自
衛
官

百
六
十
八
万
円

三

基
準
日
の
属
す
る
月
の
標
準
報
酬
の
月
額
が
五
十
三
万
円
以
上
八
十
三
万
円
未
満
の
自
衛
官

百
十
一
万
円

四

市
町
村
民
税
非
課
税
者
（
基
準
日
の
属
す
る
年
度
の
前
年
度
（
次
条
第
七
項
の
規
定
に
よ
り
前
年
の
八
月
一

日
か
ら
そ
の
年
の
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
い
ず
れ
か
の
日
を
基
準
日
と
み
な
し
た
場
合
に
あ
つ
て
は
、
当
該
基

準
日
と
み
な
し
た
日
の
属
す
る
年
度
）
分
の
地
方
税
法
の
規
定
に
よ
る
市
町
村
民
税
が
課
さ
れ
な
い
者
（
市
町

村
の
条
例
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
当
該
市
町
村
民
税
を
免
除
さ
れ
た
者
を
含
む
も
の
と
し
、
当
該
市
町
村
民

税
の
賦
課
期
日
に
お
い
て
同
法
の
施
行
地
に
住
所
を
有
し
な
い
者
を
除
く
。）を
い
う
。）で
あ
る
自
衛
官
等
又
は

基
準
日
に
お
い
て
要
保
護
者
で
あ
る
者
で
あ
つ
て
防
衛
省
令
で
定
め
る
も
の
に
該
当
す
る
自
衛
官
等
（
前
二
号

に
掲
げ
る
者
を
除
く
。）
二
十
九
万
円

第
十
七
条
の
六
の
二
を
第
十
七
条
の
六
の
二
の
二
と
し
、
第
十
七
条
の
六
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
年
間
の
高
額
療
養
費
の
支
給
要
件
及
び
支
給
額
）

第
十
七
条
の
六
の
二

高
額
療
養
費
は
、
毎
年
八
月
一
日
か
ら
翌
年
七
月
三
十
一
日
ま
で
の
期
間
（
以
下
こ
の
条
、

第
十
七
条
の
六
の
三
、
第
十
七
条
の
六
の
四
及
び
第
十
七
条
の
六
の
六
に
お
い
て
「
計
算
期
間
」
と
い
う
。）に
お

い
て
、
自
衛
官
等
（
計
算
期
間
の
末
日
（
以
下
第
二
十
四
条
第
四
号
を
除
き
「
基
準
日
」
と
い
う
。）に
お
い
て
自

衛
官
等
で
あ
る
者
に
限
る
。
以
下
こ
の
条
、
第
十
七
条
の
六
の
三
及
び
第
十
七
条
の
六
の
四
に
お
い
て
「
基
準
日

自
衛
官
等
」
と
い
う
。）又
は
そ
の
自
衛
官
被
扶
養
者
が
そ
れ
ぞ
れ
自
衛
官
等
又
は
自
衛
官
被
扶
養
者
と
し
て
受
け

た
療
養
（
第
十
七
条
の
七
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
給
付
に
係
る
療
養
（
第
十
七
条
の
六
の
四
に
お
い
て
「
継
続
給

付
に
係
る
療
養
」
と
い
う
。）を
含
む
。）に
係
る
次
に
掲
げ
る
金
額
の
合
算
額
（
前
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
高
額

療
養
費
が
支
給
さ
れ
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
当
該
支
給
額
を
控
除
し
た
金
額
と
し
、
第
十
七
条
の
八
の
二
に
規
定

す
る
給
付
又
は
支
給
と
し
て
次
に
掲
げ
る
金
額
に
係
る
負
担
を
軽
減
す
る
た
め
の
給
付
又
は
支
給
が
行
わ
れ
る
場

合
に
あ
つ
て
は
、
当
該
給
付
又
は
支
給
に
相
当
す
る
金
額
を
控
除
し
た
金
額
と
す
る
。）か
ら
国
家
公
務
員
共
済
組

合
法
施
行
令
第
十
一
条
の
三
の
四
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
七
十
歳
以
上
年
間
世
帯
支
給
総
額
を
控
除
し
た
金
額

（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
一
部
負
担
金
等
年
間
世
帯
合
算
額
」
と
い
う
。）が
高
額
療
養
費
算
定
基
準
額
を
超
え

る
場
合
に
基
準
日
自
衛
官
等
に
支
給
す
る
も
の
と
し
、
そ
の
額
は
、
一
部
負
担
金
等
年
間
世
帯
合
算
額
か
ら
高
額

療
養
費
算
定
基
準
額
を
控
除
し
た
金
額
と
す
る
。

一

当
該
療
養（
特
定
給
付
対
象
療
養
を
除
く
。）に
係
る
前
条
第
一
項
第
一
号
イ
か
ら
ヘ
ま
で
に
掲
げ
る
金
額（
七

十
歳
に
達
す
る
日
の
属
す
る
月
以
前
の
当
該
療
養
に
係
る
も
の
に
あ
つ
て
は
、
同
一
の
月
に
そ
れ
ぞ
れ
一
の
病

院
等
か
ら
受
け
た
当
該
療
養
に
つ
い
て
二
万
千
円
（
国
家
公
務
員
共
済
組
合
法
施
行
令
第
十
一
条
の
三
の
四
の

二
第
一
項
第
一
号
に
規
定
す
る
七
十
五
歳
到
達
時
特
例
対
象
療
養
に
係
る
も
の
に
あ
つ
て
は
、
一
万
五
百
円
）

以
上
の
も
の
に
限
る
。）を
合
算
し
た
金
額

二

当
該
療
養
（
特
定
給
付
対
象
療
養
に
限
る
。）に
つ
い
て
、
当
該
療
養
を
受
け
た
者
が
な
お
負
担
す
べ
き
金
額

（
七
十
歳
に
達
す
る
日
の
属
す
る
月
以
前
の
特
定
給
付
対
象
療
養
に
係
る
も
の
に
あ
つ
て
は
、
当
該
特
定
給
付

対
象
療
養
に
係
る
前
条
第
一
項
第
一
号
イ
か
ら
ヘ
ま
で
に
掲
げ
る
金
額
が
同
一
の
月
に
そ
れ
ぞ
れ
一
の
病
院
等

か
ら
受
け
た
当
該
特
定
給
付
対
象
療
養
に
つ
い
て
二
万
千
円
（
国
家
公
務
員
共
済
組
合
法
施
行
令
第
十
一
条
の

三
の
四
の
二
第
一
項
第
一
号
に
規
定
す
る
七
十
五
歳
到
達
時
特
例
対
象
療
養
に
係
る
も
の
に
あ
つ
て
は
、
一
万

五
百
円
）
以
上
の
も
の
に
限
る
。）を
合
算
し
た
金
額

第
十
七
条
の
六
の
三
第
一
項
第
一
号
中
「
八
万
百
円
」
を
「
八
万
五
千
八
百
円
」
に
、「
二
十
六
万
七
千
円
」を「
二

十
八
万
六
千
円
」
に
改
め
、
同
項
第
二
号
中
「
二
十
五
万
二
千
六
百
円
」
を
「
二
十
七
万
三
百
円
」
に
、「
八
十
四
万

二
千
円
」
を
「
九
十
万
千
円
」
に
改
め
、
同
項
第
三
号
中
「
十
六
万
七
千
四
百
円
」
を「
十
七
万
九
千
百
円
」に
、「
五

十
五
万
八
千
円
」
を
「
五
十
九
万
七
千
円
」
に
改
め
、
同
項
第
四
号
中
「
五
万
七
千
六
百
円
」
を「
六
万
千
五
百
円
」


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に
改
め
、
同
項
第
五
号
中
「
三
万
五
千
四
百
円
」
を
「
三
万
六
千
九
百
円
」
に
改
め
、
同
条
第
六
項
中
「
、
第
十
七

条
の
六
」
の
下
に
「
及
び
第
十
七
条
の
六
の
二
」
を
、「
第
四
十
一
条
」
の
下
に
「
及
び
第
四
十
一
条
の
三
」を
加
え
、

「
第
十
七
条
の
六
」」を
「
第
十
七
条
の
六
及
び
第
十
七
条
の
六
の
二
」」に
改
め
、
同
条
中
第
七
項
を
第
八
項
と
し
、

第
六
項
の
次
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

７

自
衛
官
、
自
衛
官
候
補
生
、
学
生
若
し
く
は
生
徒
（
基
準
日
自
衛
官
等
を
除
く
。）が
計
算
期
間
に
お
い
て
退
職

し
、
又
は
訓
練
招
集
等
に
応
じ
て
い
る
予
備
自
衛
官
等
（
基
準
日
自
衛
官
等
を
除
く
。）が
計
算
期
間
に
お
い
て
訓

練
招
集
等
の
期
間
を
終
了
し
た
場
合
に
お
け
る
第
十
七
条
の
六
の
二
の
規
定
に
よ
る
高
額
療
養
費
の
支
給
に
つ
い

て
は
、
そ
の
者
が
、
退
職
し
、
又
は
訓
練
招
集
等
の
期
間
を
終
了
し
た
日
（
計
算
期
間
に
お
い
て
、
そ
の
者
が
、

退
職
し
、
又
は
訓
練
招
集
等
の
期
間
を
終
了
し
た
日
が
複
数
あ
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
当
該
退
職
し
、
又
は
訓
練

招
集
等
の
期
間
を
終
了
し
た
日
の
う
ち
最
も
遅
い
日
）
の
前
日
を
基
準
日
と
み
な
し
て
、
同
条
及
び
前
条
第
六
項

の
規
定
を
適
用
す
る
。

第
十
七
条
の
六
の
四
第
一
項
第
一
号
中
「
毎
年
八
月
一
日
か
ら
翌
年
七
月
三
十
一
日
ま
で
の
期
間
（
以
下
こ
の
条

及
び
第
十
七
条
の
六
の
六
第
一
項
に
お
い
て
「
計
算
期
間
」
と
い
う
。）」
を
「
計
算
期
間
」
に
、「
自
衛
官
等
（
計
算

期
間
の
末
日
（
次
号
及
び
第
三
項
、
次
条
並
び
に
第
十
七
条
の
六
の
六
第
一
項
に
お
い
て
「
基
準
日
」
と
い
う
。）に

お
い
て
自
衛
官
等
で
あ
る
者
に
限
る
。
以
下
こ
の
項
及
び
第
三
項
に
お
い
て
「
基
準
日
自
衛
官
等
」
と
い
う
。）」
を

「
基
準
日
自
衛
官
等
」
に
、「
第
十
七
条
の
七
の
規
定
に
よ
る
給
付
に
係
る
療
養
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
継
続
給

付
に
係
る
療
養
」
と
い
う
。）」
を
「
継
続
給
付
に
係
る
療
養
」
に
、「
の
規
定
又
は
」
を
「
若
し
く
は
第
十
七
条
の
六

の
二
の
規
定
又
は
」
に
、「
若
し
く
は
第
十
一
条
の
三
の
四
」
を
「
、
第
十
一
条
の
三
の
四
若
し
く
は
第
十
一
条
の
三

の
四
の
二
」
に
改
め
、
同
号
イ
及
び
ロ
中
「
第
十
一
条
の
三
の
五
第
五
項
」
を
「
第
十
一
条
の
三
の
四
の
二
第
一
項

第
一
号
」
に
改
め
、
同
項
第
二
号
中
「
及
び
第
三
項
」
を
「
か
ら
第
三
項
ま
で
」
に
改
め
る
。

第
十
七
条
の
六
の
二
の
二
第
一
項
第
二
号
中「（
国
家
公
務
員
共
済
組
合
法
第
五
十
二
条
に
規
定
す
る
標
準
報
酬
の

月
額
を
い
う
。
以
下
こ
の
項
、
第
六
項
及
び
第
十
七
条
の
六
の
五
第
一
項
に
お
い
て
同
じ
。）」
を
削
り
、「
八
十
三
万

円
以
上
」
の
下
に
「
百
三
万
円
未
満
」
を
加
え
、
同
号
を
同
項
第
三
号
と
し
、
同
号
の
次
に
次
の
二
号
を
加
え
る
。

四

療
養
の
あ
つ
た
月
の
標
準
報
酬
の
月
額
が
七
十
一
万
円
以
上
八
十
三
万
円
未
満
で
あ
る
自
衛
官

二
十
万
九

千
四
百
円
と
、
第
十
七
条
の
六
第
一
項
各
号
に
掲
げ
る
金
額
を
合
算
し
た
金
額
に
係
る
療
養
に
つ
き
防
衛
省
令

で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
当
該
療
養
に
要
し
た
費
用
の
額
（
そ
の
額
が
六
十
九
万
八
千
円
に
満
た
な

い
と
き
は
、
六
十
九
万
八
千
円
）
か
ら
六
十
九
万
八
千
円
を
控
除
し
た
金
額
に
百
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た
金
額

（
そ
の
金
額
に
一
円
未
満
の
端
数
が
あ
る
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
端
数
金
額
が
五
十
銭
未
満
で
あ
る
と
き
は
、

こ
れ
を
切
り
捨
て
た
金
額
と
し
、
そ
の
端
数
金
額
が
五
十
銭
以
上
で
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
一
円
に
切
り
上
げ

た
金
額
と
す
る
。）と
の
合
算
額
。
た
だ
し
、
高
額
療
養
費
多
数
回
該
当
の
場
合
に
あ
つ
て
は
、
九
万
三
千
円
と

す
る
。

五

療
養
の
あ
つ
た
月
の
標
準
報
酬
の
月
額
が
六
十
二
万
円
以
上
七
十
一
万
円
未
満
で
あ
る
自
衛
官

十
九
万
四

千
四
百
円
と
、
第
十
七
条
の
六
第
一
項
各
号
に
掲
げ
る
金
額
を
合
算
し
た
金
額
に
係
る
療
養
に
つ
き
防
衛
省
令

で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
当
該
療
養
に
要
し
た
費
用
の
額
（
そ
の
額
が
六
十
四
万
八
千
円
に
満
た
な

い
と
き
は
、
六
十
四
万
八
千
円
）
か
ら
六
十
四
万
八
千
円
を
控
除
し
た
金
額
に
百
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た
金
額

（
そ
の
金
額
に
一
円
未
満
の
端
数
が
あ
る
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
端
数
金
額
が
五
十
銭
未
満
で
あ
る
と
き
は
、

こ
れ
を
切
り
捨
て
た
金
額
と
し
、
そ
の
端
数
金
額
が
五
十
銭
以
上
で
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
一
円
に
切
り
上
げ

た
金
額
と
す
る
。）と
の
合
算
額
。
た
だ
し
、
高
額
療
養
費
多
数
回
該
当
の
場
合
に
あ
つ
て
は
、
九
万
三
千
円
と

す
る
。

第
十
七
条
の
六
の
二
の
二
第
一
項
第
一
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

二

療
養
の
あ
つ
た
月
の
標
準
報
酬
の
月
額
が
百
三
万
円
以
上
百
二
十
七
万
円
未
満
で
あ
る
自
衛
官

三
十
万
三

千
円
と
、
第
十
七
条
の
六
第
一
項
各
号
に
掲
げ
る
金
額
を
合
算
し
た
金
額
に
係
る
療
養
に
つ
き
防
衛
省
令
で
定

め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
当
該
療
養
に
要
し
た
費
用
の
額
（
そ
の
額
が
百
一
万
円
に
満
た
な
い
と
き
は
、

百
一
万
円
）
か
ら
百
一
万
円
を
控
除
し
た
金
額
に
百
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た
金
額
（
そ
の
金
額
に
一
円
未
満
の

端
数
が
あ
る
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
端
数
金
額
が
五
十
銭
未
満
で
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
切
り
捨
て
た
金
額
と

し
、
そ
の
端
数
金
額
が
五
十
銭
以
上
で
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
一
円
に
切
り
上
げ
た
金
額
と
す
る
。）と
の
合
算

額
。
た
だ
し
、
高
額
療
養
費
多
数
回
該
当
の
場
合
に
あ
つ
て
は
、
十
四
万
百
円
と
す
る
。

第
十
六
条

防
衛
省
の
職
員
の
給
与
等
に
関
す
る
法
律
施
行
令
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
十
七
条
の
六
の
二
の
二
第
一
項
第
一
号
中
「
次
号
か
ら
第
五
号
ま
で
に
掲
げ
る
者
以
外
の
者
」
を
「
療
養
の
あ

つ
た
月
の
標
準
報
酬
の
月
額
（
国
家
公
務
員
共
済
組
合
法
第
五
十
二
条
に
規
定
す
る
標
準
報
酬
の
月
額
を
い
う
。
以

下
こ
の
項
、
第
六
項
及
び
第
十
七
条
の
六
の
五
第
一
項
に
お
い
て
同
じ
。）が
百
二
十
七
万
円
以
上
で
あ
る
自
衛
官
」

に
、「
八
万
五
千
八
百
円
」
を
「
三
十
四
万
二
千
円
」
に
、「
二
十
八
万
六
千
円
」
を
「
百
十
四
万
円
」
に
改
め
、
同
号

た
だ
し
書
中
「
四
万
四
千
四
百
円
」
を
「
十
四
万
百
円
」
に
改
め
、
同
項
第
五
号
中
「
第
六
項
第
四
号
」
を
「
第
六

項
第
五
号
」
に
、「
第
二
号
又
は
第
三
号
」
を
「
第
一
号
か
ら
第
六
号
ま
で
」
に
改
め
、同
号
を
同
項
第
十
三
号
と
し
、

同
項
第
四
号
中
「
二
十
八
万
円
」
を
「
十
六
万
円
」
に
改
め
、
同
号
た
だ
し
書
中
「
四
万
四
千
四
百
円
」
を
「
三
万

四
千
五
百
円
」
に
改
め
、
同
号
を
同
項
第
十
二
号
と
し
、
同
項
第
三
号
中
「
八
十
三
万
円
」
を
「
六
十
二
万
円
」
に

改
め
、
同
号
を
同
項
第
六
号
と
し
、
同
号
の
次
に
次
の
五
号
を
加
え
る
。

七

療
養
の
あ
つ
た
月
の
標
準
報
酬
の
月
額
が
四
十
四
万
円
以
上
五
十
三
万
円
未
満
で
あ
る
自
衛
官
（
第
十
三
号

に
掲
げ
る
者
を
除
く
。）
十
一
万
四
百
円
と
、
第
十
七
条
の
六
第
一
項
各
号
に
掲
げ
る
金
額
を
合
算
し
た
金
額

に
係
る
療
養
に
つ
き
防
衛
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
当
該
療
養
に
要
し
た
費
用
の
額
（
そ
の
額

が
三
十
六
万
八
千
円
に
満
た
な
い
と
き
は
、
三
十
六
万
八
千
円
）
か
ら
三
十
六
万
八
千
円
を
控
除
し
た
金
額
に

百
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た
金
額
（
そ
の
金
額
に
一
円
未
満
の
端
数
が
あ
る
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
端
数
金
額
が

五
十
銭
未
満
で
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
切
り
捨
て
た
金
額
と
し
、
そ
の
端
数
金
額
が
五
十
銭
以
上
で
あ
る
と
き

は
、
こ
れ
を
一
円
に
切
り
上
げ
た
金
額
と
す
る
。）と
の
合
算
額
。
た
だ
し
、
高
額
療
養
費
多
数
回
該
当
の
場
合

に
あ
つ
て
は
、
四
万
四
千
四
百
円
と
す
る
。

八

療
養
の
あ
つ
た
月
の
標
準
報
酬
の
月
額
が
三
十
六
万
円
以
上
四
十
四
万
円
未
満
で
あ
る
自
衛
官
（
第
十
三
号

に
掲
げ
る
者
を
除
く
。）
九
万
八
千
百
円
と
、
第
十
七
条
の
六
第
一
項
各
号
に
掲
げ
る
金
額
を
合
算
し
た
金
額

に
係
る
療
養
に
つ
き
防
衛
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
当
該
療
養
に
要
し
た
費
用
の
額
（
そ
の
額

が
三
十
二
万
七
千
円
に
満
た
な
い
と
き
は
、
三
十
二
万
七
千
円
）
か
ら
三
十
二
万
七
千
円
を
控
除
し
た
金
額
に

百
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た
金
額
（
そ
の
金
額
に
一
円
未
満
の
端
数
が
あ
る
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
端
数
金
額
が

五
十
銭
未
満
で
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
切
り
捨
て
た
金
額
と
し
、
そ
の
端
数
金
額
が
五
十
銭
以
上
で
あ
る
と
き

は
、
こ
れ
を
一
円
に
切
り
上
げ
た
金
額
と
す
る
。）と
の
合
算
額
。
た
だ
し
、
高
額
療
養
費
多
数
回
該
当
の
場
合

に
あ
つ
て
は
、
四
万
四
千
四
百
円
と
す
る
。

九

療
養
の
あ
つ
た
月
の
標
準
報
酬
の
月
額
が
二
十
八
万
円
以
上
三
十
六
万
円
未
満
で
あ
る
自
衛
官
（
第
十
三
号

に
掲
げ
る
者
を
除
く
。）
八
万
五
千
八
百
円
と
、
第
十
七
条
の
六
第
一
項
各
号
に
掲
げ
る
金
額
を
合
算
し
た
金

額
に
係
る
療
養
に
つ
き
防
衛
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
当
該
療
養
に
要
し
た
費
用
の
額
（
そ
の

額
が
二
十
八
万
六
千
円
に
満
た
な
い
と
き
は
、
二
十
八
万
六
千
円
）
か
ら
二
十
八
万
六
千
円
を
控
除
し
た
金
額

に
百
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た
金
額
（
そ
の
金
額
に
一
円
未
満
の
端
数
が
あ
る
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
端
数
金
額

が
五
十
銭
未
満
で
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
切
り
捨
て
た
金
額
と
し
、
そ
の
端
数
金
額
が
五
十
銭
以
上
で
あ
る
と

き
は
、
こ
れ
を
一
円
に
切
り
上
げ
た
金
額
と
す
る
。）と
の
合
算
額
。
た
だ
し
、
高
額
療
養
費
多
数
回
該
当
の
場

合
に
あ
つ
て
は
、
四
万
四
千
四
百
円
と
す
る
。

十

療
養
の
あ
つ
た
月
の
標
準
報
酬
の
月
額
が
二
十
万
円
以
上
二
十
八
万
円
未
満
で
あ
る
自
衛
官
（
第
十
三
号
に

掲
げ
る
者
を
除
く
。）
六
万
九
千
六
百
円
。
た
だ
し
、
高
額
療
養
費
多
数
回
該
当
の
場
合
に
あ
つ
て
は
、
四
万

四
千
四
百
円
と
す
る
。

十
一

療
養
の
あ
つ
た
月
の
標
準
報
酬
の
月
額
が
十
六
万
円
以
上
二
十
万
円
未
満
で
あ
る
自
衛
官
等
（
第
十
三
号

に
掲
げ
る
者
を
除
く
。）
六
万
五
千
四
百
円
。
た
だ
し
、
高
額
療
養
費
多
数
回
該
当
の
場
合
に
あ
つ
て
は
、
四

万
四
千
四
百
円
と
す
る
。
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第
十
七
条
の
六
の
二
の
二
第
三
項
第
一
号
中
「
八
万
五
千
八
百
円
」
を
「
三
十
四
万
二
千
円
」
に
、「
二
十
八
万
六

千
円
」
を
「
百
十
四
万
円
」
に
改
め
、
同
号
た
だ
し
書
中
「
四
万
四
千
四
百
円
」
を
「
十
四
万
百
円
」
に
改
め
、
同

項
第
五
号
中
「
第
一
項
第
五
号
」
を
「
第
一
項
第
十
三
号
」
に
改
め
、
同
号
を
同
項
第
十
三
号
と
し
、
同
項
第
四
号

中
「
第
一
項
第
四
号
」
を
「
第
一
項
第
十
二
号
」
に
改
め
、
同
号
た
だ
し
書
中
「
四
万
四
千
四
百
円
」
を
「
三
万
四

千
五
百
円
」
に
改
め
、
同
号
を
同
項
第
十
二
号
と
し
、
同
項
第
三
号
中
「
第
一
項
第
三
号
」
を
「
第
一
項
第
六
号
」

に
改
め
、
同
号
を
同
項
第
六
号
と
し
、
同
号
の
次
に
次
の
五
号
を
加
え
る
。

七

第
一
項
第
七
号
に
掲
げ
る
者

十
一
万
四
百
円
と
、
第
十
七
条
の
六
第
一
項
第
一
号
イ
か
ら
ニ
ま
で
に
掲
げ

る
金
額
に
係
る
特
定
疾
病
給
付
対
象
療
養
に
つ
き
防
衛
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
当
該
特
定
疾

病
給
付
対
象
療
養
に
要
し
た
費
用
の
額
（
そ
の
額
が
三
十
六
万
八
千
円
に
満
た
な
い
と
き
は
、
三
十
六
万
八
千

円
）
か
ら
三
十
六
万
八
千
円
を
控
除
し
た
金
額
に
百
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た
金
額
（
そ
の
金
額
に
一
円
未
満
の

端
数
が
あ
る
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
端
数
金
額
が
五
十
銭
未
満
で
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
切
り
捨
て
た
金
額
と

し
、
そ
の
端
数
金
額
が
五
十
銭
以
上
で
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
一
円
に
切
り
上
げ
た
金
額
と
す
る
。）と
の
合
算

額
。
た
だ
し
、
特
定
疾
病
給
付
対
象
療
養
高
額
療
養
費
多
数
回
該
当
の
場
合
に
あ
つ
て
は
、
四
万
四
千
四
百
円

と
す
る
。

八

第
一
項
第
八
号
に
掲
げ
る
者

九
万
八
千
百
円
と
、
第
十
七
条
の
六
第
一
項
第
一
号
イ
か
ら
ニ
ま
で
に
掲
げ

る
金
額
に
係
る
特
定
疾
病
給
付
対
象
療
養
に
つ
き
防
衛
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
当
該
特
定
疾

病
給
付
対
象
療
養
に
要
し
た
費
用
の
額
（
そ
の
額
が
三
十
二
万
七
千
円
に
満
た
な
い
と
き
は
、
三
十
二
万
七
千

円
）
か
ら
三
十
二
万
七
千
円
を
控
除
し
た
金
額
に
百
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た
金
額
（
そ
の
金
額
に
一
円
未
満
の

端
数
が
あ
る
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
端
数
金
額
が
五
十
銭
未
満
で
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
切
り
捨
て
た
金
額
と

し
、
そ
の
端
数
金
額
が
五
十
銭
以
上
で
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
一
円
に
切
り
上
げ
た
金
額
と
す
る
。）と
の
合
算

額
。
た
だ
し
、
特
定
疾
病
給
付
対
象
療
養
高
額
療
養
費
多
数
回
該
当
の
場
合
に
あ
つ
て
は
、
四
万
四
千
四
百
円

と
す
る
。

九

第
一
項
第
九
号
に
掲
げ
る
者

八
万
五
千
八
百
円
と
、
第
十
七
条
の
六
第
一
項
第
一
号
イ
か
ら
ニ
ま
で
に
掲

げ
る
金
額
に
係
る
特
定
疾
病
給
付
対
象
療
養
に
つ
き
防
衛
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
当
該
特
定

疾
病
給
付
対
象
療
養
に
要
し
た
費
用
の
額
（
そ
の
額
が
二
十
八
万
六
千
円
に
満
た
な
い
と
き
は
、
二
十
八
万
六

千
円
）
か
ら
二
十
八
万
六
千
円
を
控
除
し
た
金
額
に
百
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た
金
額
（
そ
の
金
額
に
一
円
未
満

の
端
数
が
あ
る
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
端
数
金
額
が
五
十
銭
未
満
で
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
切
り
捨
て
た
金
額

と
し
、
そ
の
端
数
金
額
が
五
十
銭
以
上
で
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
一
円
に
切
り
上
げ
た
金
額
と
す
る
。）と
の
合

算
額
。
た
だ
し
、
特
定
疾
病
給
付
対
象
療
養
高
額
療
養
費
多
数
回
該
当
の
場
合
に
あ
つ
て
は
、
四
万
四
千
四
百

円
と
す
る
。

十

第
一
項
第
十
号
に
掲
げ
る
者

六
万
九
千
六
百
円
。
た
だ
し
、
特
定
疾
病
給
付
対
象
療
養
高
額
療
養
費
多
数

回
該
当
の
場
合
に
あ
つ
て
は
、
四
万
四
千
四
百
円
と
す
る
。

十
一

第
一
項
第
十
一
号
に
掲
げ
る
者

六
万
五
千
四
百
円
。
た
だ
し
、
特
定
疾
病
給
付
対
象
療
養
高
額
療
養
費

多
数
回
該
当
の
場
合
に
あ
つ
て
は
、
四
万
四
千
四
百
円
と
す
る
。

第
十
七
条
の
六
の
二
の
二
第
三
項
第
二
号
中
「
第
一
項
第
二
号
」
を
「
第
一
項
第
三
号
」
に
改
め
、
同
号
を
同
項

第
三
号
と
し
、
同
号
の
次
に
次
の
二
号
を
加
え
る
。

四

第
一
項
第
四
号
に
掲
げ
る
者

二
十
万
九
千
四
百
円
と
、
第
十
七
条
の
六
第
一
項
第
一
号
イ
か
ら
ニ
ま
で
に

掲
げ
る
金
額
に
係
る
特
定
疾
病
給
付
対
象
療
養
に
つ
き
防
衛
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
当
該
特

定
疾
病
給
付
対
象
療
養
に
要
し
た
費
用
の
額
（
そ
の
額
が
六
十
九
万
八
千
円
に
満
た
な
い
と
き
は
、
六
十
九
万

八
千
円
）
か
ら
六
十
九
万
八
千
円
を
控
除
し
た
金
額
に
百
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た
金
額
（
そ
の
金
額
に
一
円
未

満
の
端
数
が
あ
る
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
端
数
金
額
が
五
十
銭
未
満
で
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
切
り
捨
て
た
金

額
と
し
、
そ
の
端
数
金
額
が
五
十
銭
以
上
で
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
一
円
に
切
り
上
げ
た
金
額
と
す
る
。）と
の

合
算
額
。
た
だ
し
、
特
定
疾
病
給
付
対
象
療
養
高
額
療
養
費
多
数
回
該
当
の
場
合
に
あ
つ
て
は
、
九
万
三
千
円

と
す
る
。

五

第
一
項
第
五
号
に
掲
げ
る
者

十
九
万
四
千
四
百
円
と
、
第
十
七
条
の
六
第
一
項
第
一
号
イ
か
ら
ニ
ま
で
に

掲
げ
る
金
額
に
係
る
特
定
疾
病
給
付
対
象
療
養
に
つ
き
防
衛
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
当
該
特

定
疾
病
給
付
対
象
療
養
に
要
し
た
費
用
の
額
（
そ
の
額
が
六
十
四
万
八
千
円
に
満
た
な
い
と
き
は
、
六
十
四
万

八
千
円
）
か
ら
六
十
四
万
八
千
円
を
控
除
し
た
金
額
に
百
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た
金
額
（
そ
の
金
額
に
一
円
未

満
の
端
数
が
あ
る
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
端
数
金
額
が
五
十
銭
未
満
で
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
切
り
捨
て
た
金

額
と
し
、
そ
の
端
数
金
額
が
五
十
銭
以
上
で
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
一
円
に
切
り
上
げ
た
金
額
と
す
る
。）と
の

合
算
額
。
た
だ
し
、
特
定
疾
病
給
付
対
象
療
養
高
額
療
養
費
多
数
回
該
当
の
場
合
に
あ
つ
て
は
、
九
万
三
千
円

と
す
る
。

第
十
七
条
の
六
の
二
の
二
第
三
項
第
一
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

二

第
一
項
第
二
号
に
掲
げ
る
者

三
十
万
三
千
円
と
、
第
十
七
条
の
六
第
一
項
第
一
号
イ
か
ら
ニ
ま
で
に
掲
げ

る
金
額
に
係
る
特
定
疾
病
給
付
対
象
療
養
に
つ
き
防
衛
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
当
該
特
定
疾

病
給
付
対
象
療
養
に
要
し
た
費
用
の
額
（
そ
の
額
が
百
一
万
円
に
満
た
な
い
と
き
は
、
百
一
万
円
）
か
ら
百
一

万
円
を
控
除
し
た
金
額
に
百
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た
金
額
（
そ
の
金
額
に
一
円
未
満
の
端
数
が
あ
る
場
合
に
お

い
て
、
そ
の
端
数
金
額
が
五
十
銭
未
満
で
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
切
り
捨
て
た
金
額
と
し
、
そ
の
端
数
金
額
が

五
十
銭
以
上
で
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
一
円
に
切
り
上
げ
た
金
額
と
す
る
。）と
の
合
算
額
。
た
だ
し
、
特
定
疾

病
給
付
対
象
療
養
高
額
療
養
費
多
数
回
該
当
の
場
合
に
あ
つ
て
は
、
十
四
万
百
円
と
す
る
。

第
十
七
条
の
六
の
二
の
二
第
五
項
第
二
号
中
「
第
一
項
第
二
号
又
は
第
三
号
」
を
「
第
一
項
第
一
号
か
ら
第
六
号

ま
で
」
に
改
め
、
同
条
第
六
項
第
一
号
中
「
第
四
号
」
を
「
第
五
号
」
に
改
め
、
同
項
第
四
号
中
「
前
二
号
」を「
第

二
号
又
は
第
三
号
」
に
改
め
、
同
号
を
同
項
第
五
号
と
し
、
同
項
第
三
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

四

基
準
日
の
属
す
る
月
の
標
準
報
酬
の
月
額
が
十
六
万
円
未
満
の
自
衛
官
等
（
次
号
に
掲
げ
る
者
を
除
く
。）

四
十
一
万
円

第
十
七
条
の
六
の
三
第
一
項
第
一
号
中
「
八
万
五
千
八
百
円
」
を
「
三
十
四
万
二
千
円
」に
、「
二
十
八
万
六
千
円
」

を
「
百
十
四
万
円
」
に
改
め
、
同
号
た
だ
し
書
中
「
四
万
四
千
四
百
円
」
を
「
十
四
万
百
円
」
に
改
め
、
同
項
第
五

号
中
「
前
条
第
一
項
第
五
号
」
を
「
前
条
第
一
項
第
十
三
号
」
に
改
め
、
同
号
を
同
項
第
十
三
号
と
し
、
同
項
第
四

号
中
「
前
条
第
一
項
第
四
号
」
を
「
前
条
第
一
項
第
十
二
号
」
に
改
め
、
同
号
た
だ
し
書
中
「
四
万
四
千
四
百
円
」

を
「
三
万
四
千
五
百
円
」
に
改
め
、
同
号
を
同
項
第
十
二
号
と
し
、
同
項
第
三
号
中
「
前
条
第
一
項
第
三
号
」を「
前

条
第
一
項
第
六
号
」
に
改
め
、
同
号
を
同
項
第
六
号
と
し
、
同
号
の
次
に
次
の
五
号
を
加
え
る
。

七

前
条
第
一
項
第
七
号
に
掲
げ
る
者
に
該
当
し
て
い
る
こ
と
に
つ
き
防
衛
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
防
衛

大
臣
又
は
そ
の
委
任
を
受
け
た
者
の
認
定
を
受
け
て
い
る
者

十
一
万
四
百
円
と
、
当
該
療
養
に
つ
き
防
衛
省

令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
当
該
療
養
に
要
し
た
費
用
の
額
（
そ
の
額
が
三
十
六
万
八
千
円
に
満
た

な
い
と
き
は
、
三
十
六
万
八
千
円
）
か
ら
三
十
六
万
八
千
円
を
控
除
し
た
金
額
に
百
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た
金

額
（
そ
の
金
額
に
一
円
未
満
の
端
数
が
あ
る
場
合
に
お
い
て
、そ
の
端
数
金
額
が
五
十
銭
未
満
で
あ
る
と
き
は
、

こ
れ
を
切
り
捨
て
た
金
額
と
し
、
そ
の
端
数
金
額
が
五
十
銭
以
上
で
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
一
円
に
切
り
上
げ

た
金
額
と
す
る
。）と
の
合
算
額
。
た
だ
し
、
高
額
療
養
費
多
数
回
該
当
の
場
合
に
あ
つ
て
は
、
四
万
四
千
四
百

円
と
す
る
。

八

前
条
第
一
項
第
八
号
に
掲
げ
る
者
に
該
当
し
て
い
る
こ
と
に
つ
き
防
衛
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
防
衛

大
臣
又
は
そ
の
委
任
を
受
け
た
者
の
認
定
を
受
け
て
い
る
者

九
万
八
千
百
円
と
、
当
該
療
養
に
つ
き
防
衛
省

令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
当
該
療
養
に
要
し
た
費
用
の
額
（
そ
の
額
が
三
十
二
万
七
千
円
に
満
た

な
い
と
き
は
、
三
十
二
万
七
千
円
）
か
ら
三
十
二
万
七
千
円
を
控
除
し
た
金
額
に
百
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た
金

額
（
そ
の
金
額
に
一
円
未
満
の
端
数
が
あ
る
場
合
に
お
い
て
、そ
の
端
数
金
額
が
五
十
銭
未
満
で
あ
る
と
き
は
、

こ
れ
を
切
り
捨
て
た
金
額
と
し
、
そ
の
端
数
金
額
が
五
十
銭
以
上
で
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
一
円
に
切
り
上
げ

た
金
額
と
す
る
。）と
の
合
算
額
。
た
だ
し
、
高
額
療
養
費
多
数
回
該
当
の
場
合
に
あ
つ
て
は
、
四
万
四
千
四
百

円
と
す
る
。

九

前
条
第
一
項
第
九
号
に
掲
げ
る
者
に
該
当
し
て
い
る
こ
と
に
つ
き
防
衛
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
防
衛

大
臣
又
は
そ
の
委
任
を
受
け
た
者
の
認
定
を
受
け
て
い
る
者

八
万
五
千
八
百
円
と
、
当
該
療
養
に
つ
き
防
衛

省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
当
該
療
養
に
要
し
た
費
用
の
額
（
そ
の
額
が
二
十
八
万
六
千
円
に
満

た
な
い
と
き
は
、
二
十
八
万
六
千
円
）
か
ら
二
十
八
万
六
千
円
を
控
除
し
た
金
額
に
百
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た

金
額
（
そ
の
金
額
に
一
円
未
満
の
端
数
が
あ
る
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
端
数
金
額
が
五
十
銭
未
満
で
あ
る
と
き

は
、
こ
れ
を
切
り
捨
て
た
金
額
と
し
、
そ
の
端
数
金
額
が
五
十
銭
以
上
で
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
一
円
に
切
り

上
げ
た
金
額
と
す
る
。）と
の
合
算
額
。
た
だ
し
、
高
額
療
養
費
多
数
回
該
当
の
場
合
に
あ
つ
て
は
、
四
万
四
千

四
百
円
と
す
る
。
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十

前
条
第
一
項
第
十
号
に
掲
げ
る
者
に
該
当
し
て
い
る
こ
と
に
つ
き
防
衛
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
防
衛

大
臣
又
は
そ
の
委
任
を
受
け
た
者
の
認
定
を
受
け
て
い
る
者

六
万
九
千
六
百
円
。
た
だ
し
、
高
額
療
養
費
多

数
回
該
当
の
場
合
に
あ
つ
て
は
、
四
万
四
千
四
百
円
と
す
る
。

十
一

前
条
第
一
項
第
十
一
号
に
掲
げ
る
者
に
該
当
し
て
い
る
こ
と
に
つ
き
防
衛
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り

防
衛
大
臣
又
は
そ
の
委
任
を
受
け
た
者
の
認
定
を
受
け
て
い
る
者

六
万
五
千
四
百
円
。
た
だ
し
、
高
額
療
養

費
多
数
回
該
当
の
場
合
に
あ
つ
て
は
、
四
万
四
千
四
百
円
と
す
る
。

第
十
七
条
の
六
の
三
第
一
項
第
二
号
中
「
前
条
第
一
項
第
二
号
」
を
「
前
条
第
一
項
第
三
号
」
に
改
め
、
同
号
を

同
項
第
三
号
と
し
、
同
号
の
次
に
次
の
二
号
を
加
え
る
。

四

前
条
第
一
項
第
四
号
に
掲
げ
る
者
に
該
当
し
て
い
る
こ
と
に
つ
き
防
衛
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
防
衛

大
臣
又
は
そ
の
委
任
を
受
け
た
者
の
認
定
を
受
け
て
い
る
者

二
十
万
九
千
四
百
円
と
、
当
該
療
養
に
つ
き
防

衛
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
当
該
療
養
に
要
し
た
費
用
の
額
（
そ
の
額
が
六
十
九
万
八
千
円
に

満
た
な
い
と
き
は
、
六
十
九
万
八
千
円
）
か
ら
六
十
九
万
八
千
円
を
控
除
し
た
金
額
に
百
分
の
一
を
乗
じ
て
得

た
金
額
（
そ
の
金
額
に
一
円
未
満
の
端
数
が
あ
る
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
端
数
金
額
が
五
十
銭
未
満
で
あ
る
と

き
は
、
こ
れ
を
切
り
捨
て
た
金
額
と
し
、
そ
の
端
数
金
額
が
五
十
銭
以
上
で
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
一
円
に
切

り
上
げ
た
金
額
と
す
る
。）と
の
合
算
額
。
た
だ
し
、
高
額
療
養
費
多
数
回
該
当
の
場
合
に
あ
つ
て
は
、
九
万
三

千
円
と
す
る
。

五

前
条
第
一
項
第
五
号
に
掲
げ
る
者
に
該
当
し
て
い
る
こ
と
に
つ
き
防
衛
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
防
衛

大
臣
又
は
そ
の
委
任
を
受
け
た
者
の
認
定
を
受
け
て
い
る
者

十
九
万
四
千
四
百
円
と
、
当
該
療
養
に
つ
き
防

衛
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
当
該
療
養
に
要
し
た
費
用
の
額
（
そ
の
額
が
六
十
四
万
八
千
円
に

満
た
な
い
と
き
は
、
六
十
四
万
八
千
円
）
か
ら
六
十
四
万
八
千
円
を
控
除
し
た
金
額
に
百
分
の
一
を
乗
じ
て
得

た
金
額
（
そ
の
金
額
に
一
円
未
満
の
端
数
が
あ
る
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
端
数
金
額
が
五
十
銭
未
満
で
あ
る
と

き
は
、
こ
れ
を
切
り
捨
て
た
金
額
と
し
、
そ
の
端
数
金
額
が
五
十
銭
以
上
で
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
一
円
に
切

り
上
げ
た
金
額
と
す
る
。）と
の
合
算
額
。
た
だ
し
、
高
額
療
養
費
多
数
回
該
当
の
場
合
に
あ
つ
て
は
、
九
万
三

千
円
と
す
る
。

第
十
七
条
の
六
の
三
第
一
項
第
一
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

二

前
条
第
一
項
第
二
号
に
掲
げ
る
者
に
該
当
し
て
い
る
こ
と
に
つ
き
防
衛
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
防
衛

大
臣
又
は
そ
の
委
任
を
受
け
た
者
の
認
定
を
受
け
て
い
る
者

三
十
万
三
千
円
と
、
当
該
療
養
に
つ
き
防
衛
省

令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
当
該
療
養
に
要
し
た
費
用
の
額
（
そ
の
額
が
百
一
万
円
に
満
た
な
い
と

き
は
、
百
一
万
円
）
か
ら
百
一
万
円
を
控
除
し
た
金
額
に
百
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た
金
額
（
そ
の
金
額
に
一
円

未
満
の
端
数
が
あ
る
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
端
数
金
額
が
五
十
銭
未
満
で
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
切
り
捨
て
た

金
額
と
し
、
そ
の
端
数
金
額
が
五
十
銭
以
上
で
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
一
円
に
切
り
上
げ
た
金
額
と
す
る
。）と

の
合
算
額
。
た
だ
し
、
高
額
療
養
費
多
数
回
該
当
の
場
合
に
あ
つ
て
は
、
十
四
万
百
円
と
す
る
。

（
独
立
行
政
法
人
日
本
ス
ポ
ー
ツ
振
興
セ
ン
タ
ー
法
施
行
令
の
一
部
改
正
）

第
十
七
条

独
立
行
政
法
人
日
本
ス
ポ
ー
ツ
振
興
セ
ン
タ
ー
法
施
行
令
（
平
成
十
五
年
政
令
第
三
百
六
十
九
号
）
の
一

部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
三
条
第
一
項
第
一
号
イ
中
「
二
十
五
万
二
千
六
百
円
」
を
「
二
十
七
万
三
百
円
」
に
、「
八
十
四
万
二
千
円
」
を

「
九
十
万
千
円
」
に
改
め
る
。

第
十
八
条

独
立
行
政
法
人
日
本
ス
ポ
ー
ツ
振
興
セ
ン
タ
ー
法
施
行
令
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
三
条
第
一
項
第
一
号
イ
中
「
二
十
七
万
三
百
円
」
を
「
三
十
四
万
二
千
円
」に
、「
第
四
十
二
条
第
一
項
第
二
号
」

を
「
第
四
十
二
条
第
一
項
第
一
号
」
に
、「
九
十
万
千
円
」
を
「
百
十
四
万
円
」
に
改
め
る
。

（
船
員
保
険
法
施
行
令
の
一
部
改
正
に
伴
う
準
備
行
為
）

第
四
条

第
三
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
船
員
保
険
法
施
行
令
（
附
則
第
二
十
条
及
び
第
二
十
二
条
に
お
い
て
「
新

船
員
保
険
法
施
行
令
」
と
い
う
。）第
十
条
第
一
項
第
四
号
ロ
及
び
ハ
の
規
定
に
よ
る
全
国
健
康
保
険
協
会
（
健
康
保

険
法
に
よ
る
全
国
健
康
保
険
協
会
を
い
う
。
次
条
及
び
附
則
第
二
十
二
条
に
お
い
て
「
協
会
」と
い
う
。）の
認
定
は
、

施
行
日
前
に
お
い
て
も
、
同
号
ロ
及
び
ハ
の
規
定
の
例
に
よ
り
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
五
条

第
四
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
船
員
保
険
法
施
行
令
（
附
則
第
二
十
二
条
第
一
項
及
び
第
二
項
に
お
い
て

「
第
二
号
新
船
員
保
険
法
施
行
令
」
と
い
う
。）第
十
条
第
一
項
第
一
号
イ
か
ら
ワ
ま
で
、
第
二
号
ロ
か
ら
リ
ま
で
及

び
ル
か
ら
カ
ま
で
、
第
三
号
ロ
か
ら
リ
ま
で
及
び
ル
か
ら
カ
ま
で
並
び
に
第
四
号
ロ
か
ら
ニ
ま
で
の
規
定
に
よ
る
協

会
の
認
定
は
、
第
二
号
施
行
日
前
に
お
い
て
も
、
同
項
第
一
号
イ
か
ら
ワ
ま
で
、
第
二
号
ロ
か
ら
リ
ま
で
及
び
ル
か

ら
カ
ま
で
、
第
三
号
ロ
か
ら
リ
ま
で
及
び
ル
か
ら
カ
ま
で
並
び
に
第
四
号
ロ
か
ら
ニ
ま
で
の
規
定
の
例
に
よ
り
す
る

こ
と
が
で
き
る
。

（
国
民
健
康
保
険
法
施
行
令
の
一
部
改
正
に
伴
う
準
備
行
為
）

第
六
条

第
五
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
国
民
健
康
保
険
法
施
行
令
（
附
則
第
二
十
三
条
及
び
第
二
十
五
条
に
お
い

て
「
新
国
民
健
康
保
険
法
施
行
令
」
と
い
う
。）第
二
十
九
条
の
四
第
一
項
第
五
号
ロ
及
び
ハ
の
規
定
に
よ
る
市
町
村

（
特
別
区
を
含
む
。
次
条
及
び
附
則
第
二
十
五
条
に
お
い
て
同
じ
。）又
は
国
民
健
康
保
険
組
合
（
次
条
及
び
附
則
第

二
十
五
条
に
お
い
て
「
組
合
」
と
い
う
。）の
認
定
は
、
施
行
日
前
に
お
い
て
も
、
同
号
ロ
及
び
ハ
の
規
定
の
例
に
よ

り
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
七
条

第
六
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
国
民
健
康
保
険
法
施
行
令
（
附
則
第
二
十
五
条
第
一
項
及
び
第
二
項
に
お

い
て
「
第
二
号
新
国
民
健
康
保
険
法
施
行
令
」
と
い
う
。）第
二
十
九
条
の
四
第
一
項
第
一
号
イ
か
ら
ワ
ま
で
、
第
二

号
イ
か
ら
ワ
ま
で
、
第
三
号
ロ
か
ら
リ
ま
で
及
び
ル
か
ら
カ
ま
で
、
第
四
号
ロ
か
ら
リ
ま
で
及
び
ル
か
ら
カ
ま
で
並

び
に
第
五
号
ロ
か
ら
ニ
ま
で
の
規
定
に
よ
る
市
町
村
又
は
組
合
の
認
定
は
、
第
二
号
施
行
日
前
に
お
い
て
も
、
同
項

第
一
号
イ
か
ら
ワ
ま
で
、
第
二
号
イ
か
ら
ワ
ま
で
、
第
三
号
ロ
か
ら
リ
ま
で
及
び
ル
か
ら
カ
ま
で
、
第
四
号
ロ
か
ら

リ
ま
で
及
び
ル
か
ら
カ
ま
で
並
び
に
第
五
号
ロ
か
ら
ニ
ま
で
の
規
定
の
例
に
よ
り
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

附

則

（
施
行
期
日
）

第
一
条

こ
の
政
令
は
、
令
和
八
年
八
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
規
定
は
、
当
該
各
号

に
定
め
る
日
か
ら
施
行
す
る
。

一

次
条
か
ら
附
則
第
十
六
条
ま
で
の
規
定

公
布
の
日

二

第
二
条
、
第
四
条
、
第
六
条
、
第
八
条
、
第
十
条
、
第
十
二
条
、
第
十
四
条
、
第
十
六
条
及
び
第
十
八
条
の
規

定
並
び
に
附
則
第
十
八
条
第
二
項
、
第
二
十
一
条
第
二
項
、
第
二
十
四
条
第
二
項
、
第
二
十
七
条
第
二
項
、
第
三

十
条
第
二
項
、
第
三
十
三
条
第
二
項
、
第
三
十
六
条
第
二
項
、
第
三
十
九
条
第
二
項
及
び
第
四
十
一
条
第
二
項
の

規
定
並
び
に
附
則
第
四
十
三
条
中
介
護
保
険
法
施
行
令
（
平
成
十
年
政
令
第
四
百
十
二
号
）
第
二
十
二
条
の
三
第

六
項
第
三
号
ヘ
の
改
正
規
定

令
和
九
年
八
月
一
日

（
健
康
保
険
法
施
行
令
の
一
部
改
正
に
伴
う
準
備
行
為
）

第
二
条

第
一
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
健
康
保
険
法
施
行
令
（
以
下
こ
の
条
並
び
に
附
則
第
十
七
条
及
び
第
十
九

条
に
お
い
て
「
新
健
康
保
険
法
施
行
令
」
と
い
う
。）第
四
十
三
条
第
一
項
第
四
号
ロ
及
び
ハ
（
新
健
康
保
険
法
施
行

令
第
四
十
四
条
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。）の
規
定
に
よ
る
保
険
者

の
認
定
は
、
こ
の
政
令
の
施
行
の
日
（
以
下
「
施
行
日
」
と
い
う
。）前
に
お
い
て
も
、
同
号
ロ
及
び
ハ
の
規
定
の
例

に
よ
り
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
三
条

第
二
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
健
康
保
険
法
施
行
令
（
以
下
こ
の
条
並
び
に
附
則
第
十
九
条
第
一
項
及
び

第
二
項
に
お
い
て
「
第
二
号
新
健
康
保
険
法
施
行
令
」
と
い
う
。）第
四
十
三
条
第
一
項
第
一
号
イ
か
ら
ワ
ま
で
、
第

二
号
ロ
か
ら
リ
ま
で
及
び
ル
か
ら
カ
ま
で
、
第
三
号
ロ
か
ら
リ
ま
で
及
び
ル
か
ら
カ
ま
で
並
び
に
第
四
号
ロ
か
ら
ニ

ま
で
（
こ
れ
ら
の
規
定
（
同
条
第
一
項
第
一
号
イ
か
ら
チ
ま
で
及
び
ヌ
か
ら
ヲ
ま
で
、
第
二
号
ロ
か
ら
リ
ま
で
及
び

ル
並
び
に
第
三
号
ロ
か
ら
リ
ま
で
及
び
ル
に
係
る
部
分
を
除
く
。）を
第
二
号
新
健
康
保
険
法
施
行
令
第
四
十
四
条
第

一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。）の
規
定
に
よ
る
保
険
者
の
認
定
は
、
附
則

第
一
条
第
二
号
に
掲
げ
る
規
定
の
施
行
の
日
（
以
下
「
第
二
号
施
行
日
」
と
い
う
。）前
に
お
い
て
も
、
第
二
号
新
健

康
保
険
法
施
行
令
第
四
十
三
条
第
一
項
第
一
号
イ
か
ら
ワ
ま
で
、
第
二
号
ロ
か
ら
リ
ま
で
及
び
ル
か
ら
カ
ま
で
、
第

三
号
ロ
か
ら
リ
ま
で
及
び
ル
か
ら
カ
ま
で
並
び
に
第
四
号
ロ
か
ら
ニ
ま
で
の
規
定
の
例
に
よ
り
す
る
こ
と
が
で
き

る
。

（
高
齢
者
の
医
療
の
確
保
に
関
す
る
法
律
施
行
令
の
一
部
改
正
に
伴
う
準
備
行
為
）

第
八
条

第
七
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
高
齢
者
の
医
療
の
確
保
に
関
す
る
法
律
施
行
令
（
附
則
第
二
十
六
条
及
び

第
二
十
八
条
に
お
い
て
「
新
高
齢
者
医
療
確
保
法
施
行
令
」
と
い
う
。）第
十
六
条
第
一
項
第
三
号
ロ
及
び
ハ
の
規
定

に
よ
る
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
（
高
齢
者
の
医
療
の
確
保
に
関
す
る
法
律
第
四
十
八
条
に
規
定
す
る
後
期
高
齢

者
医
療
広
域
連
合
を
い
う
。
次
条
及
び
附
則
第
二
十
八
条
に
お
い
て
同
じ
。）の
認
定
は
、
施
行
日
前
に
お
い
て
も
、

同
号
ロ
及
び
ハ
の
規
定
の
例
に
よ
り
す
る
こ
と
が
で
き
る
。





令和年月日 水曜日 (号外第号)官 報
第
九
条

第
八
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
高
齢
者
の
医
療
の
確
保
に
関
す
る
法
律
施
行
令
（
附
則
第
二
十
八
条
第
一

項
に
お
い
て
「
第
二
号
新
高
齢
者
医
療
確
保
法
施
行
令
」
と
い
う
。）第
十
六
条
第
一
項
第
一
号
ロ
か
ら
リ
ま
で
、ル
、

ワ
及
び
カ
、
第
二
号
ロ
か
ら
リ
ま
で
、
ル
、
ワ
及
び
カ
並
び
に
第
三
号
ロ
か
ら
ニ
ま
で
の
規
定
に
よ
る
後
期
高
齢
者

医
療
広
域
連
合
の
認
定
は
、
第
二
号
施
行
日
前
に
お
い
て
も
、
同
項
第
一
号
ロ
か
ら
リ
ま
で
、
ル
、
ワ
及
び
カ
、
第

二
号
ロ
か
ら
リ
ま
で
、
ル
、
ワ
及
び
カ
並
び
に
第
三
号
ロ
か
ら
ニ
ま
で
の
規
定
の
例
に
よ
り
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
国
家
公
務
員
共
済
組
合
法
施
行
令
の
一
部
改
正
に
伴
う
準
備
行
為
）

第
十
条

第
九
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
国
家
公
務
員
共
済
組
合
法
施
行
令
（
以
下
「
新
国
共
済
法
施
行
令
」
と
い

う
。）第
十
一
条
の
三
の
六
第
一
項
第
四
号
ロ
及
び
ハ
の
規
定
に
よ
る
組
合
（
国
家
公
務
員
共
済
組
合
法
第
三
条
第
一

項
に
規
定
す
る
組
合
を
い
う
。
次
条
及
び
附
則
第
三
十
一
条
に
お
い
て
同
じ
。）の
認
定
は
、施
行
日
前
に
お
い
て
も
、

同
号
ロ
及
び
ハ
の
規
定
の
例
に
よ
り
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
十
一
条

第
十
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
国
家
公
務
員
共
済
組
合
法
施
行
令
（
以
下
「
第
二
号
新
国
共
済
法
施
行

令
」
と
い
う
。）第
十
一
条
の
三
の
六
第
一
項
第
一
号
イ
か
ら
ワ
ま
で
、第
二
号
ロ
か
ら
リ
ま
で
及
び
ル
か
ら
カ
ま
で
、

第
三
号
ロ
か
ら
リ
ま
で
及
び
ル
か
ら
カ
ま
で
並
び
に
第
四
号
ロ
か
ら
ニ
ま
で
の
規
定
に
よ
る
組
合
の
認
定
は
、
第
二

号
施
行
日
前
に
お
い
て
も
、
同
項
第
一
号
イ
か
ら
ワ
ま
で
、
第
二
号
ロ
か
ら
リ
ま
で
及
び
ル
か
ら
カ
ま
で
、
第
三
号

ロ
か
ら
リ
ま
で
及
び
ル
か
ら
カ
ま
で
並
び
に
第
四
号
ロ
か
ら
ニ
ま
で
の
規
定
の
例
に
よ
り
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
地
方
公
務
員
等
共
済
組
合
法
施
行
令
の
一
部
改
正
に
伴
う
準
備
行
為
）

第
十
二
条

第
十
一
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
地
方
公
務
員
等
共
済
組
合
法
施
行
令
（
附
則
第
三
十
二
条
及
び
第
三

十
四
条
に
お
い
て
「
新
地
共
済
法
施
行
令
」
と
い
う
。）第
二
十
三
条
の
三
の
五
第
一
項
第
四
号
ロ
及
び
ハ
の
規
定
に

よ
る
組
合
（
地
方
公
務
員
等
共
済
組
合
法
第
三
条
第
一
項
に
規
定
す
る
組
合
を
い
う
。
次
条
及
び
附
則
第
三
十
四
条

に
お
い
て
同
じ
。）の
認
定
は
、
施
行
日
前
に
お
い
て
も
、同
号
ロ
及
び
ハ
の
規
定
の
例
に
よ
り
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
十
三
条

第
十
二
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
地
方
公
務
員
等
共
済
組
合
法
施
行
令
（
附
則
第
三
十
四
条
第
一
項
及

び
第
二
項
に
お
い
て
「
第
二
号
新
地
共
済
法
施
行
令
」
と
い
う
。）第
二
十
三
条
の
三
の
五
第
一
項
第
一
号
イ
か
ら
ワ

ま
で
、
第
二
号
ロ
か
ら
リ
ま
で
及
び
ル
か
ら
カ
ま
で
、
第
三
号
ロ
か
ら
リ
ま
で
及
び
ル
か
ら
カ
ま
で
並
び
に
第
四
号

ロ
か
ら
ニ
ま
で
の
規
定
に
よ
る
組
合
の
認
定
は
、
第
二
号
施
行
日
前
に
お
い
て
も
、
同
項
第
一
号
イ
か
ら
ワ
ま
で
、

第
二
号
ロ
か
ら
リ
ま
で
及
び
ル
か
ら
カ
ま
で
、
第
三
号
ロ
か
ら
リ
ま
で
及
び
ル
か
ら
カ
ま
で
並
び
に
第
四
号
ロ
か
ら

ニ
ま
で
の
規
定
の
例
に
よ
り
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
私
立
学
校
教
職
員
共
済
法
施
行
令
の
一
部
改
正
に
伴
う
準
備
行
為
）

第
十
四
条

第
十
三
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
私
立
学
校
教
職
員
共
済
法
施
行
令
（
以
下
こ
の
条
並
び
に
附
則
第
三

十
五
条
及
び
第
三
十
七
条
に
お
い
て
「
新
私
学
共
済
法
施
行
令
」
と
い
う
。）第
六
条
に
お
い
て
準
用
す
る
新
国
共
済

法
施
行
令
第
十
一
条
の
三
の
六
第
一
項
第
四
号
ロ
及
び
ハ
の
規
定
に
よ
る
日
本
私
立
学
校
振
興
・
共
済
事
業
団
（
次

条
及
び
附
則
第
三
十
七
条
に
お
い
て
「
事
業
団
」
と
い
う
。）の
認
定
は
、
施
行
日
前
に
お
い
て
も
、
新
私
学
共
済
法

施
行
令
第
六
条
に
お
い
て
準
用
す
る
同
号
ロ
及
び
ハ
の
規
定
の
例
に
よ
り
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
十
五
条

第
十
四
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
私
立
学
校
教
職
員
共
済
法
施
行
令
（
以
下
こ
の
条
並
び
に
附
則
第
三

十
七
条
第
一
項
及
び
第
二
項
に
お
い
て
「
第
二
号
新
私
学
共
済
法
施
行
令
」
と
い
う
。）第
六
条
に
お
い
て
準
用
す
る

第
二
号
新
国
共
済
法
施
行
令
第
十
一
条
の
三
の
六
第
一
項
第
一
号
イ
か
ら
ワ
ま
で
、
第
二
号
ロ
か
ら
リ
ま
で
及
び
ル

か
ら
カ
ま
で
、
第
三
号
ロ
か
ら
リ
ま
で
及
び
ル
か
ら
カ
ま
で
並
び
に
第
四
号
ロ
か
ら
ニ
ま
で
の
規
定
に
よ
る
事
業
団

の
認
定
は
、
第
二
号
施
行
日
前
に
お
い
て
も
、
第
二
号
新
私
学
共
済
法
施
行
令
第
六
条
に
お
い
て
準
用
す
る
同
項
第

一
号
イ
か
ら
ワ
ま
で
、
第
二
号
ロ
か
ら
リ
ま
で
及
び
ル
か
ら
カ
ま
で
、
第
三
号
ロ
か
ら
リ
ま
で
及
び
ル
か
ら
カ
ま
で

並
び
に
第
四
号
ロ
か
ら
ニ
ま
で
の
規
定
の
例
に
よ
り
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
船
員
保
険
法
施
行
令
の
一
部
改
正
に
伴
う
経
過
措
置
）

第
二
十
条

新
船
員
保
険
法
施
行
令
第
十
条
第
十
二
項
に
規
定
す
る
資
格
を
喪
失
し
た
日
が
令
和
八
年
八
月
一
日
で
あ

る
場
合
に
お
け
る
同
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
項
中
「
当
該
資
格
を
喪
失
し
た
日
（
計
算
期
間
に
お
い
て

当
該
資
格
を
喪
失
し
た
日
が
複
数
あ
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
当
該
資
格
を
喪
失
し
た
日
の
う
ち
最
も
遅
い
日
）
の
前

日
」
と
あ
る
の
は
、「
当
該
資
格
を
喪
失
し
た
日
」
と
す
る
。

第
二
十
一
条

施
行
日
前
に
行
わ
れ
た
療
養
に
係
る
船
員
保
険
法
の
規
定
に
よ
る
高
額
療
養
費
の
支
給
に
つ
い
て
は
、

な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

２

施
行
日
か
ら
第
二
号
施
行
日
の
前
日
ま
で
の
間
に
行
わ
れ
た
療
養
に
係
る
船
員
保
険
法
の
規
定
に
よ
る
高
額
療
養

費
の
支
給
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

第
二
十
二
条

協
会
は
、
新
船
員
保
険
法
施
行
令
第
八
条
の
三
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
被
保
険
者
に
対
し
、
高
額
療

養
費
を
支
給
す
る
場
合
に
お
い
て
、新
船
員
保
険
法
施
行
令
第
八
条
の
二
第
一
項
た
だ
し
書
に
規
定
す
る
基
準
日（
新

船
員
保
険
法
施
行
令
第
十
条
第
十
二
項
の
規
定
に
よ
り
基
準
日
と
み
な
さ
れ
る
日
を
含
む
。
次
項
に
お
い
て
「
基
準

日
」
と
い
う
。）の
属
す
る
月
の
標
準
報
酬
月
額
が
十
六
万
円
未
満
の
被
保
険
者
で
あ
る
者
（
新
船
員
保
険
法
施
行
令

第
九
条
第
十
一
項
第
四
号
に
掲
げ
る
者
を
除
く
。）に
該
当
し
て
い
る
こ
と
に
つ
き
協
会
の
確
認
を
受
け
て
い
る
者
に

つ
い
て
は
、
第
二
号
新
船
員
保
険
法
施
行
令
第
九
条
第
十
一
項
（
第
四
号
に
係
る
部
分
に
限
る
。）の
規
定
の
例
に
よ

る
高
額
療
養
費
算
定
基
準
額
を
用
い
て
、
当
該
高
額
療
養
費
を
算
定
す
る
も
の
と
す
る
。

（
防
衛
省
の
職
員
の
給
与
等
に
関
す
る
法
律
施
行
令
の
一
部
改
正
に
伴
う
準
備
行
為
）

第
十
六
条

第
十
六
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
防
衛
省
の
職
員
の
給
与
等
に
関
す
る
法
律
施
行
令
（
附
則
第
四
十
条

第
一
項
に
お
い
て
「
第
二
号
新
防
衛
省
職
員
給
与
法
施
行
令
」
と
い
う
。）第
十
七
条
の
六
の
三
第
一
項
各
号
の
規
定

に
よ
る
防
衛
大
臣
又
は
そ
の
委
任
を
受
け
た
者
の
認
定
は
、
第
二
号
施
行
日
前
に
お
い
て
も
、
同
項
各
号
の
規
定
の

例
に
よ
り
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
健
康
保
険
法
施
行
令
の
一
部
改
正
に
伴
う
経
過
措
置
）

第
十
七
条

新
健
康
保
険
法
施
行
令
第
四
十
三
条
第
十
二
項
に
規
定
す
る
資
格
を
喪
失
し
た
日
が
令
和
八
年
八
月
一
日

で
あ
る
場
合
に
お
け
る
同
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
項
中
「
当
該
資
格
を
喪
失
し
た
日
（
計
算
期
間
に
お

い
て
当
該
資
格
を
喪
失
し
た
日
が
複
数
あ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
当
該
資
格
を
喪
失
し
た
日
の
う
ち
最
も
遅
い
日
）

の
前
日
」
と
あ
る
の
は
、「
当
該
資
格
を
喪
失
し
た
日
」
と
す
る
。

２

新
健
康
保
険
法
施
行
令
第
四
十
四
条
第
五
項
に
規
定
す
る
承
認
を
受
け
た
日
又
は
日
雇
特
例
被
保
険
者
手
帳
を
返

納
し
た
日
が
令
和
八
年
八
月
一
日
で
あ
る
場
合
に
お
け
る
同
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
項
中
「
当
該
承
認

を
受
け
た
日
又
は
当
該
日
雇
特
例
被
保
険
者
手
帳
を
返
納
し
た
日
（
計
算
期
間
に
お
い
て
当
該
承
認
を
受
け
た
日
又

は
当
該
日
雇
特
例
被
保
険
者
手
帳
を
返
納
し
た
日
が
複
数
あ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
こ
れ
ら
の
日
の
う
ち
最
も
遅
い

日
）
の
前
日
」
と
あ
る
の
は
、「
当
該
承
認
を
受
け
た
日
又
は
当
該
日
雇
特
例
被
保
険
者
手
帳
を
返
納
し
た
日
」
と
す

る
。

第
十
八
条

施
行
日
前
に
行
わ
れ
た
療
養
に
係
る
健
康
保
険
法
の
規
定
に
よ
る
高
額
療
養
費
の
支
給
に
つ
い
て
は
、
な

お
従
前
の
例
に
よ
る
。

２

施
行
日
か
ら
第
二
号
施
行
日
の
前
日
ま
で
の
間
に
行
わ
れ
た
療
養
に
係
る
健
康
保
険
法
の
規
定
に
よ
る
高
額
療
養

費
の
支
給
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

第
十
九
条

保
険
者
は
、
新
健
康
保
険
法
施
行
令
第
四
十
一
条
の
三
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
被
保
険
者
に
対
し
、
高

額
療
養
費
を
支
給
す
る
場
合
に
お
い
て
、
新
健
康
保
険
法
施
行
令
第
四
十
一
条
の
二
第
一
項
た
だ
し
書
に
規
定
す
る

基
準
日
（
新
健
康
保
険
法
施
行
令
第
四
十
三
条
第
十
二
項
の
規
定
に
よ
り
基
準
日
と
み
な
さ
れ
る
日
を
含
む
。
次
項

に
お
い
て
「
基
準
日
」
と
い
う
。）の
属
す
る
月
の
標
準
報
酬
月
額
が
十
六
万
円
未
満
の
被
保
険
者
で
あ
る
者
（
新
健

康
保
険
法
施
行
令
第
四
十
二
条
第
十
一
項
第
四
号
に
掲
げ
る
者
を
除
く
。）に
該
当
し
て
い
る
こ
と
に
つ
き
保
険
者
の

確
認
を
受
け
て
い
る
者
に
つ
い
て
は
、
第
二
号
新
健
康
保
険
法
施
行
令
第
四
十
二
条
第
十
一
項
（
第
四
号
に
係
る
部

分
に
限
る
。）の
規
定
の
例
に
よ
る
高
額
療
養
費
算
定
基
準
額
を
用
い
て
、
当
該
高
額
療
養
費
を
算
定
す
る
も
の
と
す

る
。

２

保
険
者
は
、
新
健
康
保
険
法
施
行
令
第
四
十
一
条
の
三
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
被
保
険
者
に
対
し
、
高
額
療
養

費
を
支
給
す
る
場
合
に
お
い
て
、
基
準
日
の
属
す
る
月
の
標
準
報
酬
月
額
が
十
六
万
円
未
満
の
被
保
険
者
で
あ
る
者

（
新
健
康
保
険
法
施
行
令
第
四
十
二
条
第
十
二
項
第
四
号
又
は
第
五
号
に
掲
げ
る
者
を
除
く
。）に
該
当
し
て
い
る
こ

と
に
つ
き
保
険
者
の
確
認
を
受
け
て
い
る
者
に
つ
い
て
は
、
第
二
号
新
健
康
保
険
法
施
行
令
第
四
十
二
条
第
十
二
項

（
第
四
号
に
係
る
部
分
に
限
る
。）の
規
定
の
例
に
よ
る
七
十
歳
以
上
年
間
高
額
療
養
費
算
定
基
準
額
を
用
い
て
、
当

該
高
額
療
養
費
を
算
定
す
る
も
の
と
す
る
。

３

前
二
項
の
確
認
は
、
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
新
健
康
保
険
法
施
行
令
第
四
十
一
条
の
三
の
規

定
に
よ
る
高
額
療
養
費
の
支
給
を
受
け
る
者
の
申
請
に
よ
り
、
又
は
職
権
で
保
険
者
が
行
う
も
の
と
す
る
。





令和年月日 水曜日 (号外第号)官 報
２

協
会
は
、
新
船
員
保
険
法
施
行
令
第
八
条
の
三
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
被
保
険
者
に
対
し
、
高
額
療
養
費
を
支

給
す
る
場
合
に
お
い
て
、
基
準
日
の
属
す
る
月
の
標
準
報
酬
月
額
が
十
六
万
円
未
満
の
被
保
険
者
で
あ
る
者
（
新
船

員
保
険
法
施
行
令
第
九
条
第
十
二
項
第
四
号
又
は
第
五
号
に
掲
げ
る
者
を
除
く
。）に
該
当
し
て
い
る
こ
と
に
つ
き
協

会
の
確
認
を
受
け
て
い
る
者
に
つ
い
て
は
、
第
二
号
新
船
員
保
険
法
施
行
令
第
九
条
第
十
二
項
（
第
四
号
に
係
る
部

分
に
限
る
。）の
規
定
の
例
に
よ
る
七
十
歳
以
上
年
間
高
額
療
養
費
算
定
基
準
額
を
用
い
て
、
当
該
高
額
療
養
費
を
算

定
す
る
も
の
と
す
る
。

３

前
二
項
の
確
認
は
、
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
新
船
員
保
険
法
施
行
令
第
八
条
の
三
の
規
定
に

よ
る
高
額
療
養
費
の
支
給
を
受
け
る
者
の
申
請
に
よ
り
、
又
は
職
権
で
協
会
が
行
う
も
の
と
す
る
。

（
国
民
健
康
保
険
法
施
行
令
の
一
部
改
正
に
伴
う
経
過
措
置
）

第
二
十
三
条

新
国
民
健
康
保
険
法
施
行
令
第
二
十
九
条
の
四
第
十
項
に
規
定
す
る
国
民
健
康
保
険
の
世
帯
主
等
で
な

く
な
っ
た
日
が
令
和
八
年
八
月
一
日
で
あ
る
場
合
に
お
け
る
同
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
項
中
「
国
民
健

康
保
険
の
世
帯
主
等
で
な
く
な
つ
た
日
（
計
算
期
間
に
お
い
て
当
該
世
帯
に
お
け
る
国
民
健
康
保
険
の
世
帯
主
等
で

な
く
な
つ
た
日
が
複
数
あ
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
当
該
世
帯
に
お
け
る
国
民
健
康
保
険
の
世
帯
主
等
で
な
く
な
つ
た

日
の
う
ち
最
も
遅
い
日
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。）の
前
日
」
と
あ
る
の
は
、「
国
民
健
康
保
険
の
世
帯
主
等
で

な
く
な
つ
た
日
」
と
す
る
。

第
二
十
四
条

施
行
日
前
に
行
わ
れ
た
療
養
に
係
る
国
民
健
康
保
険
法
の
規
定
に
よ
る
高
額
療
養
費
の
支
給
に
つ
い
て

は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

２

施
行
日
か
ら
第
二
号
施
行
日
の
前
日
ま
で
の
間
に
行
わ
れ
た
療
養
に
係
る
国
民
健
康
保
険
法
の
規
定
に
よ
る
高
額

療
養
費
の
支
給
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

第
二
十
五
条

市
町
村
又
は
組
合
は
、
新
国
民
健
康
保
険
法
施
行
令
第
二
十
九
条
の
二
の
三
第
一
項
（
同
条
第
三
項
に

お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）の
規
定
に
よ
り
、
世
帯
主
等
に
対
し
、高
額
療
養
費
を
支
給
す
る
場
合
に
お
い
て
、

新
国
民
健
康
保
険
法
施
行
令
第
二
十
九
条
の
二
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
基
準
日
（
新
国
民
健
康
保
険
法
施
行
令
第

二
十
九
条
の
四
第
十
項
の
規
定
に
よ
り
基
準
日
と
み
な
さ
れ
る
日
を
含
む
。
以
下
こ
の
項
及
び
次
項
に
お
い
て
「
基

準
日
」
と
い
う
。）の
属
す
る
月
に
お
け
る
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
日
に
お
い
て
当
該
世
帯
主
等
と
同
一
の
世
帯
に

属
す
る
全
て
の
被
保
険
者
に
つ
い
て
基
準
日
の
属
す
る
年
の
前
々
年
（
新
国
民
健
康
保
険
法
施
行
令
第
二
十
九
条
の

四
第
十
項
の
規
定
に
よ
り
八
月
一
日
か
ら
十
二
月
三
十
一
日
ま
で
の
い
ず
れ
か
の
日
を
基
準
日
と
み
な
し
た
場
合
に

あ
っ
て
は
当
該
基
準
日
と
み
な
し
た
日
の
属
す
る
年
の
前
年
）
の
基
準
所
得
額
を
合
算
し
た
額
が
八
十
六
万
円
以
下

の
場
合
（
新
国
民
健
康
保
険
法
施
行
令
第
二
十
九
条
の
三
第
十
二
項
第
四
号
に
掲
げ
る
場
合
を
除
く
。）に
該
当
し
て

い
る
こ
と
に
つ
き
市
町
村
又
は
組
合
の
確
認
を
受
け
て
い
る
場
合
に
つ
い
て
は
、
第
二
号
新
国
民
健
康
保
険
法
施
行

令
第
二
十
九
条
の
三
第
十
二
項
（
第
四
号
に
係
る
部
分
に
限
る
。）の
規
定
の
例
に
よ
る
高
額
療
養
費
算
定
基
準
額
を

用
い
て
、
当
該
高
額
療
養
費
を
算
定
す
る
も
の
と
す
る
。

２

市
町
村
又
は
組
合
は
、
新
国
民
健
康
保
険
法
施
行
令
第
二
十
九
条
の
二
の
三
第
二
項
（
同
条
第
三
項
に
お
い
て
準

用
す
る
場
合
を
含
む
。）の
規
定
に
よ
り
、
世
帯
主
等
に
対
し
、
高
額
療
養
費
を
支
給
す
る
場
合
に
お
い
て
、
基
準
日

に
お
け
る
国
民
健
康
保
険
法
第
四
十
二
条
第
一
項
第
四
号
に
規
定
す
る
所
得
の
額
が
二
十
八
万
円
未
満
の
者
で
あ
る

場
合
（
新
国
民
健
康
保
険
法
施
行
令
第
二
十
九
条
の
三
第
十
四
項
第
四
号
又
は
第
五
号
に
掲
げ
る
場
合
を
除
く
。）に

該
当
し
て
い
る
こ
と
に
つ
き
市
町
村
又
は
組
合
の
確
認
を
受
け
て
い
る
場
合
に
つ
い
て
は
、
第
二
号
新
国
民
健
康
保

険
法
施
行
令
第
二
十
九
条
の
三
第
十
四
項
（
第
四
号
に
係
る
部
分
に
限
る
。）の
規
定
の
例
に
よ
る
七
十
歳
以
上
年
間

高
額
療
養
費
算
定
基
準
額
を
用
い
て
、
当
該
高
額
療
養
費
を
算
定
す
る
も
の
と
す
る
。

３

前
二
項
の
確
認
は
、
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
新
国
民
健
康
保
険
法
施
行
令
第
二
十
九
条
の
二

の
三
の
規
定
に
よ
る
高
額
療
養
費
の
支
給
を
受
け
る
者
の
申
請
に
よ
り
、
又
は
職
権
で
市
町
村
又
は
組
合
が
行
う
も

の
と
す
る
。

（
国
家
公
務
員
共
済
組
合
法
施
行
令
の
一
部
改
正
に
伴
う
経
過
措
置
）

第
二
十
九
条

新
国
共
済
法
施
行
令
第
十
一
条
の
三
の
六
第
十
三
項
に
規
定
す
る
資
格
を
喪
失
し
た
日
が
令
和
八
年
八

月
一
日
で
あ
る
場
合
に
お
け
る
同
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
項
中
「
当
該
資
格
を
喪
失
し
た
日
（
計
算
期

間
に
お
い
て
当
該
資
格
を
喪
失
し
た
日
が
複
数
あ
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
当
該
資
格
を
喪
失
し
た
日
の
う
ち
最
も
遅

い
日
）
の
前
日
」
と
あ
る
の
は
、「
当
該
資
格
を
喪
失
し
た
日
」
と
す
る
。

第
三
十
条

施
行
日
前
に
行
わ
れ
た
療
養
に
係
る
国
家
公
務
員
共
済
組
合
法
の
規
定
に
よ
る
高
額
療
養
費
の
支
給
に
つ

い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

２

施
行
日
か
ら
第
二
号
施
行
日
の
前
日
ま
で
の
間
に
行
わ
れ
た
療
養
に
係
る
国
家
公
務
員
共
済
組
合
法
の
規
定
に
よ

る
高
額
療
養
費
の
支
給
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

第
三
十
一
条

組
合
は
、
新
国
共
済
法
施
行
令
第
十
一
条
の
三
の
四
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
組
合
員
に
対
し
、

高
額
療
養
費
を
支
給
す
る
場
合
に
お
い
て
、
新
国
共
済
法
施
行
令
第
十
一
条
の
三
の
四
第
一
項
た
だ
し
書
に
規
定
す

る
基
準
日（
新
国
共
済
法
施
行
令
第
十
一
条
の
三
の
六
第
十
三
項
の
規
定
に
よ
り
基
準
日
と
み
な
さ
れ
る
日
を
含
む
。

次
項
に
お
い
て
「
基
準
日
」と
い
う
。）が
属
す
る
月
の
標
準
報
酬
の
月
額
が
十
六
万
円
未
満
の
組
合
員
で
あ
る
者（
新

国
共
済
法
施
行
令
第
十
一
条
の
三
の
五
第
十
一
項
第
四
号
に
掲
げ
る
者
を
除
く
。）に
該
当
し
て
い
る
こ
と
に
つ
き
組

合
の
確
認
を
受
け
て
い
る
者
に
つ
い
て
は
、
第
二
号
新
国
共
済
法
施
行
令
第
十
一
条
の
三
の
五
第
十
一
項
（
第
四
号

に
係
る
部
分
に
限
る
。）の
規
定
の
例
に
よ
る
高
額
療
養
費
算
定
基
準
額
を
用
い
て
、
当
該
高
額
療
養
費
を
算
定
す
る

も
の
と
す
る
。

２

組
合
は
、
新
国
共
済
法
施
行
令
第
十
一
条
の
三
の
四
の
二
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
組
合
員
に
対
し
、
高
額
療
養

費
を
支
給
す
る
場
合
に
お
い
て
、
基
準
日
が
属
す
る
月
の
標
準
報
酬
の
月
額
が
十
六
万
円
未
満
の
組
合
員
で
あ
る
者

（
新
国
共
済
法
施
行
令
第
十
一
条
の
三
の
五
第
十
二
項
第
四
号
又
は
第
五
号
に
掲
げ
る
者
を
除
く
。）に
該
当
し
て
い

る
こ
と
に
つ
き
組
合
の
確
認
を
受
け
て
い
る
者
に
つ
い
て
は
、
第
二
号
新
国
共
済
法
施
行
令
第
十
一
条
の
三
の
五
第

十
二
項
（
第
四
号
に
係
る
部
分
に
限
る
。）の
規
定
の
例
に
よ
る
七
十
歳
以
上
年
間
高
額
療
養
費
算
定
基
準
額
を
用
い

て
、
当
該
高
額
療
養
費
を
算
定
す
る
も
の
と
す
る
。

３

前
二
項
の
確
認
は
、
財
務
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
新
国
共
済
法
施
行
令
第
十
一
条
の
三
の
四
の
二
の
規

定
に
よ
る
高
額
療
養
費
の
支
給
を
受
け
る
者
の
申
請
に
よ
り
、
又
は
職
権
で
組
合
が
行
う
も
の
と
す
る
。

（
高
齢
者
の
医
療
の
確
保
に
関
す
る
法
律
施
行
令
の
一
部
改
正
に
伴
う
経
過
措
置
）

第
二
十
六
条

新
高
齢
者
医
療
確
保
法
施
行
令
第
十
六
条
第
七
項
に
規
定
す
る
資
格
を
喪
失
し
た
日
が
令
和
八
年
八
月

一
日
で
あ
る
場
合
に
お
け
る
同
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
項
中
「
当
該
日
の
前
日
」
と
あ
る
の
は
、「
当
該

日
」
と
す
る
。

第
二
十
七
条

施
行
日
前
に
行
わ
れ
た
療
養
に
係
る
高
齢
者
の
医
療
の
確
保
に
関
す
る
法
律
の
規
定
に
よ
る
高
額
療
養

費
の
支
給
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

２

施
行
日
か
ら
第
二
号
施
行
日
の
前
日
ま
で
の
間
に
行
わ
れ
た
療
養
に
係
る
高
齢
者
の
医
療
の
確
保
に
関
す
る
法
律

の
規
定
に
よ
る
高
額
療
養
費
の
支
給
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

第
二
十
八
条

後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
が
、
新
高
齢
者
医
療
確
保
法
施
行
令
第
十
四
条
の
三
第
一
項
（
同
条
第
三

項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。）の
規
定
に
よ
り
、
被
保
険
者
に
対
し
、
高
額

療
養
費
を
支
給
す
る
場
合
に
お
い
て
、
新
高
齢
者
医
療
確
保
法
施
行
令
第
十
四
条
の
二
第
一
項
た
だ
し
書
に
規
定
す

る
基
準
日
（
新
高
齢
者
医
療
確
保
法
施
行
令
第
十
六
条
第
七
項
の
規
定
に
よ
り
基
準
日
と
み
な
さ
れ
る
日
を
含
む
。）

に
お
い
て
療
養
の
給
付
を
受
け
る
こ
と
と
し
た
場
合
に
高
齢
者
の
医
療
の
確
保
に
関
す
る
法
律
第
六
十
七
条
第
一
項

第
一
号
の
規
定
が
適
用
さ
れ
る
者
（
新
高
齢
者
医
療
確
保
法
施
行
令
第
十
五
条
第
九
項
第
四
号
又
は
第
五
号
に
掲
げ

る
者
を
除
く
。）に
該
当
し
て
い
る
こ
と
に
つ
き
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
の
確
認
を
受
け
て
い
る
者
に
つ
い
て

は
、
第
二
号
新
高
齢
者
医
療
確
保
法
施
行
令
第
十
五
条
第
九
項
（
第
四
号
に
係
る
部
分
に
限
る
。）の
規
定
の
例
に
よ

る
高
額
療
養
費
算
定
基
準
額
を
用
い
て
、
当
該
高
額
療
養
費
を
算
定
す
る
も
の
と
す
る
。

２

前
項
の
規
定
は
、
新
高
齢
者
医
療
確
保
法
施
行
令
第
十
四
条
の
三
第
四
項
（
同
条
第
五
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場

合
を
含
む
。
次
項
に
お
い
て
同
じ
。）の
規
定
に
よ
り
、
同
条
第
四
項
に
規
定
す
る
被
保
険
者
で
あ
っ
た
者
に
対
し
、

高
額
療
養
費
を
支
給
す
る
場
合
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
前
項
中
「
基
準
日
（
新
高
齢
者
医
療

確
保
法
施
行
令
第
十
六
条
第
七
項
の
規
定
に
よ
り
基
準
日
と
み
な
さ
れ
る
日
を
含
む
。）」
と
あ
る
の
は
、「
計
算
期
間

に
最
後
に
被
保
険
者
の
資
格
を
喪
失
し
た
日
の
前
日
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

３

第
一
項
（
前
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）の
確
認
は
、
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
新

高
齢
者
医
療
確
保
法
施
行
令
第
十
四
条
の
三
第
一
項
若
し
く
は
第
四
項
の
規
定
に
よ
る
高
額
療
養
費
の
支
給
を
受
け

る
者
の
申
請
に
よ
り
、
又
は
職
権
で
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
が
行
う
も
の
と
す
る
。

（
地
方
公
務
員
等
共
済
組
合
法
施
行
令
の
一
部
改
正
に
伴
う
経
過
措
置
）

第
三
十
二
条

新
地
共
済
法
施
行
令
第
二
十
三
条
の
三
の
五
第
十
三
項
に
規
定
す
る
資
格
を
喪
失
し
た
日
が
令
和
八
年

八
月
一
日
で
あ
る
場
合
に
お
け
る
同
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
項
中
「
当
該
資
格
を
喪
失
し
た
日
（
計
算

期
間
に
お
い
て
当
該
資
格
を
喪
失
し
た
日
が
複
数
あ
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
当
該
資
格
を
喪
失
し
た
日
の
う
ち
最
も

遅
い
日
）
の
前
日
」
と
あ
る
の
は
、「
当
該
資
格
を
喪
失
し
た
日
」
と
す
る
。


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（
防
衛
省
の
職
員
の
給
与
等
に
関
す
る
法
律
施
行
令
の
一
部
改
正
に
伴
う
経
過
措
置
）

第
三
十
八
条

第
十
五
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
防
衛
省
の
職
員
の
給
与
等
に
関
す
る
法
律
施
行
令
（
附
則
第
四
十

条
に
お
い
て
「
新
防
衛
省
職
員
給
与
法
施
行
令
」
と
い
う
。）第
十
七
条
の
六
の
三
第
七
項
に
規
定
す
る
退
職
し
、
又

は
訓
練
招
集
等
の
期
間
を
終
了
し
た
日
が
令
和
八
年
八
月
一
日
で
あ
る
場
合
に
お
け
る
同
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い

て
は
、
同
項
中
「
退
職
し
、
又
は
訓
練
招
集
等
の
期
間
を
終
了
し
た
日
（
計
算
期
間
に
お
い
て
、
そ
の
者
が
、
退
職

し
、
又
は
訓
練
招
集
等
の
期
間
を
終
了
し
た
日
が
複
数
あ
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
当
該
退
職
し
、
又
は
訓
練
招
集
等

の
期
間
を
終
了
し
た
日
の
う
ち
最
も
遅
い
日
）
の
前
日
」
と
あ
る
の
は
、「
退
職
し
、
又
は
訓
練
招
集
等
の
期
間
を
終

了
し
た
日
」
と
す
る
。

第
三
十
九
条

施
行
日
前
に
行
わ
れ
た
療
養
に
係
る
防
衛
省
の
職
員
の
給
与
等
に
関
す
る
法
律
の
規
定
に
よ
る
高
額
療

養
費
の
支
給
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

２

施
行
日
か
ら
第
二
号
施
行
日
の
前
日
ま
で
の
間
に
行
わ
れ
た
療
養
に
係
る
防
衛
省
の
職
員
の
給
与
等
に
関
す
る
法

律
の
規
定
に
よ
る
高
額
療
養
費
の
支
給
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

第
四
十
条

防
衛
大
臣
又
は
そ
の
委
任
を
受
け
た
者
は
、
新
防
衛
省
職
員
給
与
法
施
行
令
第
十
七
条
の
六
の
二
の
規
定

に
よ
り
、
自
衛
官
等
（
防
衛
省
の
職
員
の
給
与
等
に
関
す
る
法
律
施
行
令
第
十
七
条
の
三
第
一
項
に
規
定
す
る
自
衛

官
等
を
い
う
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。）に
対
し
、
高
額
療
養
費
を
支
給
す
る
場
合
に
お
い
て
、
新
防
衛
省
職

員
給
与
法
施
行
令
第
十
七
条
の
六
の
二
に
規
定
す
る
基
準
日
（
新
防
衛
省
職
員
給
与
法
施
行
令
第
十
七
条
の
六
の
三

第
七
項
の
規
定
に
よ
り
基
準
日
と
み
な
さ
れ
る
日
を
含
む
。）の
属
す
る
月
の
標
準
報
酬
の
月
額
が
十
六
万
円
未
満
の

自
衛
官
等
で
あ
る
者
（
新
防
衛
省
職
員
給
与
法
施
行
令
第
十
七
条
の
六
の
二
の
二
第
六
項
第
四
号
に
掲
げ
る
者
を
除

く
。）に
該
当
し
て
い
る
こ
と
に
つ
き
防
衛
大
臣
又
は
そ
の
委
任
を
受
け
た
者
の
確
認
を
受
け
て
い
る
者
に
つ
い
て

は
、
第
二
号
新
防
衛
省
職
員
給
与
法
施
行
令
第
十
七
条
の
六
の
二
の
二
第
六
項
（
第
四
号
に
係
る
部
分
に
限
る
。）の

規
定
の
例
に
よ
る
高
額
療
養
費
算
定
基
準
額
を
用
い
て
、
当
該
高
額
療
養
費
を
算
定
す
る
も
の
と
す
る
。

２

前
項
の
確
認
は
、
防
衛
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
新
防
衛
省
職
員
給
与
法
施
行
令
第
十
七
条
の
六
の
二
の

規
定
に
よ
る
高
額
療
養
費
の
支
給
を
受
け
る
者
の
申
請
に
よ
り
、
又
は
職
権
で
防
衛
大
臣
又
は
そ
の
委
任
を
受
け
た

者
が
行
う
も
の
と
す
る
。

（
独
立
行
政
法
人
日
本
ス
ポ
ー
ツ
振
興
セ
ン
タ
ー
法
施
行
令
の
一
部
改
正
に
伴
う
経
過
措
置
）

第
四
十
一
条

施
行
日
前
に
行
わ
れ
た
療
養
に
係
る
独
立
行
政
法
人
日
本
ス
ポ
ー
ツ
振
興
セ
ン
タ
ー
法
の
規
定
に
よ
る

医
療
費
の
支
給
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

２

施
行
日
か
ら
第
二
号
施
行
日
の
前
日
ま
で
の
間
に
行
わ
れ
た
療
養
に
係
る
独
立
行
政
法
人
日
本
ス
ポ
ー
ツ
振
興
セ

ン
タ
ー
法
の
規
定
に
よ
る
医
療
費
の
支
給
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

第
三
十
三
条

施
行
日
前
に
行
わ
れ
た
療
養
に
係
る
地
方
公
務
員
等
共
済
組
合
法
の
規
定
に
よ
る
高
額
療
養
費
の
支
給

に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

２

施
行
日
か
ら
第
二
号
施
行
日
の
前
日
ま
で
の
間
に
行
わ
れ
た
療
養
に
係
る
地
方
公
務
員
等
共
済
組
合
法
の
規
定
に

よ
る
高
額
療
養
費
の
支
給
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

第
三
十
四
条

組
合
は
、
新
地
共
済
法
施
行
令
第
二
十
三
条
の
三
の
三
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、組
合
員
に
対
し
、

高
額
療
養
費
を
支
給
す
る
場
合
に
お
い
て
、
新
地
共
済
法
施
行
令
第
二
十
三
条
の
三
の
三
第
一
項
た
だ
し
書
に
規
定

す
る
基
準
日
（
新
地
共
済
法
施
行
令
第
二
十
三
条
の
三
の
五
第
十
三
項
の
規
定
に
よ
り
基
準
日
と
み
な
さ
れ
る
日
を

含
む
。
次
項
に
お
い
て
「
基
準
日
」
と
い
う
。）が
属
す
る
月
の
標
準
報
酬
の
月
額
が
十
六
万
円
未
満
の
組
合
員
で
あ

る
者
（
新
地
共
済
法
施
行
令
第
二
十
三
条
の
三
の
四
第
十
一
項
第
四
号
に
掲
げ
る
者
を
除
く
。）に
該
当
し
て
い
る
こ

と
に
つ
き
組
合
の
確
認
を
受
け
て
い
る
者
に
つ
い
て
は
、
第
二
号
新
地
共
済
法
施
行
令
第
二
十
三
条
の
三
の
四
第
十

一
項
（
第
四
号
に
係
る
部
分
に
限
る
。）の
規
定
の
例
に
よ
る
高
額
療
養
費
算
定
基
準
額
を
用
い
て
、
当
該
高
額
療
養

費
を
算
定
す
る
も
の
と
す
る
。

２

組
合
は
、
新
地
共
済
法
施
行
令
第
二
十
三
条
の
三
の
三
の
二
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
組
合
員
に
対
し
、
高
額
療

養
費
を
支
給
す
る
場
合
に
お
い
て
、
基
準
日
が
属
す
る
月
の
標
準
報
酬
の
月
額
が
十
六
万
円
未
満
の
組
合
員
で
あ
る

者
（
新
地
共
済
法
施
行
令
第
二
十
三
条
の
三
の
四
第
十
二
項
第
四
号
又
は
第
五
号
に
掲
げ
る
者
を
除
く
。）に
該
当
し

て
い
る
こ
と
に
つ
き
組
合
の
確
認
を
受
け
て
い
る
者
に
つ
い
て
は
、
第
二
号
新
地
共
済
法
施
行
令
第
二
十
三
条
の
三

の
四
第
十
二
項
（
第
四
号
に
係
る
部
分
に
限
る
。）の
規
定
の
例
に
よ
る
七
十
歳
以
上
年
間
高
額
療
養
費
算
定
基
準
額

を
用
い
て
、
当
該
高
額
療
養
費
を
算
定
す
る
も
の
と
す
る
。

３

前
二
項
の
確
認
は
、
地
方
公
務
員
等
共
済
組
合
法
第
百
四
十
四
条
の
二
十
九
第
一
項
に
規
定
す
る
主
務
省
令
で
定

め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
新
地
共
済
法
施
行
令
第
二
十
三
条
の
三
の
三
の
二
の
規
定
に
よ
る
高
額
療
養
費
の
支
給
を
受

け
る
者
の
申
請
に
よ
り
、
又
は
職
権
で
組
合
が
行
う
も
の
と
す
る
。

（
私
立
学
校
教
職
員
共
済
法
施
行
令
の
一
部
改
正
に
伴
う
経
過
措
置
）

第
三
十
五
条

新
私
学
共
済
法
施
行
令
第
六
条
に
お
い
て
準
用
す
る
新
国
共
済
法
施
行
令
第
十
一
条
の
三
の
六
第
十
三

項
に
規
定
す
る
資
格
を
喪
失
し
た
日
が
令
和
八
年
八
月
一
日
で
あ
る
場
合
に
お
け
る
同
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て

は
、
同
項
中
「
当
該
資
格
を
喪
失
し
た
日
（
計
算
期
間
に
お
い
て
当
該
資
格
を
喪
失
し
た
日
が
複
数
あ
る
場
合
に
あ

つ
て
は
、
当
該
資
格
を
喪
失
し
た
日
の
う
ち
最
も
遅
い
日
）
の
前
日
」
と
あ
る
の
は
、「
当
該
資
格
を
喪
失
し
た
日
」

と
す
る
。

第
三
十
六
条

施
行
日
前
に
行
わ
れ
た
療
養
に
係
る
私
立
学
校
教
職
員
共
済
法
の
規
定
に
よ
る
高
額
療
養
費
の
支
給
に

つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

２

施
行
日
か
ら
第
二
号
施
行
日
の
前
日
ま
で
の
間
に
行
わ
れ
た
療
養
に
係
る
私
立
学
校
教
職
員
共
済
法
の
規
定
に
よ

る
高
額
療
養
費
の
支
給
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

第
三
十
七
条

事
業
団
は
、
新
私
学
共
済
法
施
行
令
第
六
条
に
お
い
て
準
用
す
る
新
国
共
済
法
施
行
令
第
十
一
条
の
三

の
四
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
加
入
者
に
対
し
、
高
額
療
養
費
を
支
給
す
る
場
合
に
お
い
て
、
新
私
学
共
済
法

施
行
令
第
六
条
に
お
い
て
準
用
す
る
新
国
共
済
法
施
行
令
第
十
一
条
の
三
の
四
第
一
項
た
だ
し
書
に
規
定
す
る
基
準

日
（
新
私
学
共
済
法
施
行
令
第
六
条
に
お
い
て
準
用
す
る
新
国
共
済
法
施
行
令
第
十
一
条
の
三
の
六
第
十
三
項
の
規

定
に
よ
り
基
準
日
と
み
な
さ
れ
る
日
を
含
む
。
次
項
に
お
い
て
「
基
準
日
」
と
い
う
。）が
属
す
る
月
の
標
準
報
酬
月

額
が
十
六
万
円
未
満
の
加
入
者
で
あ
る
者
（
新
私
学
共
済
法
施
行
令
第
六
条
に
お
い
て
準
用
す
る
新
国
共
済
法
施
行

令
第
十
一
条
の
三
の
五
第
十
一
項
第
四
号
に
掲
げ
る
者
を
除
く
。）に
該
当
し
て
い
る
こ
と
に
つ
き
事
業
団
の
確
認
を

受
け
て
い
る
者
に
つ
い
て
は
、
第
二
号
新
私
学
共
済
法
施
行
令
第
六
条
に
お
い
て
準
用
す
る
第
二
号
新
国
共
済
法
施

行
令
第
十
一
条
の
三
の
五
第
十
一
項
（
第
四
号
に
係
る
部
分
に
限
る
。）の
規
定
の
例
に
よ
る
高
額
療
養
費
算
定
基
準

額
を
用
い
て
、
当
該
高
額
療
養
費
を
算
定
す
る
も
の
と
す
る
。

２

事
業
団
は
、
新
私
学
共
済
法
施
行
令
第
六
条
に
お
い
て
準
用
す
る
新
国
共
済
法
施
行
令
第
十
一
条
の
三
の
四
の
二

第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
加
入
者
に
対
し
、
高
額
療
養
費
を
支
給
す
る
場
合
に
お
い
て
、
基
準
日
が
属
す
る
月
の
標

準
報
酬
月
額
が
十
六
万
円
未
満
の
加
入
者
で
あ
る
者
（
新
私
学
共
済
法
施
行
令
第
六
条
に
お
い
て
準
用
す
る
新
国
共

済
法
施
行
令
第
十
一
条
の
三
の
五
第
十
二
項
第
四
号
又
は
第
五
号
に
掲
げ
る
者
を
除
く
。）に
該
当
し
て
い
る
こ
と
に

つ
き
事
業
団
の
確
認
を
受
け
て
い
る
者
に
つ
い
て
は
、
第
二
号
新
私
学
共
済
法
施
行
令
第
六
条
に
お
い
て
準
用
す
る

第
二
号
新
国
共
済
法
施
行
令
第
十
一
条
の
三
の
五
第
十
二
項
（
第
四
号
に
係
る
部
分
に
限
る
。）の
規
定
の
例
に
よ
る

七
十
歳
以
上
年
間
高
額
療
養
費
算
定
基
準
額
を
用
い
て
、
当
該
高
額
療
養
費
を
算
定
す
る
も
の
と
す
る
。

３

前
二
項
の
確
認
は
、
文
部
科
学
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
新
私
学
共
済
法
施
行
令
第
六
条
に
お
い
て
準
用

す
る
新
国
共
済
法
施
行
令
第
十
一
条
の
三
の
四
の
二
の
規
定
に
よ
る
高
額
療
養
費
の
支
給
を
受
け
る
者
の
申
請
に
よ

り
、
又
は
職
権
で
事
業
団
が
行
う
も
の
と
す
る
。

（
中
国
残
留
邦
人
等
の
円
滑
な
帰
国
の
促
進
並
び
に
永
住
帰
国
し
た
中
国
残
留
邦
人
等
及
び
特
定
配
偶
者
の
自
立
の

支
援
に
関
す
る
法
律
施
行
令
の
一
部
改
正
）

第
四
十
二
条

中
国
残
留
邦
人
等
の
円
滑
な
帰
国
の
促
進
並
び
に
永
住
帰
国
し
た
中
国
残
留
邦
人
等
及
び
特
定
配
偶
者

の
自
立
の
支
援
に
関
す
る
法
律
施
行
令
（
平
成
八
年
政
令
第
十
八
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
十
二
条
第
十
三
号
中
「
及
び
第
三
項
」
を
「
、
第
三
項
及
び
第
十
項
か
ら
第
十
二
項
ま
で
」
に
改
め
、
同
条

第
十
七
号
中
「
及
び
第
十
七
条
の
六
の
二
第
一
項
」
を
「
並
び
に
第
十
七
条
の
六
の
二
の
二
第
一
項
及
び
第
六
項
」

に
改
め
、
同
条
第
十
八
号
か
ら
第
二
十
号
ま
で
の
規
定
中
「
及
び
第
三
項
」
を
「
、
第
三
項
及
び
第
十
項
か
ら
第
十

二
項
ま
で
」
に
改
め
、
同
条
第
二
十
四
号
中
「
第
十
五
条
第
一
項
」
の
下
に
「
、
第
八
項
及
び
第
九
項
」を
加
え
る
。

（
介
護
保
険
法
施
行
令
の
一
部
改
正
）

第
四
十
三
条

介
護
保
険
法
施
行
令
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
十
二
条
の
三
第
二
項
第
七
号
ロ
中
「
第
四
十
四
条
第
二
項
」
を
「
第
四
十
四
条
第
六
項
」
に
改
め
、
同
条
第

六
項
第
三
号
ヘ
中
「
第
十
五
条
第
一
項
第
六
号
」
を
「
第
十
五
条
第
一
項
第
十
四
号
」
に
改
め
る
。

内
閣
総
理
大
臣

高
市

早
苗

総
務
大
臣

林

芳
正

財
務
大
臣

片
山
さ
つ
き

文
部
科
学
大
臣

松
本

洋
平

厚
生
労
働
大
臣

上
野
賢
一
郎

防
衛
大
臣

小
泉
進
次
郎





健
康
保
険
法
施
行
規
則
等
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令

（
健
康
保
険
法
施
行
規
則
の
一
部
改
正
）

第
一
条

健
康
保
険
法
施
行
規
則
（
大
正
十
五
年
内
務
省
令
第
三
十
六
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

次
の
表
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

後

改

正

前

（
資
格
確
認
書
の
交
付
等
）

（
資
格
確
認
書
の
交
付
等
）

第
四
十
七
条

（
略
）

第
四
十
七
条

（
略
）

２
〜
６

（
略
）

２
〜
６

（
略
）

７

第
三
十
六
条
及
び
こ
の
節
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
次
に
掲
げ
る
場
合
は
資
格
確
認
書
の
交
付
そ
の
他
の
手

続
に
つ
い
て
、
事
業
主
を
経
由
せ
ず
行
う
も
の
と
す
る
。

７

第
三
十
六
条
及
び
こ
の
節
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
次
に
掲
げ
る
場
合
は
資
格
確
認
書
の
交
付
そ
の
他
の
手

続
に
つ
い
て
、
事
業
主
を
経
由
せ
ず
行
う
も
の
と
す
る
。

一

（
略
）

一

（
略
）

二

令
第
四
十
三
条
第
一
項
第
一
号
イ
、
ロ
、
ハ
若
し
く
は
ニ
、
第
二
号
ハ
若
し
く
は
ニ
若
し
く
は
第
三
号
ハ

若
し
く
は
ニ
の
規
定
に
よ
る
保
険
者
の
認
定
又
は
同
条
第
三
項
若
し
く
は
第
四
項
の
規
定
に
よ
る
保
険
者
の

認
定
（
令
第
四
十
二
条
第
二
項
第
一
号
か
ら
第
四
号
ま
で
の
い
ず
れ
か
に
掲
げ
る
区
分
に
該
当
す
る
者
に
対

し
て
行
わ
れ
る
も
の
に
限
る
。）（
第
百
三
条
の
七
に
お
い
て
「
限
度
額
適
用
認
定
」
と
い
う
。）に
係
る
情
報

を
資
格
確
認
書
に
記
載
し
た
場
合
（
申
請
者
が
第
百
三
条
の
七
第
四
項
の
意
思
を
表
示
し
た
場
合
を
除
く
。）

二

令
第
四
十
三
条
第
一
項
第
一
号
イ
、
ロ
、
ハ
若
し
く
は
ニ
、
第
二
号
ハ
若
し
く
は
ニ
若
し
く
は
第
三
号
ハ

若
し
く
は
ニ
の
規
定
に
よ
る
保
険
者
の
認
定
又
は
同
条
第
三
項
若
し
く
は
第
四
項
の
規
定
に
よ
る
保
険
者
の

認
定
（
令
第
四
十
二
条
第
二
項
第
一
号
か
ら
第
四
号
ま
で
の
い
ず
れ
か
に
掲
げ
る
区
分
に
該
当
す
る
者
に
対

し
て
行
わ
れ
る
も
の
に
限
る
。）（
第
百
三
条
の
二
に
お
い
て
「
限
度
額
適
用
認
定
」
と
い
う
。）に
係
る
情
報

を
資
格
確
認
書
に
記
載
し
た
場
合
（
申
請
者
が
第
百
三
条
の
二
第
四
項
の
意
思
を
表
示
し
た
場
合
を
除
く
。）

三

令
第
四
十
三
条
第
一
項
第
一
号
ホ
、
第
二
号
ホ
若
し
く
は
ヘ
、
第
三
号
ホ
若
し
く
は
ヘ
若
し
く
は
第
四
号

ロ
若
し
く
は
ハ
の
規
定
に
よ
る
保
険
者
の
認
定
又
は
同
条
第
三
項
若
し
く
は
第
四
項
の
規
定
に
よ
る
保
険
者

の
認
定
（
令
第
四
十
二
条
第
二
項
第
五
号
に
掲
げ
る
区
分
に
該
当
す
る
者
に
対
し
て
行
わ
れ
る
も
の
に
限

る
。）（
第
百
三
条
の
七
第
一
項
及
び
第
百
五
条
に
お
い
て
「
限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額
減
額
認
定
」
と
い

う
。）に
係
る
情
報
を
資
格
確
認
書
に
記
載
し
た
場
合
（
申
請
者
が
第
百
五
条
第
三
項
の
意
思
を
表
示
し
た
場

合
を
除
く
。）

三

令
第
四
十
三
条
第
一
項
第
一
号
ホ
、
第
二
号
ホ
若
し
く
は
ヘ
、
第
三
号
ホ
若
し
く
は
ヘ
若
し
く
は
第
四
号

ロ
の
規
定
に
よ
る
保
険
者
の
認
定
又
は
同
条
第
三
項
若
し
く
は
第
四
項
の
規
定
に
よ
る
保
険
者
の
認
定
（
令

第
四
十
二
条
第
二
項
第
五
号
に
掲
げ
る
区
分
に
該
当
す
る
者
に
対
し
て
行
わ
れ
る
も
の
に
限
る
。）（
第
百
三

条
の
二
第
一
項
及
び
第
百
五
条
に
お
い
て
「
限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額
減
額
認
定
」
と
い
う
。）に
係
る
情

報
を
資
格
確
認
書
に
記
載
し
た
場
合
（
申
請
者
が
第
百
五
条
第
三
項
の
意
思
を
表
示
し
た
場
合
を
除
く
。）

８

（
略
）

８

（
略
）

（
資
格
情
報
通
知
書
に
よ
る
通
知
）

（
資
格
情
報
通
知
書
に
よ
る
通
知
）

第
五
十
一
条
の
三

（
略
）

第
五
十
一
条
の
三

（
略
）

２

保
険
者
は
、
前
項
の
通
知
を
す
る
場
合
に
は
、次
の
各
号
に
掲
げ
る
事
項
を
併
せ
て
通
知
す
る
も
の
と
す
る
。

２

保
険
者
は
、
前
項
の
通
知
を
す
る
場
合
に
は
、次
の
各
号
に
掲
げ
る
事
項
を
併
せ
て
通
知
す
る
も
の
と
す
る
。

一

前
項
各
号
に
掲
げ
る
事
項
は
、
被
保
険
者
及
び
そ
の
被
扶
養
者
が
自
ら
の
資
格
に
係
る
情
報
を
確
認
す
る

た
め
に
通
知
す
る
も
の
で
あ
り
、
こ
れ
ら
の
事
項
の
提
示
の
み
で
は
保
険
医
療
機
関
等
（
法
第
六
十
三
条
第

三
項
各
号
に
掲
げ
る
病
院
又
は
診
療
所
を
い
う
。
第
百
三
条
の
七
第
五
項
及
び
第
六
項
、
第
百
五
条
第
四
項

一

前
項
各
号
に
掲
げ
る
事
項
は
、
被
保
険
者
及
び
そ
の
被
扶
養
者
が
自
ら
の
資
格
に
係
る
情
報
を
確
認
す
る

た
め
に
通
知
す
る
も
の
で
あ
り
、
こ
れ
ら
の
事
項
の
提
示
の
み
で
は
保
険
医
療
機
関
等
（
法
第
六
十
三
条
第

三
項
各
号
に
掲
げ
る
病
院
又
は
診
療
所
を
い
う
。
第
百
三
条
の
二
第
五
項
及
び
第
六
項
、
第
百
五
条
第
四
項

令和年月日 水曜日 (号外第号)官 報
３

第
一
項
の
規
定
に
よ
り
実
施
さ
れ
た
サ
ン
プ
リ
ン
グ
補
助
者
講
習
を
修
了
し
た
者
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
り
交
付
さ
れ
た
サ
ン
プ
リ
ン
グ
補
助
者
講
習
修
了
証
を
損
傷
し
、
又
は
滅
失
し
た
と
き
は
、
施
行
日
前
に
お
い
て
も
、
新
作
環
則

第
五
十
一
条
の
十
四
第
五
項
の
規
定
の
例
に
よ
り
、
サ
ン
プ
リ
ン
グ
補
助
者
講
習
修
了
証
の
再
交
付
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

４

前
条
第
二
項
の
登
録
を
受
け
た
者
は
、
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
サ
ン
プ
リ
ン
グ
補
助
者
講
習
を
実
施
し
た
場
合
に
は
、
施
行
日
前
に
お
い
て
も
、
新
作
環
則
第
五
十
一
条
の
二
十
二
及
び
第
五
十
一
条
の
二
十
四
第
二
項
の
規
定
の
例
に
よ

り
、
帳
簿
の
作
成
、
保
存
、
引
渡
し
及
び
引
継
ぎ
等
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
十
四
条

令
和
八
年
十
月
一
日
前
に
旧
作
環
則
第
五
条
第
一
項
第
二
号
若
し
く
は
第
三
号
に
該
当
す
る
者
又
は
第
五
条
の
二
の
規
定
に
よ
り
第
二
種
作
業
環
境
測
定
士
と
な
る
資
格
を
有
す
る
者
は
、
旧
デ
ザ
イ
ン
等
講
習
若
し
く
は
新
個
人

ば
く
露
測
定
講
習
（
附
則
第
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
実
施
さ
れ
る
も
の
を
含
む
。）を
修
了
し
た
場
合
又
は
新
作
環
則
第
五
条
の
二
の
二
の
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
者
に
該
当
す
る
場
合
に
は
、
附
則
第
十
条
第
一
項
若
し
く
は
作
環
法

第
七
条
又
は
附
則
第
十
条
第
二
項
若
し
く
は
新
作
環
則
第
九
条
第
二
項
及
び
第
三
項
の
規
定
の
例
に
よ
り
、
登
録
又
は
書
換
え
の
申
請
（
新
作
環
則
第
六
条
第
一
項
第
五
号
に
定
め
る
事
項
に
係
る
も
の
に
限
る
。）を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

〇
厚
生
労
働
省
令
第
百
十
七
号

健
康
保
険
法
施
行
令
等
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令
（
令
和
八
年
政
令
第
二
百
四
十
号
）
の
一
部
の
施
行
に
伴
い
、
及
び
関
係
法
令
の
規
定
に
基
づ
き
、
健
康
保
険
法
施
行
規
則
等
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

令
和
八
年
七
月
二
十
九
日

厚
生
労
働
大
臣

上
野
賢
一
郎





二

（
略
）

二

（
略
）

３
〜
５

（
略
）

３
〜
５

（
略
）

（
家
族
療
養
費
の
支
給
）

（
家
族
療
養
費
の
支
給
）

第
九
十
条

第
五
十
三
条
、
第
五
十
四
条
、
第
五
十
八
条
、
第
六
十
一
条
、
第
六
十
二
条
、
第
六
十
二
条
の
三
か

ら
第
六
十
二
条
の
五
ま
で
、
第
六
十
四
条
か
ら
第
六
十
六
条
ま
で
、
第
八
十
三
条
、
第
九
十
九
条
、
第
百
三
条

の
七
及
び
第
百
五
条
の
規
定
は
、
家
族
療
養
費
の
支
給
及
び
被
扶
養
者
の
療
養
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場

合
に
お
い
て
、
第
五
十
三
条
第
二
項
中
「
被
保
険
者
が
法
第
七
十
四
条
第
一
項
第
二
号
又
は
第
三
号
」
と
あ
る

の
は
「
被
保
険
者
の
被
扶
養
者
が
法
第
百
十
条
第
二
項
第
一
号
ハ
又
は
ニ
」
と
、「
一
部
負
担
金
の
割
合
」
と
あ

る
の
は
「
百
分
の
百
か
ら
法
第
百
十
条
第
二
項
第
一
号
ハ
又
は
ニ
に
定
め
る
割
合
を
控
除
し
て
得
た
割
合
」
と

読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

第
九
十
条

第
五
十
三
条
、
第
五
十
四
条
、
第
五
十
八
条
、
第
六
十
一
条
、
第
六
十
二
条
、
第
六
十
二
条
の
三
か

ら
第
六
十
二
条
の
五
ま
で
、
第
六
十
四
条
か
ら
第
六
十
六
条
ま
で
、
第
八
十
三
条
、
第
九
十
九
条
、
第
百
三
条

の
二
及
び
第
百
五
条
の
規
定
は
、
家
族
療
養
費
の
支
給
及
び
被
扶
養
者
の
療
養
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場

合
に
お
い
て
、
第
五
十
三
条
第
二
項
中
「
被
保
険
者
が
法
第
七
十
四
条
第
一
項
第
二
号
又
は
第
三
号
」
と
あ
る

の
は
「
被
保
険
者
の
被
扶
養
者
が
法
第
百
十
条
第
二
項
第
一
号
ハ
又
は
ニ
」
と
、「
一
部
負
担
金
の
割
合
」
と
あ

る
の
は
「
百
分
の
百
か
ら
法
第
百
十
条
第
二
項
第
一
号
ハ
又
は
ニ
に
定
め
る
割
合
を
控
除
し
て
得
た
割
合
」
と

読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

及
び
第
五
項
並
び
に
第
百
六
条
第
一
項
を
除
き
、
以
下
同
じ
。）、
保
険
薬
局
等
（
法
第
六
十
三
条
第
三
項
各

号
に
掲
げ
る
薬
局
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）又
は
指
定
訪
問
看
護
事
業
者
（
法
第
八
十
八
条
第
一
項
に
規
定
す

る
指
定
訪
問
看
護
事
業
者
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）に
お
い
て
被
保
険
者
又
は
そ
の
被
扶
養
者
で
あ
る
こ
と
の

確
認
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と
。

及
び
第
五
項
並
び
に
第
百
六
条
第
一
項
を
除
き
、
以
下
同
じ
。）、
保
険
薬
局
等
（
法
第
六
十
三
条
第
三
項
各

号
に
掲
げ
る
薬
局
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）又
は
指
定
訪
問
看
護
事
業
者
（
法
第
八
十
八
条
第
一
項
に
規
定
す

る
指
定
訪
問
看
護
事
業
者
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）に
お
い
て
被
保
険
者
又
は
そ
の
被
扶
養
者
で
あ
る
こ
と
の

確
認
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と
。

（
家
族
療
養
費
の
支
払
）

（
家
族
療
養
費
の
支
払
）

第
九
十
三
条

被
保
険
者
の
被
扶
養
者
が
第
九
十
条
に
お
い
て
準
用
す
る
第
五
十
三
条
、
第
五
十
四
条
、
第
九
十

九
条
、
第
百
三
条
の
七
第
五
項
又
は
第
百
五
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
法
第
六
十
三
条
第
三
項
第
一
号
又
は
第

二
号
に
掲
げ
る
病
院
若
し
く
は
診
療
所
又
は
薬
局
か
ら
療
養
を
受
け
た
場
合
に
お
い
て
は
、
法
第
百
十
条
第
四

項
の
規
定
に
よ
り
そ
の
被
保
険
者
に
支
給
す
べ
き
家
族
療
養
費
は
当
該
病
院
若
し
く
は
診
療
所
又
は
薬
局
に
対

し
て
支
払
う
も
の
と
す
る
。

第
九
十
三
条

被
保
険
者
の
被
扶
養
者
が
第
九
十
条
に
お
い
て
準
用
す
る
第
五
十
三
条
、
第
五
十
四
条
、
第
九
十

九
条
、
第
百
三
条
の
二
第
五
項
又
は
第
百
五
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
法
第
六
十
三
条
第
三
項
第
一
号
又
は
第

二
号
に
掲
げ
る
病
院
若
し
く
は
診
療
所
又
は
薬
局
か
ら
療
養
を
受
け
た
場
合
に
お
い
て
は
、
法
第
百
十
条
第
四

項
の
規
定
に
よ
り
そ
の
被
保
険
者
に
支
給
す
べ
き
家
族
療
養
費
は
当
該
病
院
若
し
く
は
診
療
所
又
は
薬
局
に
対

し
て
支
払
う
も
の
と
す
る
。

（
特
定
疾
病
給
付
対
象
療
養
に
係
る
保
険
者
の
認
定
）

（
特
定
疾
病
給
付
対
象
療
養
に
係
る
保
険
者
の
認
定
）

第
九
十
八
条
の
二

令
第
四
十
一
条
第
七
項
の
規
定
に
よ
る
保
険
者
の
認
定
（
以
下
こ
の
条
（
第
四
項
を
除
く
。）

に
お
い
て
単
に
「
認
定
」
と
い
う
。）は
、
第
百
三
条
の
七
第
一
項
に
規
定
す
る
限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額
減

額
認
定
又
は
限
度
額
適
用
認
定
を
受
け
る
こ
と
に
よ
り
、
認
定
を
受
け
る
も
の
と
す
る
。
た
だ
し
、
令
第
四
十

二
条
第
三
項
第
一
号
又
は
第
二
号
に
掲
げ
る
者
に
つ
い
て
は
、
認
定
を
受
け
て
い
る
も
の
と
み
な
す
。

第
九
十
八
条
の
二

令
第
四
十
一
条
第
七
項
の
規
定
に
よ
る
保
険
者
の
認
定
（
以
下
こ
の
条
（
第
四
項
を
除
く
。）

に
お
い
て
単
に
「
認
定
」
と
い
う
。）は
、
第
百
三
条
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額
減

額
認
定
又
は
限
度
額
適
用
認
定
を
受
け
る
こ
と
に
よ
り
、
認
定
を
受
け
る
も
の
と
す
る
。
た
だ
し
、
令
第
四
十

二
条
第
三
項
第
一
号
又
は
第
二
号
に
掲
げ
る
者
に
つ
い
て
は
、
認
定
を
受
け
て
い
る
も
の
と
み
な
す
。

２
〜
４

（
略
）

２
〜
４

（
略
）

第
百
三
条

（
略
）

第
百
三
条

（
略
）

（
令
第
四
十
二
条
第
十
項
第
二
号
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
要
保
護
者
）

第
百
三
条
の
二

令
第
四
十
二
条
第
十
項
第
二
号
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
者
は
、
令
第
四
十
一
条
の
二
第
一

項
（
同
条
第
二
項
か
ら
第
四
項
ま
で
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）、
第
五
項
（
同
条
第
六
項
に
お
い
て

準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）又
は
第
七
項
の
規
定
に
よ
る
高
額
療
養
費
の
支
給
が
あ
り
、
か
つ
、
第
五
十
八
条
第

二
号
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
者
と
し
て
食
事
療
養
標
準
負
担
額
に
つ
い
て
減
額
が
あ
れ
ば
生
活
保
護
法
の
規

定
に
よ
る
保
護
を
要
し
な
く
な
る
者
又
は
第
六
十
二
条
の
三
第
二
号
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
者
と
し
て
生
活

療
養
標
準
負
担
額
に
つ
い
て
減
額
が
あ
れ
ば
生
活
保
護
法
の
規
定
に
よ
る
保
護
を
要
し
な
く
な
る
者
と
す
る
。

（
新
設
）

令和年月日 水曜日 (号外第号)官 報



（
令
第
四
十
二
条
第
十
一
項
第
四
号
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
要
保
護
者
）

第
百
三
条
の
三

令
第
四
十
二
条
第
十
一
項
第
四
号
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
者
は
、
令
第
四
十
一
条
の
三
第

一
項
の
規
定
に
よ
る
高
額
療
養
費
の
支
給
が
あ
り
、
か
つ
、
第
五
十
八
条
第
一
号
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
者

と
し
て
食
事
療
養
標
準
負
担
額
に
つ
い
て
減
額
が
あ
れ
ば
生
活
保
護
法
の
規
定
に
よ
る
保
護
を
要
し
な
く
な
る

者
又
は
第
六
十
二
条
の
三
第
一
号
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
者
と
し
て
生
活
療
養
標
準
負
担
額
に
つ
い
て
減
額

が
あ
れ
ば
生
活
保
護
法
の
規
定
に
よ
る
保
護
を
要
し
な
く
な
る
者
と
す
る
。

（
新
設
）

（
令
第
四
十
二
条
第
十
二
項
第
四
号
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
要
保
護
者
）

第
百
三
条
の
四

令
第
四
十
二
条
第
十
二
項
第
四
号
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
者
は
、
令
第
四
十
一
条
の
三
第

二
項
の
規
定
に
よ
る
高
額
療
養
費
の
支
給
が
あ
り
、
か
つ
、
第
五
十
八
条
第
二
号
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
者

と
し
て
食
事
療
養
標
準
負
担
額
に
つ
い
て
減
額
が
あ
れ
ば
生
活
保
護
法
の
規
定
に
よ
る
保
護
を
要
し
な
く
な
る

者
又
は
第
六
十
二
条
の
三
第
二
号
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
者
と
し
て
生
活
療
養
標
準
負
担
額
に
つ
い
て
減
額

が
あ
れ
ば
生
活
保
護
法
の
規
定
に
よ
る
保
護
を
要
し
な
く
な
る
者
と
す
る
。

（
新
設
）

（
令
第
四
十
二
条
第
十
二
項
第
五
号
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
要
保
護
者
）

第
百
三
条
の
五

令
第
四
十
二
条
第
十
二
項
第
五
号
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
者
は
、
令
第
四
十
一
条
の
三
第

二
項
の
規
定
に
よ
る
高
額
療
養
費
の
支
給
が
あ
り
、
か
つ
、
第
五
十
八
条
第
三
号
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
者

と
し
て
食
事
療
養
標
準
負
担
額
に
つ
い
て
減
額
が
あ
れ
ば
生
活
保
護
法
の
規
定
に
よ
る
保
護
を
要
し
な
く
な
る

者
又
は
第
六
十
二
条
の
三
第
三
号
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
者
と
し
て
生
活
療
養
標
準
負
担
額
に
つ
い
て
減
額

が
あ
れ
ば
生
活
保
護
法
の
規
定
に
よ
る
保
護
を
要
し
な
く
な
る
者
と
す
る
。

（
新
設
）

（
令
第
四
十
二
条
第
十
二
項
第
五
号
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
日
）

第
百
三
条
の
六

令
第
四
十
二
条
第
十
二
項
第
五
号
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
日
は
、
基
準
日
の
属
す
る
月
の

初
日
そ
の
他
こ
れ
に
準
ず
る
日
と
す
る
。

（
新
設
）

（
限
度
額
適
用
の
認
定
等
）

（
限
度
額
適
用
の
認
定
等
）

第
百
三
条
の
七

（
略
）

第
百
三
条
の
二

（
略
）

２
〜
６

（
略
）

２
〜
６

（
略
）

７

第
四
十
七
条
第
五
項
、
第
六
項
及
び
第
八
項
、
第
四
十
八
条
か
ら
第
五
十
条
ま
で
並
び
に
第
五
十
一
条
第
三

項
か
ら
第
五
項
ま
で
の
規
定
は
、
限
度
額
適
用
認
定
証
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
こ
れ
ら

の
規
定
（
第
四
十
七
条
第
五
項
、
第
五
十
条
第
二
項
及
び
第
五
十
一
条
第
三
項
を
除
く
。）中
「
任
意
継
続
被
保

険
者
」
と
あ
る
の
は
「
任
意
継
続
被
保
険
者
又
は
第
百
三
条
の
七
第
四
項
の
意
思
を
表
示
し
な
い
者
」
と
、
第

四
十
七
条
第
五
項
、
第
五
十
条
第
二
項
及
び
第
五
十
一
条
第
三
項
中
「
任
意
継
続
被
保
険
者
」と
あ
る
の
は「
任

意
継
続
被
保
険
者
及
び
第
百
三
条
の
七
第
四
項
の
意
思
を
表
示
し
な
い
者
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

７

第
四
十
七
条
第
五
項
、
第
六
項
及
び
第
八
項
、
第
四
十
八
条
か
ら
第
五
十
条
ま
で
並
び
に
第
五
十
一
条
第
三

項
か
ら
第
五
項
ま
で
の
規
定
は
、
限
度
額
適
用
認
定
証
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
こ
れ
ら

の
規
定
（
第
四
十
七
条
第
五
項
、
第
五
十
条
第
二
項
及
び
第
五
十
一
条
第
三
項
を
除
く
。）中
「
任
意
継
続
被
保

険
者
」
と
あ
る
の
は
「
任
意
継
続
被
保
険
者
又
は
第
百
三
条
の
二
第
四
項
の
意
思
を
表
示
し
な
い
者
」
と
、
第

四
十
七
条
第
五
項
、
第
五
十
条
第
二
項
及
び
第
五
十
一
条
第
三
項
中
「
任
意
継
続
被
保
険
者
」と
あ
る
の
は「
任

意
継
続
被
保
険
者
及
び
第
百
三
条
の
二
第
四
項
の
意
思
を
表
示
し
な
い
者
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

（
限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額
減
額
の
認
定
の
申
請
等
）

（
限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額
減
額
の
認
定
の
申
請
等
）

第
百
五
条

限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額
減
額
認
定
を
受
け
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
被
保
険
者
は
、
次
に
掲
げ
る

事
項
を
記
載
し
た
申
請
書
に
、
第
三
号
及
び
第
四
号
に
掲
げ
る
事
項
を
証
す
る
書
類
を
添
付
し
て
、
保
険
者
に

提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
百
五
条

限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額
減
額
認
定
を
受
け
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
被
保
険
者
は
、
次
に
掲
げ
る

事
項
を
記
載
し
た
申
請
書
に
、
第
三
号
及
び
第
四
号
に
掲
げ
る
事
項
を
証
す
る
書
類
を
添
付
し
て
、
保
険
者
に

提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
〜
三

（
略
）

一
〜
三

（
略
）

四

令
第
四
十
二
条
第
一
項
第
五
号
、
第
三
項
第
五
号
若
し
く
は
第
六
号
、
第
四
項
第
五
号
若
し
く
は
第
六
号

若
し
く
は
第
五
項
第
二
号
若
し
く
は
第
三
号
に
掲
げ
る
者
の
い
ず
れ
か
に
該
当
し
て
い
る
旨
又
は
同
条
第
二

項
第
五
号
に
掲
げ
る
区
分
に
該
当
し
て
い
る
旨

四

令
第
四
十
二
条
第
一
項
第
五
号
、
第
三
項
第
五
号
若
し
く
は
第
六
号
、
第
四
項
第
五
号
若
し
く
は
第
六
号

若
し
く
は
第
五
項
第
二
号
に
掲
げ
る
者
の
い
ず
れ
か
に
該
当
し
て
い
る
旨
又
は
同
条
第
二
項
第
五
号
に
掲
げ

る
区
分
に
該
当
し
て
い
る
旨

２
〜
５

（
略
）

２
〜
５

（
略
）

令和年月日 水曜日 (号外第号)官 報 



６

第
四
十
七
条
第
五
項
、
第
六
項
及
び
第
八
項
、
第
四
十
八
条
か
ら
第
五
十
条
ま
で
、
第
五
十
一
条
第
三
項
か

ら
第
五
項
ま
で
並
び
に
第
百
三
条
の
七
第
三
項
の
規
定
は
、
限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額
減
額
認
定
証
に
つ
い

て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
こ
れ
ら
の
規
定
（
第
四
十
七
条
第
五
項
、
第
五
十
条
第
二
項
及
び
第
五

十
一
条
第
三
項
を
除
く
。）中
「
任
意
継
続
被
保
険
者
」
と
あ
る
の
は
「
任
意
継
続
被
保
険
者
又
は
第
百
五
条
第

三
項
の
意
思
を
表
示
し
な
い
者
」
と
、
第
四
十
七
条
第
五
項
中
「
任
意
継
続
被
保
険
者
」
と
あ
る
の
は
「
任
意

継
続
被
保
険
者
及
び
第
百
五
条
第
三
項
の
意
思
を
表
示
し
な
い
者
」
と
、
第
四
十
九
条
第
一
項
中
「
申
請
す
る

こ
と
が
で
き
る
」
と
あ
る
の
は
「
申
請
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
、
第
五
十
条
第
二
項
及
び
第
五
十
一
条
第

三
項
中
「
任
意
継
続
被
保
険
者
」
と
あ
る
の
は
「
任
意
継
続
被
保
険
者
及
び
第
百
五
条
第
三
項
の
意
思
を
表
示

し
な
い
者
」
と
、
第
百
三
条
の
七
第
三
項
第
五
号
中
「
令
第
四
十
三
条
第
一
項
第
一
号
イ
に
掲
げ
る
者
が
令
第

四
十
二
条
第
一
項
第
一
号
に
掲
げ
る
者
に
該
当
し
な
く
な
っ
た
と
き
、
令
第
四
十
三
条
第
一
項
第
一
号
ロ
に
掲

げ
る
者
が
令
第
四
十
二
条
第
一
項
第
二
号
に
掲
げ
る
者
に
該
当
し
な
く
な
っ
た
と
き
、
令
第
四
十
三
条
第
一
項

第
一
号
ハ
に
掲
げ
る
者
が
令
第
四
十
二
条
第
一
項
第
三
号
に
掲
げ
る
者
に
該
当
し
な
く
な
っ
た
と
き
、
令
第
四

十
三
条
第
一
項
第
一
号
ニ
に
掲
げ
る
者
が
令
第
四
十
二
条
第
一
項
第
四
号
に
掲
げ
る
者
に
該
当
し
な
く
な
っ
た

と
き
、
令
第
四
十
三
条
第
一
項
第
二
号
ハ
に
掲
げ
る
者
が
令
第
四
十
二
条
第
三
項
第
三
号
に
掲
げ
る
者
に
該
当

し
な
く
な
っ
た
と
き
、
令
第
四
十
三
条
第
一
項
第
二
号
ニ
に
掲
げ
る
者
が
令
第
四
十
二
条
第
三
項
第
四
号
に
掲

げ
る
者
に
該
当
し
な
く
な
っ
た
と
き
、
令
第
四
十
三
条
第
一
項
第
三
号
ハ
に
掲
げ
る
者
が
令
第
四
十
二
条
第
四

項
第
三
号
に
掲
げ
る
者
に
該
当
し
な
く
な
っ
た
と
き
若
し
く
は
令
第
四
十
三
条
第
一
項
第
三
号
ニ
に
掲
げ
る
者

が
令
第
四
十
二
条
第
四
項
第
四
号
に
掲
げ
る
者
に
該
当
し
な
く
な
っ
た
と
き
又
は
令
第
四
十
三
条
第
三
項
若
し

く
は
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
令
第
四
十
二
条
第
二
項
第
一
号
か
ら
第
四
号
ま
で
の
い
ず
れ
か
」と
あ
る
の
は「
令

第
四
十
三
条
第
一
項
第
一
号
ホ
に
掲
げ
る
者
が
令
第
四
十
二
条
第
一
項
第
五
号
に
掲
げ
る
者
に
該
当
し
な
く

な
っ
た
と
き
、
令
第
四
十
三
条
第
一
項
第
二
号
ホ
に
掲
げ
る
者
が
令
第
四
十
二
条
第
三
項
第
五
号
に
掲
げ
る
者

に
該
当
し
な
く
な
っ
た
と
き
若
し
く
は
令
第
四
十
三
条
第
一
項
第
二
号
ヘ
に
掲
げ
る
者
が
令
第
四
十
二
条
第
三

項
第
六
号
に
掲
げ
る
者
に
該
当
し
な
く
な
っ
た
と
き
、
令
第
四
十
三
条
第
一
項
第
三
号
ホ
に
掲
げ
る
者
が
令
第

四
十
二
条
第
四
項
第
五
号
に
掲
げ
る
者
に
該
当
し
な
く
な
っ
た
と
き
若
し
く
は
令
第
四
十
三
条
第
一
項
第
三
号

ヘ
に
掲
げ
る
者
が
令
第
四
十
二
条
第
四
項
第
六
号
に
掲
げ
る
者
に
該
当
し
な
く
な
っ
た
と
き
若
し
く
は
令
第
四

十
三
条
第
一
項
第
四
号
ロ
若
し
く
は
ハ
に
掲
げ
る
者
が
令
第
四
十
二
条
第
五
項
第
二
号
若
し
く
は
第
三
号
に
掲

げ
る
者
に
該
当
し
な
く
な
っ
た
と
き
又
は
令
第
四
十
三
条
第
三
項
若
し
く
は
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
令
第
四
十

二
条
第
二
項
第
五
号
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

６

第
四
十
七
条
第
五
項
、
第
六
項
及
び
第
八
項
、
第
四
十
八
条
か
ら
第
五
十
条
ま
で
、
第
五
十
一
条
第
三
項
か

ら
第
五
項
ま
で
並
び
に
第
百
三
条
の
二
第
三
項
の
規
定
は
、
限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額
減
額
認
定
証
に
つ
い

て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
こ
れ
ら
の
規
定
（
第
四
十
七
条
第
五
項
、
第
五
十
条
第
二
項
及
び
第
五

十
一
条
第
三
項
を
除
く
。）中
「
任
意
継
続
被
保
険
者
」
と
あ
る
の
は
「
任
意
継
続
被
保
険
者
又
は
第
百
五
条
第

三
項
の
意
思
を
表
示
し
な
い
者
」
と
、
第
四
十
七
条
第
五
項
中
「
任
意
継
続
被
保
険
者
」
と
あ
る
の
は
「
任
意

継
続
被
保
険
者
及
び
第
百
五
条
第
三
項
の
意
思
を
表
示
し
な
い
者
」
と
、
第
四
十
九
条
第
一
項
中
「
申
請
す
る

こ
と
が
で
き
る
」
と
あ
る
の
は
「
申
請
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
、
第
五
十
条
第
二
項
及
び
第
五
十
一
条
第

三
項
中
「
任
意
継
続
被
保
険
者
」
と
あ
る
の
は
「
任
意
継
続
被
保
険
者
及
び
第
百
五
条
第
三
項
の
意
思
を
表
示

し
な
い
者
」
と
、
第
百
三
条
の
二
第
三
項
第
五
号
中
「
令
第
四
十
三
条
第
一
項
第
一
号
イ
に
掲
げ
る
者
が
令
第

四
十
二
条
第
一
項
第
一
号
に
掲
げ
る
者
に
該
当
し
な
く
な
っ
た
と
き
、
令
第
四
十
三
条
第
一
項
第
一
号
ロ
に
掲

げ
る
者
が
令
第
四
十
二
条
第
一
項
第
二
号
に
掲
げ
る
者
に
該
当
し
な
く
な
っ
た
と
き
、
令
第
四
十
三
条
第
一
項

第
一
号
ハ
に
掲
げ
る
者
が
令
第
四
十
二
条
第
一
項
第
三
号
に
掲
げ
る
者
に
該
当
し
な
く
な
っ
た
と
き
、
令
第
四

十
三
条
第
一
項
第
一
号
ニ
に
掲
げ
る
者
が
令
第
四
十
二
条
第
一
項
第
四
号
に
掲
げ
る
者
に
該
当
し
な
く
な
っ
た

と
き
、
令
第
四
十
三
条
第
一
項
第
二
号
ハ
に
掲
げ
る
者
が
令
第
四
十
二
条
第
三
項
第
三
号
に
掲
げ
る
者
に
該
当

し
な
く
な
っ
た
と
き
、
令
第
四
十
三
条
第
一
項
第
二
号
ニ
に
掲
げ
る
者
が
令
第
四
十
二
条
第
三
項
第
四
号
に
掲

げ
る
者
に
該
当
し
な
く
な
っ
た
と
き
、
令
第
四
十
三
条
第
一
項
第
三
号
ハ
に
掲
げ
る
者
が
令
第
四
十
二
条
第
四

項
第
三
号
に
掲
げ
る
者
に
該
当
し
な
く
な
っ
た
と
き
若
し
く
は
令
第
四
十
三
条
第
一
項
第
三
号
ニ
に
掲
げ
る
者

が
令
第
四
十
二
条
第
四
項
第
四
号
に
掲
げ
る
者
に
該
当
し
な
く
な
っ
た
と
き
又
は
令
第
四
十
三
条
第
三
項
若
し

く
は
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
令
第
四
十
二
条
第
二
項
第
一
号
か
ら
第
四
号
ま
で
の
い
ず
れ
か
」と
あ
る
の
は「
令

第
四
十
三
条
第
一
項
第
一
号
ホ
に
掲
げ
る
者
が
令
第
四
十
二
条
第
一
項
第
五
号
に
掲
げ
る
者
に
該
当
し
な
く

な
っ
た
と
き
、
令
第
四
十
三
条
第
一
項
第
二
号
ホ
に
掲
げ
る
者
が
令
第
四
十
二
条
第
三
項
第
五
号
に
掲
げ
る
者

に
該
当
し
な
く
な
っ
た
と
き
若
し
く
は
令
第
四
十
三
条
第
一
項
第
二
号
ヘ
に
掲
げ
る
者
が
令
第
四
十
二
条
第
三

項
第
六
号
に
掲
げ
る
者
に
該
当
し
な
く
な
っ
た
と
き
、
令
第
四
十
三
条
第
一
項
第
三
号
ホ
に
掲
げ
る
者
が
令
第

四
十
二
条
第
四
項
第
五
号
に
掲
げ
る
者
に
該
当
し
な
く
な
っ
た
と
き
若
し
く
は
令
第
四
十
三
条
第
一
項
第
三
号

ヘ
に
掲
げ
る
者
が
令
第
四
十
二
条
第
四
項
第
六
号
に
掲
げ
る
者
に
該
当
し
な
く
な
っ
た
と
き
若
し
く
は
令
第
四

十
三
条
第
一
項
第
四
号
ロ
に
掲
げ
る
者
が
令
第
四
十
二
条
第
五
項
第
二
号
に
掲
げ
る
者
に
該
当
し
な
く
な
っ
た

と
き
又
は
令
第
四
十
三
条
第
三
項
若
し
く
は
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
令
第
四
十
二
条
第
二
項
第
五
号
」
と
読
み

替
え
る
も
の
と
す
る
。

（
月
間
の
高
額
療
養
費
の
支
給
の
申
請
）

（
月
間
の
高
額
療
養
費
の
支
給
の
申
請
）

第
百
九
条

法
第
百
十
五
条
の
規
定
に
よ
り
高
額
療
養
費
（
令
第
四
十
一
条
の
規
定
に
よ
り
支
給
さ
れ
る
高
額
療

養
費
に
限
る
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。）の
支
給
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載

し
た
申
請
書
を
保
険
者
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
百
九
条

法
第
百
十
五
条
の
規
定
に
よ
り
高
額
療
養
費
（
令
第
四
十
一
条
の
規
定
に
よ
り
支
給
さ
れ
る
高
額
療

養
費
に
限
る
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。）の
支
給
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載

し
た
申
請
書
を
保
険
者
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

（
略
）

一

（
略
）

二

同
一
の
月
に
そ
れ
ぞ
れ
一
の
病
院
、
診
療
所
、
薬
局
そ
の
他
の
者
か
ら
受
け
た
療
養
（
七
十
歳
に
達
す
る

日
の
属
す
る
月
以
前
の
療
養
に
係
る
も
の
に
あ
っ
て
は
、
令
第
四
十
一
条
第
一
項
第
一
号
イ
か
ら
ヘ
ま
で
に

掲
げ
る
額
が
二
万
千
円
（
令
第
四
十
一
条
の
三
第
一
項
第
一
号
に
規
定
す
る
七
十
五
歳
到
達
時
特
例
対
象
療

養
に
係
る
も
の
に
あ
っ
て
は
、
一
万
五
百
円
）
以
上
で
あ
る
も
の
に
限
る
。）に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
次
に
掲

げ
る
事
項

二

同
一
の
月
に
そ
れ
ぞ
れ
一
の
病
院
、
診
療
所
、
薬
局
そ
の
他
の
者
か
ら
受
け
た
療
養
（
七
十
歳
に
達
す
る

日
の
属
す
る
月
以
前
の
療
養
に
係
る
も
の
に
あ
っ
て
は
、
令
第
四
十
一
条
第
一
項
第
一
号
イ
か
ら
ヘ
ま
で
に

掲
げ
る
額
が
二
万
千
円
（
令
第
四
十
二
条
第
五
項
に
規
定
す
る
七
十
五
歳
到
達
時
特
例
対
象
療
養
に
係
る
も

の
に
あ
っ
て
は
、
一
万
五
百
円
）
以
上
で
あ
る
も
の
に
限
る
。）に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
次
に
掲
げ
る
事
項

イ
〜
ヘ

（
略
）

イ
〜
ヘ

（
略
）

三
・
四

（
略
）

三
・
四

（
略
）

２
・
３

（
略
）

２
・
３

（
略
）
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（
令
第
四
十
一
条
の
二
の
年
間
の
高
額
療
養
費
の
支
給
の
申
請
等
）

（
年
間
の
高
額
療
養
費
の
支
給
の
申
請
等
）

第
百
九
条
の
二

（
略
）

第
百
九
条
の
二

（
略
）

２

（
略
）

２

（
略
）

３

申
請
者
が
、
令
第
四
十
二
条
第
十
項
第
二
号
に
該
当
す
る
と
き
は
、
当
該
申
請
者
は
、
第
一
項
の
申
請
書
に

そ
の
旨
を
証
す
る
書
類
を
添
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
保
険
者
が
番
号
利
用
法
第
二
十
二
条
第
一

項
の
規
定
に
よ
り
当
該
書
類
と
同
一
の
内
容
を
含
む
利
用
特
定
個
人
情
報
の
提
供
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
と

き
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

（
新
設
）

４

第
一
項
の
規
定
に
よ
る
申
請
書
の
提
出
を
受
け
た
保
険
者
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
、
第
二
項
第
一
号
の
証

明
書
を
交
付
し
た
者
又
は
当
該
証
明
書
と
同
一
の
内
容
を
含
む
利
用
特
定
個
人
情
報
を
提
供
し
た
者
に
対
し
、

遅
滞
な
く
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３

第
一
項
の
規
定
に
よ
る
申
請
書
の
提
出
を
受
け
た
保
険
者
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
、
前
項
第
一
号
の
証
明

書
を
交
付
し
た
者
又
は
当
該
証
明
書
と
同
一
の
内
容
を
含
む
利
用
特
定
個
人
情
報
を
提
供
し
た
者
に
対
し
、
遅

滞
な
く
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

当
該
申
請
者
に
適
用
さ
れ
る
令
第
四
十
一
条
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
高
額
療
養
費
算
定
基
準
額
並
び
に

基
準
日
被
保
険
者
合
算
額
、
基
準
日
被
扶
養
者
合
算
額
及
び
元
被
扶
養
者
合
算
額

一

当
該
申
請
者
に
適
用
さ
れ
る
令
第
四
十
一
条
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
基
準
日
被
保
険
者
合
算
額
、
基
準

日
被
扶
養
者
合
算
額
及
び
元
被
扶
養
者
合
算
額

二

（
略
）

二

（
略
）

５

精
算
対
象
者
（
計
算
期
間
の
中
途
で
死
亡
し
た
被
扶
養
者
そ
の
他
こ
れ
に
準
ず
る
者
を
い
う
。
以
下
こ
の
項

に
お
い
て
同
じ
。）が
死
亡
し
た
日
そ
の
他
こ
れ
に
準
ず
る
日
に
お
い
て
、
当
該
精
算
対
象
者
を
扶
養
す
る
被
保

険
者
は
、
当
該
精
算
対
象
者
に
係
る
高
額
療
養
費
の
額
の
算
定
の
申
請
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
に

お
い
て
は
、
当
該
申
請
を
行
う
者
を
第
一
項
の
申
請
者
と
み
な
し
て
、
第
一
項
か
ら
第
三
項
ま
で
の
規
定
を
適

用
す
る
。

４

精
算
対
象
者
（
計
算
期
間
の
中
途
で
死
亡
し
た
被
扶
養
者
そ
の
他
こ
れ
に
準
ず
る
者
を
い
う
。
以
下
こ
の
項

に
お
い
て
同
じ
。）が
死
亡
し
た
日
そ
の
他
こ
れ
に
準
ず
る
日
に
お
い
て
、
当
該
精
算
対
象
者
を
扶
養
す
る
被
保

険
者
は
、
当
該
精
算
対
象
者
に
係
る
高
額
療
養
費
の
額
の
算
定
の
申
請
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
に

お
い
て
は
、
当
該
申
請
を
行
う
者
を
第
一
項
の
申
請
者
と
み
な
し
て
、同
項
及
び
第
二
項
の
規
定
を
適
用
す
る
。

６

前
項
の
申
請
が
あ
っ
た
場
合
に
お
い
て
は
、
第
四
項
中
「
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。」と
あ
る
の
は
、「
通

知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
精
算
対
象
者
（
計
算
期
間
の
中
途
で
死
亡
し
た
被
扶
養
者
そ
の
他
こ
れ

に
準
ず
る
者
を
い
う
。）に
対
す
る
証
明
書
を
交
付
し
た
者
及
び
当
該
証
明
書
と
同
一
の
内
容
を
含
む
利
用
特
定

個
人
情
報
を
提
供
し
た
者
以
外
の
も
の
に
対
す
る
通
知
は
省
略
す
る
こ
と
が
で
き
る
。」と
読
み
替
え
て
、
同
項

の
規
定
を
適
用
す
る
。

５

前
項
の
申
請
が
あ
っ
た
場
合
に
お
い
て
は
、
第
三
項
中
「
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。」と
あ
る
の
は
、「
通

知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
精
算
対
象
者
（
計
算
期
間
の
中
途
で
死
亡
し
た
被
扶
養
者
そ
の
他
こ
れ

に
準
ず
る
者
を
い
う
。）に
対
す
る
証
明
書
を
交
付
し
た
者
及
び
当
該
証
明
書
と
同
一
の
内
容
を
含
む
利
用
特
定

個
人
情
報
を
提
供
し
た
者
以
外
の
も
の
に
対
す
る
通
知
は
省
略
す
る
こ
と
が
で
き
る
。」と
読
み
替
え
て
、
同
項

の
規
定
を
適
用
す
る
。

（
令
第
四
十
一
条
の
二
の
年
間
の
高
額
療
養
費
の
支
給
及
び
証
明
書
の
交
付
の
申
請
等
）

（
年
間
の
高
額
療
養
費
の
支
給
及
び
証
明
書
の
交
付
の
申
請
等
）

第
百
九
条
の
二
の
二

（
略
）

第
百
九
条
の
二
の
二

（
略
）

（
令
第
四
十
一
条
の
三
の
年
間
の
高
額
療
養
費
の
支
給
の
申
請
等
）

第
百
九
条
の
二
の
二
の
二

法
第
百
十
五
条
の
規
定
に
よ
り
高
額
療
養
費
（
令
第
四
十
一
条
の
三
の
規
定
に
よ
り

支
給
さ
れ
る
高
額
療
養
費
に
限
る
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。）の
支
給
を
受
け
よ
う
と
す
る
基
準
日
被
保

険
者
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
申
請
者
」
と
い
う
。）は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
申
請
書
を
保
険
者

に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
新
設
）

一

被
保
険
者
等
記
号
・
番
号
又
は
個
人
番
号

二

計
算
期
間
の
始
期
及
び
終
期

三

申
請
者
及
び
基
準
日
被
扶
養
者
の
氏
名
及
び
生
年
月
日

四

申
請
者
が
計
算
期
間
に
お
け
る
当
該
保
険
者
の
被
保
険
者
で
あ
っ
た
間
に
、
高
額
療
養
費
に
係
る
療
養
を

受
け
た
者
の
氏
名
及
び
そ
の
年
月
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五

次
の
イ
及
び
ロ
に
掲
げ
る
者
の
区
分
に
応
じ
、
当
該
イ
及
び
ロ
に
定
め
る
事
項

イ

払
渡
し
を
受
け
よ
う
と
す
る
預
貯
金
口
座
と
し
て
、
公
金
受
取
口
座
を
利
用
し
よ
う
と
す
る
者

払
渡

し
を
受
け
よ
う
と
す
る
預
貯
金
口
座
と
し
て
、
公
金
受
取
口
座
を
利
用
す
る
旨

ロ

イ
に
掲
げ
る
者
以
外
の
者

払
渡
し
を
受
け
よ
う
と
す
る
金
融
機
関
等
の
名
称

２

申
請
者
が
、
令
第
四
十
二
条
第
十
一
項
第
四
号
又
は
第
十
二
項
第
四
号
若
し
く
は
第
五
号
の
い
ず
れ
か
に
該

当
す
る
と
き
は
、
当
該
申
請
者
は
、前
項
の
申
請
書
に
そ
の
旨
を
証
す
る
書
類
を
添
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

た
だ
し
、
保
険
者
が
番
号
利
用
法
第
二
十
二
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
当
該
書
類
と
同
一
の
内
容
を
含
む
利
用

特
定
個
人
情
報
の
提
供
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
と
き
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

３

精
算
対
象
者
（
計
算
期
間
の
中
途
で
死
亡
し
た
被
扶
養
者
そ
の
他
こ
れ
に
準
ず
る
者
を
い
う
。
以
下
こ
の
項

に
お
い
て
同
じ
。）が
死
亡
し
た
日
そ
の
他
こ
れ
に
準
ず
る
日
に
お
い
て
、
当
該
精
算
対
象
者
を
扶
養
す
る
被
保

険
者
は
、
当
該
精
算
対
象
者
に
係
る
高
額
療
養
費
の
額
の
算
定
の
申
請
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
に

お
い
て
は
、
当
該
申
請
を
行
う
者
を
第
一
項
の
申
請
者
と
み
な
し
て
、
前
二
項
の
規
定
を
適
用
す
る
。

（
令
第
四
十
三
条
の
二
第
一
項
第
五
号
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
額
）

（
令
第
四
十
三
条
の
二
第
一
項
第
五
号
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
額
）

第
百
九
条
の
二
の
三

令
第
四
十
三
条
の
二
第
一
項
第
五
号
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し

た
額
は
、
計
算
期
間
に
お
い
て
、
基
準
日
被
保
険
者
又
は
基
準
日
被
扶
養
者
が
該
当
す
る
次
の
表
の
第
一
欄
に

掲
げ
る
期
間
の
区
分
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
期
間
に
こ
れ
ら
の
者
が
受
け
た
療
養
又
は
そ
の
被
扶
養
者
等
が

そ
の
被
扶
養
者
等
で
あ
っ
た
間
に
受
け
た
療
養
に
係
る
同
表
の
第
二
欄
に
掲
げ
る
額
と
す
る
。

第
百
九
条
の
二
の
三

令
第
四
十
三
条
の
二
第
一
項
第
五
号
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し

た
額
は
、
計
算
期
間
に
お
い
て
、
基
準
日
被
保
険
者
又
は
基
準
日
被
扶
養
者
が
該
当
す
る
次
の
表
の
第
一
欄
に

掲
げ
る
期
間
の
区
分
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
期
間
に
こ
れ
ら
の
者
が
受
け
た
療
養
又
は
そ
の
被
扶
養
者
等
が

そ
の
被
扶
養
者
等
で
あ
っ
た
間
に
受
け
た
療
養
に
係
る
同
表
の
第
二
欄
に
掲
げ
る
額
と
す
る
。

（
略
）

一（
略
）

（
略
）

日
雇
特
例
被
保
険
者
で
あ
っ
た

期
間

（
略
）

（
略
）

令
第
四
十
四
条
第
七
項
に
お
い
て
準
用
す
る
令

第
四
十
三
条
の
二
第
一
項
第
一
号
に
規
定
す
る

合
算
額

（
略
）

（
略
）

一（
略
）

（
略
）

日
雇
特
例
被
保
険
者
で
あ
っ
た

期
間

（
略
）

（
略
）

令
第
四
十
四
条
第
六
項
に
お
い
て
準
用
す
る
令

第
四
十
三
条
の
二
第
一
項
第
一
号
に
規
定
す
る

合
算
額

（
略
）

（
令
第
四
十
三
条
の
二
第
二
項
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
額
）

（
令
第
四
十
三
条
の
二
第
二
項
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
額
）

第
百
九
条
の
三

令
第
四
十
三
条
の
二
第
二
項
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
額
は
、
次

の
各
号
に
掲
げ
る
額
の
区
分
に
応
じ
、
当
該
各
号
に
定
め
る
額
と
す
る
。

第
百
九
条
の
三

令
第
四
十
三
条
の
二
第
二
項
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
額
は
、
次

の
各
号
に
掲
げ
る
額
の
区
分
に
応
じ
、
当
該
各
号
に
定
め
る
額
と
す
る
。

一

（
略
）

一

（
略
）

二

令
第
四
十
三
条
の
二
第
一
項
第
五
号
に
掲
げ
る
額
に
相
当
す
る
額

同
号
に
規
定
す
る
療
養
（
七
十
歳
に

達
す
る
日
の
属
す
る
月
の
翌
月
以
後
に
受
け
た
療
養
に
限
る
。）に
係
る
額
と
し
て
、
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ

る
前
条
の
表
の
項
の
第
二
欄
に
掲
げ
る
額
を
、
次
の
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
額
に
読
み
替
え
て
適
用
す
る
同
条

の
規
定
に
よ
り
そ
れ
ぞ
れ
算
定
し
た
額

二

令
第
四
十
三
条
の
二
第
一
項
第
五
号
に
掲
げ
る
額
に
相
当
す
る
額

同
号
に
規
定
す
る
療
養
（
七
十
歳
に

達
す
る
日
の
属
す
る
月
の
翌
月
以
後
に
受
け
た
療
養
に
限
る
。）に
係
る
額
と
し
て
、
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ

る
前
条
の
表
の
項
の
第
二
欄
に
掲
げ
る
額
を
、
次
の
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
額
に
読
み
替
え
て
適
用
す
る
同
条

の
規
定
に
よ
り
そ
れ
ぞ
れ
算
定
し
た
額

一
の
項

令
第
四
十
四
条
第
六
項
に
お
い
て
準
用
す
る
令
第
四
十
三
条
の
二
第
一
項
第
一
号

イ
及
び
ロ
に
掲
げ
る
額
（
七
十
歳
に
達
す
る
日
の
属
す
る
月
の
翌
月
以
後
に
受
け

た
療
養
に
係
る
も
の
に
限
る
。）の
合
算
額
（
令
第
四
十
四
条
第
一
項
に
お
い
て
準

用
す
る
令
第
四
十
一
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
高
額
療
養
費
が
支
給
さ
れ
る
場
合

に
あ
っ
て
は
、
当
該
支
給
額
に
七
十
歳
以
上
高
額
療
養
費
按
分
率
（
令
第
四
十
四

一
の
項

令
第
四
十
四
条
第
五
項
に
お
い
て
準
用
す
る
令
第
四
十
三
条
の
二
第
一
項
第
一
号

イ
及
び
ロ
に
掲
げ
る
額
（
七
十
歳
に
達
す
る
日
の
属
す
る
月
の
翌
月
以
後
に
受
け

た
療
養
に
係
る
も
の
に
限
る
。）の
合
算
額
（
令
第
四
十
四
条
第
一
項
に
お
い
て
準

用
す
る
令
第
四
十
一
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
高
額
療
養
費
が
支
給
さ
れ
る
場
合

に
あ
っ
て
は
、
当
該
支
給
額
に
七
十
歳
以
上
高
額
療
養
費
按
分
率
（
令
第
四
十
四
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（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

三
・
四

（
略
）

三
・
四

（
略
）

（
令
第
四
十
三
条
の
二
第
五
項
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
第
一
項
各
号
に
掲
げ
る

額
に
相
当
す
る
額
）

第
百
九
条
の
四

令
第
四
十
三
条
の
二
第
五
項
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
同
条
第
一

項
各
号
に
掲
げ
る
額
に
相
当
す
る
額
は
、
被
保
険
者
で
あ
っ
た
者
が
基
準
日
に
お
い
て
該
当
す
る
次
の
表
の
第

一
欄
に
掲
げ
る
者
の
区
分
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
第
二
欄
に
掲
げ
る
額
と
す
る
。

第
百
九
条
の
四

令
第
四
十
三
条
の
二
第
五
項
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
同
条
第
一

項
各
号
に
掲
げ
る
額
に
相
当
す
る
額
は
、
被
保
険
者
で
あ
っ
た
者
が
基
準
日
に
お
い
て
該
当
す
る
次
の
表
の
第

一
欄
に
掲
げ
る
者
の
区
分
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
第
二
欄
に
掲
げ
る
額
と
す
る
。

（
令
第
四
十
三
条
の
二
第
五
項
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
第
一
項
各
号
に
掲
げ
る

額
に
相
当
す
る
額
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

一

日
雇
特
例
被
保
険
者
又
は
そ
の

被
扶
養
者

令
第
四
十
四
条
第
六
項
に
お
い
て
準
用
す
る
令

第
四
十
三
条
の
二
第
一
項
各
号
（
令
第
四
十
四

条
第
六
項
に
お
い
て
準
用
す
る
令
第
四
十
三
条

の
二
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含

む
。）に
掲
げ
る
額

一

日
雇
特
例
被
保
険
者
又
は
そ
の

被
扶
養
者

令
第
四
十
四
条
第
五
項
に
お
い
て
準
用
す
る
令

第
四
十
三
条
の
二
第
一
項
各
号
（
令
第
四
十
四

条
第
五
項
に
お
い
て
準
用
す
る
令
第
四
十
三
条

の
二
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含

む
。）に
掲
げ
る
額

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
令
第
四
十
三
条
の
二
第
六
項
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
額
）

（
令
第
四
十
三
条
の
二
第
六
項
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
額
）

第
百
九
条
の
五

令
第
四
十
三
条
の
二
第
六
項
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
額
は
、
次

の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
前
条
の
表
の
項
の
第
二
欄
に
掲
げ
る
額
を
、
次
の
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
額
に
そ
れ
ぞ
れ

読
み
替
え
て
適
用
す
る
同
条
の
規
定
に
よ
り
算
定
し
た
額
と
す
る
。

第
百
九
条
の
五

令
第
四
十
三
条
の
二
第
六
項
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
額
は
、
次

の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
前
条
の
表
の
項
の
第
二
欄
に
掲
げ
る
額
を
、
次
の
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
額
に
そ
れ
ぞ
れ

読
み
替
え
て
適
用
す
る
同
条
の
規
定
に
よ
り
算
定
し
た
額
と
す
る
。

一
の
項

令
第
四
十
四
条
第
六
項
に
お
い
て
準
用
す
る
令
第
四
十
三
条
の
二
第
二
項
の
厚
生

労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
額

一
の
項

令
第
四
十
四
条
第
五
項
に
お
い
て
準
用
す
る
令
第
四
十
三
条
の
二
第
二
項
の
厚
生

労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
額

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

条
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
令
第
四
十
一
条
第
三
項
に
規
定
す
る
七
十
歳
以
上

一
部
負
担
金
等
世
帯
合
算
額
か
ら
令
第
四
十
四
条
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
令

第
四
十
一
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
支
給
さ
れ
る
高
額
療
養
費
の
額
を
控
除
し
た

額
を
令
第
四
十
四
条
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
令
第
四
十
一
条
第
一
項
に
規
定

す
る
一
部
負
担
金
等
世
帯
合
算
額
で
除
し
て
得
た
率
を
い
う
。）を
乗
じ
て
得
た
額

を
控
除
し
た
額
と
し
、
令
第
四
十
四
条
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
令
第
四
十
一

条
第
三
項
か
ら
第
五
項
ま
で
の
規
定
に
よ
り
高
額
療
養
費
が
支
給
さ
れ
る
場
合
に

あ
っ
て
は
、
当
該
支
給
額
を
控
除
し
た
額
と
し
、
令
第
四
十
四
条
第
二
項
又
は
第

三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
令
第
四
十
一
条
の
二
の
規
定
に
よ
り
高
額
療
養
費
が
支

給
さ
れ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
当
該
支
給
額
を
控
除
し
た
額
と
す
る
。）

条
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
令
第
四
十
一
条
第
三
項
に
規
定
す
る
七
十
歳
以
上

一
部
負
担
金
等
世
帯
合
算
額
か
ら
令
第
四
十
四
条
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
令

第
四
十
一
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
支
給
さ
れ
る
高
額
療
養
費
の
額
を
控
除
し
た

額
を
令
第
四
十
四
条
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
令
第
四
十
一
条
第
一
項
に
規
定

す
る
一
部
負
担
金
等
世
帯
合
算
額
で
除
し
て
得
た
率
を
い
う
。）を
乗
じ
て
得
た
額

を
控
除
し
た
額
と
し
、
令
第
四
十
四
条
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
令
第
四
十
一

条
第
三
項
か
ら
第
五
項
ま
で
の
規
定
に
よ
り
高
額
療
養
費
が
支
給
さ
れ
る
場
合
に

あ
っ
て
は
、
当
該
支
給
額
を
控
除
し
た
額
と
し
、
令
第
四
十
四
条
第
二
項
又
は
第

三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
令
第
四
十
一
条
の
二
の
規
定
に
よ
り
高
額
療
養
費
が
支

給
さ
れ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
当
該
支
給
額
を
控
除
し
た
額
と
す
る
。）

令和年月日 水曜日 (号外第号)官 報 



第
百
九
条
の
八

令
第
四
十
三
条
の
三
第
五
項
の
規
定
に
よ
り
同
項
の
表
の
中
欄
又
は
下
欄
に
掲
げ
る
規
定
を
準

用
す
る
場
合
に
お
い
て
は
、
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
規
定
中
同
表
の
中
欄
に
掲
げ
る
字
句
は
、
そ
れ
ぞ
れ
同

表
の
下
欄
に
掲
げ
る
字
句
に
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

第
百
九
条
の
八

令
第
四
十
三
条
の
三
第
五
項
の
規
定
に
よ
り
同
項
の
表
の
中
欄
又
は
下
欄
に
掲
げ
る
規
定
を
準

用
す
る
場
合
に
お
い
て
は
、
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
規
定
中
同
表
の
中
欄
に
掲
げ
る
字
句
は
、
そ
れ
ぞ
れ
同

表
の
下
欄
に
掲
げ
る
字
句
に
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

（
介
護
合
算
算
定
基
準
額
及
び
七
十
歳
以
上
介
護
合
算
算
定
基
準
額
に
関
す
る
読
替
え
）

（
介
護
合
算
算
定
基
準
額
及
び
七
十
歳
以
上
介
護
合
算
算
定
基
準
額
に
関
す
る
読
替
え
）

令
第
四
十
四
条
第
六

項
に
お
い
て
準
用
す

る
令
第
四
十
三
条
の

三
第
一
項
及
び
第
二

項

（
略
）

（
略
）

令
第
四
十
四
条
第
五

項
に
お
い
て
準
用
す

る
令
第
四
十
三
条
の

三
第
一
項
及
び
第
二

項

（
略
）

（
略
）

第
四
十
四
条
第
八
項

次
条
第
一
項

第
四
十
四
条
第
七
項

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

次
条
第
一
項

（
保
険
給
付
に
関
す
る
手
続
の
特
例
）

（
保
険
給
付
に
関
す
る
手
続
の
特
例
）

第
百
十
一
条

協
会
は
、
保
険
給
付
に
関
す
る
手
続
に
つ
い
て
、
厚
生
労
働
大
臣
の
承
認
を
得
て
、
第
六
十
一
条

（
第
九
十
条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）、
第
六
十
二
条
の
四
（
第
九
十
条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合

を
含
む
。）、
第
六
十
五
条
（
第
九
十
条
及
び
第
九
十
四
条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）、
第
六
十
六
条

（
第
九
十
条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）、
第
八
十
二
条
（
第
九
十
五
条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を

含
む
。）、
第
八
十
四
条
か
ら
第
八
十
八
条
ま
で
、
第
九
十
六
条
、
第
九
十
七
条
、
第
百
三
条
の
七
（
第
九
十
条

に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）及
び
第
百
九
条
か
ら
第
百
九
条
の
二
の
二
の
二
ま
で
の
規
定
に
か
か
わ
ら

ず
、
別
段
の
定
め
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
百
十
一
条

協
会
は
、
保
険
給
付
に
関
す
る
手
続
に
つ
い
て
、
厚
生
労
働
大
臣
の
承
認
を
得
て
、
第
六
十
一
条

（
第
九
十
条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）、
第
六
十
二
条
の
四
（
第
九
十
条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合

を
含
む
。）、
第
六
十
五
条
（
第
九
十
条
及
び
第
九
十
四
条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）、
第
六
十
六
条

（
第
九
十
条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）、
第
八
十
二
条
（
第
九
十
五
条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を

含
む
。）、
第
八
十
四
条
か
ら
第
八
十
八
条
ま
で
、
第
九
十
六
条
、
第
九
十
七
条
、
第
百
三
条
の
二
（
第
九
十
条

に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）及
び
第
百
九
条
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
別
段
の
定
め
を
す
る
こ
と
が
で

き
る
。

２

（
略
）

２

（
略
）

（
限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額
減
額
の
認
定
の
申
請
等
）

（
限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額
減
額
の
認
定
の
申
請
等
）

第
百
二
十
九
条
の
三

令
第
四
十
四
条
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
令
第
四
十
三
条
第
一
項
第
一
号
ホ
、
第
二
号

ホ
若
し
く
は
ヘ
、
第
三
号
ホ
若
し
く
は
ヘ
若
し
く
は
第
四
号
ロ
若
し
く
は
ハ
の
規
定
に
よ
る
協
会
の
認
定
又
は

同
条
第
三
項
若
し
く
は
第
四
項
の
規
定
に
よ
る
協
会
の
認
定
（
令
第
四
十
四
条
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
令

第
四
十
二
条
第
二
項
第
五
号
に
掲
げ
る
区
分
に
該
当
す
る
者
に
対
し
て
行
わ
れ
る
も
の
に
限
る
。）（
以
下
こ
の

条
に
お
い
て
「
認
定
」
と
い
う
。）を
受
け
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
日
雇
特
例
被
保
険
者
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項

を
記
載
し
た
申
請
書
に
、
第
三
号
及
び
第
四
号
に
掲
げ
る
事
項
を
証
す
る
書
類
を
添
付
し
て
、
協
会
に
提
出
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
百
二
十
九
条
の
三

令
第
四
十
四
条
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
令
第
四
十
三
条
第
一
項
第
一
号
ホ
、
第
二
号

ホ
若
し
く
は
ヘ
、
第
三
号
ホ
若
し
く
は
ヘ
若
し
く
は
第
四
号
ロ
の
規
定
に
よ
る
協
会
の
認
定
又
は
同
条
第
三
項

若
し
く
は
第
四
項
の
規
定
に
よ
る
協
会
の
認
定
（
令
第
四
十
四
条
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
令
第
四
十
二
条

第
二
項
第
五
号
に
掲
げ
る
区
分
に
該
当
す
る
者
に
対
し
て
行
わ
れ
る
も
の
に
限
る
。）（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て

「
認
定
」
と
い
う
。）を
受
け
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
日
雇
特
例
被
保
険
者
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た

申
請
書
に
、
第
三
号
及
び
第
四
号
に
掲
げ
る
事
項
を
証
す
る
書
類
を
添
付
し
て
、
協
会
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

一
〜
三

（
略
）

一
〜
三

（
略
）

四

令
第
四
十
四
条
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
令
第
四
十
二
条
第
一
項
第
五
号
、
第
三
項
第
五
号
若
し
く
は

第
六
号
、
第
四
項
第
五
号
若
し
く
は
第
六
号
若
し
く
は
第
五
項
第
二
号
若
し
く
は
第
三
号
に
掲
げ
る
者
の
い

ず
れ
か
に
該
当
し
て
い
る
旨
又
は
同
条
第
二
項
第
五
号
に
掲
げ
る
区
分
に
該
当
し
て
い
る
旨

四

令
第
四
十
四
条
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
令
第
四
十
二
条
第
一
項
第
五
号
、
第
三
項
第
五
号
若
し
く
は

第
六
号
、
第
四
項
第
五
号
若
し
く
は
第
六
号
若
し
く
は
第
五
項
第
二
号
に
掲
げ
る
者
の
い
ず
れ
か
に
該
当
し

て
い
る
旨
又
は
同
条
第
二
項
第
五
号
に
掲
げ
る
区
分
に
該
当
し
て
い
る
旨

２
〜
４

（
略
）

２
〜
４

（
略
）

令和年月日 水曜日 (号外第号)官 報



５

前
条
第
三
項
の
規
定
は
、
限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額
減
額
認
定
証
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お

い
て
、
同
項
第
三
号
中
「
令
第
四
十
四
条
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
令
第
四
十
三
条
第
一
項
第
一
号
イ
に
掲

げ
る
場
合
に
該
当
し
て
い
る
旨
の
認
定
を
受
け
て
い
る
日
雇
特
例
被
保
険
者
又
は
そ
の
被
扶
養
者
が
令
第
四
十

四
条
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
令
第
四
十
二
条
第
一
項
第
一
号
に
掲
げ
る
場
合
に
該
当
し
な
く
な
っ
た
と
き

又
は
令
第
四
十
四
条
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
令
第
四
十
三
条
第
三
項
若
し
く
は
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
令

第
四
十
四
条
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
令
第
四
十
二
条
第
二
項
第
一
号
」
と
あ
る
の
は
、「
令
第
四
十
四
条
第

一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
令
第
四
十
三
条
第
一
項
第
一
号
ホ
に
掲
げ
る
場
合
に
該
当
し
て
い
る
旨
の
認
定
を
受

け
て
い
る
日
雇
特
例
被
保
険
者
又
は
そ
の
被
扶
養
者
が
令
第
四
十
四
条
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
令
第
四
十

二
条
第
一
項
第
五
号
に
掲
げ
る
場
合
に
該
当
し
な
く
な
っ
た
と
き
、
令
第
四
十
四
条
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す

る
令
第
四
十
三
条
第
一
項
第
二
号
ホ
に
掲
げ
る
場
合
に
該
当
し
て
い
る
旨
の
認
定
を
受
け
て
い
る
日
雇
特
例
被

保
険
者
又
は
そ
の
被
扶
養
者
が
令
第
四
十
四
条
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
令
第
四
十
二
条
第
三
項
第
五
号
に

掲
げ
る
場
合
に
該
当
し
な
く
な
っ
た
と
き
若
し
く
は
令
第
四
十
四
条
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
令
第
四
十
三

条
第
一
項
第
二
号
ヘ
に
掲
げ
る
場
合
に
該
当
し
て
い
る
旨
の
認
定
を
受
け
て
い
る
日
雇
特
例
被
保
険
者
又
は
そ

の
被
扶
養
者
が
令
第
四
十
四
条
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
令
第
四
十
二
条
第
三
項
第
六
号
に
掲
げ
る
場
合
に

該
当
し
な
く
な
っ
た
と
き
、
令
第
四
十
四
条
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
令
第
四
十
三
条
第
一
項
第
三
号
ホ
に

掲
げ
る
場
合
に
該
当
し
て
い
る
旨
の
認
定
を
受
け
て
い
る
日
雇
特
例
被
保
険
者
又
は
そ
の
被
扶
養
者
が
令
第
四

十
四
条
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
令
第
四
十
二
条
第
四
項
第
五
号
に
掲
げ
る
場
合
に
該
当
し
な
く
な
っ
た
と

き
若
し
く
は
令
第
四
十
四
条
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
令
第
四
十
三
条
第
一
項
第
三
号
ヘ
に
掲
げ
る
場
合
に

該
当
し
て
い
る
旨
の
認
定
を
受
け
て
い
る
日
雇
特
例
被
保
険
者
又
は
そ
の
被
扶
養
者
が
令
第
四
十
四
条
第
一
項

に
お
い
て
準
用
す
る
令
第
四
十
二
条
第
四
項
第
六
号
に
掲
げ
る
場
合
に
該
当
し
な
く
な
っ
た
と
き
若
し
く
は
令

第
四
十
四
条
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
令
第
四
十
三
条
第
一
項
第
四
号
ロ
若
し
く
は
ハ
に
掲
げ
る
場
合
に
該

当
し
て
い
る
旨
の
認
定
を
受
け
て
い
る
日
雇
特
例
被
保
険
者
又
は
そ
の
被
扶
養
者
が
令
第
四
十
四
条
第
一
項
に

お
い
て
準
用
す
る
令
第
四
十
二
条
第
五
項
第
二
号
若
し
く
は
第
三
号
に
掲
げ
る
場
合
に
該
当
し
な
く
な
っ
た
と

き
又
は
令
第
四
十
四
条
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
令
第
四
十
三
条
第
三
項
若
し
く
は
第
四
項
の
規
定
に
よ
り

令
第
四
十
四
条
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
令
第
四
十
二
条
第
二
項
第
五
号
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

５

前
条
第
三
項
の
規
定
は
、
限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額
減
額
認
定
証
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お

い
て
、
同
項
第
三
号
中
「
令
第
四
十
四
条
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
令
第
四
十
三
条
第
一
項
第
一
号
イ
に
掲

げ
る
場
合
に
該
当
し
て
い
る
旨
の
認
定
を
受
け
て
い
る
日
雇
特
例
被
保
険
者
又
は
そ
の
被
扶
養
者
が
令
第
四
十

四
条
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
令
第
四
十
二
条
第
一
項
第
一
号
に
掲
げ
る
場
合
に
該
当
し
な
く
な
っ
た
と
き

又
は
令
第
四
十
四
条
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
令
第
四
十
三
条
第
三
項
若
し
く
は
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
令

第
四
十
四
条
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
令
第
四
十
二
条
第
二
項
第
一
号
」
と
あ
る
の
は
、「
令
第
四
十
四
条
第

一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
令
第
四
十
三
条
第
一
項
第
一
号
ホ
に
掲
げ
る
場
合
に
該
当
し
て
い
る
旨
の
認
定
を
受

け
て
い
る
日
雇
特
例
被
保
険
者
又
は
そ
の
被
扶
養
者
が
令
第
四
十
四
条
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
令
第
四
十

二
条
第
一
項
第
五
号
に
掲
げ
る
場
合
に
該
当
し
な
く
な
っ
た
と
き
、
令
第
四
十
四
条
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す

る
令
第
四
十
三
条
第
一
項
第
二
号
ホ
に
掲
げ
る
場
合
に
該
当
し
て
い
る
旨
の
認
定
を
受
け
て
い
る
日
雇
特
例
被

保
険
者
又
は
そ
の
被
扶
養
者
が
令
第
四
十
四
条
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
令
第
四
十
二
条
第
三
項
第
五
号
に

掲
げ
る
場
合
に
該
当
し
な
く
な
っ
た
と
き
若
し
く
は
令
第
四
十
四
条
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
令
第
四
十
三

条
第
一
項
第
二
号
ヘ
に
掲
げ
る
場
合
に
該
当
し
て
い
る
旨
の
認
定
を
受
け
て
い
る
日
雇
特
例
被
保
険
者
又
は
そ

の
被
扶
養
者
が
令
第
四
十
四
条
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
令
第
四
十
二
条
第
三
項
第
六
号
に
掲
げ
る
場
合
に

該
当
し
な
く
な
っ
た
と
き
、
令
第
四
十
四
条
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
令
第
四
十
三
条
第
一
項
第
三
号
ホ
に

掲
げ
る
場
合
に
該
当
し
て
い
る
旨
の
認
定
を
受
け
て
い
る
日
雇
特
例
被
保
険
者
又
は
そ
の
被
扶
養
者
が
令
第
四

十
四
条
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
令
第
四
十
二
条
第
四
項
第
五
号
に
掲
げ
る
場
合
に
該
当
し
な
く
な
っ
た
と

き
若
し
く
は
令
第
四
十
四
条
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
令
第
四
十
三
条
第
一
項
第
三
号
ヘ
に
掲
げ
る
場
合
に

該
当
し
て
い
る
旨
の
認
定
を
受
け
て
い
る
日
雇
特
例
被
保
険
者
又
は
そ
の
被
扶
養
者
が
令
第
四
十
四
条
第
一
項

に
お
い
て
準
用
す
る
令
第
四
十
二
条
第
四
項
第
六
号
に
掲
げ
る
場
合
に
該
当
し
な
く
な
っ
た
と
き
若
し
く
は
令

第
四
十
四
条
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
令
第
四
十
三
条
第
一
項
第
四
号
ロ
に
掲
げ
る
場
合
に
該
当
し
て
い
る

旨
の
認
定
を
受
け
て
い
る
日
雇
特
例
被
保
険
者
又
は
そ
の
被
扶
養
者
が
令
第
四
十
四
条
第
一
項
に
お
い
て
準
用

す
る
令
第
四
十
二
条
第
五
項
第
二
号
に
掲
げ
る
場
合
に
該
当
し
な
く
な
っ
た
と
き
又
は
令
第
四
十
四
条
第
一
項

に
お
い
て
準
用
す
る
令
第
四
十
三
条
第
三
項
若
し
く
は
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
令
第
四
十
四
条
第
一
項
に
お
い

て
準
用
す
る
令
第
四
十
二
条
第
二
項
第
五
号
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

（
準
用
）

（
準
用
）

第
百
三
十
四
条

こ
の
章
に
規
定
す
る
も
の
の
ほ
か
、
日
雇
特
例
被
保
険
者
に
係
る
保
険
給
付
に
つ
い
て
は
、
第

三
十
二
条
第
一
項
、
第
三
十
二
条
の
二
、
第
三
十
三
条
、
第
五
十
七
条
、
第
五
十
八
条
、
第
六
十
一
条
か
ら
第

六
十
六
条
ま
で
、
第
六
十
九
条
、
第
七
十
一
条
、
第
七
十
二
条
、
第
八
十
一
条
、
第
八
十
二
条
、
第
八
十
四
条

（
第
七
項
を
除
く
。）、
第
八
十
五
条
か
ら
第
八
十
七
条
ま
で
（
同
条
第
三
項
を
除
く
。）、
第
八
十
八
条
、
第
八

十
九
条
第
一
項
、
第
九
十
三
条
、
第
九
十
五
条
か
ら
第
九
十
九
条
ま
で
（
同
条
第
五
項
第
一
号
及
び
第
二
号
、

第
八
項
並
び
に
第
九
項
を
除
く
。）、
第
九
十
九
条
の
二
か
ら
第
百
三
条
の
六
ま
で
、
第
百
六
条
か
ら
第
百
十
条

ま
で
、
第
百
十
二
条
及
び
第
百
十
二
条
の
二
の
規
定
を
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、こ
れ
ら
の
規
定（
第

八
十
四
条
第
一
項
第
九
号
及
び
第
八
十
五
条
第
一
項
第
三
号
を
除
く
。）中
「
被
保
険
者
」
と
あ
る
の
は
「
日
雇

特
例
被
保
険
者
（
日
雇
特
例
被
保
険
者
で
あ
っ
た
者
を
含
む
。）」
と
、「
被
保
険
者
等
記
号
・
番
号
」
と
あ
る
の

は
「
日
雇
特
例
被
保
険
者
手
帳
の
記
号
及
び
番
号
」
と
、
そ
れ
ぞ
れ
読
み
替
え
る
ほ
か
、
次
の
表
の
上
欄
に
掲

げ
る
規
定
中
同
表
の
中
欄
に
掲
げ
る
も
の
は
、
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
下
欄
の
よ
う
に
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

第
百
三
十
四
条

こ
の
章
に
規
定
す
る
も
の
の
ほ
か
、
日
雇
特
例
被
保
険
者
に
係
る
保
険
給
付
に
つ
い
て
は
、
第

三
十
二
条
第
一
項
、
第
三
十
二
条
の
二
、
第
三
十
三
条
、
第
五
十
七
条
、
第
五
十
八
条
、
第
六
十
一
条
か
ら
第

六
十
六
条
ま
で
、
第
六
十
九
条
、
第
七
十
一
条
、
第
七
十
二
条
、
第
八
十
一
条
、
第
八
十
二
条
、
第
八
十
四
条

（
第
七
項
を
除
く
。）、
第
八
十
五
条
か
ら
第
八
十
七
条
ま
で
（
同
条
第
三
項
を
除
く
。）、
第
八
十
八
条
、
第
八

十
九
条
第
一
項
、
第
九
十
三
条
、
第
九
十
五
条
か
ら
第
百
三
条
ま
で
（
第
九
十
九
条
第
五
項
第
一
号
及
び
第
二

号
、
第
八
項
並
び
に
第
九
項
を
除
く
。）、
第
九
十
九
条
の
二
か
ら
第
九
十
九
条
の
五
ま
で
、
第
百
六
条
か
ら
第

百
十
条
ま
で
、
第
百
十
二
条
及
び
第
百
十
二
条
の
二
の
規
定
を
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
こ
れ
ら
の

規
定
（
第
八
十
四
条
第
一
項
第
九
号
及
び
第
八
十
五
条
第
一
項
第
三
号
を
除
く
。）中
「
被
保
険
者
」
と
あ
る
の

は
「
日
雇
特
例
被
保
険
者
（
日
雇
特
例
被
保
険
者
で
あ
っ
た
者
を
含
む
。）」
と
、「
被
保
険
者
等
記
号
・
番
号
」

と
あ
る
の
は
「
日
雇
特
例
被
保
険
者
手
帳
の
記
号
及
び
番
号
」
と
、
そ
れ
ぞ
れ
読
み
替
え
る
ほ
か
、
次
の
表
の

上
欄
に
掲
げ
る
規
定
中
同
表
の
中
欄
に
掲
げ
る
も
の
は
、
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
下
欄
の
よ
う
に
読
み
替
え
る
も
の

と
す
る
。
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（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

第
九
十
三
条

第
九
十
条
に
お
い
て
準
用
す
る

第
五
十
三
条
、
第
五
十
四
条
、

第
九
十
九
条
、
第
百
三
条
の
七

第
五
項
又
は
第
百
五
条
第
四
項

法
第
百
四
十
条
第
一
項
又
は
第
百
四
十
五
条
第

一
項

第
九
十
三
条

第
九
十
条
に
お
い
て
準
用
す
る

第
五
十
三
条
、
第
五
十
四
条
、

第
九
十
九
条
、
第
百
三
条
の
二

第
五
項
又
は
第
百
五
条
第
四
項

法
第
百
四
十
条
第
一
項
又
は
第
百
四
十
五
条
第

一
項

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

第
百
九
条
の
二
の
二

第
一
項

（
略
）

（
略
）

第
百
九
条
の
二
の
二

第
一
項

（
略
）

（
略
）

第
百
九
条
の
二
の
二

の
二
第
一
項

法
第
百
十
五
条

法
第
百
四
十
七
条

（
新
設
）

（
新
設
）

（
新
設
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

第
百
九
条
の
九

（
略
）

令
第
四
十
三
条
の
四
第
一
項

（
略
）

令
第
四
十
四
条
第
八
項

（
略
）

令
第
四
十
三
条
の
四
第
一
項

（
略
）

令
第
四
十
四
条
第
七
項

（
略
）

２
〜
５

（
略
）

２
〜
５

（
略
）

（
略
）

第
百
九
条
の
九

（
略
）

附

則

附

則

第
一
条
の
二

令
附
則
第
五
条
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
額
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
額
の
合
計
額
と
す
る
。

第
一
条
の
二

令
附
則
第
九
条
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
額
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
額
の
合
計
額
と
す
る
。

一
・
二

（
略
）

一
・
二

（
略
）

様
式
第
十
三
号
の
二
中
「
第
百
三
条
の
二
」
を
「
第
百
三
条
の
七
」
に
改
め
る
。

（
船
員
保
険
法
施
行
規
則
の
一
部
改
正
）

第
二
条

船
員
保
険
法
施
行
規
則
（
昭
和
十
五
年
厚
生
省
令
第
五
号
）
の
一
部
を
次
の
表
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

後

改

正

前

（
資
格
確
認
書
の
交
付
等
）

（
資
格
確
認
書
の
交
付
等
）

第
三
十
五
条

（
略
）

第
三
十
五
条

（
略
）

２
〜
６

（
略
）

２
〜
６

（
略
）

７

第
二
十
四
条
及
び
こ
の
節
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
次
に
掲
げ
る
場
合
は
資
格
確
認
書
の
交
付
そ
の
他
の
手

続
に
つ
い
て
、
船
舶
所
有
者
を
経
由
せ
ず
行
う
も
の
と
す
る
。

７

第
二
十
四
条
及
び
こ
の
節
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
次
に
掲
げ
る
場
合
は
資
格
確
認
書
の
交
付
そ
の
他
の
手

続
に
つ
い
て
、
船
舶
所
有
者
を
経
由
せ
ず
行
う
も
の
と
す
る
。

一
・
二

（
略
）

一
・
二

（
略
）

令和年月日 水曜日 (号外第号)官 報



三

令
第
十
条
第
一
項
第
一
号
ホ
、
第
二
号
ホ
若
し
く
は
ヘ
、
第
三
号
ホ
若
し
く
は
ヘ
若
し
く
は
第
四
号
ロ
若

し
く
は
ハ
の
規
定
に
よ
る
協
会
の
認
定
又
は
同
条
第
三
項
若
し
く
は
第
四
項
の
規
定
に
よ
る
協
会
の
認
定

（
令
第
九
条
第
二
項
第
五
号
に
掲
げ
る
区
分
に
該
当
す
る
者
に
対
し
て
行
わ
れ
る
も
の
に
限
る
。）（
第
九
十

三
条
第
一
項
及
び
第
九
十
五
条
に
お
い
て
「
限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額
減
額
認
定
」
と
い
う
。）に
係
る
情

報
を
資
格
確
認
書
に
記
載
し
た
場
合
（
申
請
者
が
第
九
十
五
条
第
三
項
の
意
思
を
表
示
し
た
場
合
を
除
く
。）

三

令
第
十
条
第
一
項
第
一
号
ホ
、
第
二
号
ホ
若
し
く
は
ヘ
、
第
三
号
ホ
若
し
く
は
ヘ
若
し
く
は
第
四
号
ロ
の

規
定
に
よ
る
協
会
の
認
定
又
は
同
条
第
三
項
若
し
く
は
第
四
項
の
規
定
に
よ
る
協
会
の
認
定
（
令
第
九
条
第

二
項
第
五
号
に
掲
げ
る
区
分
に
該
当
す
る
者
に
対
し
て
行
わ
れ
る
も
の
に
限
る
。）（
第
九
十
三
条
第
一
項
及

び
第
九
十
五
条
に
お
い
て
「
限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額
減
額
認
定
」
と
い
う
。）に
係
る
情
報
を
資
格
確
認

書
に
記
載
し
た
場
合
（
申
請
者
が
第
九
十
五
条
第
三
項
の
意
思
を
表
示
し
た
場
合
を
除
く
。）

８

（
略
）

８

（
略
）

第
九
十
二
条

（
略
）

第
九
十
二
条

（
略
）

（
令
第
九
条
第
十
項
第
二
号
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
要
保
護
者
）

第
九
十
二
条
の
二

令
第
九
条
第
十
項
第
二
号
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
も
の
は
、令
第
八
条
の
二
第
一
項（
同

条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）、
第
三
項
（
同
条
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）

及
び
第
五
項
の
規
定
に
よ
る
高
額
療
養
費
の
支
給
が
あ
り
、
か
つ
、
令
第
十
条
第
一
項
第
二
号
ヘ
又
は
第
三
号

ヘ
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
者
と
し
て
食
事
療
養
標
準
負
担
額
又
は
生
活
療
養
標
準
負
担
額
に
つ
い
て
減
額
が

あ
れ
ば
生
活
保
護
法
の
規
定
に
よ
る
保
護
を
要
し
な
く
な
る
者
と
す
る
。

（
新
設
）

（
令
第
九
条
第
十
一
項
第
四
号
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
要
保
護
者
）

第
九
十
二
条
の
三

令
第
九
条
第
十
一
項
第
四
号
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
も
の
は
、
令
第
八
条
の
三
第
一
項

の
規
定
に
よ
る
高
額
療
養
費
の
支
給
が
あ
り
、
か
つ
、
令
第
十
条
第
一
項
第
二
号
ヘ
又
は
第
三
号
ヘ
の
規
定
の

適
用
を
受
け
る
者
と
し
て
食
事
療
養
標
準
負
担
額
又
は
生
活
療
養
標
準
負
担
額
に
つ
い
て
減
額
が
あ
れ
ば
生
活

保
護
法
の
規
定
に
よ
る
保
護
を
要
し
な
く
な
る
者
と
す
る
。

（
新
設
）

（
令
第
九
条
第
十
二
項
第
四
号
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
要
保
護
者
）

第
九
十
二
条
の
四

令
第
九
条
第
十
二
項
第
四
号
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
も
の
は
、
令
第
八
条
の
三
第
二
項

の
規
定
に
よ
る
高
額
療
養
費
の
支
給
が
あ
り
、
か
つ
、
令
第
十
条
第
一
項
第
二
号
ヘ
又
は
第
三
号
ヘ
の
規
定
の

適
用
を
受
け
る
者
と
し
て
食
事
療
養
標
準
負
担
額
又
は
生
活
療
養
標
準
負
担
額
に
つ
い
て
減
額
が
あ
れ
ば
生
活

保
護
法
の
規
定
に
よ
る
保
護
を
要
し
な
く
な
る
者
と
す
る
。

（
新
設
）

（
令
第
九
条
第
十
二
項
第
五
号
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
要
保
護
者
）

第
九
十
二
条
の
五

令
第
九
条
第
十
二
項
第
五
号
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
も
の
は
、
令
第
八
条
の
三
第
二
項

の
規
定
に
よ
る
高
額
療
養
費
の
支
給
が
あ
り
、
か
つ
、
令
第
十
条
第
一
項
第
二
号
ヘ
又
は
第
三
号
ヘ
の
規
定
の

適
用
を
受
け
る
者
と
し
て
食
事
療
養
標
準
負
担
額
又
は
生
活
療
養
標
準
負
担
額
に
つ
い
て
減
額
が
あ
れ
ば
生
活

保
護
法
の
規
定
に
よ
る
保
護
を
要
し
な
く
な
る
者
と
す
る
。

（
新
設
）

（
令
第
九
条
第
十
二
項
第
五
号
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
日
）

第
九
十
二
条
の
六

令
第
九
条
第
十
二
項
第
五
号
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
日
は
、
基
準
日
の
属
す
る
月
の
初

日
そ
の
他
こ
れ
に
準
ず
る
日
と
す
る
。

（
新
設
）

（
限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額
減
額
の
認
定
の
申
請
等
）

（
限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額
減
額
の
認
定
の
申
請
等
）

第
九
十
五
条

限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額
減
額
認
定
を
受
け
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
被
保
険
者
は
、
次
に
掲
げ

る
事
項
を
記
載
し
た
申
請
書
に
、
第
三
号
及
び
第
四
号
に
掲
げ
る
事
項
を
証
す
る
書
類
を
添
付
し
て
、
協
会
に

提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
九
十
五
条

限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額
減
額
認
定
を
受
け
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
被
保
険
者
は
、
次
に
掲
げ

る
事
項
を
記
載
し
た
申
請
書
に
、
第
三
号
及
び
第
四
号
に
掲
げ
る
事
項
を
証
す
る
書
類
を
添
付
し
て
、
協
会
に

提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
〜
三

（
略
）

一
〜
三

（
略
）

四

令
第
九
条
第
一
項
第
五
号
、
第
三
項
第
五
号
若
し
く
は
第
六
号
、
第
四
項
第
五
号
若
し
く
は
第
六
号
若
し

く
は
第
五
項
第
二
号
若
し
く
は
第
三
号
に
掲
げ
る
者
の
い
ず
れ
か
に
該
当
し
て
い
る
旨
又
は
同
条
第
二
項
第

五
号
に
掲
げ
る
区
分
に
該
当
し
て
い
る
旨

四

令
第
九
条
第
一
項
第
五
号
、
第
三
項
第
五
号
若
し
く
は
第
六
号
、
第
四
項
第
五
号
若
し
く
は
第
六
号
若
し

く
は
第
五
項
第
二
号
に
掲
げ
る
者
の
い
ず
れ
か
に
該
当
し
て
い
る
旨
又
は
同
条
第
二
項
第
五
号
に
掲
げ
る
区

分
に
該
当
し
て
い
る
旨

２
〜
５

（
略
）

２
〜
５

（
略
）
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６

第
三
十
五
条
第
五
項
、
第
六
項
及
び
第
八
項
、
第
三
十
六
条
か
ら
第
三
十
八
条
ま
で
、
第
四
十
条
第
一
項
か

ら
第
三
項
ま
で
並
び
に
第
九
十
三
条
第
三
項
の
規
定
は
、
限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額
減
額
認
定
証
に
つ
い
て

準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
こ
れ
ら
の
規
定
（
第
三
十
五
条
第
五
項
、
第
三
十
八
条
第
二
項
及
び
第
四

十
条
第
三
項
を
除
く
。）中
「
疾
病
任
意
継
続
被
保
険
者
」
と
あ
る
の
は
「
疾
病
任
意
継
続
被
保
険
者
又
は
第
九

十
五
条
第
三
項
の
意
思
を
表
示
し
な
い
者
」
と
、
第
三
十
五
条
第
五
項
中
「
疾
病
任
意
継
続
被
保
険
者
」
と
あ

る
の
は
「
疾
病
任
意
継
続
被
保
険
者
及
び
第
九
十
五
条
第
三
項
の
意
思
を
表
示
し
な
い
者
」
と
、
第
三
十
七
条

第
一
項
中
「
申
請
す
る
こ
と
が
で
き
る
」
と
あ
る
の
は
「
申
請
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
、
第
三
十
八
条
第

二
項
及
び
第
四
十
条
第
三
項
中
「
疾
病
任
意
継
続
被
保
険
者
」
と
あ
る
の
は
「
疾
病
任
意
継
続
被
保
険
者
及
び

第
九
十
五
条
第
三
項
の
意
思
を
表
示
し
な
い
者
」
と
、
第
九
十
三
条
第
三
項
第
四
号
中
「
令
第
十
条
第
一
項
第

一
号
イ
に
掲
げ
る
者
が
令
第
九
条
第
一
項
第
一
号
に
掲
げ
る
者
に
該
当
し
な
く
な
っ
た
と
き
、
令
第
十
条
第
一

項
第
一
号
ロ
に
掲
げ
る
者
が
令
第
九
条
第
一
項
第
二
号
に
掲
げ
る
者
に
該
当
し
な
く
な
っ
た
と
き
、
令
第
十
条

第
一
項
第
一
号
ハ
に
掲
げ
る
者
が
令
第
九
条
第
一
項
第
三
号
に
掲
げ
る
者
に
該
当
し
な
く
な
っ
た
と
き
、
令
第

十
条
第
一
項
第
一
号
ニ
に
掲
げ
る
者
が
令
第
九
条
第
一
項
第
四
号
に
掲
げ
る
者
に
該
当
し
な
く
な
っ
た
と
き
、

令
第
十
条
第
一
項
第
二
号
ハ
に
掲
げ
る
者
が
令
第
九
条
第
三
項
第
三
号
に
掲
げ
る
者
に
該
当
し
な
く
な
っ
た
と

き
、
令
第
十
条
第
一
項
第
二
号
ニ
に
掲
げ
る
者
が
令
第
九
条
第
三
項
第
四
号
に
掲
げ
る
者
に
該
当
し
な
く
な
っ

た
と
き
、
令
第
十
条
第
一
項
第
三
号
ハ
に
掲
げ
る
者
が
令
第
九
条
第
四
項
第
三
号
に
掲
げ
る
者
に
該
当
し
な
く

な
っ
た
と
き
若
し
く
は
令
第
十
条
第
一
項
第
三
号
ニ
に
掲
げ
る
者
が
令
第
九
条
第
四
項
第
四
号
に
掲
げ
る
者
に

該
当
し
な
く
な
っ
た
と
き
又
は
令
第
十
条
第
三
項
若
し
く
は
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
令
第
九
条
第
二
項
第
一
号

若
し
く
は
第
二
号
の
い
ず
れ
か
」
と
あ
る
の
は
「
令
第
十
条
第
一
項
第
一
号
ホ
に
掲
げ
る
者
が
令
第
九
条
第
一

項
第
五
号
に
掲
げ
る
者
に
該
当
し
な
く
な
っ
た
と
き
、
令
第
十
条
第
一
項
第
二
号
ホ
に
掲
げ
る
者
が
令
第
九
条

第
三
項
第
五
号
に
掲
げ
る
者
に
該
当
し
な
く
な
っ
た
と
き
若
し
く
は
令
第
十
条
第
一
項
第
二
号
ヘ
に
掲
げ
る
者

が
令
第
九
条
第
三
項
第
六
号
に
掲
げ
る
者
に
該
当
し
な
く
な
っ
た
と
き
、
令
第
十
条
第
一
項
第
三
号
ホ
に
掲
げ

る
者
が
令
第
九
条
第
四
項
第
五
号
に
掲
げ
る
者
に
該
当
し
な
く
な
っ
た
と
き
若
し
く
は
令
第
十
条
第
一
項
第
三

号
ヘ
に
掲
げ
る
者
が
令
第
九
条
第
四
項
第
六
号
に
掲
げ
る
者
に
該
当
し
な
く
な
っ
た
と
き
若
し
く
は
令
第
十
条

第
一
項
第
四
号
ロ
若
し
く
は
ハ
に
掲
げ
る
者
が
令
第
九
条
第
五
項
第
二
号
若
し
く
は
第
三
号
に
掲
げ
る
者
に
該

当
し
な
く
な
っ
た
と
き
又
は
令
第
十
条
第
三
項
若
し
く
は
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
令
第
九
条
第
二
項
第
五
号
」

と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

６

第
三
十
五
条
第
五
項
、
第
六
項
及
び
第
八
項
、
第
三
十
六
条
か
ら
第
三
十
八
条
ま
で
、
第
四
十
条
第
一
項
か

ら
第
三
項
ま
で
並
び
に
第
九
十
三
条
第
三
項
の
規
定
は
、
限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額
減
額
認
定
証
に
つ
い
て

準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
こ
れ
ら
の
規
定
（
第
三
十
五
条
第
五
項
、
第
三
十
八
条
第
二
項
及
び
第
四

十
条
第
三
項
を
除
く
。）中
「
疾
病
任
意
継
続
被
保
険
者
」
と
あ
る
の
は
「
疾
病
任
意
継
続
被
保
険
者
又
は
第
九

十
五
条
第
三
項
の
意
思
を
表
示
し
な
い
者
」
と
、
第
三
十
五
条
第
五
項
中
「
疾
病
任
意
継
続
被
保
険
者
」
と
あ

る
の
は
「
疾
病
任
意
継
続
被
保
険
者
及
び
第
九
十
五
条
第
三
項
の
意
思
を
表
示
し
な
い
者
」
と
、
第
三
十
七
条

第
一
項
中
「
申
請
す
る
こ
と
が
で
き
る
」
と
あ
る
の
は
「
申
請
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
、
第
三
十
八
条
第

二
項
及
び
第
四
十
条
第
三
項
中
「
疾
病
任
意
継
続
被
保
険
者
」
と
あ
る
の
は
「
疾
病
任
意
継
続
被
保
険
者
及
び

第
九
十
五
条
第
三
項
の
意
思
を
表
示
し
な
い
者
」
と
、
第
九
十
三
条
第
三
項
第
四
号
中
「
令
第
十
条
第
一
項
第

一
号
イ
に
掲
げ
る
者
が
令
第
九
条
第
一
項
第
一
号
に
掲
げ
る
者
に
該
当
し
な
く
な
っ
た
と
き
、
令
第
十
条
第
一

項
第
一
号
ロ
に
掲
げ
る
者
が
令
第
九
条
第
一
項
第
二
号
に
掲
げ
る
者
に
該
当
し
な
く
な
っ
た
と
き
、
令
第
十
条

第
一
項
第
一
号
ハ
に
掲
げ
る
者
が
令
第
九
条
第
一
項
第
三
号
に
掲
げ
る
者
に
該
当
し
な
く
な
っ
た
と
き
、
令
第

十
条
第
一
項
第
一
号
ニ
に
掲
げ
る
者
が
令
第
九
条
第
一
項
第
四
号
に
掲
げ
る
者
に
該
当
し
な
く
な
っ
た
と
き
、

令
第
十
条
第
一
項
第
二
号
ハ
に
掲
げ
る
者
が
令
第
九
条
第
三
項
第
三
号
に
掲
げ
る
者
に
該
当
し
な
く
な
っ
た
と

き
、
令
第
十
条
第
一
項
第
二
号
ニ
に
掲
げ
る
者
が
令
第
九
条
第
三
項
第
四
号
に
掲
げ
る
者
に
該
当
し
な
く
な
っ

た
と
き
、
令
第
十
条
第
一
項
第
三
号
ハ
に
掲
げ
る
者
が
令
第
九
条
第
四
項
第
三
号
に
掲
げ
る
者
に
該
当
し
な
く

な
っ
た
と
き
若
し
く
は
令
第
十
条
第
一
項
第
三
号
ニ
に
掲
げ
る
者
が
令
第
九
条
第
四
項
第
四
号
に
掲
げ
る
者
に

該
当
し
な
く
な
っ
た
と
き
又
は
令
第
十
条
第
三
項
若
し
く
は
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
令
第
九
条
第
二
項
第
一
号

若
し
く
は
第
二
号
の
い
ず
れ
か
」
と
あ
る
の
は
「
令
第
十
条
第
一
項
第
一
号
ホ
に
掲
げ
る
者
が
令
第
九
条
第
一

項
第
五
号
に
掲
げ
る
者
に
該
当
し
な
く
な
っ
た
と
き
、
令
第
十
条
第
一
項
第
二
号
ホ
に
掲
げ
る
者
が
令
第
九
条

第
三
項
第
五
号
に
掲
げ
る
者
に
該
当
し
な
く
な
っ
た
と
き
若
し
く
は
令
第
十
条
第
一
項
第
二
号
ヘ
に
掲
げ
る
者

が
令
第
九
条
第
三
項
第
六
号
に
掲
げ
る
者
に
該
当
し
な
く
な
っ
た
と
き
、
令
第
十
条
第
一
項
第
三
号
ホ
に
掲
げ

る
者
が
令
第
九
条
第
四
項
第
五
号
に
掲
げ
る
者
に
該
当
し
な
く
な
っ
た
と
き
若
し
く
は
令
第
十
条
第
一
項
第
三

号
ヘ
に
掲
げ
る
者
が
令
第
九
条
第
四
項
第
六
号
に
掲
げ
る
者
に
該
当
し
な
く
な
っ
た
と
き
若
し
く
は
令
第
十
条

第
一
項
第
四
号
ロ
に
掲
げ
る
者
が
令
第
九
条
第
五
項
第
二
号
に
掲
げ
る
者
に
該
当
し
な
く
な
っ
た
と
き
又
は
令

第
十
条
第
三
項
若
し
く
は
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
令
第
九
条
第
二
項
第
五
号
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

（
月
間
の
高
額
療
養
費
の
支
給
の
申
請
）

（
月
間
の
高
額
療
養
費
の
支
給
の
申
請
）

第
九
十
九
条

法
第
八
十
三
条
の
規
定
に
よ
り
高
額
療
養
費
（
令
第
八
条
の
規
定
に
よ
り
支
給
さ
れ
る
高
額
療
養

費
に
限
る
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。）の
支
給
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し

た
申
請
書
を
協
会
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
九
十
九
条

法
第
八
十
三
条
の
規
定
に
よ
り
高
額
療
養
費
（
令
第
八
条
の
規
定
に
よ
り
支
給
さ
れ
る
高
額
療
養

費
に
限
る
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。）の
支
給
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し

た
申
請
書
を
協
会
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
・
二

（
略
）

一
・
二

（
略
）

三

同
一
の
月
に
そ
れ
ぞ
れ
一
の
病
院
、
診
療
所
、
薬
局
そ
の
他
の
者
か
ら
受
け
た
療
養
（
七
十
歳
に
達
す
る

日
の
属
す
る
月
以
前
の
療
養
に
係
る
も
の
に
あ
っ
て
は
、
令
第
八
条
第
一
項
第
一
号
イ
か
ら
ヘ
ま
で
に
掲
げ

る
額
が
二
万
千
円
（
令
第
八
条
の
三
第
一
項
に
規
定
す
る
七
十
五
歳
到
達
時
特
例
対
象
療
養
に
係
る
も
の
に

あ
っ
て
は
一
万
五
百
円
）
以
上
で
あ
る
も
の
に
限
る
。）に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
次
に
掲
げ
る
事
項

三

同
一
の
月
に
そ
れ
ぞ
れ
一
の
病
院
、
診
療
所
、
薬
局
そ
の
他
の
者
か
ら
受
け
た
療
養
（
七
十
歳
に
達
す
る

日
の
属
す
る
月
以
前
の
療
養
に
係
る
も
の
に
あ
っ
て
は
、
令
第
八
条
第
一
項
第
一
号
イ
か
ら
ヘ
ま
で
に
掲
げ

る
額
が
二
万
千
円
（
令
第
九
条
第
五
項
に
規
定
す
る
七
十
五
歳
到
達
時
特
例
対
象
療
養
に
係
る
も
の
に
あ
っ

て
は
一
万
五
百
円
）
以
上
で
あ
る
も
の
に
限
る
。）に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
次
に
掲
げ
る
事
項

イ
〜
ヘ

（
略
）

イ
〜
ヘ

（
略
）

四
〜
六

（
略
）

四
〜
六

（
略
）

２
・
３

（
略
）

２
・
３

（
略
）
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（
令
第
八
条
の
二
の
年
間
の
高
額
療
養
費
の
支
給
の
申
請
等
）

（
年
間
の
高
額
療
養
費
の
支
給
の
申
請
等
）

第
九
十
九
条
の
二

（
略
）

第
九
十
九
条
の
二

（
略
）

２

（
略
）

２

（
略
）

３

申
請
者
が
、
令
第
九
条
第
十
項
第
二
号
に
該
当
す
る
と
き
は
、
当
該
申
請
者
は
、
第
一
項
の
申
請
書
に
そ
の

旨
を
証
す
る
書
類
を
添
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
協
会
が
番
号
利
用
法
第
二
十
二
条
第
一
項
の
規

定
に
よ
り
当
該
書
類
と
同
一
の
内
容
を
含
む
利
用
特
定
個
人
情
報
の
提
供
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
と
き
は
、

こ
の
限
り
で
な
い
。

（
新
設
）

４

第
一
項
の
規
定
に
よ
る
申
請
書
の
提
出
を
受
け
た
協
会
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
、
第
二
項
第
一
号
の
証
明

書
を
交
付
し
た
者
又
は
当
該
証
明
書
と
同
一
の
内
容
を
含
む
利
用
特
定
個
人
情
報
を
提
供
し
た
者
に
対
し
、
遅

滞
な
く
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３

第
一
項
の
規
定
に
よ
る
申
請
書
の
提
出
を
受
け
た
協
会
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
、
前
項
第
一
号
の
証
明
書

を
交
付
し
た
者
又
は
当
該
証
明
書
と
同
一
の
内
容
を
含
む
利
用
特
定
個
人
情
報
を
提
供
し
た
者
に
対
し
、
遅
滞

な
く
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

当
該
申
請
者
に
適
用
さ
れ
る
令
第
八
条
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
高
額
療
養
費
算
定
基
準
額
並
び
に
基
準

日
被
保
険
者
合
算
額
、
基
準
日
被
扶
養
者
合
算
額
及
び
元
被
扶
養
者
合
算
額

一

当
該
申
請
者
に
適
用
さ
れ
る
令
第
八
条
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
基
準
日
被
保
険
者
合
算
額
、
基
準
日
被

扶
養
者
合
算
額
及
び
元
被
扶
養
者
合
算
額

二

（
略
）

二

（
略
）

５

精
算
対
象
者
（
計
算
期
間
の
中
途
で
死
亡
し
た
被
扶
養
者
そ
の
他
こ
れ
に
準
ず
る
者
を
い
う
。
以
下
こ
の
項

に
お
い
て
同
じ
。）が
死
亡
し
た
日
そ
の
他
こ
れ
に
準
ず
る
日
に
お
い
て
、
当
該
精
算
対
象
者
を
扶
養
す
る
被
保

険
者
は
、
当
該
精
算
対
象
者
に
係
る
高
額
療
養
費
等
の
額
の
算
定
の
申
請
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合

に
お
い
て
は
、
当
該
申
請
を
行
う
者
を
第
一
項
の
申
請
者
と
み
な
し
て
、
第
一
項
か
ら
第
三
項
ま
で
の
規
定
を

適
用
す
る
。

４

精
算
対
象
者
（
計
算
期
間
の
中
途
で
死
亡
し
た
被
扶
養
者
そ
の
他
こ
れ
に
準
ず
る
者
を
い
う
。
以
下
こ
の
項

に
お
い
て
同
じ
。）が
死
亡
し
た
日
そ
の
他
こ
れ
に
準
ず
る
日
に
お
い
て
、
当
該
精
算
対
象
者
を
扶
養
す
る
被
保

険
者
は
、
当
該
精
算
対
象
者
に
係
る
高
額
療
養
費
等
の
額
の
算
定
の
申
請
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合

に
お
い
て
は
、
当
該
申
請
を
行
う
者
を
第
一
項
の
申
請
者
と
み
な
し
て
、
同
項
及
び
第
二
項
の
規
定
を
適
用
す

る
。

６

前
項
の
申
請
が
あ
っ
た
場
合
に
お
い
て
は
、
第
四
項
中
「
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。」と
あ
る
の
は
、「
通

知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
精
算
対
象
者
（
計
算
期
間
の
中
途
で
死
亡
し
た
被
扶
養
者
そ
の
他
こ
れ

に
準
ず
る
者
を
い
う
。）に
対
す
る
証
明
書
を
交
付
し
た
者
及
び
当
該
証
明
書
と
同
一
の
内
容
を
含
む
利
用
特
定

個
人
情
報
を
提
供
し
た
者
以
外
の
も
の
に
対
す
る
通
知
は
省
略
す
る
こ
と
が
で
き
る
。」と
読
み
替
え
て
、
同
項

の
規
定
を
適
用
す
る
。

５

前
項
の
申
請
が
あ
っ
た
場
合
に
お
い
て
は
、
第
三
項
中
「
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。」と
あ
る
の
は
、「
通

知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
精
算
対
象
者
（
計
算
期
間
の
中
途
で
死
亡
し
た
被
扶
養
者
そ
の
他
こ
れ

に
準
ず
る
者
を
い
う
。）に
対
す
る
証
明
書
を
交
付
し
た
者
及
び
当
該
証
明
書
と
同
一
の
内
容
を
含
む
利
用
特
定

個
人
情
報
を
提
供
し
た
者
以
外
の
も
の
に
対
す
る
通
知
は
省
略
す
る
こ
と
が
で
き
る
。」と
読
み
替
え
て
、
同
項

の
規
定
を
適
用
す
る
。

（
令
第
八
条
の
二
の
年
間
の
高
額
療
養
費
の
支
給
及
び
証
明
書
の
交
付
の
申
請
等
）

（
年
間
の
高
額
療
養
費
の
支
給
及
び
証
明
書
の
交
付
の
申
請
等
）

第
九
十
九
条
の
三

（
略
）

第
九
十
九
条
の
三

（
略
）

（
令
第
八
条
の
三
の
年
間
の
高
額
療
養
費
の
支
給
の
申
請
等
）

第
九
十
九
条
の
三
の
二

法
第
八
十
三
条
の
規
定
に
よ
り
高
額
療
養
費
（
令
第
八
条
の
三
の
規
定
に
よ
り
支
給
さ

れ
る
高
額
療
養
費
に
限
る
。以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。）の
支
給
を
受
け
よ
う
と
す
る
基
準
日
被
保
険
者（
以

下
こ
の
条
に
お
い
て
「
申
請
者
」
と
い
う
。）は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
申
請
書
を
協
会
に
提
出
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
新
設
）

一

被
保
険
者
等
記
号
・
番
号
又
は
個
人
番
号

二

計
算
期
間
の
始
期
及
び
終
期

三

申
請
者
及
び
基
準
日
被
扶
養
者
の
氏
名
及
び
生
年
月
日

四

申
請
者
が
計
算
期
間
に
お
け
る
被
保
険
者
で
あ
っ
た
間
に
、
高
額
療
養
費
に
係
る
療
養
を
受
け
た
者
の
氏

名
及
び
そ
の
年
月
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五

次
の
イ
及
び
ロ
に
掲
げ
る
者
の
区
分
に
応
じ
、
当
該
イ
及
び
ロ
に
定
め
る
事
項

イ

払
渡
し
を
受
け
よ
う
と
す
る
預
貯
金
口
座
と
し
て
、
公
金
受
取
口
座
を
利
用
し
よ
う
と
す
る
者

払
渡

し
を
受
け
よ
う
と
す
る
預
貯
金
口
座
と
し
て
、
公
金
受
取
口
座
を
利
用
す
る
旨

ロ

イ
に
掲
げ
る
者
以
外
の
者

払
渡
し
を
受
け
よ
う
と
す
る
金
融
機
関
等
の
名
称

２

申
請
者
が
、
令
第
九
条
第
十
一
項
第
四
号
又
は
第
十
二
項
第
四
号
若
し
く
は
第
五
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す

る
と
き
は
、
当
該
申
請
者
は
、
前
項
の
申
請
書
に
そ
の
旨
を
証
す
る
書
類
を
添
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た

だ
し
、
協
会
が
番
号
利
用
法
第
二
十
二
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
当
該
書
類
と
同
一
の
内
容
を
含
む
利
用
特
定

個
人
情
報
の
提
供
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
と
き
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

３

精
算
対
象
者
（
計
算
期
間
の
中
途
で
死
亡
し
た
被
扶
養
者
そ
の
他
こ
れ
に
準
ず
る
者
を
い
う
。
以
下
こ
の
項

に
お
い
て
同
じ
。）が
死
亡
し
た
日
そ
の
他
こ
れ
に
準
ず
る
日
に
お
い
て
、
当
該
精
算
対
象
者
を
扶
養
す
る
被
保

険
者
は
、
当
該
精
算
対
象
者
に
係
る
高
額
療
養
費
等
の
額
の
算
定
の
申
請
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合

に
お
い
て
は
、
当
該
申
請
を
行
う
者
を
第
一
項
の
申
請
者
と
み
な
し
て
、
前
二
項
の
規
定
を
適
用
す
る
。

（
令
第
十
一
条
第
一
項
第
三
号
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
額
）

（
令
第
十
一
条
第
一
項
第
三
号
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
額
）

第
百
条

令
第
十
一
条
第
一
項
第
三
号
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
額
は
、
計
算
期
間

に
お
い
て
、
基
準
日
被
保
険
者
又
は
基
準
日
被
扶
養
者
が
該
当
す
る
次
の
表
の
第
一
欄
に
掲
げ
る
期
間
の
区
分

に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
期
間
に
こ
れ
ら
の
者
が
受
け
た
療
養
又
は
そ
の
被
扶
養
者
等
が
そ
の
被
扶
養
者
等
で

あ
っ
た
間
に
受
け
た
療
養
に
係
る
同
表
の
第
二
欄
に
掲
げ
る
額
と
す
る
。

第
百
条

令
第
十
一
条
第
一
項
第
三
号
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
額
は
、
計
算
期
間

に
お
い
て
、
基
準
日
被
保
険
者
又
は
基
準
日
被
扶
養
者
が
該
当
す
る
次
の
表
の
第
一
欄
に
掲
げ
る
期
間
の
区
分

に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
期
間
に
こ
れ
ら
の
者
が
受
け
た
療
養
又
は
そ
の
被
扶
養
者
等
が
そ
の
被
扶
養
者
等
で

あ
っ
た
間
に
受
け
た
療
養
に
係
る
同
表
の
第
二
欄
に
掲
げ
る
額
と
す
る
。

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

二

日
雇
特
例
被
保
険
者
で
あ
っ
た

期
間

健
康
保
険
法
施
行
令
第
四
十
四
条
第
七
項
に
お

い
て
準
用
す
る
同
令
第
四
十
三
条
の
二
第
一
項

第
一
号
に
規
定
す
る
合
算
額

二

日
雇
特
例
被
保
険
者
で
あ
っ
た

期
間

健
康
保
険
法
施
行
令
第
四
十
四
条
第
六
項
に
お

い
て
準
用
す
る
同
令
第
四
十
三
条
の
二
第
一
項

第
一
号
に
規
定
す
る
合
算
額

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
令
第
十
一
条
第
二
項
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
額
）

（
令
第
十
一
条
第
二
項
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
額
）

第
百
一
条

令
第
十
一
条
第
二
項
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
額
は
、
次
の
各
号
に
掲

げ
る
額
の
区
分
に
応
じ
、
当
該
各
号
に
定
め
る
額
と
す
る
。

第
百
一
条

令
第
十
一
条
第
二
項
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
額
は
、
次
の
各
号
に
掲

げ
る
額
の
区
分
に
応
じ
、
当
該
各
号
に
定
め
る
額
と
す
る
。

一

（
略
）

一

（
略
）

二

令
第
十
一
条
第
一
項
第
三
号
に
掲
げ
る
額
に
相
当
す
る
額

同
号
に
規
定
す
る
療
養
（
七
十
歳
に
達
す
る

日
の
属
す
る
月
の
翌
月
以
後
に
受
け
た
療
養
に
限
る
。）に
係
る
額
と
し
て
、
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
前
条

の
表
の
項
の
第
二
欄
に
掲
げ
る
額
を
、
次
の
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
額
に
読
み
替
え
て
適
用
す
る
同
条
の
規
定

に
よ
り
そ
れ
ぞ
れ
算
定
し
た
額

二

令
第
十
一
条
第
一
項
第
三
号
に
掲
げ
る
額
に
相
当
す
る
額

同
号
に
規
定
す
る
療
養
（
七
十
歳
に
達
す
る

日
の
属
す
る
月
の
翌
月
以
後
に
受
け
た
療
養
に
限
る
。）に
係
る
額
と
し
て
、
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
前
条

の
表
の
項
の
第
二
欄
に
掲
げ
る
額
を
、
次
の
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
額
に
読
み
替
え
て
適
用
す
る
同
条
の
規
定

に
よ
り
そ
れ
ぞ
れ
算
定
し
た
額

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

二
の
項

健
康
保
険
法
施
行
令
第
四
十
四
条
第
六
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
令
第
四
十
三
条

の
二
第
一
項
第
一
号
イ
及
び
ロ
に
掲
げ
る
額
（
七
十
歳
に
達
す
る
日
の
属
す
る
月

の
翌
月
以
後
に
受
け
た
療
養
に
係
る
も
の
に
限
る
。）の
合
算
額
（
同
令
第
四
十
四

条
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
令
第
四
十
一
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
高
額
療

養
費
が
支
給
さ
れ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
当
該
支
給
額
に
七
十
歳
以
上
高
額
療
養

二
の
項

健
康
保
険
法
施
行
令
第
四
十
四
条
第
五
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
令
第
四
十
三
条

の
二
第
一
項
第
一
号
イ
及
び
ロ
に
掲
げ
る
額
（
七
十
歳
に
達
す
る
日
の
属
す
る
月

の
翌
月
以
後
に
受
け
た
療
養
に
係
る
も
の
に
限
る
。）の
合
算
額
（
同
令
第
四
十
四

条
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
令
第
四
十
一
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
高
額
療

養
費
が
支
給
さ
れ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
当
該
支
給
額
に
七
十
歳
以
上
高
額
療
養

令和年月日 水曜日 (号外第号)官 報



（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

三
・
四

（
略
）

三
・
四

（
略
）

（
令
第
十
一
条
第
四
項
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
第
一
項
各
号
に
掲
げ
る
額
に
相

当
す
る
額
）

（
令
第
十
一
条
第
四
項
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
第
一
項
各
号
に
掲
げ
る
額
に
相

当
す
る
額
）

第
百
二
条

令
第
十
一
条
第
四
項
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
同
条
第
一
項
各
号
に
掲

げ
る
額
に
相
当
す
る
額
は
、
被
保
険
者
で
あ
っ
た
者
が
基
準
日
に
お
い
て
該
当
す
る
次
の
表
の
第
一
欄
に
掲
げ

る
者
の
区
分
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
第
二
欄
に
掲
げ
る
額
と
す
る
。

第
百
二
条

令
第
十
一
条
第
四
項
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
同
条
第
一
項
各
号
に
掲

げ
る
額
に
相
当
す
る
額
は
、
被
保
険
者
で
あ
っ
た
者
が
基
準
日
に
お
い
て
該
当
す
る
次
の
表
の
第
一
欄
に
掲
げ

る
者
の
区
分
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
第
二
欄
に
掲
げ
る
額
と
す
る
。

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

二

日
雇
特
例
被
保
険
者
又
は
そ
の

被
扶
養
者

健
康
保
険
法
施
行
令
第
四
十
四
条
第
六
項
に
お

い
て
準
用
す
る
同
令
第
四
十
三
条
の
二
第
一
項

各
号
（
同
令
第
四
十
四
条
第
六
項
に
お
い
て
準

用
す
る
同
令
第
四
十
三
条
の
二
第
三
項
に
お
い

て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）に
掲
げ
る
額

二

日
雇
特
例
被
保
険
者
又
は
そ
の

被
扶
養
者

健
康
保
険
法
施
行
令
第
四
十
四
条
第
五
項
に
お

い
て
準
用
す
る
同
令
第
四
十
三
条
の
二
第
一
項

各
号
（
同
令
第
四
十
四
条
第
五
項
に
お
い
て
準

用
す
る
同
令
第
四
十
三
条
の
二
第
三
項
に
お
い

て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）に
掲
げ
る
額

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
令
第
十
一
条
第
五
項
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
額
）

（
令
第
十
一
条
第
五
項
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
額
）

第
百
三
条

令
第
十
一
条
第
五
項
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
額
は
、
次
の
表
の
上
欄

に
掲
げ
る
前
条
の
表
の
項
の
第
二
欄
に
掲
げ
る
額
を
、
次
の
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
額
に
そ
れ
ぞ
れ
読
み
替
え
て

適
用
す
る
同
条
の
規
定
に
よ
り
算
定
し
た
額
と
す
る
。

第
百
三
条

令
第
十
一
条
第
五
項
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
額
は
、
次
の
表
の
上
欄

に
掲
げ
る
前
条
の
表
の
項
の
第
二
欄
に
掲
げ
る
額
を
、
次
の
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
額
に
そ
れ
ぞ
れ
読
み
替
え
て

適
用
す
る
同
条
の
規
定
に
よ
り
算
定
し
た
額
と
す
る
。

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

二
の
項

健
康
保
険
法
施
行
令
第
四
十
四
条
第
六
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
令
第
四
十
三
条

の
二
第
二
項
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
額

二
の
項

健
康
保
険
法
施
行
令
第
四
十
四
条
第
五
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
令
第
四
十
三
条

の
二
第
二
項
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
額

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

費
按
分
率
（
同
令
第
四
十
四
条
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
令
第
四
十
一
条
第

三
項
に
規
定
す
る
七
十
歳
以
上
一
部
負
担
金
等
世
帯
合
算
額
か
ら
同
令
第
四
十
四

条
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
令
第
四
十
一
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
支
給
さ

れ
る
高
額
療
養
費
の
額
を
控
除
し
た
額
を
同
令
第
四
十
四
条
第
一
項
に
お
い
て
準

用
す
る
同
令
第
四
十
一
条
第
一
項
に
規
定
す
る
一
部
負
担
金
等
世
帯
合
算
額
で
除

し
て
得
た
率
を
い
う
。）を
乗
じ
て
得
た
額
を
控
除
し
た
額
と
し
、
同
令
第
四
十
四

条
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
令
第
四
十
一
条
第
三
項
か
ら
第
五
項
ま
で
の
規

定
に
よ
り
高
額
療
養
費
が
支
給
さ
れ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
当
該
支
給
額
を
控
除

し
た
額
と
し
、
令
第
四
十
四
条
第
二
項
又
は
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
令
第
四

十
一
条
の
二
の
規
定
に
よ
り
高
額
療
養
費
が
支
給
さ
れ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
当

該
支
給
額
を
控
除
し
た
額
と
す
る
。）

費
按
分
率
（
同
令
第
四
十
四
条
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
令
第
四
十
一
条
第

三
項
に
規
定
す
る
七
十
歳
以
上
一
部
負
担
金
等
世
帯
合
算
額
か
ら
同
令
第
四
十
四

条
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
令
第
四
十
一
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
支
給
さ

れ
る
高
額
療
養
費
の
額
を
控
除
し
た
額
を
同
令
第
四
十
四
条
第
一
項
に
お
い
て
準

用
す
る
同
令
第
四
十
一
条
第
一
項
に
規
定
す
る
一
部
負
担
金
等
世
帯
合
算
額
で
除

し
て
得
た
率
を
い
う
。）を
乗
じ
て
得
た
額
を
控
除
し
た
額
と
し
、
同
令
第
四
十
四

条
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
令
第
四
十
一
条
第
三
項
か
ら
第
五
項
ま
で
の
規

定
に
よ
り
高
額
療
養
費
が
支
給
さ
れ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
当
該
支
給
額
を
控
除

し
た
額
と
し
、
令
第
四
十
四
条
第
二
項
又
は
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
令
第
四

十
一
条
の
二
の
規
定
に
よ
り
高
額
療
養
費
が
支
給
さ
れ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
当

該
支
給
額
を
控
除
し
た
額
と
す
る
。）
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（
介
護
合
算
算
定
基
準
額
及
び
七
十
歳
以
上
介
護
合
算
算
定
基
準
額
に
関
す
る
読
替
え
）

（
介
護
合
算
算
定
基
準
額
及
び
七
十
歳
以
上
介
護
合
算
算
定
基
準
額
に
関
す
る
読
替
え
）

第
百
六
条

令
第
十
二
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
同
項
の
表
の
中
欄
又
は
下
欄
に
掲
げ
る
規
定
を
準
用
す
る
場
合

に
お
い
て
は
、
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
規
定
中
同
表
の
中
欄
に
掲
げ
る
字
句
は
、
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
下
欄
に

掲
げ
る
字
句
に
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

第
百
六
条

令
第
十
二
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
同
項
の
表
の
中
欄
又
は
下
欄
に
掲
げ
る
規
定
を
準
用
す
る
場
合

に
お
い
て
は
、
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
規
定
中
同
表
の
中
欄
に
掲
げ
る
字
句
は
、
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
下
欄
に

掲
げ
る
字
句
に
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

健
康
保
険
法
施
行
令

第
四
十
四
条
第
六
項

に
お
い
て
準
用
す
る

同
令
第
四
十
三
条
の

三
第
一
項
及
び
第
二

項

（
略
）

（
略
）

健
康
保
険
法
施
行
令

第
四
十
四
条
第
五
項

に
お
い
て
準
用
す
る

同
令
第
四
十
三
条
の

三
第
一
項
及
び
第
二

項

（
略
）

（
略
）

次
条
第
一
項

第
四
十
四
条
第
八
項

次
条
第
一
項

第
四
十
四
条
第
七
項

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
国
民
健
康
保
険
法
施
行
規
則
の
一
部
改
正
）

第
三
条

国
民
健
康
保
険
法
施
行
規
則
（
昭
和
三
十
三
年
厚
生
省
令
第
五
十
三
号
）
の
一
部
を
次
の
表
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

後

改

正

前

第
二
十
七
条
の
十
三
の
七

（
略
）

第
二
十
七
条
の
十
四

（
略
）

（
令
第
二
十
九
条
の
三
第
十
一
項
第
二
号
並
び
に
第
十
二
項
第
二
号
、
第
三
号
又
は
第
四
号
及
び
第
十
四
項
第

五
号
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
日
）

第
二
十
七
条
の
十
四

令
第
二
十
九
条
の
三
第
十
一
項
第
二
号
並
び
に
第
十
二
項
第
二
号
、
第
三
号
又
は
第
四
号

及
び
第
十
四
項
第
五
号
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
日
は
、
基
準
日
の
属
す
る
月
の
初
日
そ
の
他
こ
れ
に
準
ず

る
日
と
す
る
。

（
新
設
）

（
令
第
二
十
九
条
の
四
第
一
項
第
一
号
イ
、
ロ
若
し
く
は
ハ
、
第
二
号
イ
、
ロ
若
し
く
は
ハ
、
第
三
号
ロ
、
ハ

若
し
く
は
ニ
又
は
第
四
号
ロ
、
ハ
若
し
く
は
ニ
の
療
養
に
要
し
た
費
用
の
額
の
算
定
）

（
令
第
二
十
九
条
の
四
第
一
項
第
一
号
イ
、
ロ
若
し
く
は
ハ
、
第
二
号
イ
、
ロ
若
し
く
は
ハ
、
第
三
号
ロ
、
ハ

若
し
く
は
ニ
又
は
第
四
号
ロ
、
ハ
若
し
く
は
ニ
の
療
養
に
要
し
た
費
用
の
額
の
算
定
）

第
二
十
七
条
の
十
四
の
三

第
二
十
七
条
の
十
三
の
七
の
規
定
は
、
令
第
二
十
九
条
の
四
第
一
項
第
一
号
イ
、
ロ

若
し
く
は
ハ
、
第
二
号
イ
、
ロ
若
し
く
は
ハ
、
第
三
号
ロ
、
ハ
若
し
く
は
ニ
又
は
第
四
号
ロ
、
ハ
若
し
く
は
ニ

に
規
定
す
る
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
療
養
に
要
し
た
費
用
の
額
に
つ
い
て
準
用
す

る
。

第
二
十
七
条
の
十
四
の
三

第
二
十
七
条
の
十
四
の
規
定
は
、
令
第
二
十
九
条
の
四
第
一
項
第
一
号
イ
、
ロ
若
し

く
は
ハ
、
第
二
号
イ
、
ロ
若
し
く
は
ハ
、
第
三
号
ロ
、
ハ
若
し
く
は
ニ
又
は
第
四
号
ロ
、
ハ
若
し
く
は
ニ
に
規

定
す
る
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
療
養
に
要
し
た
費
用
の
額
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

（
令
第
二
十
九
条
の
四
第
一
項
第
三
号
ホ
若
し
く
は
ヘ
、
第
四
号
ホ
若
し
く
は
ヘ
又
は
第
五
号
ロ
若
し
く
は
ハ

の
市
町
村
又
は
組
合
の
認
定
）

（
令
第
二
十
九
条
の
四
第
一
項
第
三
号
ホ
若
し
く
は
ヘ
、
第
四
号
ホ
若
し
く
は
ヘ
又
は
第
五
号
ロ
の
市
町
村
又

は
組
合
の
認
定
）

第
二
十
七
条
の
十
四
の
五

市
町
村
又
は
組
合
は
、
被
保
険
者
が
令
第
二
十
九
条
の
三
第
四
項
第
五
号
若
し
く
は

第
六
号
、
第
五
項
第
五
号
若
し
く
は
第
六
号
又
は
第
六
項
第
二
号
若
し
く
は
第
三
号
に
掲
げ
る
場
合
の
い
ず
れ

か
に
該
当
し
て
い
る
場
合
に
は
、
令
第
二
十
九
条
の
四
第
一
項
第
三
号
ホ
若
し
く
は
ヘ
、
第
四
号
ホ
若
し
く
は

ヘ
又
は
第
五
号
ロ
若
し
く
は
ハ
の
規
定
に
よ
る
認
定
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
認
定
」
と
い
う
。）を
行
わ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
二
十
七
条
の
十
四
の
五

市
町
村
又
は
組
合
は
、
被
保
険
者
が
令
第
二
十
九
条
の
三
第
四
項
第
五
号
若
し
く
は

第
六
号
、
第
五
項
第
五
号
若
し
く
は
第
六
号
又
は
第
六
項
第
二
号
に
掲
げ
る
場
合
の
い
ず
れ
か
に
該
当
し
て
い

る
場
合
に
は
、
令
第
二
十
九
条
の
四
第
一
項
第
三
号
ホ
若
し
く
は
ヘ
、
第
四
号
ホ
若
し
く
は
ヘ
又
は
第
五
号
ロ

の
規
定
に
よ
る
認
定
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
認
定
」
と
い
う
。）を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
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２

（
略
）

２

（
略
）

３

認
定
を
受
け
た
被
保
険
者
の
属
す
る
世
帯
の
世
帯
主
又
は
組
合
員
が
前
項
の
規
定
に
よ
り
限
度
額
適
用
・
減

額
認
定
証
の
交
付
を
受
け
た
場
合
で
あ
つ
て
、
認
定
を
受
け
た
被
保
険
者
が
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す

る
に
至
つ
た
と
き
は
、
世
帯
主
又
は
組
合
員
は
、
遅
滞
な
く
、
限
度
額
適
用
・
減
額
認
定
証
を
当
該
世
帯
主
が

住
所
を
有
す
る
市
町
村
又
は
組
合
に
返
還
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３

認
定
を
受
け
た
被
保
険
者
の
属
す
る
世
帯
の
世
帯
主
又
は
組
合
員
が
前
項
の
規
定
に
よ
り
限
度
額
適
用
・
減

額
認
定
証
の
交
付
を
受
け
た
場
合
で
あ
つ
て
、
認
定
を
受
け
た
被
保
険
者
が
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す

る
に
至
つ
た
と
き
は
、
世
帯
主
又
は
組
合
員
は
、
遅
滞
な
く
、
限
度
額
適
用
・
減
額
認
定
証
を
当
該
世
帯
主
が

住
所
を
有
す
る
市
町
村
又
は
組
合
に
返
還
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

令
第
二
十
九
条
の
四
第
一
項
第
三
号
ホ
に
掲
げ
る
者
が
令
第
二
十
九
条
の
三
第
四
項
第
五
号
に
掲
げ
る
場

合
に
該
当
し
な
く
な
つ
た
と
き
若
し
く
は
令
第
二
十
九
条
の
四
第
一
項
第
三
号
ヘ
に
掲
げ
る
者
が
令
第
二
十

九
条
の
三
第
四
項
第
六
号
に
掲
げ
る
場
合
に
該
当
し
な
く
な
つ
た
と
き
、
令
第
二
十
九
条
の
四
第
一
項
第
四

号
ホ
に
掲
げ
る
者
が
令
第
二
十
九
条
の
三
第
五
項
第
五
号
に
掲
げ
る
場
合
に
該
当
し
な
く
な
つ
た
と
き
若
し

く
は
令
第
二
十
九
条
の
四
第
一
項
第
四
号
ヘ
に
掲
げ
る
者
が
令
第
二
十
九
条
の
三
第
五
項
第
六
号
に
掲
げ
る

場
合
に
該
当
し
な
く
な
つ
た
と
き
又
は
令
第
二
十
九
条
の
四
第
一
項
第
五
号
ロ
に
掲
げ
る
者
が
令
第
二
十
九

条
の
三
第
六
項
第
二
号
に
掲
げ
る
場
合
に
該
当
し
な
く
な
つ
た
と
き
若
し
く
は
令
第
二
十
九
条
の
四
第
一
項

第
五
号
ハ
に
掲
げ
る
者
が
令
第
二
十
九
条
の
三
第
六
項
第
三
号
に
掲
げ
る
場
合
に
該
当
し
な
く
な
つ
た
と

き
。

一

令
第
二
十
九
条
の
四
第
一
項
第
三
号
ホ
に
掲
げ
る
者
が
令
第
二
十
九
条
の
三
第
四
項
第
五
号
に
掲
げ
る
場

合
に
該
当
し
な
く
な
つ
た
と
き
若
し
く
は
令
第
二
十
九
条
の
四
第
一
項
第
三
号
ヘ
に
掲
げ
る
者
が
令
第
二
十

九
条
の
三
第
四
項
第
六
号
に
掲
げ
る
場
合
に
該
当
し
な
く
な
つ
た
と
き
、
令
第
二
十
九
条
の
四
第
一
項
第
四

号
ホ
に
掲
げ
る
者
が
令
第
二
十
九
条
の
三
第
五
項
第
五
号
に
掲
げ
る
場
合
に
該
当
し
な
く
な
つ
た
と
き
若
し

く
は
令
第
二
十
九
条
の
四
第
一
項
第
四
号
ヘ
に
掲
げ
る
者
が
令
第
二
十
九
条
の
三
第
五
項
第
六
号
に
掲
げ
る

場
合
に
該
当
し
な
く
な
つ
た
と
き
又
は
令
第
二
十
九
条
の
四
第
一
項
第
五
号
ロ
に
掲
げ
る
者
が
令
第
二
十
九

条
の
三
第
六
項
第
二
号
に
掲
げ
る
場
合
に
該
当
し
な
く
な
つ
た
と
き
。

二

（
略
）

二

（
略
）

４
〜
６

（
略
）

４
〜
６

（
略
）

（
月
間
の
高
額
療
養
費
の
支
給
申
請
）

（
月
間
の
高
額
療
養
費
の
支
給
申
請
）

第
二
十
七
条
の
十
六

被
保
険
者
の
属
す
る
世
帯
の
世
帯
主
又
は
組
合
員
は
、
法
第
五
十
七
条
の
二
の
規
定
に
よ

り
高
額
療
養
費
（
令
第
二
十
九
条
の
二
の
規
定
に
よ
り
支
給
さ
れ
る
高
額
療
養
費
に
限
る
。
以
下
こ
の
条
に
お

い
て
同
じ
。）の
支
給
を
受
け
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
高
額
療
養
費
支
給
申
請
書

を
当
該
世
帯
主
が
住
所
を
有
す
る
市
町
村
又
は
組
合
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
二
十
七
条
の
十
六

被
保
険
者
の
属
す
る
世
帯
の
世
帯
主
又
は
組
合
員
は
、
法
第
五
十
七
条
の
二
の
規
定
に
よ

り
高
額
療
養
費
（
令
第
二
十
九
条
の
二
の
規
定
に
よ
り
支
給
さ
れ
る
高
額
療
養
費
に
限
る
。
以
下
こ
の
条
及
び

次
条
に
お
い
て
同
じ
。）の
支
給
を
受
け
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
高
額
療
養
費
支

給
申
請
書
を
当
該
世
帯
主
が
住
所
を
有
す
る
市
町
村
又
は
組
合
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

被
保
険
者
が
同
一
の
月
に
そ
れ
ぞ
れ
一
の
病
院
、
診
療
所
、
薬
局
そ
の
他
の
者
（
ロ
に
お
い
て「
病
院
等
」

と
い
う
。）に
つ
い
て
受
け
た
療
養
（
七
十
歳
に
達
す
る
日
の
属
す
る
月
以
前
の
療
養
に
あ
つ
て
は
、
当
該
療

養
に
係
る
令
第
二
十
九
条
の
二
第
一
項
第
一
号
イ
か
ら
ヌ
ま
で
に
掲
げ
る
額
が
二
万
千
円
（
令
第
二
十
九
条

の
二
の
三
第
一
項
第
一
号
イ
に
規
定
す
る
七
十
五
歳
到
達
時
特
例
対
象
療
養
に
係
る
も
の
に
あ
つ
て
は
、
一

万
五
百
円
）
以
上
で
あ
る
も
の
に
限
る
。）に
つ
い
て
そ
れ
ぞ
れ
次
に
掲
げ
る
事
項

一

被
保
険
者
が
同
一
の
月
に
そ
れ
ぞ
れ
一
の
病
院
、
診
療
所
、
薬
局
そ
の
他
の
者
（
ロ
に
お
い
て「
病
院
等
」

と
い
う
。）に
つ
い
て
受
け
た
療
養
（
七
十
歳
に
達
す
る
日
の
属
す
る
月
以
前
の
療
養
に
あ
つ
て
は
、
当
該
療

養
に
係
る
令
第
二
十
九
条
の
二
第
一
項
第
一
号
イ
か
ら
ヌ
ま
で
に
掲
げ
る
額
が
二
万
千
円
（
令
第
二
十
九
条

の
三
第
六
項
に
規
定
す
る
七
十
五
歳
到
達
時
特
例
対
象
療
養
に
係
る
も
の
に
あ
つ
て
は
、
一
万
五
百
円
）
以

上
で
あ
る
も
の
に
限
る
。）に
つ
い
て
そ
れ
ぞ
れ
次
に
掲
げ
る
事
項

イ
〜
ヘ

（
略
）

イ
〜
ヘ

（
略
）

二
・
三

（
略
）

二
・
三

（
略
）

２
〜
４

（
略
）

２
〜
４

（
略
）

（
高
額
療
養
費
の
支
給
申
請
に
係
る
特
例
）

（
高
額
療
養
費
の
支
給
申
請
に
係
る
特
例
）

第
二
十
七
条
の
十
七

市
町
村
は
、
法
第
五
十
七
条
の
二
に
規
定
す
る
高
額
療
養
費
の
世
帯
主
に
よ
る
支
給
申
請

に
関
す
る
手
続
に
つ
い
て
、
前
条
、
次
条
及
び
第
二
十
七
条
の
十
七
の
四
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
別
段
の
定

め
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
二
十
七
条
の
十
七

市
町
村
は
、
世
帯
主
に
よ
る
高
額
療
養
費
の
支
給
申
請
に
関
す
る
手
続
に
つ
い
て
、
前
条

及
び
次
条
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
別
段
の
定
め
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
令
第
二
十
九
条
の
二
の
二
の
年
間
の
高
額
療
養
費
の
支
給
申
請
等
）

（
年
間
の
高
額
療
養
費
の
支
給
申
請
等
）

第
二
十
七
条
の
十
七
の
二

（
略
）

第
二
十
七
条
の
十
七
の
二

（
略
）

２

（
略
）

２

（
略
）

３

令
第
二
十
九
条
の
二
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
高
額
療
養
費
が
、
令
第
二
十
九
条
の
三
第
十
一
項
第
二
号

の
規
定
に
よ
る
も
の
で
あ
る
と
き
は
、
第
一
項
の
申
請
書
に
は
そ
の
事
実
を
証
す
る
書
類
を
添
付
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
市
町
村
又
は
組
合
は
、
当
該
事
実
を
公
簿
等
又
は
そ
の
写
し
に
よ
つ
て
確
認
す
る
こ
と

が
で
き
る
と
き
は
、
当
該
書
類
を
省
略
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
新
設
）
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４

市
町
村
又
は
組
合
は
、
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
申
請
書
の
提
出
を
受
け
た
と
き
は
、
第
二
項
第
一
号
の
証
明

書
を
交
付
し
た
者
又
は
同
項
た
だ
し
書
に
規
定
す
る
情
報
を
提
供
し
た
者
に
対
し
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
遅
滞

な
く
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３

市
町
村
又
は
組
合
は
、
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
申
請
書
の
提
出
を
受
け
た
と
き
は
、
前
項
第
一
号
の
証
明
書

を
交
付
し
た
者
又
は
同
項
た
だ
し
書
に
規
定
す
る
情
報
を
提
供
し
た
者
に
対
し
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
遅
滞
な

く
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

当
該
申
請
者
に
適
用
さ
れ
る
令
第
二
十
九
条
の
二
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
高
額
療
養
費
算
定
基
準
額
並

び
に
基
準
日
世
帯
主
等
合
算
額
、
基
準
日
世
帯
員
合
算
額
及
び
元
世
帯
員
合
算
額

一

当
該
申
請
者
に
適
用
さ
れ
る
令
第
二
十
九
条
の
二
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
基
準
日
世
帯
主
等
合
算
額
、

基
準
日
世
帯
員
合
算
額
及
び
元
世
帯
員
合
算
額

二

（
略
）

二

（
略
）

５

精
算
対
象
者
（
計
算
期
間
の
中
途
で
死
亡
し
た
世
帯
員
（
令
第
二
十
九
条
の
二
の
二
第
一
項
第
三
号
に
規
定

す
る
世
帯
員
を
い
う
。
次
条
、
第
二
十
七
条
の
十
七
の
四
、
第
二
十
七
条
の
二
十
六
及
び
第
二
十
七
条
の
二
十

七
に
お
い
て
同
じ
。）そ
の
他
こ
れ
に
準
ず
る
者
を
い
う
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。）と
当
該
死
亡
し
た
日

そ
の
他
こ
れ
に
準
ず
る
日
に
お
い
て
同
一
の
世
帯
に
属
す
る
国
民
健
康
保
険
の
世
帯
主
等
は
、
当
該
精
算
対
象

者
に
係
る
高
額
療
養
費
等
の
額
の
算
定
の
申
請
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
は
、
当
該
申
請

を
行
う
者
を
第
一
項
の
申
請
者
と
み
な
し
て
、
第
一
項
か
ら
第
三
項
ま
で
の
規
定
を
適
用
す
る
。

４

精
算
対
象
者
（
計
算
期
間
の
中
途
で
死
亡
し
た
世
帯
員
（
令
第
二
十
九
条
の
二
の
二
第
八
項
に
規
定
す
る
世

帯
員
を
い
う
。
次
条
、
第
二
十
七
条
の
二
十
六
及
び
第
二
十
七
条
の
二
十
七
に
お
い
て
同
じ
。）そ
の
他
こ
れ
に

準
ず
る
者
を
い
う
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。）と
当
該
死
亡
し
た
日
そ
の
他
こ
れ
に
準
ず
る
日
に
お
い
て

同
一
の
世
帯
に
属
す
る
国
民
健
康
保
険
の
世
帯
主
等
は
、
当
該
精
算
対
象
者
に
係
る
高
額
療
養
費
等
の
額
の
算

定
の
申
請
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
は
、
当
該
申
請
を
行
う
者
を
第
一
項
の
申
請
者
と
み

な
し
て
、
同
項
及
び
第
二
項
の
規
定
を
適
用
す
る
。

６

前
項
の
申
請
が
あ
つ
た
場
合
に
お
い
て
は
、
第
四
項
中
「
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。」と
あ
る
の
は
、「
通

知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
精
算
対
象
者
（
計
算
期
間
の
中
途
で
死
亡
し
た
世
帯
員
（
令
第
二
十
九

条
の
二
の
二
第
一
項
第
三
号
に
規
定
す
る
世
帯
員
を
い
う
。）そ
の
他
こ
れ
に
準
ず
る
者
を
い
う
。）に
対
す
る
証

明
書
を
交
付
し
た
者
及
び
同
項
た
だ
し
書
に
規
定
す
る
情
報
を
提
供
し
た
者
以
外
の
も
の
に
対
す
る
通
知
は
省

略
す
る
こ
と
が
で
き
る
。」と
読
み
替
え
て
、
同
項
の
規
定
を
適
用
す
る
。

５

前
項
の
申
請
が
あ
つ
た
場
合
に
お
い
て
は
、
第
三
項
中
「
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。」と
あ
る
の
は
、「
通

知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
精
算
対
象
者
（
計
算
期
間
の
中
途
で
死
亡
し
た
世
帯
員
（
令
第
二
十
九

条
の
二
の
二
第
八
項
に
規
定
す
る
世
帯
員
を
い
う
。）そ
の
他
こ
れ
に
準
ず
る
者
を
い
う
。）に
対
す
る
証
明
書
を

交
付
し
た
者
及
び
同
項
た
だ
し
書
に
規
定
す
る
情
報
を
提
供
し
た
者
以
外
の
も
の
に
対
す
る
通
知
は
省
略
す
る

こ
と
が
で
き
る
。」と
読
み
替
え
て
、
同
項
の
規
定
を
適
用
す
る
。

（
令
第
二
十
九
条
の
二
の
二
の
年
間
の
高
額
療
養
費
の
支
給
及
び
証
明
書
の
交
付
申
請
等
）

（
年
間
の
高
額
療
養
費
の
支
給
及
び
証
明
書
の
交
付
申
請
等
）

第
二
十
七
条
の
十
七
の
三

（
略
）

第
二
十
七
条
の
十
七
の
三

（
略
）

（
令
第
二
十
九
条
の
二
の
三
の
年
間
の
高
額
療
養
費
の
支
給
申
請
等
）

第
二
十
七
条
の
十
七
の
四

基
準
日
世
帯
主
等
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
申
請
者
」
と
い
う
。）は
、
法
第
五
十

七
条
の
二
の
規
定
に
よ
り
高
額
療
養
費
（
令
第
二
十
九
条
の
二
の
三
第
一
項
又
は
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
支
給

さ
れ
る
高
額
療
養
費
に
限
る
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。）の
支
給
を
受
け
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
次
に
掲

げ
る
事
項
を
記
載
し
た
高
額
療
養
費
支
給
申
請
書
を
、
当
該
申
請
者
が
住
所
を
有
す
る
市
町
村
又
は
組
合
に
提

出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
計
算
期
間
に
お
い
て
申
請
者
が
当
該
市
町
村
又
は
組
合
の
被
保
険
者
と

し
て
受
け
た
療
養
に
係
る
高
額
療
養
費
の
支
給
を
受
け
よ
う
と
す
る
と
き
で
あ
つ
て
、
当
該
申
請
者
が
基
準
日

に
お
い
て
当
該
市
町
村
又
は
組
合
の
被
保
険
者
で
な
い
と
き
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

（
新
設
）

一

申
請
者
及
び
基
準
日
世
帯
員
の
氏
名
、
生
年
月
日
及
び
個
人
番
号

二

計
算
期
間
の
始
期
及
び
終
期

三

申
請
者
が
計
算
期
間
に
お
け
る
当
該
市
町
村
又
は
組
合
の
国
民
健
康
保
険
の
世
帯
主
等
で
あ
つ
た
間
に
、

高
額
療
養
費
に
係
る
療
養
を
受
け
た
者
の
氏
名
及
び
そ
の
年
月

四

被
保
険
者
記
号
・
番
号

２

令
第
二
十
九
条
の
二
の
三
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
高
額
療
養
費
が
、
令
第
二
十
九
条
の
三
第
十
二
項
第
二
号

の
規
定
に
よ
ら
な
い
も
の
で
あ
る
と
き
は
、
前
項
の
申
請
書
に
は
そ
の
事
実
を
証
す
る
書
類
を
添
付
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
市
町
村
又
は
組
合
は
、
当
該
事
実
を
公
簿
等
又
は
そ
の
写
し
に
よ
つ
て
確
認
す
る
こ

と
が
で
き
る
と
き
は
、
当
該
書
類
を
省
略
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。
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３

高
額
療
養
費
が
、
令
第
二
十
九
条
の
三
第
十
二
項
第
四
号
又
は
第
十
四
項
第
四
号
若
し
く
は
第
五
号
の
規
定

に
よ
る
も
の
で
あ
る
と
き
は
、
第
一
項
の
申
請
書
に
は
そ
の
事
実
を
証
す
る
書
類
を
添
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
た
だ
し
、
市
町
村
又
は
組
合
は
、
当
該
事
実
を
公
簿
等
又
は
そ
の
写
し
に
よ
つ
て
確
認
す
る
こ
と
が
で
き

る
と
き
は
、
当
該
書
類
を
省
略
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。

４

精
算
対
象
者
（
計
算
期
間
の
中
途
で
死
亡
し
た
世
帯
員
そ
の
他
こ
れ
に
準
ず
る
者
を
い
う
。
以
下
こ
の
項
に

お
い
て
同
じ
。）と
当
該
死
亡
し
た
日
そ
の
他
こ
れ
に
準
ず
る
日
に
お
い
て
同
一
の
世
帯
に
属
す
る
国
民
健
康
保

険
の
世
帯
主
等
は
、
当
該
精
算
対
象
者
に
係
る
高
額
療
養
費
等
の
額
の
算
定
の
申
請
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

こ
の
場
合
に
お
い
て
は
、
当
該
申
請
を
行
う
者
を
第
一
項
の
申
請
者
と
み
な
し
て
、
前
各
項
の
規
定
を
適
用
す

る
。

５

第
一
項
の
規
定
は
、
令
第
二
十
九
条
の
二
の
三
第
三
項
に
規
定
す
る
国
民
健
康
保
険
の
世
帯
主
等
で
あ
つ
た

者
が
、
法
第
五
十
七
条
の
二
の
規
定
に
よ
り
高
額
療
養
費
（
令
第
二
十
九
条
の
二
の
三
第
三
項
の
規
定
に
よ
り

支
給
さ
れ
る
高
額
療
養
費
に
限
る
。）の
支
給
を
受
け
よ
う
と
す
る
と
き
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お

い
て
、
第
一
項
中
「
基
準
日
世
帯
主
等
」
と
あ
る
の
は
「
令
第
二
十
九
条
の
二
の
三
第
三
項
に
規
定
す
る
国
民

健
康
保
険
の
世
帯
主
等
で
あ
つ
た
者
」
と
、
同
項
第
一
号
中
「
基
準
日
世
帯
員
」
と
あ
る
の
は
「
計
算
期
間
に

お
い
て
そ
の
世
帯
員
で
あ
つ
た
者
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

（
令
第
二
十
九
条
の
四
の
二
第
一
項
第
五
号
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
額
）

（
令
第
二
十
九
条
の
四
の
二
第
一
項
第
五
号
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
額
）

第
二
十
七
条
の
十
八

令
第
二
十
九
条
の
四
の
二
第
一
項
第
五
号
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算

定
し
た
額
は
、
計
算
期
間
に
お
い
て
、
基
準
日
に
お
い
て
被
保
険
者
で
あ
る
基
準
日
世
帯
主
等
又
は
基
準
日
世

帯
員
が
該
当
す
る
次
の
表
の
第
一
欄
に
掲
げ
る
期
間
の
区
分
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
期
間
に
こ
れ
ら
の
者
が

受
け
た
療
養
又
は
そ
の
被
扶
養
者
が
そ
の
被
扶
養
者
で
あ
つ
た
間
に
受
け
た
療
養
に
係
る
同
表
の
第
二
欄
に
掲

げ
る
額
と
す
る
。

第
二
十
七
条
の
十
八

令
第
二
十
九
条
の
四
の
二
第
一
項
第
五
号
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算

定
し
た
額
は
、
計
算
期
間
に
お
い
て
、
基
準
日
に
お
い
て
被
保
険
者
で
あ
る
基
準
日
世
帯
主
等
又
は
基
準
日
世

帯
員
が
該
当
す
る
次
の
表
の
第
一
欄
に
掲
げ
る
期
間
の
区
分
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
期
間
に
こ
れ
ら
の
者
が

受
け
た
療
養
又
は
そ
の
被
扶
養
者
が
そ
の
被
扶
養
者
で
あ
つ
た
間
に
受
け
た
療
養
に
係
る
同
表
の
第
二
欄
に
掲

げ
る
額
と
す
る
。

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

二

日
雇
特
例
被
保
険
者
で
あ
つ
た

期
間

健
康
保
険
法
施
行
令
第
四
十
四
条
第
七
項
に
お

い
て
準
用
す
る
同
令
第
四
十
三
条
の
二
第
一
項

第
一
号
に
規
定
す
る
合
算
額

二

日
雇
特
例
被
保
険
者
で
あ
つ
た

期
間

健
康
保
険
法
施
行
令
第
四
十
四
条
第
六
項
に
お

い
て
準
用
す
る
同
令
第
四
十
三
条
の
二
第
一
項

第
一
号
に
規
定
す
る
合
算
額

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
令
第
二
十
九
条
の
四
の
二
第
二
項
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
額
）

（
令
第
二
十
九
条
の
四
の
二
第
二
項
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
額
）

第
二
十
七
条
の
十
九

令
第
二
十
九
条
の
四
の
二
第
二
項
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た

額
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
額
の
区
分
に
応
じ
、
当
該
各
号
に
定
め
る
額
と
す
る
。

第
二
十
七
条
の
十
九

令
第
二
十
九
条
の
四
の
二
第
二
項
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た

額
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
額
の
区
分
に
応
じ
、
当
該
各
号
に
定
め
る
額
と
す
る
。

一

（
略
）

一

（
略
）
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二

令
第
二
十
九
条
の
四
の
二
第
一
項
第
五
号
に
掲
げ
る
額
に
相
当
す
る
額

同
号
に
規
定
す
る
療
養
（
七
十

歳
に
達
す
る
日
の
属
す
る
月
の
翌
月
以
後
に
受
け
た
療
養
に
限
る
。）に
係
る
額
と
し
て
、
次
の
表
の
上
欄
に

掲
げ
る
前
条
の
表
の
項
の
第
二
欄
に
掲
げ
る
額
を
、
次
の
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
額
に
読
み
替
え
て
適
用
す
る

同
条
の
規
定
に
よ
り
そ
れ
ぞ
れ
算
定
し
た
額

二

令
第
二
十
九
条
の
四
の
二
第
一
項
第
五
号
に
掲
げ
る
額
に
相
当
す
る
額

同
号
に
規
定
す
る
療
養
（
七
十

歳
に
達
す
る
日
の
属
す
る
月
の
翌
月
以
後
に
受
け
た
療
養
に
限
る
。）に
係
る
額
と
し
て
、
次
の
表
の
上
欄
に

掲
げ
る
前
条
の
表
の
項
の
第
二
欄
に
掲
げ
る
額
を
、
次
の
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
額
に
読
み
替
え
て
適
用
す
る

同
条
の
規
定
に
よ
り
そ
れ
ぞ
れ
算
定
し
た
額

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

二
の
項

健
康
保
険
法
施
行
令
第
四
十
四
条
第
六
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
令
第
四
十
三
条

の
二
第
一
項
第
一
号
イ
及
び
ロ
に
掲
げ
る
額
（
七
十
歳
に
達
す
る
日
の
属
す
る
月

の
翌
月
以
後
に
受
け
た
療
養
に
係
る
も
の
に
限
る
。）の
合
算
額
（
同
令
第
四
十
四

条
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
令
第
四
十
一
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
高
額
療

養
費
が
支
給
さ
れ
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
当
該
支
給
額
に
七
十
歳
以
上
高
額
療
養

費
按
分
率
（
同
令
第
四
十
四
条
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
令
第
四
十
一
条
第

三
項
に
規
定
す
る
七
十
歳
以
上
一
部
負
担
金
等
世
帯
合
算
額
か
ら
同
令
第
四
十
四

条
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
令
第
四
十
一
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
支
給
さ

れ
る
高
額
療
養
費
の
額
を
控
除
し
た
額
を
同
令
第
四
十
四
条
第
一
項
に
お
い
て
準

用
す
る
同
令
第
四
十
一
条
第
一
項
に
規
定
す
る
一
部
負
担
金
等
世
帯
合
算
額
で
除

し
て
得
た
率
を
い
う
。）を
乗
じ
て
得
た
額
を
控
除
し
た
額
と
し
、
同
令
第
四
十
四

条
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
令
第
四
十
一
条
第
三
項
か
ら
第
五
項
ま
で
の
規

定
に
よ
り
高
額
療
養
費
が
支
給
さ
れ
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
当
該
支
給
額
を
控
除

し
た
額
と
し
、
同
令
第
四
十
四
条
第
二
項
又
は
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
令

第
四
十
一
条
の
二
の
規
定
に
よ
り
高
額
療
養
費
が
支
給
さ
れ
る
場
合
に
あ
つ
て

は
、
当
該
支
給
額
を
控
除
し
た
額
と
す
る
。）

二
の
項

健
康
保
険
法
施
行
令
第
四
十
四
条
第
五
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
令
第
四
十
三
条

の
二
第
一
項
第
一
号
イ
及
び
ロ
に
掲
げ
る
額
（
七
十
歳
に
達
す
る
日
の
属
す
る
月

の
翌
月
以
後
に
受
け
た
療
養
に
係
る
も
の
に
限
る
。）の
合
算
額
（
同
令
第
四
十
四

条
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
令
第
四
十
一
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
高
額
療

養
費
が
支
給
さ
れ
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
当
該
支
給
額
に
七
十
歳
以
上
高
額
療
養

費
按
分
率
（
同
令
第
四
十
四
条
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
令
第
四
十
一
条
第

三
項
に
規
定
す
る
七
十
歳
以
上
一
部
負
担
金
等
世
帯
合
算
額
か
ら
同
令
第
四
十
四

条
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
令
第
四
十
一
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
支
給
さ

れ
る
高
額
療
養
費
の
額
を
控
除
し
た
額
を
同
令
第
四
十
四
条
第
一
項
に
お
い
て
準

用
す
る
同
令
第
四
十
一
条
第
一
項
に
規
定
す
る
一
部
負
担
金
等
世
帯
合
算
額
で
除

し
て
得
た
率
を
い
う
。）を
乗
じ
て
得
た
額
を
控
除
し
た
額
と
し
、
同
令
第
四
十
四

条
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
令
第
四
十
一
条
第
三
項
か
ら
第
五
項
ま
で
の
規

定
に
よ
り
高
額
療
養
費
が
支
給
さ
れ
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
当
該
支
給
額
を
控
除

し
た
額
と
し
、
同
令
第
四
十
四
条
第
二
項
又
は
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
令

第
四
十
一
条
の
二
の
規
定
に
よ
り
高
額
療
養
費
が
支
給
さ
れ
る
場
合
に
あ
つ
て

は
、
当
該
支
給
額
を
控
除
し
た
額
と
す
る
。）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

三
・
四

（
略
）

三
・
四

（
略
）

（
令
第
二
十
九
条
の
四
の
二
第
五
項
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
第
一
項
各
号
に
掲

げ
る
額
に
相
当
す
る
額
）

（
令
第
二
十
九
条
の
四
の
二
第
五
項
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
第
一
項
各
号
に
掲

げ
る
額
に
相
当
す
る
額
）

第
二
十
七
条
の
二
十

令
第
二
十
九
条
の
四
の
二
第
五
項
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た

同
条
第
一
項
各
号
に
掲
げ
る
額
に
相
当
す
る
額
は
、
国
民
健
康
保
険
の
世
帯
主
等
で
あ
つ
た
者
が
基
準
日
に
お

い
て
該
当
す
る
次
の
表
の
第
一
欄
に
掲
げ
る
者
の
区
分
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
第
二
欄
に
掲
げ
る
額
と
す

る
。

第
二
十
七
条
の
二
十

令
第
二
十
九
条
の
四
の
二
第
五
項
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た

同
条
第
一
項
各
号
に
掲
げ
る
額
に
相
当
す
る
額
は
、
国
民
健
康
保
険
の
世
帯
主
等
で
あ
つ
た
者
が
基
準
日
に
お

い
て
該
当
す
る
次
の
表
の
第
一
欄
に
掲
げ
る
者
の
区
分
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
第
二
欄
に
掲
げ
る
額
と
す

る
。

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

二

日
雇
特
例
被
保
険
者
又
は
そ
の

被
扶
養
者

健
康
保
険
法
施
行
令
第
四
十
四
条
第
六
項
に
お

い
て
準
用
す
る
同
令
第
四
十
三
条
の
二
第
一
項

各
号
（
同
令
第
四
十
四
条
第
六
項
に
お
い
て
準

用
す
る
同
令
第
四
十
三
条
の
二
第
三
項
に
お
い

て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）に
掲
げ
る
額

二

日
雇
特
例
被
保
険
者
又
は
そ
の

被
扶
養
者

健
康
保
険
法
施
行
令
第
四
十
四
条
第
五
項
に
お

い
て
準
用
す
る
同
令
第
四
十
三
条
の
二
第
一
項

各
号
（
同
令
第
四
十
四
条
第
五
項
に
お
い
て
準

用
す
る
同
令
第
四
十
三
条
の
二
第
三
項
に
お
い

て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）に
掲
げ
る
額

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

令和年月日 水曜日 (号外第号)官 報



（
令
第
二
十
九
条
の
四
の
二
第
六
項
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
額
）

（
令
第
二
十
九
条
の
四
の
二
第
六
項
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
額
）

第
二
十
七
条
の
二
十
一

令
第
二
十
九
条
の
四
の
二
第
六
項
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し

た
額
は
、
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
前
条
の
表
の
項
の
第
二
欄
に
掲
げ
る
額
を
、
次
の
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
額

に
そ
れ
ぞ
れ
読
み
替
え
て
適
用
す
る
同
条
の
規
定
に
よ
り
算
定
し
た
額
と
す
る
。

第
二
十
七
条
の
二
十
一

令
第
二
十
九
条
の
四
の
二
第
六
項
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し

た
額
は
、
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
前
条
の
表
の
項
の
第
二
欄
に
掲
げ
る
額
を
、
次
の
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
額

に
そ
れ
ぞ
れ
読
み
替
え
て
適
用
す
る
同
条
の
規
定
に
よ
り
算
定
し
た
額
と
す
る
。

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

二
の
項

健
康
保
険
法
施
行
令
第
四
十
四
条
第
六
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
令
第
四
十
三
条

の
二
第
二
項
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
額

二
の
項

健
康
保
険
法
施
行
令
第
四
十
四
条
第
五
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
令
第
四
十
三
条

の
二
第
二
項
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
額

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
介
護
合
算
算
定
基
準
額
及
び
七
十
歳
以
上
介
護
合
算
算
定
基
準
額
に
関
す
る
読
替
え
）

（
介
護
合
算
算
定
基
準
額
及
び
七
十
歳
以
上
介
護
合
算
算
定
基
準
額
に
関
す
る
読
替
え
）

第
二
十
七
条
の
二
十
四

令
第
二
十
九
条
の
四
の
三
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
同
項
の
表
の
中
欄
又
は
下
欄
に
掲
げ

る
規
定
を
準
用
す
る
場
合
に
お
い
て
は
、
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
規
定
中
同
表
の
中
欄
に
掲
げ
る
字
句
は
、

そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
字
句
に
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

第
二
十
七
条
の
二
十
四

令
第
二
十
九
条
の
四
の
三
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
同
項
の
表
の
中
欄
又
は
下
欄
に
掲
げ

る
規
定
を
準
用
す
る
場
合
に
お
い
て
は
、
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
規
定
中
同
表
の
中
欄
に
掲
げ
る
字
句
は
、

そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
字
句
に
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

健
康
保
険
法
施
行
令

第
四
十
四
条
第
六
項

に
お
い
て
準
用
す
る

同
令
第
四
十
三
条
の

三
第
一
項
及
び
第
二

項

（
略
）

（
略
）

健
康
保
険
法
施
行
令

第
四
十
四
条
第
五
項

に
お
い
て
準
用
す
る

同
令
第
四
十
三
条
の

三
第
一
項
及
び
第
二

項

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

次
条
第
一
項

第
四
十
四
条
第
八
項

第
四
十
四
条
第
七
項

次
条
第
一
項

（
高
額
介
護
合
算
療
養
費
の
支
給
申
請
等
）

（
高
額
介
護
合
算
療
養
費
の
支
給
申
請
等
）

第
二
十
七
条
の
二
十
六

基
準
日
に
お
い
て
市
町
村
又
は
組
合
の
国
民
健
康
保
険
の
世
帯
主
等
で
あ
る
者
（
以
下

こ
の
条
に
お
い
て
「
申
請
者
」
と
い
う
。）は
、
法
第
五
十
七
条
の
三
の
規
定
に
よ
り
高
額
介
護
合
算
療
養
費
の

支
給
を
受
け
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
高
額
介
護
合
算
療
養
費
支
給
申
請
書
を
当

該
申
請
者
が
住
所
を
有
す
る
市
町
村
又
は
組
合
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
計
算
期
間
に
お
い

て
申
請
者
が
当
該
市
町
村
又
は
組
合
の
被
保
険
者
と
し
て
受
け
た
療
養
に
係
る
高
額
介
護
合
算
療
養
費
の
支
給

を
受
け
よ
う
と
す
る
と
き
で
あ
つ
て
、
当
該
申
請
者
が
基
準
日
に
お
い
て
当
該
市
町
村
又
は
組
合
の
被
保
険
者

で
な
い
と
き
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

第
二
十
七
条
の
二
十
六

基
準
日
に
お
い
て
市
町
村
又
は
組
合
の
国
民
健
康
保
険
の
世
帯
主
等
で
あ
る
者
（
以
下

こ
の
条
に
お
い
て
「
申
請
者
」
と
い
う
。）は
、
法
第
五
十
七
条
の
三
の
規
定
に
よ
り
高
額
介
護
合
算
療
養
費
の

支
給
を
受
け
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
高
額
介
護
合
算
療
養
費
支
給
申
請
書
を
当

該
申
請
者
が
住
所
を
有
す
る
市
町
村
又
は
組
合
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
〜
五

（
略
）

一
〜
五

（
略
）

２
〜
７

（
略
）

２
〜
７

（
略
）

令和年月日 水曜日 (号外第号)官 報 



（
申
請
書
の
記
載
事
項
）

（
申
請
書
の
記
載
事
項
）

第
二
十
八
条
の
二

第
六
条
、
第
七
条
の
二
の
二
、
第
二
十
四
条
の
三
、
第
二
十
六
条
の
三
、第
二
十
六
条
の
五
、

第
二
十
六
条
の
六
の
四
、
第
二
十
七
条
、
第
二
十
七
条
の
五
、
第
二
十
七
条
の
十
一
、
第
二
十
七
条
の
十
三
、

第
二
十
七
条
の
十
四
の
二
、
第
二
十
七
条
の
十
四
の
四
、
第
二
十
七
条
の
十
四
の
五
、
第
二
十
七
条
の
十
六
、

第
二
十
七
条
の
十
七
の
二
、
第
二
十
七
条
の
十
七
の
三
、
第
二
十
七
条
の
十
七
の
四
、第
二
十
七
条
の
二
十
六
、

第
二
十
七
条
の
二
十
七
及
び
前
条
の
申
請
書
に
は
、
申
請
人
の
氏
名
、
住
所
、個
人
番
号
及
び
申
請
年
月
日（
第

二
十
七
条
の
申
請
書
に
あ
つ
て
は
申
請
人
の
氏
名
又
は
個
人
番
号
、
住
所
及
び
申
請
年
月
日
）
を
記
載
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

第
二
十
八
条
の
二

第
六
条
、
第
七
条
の
二
の
二
、
第
二
十
四
条
の
三
、
第
二
十
六
条
の
三
、第
二
十
六
条
の
五
、

第
二
十
六
条
の
六
の
四
、
第
二
十
七
条
、
第
二
十
七
条
の
五
、
第
二
十
七
条
の
十
一
、
第
二
十
七
条
の
十
三
、

第
二
十
七
条
の
十
四
の
二
、
第
二
十
七
条
の
十
四
の
四
、
第
二
十
七
条
の
十
四
の
五
、
第
二
十
七
条
の
十
六
、

第
二
十
七
条
の
十
七
の
二
、
第
二
十
七
条
の
十
七
の
三
、
第
二
十
七
条
の
二
十
六
、
第
二
十
七
条
の
二
十
七
及

び
前
条
の
申
請
書
に
は
、
申
請
人
の
氏
名
、
住
所
、
個
人
番
号
及
び
申
請
年
月
日
（
第
二
十
七
条
の
申
請
書
に

あ
つ
て
は
申
請
人
の
氏
名
又
は
個
人
番
号
、
住
所
及
び
申
請
年
月
日
）
を
記
載
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
高
齢
者
の
医
療
の
確
保
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
の
一
部
改
正
）

第
四
条

高
齢
者
の
医
療
の
確
保
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
（
平
成
十
九
年
厚
生
労
働
省
令
第
百
二
十
九
号
）
の
一
部
を
次
の
表
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

後

改

正

前

（
令
第
二
条
第
五
号
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
事
務
）

（
令
第
二
条
第
五
号
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
事
務
）

第
七
条

令
第
二
条
第
五
号
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
事
務
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

第
七
条

令
第
二
条
第
五
号
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
事
務
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

一
〜
十
九

（
略
）

一
〜
十
九

（
略
）

十
九
の
二

第
七
十
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
申
請
書
の
提
出
の
受
付

（
新
設
）

十
九
の
三

第
七
十
条
の
三
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
申
請
書
の
提
出
の
受
付

（
新
設
）

十
九
の
四

第
七
十
条
の
三
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
交
付
さ
れ
る
証
明
書
の
引
渡
し

（
新
設
）

十
九
の
五

第
七
十
条
の
四
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
申
請
書
の
提
出
の
受
付

（
新
設
）

十
九
の
六

第
七
十
条
の
五
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
申
請
書
の
提
出
の
受
付

（
新
設
）

十
九
の
七

第
七
十
条
の
六
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
申
請
書
の
提
出
の
受
付

（
新
設
）

十
九
の
八

第
七
十
条
の
六
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
交
付
さ
れ
る
証
明
書
の
引
渡
し

（
新
設
）

十
九
の
九

（
略
）

十
九
の
二

（
略
）

十
九
の
十

（
略
）

十
九
の
三

（
略
）

十
九
の
十
一

第
七
十
一
条
の
十
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
交
付
さ
れ
る
証
明
書
の
引
渡
し

十
九
の
四

第
七
十
一
条
の
十
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
証
明
書
の
引
渡
し

二
十
〜
二
十
二

（
略
）

二
十
〜
二
十
二

（
略
）

第
六
十
二
条
の
四

（
略
）

第
六
十
二
条
の
四

（
略
）

（
令
第
十
四
条
の
三
第
二
項
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
日
）

第
六
十
二
条
の
五

令
第
十
四
条
の
三
第
二
項
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
日
は
、
基
準
日
の
属
す
る
月
の
初
日

そ
の
他
こ
れ
に
準
ず
る
日
と
す
る
。

（
新
設
）

第
六
十
二
条
の
六

（
略
）

第
六
十
二
条
の
五

（
略
）

（
令
第
十
五
条
第
八
項
第
二
号
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
日
及
び
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
要
保
護
者
）

第
六
十
五
条
の
二

令
第
十
五
条
第
八
項
第
二
号
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
日
は
、
第
六
十
二
条
の
五
に
定
め

る
日
と
し
、
同
号
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
要
保
護
者
は
、
令
第
十
四
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
高
額

療
養
費
の
支
給
を
受
け
、
か
つ
、
第
三
十
五
条
第
一
号
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
者
と
し
て
食
事
療
養
標
準
負

担
額
に
つ
い
て
減
額
さ
れ
た
と
す
れ
ば
、
生
活
保
護
法
の
規
定
に
よ
る
保
護
を
必
要
と
し
な
い
状
態
と
な
る
者

又
は
第
四
十
条
第
一
号
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
者
と
し
て
生
活
療
養
標
準
負
担
額
に
つ
い
て
減
額
さ
れ
た
と

す
れ
ば
、
同
法
の
規
定
に
よ
る
保
護
を
必
要
と
し
な
い
状
態
と
な
る
者
と
す
る
。

（
新
設
）

令和年月日 水曜日 (号外第号)官 報



（
令
第
十
五
条
第
九
項
第
四
号
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
日
及
び
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
要
保
護
者
）

第
六
十
五
条
の
三

令
第
十
五
条
第
九
項
第
四
号
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
日
は
、
第
六
十
二
条
の
五
に
定
め

る
日
と
し
、
同
号
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
要
保
護
者
は
、
令
第
十
四
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
高
額

療
養
費
の
支
給
を
受
け
、
か
つ
、
第
三
十
五
条
第
一
号
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
者
と
し
て
食
事
療
養
標
準
負

担
額
に
つ
い
て
減
額
さ
れ
た
と
す
れ
ば
、
生
活
保
護
法
の
規
定
に
よ
る
保
護
を
必
要
と
し
な
い
状
態
と
な
る
者

又
は
第
四
十
条
第
一
号
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
者
と
し
て
生
活
療
養
標
準
負
担
額
に
つ
い
て
減
額
さ
れ
た
と

す
れ
ば
、
同
法
の
規
定
に
よ
る
保
護
を
必
要
と
し
な
い
状
態
と
な
る
者
と
す
る
。

（
新
設
）

（
令
第
十
五
条
第
九
項
第
五
号
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
日
及
び
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
要
保
護
者
）

第
六
十
五
条
の
四

令
第
十
五
条
第
九
項
第
五
号
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
日
は
、
第
六
十
二
条
の
五
に
定
め

る
日
と
し
、
同
号
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
要
保
護
者
は
、
令
第
十
四
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
高
額

療
養
費
の
支
給
を
受
け
、
か
つ
、
第
三
十
五
条
第
二
号
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
者
と
し
て
食
事
療
養
標
準
負

担
額
に
つ
い
て
減
額
さ
れ
た
と
す
れ
ば
、
生
活
保
護
法
の
規
定
に
よ
る
保
護
を
必
要
と
し
な
い
状
態
と
な
る
者

又
は
第
四
十
条
第
二
号
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
者
と
し
て
生
活
療
養
標
準
負
担
額
に
つ
い
て
減
額
さ
れ
た
と

す
れ
ば
、
同
法
の
規
定
に
よ
る
保
護
を
必
要
と
し
な
い
状
態
と
な
る
者
と
す
る
。

（
新
設
）

（
限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額
減
額
の
認
定
等
）

（
限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額
減
額
の
認
定
等
）

第
六
十
七
条

後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
は
、
被
保
険
者
が
令
第
十
五
条
第
一
項
第
五
号
若
し
く
は
第
六
号
、

第
二
項
第
五
号
若
し
く
は
第
六
号
若
し
く
は
第
三
項
第
二
号
若
し
く
は
第
三
号
に
掲
げ
る
者
の
い
ず
れ
か
に
該

当
す
る
と
き
又
は
令
第
十
四
条
第
七
項
に
該
当
す
る
と
き
は
、
有
効
期
限
を
定
め
て
、
令
第
十
六
条
第
一
項
第

一
号
ホ
若
し
く
は
ヘ
、
第
二
号
ホ
若
し
く
は
ヘ
、
第
三
号
ロ
若
し
く
は
ハ
又
は
第
四
号
の
規
定
に
よ
る
後
期
高

齢
者
医
療
広
域
連
合
の
認
定
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
認
定
」
と
い
う
。）を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
六
十
七
条

後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
は
、
被
保
険
者
が
令
第
十
五
条
第
一
項
第
五
号
若
し
く
は
第
六
号
、

第
二
項
第
五
号
若
し
く
は
第
六
号
若
し
く
は
第
三
項
第
二
号
に
掲
げ
る
者
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
と
き
又
は

令
第
十
四
条
第
七
項
に
該
当
す
る
と
き
は
、
有
効
期
限
を
定
め
て
、
令
第
十
六
条
第
一
項
第
一
号
ホ
若
し
く
は

ヘ
、
第
二
号
ホ
若
し
く
は
ヘ
、第
三
号
ロ
又
は
第
四
号
の
規
定
に
よ
る
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
の
認
定（
以

下
こ
の
条
に
お
い
て
「
認
定
」
と
い
う
。）を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

（
略
）

２

（
略
）

３

前
項
の
規
定
に
よ
り
資
格
確
認
書
の
交
付
を
受
け
た
被
保
険
者
は
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
に

至
っ
た
と
き
は
、
遅
滞
な
く
、
当
該
資
格
確
認
書
を
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
に
返
還
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

３

前
項
の
規
定
に
よ
り
資
格
確
認
書
の
交
付
を
受
け
た
被
保
険
者
は
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
に

至
っ
た
と
き
は
、
遅
滞
な
く
、
当
該
資
格
確
認
書
を
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
に
返
還
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

一

（
略
）

一

（
略
）

二

令
第
十
六
条
第
一
項
第
一
号
ホ
に
掲
げ
る
者
が
令
第
十
五
条
第
一
項
第
五
号
に
掲
げ
る
者
に
該
当
し
な
く

な
っ
た
と
き
、
令
第
十
六
条
第
一
項
第
一
号
ヘ
に
掲
げ
る
者
が
令
第
十
五
条
第
一
項
第
六
号
に
掲
げ
る
者
に

該
当
し
な
く
な
っ
た
と
き
、
令
第
十
六
条
第
一
項
第
二
号
ホ
に
掲
げ
る
者
が
令
第
十
五
条
第
二
項
第
五
号
に

掲
げ
る
者
に
該
当
し
な
く
な
っ
た
と
き
、
令
第
十
六
条
第
一
項
第
二
号
ヘ
に
掲
げ
る
者
が
令
第
十
五
条
第
二

項
第
六
号
に
掲
げ
る
者
に
該
当
し
な
く
な
っ
た
と
き
、
令
第
十
六
条
第
一
項
第
三
号
ロ
に
掲
げ
る
者
が
令
第

十
五
条
第
三
項
第
二
号
に
掲
げ
る
者
に
該
当
し
な
く
な
っ
た
と
き
若
し
く
は
令
第
十
六
条
第
一
項
第
三
号
ハ

に
掲
げ
る
者
が
令
第
十
五
条
第
三
項
第
三
号
に
掲
げ
る
者
に
該
当
し
な
く
な
っ
た
と
き
又
は
令
第
十
四
条
第

七
項
に
該
当
し
て
い
る
こ
と
に
つ
き
認
定
を
受
け
て
い
る
者
が
同
項
に
該
当
し
な
く
な
っ
た
と
き
。

二

令
第
十
六
条
第
一
項
第
一
号
ホ
に
掲
げ
る
者
が
令
第
十
五
条
第
一
項
第
五
号
に
掲
げ
る
者
に
該
当
し
な
く

な
っ
た
と
き
、
令
第
十
六
条
第
一
項
第
一
号
ヘ
に
掲
げ
る
者
が
令
第
十
五
条
第
一
項
第
六
号
に
掲
げ
る
者
に

該
当
し
な
く
な
っ
た
と
き
、
令
第
十
六
条
第
一
項
第
二
号
ホ
に
掲
げ
る
者
が
令
第
十
五
条
第
二
項
第
五
号
に

掲
げ
る
者
に
該
当
し
な
く
な
っ
た
と
き
、
令
第
十
六
条
第
一
項
第
二
号
ヘ
に
掲
げ
る
者
が
令
第
十
五
条
第
二

項
第
六
号
に
掲
げ
る
者
に
該
当
し
な
く
な
っ
た
と
き
若
し
く
は
令
第
十
六
条
第
一
項
第
三
号
ロ
に
掲
げ
る
者

が
令
第
十
五
条
第
三
項
第
二
号
に
掲
げ
る
者
に
該
当
し
な
く
な
っ
た
と
き
又
は
令
第
十
四
条
第
七
項
に
該
当

し
て
い
る
こ
と
に
つ
き
認
定
を
受
け
て
い
る
者
が
同
項
に
該
当
し
な
く
な
っ
た
と
き
。

４
〜
６

（
略
）

４
〜
６

（
略
）

令和年月日 水曜日 (号外第号)官 報 



（
令
第
十
四
条
の
二
の
年
間
の
高
額
療
養
費
の
支
給
申
請
等
）

（
年
間
の
高
額
療
養
費
の
支
給
申
請
等
）

第
七
十
条
の
二

（
略
）

第
七
十
条
の
二

（
略
）

２

前
項
の
申
請
書
に
は
、
次
に
掲
げ
る
書
類
を
添
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
第
一
号
に
掲
げ
る
証

明
書
は
、
記
載
す
べ
き
額
が
零
で
あ
っ
て
前
項
の
申
請
書
に
そ
の
旨
を
記
載
し
た
場
合
、
又
は
後
期
高
齢
者
医

療
広
域
連
合
が
同
項
第
五
号
に
掲
げ
る
医
療
保
険
者
か
ら
令
第
十
四
条
の
二
第
一
項
第
二
号
か
ら
第
四
号
ま
で

に
掲
げ
る
額
に
関
す
る
情
報
の
提
供
を
受
け
る
場
合
は
、
添
付
を
省
略
す
る
こ
と
が
で
き
、
後
期
高
齢
者
医
療

広
域
連
合
は
、
第
二
号
に
掲
げ
る
所
得
区
分
を
証
す
る
書
類
は
、
当
該
所
得
区
分
を
公
簿
等
又
は
そ
の
写
し
に

よ
っ
て
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
き
は
、
当
該
書
類
を
省
略
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。

２

前
項
の
申
請
書
に
は
、
次
に
掲
げ
る
書
類
を
添
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
第
一
号
に
掲
げ
る
証

明
書
は
、
記
載
す
べ
き
額
が
零
で
あ
っ
て
前
項
の
申
請
書
に
そ
の
旨
を
記
載
し
た
場
合
、
又
は
後
期
高
齢
者
医

療
広
域
連
合
が
同
項
第
五
号
に
掲
げ
る
医
療
保
険
者
か
ら
令
第
十
四
条
の
二
第
一
項
第
二
号
か
ら
第
四
号
ま
で

に
掲
げ
る
額
に
関
す
る
情
報
の
提
供
を
受
け
る
場
合
は
、
添
付
を
省
略
す
る
こ
と
が
で
き
、
保
険
者
は
、
第
二

号
に
掲
げ
る
所
得
区
分
を
証
す
る
書
類
は
、
当
該
所
得
区
分
を
公
簿
等
又
は
そ
の
写
し
に
よ
っ
て
確
認
す
る
こ

と
が
で
き
る
と
き
は
、
当
該
書
類
を
省
略
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。

一
・
二

（
略
）

一
・
二

（
略
）

３

第
一
項
の
規
定
に
よ
る
申
請
書
の
提
出
を
受
け
た
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
、

前
項
第
一
号
の
証
明
書
を
交
付
し
た
者
又
は
同
項
た
だ
し
書
に
規
定
す
る
情
報
を
提
供
し
た
者
に
対
し
、
遅
滞

な
く
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３

第
一
項
の
規
定
に
よ
る
申
請
書
の
提
出
を
受
け
た
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
、

前
項
第
一
号
の
証
明
書
を
交
付
し
た
者
又
は
同
項
た
だ
し
書
に
規
定
す
る
情
報
を
提
供
し
た
者
に
対
し
、
遅
滞

な
く
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

当
該
申
請
者
に
適
用
さ
れ
る
令
第
十
四
条
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
高
額
療
養
費
算
定
基
準
額
及
び
基
準

日
被
保
険
者
合
算
額

一

当
該
申
請
者
に
適
用
さ
れ
る
令
第
十
四
条
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
基
準
日
被
保
険
者
合
算
額

二

（
略
）

二

（
略
）

（
令
第
十
四
条
の
二
の
年
間
の
高
額
療
養
費
の
支
給
及
び
証
明
書
の
交
付
申
請
等
）

（
年
間
の
高
額
療
養
費
の
支
給
及
び
証
明
書
の
交
付
申
請
等
）

第
七
十
条
の
三

（
略
）

第
七
十
条
の
三

（
略
）

（
令
第
十
四
条
の
三
の
年
間
の
高
額
療
養
費
の
支
給
申
請
等
）

第
七
十
条
の
四

法
第
八
十
四
条
の
規
定
に
よ
り
高
額
療
養
費
（
令
第
十
四
条
の
三
第
一
項
又
は
第
二
項
の
規
定

に
よ
り
支
給
さ
れ
る
高
額
療
養
費
に
限
る
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。）の
支
給
を
受
け
よ
う
と
す
る
基
準

日
被
保
険
者
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
申
請
者
」
と
い
う
。）は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
申
請
書
を

後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
新
設
）

一

被
保
険
者
番
号

二

申
請
者
の
氏
名
及
び
個
人
番
号

三

計
算
期
間
の
始
期
及
び
終
期

四

申
請
者
が
計
算
期
間
に
お
け
る
当
該
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
が
行
う
後
期
高
齢
者
医
療
の
被
保
険
者

で
あ
っ
た
間
に
、
高
額
療
養
費
に
係
る
療
養
を
受
け
た
年
月

五

基
準
日
世
帯
被
保
険
者
が
、
計
算
期
間
に
お
い
て
当
該
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
以
外
の
後
期
高
齢
者

医
療
広
域
連
合
（
以
下
こ
の
号
及
び
次
項
に
お
い
て
「
他
の
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
」
と
い
う
。）の
被

保
険
者
で
あ
っ
た
期
間
が
あ
る
場
合
に
お
け
る
、
当
該
他
の
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
の
名
称
及
び
当
該

他
の
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
の
被
保
険
者
で
あ
っ
た
期
間

２

前
項
の
申
請
書
に
は
、
次
に
掲
げ
る
書
類
を
添
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
第
一
号
に
掲
げ
る
証

明
書
は
、
記
載
す
べ
き
額
が
零
で
あ
っ
て
前
項
の
申
請
書
に
そ
の
旨
を
記
載
し
た
場
合
、
又
は
後
期
高
齢
者
医

療
広
域
連
合
が
同
項
第
五
号
に
掲
げ
る
他
の
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
か
ら
令
第
十
四
条
の
三
第
一
項
第
二

号
に
掲
げ
る
額
に
関
す
る
情
報
の
提
供
を
受
け
る
場
合
は
、
添
付
を
省
略
す
る
こ
と
が
で
き
、
後
期
高
齢
者
医

療
広
域
連
合
は
、
第
二
号
に
掲
げ
る
所
得
区
分
を
証
す
る
書
類
は
、
当
該
所
得
区
分
を
公
簿
等
又
は
そ
の
写
し

に
よ
っ
て
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
き
は
、
当
該
書
類
を
省
略
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。

一

令
第
十
四
条
の
三
第
一
項
第
二
号
に
掲
げ
る
額
に
関
す
る
証
明
書

二

基
準
日
に
お
け
る
申
請
者
の
所
得
区
分
を
証
す
る
書
類

令和年月日 水曜日 (号外第号)官 報



３

申
請
者
が
、
令
第
十
四
条
の
三
第
二
項
に
該
当
す
る
と
き
は
、
当
該
申
請
者
は
、
第
一
項
の
申
請
書
に
そ
の

旨
を
証
す
る
書
類
を
添
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

４

第
一
項
の
規
定
に
よ
る
申
請
書
の
提
出
を
受
け
た
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
、

第
二
項
第
一
号
の
証
明
書
を
交
付
し
た
者
又
は
同
項
た
だ
し
書
に
規
定
す
る
情
報
を
提
供
し
た
者
に
対
し
、
遅

滞
な
く
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

当
該
申
請
者
に
適
用
さ
れ
る
令
第
十
四
条
の
三
第
一
項
に
規
定
す
る
高
額
療
養
費
算
定
基
準
額
及
び
一
部

負
担
金
等
年
間
世
帯
合
算
額

二

そ
の
他
高
額
療
養
費
の
支
給
に
必
要
な
事
項

第
七
十
条
の
五

法
第
八
十
四
条
の
規
定
に
よ
り
高
額
療
養
費
（
令
第
十
四
条
の
三
第
四
項
又
は
第
五
項
の
規
定

に
よ
り
支
給
さ
れ
る
高
額
療
養
費
に
限
る
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。）の
支
給
を
受
け
よ
う
と
す
る
被
保

険
者
（
令
第
十
四
条
の
三
第
四
項
及
び
第
五
項
に
規
定
す
る
者
を
い
う
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
申
請
者
」

と
い
う
。）は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
申
請
書
を
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
（
次
条
第
一
項
第
五
号

に
掲
げ
る
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
に
該
当
す
る
場
合
に
限
る
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。）に
提
出
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
新
設
）

一

被
保
険
者
番
号

二

申
請
者
の
氏
名
及
び
個
人
番
号

三

計
算
期
間
の
始
期
及
び
終
期

四

基
準
日
に
加
入
す
る
医
療
保
険
者
の
名
称

五

申
請
者
が
計
算
期
間
に
お
け
る
当
該
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
が
行
う
後
期
高
齢
者
医
療
の
被
保
険
者

で
あ
っ
た
間
に
、
高
額
療
養
費
に
係
る
療
養
を
受
け
た
年
月

六

申
請
者
又
は
基
準
日
に
お
い
て
当
該
申
請
者
の
被
扶
養
者
等
（
令
第
十
四
条
の
二
第
七
項
に
規
定
す
る
被

扶
養
者
等
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）（
申
請
者
が
令
第
十
四
条
の
三
第
五
項
に
規
定
す
る
者
に
該
当
す
る
場
合

に
あ
っ
て
は
、
基
準
日
に
お
い
て
当
該
申
請
者
が
そ
の
被
扶
養
者
等
で
あ
る
組
合
員
等
（
令
第
十
四
条
の
二

第
六
項
に
規
定
す
る
組
合
員
等
を
い
い
、
国
民
健
康
保
険
の
世
帯
主
等
で
あ
っ
て
被
保
険
者
で
あ
る
者
を
除

く
。））
で
あ
る
者
が
、
計
算
期
間
に
お
い
て
当
該
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
以
外
の
後
期
高
齢
者
医
療
広

域
連
合
（
以
下
こ
の
号
及
び
次
項
に
お
い
て
「
他
の
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
」
と
い
う
。）の
被
保
険
者

で
あ
っ
た
期
間
が
あ
る
場
合
に
お
け
る
、
当
該
他
の
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
の
名
称
及
び
当
該
他
の
後

期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
の
被
保
険
者
で
あ
っ
た
期
間

２

前
項
の
申
請
書
に
は
、
次
に
掲
げ
る
書
類
を
添
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
第
一
号
に
掲
げ
る
証

明
書
は
、
記
載
す
べ
き
額
が
零
で
あ
っ
て
前
項
の
申
請
書
に
そ
の
旨
を
記
載
し
た
場
合
、
又
は
後
期
高
齢
者
医

療
広
域
連
合
が
同
項
第
六
号
に
掲
げ
る
他
の
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
か
ら
令
第
十
四
条
の
三
第
四
項
第
二

号
（
同
条
第
五
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。）に
掲
げ
る
額
に
関
す
る

情
報
の
提
供
を
受
け
る
場
合
は
、
添
付
を
省
略
す
る
こ
と
が
で
き
、
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
は
、
第
二
号

に
掲
げ
る
所
得
区
分
を
証
す
る
書
類
は
、
当
該
所
得
区
分
を
公
簿
等
又
は
そ
の
写
し
に
よ
っ
て
確
認
す
る
こ
と

が
で
き
る
と
き
は
、
当
該
書
類
を
省
略
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。

一

令
第
十
四
条
の
三
第
四
項
第
二
号
に
掲
げ
る
額
に
関
す
る
証
明
書

二

計
算
期
間
に
最
後
に
被
保
険
者
の
資
格
を
喪
失
し
た
日
の
前
日
に
お
け
る
申
請
者
の
所
得
区
分
を
証
す
る

書
類
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３

第
一
項
の
規
定
に
よ
る
申
請
書
の
提
出
を
受
け
た
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
、

第
二
項
第
一
号
の
証
明
書
を
交
付
し
た
者
又
は
同
項
た
だ
し
書
に
規
定
す
る
情
報
を
提
供
し
た
者
に
対
し
、
遅

滞
な
く
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

当
該
申
請
者
に
適
用
さ
れ
る
令
第
十
四
条
の
三
第
四
項
（
同
条
第
五
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含

む
。）に
規
定
す
る
高
額
療
養
費
算
定
基
準
額
及
び
一
部
負
担
金
等
年
間
世
帯
合
算
額

二

そ
の
他
高
額
療
養
費
の
支
給
に
必
要
な
事
項

（
令
第
十
四
条
の
三
の
年
間
の
高
額
療
養
費
の
支
給
及
び
証
明
書
の
交
付
申
請
等
）

第
七
十
条
の
六

法
第
八
十
四
条
の
規
定
に
よ
り
高
額
療
養
費
（
令
第
十
四
条
の
三
第
三
項
か
ら
第
五
項
ま
で
の

規
定
に
よ
り
支
給
さ
れ
る
高
額
療
養
費
に
限
る
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。）の
支
給
を
受
け
よ
う
と
す
る

被
保
険
者
（
令
第
十
四
条
の
三
第
三
項
、
第
四
項
及
び
第
五
項
に
規
定
す
る
者
を
い
う
。
以
下
こ
の
条
に
お
い

て
「
申
請
者
」
と
い
う
。）は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
申
請
書
を
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
（
第
五

号
に
掲
げ
る
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
に
該
当
す
る
場
合
を
除
く
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。）に
提
出

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
第
三
項
第
四
号
に
掲
げ
る
額
が
零
で
あ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
こ
の
限
り

で
な
い
。

（
新
設
）

一

被
保
険
者
番
号

二

申
請
者
の
氏
名
及
び
個
人
番
号

三

計
算
期
間
の
始
期
及
び
終
期

四

基
準
日
に
加
入
す
る
医
療
保
険
者
の
名
称

五

申
請
者
が
計
算
期
間
に
お
い
て
最
後
に
被
保
険
者
の
資
格
を
喪
失
し
た
日
の
前
日
に
お
い
て
当
該
申
請
者

が
住
所
を
有
し
て
い
た
市
町
村
（
申
請
者
が
同
日
に
お
い
て
法
第
五
十
五
条
の
二
第
一
項
の
規
定
の
適
用
を

受
け
て
い
た
場
合
に
あ
っ
て
は
、
同
項
に
規
定
す
る
従
前
住
所
地
市
町
村
）
の
加
入
す
る
後
期
高
齢
者
医
療

広
域
連
合
（
申
請
者
が
同
日
に
お
い
て
法
第
五
十
五
条
第
一
項
若
し
く
は
第
二
項
（
こ
れ
ら
の
規
定
を
法
第

五
十
五
条
の
二
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）の
規
定
の
適
用
を
受
け
て
い
た
場
合
に
あ
っ
て

は
、
こ
れ
ら
の
規
定
に
規
定
す
る
他
の
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
）
の
名
称
（
申
請
者
が
令
第
十
四
条
の

三
第
四
項
又
は
第
五
項
に
規
定
す
る
者
に
該
当
す
る
場
合
に
限
る
。）

六

申
請
者
が
計
算
期
間
に
お
け
る
当
該
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
の
被
保
険
者
で
あ
っ
た
間
に
、
高
額
療

養
費
に
係
る
療
養
を
受
け
た
年
月

２

前
項
の
申
請
書
に
は
、
基
準
日
（
申
請
者
が
令
第
十
四
条
の
三
第
四
項
又
は
第
五
項
に
規
定
す
る
者
に
該
当

す
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
計
算
期
間
に
最
後
に
被
保
険
者
の
資
格
を
喪
失
し
た
日
の
前
日
。
第
四
項
に
お
い
て

同
じ
。）に
お
け
る
申
請
者
の
所
得
区
分
を
証
す
る
書
類
を
添
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
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３

後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
は
、
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
申
請
書
の
提
出
を
受
け
た
と
き
は
、
被
保
険
者
に

対
し
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
証
明
書
を
交
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
第
六
項
に
規
定
す

る
場
合
に
該
当
す
る
と
き
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

一

被
保
険
者
番
号

二

申
請
者
の
氏
名

三

申
請
者
が
計
算
期
間
に
お
い
て
当
該
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
の
被
保
険
者
で
あ
っ
た
期
間

四

計
算
期
間（
申
請
者
が
当
該
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
の
被
保
険
者
で
あ
っ
た
間
に
限
る
。）に
お
い
て
、

当
該
申
請
者
が
当
該
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
の
被
保
険
者
と
し
て
受
け
た
高
額
療
養
費
に
係
る
療
養
に

係
る
令
第
十
四
条
の
三
第
一
項
第
一
号
に
規
定
す
る
合
算
額

五

当
該
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
の
名
称
及
び
所
在
地

六

そ
の
他
必
要
な
事
項

４

第
一
項
の
規
定
に
よ
る
申
請
書
の
提
出
を
受
け
た
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
は
、
当
該
申
請
に
係
る
基
準

日
の
翌
日
か
ら
二
年
以
内
に
同
項
第
四
号
に
掲
げ
る
医
療
保
険
者
（
申
請
者
が
令
第
十
四
条
の
三
第
三
項
に
規

定
す
る
者
に
該
当
す
る
場
合
に
限
る
。）又
は
第
一
項
第
五
号
に
掲
げ
る
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
か
ら
高
額

療
養
費
の
支
給
に
必
要
な
事
項
の
通
知
が
行
わ
れ
な
い
場
合
に
お
い
て
、
申
請
者
等
に
対
し
て
当
該
申
請
に
関

す
る
確
認
を
行
っ
た
と
き
は
、
当
該
申
請
書
は
提
出
さ
れ
な
か
っ
た
も
の
と
み
な
す
こ
と
が
で
き
る
。

５

後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
は
、
精
算
対
象
者
（
計
算
期
間
の
中
途
で
死
亡
し
た
者
そ
の
他
こ
れ
に
準
ず
る

者
を
い
う
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。）に
係
る
高
額
療
養
費
等
の
額
の
算
定
に
必
要
な
第
三
項
の
証
明
書

の
交
付
申
請
を
、
当
該
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
の
被
保
険
者
で
あ
っ
た
者
（
当
該
精
算
対
象
者
を
除
く
。）

か
ら
受
け
た
と
き
は
、
当
該
者
に
対
し
、
当
該
証
明
書
を
交
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

６

第
一
項
の
申
請
書
は
、
同
項
第
四
号
に
掲
げ
る
医
療
保
険
者
（
申
請
者
が
令
第
十
四
条
の
三
第
三
項
に
規
定

す
る
者
に
該
当
す
る
場
合
に
限
る
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。）又
は
第
一
項
第
五
号
に
掲
げ
る
後
期
高
齢

者
医
療
広
域
連
合
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
医
療
保
険
者
等
」
と
い
う
。）を
経
由
し
て
提
出
す
る
こ
と
が
で

き
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
当
該
医
療
保
険
者
等
を
経
由
し
て
当
該
申
請
書
の
提
出
を
受
け
た
後
期
高
齢
者

医
療
広
域
連
合
は
、
当
該
医
療
保
険
者
等
に
対
し
、
第
三
項
第
一
号
及
び
第
三
号
か
ら
第
六
号
ま
で
に
掲
げ
る

事
項
に
関
す
る
情
報
を
提
供
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
令
第
十
六
条
の
二
第
一
項
第
三
号
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
額
）

（
令
第
十
六
条
の
二
第
一
項
第
三
号
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
額
）

第
七
十
一
条
の
二

令
第
十
六
条
の
二
第
一
項
第
三
号
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
額

は
、
計
算
期
間
に
お
い
て
、
基
準
日
世
帯
被
保
険
者
が
該
当
す
る
次
の
表
の
第
一
欄
に
掲
げ
る
期
間
の
区
分
に

応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
期
間
に
当
該
基
準
日
世
帯
被
保
険
者
が
受
け
た
療
養
又
は
そ
の
被
扶
養
者
等
が
そ
の
被

扶
養
者
等
で
あ
っ
た
間
に
受
け
た
療
養
に
係
る
同
表
の
第
二
欄
に
掲
げ
る
額
と
す
る
。

第
七
十
一
条
の
二

令
第
十
六
条
の
二
第
一
項
第
三
号
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
額

は
、
計
算
期
間
に
お
い
て
、
基
準
日
世
帯
被
保
険
者
が
該
当
す
る
次
の
表
の
第
一
欄
に
掲
げ
る
期
間
の
区
分
に

応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
期
間
に
当
該
基
準
日
世
帯
被
保
険
者
が
受
け
た
療
養
又
は
そ
の
被
扶
養
者
等
が
そ
の
被

扶
養
者
等
で
あ
っ
た
間
に
受
け
た
療
養
に
係
る
同
表
の
第
二
欄
に
掲
げ
る
額
と
す
る
。

（
略
）

二（
略
）

（
略
）

日
雇
特
例
被
保
険
者
で
あ
っ
た

期
間

（
略
）

（
略
）

健
康
保
険
法
施
行
令
第
四
十
四
条
第
七
項
に
お

い
て
準
用
す
る
同
令
第
四
十
三
条
の
二
第
一
項

第
一
号
に
規
定
す
る
合
算
額

（
略
）

（
略
）

二（
略
）

（
略
）

日
雇
特
例
被
保
険
者
で
あ
っ
た

期
間

（
略
）

（
略
）

健
康
保
険
法
施
行
令
第
四
十
四
条
第
六
項
に
お

い
て
準
用
す
る
同
令
第
四
十
三
条
の
二
第
一
項

第
一
号
に
規
定
す
る
合
算
額

（
略
）

令和年月日 水曜日 (号外第号)官 報 



（
令
第
十
六
条
の
二
第
二
項
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
日
）

（
令
第
十
六
条
の
二
第
二
項
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
日
）

第
七
十
一
条
の
三

令
第
十
六
条
の
二
第
二
項
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
日
は
、
第
六
十
二
条
の
五
に
定
め
る

日
と
す
る
。

第
七
十
一
条
の
三

令
第
十
六
条
の
二
第
二
項
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
日
は
、
基
準
日
の
属
す
る
月
の
初
日

そ
の
他
こ
れ
に
準
ず
る
日
と
す
る
。

（
令
第
十
六
条
の
三
第
一
項
第
六
号
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
日
）

（
令
第
十
六
条
の
三
第
一
項
第
六
号
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
日
）

第
七
十
一
条
の
六

令
第
十
六
条
の
三
第
一
項
第
六
号
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
日
は
、
第
六
十
二
条
の
五
に

定
め
る
日
と
す
る
。

第
七
十
一
条
の
六

令
第
十
六
条
の
三
第
一
項
第
六
号
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
日
は
、
第
七
十
一
条
の
三
に

定
め
る
日
と
す
る
。

（
令
第
十
六
条
の
二
第
四
項
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
第
一
項
各
号
に
掲
げ
る
額

に
相
当
す
る
額
）

（
令
第
十
六
条
の
二
第
四
項
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
第
一
項
各
号
に
掲
げ
る
額

に
相
当
す
る
額
）

第
七
十
一
条
の
四

令
第
十
六
条
の
二
第
四
項
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
同
条
第
一

項
各
号
に
掲
げ
る
額
に
相
当
す
る
額
は
、
被
保
険
者
で
あ
っ
た
者
が
基
準
日
に
お
い
て
該
当
す
る
次
の
表
の
第

一
欄
に
掲
げ
る
者
の
区
分
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
第
二
欄
に
掲
げ
る
額
と
す
る
。

第
七
十
一
条
の
四

令
第
十
六
条
の
二
第
四
項
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
同
条
第
一

項
各
号
に
掲
げ
る
額
に
相
当
す
る
額
は
、
被
保
険
者
で
あ
っ
た
者
が
基
準
日
に
お
い
て
該
当
す
る
次
の
表
の
第

一
欄
に
掲
げ
る
者
の
区
分
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
第
二
欄
に
掲
げ
る
額
と
す
る
。

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

二

日
雇
特
例
被
保
険
者
又
は
そ
の

被
扶
養
者

健
康
保
険
法
施
行
令
第
四
十
四
条
第
六
項
に
お

い
て
準
用
す
る
同
令
第
四
十
三
条
の
二
第
一
項

各
号
（
同
令
第
四
十
四
条
第
六
項
に
お
い
て
準

用
す
る
同
令
第
四
十
三
条
の
二
第
三
項
に
お
い

て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）に
掲
げ
る
額

二

日
雇
特
例
被
保
険
者
又
は
そ
の

被
扶
養
者

健
康
保
険
法
施
行
令
第
四
十
四
条
第
五
項
に
お

い
て
準
用
す
る
同
令
第
四
十
三
条
の
二
第
一
項

各
号
（
同
令
第
四
十
四
条
第
五
項
に
お
い
て
準

用
す
る
同
令
第
四
十
三
条
の
二
第
三
項
に
お
い

て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）に
掲
げ
る
額

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
令
第
十
六
条
の
二
第
六
項
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
額
）

（
令
第
十
六
条
の
二
第
六
項
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
額
）

第
七
十
一
条
の
五

令
第
十
六
条
の
二
第
六
項
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
額
は
、
次

の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
前
条
の
表
の
項
の
第
二
欄
に
掲
げ
る
額
を
、
次
の
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
額
に
そ
れ
ぞ
れ

読
み
替
え
て
適
用
す
る
同
条
の
規
定
に
よ
り
算
定
し
た
額
と
す
る
。

第
七
十
一
条
の
五

令
第
十
六
条
の
二
第
六
項
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
額
は
、
次

の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
前
条
の
表
の
項
の
第
二
欄
に
掲
げ
る
額
を
、
次
の
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
額
に
そ
れ
ぞ
れ

読
み
替
え
て
適
用
す
る
同
条
の
規
定
に
よ
り
算
定
し
た
額
と
す
る
。

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

二
の
項

健
康
保
険
法
施
行
令
第
四
十
四
条
第
六
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
令
第
四
十
三
条

の
二
第
二
項
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
額

二
の
項

健
康
保
険
法
施
行
令
第
四
十
四
条
第
五
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
令
第
四
十
三
条

の
二
第
二
項
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
額

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
介
護
合
算
算
定
基
準
額
及
び
七
十
歳
以
上
介
護
合
算
算
定
基
準
額
に
関
す
る
読
替
え
）

（
介
護
合
算
算
定
基
準
額
及
び
七
十
歳
以
上
介
護
合
算
算
定
基
準
額
に
関
す
る
読
替
え
）

第
七
十
一
条
の
七

令
第
十
六
条
の
三
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
同
項
の
表
の
中
欄
又
は
下
欄
に
掲
げ
る
規
定
を
準

用
す
る
場
合
に
お
い
て
は
、
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
規
定
中
同
表
の
中
欄
に
掲
げ
る
字
句
は
、
そ
れ
ぞ
れ
同

表
の
下
欄
に
掲
げ
る
字
句
に
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

第
七
十
一
条
の
七

令
第
十
六
条
の
三
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
同
項
の
表
の
中
欄
又
は
下
欄
に
掲
げ
る
規
定
を
準

用
す
る
場
合
に
お
い
て
は
、
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
規
定
中
同
表
の
中
欄
に
掲
げ
る
字
句
は
、
そ
れ
ぞ
れ
同

表
の
下
欄
に
掲
げ
る
字
句
に
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）
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（
中
国
残
留
邦
人
等
の
円
滑
な
帰
国
の
促
進
並
び
に
永
住
帰
国
し
た
中
国
残
留
邦
人
等
及
び
特
定
配
偶
者
の
自
立
の
支
援
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
の
一
部
改
正
）

第
五
条

中
国
残
留
邦
人
等
の
円
滑
な
帰
国
の
促
進
並
び
に
永
住
帰
国
し
た
中
国
残
留
邦
人
等
及
び
特
定
配
偶
者
の
自
立
の
支
援
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
（
平
成
六
年
厚
生
省
令
第
六
十
三
号
）
の
一
部
を
次
の
表
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

後

改

正

前

（
支
援
給
付
に
係
る
厚
生
労
働
省
令
等
の
適
用
）

（
支
援
給
付
に
係
る
厚
生
労
働
省
令
等
の
適
用
）

第
十
八
条
の
七

法
第
十
四
条
第
一
項
の
支
援
給
付
（
平
成
十
九
年
改
正
法
附
則
第
四
条
第
一
項
の
支
援
給
付
を

含
む
。
以
下
「
支
援
給
付
」
と
い
う
。）が
行
わ
れ
る
場
合
に
お
け
る
次
の
各
号
に
規
定
す
る
命
令
の
規
定
の
適

用
に
つ
い
て
は
、
当
該
各
号
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。

第
十
八
条
の
七

法
第
十
四
条
第
一
項
の
支
援
給
付
（
平
成
十
九
年
改
正
法
附
則
第
四
条
第
一
項
の
支
援
給
付
を

含
む
。
以
下
「
支
援
給
付
」
と
い
う
。）が
行
わ
れ
る
場
合
に
お
け
る
次
の
各
号
に
規
定
す
る
命
令
の
規
定
の
適

用
に
つ
い
て
は
、
当
該
各
号
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。

一

健
康
保
険
法
施
行
規
則
（
大
正
十
五
年
内
務
省
令
第
三
十
六
号
）
第
百
一
条
か
ら
第
百
三
条
の
五
ま
で
、

第
百
七
条
及
び
第
百
八
条
（
こ
れ
ら
の
規
定
を
同
令
第
百
三
十
四
条
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含

む
。）の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
支
援
給
付
を
保
護
と
、
医
療
支
援
給
付
を
生
活
保
護
法
第
十
五
条
の
医

療
扶
助
（
以
下
「
医
療
扶
助
」
と
い
う
。）と
み
な
す
。

一

健
康
保
険
法
施
行
規
則
（
大
正
十
五
年
内
務
省
令
第
三
十
六
号
）
第
百
一
条
か
ら
第
百
三
条
ま
で
、
第
百

七
条
及
び
第
百
八
条
（
こ
れ
ら
の
規
定
を
同
令
第
百
三
十
四
条
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）

の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
支
援
給
付
を
保
護
と
、
医
療
支
援
給
付
を
生
活
保
護
法
第
十
五
条
の
医
療
扶

助
（
以
下
「
医
療
扶
助
」
と
い
う
。）と
み
な
す
。

二

船
員
保
険
法
施
行
規
則
（
昭
和
十
五
年
厚
生
省
令
第
五
号
）
第
九
十
条
か
ら
第
九
十
二
条
の
五
ま
で
、
第

九
十
七
条
及
び
第
九
十
八
条
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
支
援
給
付
を
保
護
と
、
医
療
支
援
給
付
を
医
療

扶
助
と
み
な
す
。

二

船
員
保
険
法
施
行
規
則
（
昭
和
十
五
年
厚
生
省
令
第
五
号
）
第
九
十
条
か
ら
第
九
十
二
条
ま
で
、
第
九
十

七
条
及
び
第
九
十
八
条
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
支
援
給
付
を
保
護
と
、
医
療
支
援
給
付
を
医
療
扶
助

と
み
な
す
。

三
〜
七

（
略
）

三
〜
七

（
略
）

八

高
齢
者
の
医
療
の
確
保
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
（
平
成
十
九
年
厚
生
労
働
省
令
第
百
二
十
九
号
）
第
六

十
四
条
か
ら
第
六
十
五
条
の
四
ま
で
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
支
援
給
付
を
保
護
と
み
な
す
。

八

高
齢
者
の
医
療
の
確
保
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
（
平
成
十
九
年
厚
生
労
働
省
令
第
百
二
十
九
号
）
第
六

十
四
条
及
び
第
六
十
五
条
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
支
援
給
付
を
保
護
と
み
な
す
。

九
・
十

（
略
）

九
・
十

（
略
）

健
康
保
険
法
施
行
令

第
四
十
四
条
第
六
項

に
お
い
て
準
用
す
る

同
令
第
四
十
三
条
の

三
第
一
項
及
び
第
二

項

（
略
）

（
略
）

健
康
保
険
法
施
行
令

第
四
十
四
条
第
五
項

に
お
い
て
準
用
す
る

同
令
第
四
十
三
条
の

三
第
一
項
及
び
第
二

項

（
略
）

（
略
）

次
条
第
一
項

第
四
十
四
条
第
八
項

次
条
第
一
項

第
四
十
四
条
第
七
項

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

令和年月日 水曜日 (号外第号)官 報

附

則

（
施
行
期
日
）

第
一
条

こ
の
省
令
は
、
令
和
八
年
八
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

第
二
条

こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
あ
る
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
前
の
様
式
（
次
項
に
お
い
て
「
旧
様
式
」
と
い
う
。）に
よ
り
使
用
さ
れ
て
い
る
書
類
は
、
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
後
の
様
式
に
よ
る
も
の
と
み
な
す
。

２

こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
あ
る
旧
様
式
に
よ
る
用
紙
に
つ
い
て
は
、
当
分
の
間
、
こ
れ
を
取
り
繕
っ
て
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。





法

規

的

告

示

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

後

改

正

前

１

（
略
）

１

（
略
）

２

規
則
第
十
二
条
第
一
項
第
十
四
号
の
法
務
大
臣
及
び
厚
生
労
働
大
臣
が
告
示
で
定
め
る
特
定
の
職
種
及
び
作

業
は
、
次
の
表
に
掲
げ
る
も
の
と
す
る
。

２

規
則
第
十
二
条
第
一
項
第
十
四
号
の
法
務
大
臣
及
び
厚
生
労
働
大
臣
が
告
示
で
定
め
る
特
定
の
職
種
及
び
作

業
は
、
次
の
表
に
掲
げ
る
も
の
と
す
る
。

職

種

作

業

職

種

作

業

（
略
）

（
略
）

令和年月日 水曜日 (号外第号)官 報

（
健
康
保
険
法
施
行
令
等
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令
附
則
第
十
九
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
申
請
）

第
三
条

健
康
保
険
法
施
行
令
等
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令
（
令
和
八
年
政
令
第
二
百
四
十
号
。
以
下
「
改
正
政
令
」
と
い
う
。）附
則
第
十
九
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
申
請
は
、
第
一
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
健
康
保
険
法
施
行
規
則
第

百
九
条
の
二
の
二
の
二
第
一
項
の
申
請
書
に
、
改
正
政
令
第
一
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
健
康
保
険
法
施
行
令
（
大
正
十
五
年
勅
令
第
二
百
四
十
三
号
）
第
四
十
一
条
の
二
第
一
項
た
だ
し
書
に
規
定
す
る
基
準
日
（
同
令
第
四
十
三
条
第

十
二
項
の
規
定
に
よ
り
基
準
日
と
み
な
さ
れ
る
日
を
含
む
。）の
属
す
る
月
の
標
準
報
酬
月
額
が
十
六
万
円
未
満
の
被
保
険
者
で
あ
る
者
（
同
令
第
四
十
二
条
第
十
一
項
第
四
号
又
は
第
十
二
項
第
四
号
若
し
く
は
第
五
号
に
掲
げ
る
者
を
除

く
。）に
該
当
し
て
い
る
旨
を
付
記
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
行
う
も
の
と
す
る
。

（
健
康
保
険
法
施
行
令
等
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令
附
則
第
二
十
二
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
申
請
）

第
四
条

改
正
政
令
附
則
第
二
十
二
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
申
請
は
、
第
二
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
船
員
保
険
法
施
行
規
則
第
九
十
九
条
の
三
の
二
第
一
項
の
申
請
書
に
、
改
正
政
令
第
三
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
船
員
保
険
法
施

行
令
（
昭
和
二
十
八
年
政
令
第
二
百
四
十
号
）
第
八
条
の
二
第
一
項
た
だ
し
書
に
規
定
す
る
基
準
日
（
同
令
第
十
条
第
十
二
項
の
規
定
に
よ
り
基
準
日
と
み
な
さ
れ
る
日
を
含
む
。）の
属
す
る
月
の
標
準
報
酬
月
額
が
十
六
万
円
未
満
の
被
保

険
者
で
あ
る
者
（
同
令
第
九
条
第
十
一
項
第
四
号
又
は
第
十
二
項
第
四
号
若
し
く
は
第
五
号
に
掲
げ
る
者
を
除
く
。）に
該
当
し
て
い
る
旨
を
付
記
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
行
う
も
の
と
す
る
。

（
健
康
保
険
法
施
行
令
等
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令
附
則
第
二
十
五
条
第
一
項
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
日
）

第
五
条

改
正
政
令
附
則
第
二
十
五
条
第
一
項
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
日
は
、
改
正
政
令
第
五
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
国
民
健
康
保
険
法
施
行
令
（
昭
和
三
十
三
年
政
令
第
三
百
六
十
二
号
）
第
二
十
九
条
の
二
の
二
第
一
項
に
規
定

す
る
基
準
日
（
同
令
第
二
十
九
条
の
四
第
十
項
の
規
定
に
よ
り
基
準
日
と
み
な
さ
れ
る
日
を
含
む
。
次
条
に
お
い
て
「
基
準
日
」
と
い
う
。）の
属
す
る
月
の
初
日
そ
の
他
こ
れ
に
準
ず
る
日
と
す
る
。

（
健
康
保
険
法
施
行
令
等
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令
附
則
第
二
十
五
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
申
請
）

第
六
条

改
正
政
令
附
則
第
二
十
五
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
申
請
は
、
第
三
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
国
民
健
康
保
険
法
施
行
規
則
第
二
十
七
条
の
十
七
の
四
第
一
項
（
同
条
第
五
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）の
申
請
書
に
、

基
準
日
の
属
す
る
月
に
お
け
る
前
条
に
定
め
る
日
に
お
い
て
国
民
健
康
保
険
の
世
帯
主
等
と
同
一
の
世
帯
に
属
す
る
全
て
の
被
保
険
者
に
つ
い
て
基
準
日
の
属
す
る
年
の
前
々
年
（
改
正
政
令
第
五
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
国
民
健
康
保

険
法
施
行
令
第
二
十
九
条
の
四
第
十
項
の
規
定
に
よ
り
八
月
一
日
か
ら
十
二
月
三
十
一
日
ま
で
の
い
ず
れ
か
の
日
を
基
準
日
と
み
な
し
た
場
合
に
あ
っ
て
は
当
該
基
準
日
と
み
な
し
た
日
の
属
す
る
年
の
前
年
）
の
基
準
所
得
額
を
合
算
し
た

額
が
八
十
六
万
円
以
下
の
場
合
（
同
令
第
二
十
九
条
の
三
第
十
二
項
第
四
号
に
掲
げ
る
場
合
を
除
く
。）に
該
当
し
て
い
る
旨
又
は
基
準
日
に
お
け
る
国
民
健
康
保
険
法
（
昭
和
三
十
三
年
法
律
第
百
九
十
二
号
）
第
四
十
二
条
第
一
項
第
四
号

に
規
定
す
る
所
得
の
額
が
二
十
八
万
円
未
満
の
者
で
あ
る
場
合
（
同
令
第
二
十
九
条
の
三
第
十
四
項
第
四
号
又
は
第
五
号
に
掲
げ
る
場
合
を
除
く
。）に
該
当
し
て
い
る
旨
を
付
記
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
行
う
も
の
と
す
る
。

（
健
康
保
険
法
施
行
令
等
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令
附
則
第
二
十
八
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
申
請
）

第
七
条

改
正
政
令
附
則
第
二
十
八
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
申
請
は
、
第
四
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
高
齢
者
の
医
療
の
確
保
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
第
七
十
条
の
四
第
一
項
又
は
第
七
十
条
の
五
第
一
項
の
申
請
書
に
、
改
正
政
令
第

七
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
高
齢
者
の
医
療
の
確
保
に
関
す
る
法
律
施
行
令
（
平
成
十
九
年
政
令
第
三
百
十
八
号
）
第
十
四
条
の
二
第
一
項
た
だ
し
書
に
規
定
す
る
基
準
日
（
同
令
第
十
六
条
第
七
項
の
規
定
に
よ
り
基
準
日
と
み
な
さ
れ

る
日
を
含
む
。）に
お
い
て
療
養
の
給
付
を
受
け
る
こ
と
と
し
た
場
合
に
高
齢
者
の
医
療
の
確
保
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
五
十
七
年
法
律
第
八
十
号
）
第
六
十
七
条
第
一
項
第
一
号
の
規
定
が
適
用
さ
れ
る
者
（
同
令
第
十
五
条
第
九
項
第
四
号

又
は
第
五
号
に
掲
げ
る
者
を
除
く
。）に
該
当
し
て
い
る
旨
を
付
記
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
行
う
も
の
と
す
る
。

〇
法

務

省

厚
生
労
働
省
告
示
第
五
号

外
国
人
の
技
能
実
習
の
適
正
な
実
施
及
び
技
能
実
習
生
の
保
護
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
（
平
成
二
十
八
年
法

務

省

厚
生
労
働
省
令
第
三
号
）
第
十
二
条
第
一
項
第
十
四
号
、
第
十
四
条
第
五
号
及
び
第
十
六
条
第
三
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
外
国
人

の
技
能
実
習
の
適
正
な
実
施
及
び
技
能
実
習
生
の
保
護
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
の
規
定
に
基
づ
き
法
務
大
臣
及
び
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
特
定
の
職
種
及
び
作
業
（
平
成
二
十
九
年
法

務

省

厚
生
労
働
省
告
示
第
四
号
）
の
一
部
を
次
の
表
の
よ
う

に
改
正
す
る
。

令
和
八
年
七
月
二
十
九
日

法
務
大
臣

平
口

洋

厚
生
労
働
大
臣

上
野
賢
一
郎





事 務 連 絡 

令和８年７月 2 9 日 

 

公益社団法人日本医師会 

公益社団法人日本歯科医師会 

公益社団法人日本薬剤師会 

一般社団法人日本病院会 

公益社団法人全日本病院協会 

公益社団法人日本精神科病院協会 

一般社団法人日本医療法人協会 

一般社団法人日本チェーンドラッグストア協会 

一般社団法人日本保険薬局協会 

 

 

厚生労働省保険局保険 課  

厚生労働省国民健康保険課  

厚生労働省保険局高齢者医療課 

 

高額療養費制度の見直しに関する周知広報について 

 

医療保険制度の運営については、平素から格段の御協力、ご尽力を賜り厚く

御礼申し上げます。 

高額療養費制度については、そのセーフティネット機能を将来にわたって堅

持し、医療保険制度の持続可能性を確保していく観点から、長期療養者や低所

得者の経済的な負担の在り方に配慮した上で、令和８年８月から及び令和９年

８月からの二段階で制度見直しを行うこととしております。 

つきましては、このうち令和８年８月からの当該制度見直しについて、医療

機関や薬局でご活用いただけるようなポスター及びリーフレットを別添のとお

り作成しておりますので、貴会内での周知にご協力いただけますよう、お願い

申し上げます。 

 

（参考） 

令和８年度から及び令和９年度からの見直し内容については、当省のホーム

ページに掲載しておりますので、あわせてご参照ください。 

https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/kenkou_iryou/iryouho

ken/juuyou/kougakuiryou/index.html 

御中 

https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/kenkou_iryou/iryouhoken/juuyou/kougakuiryou/index.html
https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/kenkou_iryou/iryouhoken/juuyou/kougakuiryou/index.html







